
2J



iii

取扱説明書について
本誌『Parameter Guide』は、TRITON Extremeのパラメ－タ－の

動作や設定法、設定時の留意点等を、モ－ドのペ－ジごとに説明して

います。その他、エフェクトの効果の説明やパラメ－タ－の設定法、設

定時の留意点等を、エフェクトごとに説明しています。

わからないパラメ－タ－が表示されたときや、機能についてさらに詳

しく知りたいときにご覧ください。

取扱説明書の表記

TRITON Extremeの名称表記
TRITON Extremeには88keyモデル, 76keyモデル, 61keyモデ

ルがあります。取扱説明書では総称してTRITON Extremeまたは本

機と表記しています。また、取扱説明書中のフロント・パネル、リア・パ

ネル等のイラストは61Keyモデルを使用していますが、88keyモデ

ル, 76keyモデルの場合も同様に参照してください。

キーやノブ類の表記  [   ]
本機のパネル上のキーやダイヤル、ノブ類は[  ]で括って表していま

す。また、ボタン, タブ等はLCD画面上のオブジェクトを表していま

す。

LCD画面中のパラメーターの表記  “   ”
LCDに表示されるパラメーターは“   ”で括って表しています。

太字の表記
パラメーターの値は太字で表しています。

また、文章中の強調したい内容についても太字で表しています。

操作 ① ② ③ ...
操作の手順を① ② ③...で表しています。

☞ p.■,  ☞ ■－■
参照するページやパラメーター・ナンバー等を表しています。

マーク , , , , , 
これらのマークは、順番に、使用上の注意, アドバイス, MIDIに関す

る説明, オルタネート・モジュレーションのソースに選ぶことができ

るパラメーター, エフェクト・ダイナミック・モジュレーションのソー

スに選ぶことができるパラメーター, BPM/MIDI Sync機能が使用

できるパラメーター, を表しています。

プログラム, コンビネーション, ソングと
Program, Combination, Sequencer, Song Play

プログラムに対してP r o g r a m 、コンビネーションに対して

Combination、ソングに対してSequencerもしくはSong Play、の

カタカナ表記とアルファベット表記の記述があります。前者は1つの

音色(プログラム、コンビネーション)または1つの曲(ソング)を示し、

後者のアルファベット表記はそのモード自身を表します。

ディスプレイ表示
取扱説明書に記載されている各種のパラメーターの数値などは表示

の一例ですので、本体のLCD画面の表示と必ずしも一致しない場合

があります。

MIDIに関する表記
CC#はControl Change Number（コントロール・チェンジ・ナン

バー）を略して表しています。

MIDIメッセージに関する[　]内の数字は、すべて16進数で表してい

ます。

『 Parameter Guide 』の見方

(例)
▼ 5–1: Page Menu Command

0–1A

5–1A

5–1A: Swap LFO 1&2
LFO1, 2の設定 を 入れ 替 え ま す 。 LFO1の “ AMS1(Freq. AMS1)” ,

“ AMS2(Freq. AMS2) ” (5-1b)で LFO2を 選 択 し て い る 場 合 は 、 

LFO1, 2の入 れ 替 え 後、 LFO2で は その設定 は 無効 に な り ま す 。 

OSC1 LFO1, OSC1 LFO2ペー ジ よ り 選ん だ場合 、 OSC1の LFO1,

LFO2を入 れ替 え ま す 。 

① “ Swap LFO 1&2” を選 び 、 ダ イ ア ロ グ を表示 し ま す 。 

② 実行す る と き は OKボ タ ン を、 実行 し な い と き は Cancelボ タ ン を押 

し ま す 。 

5–2: OSC1 LFO2 
オ シ レ ー タ ー 1に 対 し て 使 用 で き る 2つ め の LFOで あ る OSC1

LFO2を 設 定 し ま す (☞「 5-1:OSC1 LFO1 」 )。 た だ し 、 “ AMS1

(Freq. AMS1)” , “ AMS2(Freq. AMS2)” (5-1b)で は LFOで変調 

を か け る こ と が で き ま せん。 

5–3: OSC2 LFO1 

Program P5: Edit-Common LFO
オ シ レ ー タ ー 1, 2の Pitch, Filter, Ampを周 期的 に 変化 さ せ るLFO

を設 定 し ま す 。 オ シ レ ー タ ー ご と に 2つの LFOが 使用 で き ま す 。 

Pitch, Filter, Ampでの LFO1, LFO2 Intensityの値 を － に す る こ 

と で 逆相の LFO効果 が 得 ら れ ま す 。 

5–1: OSC1 LFO1 (          ) 
オ シ レ ー タ ー 1に 対 し て 使 用 で き る 1つ め の LFOで あ る “ OSC1

LFO1” を設 定 し ま す 。 

5–1

5–1a

5–1b

5–1c

5–1a: OSC1 LFO1

Waveform [Triangle 0…Random6 (Vector)]
LFO波形 を選 び ま す 。 
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Jumpページについて
LCD画面は、各モードのJumpページです。

Jumpページは、各モード内のさまざまなページにアクセスするた

めのページ・メニューです。

Jumpページの表示方法と、各ページの選択方法は次のように行い

ます。

・ [MENU]キーを押してJumpページを表示します。

選択したいページをLCD画面で押す、またはページ番号に該

当するテン・キー[0]～[9]を押すことによって、ページを選び

ます。(☞OG p.9、13)

・ [MENU]キーを押しながら、ページ番号に該当するテン・キー

[0]～[9]を押すことによって、ページを選びます。
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1. Programモード

Program Select [(A...F, H...N) 0...127: name,
(G, g(1)...g(9), g(d)) 1...128: name]

プログラムを選びます。このパラメーターを選び、[ ]、 [ ]キー、テ

ン・キー[0]～[9]、[VALUE]ダイヤルで選びます。

また、ポップアップ・ボタンを押すと、Bank/Program Selectメニュー

が表示されます。プログラムをバンク別に選べます。

接続した外部MIDI機器からのMIDIプログラム・チェンジを本機で

受信したり、フット・スイッチを使うことによってプログラムを選ぶこ

とができます。(☞“Foot SW Assign”Global P2:2-1a,

「Foot Switch Assign List」p.281)

Bank/Program Selectメニュー:

①“Program Select”左側のポップアップ・ボタンを押して、Bank/

Program Selectメニューを表示します。

② 左右のタブを押してバンクを選びます。

Bank GMを選択時、Variationボタンが有効になります。

Variationボタンを押すたびに、バンクがG→g(1)→g(2)→・・・→

g(8)→g(9)→Gの順番で切り替わります。

③ プログラムをリストから選びます。リストを押して選ぶほか、[ ]、

[ ]キーで選ぶこともできます。

④ OKボタンを押して実行、Cancelボタンを押して選択を解除します。

Category [00...15]
プログラム・カテゴリーを選びます。

すべてのプログラムは、16個のカテゴリーに分類されています。カテ

ゴリーを選択し、そのカテゴリーに含まれるプログラムを選ぶことがで

きます。ポップアップ・ボタンを押すとCategory/Program Selectメ

ニューが表示されます。

Category/Program Selectメニュー:

①“Program Select”上側の(カテゴリー)ポップアップ・ボタンを押

して、Category/Program Selectメニューを表示します。

② 左右のタブを押してカテゴリーを選びます。

③ プログラムをリストから選びます。リストを押して選ぶほか、[ ]、

[ ]キーで選ぶこともできます。

④ OKボタンを押して実行、Cancelボタンを押して選択を解除します。

各プログラムのカテゴリーの設定は、“Write Program”(0-1A)ダイ

アログで行います。

Program P0: Play
プログラムを選択して演奏するためのページです。

Program P0: PlayでのMIDIデータは、すべてグローバルMIDI

チャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)で送受信します。

0–1: Perf. Edit (Performance Edit)

0–1

0–1a

0–1b

0–1c

0–1a: Bank, Program Select, Category, 10’s Hold, �
Bank (Bank Select) [A...F, G, g(1)...g(9), g(d), H...N]
プログラム・バンクを表示します。

BANK [A]～[N]キーを押してバンクを選びます。

[G]キーを押すたびにバンクが次の順番で切り替わります。

G→g(1)→g(2)→g(3)→g(4)→g(5)→g(6)→g(7)→g(8)→g(9)

→g(d)→G

バンクFは、オプションEXB-MOSSを装着時に選択できます。装

着するとEXB-MOSS専用の128プログラムが使用できます。

書き換えが可能なバンクA～E、H～Nに各128プログラム(合計

1,536)、書き換えできないバンクG(GM2のキャピタル・プログラム

と、バンクg(1)～g(9)(バリエーション・プログラム)、バンクg(d)(ドラ

ムス)のプログラム・エリアがあります。

(☞工場出荷時のプログラムのリストについては「VNL」参照)

A...D, H...M プリロード・プログラム用

E Samplingモード等で作成したRAMマルチサンプルを使

用したプログラムなど、ユーザー・プログラム用

F EXB-MOSSプログラム用

G GM2キャピタル・プログラム

g(1)～g(9) GM2バリエーション・プログラム*

g(d) GM2ドラムス・プログラム

N プリロード・プログラム、ユーザー・プログラム用

* バリエーションの音色がないバンクでは、GM基本音色が呼び出さ

れます。(プログラム名の先頭に*マークがつきます。)
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10’s Hold
① [./10's HOLD]キーを押して  を表示します。

プログラム・ナンバー10の位が固定されます。

② テン・キー[0]～[9]を押すと、1の位がワン・アクションで入力でき

ます。

③ [ ]、[ ]キーを押すと10の位が変わります。

④ 解除するときは、もう一度[./10's HOLD]キーを押して  の表

示を消します。

�  (Tempo) [040...240, EXT]
アルペジエーターのテンポを設定します。

ARPEGGIATOR [TEMPO]ノブを回すことでも調整できます。また

[ENTER]キーを押す間隔をテンポとして設定することもできます。

EXTは“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)がExternal MIDIまたは

External USBのときに表示され、アルペジエーターは外部MIDI機

器からのMIDIクロックに同期します。

0–1b: Program Information

選択しているプログラムの[SW1]、[SW2]キー、REALT IME

CONTROLS Bモードの[1]、[2]、[3]、[4]ノブにアサインしている機

能や、インサート・エフェクトおよびマスター・エフェクトに設定している

エフェクト・ネームを表示します。

0–1c: Performance Editor

Program P1～P9のEditページに移らなくても、おもなプログラム・

パラメーターをエディットできます。この機能をパフォーマンス・エディ

ターといいます。

現在選んでいるプログラムの複数のパラメーターをまとめてエディット

でき、大まかな音作りができます。演奏中に音色やエフェクトの深さな

どを調整するときや、オリジナルの音色を作るときのラフな設定などに

使用できます。

エディットした結果を残しておきたいときは、プログラムをライト(保存)

してください。(☞ p.3、OG p.114、117)

パフォーマンス・エディターによるエディットは、対応するパラメー

ターの範囲内で行えます。また、パフォーマンス・エディターで値を

変更した後、他のページや他のモードに移動し、再び戻ると、音色

はエディットされた状態のままで、LCD画面上のパフォーマンス・

エディット表示の値だけが＋00になります。この状態からさらにエ

ディットすることができます。

パフォーマンス・エディターによるエディットは、大まかなエディット

のため、パラメーター間のバランスか崩れる場合があります。この

ようなときはP1～P9のEditページで微調整してください。

“Enable Exclusive”(Global P1:1-1b)をチェックしていると

きは、パフォーマンス・エディターを操作するたびにMIDIエクスク

ルーシブ・メッセージのパラメーター・チェンジを送信します。ま

た、“Enable Exclusive”をチェックしている本機がこれを受信

すると、そのメッセージに対応したパフォーマンス・エディターがエ

ディットされます。

Octave [–03...+00...+03]
＋01で音程が1オクターブ上がります。

－01で音程が1オクターブ下がります。

ただし、4'(フィート)より上や32'(フィート)より下の音程にはなりません。

Pitch Stretch [–12...+00...+12]
オシレーターのトランスポーズとチューンを同時に調整します。これに

より元の音のキャラクターを損なうことなく、豊かな音色変化やバリ

エーションを得ることができます。

＋00でプログラム・パラメーターでの設定値になります。

＋01でトランスポーズが1下がります。同時にチューンが100上がり

ます。

－01でトランスポーズが1上がります。同時にチューンが100下がり

ます。

ただし、トランスポーズが±12の範囲を、チューンが±1200の範囲をそ

れぞれ超えるようにはできません。

バンクFではこのパフォーマンス・エディットは使用できません。

OSC Balance [–10...0...+10]
オシレーター1、2のレベル・バランスを調整します。

＋00でプログラム・パラメーターでの設定値になります。

＋側にすると、設定値よりオシレーター2のレベルが下がります。

＋10で0になります。オシレーター1のレベルは変化しません。

－側にすると、設定値よりオシレーター1のレベルが下がります。

－10で0になります。オシレーター2のレベルは変化しません。

“Oscillator Mode”(1-1a)がSingleのプログラムでは、オシ

レーター2は発音しません。オシレーター1のレベルのみが変化

します。またDrumsのプログラムでは、このパフォーマンス・エ

ディターによる効果はありません。

Amp Level [–10...0...+10]
アンプ・レベルを調整します。

＋00でプログラム・パラメーターでの設定値になります。

＋側にすると、設定値よりアンプ・レベルが上がります。

＋10で127(最大)になります。

－側にすると、設定値よりアンプ・レベルが下がります。

－10で0になります。

Attack Time [–10...0...+10]
フィルターEG、アンプEGのアタック・タイムを調整します。

＋00でプログラム・パラメーターでの設定値になります。

＋側にすると設定値よりアタック・タイムが長くなります。

＋10で90になります。

－側にすると設定値よりアタック・タイムが短くなります。

－10で0になります。

“Attack Time”を調整すると、その効果を最大限に生かすため

に、アンプEGのスタート・レベル、アタック・レベル、スタート・レベ

ル・モジュレーション、アタック・タイム・モジュレーションも同時に

調整されます。

Decay Time [–10...0...+10]
フィルターEG、アンプEGのディケイ・タイム、スロープ・タイムを調整し

ます。

＋00でプログラム・パラメーターでの設定値になります。

＋側にすると設定値よりディケイ・タイム、スロープ・タイムが長くなりま

す。＋10で99になります。

－側にすると設定値よりディケイ・タイム、スロープ・タイムが短くなりま

す。－10で0になります。
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IFX Balance [–10...0...+10]
インサート・エフェクト1～5の“Wet/Dry”をまとめて調整します。

＋00でパラメーターでの設定値になります。

＋側にすると設定値よりWetレベルが上がり、Dryレベルが下がりま

す。＋10でWetになります。

－側にすると設定値よりWetレベルが下がり、Dryレベルが上がりま

す。－10でDryになります。

MFX Balance [–10...0...+10]
マスター・エフェクトの“Return 1”、“Return 2”(9-1b)をまとめて

調整します。

＋00でパラメーターでの設定値になります。

＋側にすると設定値よりリターン・レベルが上がります。

＋10で127(最大)になります。

－側にすると設定値よりリターン・レベルが下がります。

－10で0になります。

Octave OSC1/2のOctave

Pitch Stretch OSC1/2のTranspose, Tune

OSC Balance OSC1/2のHigh Multisample, Low Multisample

Level

Amp Level Amp1 Level, Amp2 Level

Attack Time Amp1/2のAmp EG Attack Time, Start Level,

Attack Level ,  Level Modulation St,  Time

Modulation At, Filter1/2のFilter EG Attack Time

Decay Time Amp1/2のAmpEG Decay Time, Slope Time,

Filter1/2のFilter EG Decay Time, Slope Time

IFX Balance IFX1、2、3、4、5の各エフェクトWet/Dry

MFX Balance Master Effect Return1、2

オプションEXB-MOSS装着時に使用できるバンクFのプログラ

ムでは、異なるプログラム・パラメーターを調整します。(☞EM)

▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1A: Write Program
エディットしたプログラムを本機のメモリーにライトします。

大切なプログラムは必ずライトしてください。エディットしたプログラム

は、ライトする前に電源をオフにしたり、他のプログラムを選択すると復

元できません。

①“Write Program”を選び、ダイアログを表示します。

② 上段は、バンクとプログラム・ネームです。

プログラム・ネームを変更する場合は、テキスト・エディット・ボタン

を押してテキスト・エディット・ダイアログへ移り、プログラム・ネーム

を入力します。

③“Category”でライトするプログラムのカテゴリーを指定します。

工場出荷時、プログラム・カテゴリー・ネームには楽器の種類などが

登録されていますが、“Program Cat.”(Global P4:4-1)で変更

することができます。

ここで設定したカテゴリーは、Program、Combination、Sequencer、

Song Playの各モードで、プログラムを選択するときにカテゴリーか

ら探すことができます。

④“To Program”でライト先を選択します。

BANK [A]～[N]キーを押して、バンクを選ぶことができます。

バンクG～g(d)にはライトできません。バンクG～g(d)のプログ

ラムをエディットしてライトする場合は、バンクA～E、H～Nへラ

イトしてください。

⑤ ライト・プログラムを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

SEQUENCER [REC/WRITE]キーでも“Write Program”と

同様にライトすることができます。SEQUENCER [REC/

WRITE]キーを押してダイアログを表示し、ライトします。このとき

現在選ばれているプログラムへライトが実行されます。

❏ Auto Song Setup

現在のプログラム設定を、ソングへコピーし、レコーディング待機の状態

まで自動的に設定するオート・ソング・セットアップ機能が使用できます。

SEQUENCER [START/STOP]キーを押すだけでレコーディングが

すぐに開始できます。

①レコーディングするプログラムを選びます。

必要に応じてエディットしてください。エディットした設定はソングに

コピーされ、Sequencerモードではエディットしたサウンドでレコー

ディング/プレイバックできます。ソングでだけそのサウンドを使用

する場合はProgramモードでプログラムをライトする必要はありま

せん。

② [ENTER]キーを押しながらSEQUENCER [REC/WRITE]キー

を押し、“Setup to Record”ダイアログを表示します。

③ オート・ソング・セットアップを実行するときはOKボタンを押します。

実行すると、Sequencerモードへ自動的に移り、プログラムの設定

をソングに設定し、自動的にレコーディング待機状態になります。

設定先のソングは、使用されていないソングの先頭のソングになりま

す。

プログラムで自動設定される内容は、ページ・メニュー・コマンド

“Copy From Program”（Sequencer P0: 0-1L）で、以下の

ように設定し、実行した場合と同じです。

・“with Effects”をチェックする

・“with Arpeggiator”をチェックする

・“To”でTrack01を選ぶ

・“Arpeggiator”でＡを選ぶ

③ SEQUENCER [START/STOP]キーを押して、リアルタイム・レ

コーディングを開始します。レコーディングを終了するときは、再度

[START/STOP]キーを押します。
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0–2: Arpeggio
アルペジエーターのエディットはP7:Edit-Arpeggiatorで行います

が、ここでもおもなパラメーターをエディットできます。Program P0:

Playでの演奏中にアルペジオのパターンを変えるなど、リアルタイム

のエディットが可能です。

エディットした内容は“Wr i t e  P r og r am”、または“Upda te

Prog ram”でライト(保存)します。また[TEMPO]、[GATE]、

[VELOCITY]の各ノブでもアルペジオのリアルタイムのエディットが可

能です。(☞QS p.5)

0–1

0–1a

0–2a

0–2a: Arpeggiator

Pat (Pattern) [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]
Octave [1, 2, 3, 4]
Reso (Resolution) [� � �  � �  � � �  � �  � � �  � ]
Sort [Off, On]
Latch [Off, On]
Key Sync. [Off, On]
Keyboard [Off, On]
プログラム用アルペジエーターの各パラメーターを設定します。(☞P7:

Edit-Arpeggiator)

これらのパラメーターはP7: Edit-Arpeggiatorでも設定できま

す。

0–3: Sampling
アナログ/デジタル・オーディオ信号の入力(AUDIO INPUT、S/P

DIF)に関する設定と、Programモードでのサンプリングに関する設定

を行います。

入力したオーディオ信号や本機での演奏をサンプリングすることができ

ます。また、本機を4イン6アウトのエフェクターとして使用することも

可能です。

Programモードでのサンプリングは、アルペジエーター等の演奏をモ

ニターしながらAUDIO INPUTやS/P DIF等からの外部オーディオ

信号のみをサンプリングしたり、フィルター、エフェクトやアルペジエー

ター等を使って演奏したプログラムをリサンプリングすることができま

す。また、本機での演奏と外部オーディオ信号をミックスしてサンプリン

グすることも可能です。(☞QS p.22、OG p.80)

外部オーディオ信号をサンプリングし、さらにサンプリングしたウェー

ブ・データに内部のデジタル領域でエフェクト等をかけたり、演奏し

て、ふたたびサンプリングすることを一般的にリサンプリング

(Resampling)といいます。

0–3

0–3a

0–3b

0–3c

0–3a: Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)

Input [Analog, S/P DIF]

Input1:
Input2:
Level [0...127]

Pan [L000...C064...R127]

BUS(IFX/Indiv.) Select
[L/R, IFX1…5,1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1(MFX1), Send2(MFX2) [000...127]
アナログ/デジタル・オーディオ機器の入力元の設定、入力レベル、パ

ン、バス、マスター・エフェクトへのセンドを設定します。

ここでの Inpu t の設定は、Comb i n a t i o n 、P r og r am、

Sequencer、Song Play、Mediaの各モードで有効です。

(☞Global P0:0-3a)

0–3b: Sampling Setup

Source BUS [L/R, Indiv.1/2]
サンプリングするソースを選びます。ここで設定するバスへ送られてい

る音がサンプリングされます。

L/R: L/Rバスに送られている音がサンプリングされます。

L/Rバスに送られている外部オーディオ信号(“Input”0-3aで設定)

や、鍵盤やMIDI入力等による本機での演奏などのL/Rバスに送られて

いる音がサンプリングされます。
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Indiv.1/2: INDIVIDUAL 1、2、1/2バスに送られている音がサンプ

リングされます。

1、2、1/2バスに送られている外部オーディオ信号(“Input”0-3aで

設定)や、鍵盤やMIDI入力等による本機での演奏などのINDIVIDUAL

1、2、1/2バスに送られている音がサンプリングされます。

通常、Programモードでの演奏をサンプリングする場合は、L/Rに設定

します。

AUDIO OUTPUT
L/MONO, RInsert Effects Master EQOSC / Filter / Amp

Master EffectsPROGRAM Send Return

ARPEGGIATOR

SAMPLING
Source BUS

= L/R

Programモードでの演奏(例えばアルペジエーターでのドラム・パター

ン)と、AUDIO INPUT(またはS/P DIF)からの外部オーディオ信号を

ミックスしてサンプリングする場合はL/Rに設定します。このとき、

Input “BUS(IFX/Indiv.) Select”(0-3a)をL/Rに設定して外部

オーディオ信号をL/Rバスに送ります。

Insert Effects Master EQOSC / Filter / Amp

Master EffectsPROGRAM Send Return

ARPEGGIATOR

SAMPLING
Source BUS

= L/R

AUDIO INPUT 1,2 "BUS(IFX/Indiv.) Select"
= L/R(IFX1-5)

AUDIO OUTPUT
L/MONO, R

Programモードでの演奏をモニターしながら、AUDIO INPUT(また

はS/P DIF)からの外部オーディオ信号のみをサンプリングする場合

は、Indiv.1/2に設定します。Input “BUS(IFX/Indiv.) Select”(0-

3a)を1、2、1/2に設定して外部オーディオ信号をINDIVIDUAL 1、

2、1/2バスに送ります。

Insert Effects Master EQOSC / Filter / Amp

Master EffectsPROGRAM Send Return

ARPEGGIATOR

SAMPLING
Source BUS

= Indiv.1/2

AUDIO INPUT 1,2

"BUS(IFX/Indiv.) Select"
= 1, 2, 1/2

(IFX1-5)

AUDIO OUTPUT
L/MONO, R

AUDIO OUTPUT
INDIV.1, 2

Trigger [Sampling START SW, Note On]
サンプリングを開始する方法を設定します。

Sampling START SW: SAMPLING [REC]キーを押すとサンプリ

ング・スタンバイ状態になり、SAMPLING [START/STOP]キーを押

すとサンプリングが始まります。

Note On: SAMPLING [REC]キーを押し、SAMPLING [START/

STOP]キーを押すとサンプリング・スタンバイ状態になります。鍵盤を

弾くとサンプリングが始まります。

鍵盤を弾く代わりにMIDIのノート・オンを受信してもサンプリング

が始まります。

サンプリングを終了するには、どちらの設定の場合でも、再度

SAMPLING [START/STOP]キーを押します。また“Sample

Time”で設定した時間をサンプリングすると自動的に終了します。

操作方法はSampling P0: 0-2a "Trigger"を参照してください。

Metronome Precount [Off, 4, 8, 3, 6]
“Trigger”Sampling START SWでのサンプリング時に、メトロノー

ム音によるカウント・ダウンを入れるかどうかを設定します。

“Trigger”がSampling START SWの時のみ設定できます。

Off: レコーディング・スタンバイの状態からSAMPLING [START/

STOP]キーを押すと同時にサンプリングが始まります。

4, 8, 3, 6: レコーディング・スタンバイの状態からSAMPLING

[START/STOP]キーを押すと、サンプリングまでの開始時間を“q

(Tempo)”(0-1a)のテンポで、指定した数をカウントします。4に設定

した場合、4-3-2-1-0の0のタイミングでサンプリングが始まります。

メトロノーム音の出力先とレベルは、ページ・メニュー・コマンド

“Metronome Setup”(0-3A)で設定します。“BUS(Output)

Select”をL/Rに設定した場合、サンプリング開始と同時にメトロ

ノームは発音しなくなります。

Save to [RAM, MEDIA]
サンプリング時のデータの書き込み先を設定します。

RAM: サンプル・メモリー(RAM)にサンプリングします。

サンプル・メモリー(RAM)に書き込んだ場合、Programモードや

Samplingモードですぐにサンプル音を聞くことができます。

書き込み先のRAM BankやSample No.の設定とプログラムへ自動

的にコンバートするための設定は、ページ・メニュー・コマンド“Select

Bank & Smpl No.”(0-3C)で行います。

サンプル・メモリー(RAM)に書き込んだ場合、電源をオフにすると

データが消えますので、セーブする必要があります。

MEDIA: メディアにサンプリングします。

サンプリングするとWAVEファイルが作成されます。

サンプリングした結果を聞くときは、Mediaモードでサンプル・メモリー

(RAM)にロードするか、ページ・メニュー・コマンド“Select Directory”

(0-3D)等でファイルを選び、SAMPLING [START/STOP]キーを押

します。

書き込み先のメディア、ディレクトリの選択、ファイル名の設定はページ・

メニュー・コマンド“Select Directory”で行います。

メディア内のサンプル(WAVEファイル)は、1つのサンプル・ファイ

ルにおいてモノ時は最大16MB、ステレオ時は32MB(ただしサ

ンプル・メモリー32MB以上拡張時)まで、サンプル・メモリー

(RAM)へロードすることができます。

USB A端子に接続したデバイスのメディアに、サンプリング、リサ

ンプリングはできません。

Mode (Sample Mode) [L-Mono, R-Mono, Stereo]
サンプリングするチャンネルを指定し、作成するサンプルをモノにする

か、ステレオにするかを設定します。

“Source BUS”(0-3b)で設定した内部L、Rバスまたは内部Indiv.

1、2バスのチャンネルに送られる音をサンプリングします。

L-Mono： “Source BUS”で設定した内部Lチャンネル、または内部

Indiv. 1チャンネルの音をモノでサンプリングします。

R-Mono： “Source BUS”で設定した内部Rチャンネル、または内部

Indiv. 2チャンネルの音をモノでサンプリングします。

Stereo： “Source BUS”で設定した内部L、Rチャンネル、または内

部 Indiv. 1、2チャンネルの音をステレオでサンプリングします。ステ

レオでサンプリングすると、ステレオのサンプルが作成されます。

(☞Sampling P0:0-1c)
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Sample Time [min sec]
サンプリングする時間を設定します。1分および0.001秒単位で設定

できます。

電源オン直後は選択したメモリー・バンクのメモリー残量(サンプリング

できる時間)が表示されます。このままサンプリングすると([REC]→

[START]→[STOP])、自動的に変化した残量時間を表示します。

サンプル・メモリー(RAM)に余裕がある場合は、“Sample Time”を多

めにとり、サンプリング実行後、不必要な部分をページ・メニュー・コマン

ド“Truncate”(Sampling P1:1-1A, P2:2-1A)で削除して、必要最

小限の容量にするとよいでしょう。サンプリングを開始し必要な部分を

取り込み終えたら、SAMPLING [START/STOP]キーを押して録音

を終了することもできます。(サンプリングの方法については☞QS

p.22、OG p.80)

書き込み先(“Save to”)がRAMの場合、最大値は選択している

Bankの残り容量から計算されます。(☞Sampling P0:0-1c“Bank

(RAM Bank)”)

また、書き込み先(“Save to”)がMEDIAの場合、最大値は“Select

Directory”で設定しているメディアの残り容量から計算されます。1つ

のサンプル・ファイルにおいて、モノラル、ステレオ共に最大で80分(モ

ノラル: 約440MB、ステレオ:879MB使用)のサンプリングが可能で

す。

書き込み先(“Save to”)がRAMの場合、“Auto Optimize

RAM”(Global P0:0-3b)をチェックしない状態にしたままだと

無駄な領域が増えて、サンプル・メモリー(RAM)が減ります。その

場合はページ・メニュー・コマンド“Optimize RAM”を実行して

無駄な領域をなくしてください。

RAMの残り容量はSampl ingモードのP0:Record ing ,

Memory Statusで確認できます。

Sampling Setup 各設定はプログラムごとではなく、Program

モードで1つの設定が有効です。

0–3c: Recording Level [dB]

ADC OVERLOAD !!
AUDIO INPUT1、2からの信号レベルが、過入力の場合に「ADC

OVERLOAD !!」を表示します。この場合[LEVEL]ノブ、または外部音

源の出力レベルを調整してください。（☞Sampl ing P0:0-1d

“Recording Level[dB]”）

Recording Level [–inf, –72.0... 0.0...+18.0dB]
サンプリングする最終段での信号レベルを調整します(☞Sampling

P0:0-1d)。レベル・メーターでCLIP!!が表示されない最適なレベルを

確認して、サンプリングしてください。

“Recording Level”を変更しても出力される音に変化はありま

せんが、サンプリングされるデータには影響します。このため、音を

聞いて歪んでいない場合でも、サンプリングした音を聞くと歪んで

いる場合があります。

電源オン時の初期設定は－12dBです。－12dBに設定するとプログ

ラムを最大レベルで演奏しても、CLIP!!が表示されません。

“Save to”(0-3b)をRAMに設定時、サンプル・メモリー(RAM)

にサンプリングしたサンプルは、“＋12dB”(Sampling P2:2-

1c)の設定が有効になります。“＋12dB”オン時、再生レベルが約

＋12dB大きくなります。

ページ・メニュー・コマンド“Select Bank & Smpl No.”(0-3C)

の“Auto ＋12dB On”チェック・ボックスをチェックすると、サン

プリング時、“＋12dB”が自動的にオンに設定されます。

“Save to”(0-3b)をMEDIAに設定時、メディアにサンプリング

したWAVEファイルは、“Auto ＋12dB On”の設定が無効にな

ります。“WAVE File Play Level”(Global P0:0-2a)で再生

レベルを設定することができます。

▼ 0–3: Page Menu Command

0–1A

0–3A

0–3B

0–3C

0–3E

    

0–1A

0–3A

0–3B

0–3D

0–3E

0–3A: Metronome Setup
“Trigger”Sampling START SWで、サンプリングを開始するとき

に発音させるメトロノーム音の出力先と、その音量を設定します。

①“Metronome Setup”を選び、ダイアログを表示します。

②“BUS(Output) Select”で、メトロノーム音の出力先を設定しま

す。L/Rに設定した場合、サンプリング開始と同時にメトロノームは

停止します。

③“Level”でメトロノームの音量を設定します。

④ 変更した設定にするときはOKボタンを、ダイアログに入る前の状態

に戻すときはCancelボタンを押します。

メトロノームは“Trigger”をSampling START SWに設定し

たときのみ有効です。

0–3B: Optimize RAM
サンプル・メモリー(RAM)をオプティマイズ(最適化)します。

オプティマイズを行うことによって、無駄にメモリーを占有していた領域

が整理され、残り容量が確保できます。

メモリーが不足してきたときに“Optimize RAM”を実行してみてくだ

さい。

RAMの残り容量はSamplingモードのP0:Recording, Memory

Statusで確認できます。

①“Optimize RAM”を選び、ダイアログを表示します。

② オプティマイズを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

“Auto Optimize RAM”(Global P0:0-3b)をチェックするこ

とによって自動的にRAMを最適化することができます。

0–3C: Select Bank & Smpl No.
サンプリング時の書き込み先RAMのバンクとサンプル・ナンバーを設

定します。また、サンプリング後、自動的にプログラムへコンバートを実

行するか設定します。“Select Bank & Smpl No.”は、“Save to”

でRAMを選んでいるときに選択できます。
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①“Select Bank & Smpl No.”を選び、ダイアログを表示します。

②“Bank ”でサンプリング時の書き込み先のサンプル・メモリー

(RAM)のバンクを設定します。

③“Sample No.”で書き込み先のサンプル・ナンバーを設定します。

初期値として空のサンプル・ナンバーの最小の番号が設定されま

す。----:---No Assign----や、すでにデータの入っているサンプル・

ナンバーを選んだ場合は、空で最小のサンプル・ナンバーに自動的

にサンプリングされます。また、ステレオでサンプリングした場合は

“Sample No.(L)”、“Sample No.(R)”を設定します。

④“Auto ＋12dB On”を設定します。

On(チェックする):  サンプリングしたサンプルは、自動的に“＋

12dB”(Sampling P2:2-1c)がオンに設定されます。“＋12dB”

がオンのサンプルは、オフのレベルを基準に約＋12dB大きなレベ

ルで再生されます。

Program、Combination、Sequencerの各モードでの演奏をリサ

ンプリングする場合、クリップしない最適なレコーディング・レベルを

設定するには、通常“Recording Level”を－12.0(dB)程度に設

定します。リサンプリングするとサンプル・データとしては最適なレ

ベルでレコーディングされますが、再生時のレベルはリサンプリング

時より小さくなります(“＋12dB”(Sampling P2:2-1c)がオフの

場合)。このようなときに“Auto ＋12dB On”チェック・ボックスを

チェックしてリサンプリングすると、“＋12dB”(Sampling P2:2-

1c)が自動的にオンになり、リサンプリング時と同じレベルで再生さ

れます。

これらのモードでは、電源オン時の初期設定は、“Record ing

Level”が－12.0(dB)、“Auto ＋12dB On”がオンに設定されて

います。この状態で各モードでの演奏をリサンプリングすると、リサ

ンプリング時と同じレベルでサンプルが再生されます。

Program、Combination、Sequencer各モードでの演奏をモニ

ターしながら、AUDIO INPUT等からの外部オーディオ信号のみ

をサンプリングする場合(“Source BUS”Indiv.1/2設定時:0-

3b)は、“Recording Level”を＋0.0(dB)程度、“Auto ＋

12dB On”をオフにしてサンプリングするとよいでしょう。

“Auto ＋12dB On”の設定は、Program、Combination、

Sequencer、Samplingの各モードごとに設定します。

⑤ Convert to では、サンプリングした後、自動的にプログラムへコン

バートを実行するか設定します。サンプリング後にすぐ音を聞きたい

場合に便利です。

“Program”チェック・ボックスをチェックすると自動的にプログラ

ムにコンバートします。

右側の“Program”と“MS”にコンバート先のプログラム・ナン

バーとマルチサンプル・ナンバーを設定します。

“Orig.Key”(Sampling P0:0-1b)にオリジナル・キーの位置を設

定します。マルチサンプルはこのキーを“Top Key”(Sampling

P0:0-1b)として“Index”(Sampling P0:0-1a)を作成します。

“Orig.Key”はサンプリング後に1増加し、次のサンプリング時には

1つ上の鍵盤にアサインされます。

⑥ 変更した設定にするときはOKボタンを、ダイアログに入る前の状態

に戻すときはCancelボタンを押します。

0–3D: Select Directory
サンプリングすることによって作成されるWAVEファイルのセーブ先メ

ディアとそのディレクトリ、ファイル名を設定します。

また、メディアにセーブしたWAVEファイルの音声を聞くときにこの

“Select Directory”を選びます。

“Select Directory”は、“Save to”でMEDIAを選んでいるときに

選択できます。

WAVEファイルのセーブ先を設定する

①“Select Directory”を選び、ダイアログを表示します。

Media Select

②“Media Select”左側のポップアップ・ボタンで、サンプリングした

データのセーブ先のメディアを選びます。

③ ディレクトリは、Openボタン、Upボタンを押して移動します。

④“Name”でサンプリング時に書き込まれるWAVEファイルの名前

を設定します。

“Take No. ”をチェックすると、ファイル名の最後の2文字に

“Take No.”の番号がついてセーブされます。番号は、サンプリン

グ後、自動的に1増加します。何度もサンプリングする場合に、異な

るファイル名でセーブできるため便利です。

“Name”は“Take No.”をチェックしていないときは8文字まで入

力できます。チェックしているとき6文字まで入力可能です。

⑤ Doneボタンを押して設定を終了します。

WAVEファイルを再生する

①“Select Directory”を選び、ダイアログを表示し、“Media

Select”、Openボタン、Upボタンで再生するWAVEファイル

(44.1 kHzまたは48kHz)を選びます。

② SAMPLING [START/STOP]キーを押して、WAVEファイルの内

容を確認します。もう一度SAMPLING [START/STOP]キーを押

すと停止します。

WAVEファイルがモノの場合、L/R両方に同じ音が出力されます。

WAVEファイルの再生中は、鍵盤を弾いたり、MIDIノート・データ

が入力されても発音しません。またアルペジエーターも止まりま

す。

0–3E: Auto Sampling Setup
Programモードでのサンプリングに関する各種パラメーターを自動的

に設定します。プログラムでの演奏をリサンプリングするときや、外部

オーディオをサンプリングするときにガイドとして使用することができま

す。また設定を初期化するときに使用します。

 一旦実行すると、関連するパラメーターは、自動的に変更されま

す。[COMPARE]キーによるコンペア操作はできません。

自動設定する内容は、あくまで標準的な操作を想定しています。実

行後に目的の操作に合わせて、各項目の  を参考に各種パラ

メーターを調整してください。
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①“Auto Sampling Setup”を選び、ダイアログを表示します。

② 以下の自動設定したい項目をラジオ・ボタンで選びます。

Initialize: サンプリングに関連するパラメーターを初期状態に設定

します。

Resample Program Play: プログラムでの演奏をリサンプリン

グするための設定にします。

REC Audio Input: 外部オーディオをプログラムの演奏をモニター

しながら、サンプリングするための設定にします。

③ 条件を設定します。手順②で選ぶ内容によって設定が異なります。

Initialize選択時:

I n i t i a l i zeを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーターと設定値に

ついてはp.9)

Resample Program Play (Resample Combination Play選択時):

1) “Save to”でリサンプリングしたときにデータが書き込まれる

先をRAMまたはMEDIAから選びます。

RAMではサンプル・メモリー(RAM)に書き込みます。

MEDIAではメディアにWAVEファイルで書き込みます（☞p.5

「Save to」）。

2) “Save to”にRAM設定時は、リサンプリング後、自動的に指定

したプログラムにコンバートするか設定します。コンバートする場合

は“Convert to Program”をチェックし、“Program”でコン

バート先のプログラムを指定します。

3) Resample Program Playを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメー

ターと設定値についてはp.9)

a) リサンプリングするには、Resample Program Playを実行

後に、SAMPLING [REC]、SAMPLING [START/STOP]の順

にキーを押し、鍵盤等で演奏します。“Trigger”(0-3b)がNote

Onに設定されるため、最初のノート・オンでサンプリングが始まり

ます。演奏後、SAMPLING [START/STOP]キーを押すとリサ

ンプリングが終了します。

b) サンプリングしたデータは次のように確認します。

“Save to”でRAMを設定し“Convert to Program”をチェッ

クして実行した場合は、コンバート先に設定したプログラムを選

び、鍵盤(C2)を弾いて確認します。“Convert to Program”を

チェックしていない場合は、Samplingモードでサンプルを選び、

確認します。

“Save to”でMEDIAを選んで実行した場合は、ページ・メ

ニュー・コマンド“Select Directory”で確認します。(☞p.7)

c) サンプリングするRAMバンクを変更するときは(“Save to”

RAM時)、ページ・メニュー・コマンド“Select Bank & Smpl

No.”（0-3C）で変更します。

WAVEファイルのセーブ先を変更するときや(“Save to”

MEDIA時)、WAVEファイルのセーブ先を指定するときはページ・

メニュー・コマンド“Select Directory”(0-3D)で設定します。

d) サンプリングを開始する方法を変えるときは“Trigger”の設定

を変更します。

e) AUDIO INPUT等からの外部オーディオと、プログラムの演奏

を同時にサンプリングする場合は、Samplingページ, Input1,2

の“BUS(IFX/Indiv.) Select”をL/R、“Source BUS”をL/R

に設定します。

f) “Save to”でRAM、“Convert to Program”をチェックし

てAuto Sampling Setupを実行した場合、続けてサンプリング

すると自動的にC2、C#2、D2・・・のようにサンプルがマルチサン

プルにアサインされます。再び“Auto Sampling Setup”を実

行し、サンプリングすると新規マルチサンプルが作成されます。

REC Audio Input選択時:

1) “Source Audio”で外部オーディオの入力ソースを選びます。

Analogは、AUDIO INPUT 1、2端子に接続した楽器などのアナ

ログ・オーディオ出力を本機へ入力します。

S/P DIFは、S/P DIF IN端子に接続した楽器、DATなどのデジタ

ル・オーディオ出力を本機へ入力します。

2) “Mono-1/Mono-2/Stereo”で入力ソースとサンプリングす

るチャンネルをモノラルかステレオで設定します。

Mono-1は、Input1を使用し、L-MONOにサンプリング、

Mono-2は、Input2を使用し、R-MONOにサンプリング、

Stereoは、Input1、2をステレオで使用し、サンプリング

するように、それぞれ設定されます。

3) “Save to”でサンプリングしたデータの書き込み先を選びます。

RAMはサンプル・メモリー(RAM)に書き込みます。MEDIAではサ

ンプリングしたデータでWAVEファイルを作成し、メディアに保存し

ます。

4) “Save to”にRAM設定時は、サンプリング後、自動的に指定し

たプログラムにコンバートするかを設定します。コンバートする場合

は“Convert to Program”をチェックし、“Program”でコンバー

ト先のプログラムを指定します。

5) REC Audio Inputを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーターと設

定値についてはp.9)

サンプリングするには、REC  Aud i o  I n pu t を実行後に、

SAMPLING [REC]、[START/STOP]の順にキーを押すとサン

プリングが始まります(“Trigger”がSampling START SWに

設定されるため)。演奏後、SAMPLING [START/STOP]キーを

押すとサンプリングが終了します。

アルペジエーターによる演奏をモニターしながらサンプリングす

るときは、“Latch”をチェックし、アルペジオ演奏を鳴らしたまま

にして、サンプリングを始めます。
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サンプリングする音をモニターするには、INDIV. 1、2 OUTを使

用します。AUDIO OUTPUT MAIN L、R、INDIV 1、2をミキ

サー等に接続して、出力をモニターしてください。

“Source Audio”でS/P DIFを選んだ場合は、“System

Clock”（Global P0: 0-2a）でシステム・クロックを変更します。

入力ソースにインサート・エフェクトをかける場合は、Program

P0: Play, Samplingページ, Input1, 2の“BUS(IFX/Indiv.)

Select”でIFX1～IFX5を選び、使用したインサート・エフェクト

通過後の“BUS Select”を1/2に設定します。

その他、「Resample Program Play選択時」の  b)～f)を参

照してください。

自動設定されるパラメーターと設定値
2. Resample

3. REC AudioParameter 1. Initialize Program/
InputCombination Play

Input (Input Source) : Analog, S/P DIF*1 (Source Audio)*2  (Source Audio)*2

Input1 :
Level 127 127 127
Pan L000 L000 L000
BUS Select Off Off 1/2
Send1 000 000 000
Send2 000 000 000

Input2 :
Level 127 127 127
Pan R127 R127 R127
BUS Select Off Off 1/2
Send1 000 000 000
Send2 000 000 000

Sampling Setup :
Source BUS L/R L/R Indiv.1/2
Trigger Note On Note On Sampling START SW
Metronome Precount Off - -
Save to RAM (Save to) (Save to)
Mode Stereo Stereo (Source Audio)*3

Sample Time: RAM 最大 - -
Sample Time: MEDIA 4min 59.999sec - -
Recording Level [dB] -12.0 -12.0 +0.0

Select Bank & Smpl No.
(Page Menu Command) :
Auto +12dB On On On Off
Convert to Program Off (Convert to Program) (Convert to Program)
Program -  (Program)  (Program)
MS - 新規作成*4 新規作成*4

Orig.Key - C2*4 C2*4

-: 自動設定しない

（ ）のついたものは、ダイアログ中のパラメーターの設定によって自動

設定されます。

*1: Analog、S/P DIFのそれぞれの設定（“Input1”および

“Input2”）が自動設定されます。

*2: ダイアログ中の“Source Audio”で指定した入力ソースの設定

（“Input1”および“Input2”）が自動設定されます。

*3: “Mono-1/Mono-2/Stereo”がMono-1のときL-Mono、

Mono-2のときR-Mono、StereoのときStereo。

*4: “Save to”がRAM、“Convert to Program”がOnのとき。

Program P1: Edit–Basic
使用するオシレーターの基本的な設定やスケールなどを設定します。

1–1: Program Basic

1–1

1–1c

1–1b1–1a

1–1a: Oscillator Mode

Oscillator Mode [Single, Double, Drums]
プログラムのタイプ(オシレーターを1つ、2つ使う、またはドラムキット

を使う)を設定します。

Single: プログラムは1つのオシレーター(Oscillator1, Filter1,

Amplifier1)を使います。このときプログラムの最大同時発音数は、通

常60音です。

Double: プログラムは2つのオシレーター(Oscillator1/2, Filter1/

2, Amplifier1/2)を使用します。より複雑なサウンドをつくることがで

きます。このとき最大同時発音数は、通常30音です。

Drums: プログラムはSingle選択時と同じで、1つのオシレーターを

使いますが、Oscillator1で、マルチサンプルのかわりにドラムキットを

割り当てたプログラムになります。このときプログラムの最大同時発音

数は、通常60音です。

選択したオシレーターのマルチサンプルによってSingle最大

120音、Double最大60音、Drums最大120音となります。

(☞OG p.12)

1–1b: Voice Assign Mode

Mode (Voice Assign Mode) [Poly, Mono]
Poly: ポリフォニックで発音します。和音で演奏できます。

Mono: モノフォニックで発音します。プログラムは一度に1音しか発音

しません。

Single Trigger [Off, On]
“Mode(Voice Assign Mode)”の設定をPolyにしたときに有効です。

On(チェックする): 同じ鍵盤を連打しても、音は1回ずつ消えてから発

音するため音が重なりません。

Legato [Off, On]
“Mode(Voice Assign Mode)”の設定をMonoにしたときに有効

です。

On(チェックする): レガート・オンです。複数ノート・オン時に、最初の

ノート・オンでリトリガーし、2音目以降はリトリガーしません。

レガート・オンの場合、複数のノートがオンのとき、ボイスはリトリガーし

ません。あるノートがオンの状態で別のノートをオンすると最初のボイ
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スが継続して発音します。オシレーターの発音、エンベロープ、LFOは

リセットせずにオシレーターの発音ピッチが更新します。ウインド系、ア

ナログ・シンセ系の音色に効果的です。

Off(チェックしない): レガート・オフです。ノート・オン時に常にリトリ

ガーします。

レガート・オフの場合、複数のノートがオンのとき、ボイスがノート・オン

のたびにリトリガーします。オシレーターの発音、エンベロープ、LFOは

プログラムの設定に従い、リセット(そしてリトリガー)します。

“Legato”をチェックした場合、マルチサンプルや鍵盤の位置に

より、正しい音程で発音しないことがあります。

Priority [Low, High, Last]
“Mode(Voice Assign Mode)”の設定をMonoにしたときに有効

です。

2つ以上の鍵盤を同時に押さえたときに、どの鍵盤を優先して発音する

かを設定します。

Low: 低音を優先します。

High: 高音を優先します。

Last: 後着を優先します。

Hold [On, Off]
On(チェックする): Hold Onです。鍵盤を離した後でも、鍵盤を押し続

けているように動作します。Amp1 EG, Amp2 EG(4-3a, 4-6)の

“Sustain(Sustain Level)”を0に設定しないと音が鳴り続きます

ので注意してください。

ドラムス・プログラムの演奏に最適で“Oscillator Mode”(1-1a)で

Drumsを選択したときは、Onに設定します。

Off(チェックしない): Hold Offです。ドラムス・プログラム以外では、

通常Offに設定します。

ドラムス・プログラムで“Hold”をOnにすると、選択しているドラ

ムキットの“Enable Note Off Receive”(Global P5:5-2a)に

チェックしないキーがHold Onとなります。チェックしたキーは

Hold Offとなります。“Hold”をOffにすると、“Enable Note

Off Receive”の設定に関わらずHold Offとなります。

1–1c: Scale

Type [Equal Temperament…User Octave Scale15]
本機音源の基本音階を設定します。

Equal Temperament(平均律): 一般的に広く使われている音律で、

各半音のピッチの変化幅が同じになっています。

Pure Major(純正律長音階): 選択した主調和音のメジャー・コードが

完全に調和する音律です。

Pure Minor(純正律短音階): 選択した主調和音のマイナー・コードが

完全に調和する音階です。

Arabic(アラビック): アラビア音楽の1/4トーン・スケールを含む音階

です。

Pythagoras(ピタゴラス): 古代ギリシャの音階で、メロディー演奏に効

果的です。

Werkmeister(ヴェルクマイスターⅢ): 後期バロック時代に用いられ

た平均律的な音階です。

Kirnberger(キルンベルガーⅢ): 18世紀につくられた音階で、主に

ハープシコードの調律に用いられています。

Slendro(スレンドロ): 1オクターブを5音で構成するインドネシアの

ガムラン音階です。

“Key”をCに設定しているときに、C、D、F、G、Aの鍵盤を使用します

(その他の鍵盤は、平均律のピッチです)。

Pelog(ペロッグ): 1オクターブを7音で構成するインドネシアのガム

ラン音階です。

“Key”をCに設定しているときに、白鍵を使用します(黒鍵は平均律の

ピッチです)。

Stretch: アコースティック・ピアノ用の音階です。

User All Notes Scale: “User All Note Scale”(Global P3:3-

1b)で全音域(C－1～G9)を設定した音階です。

User Octave Scale 00～15: “User Octave Scale”(Global

P3:3-1a)で1オクターブを設定した音階です。

Key (Scale Key) [C…B]
選んだ音階の主調和音のキーを設定します。

Equal Temperament、Stretch、User All Notes Scaleではこ

の設定は無効です。

Random [0…7]
設定した値が大きいほど、発音時のピッチが不規則にずれます。通常は

0に設定します。テープ式オルガンやアコースティック楽器のように、

ピッチが不安定になりがちな楽器を再現するときに設定します。

平均律以外のスケールを選択した場合、“Key”との組み合わせに

よっては、基準としているキー(例えばＡ=440Hz)のチューニング

が、ずれることがあります。このようなときは“Master Tune”

(Global P0：0-1a)で補正してください。

▼ 1–1: Page Menu Command

0–1A

1–1A

1–1B

1–1A: Copy Oscillator
オシレーターの設定をコピーします。

①“Copy Oscillator”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピーするオシレーターを、“Program”でコピー元と

なるプログラムのバンク、ナンバーを選びます。[A]～[N]キーを押

してバンクを選ぶことができます。

③“To”でコピー先のオシレーターを選びます。

④ コピー・オシレーターを実行するときはOKボタンを、実行しないと

きはCancelボタンを押します。

1–1B: Swap Oscillator
オシレーター1と2の設定を入れ替えます。

①“Swap Oscillator”を選び、ダイアログを表示します。

② スワップ・オシレーターを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。

“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのときにのみ選べます。
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1–2: OSC Basic
オシレーター1、2で使うプログラムの基本となる音源波形であるマル

チサンプルやドラムキットを選びます。

使用できるプリセット・マルチサンプルは962種類で、ドラムキットは

153種類です。RAMマルチサンプルを選択すると、Samplingモード

で作成したり、Mediaモードでロードしたマルチサンプルが選択できま

す。

次図は、“Oscillator Mode”(1-1a)をDoubleにしたときのLCD画面

です。Singleにすると、OSC2 Multisample (1-2b)は表示、設定でき

ません。

1–2

1–2b

1–2c

1–2a

次図は、“Oscillator Mode”(1-1a)をDrumsにしたときのドラム

キットの表示です。

1–2

1–2d

1–2a: OSC1 Multisample

マルチサンプルを選びます。

HighとLowのマルチサンプルを設定し、ベロシティで2つのマルチサ

ンプルを切り替えることができます。また、HighとLowではそれぞれ

のマルチサンプルのスタート・オフセット、リバースとレベルが調整でき

ます。

High:

High MS Bank [ROM, RAM, Piano...Synth]
High Multisample [表参照 ]
Highのマルチサンプルを、バンクとマルチサンプル・ナンバーから選び

ます。ここで選択したマルチサンプルは、ベロシティが“Velocity

M.Sample SW Lo→Hi”(1-2c)の“OSC1”の値以上のときに発音

します。ベロシティ値の違いによって切り替えないときは、“OSC1”の

値を001にしてマルチサンプルはHighだけを設定します。

MS Bank Mbyte No. 説 明

ROM 32 000...424 TRITON標準プリセット・マルチサンプル

RAM 96 000...999 RAMマルチサンプル(Samplingモード
等で作成、またはMediaモードでロード
可)

Piano 16 000...003 ステレオ・ピアノのプリセット・マルチサ
ンプル

New1 16 000...007 ステレオ・ピアノ、クワイヤーのプリセッ
ト・マルチサンプル

New2 16 000...048 オルガン、金管系のソロ、E.ギター、A.
ギター、E.ベース、A.ベースなどのプリ
セット・マルチサンプル

Best 16 000...046 EP、クラビ、金管や木管系、クワイヤー、
ドラムス等のプリセット・マルチサンプル

OrchS 16 000...112 オーケストラ向けストリングスのプリ
セット・マルチサンプル

OrchB 16 000...079 オーケストラ向け金管や木管系、打楽
器/ハープ等のプリセット・マルチサンプ
ル

Vint 16 000...157 ビンテージ・アナログ・シンセのプリセッ
ト・マルチサンプル

Synth 16 000...077 ハウス、トランス系に向くプリセット・マ
ルチサンプル

* MS Bank: RAM以外は、プリセット・マルチサンプルです。
* OrchS/BはBest Service社「Peter Siedlaczek's Advanced

Orchestra」より収録しています。

それぞれのマルチサンプルには発音域の上限があるため、高音域

を弾いた場合に音が出ないことがあります。

“High Multisample”のポップアップ・ボタンを押すとマルチサンプ

ルのリストが開き、リストからマルチサンプルが選べます。

“High MS Bank”でROMを選択時、楽器等に分類されたタブ付き

リストからマルチサンプルが選べます。

Category/ROM Multisample Selectメニュー:

S.Offset (High Start Offset) [Off, On]
マルチサンプルの発音を、どこからスタートさせるのかを設定します。

マルチサンプルによってはこのパラメーターは無効になります。

On(チェックする): あらかじめマルチサンプルごとに決められたスター

ト・オフセット用の位置からスタートします。

ただし、RAMバンク選択時は、選んだマルチサンプルによって異なりま

す。以下のようなサンプルを含むマルチサンプルを選んだ場合、チェッ

クするとループ・スタート・アドレスより再生がスタートします。

・ Samplingモード等でレコーディング(サンプリング)したRAMサンプル

・ Mediaモードでロード後、Samplingモードでループ・スタート・アド

レスをエディットしたサンプル

・ MediaモードでAKAI、AIFF、WAVEファイルのロード時に自動的

にループ・スタート・アドレスが設定されたサンプル

Off(チェックしない): マルチサンプル波形の先頭からスタートします。

Rev (High Reverse) [Off, On]
マルチサンプルをリバース再生します。プリセット・マルチサンプルの

ループ設定されたマルチサンプルや、Samplingモードでループ設定
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したRAMマルチサンプルもワン・ショットでリバース再生します。また、

元々、リバース設定されているマルチサンプルはそのまま再生します。

On(チェックする): 発音時、マルチサンプルがリバース再生します。

Off(チェックしない): マルチサンプルが通常の発音になります。

Lvl (High Level) [000…127]
マルチサンプルのレベルを設定します。

マルチサンプルによっては設定を大きな値にすると、和音の演奏

時に音が歪むことがあります。このようなときは、レベルを下げて

ください。

R AM マルチサンプルの再生レベルは、サンプルごとの“＋

12dB”(Sampling P2:2-1c)の設定によっても変化します。“＋

12dB”がオンのとき、約＋12dB大きなレベルで再生されます。

(☞0-3C)

Low:
OSC1のLowマルチサンプルを設定します。

Lowのマルチサンプルは、ベロシティが“Velocity M.Sample SW

Lo→Hi”(1-2c)の“OSC1”の値未満のときに発音します。

Low MS Bank [ROM, RAM, Piano...Synth]

Low Multisample [High Multisample表参照 ]

S.Offset (Low Start Offset) [Off, On]

Rev (Low Reverse) [Off, On]

Lvl (Low Level) [000…127]
☞「Low」の各パラメーターについては「High」の各項目を参照してく

ださい。

Octave [–2[32’], –1[16’], +0[8’], +1[4’]]
音程をオクターブ単位で設定します。マルチサンプルの標準オクターブ

は8’(フィート)です。

Transpose [–12…+12]
音程を半音単位、±1オクターブの範囲で設定します。

Tune [–1200…+1200]
ピッチをセント単位(半音＝100セント)±1オクターブの範囲で設定し

ます。

Delay [0ms…5000ms, KeyOff]
ノート・オンから発音するまでのディレイ・タイムを設定します。

KeyOffにすると、ノート・オフで発音します。チェンバロの音色等で使

用します。このときAmp1 EG, Amp2 EG(4-3a, 4-6)の“Sustain”

を0に設定してください。

1–2b: OSC2 Multisample

“Oscillator Mode”(1-1a)をDoubleにしたときのみ表示します。

パラメーターの動作と設定方法は、「1-2a: OSC1 Multisample」を

参照してください。

1–2c: Velocity M.Sample SW Lo → Hi
(Velocity Multisample Switch Low → High)

OSC1 (OSC1 Velocity Switch) [1…127]
ここで設定したベロシティ値を基準にして、“OSC1 Multisample”

(1-2a)で設定したオシレーター1のHigh、Lowのマルチサンプルが

切り替わります。

この値以上の強さで弾いたときは、Highで設定したマルチサンプルが

発音します。

OSC2 (OSC2 Velocity Switch) [1…127]
“Oscillator Mode”(1-1a)をDoubleにしたときに表示します。

ここで設定したベロシティ値を基準にして、“OSC2 Multisample”

(1-2b)で設定したオシレーター2のHigh、Lowのマルチサンプルが

切り替わります。

この値以上の強さで弾いたときは、Highで設定したマルチサンプルが

発音します。

1–2d: Drum Kit

Drum Kit [000(A/B)...143(User), 144(GM)...152(GM)]
ドラムキットを選びます。

000(A/B)...015(A/B) TRITON標準プリロード・ドラムキット

016(H)...031(H)
032(I)...047(I)
048(J)...063(J) プリロード・ドラムキット用:
064(K)...079(K) 016(H)...045(I), 128(User)...131(User)
080(L)...095(L) ユーザー・ドラムキット用
096(M)...111(M)
112(N)...127(N)
128(User)...143(User)

144(GM)...152(GM) GM2に準拠したROMプリセット・ドラムキット

* 000(A/B)～143(User)は、Global P5: Drum Kitでアサインしてい
るインストゥルメントを変更、設定することができます。

Octave [–2[32’], –1[16’], +0[8’], +1[4’]]
音程をオクターブ単位で設定します。ドラムキット使用時は、オクターブ

を8’に設定してください。

ドラムス・プログラムをエディットするときは、必ずこのパラメー

ターを8’に設定してください。それ以外ではドラムキットの鍵盤

の割り当てがずれてしまいます。

Transpose [–12…+12]
割り当てられたドラムキットのインストゥルメントの位置をずらします。

必要がなければ0に設定します。

Tune [–1200…+1200]
ピッチをセント単位で設定します。

個々のドラムキットのピッチは、Global P5:Drum Kitで設定します。

Delay (Delay Time) [0ms…5000ms, KeyOff]
ノート・オンから発音するまでのディレイ・タイムを設定します。

KeyOffにすると、ノート・オフで発音します。このとき、Amp1 EG(4-

3a)の“Sustain”を0に設定してください。
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▼ 1–2: Page Menu Command

0–1A

1–1A

1–1B

1–2A

1–2A: Sample Parameters
RAMマルチサンプルの各サンプルをインデックスごとに設定します。

再生レベル、カットオフ、レゾナンス、ピッチ、アタック、ディケイが調整で

きます。

“Oscillator Mode”(1-1a)がSingleまたはDoubleで、OSC1

Multisample, OSC2 Multisampleの“High MS Bank”,

“Low MS Bank”でRAMを設定し、これらが選ばれているか、

“High Multisample”,“Low Multisample”が選ばれている

ときに設定が可能です。

設定は、選択したマルチサンプルに対して行われます。他のオシ

レーターやプログラムにそのマルチサンプルを使用している場合

も、ここで変更した設定が反映されます。

①“Sample Parameters”を選び、ダイアログを表示します。

② Index: 設定するインデックスを指定します。「/」の後の数字は選択

しているマルチサンプルの総インデックス数を示します。

Sample: インデックスのサンプル・ナンバーとネームが表示されます。

③ 各インデックスに対して、以下の設定が行えます。

Level: 音量を設定します。“Lvl”(1-2a)と“Amp Level”(4-1a,

4-4)の設定を基準に－値でレベルは下がり、＋値でレベルは上がり

ます。＋99で2倍の音量になります。このパラメーターは“Level”

(Sampling P3:3-1b)とリンクしています。Samplingモードで設

定している値をここに表示します。

音量は、“＋12dB”(Sampling P2:2-1c)の設定によっても変化

します。“＋12dB”がオンのとき、約＋12dB大きなレベルで再

生されます。

Cutoff :  フィルターのカットオフを設定します。Filter1、2の

“(Filter A) Frequency”(3-1b, 3-5)にここでの値を加算したも

のになります。

Resonance: フィルターのレゾナンス・レベルを設定します。Filter

1、2の“(Filter A) Resonance”(3-1b, 3-5)に、ここでの値を加

算したものになります。

Pitch: 再生ピッチをセント単位で調整します。＋12.00がオクター

ブ・アップ、－12.00がオクターブ・ダウンとなります。このパラメー

ターは“Pitch”(Sampling P3:3-1b)とリンクしています。

Samplingモードで設定してある値をここに表示します。

Attack: フィルターEG、アンプEGのアタック・タイムを設定しま

す。“Filter1 EG”,“Filter2 EG”,“Amp1 EG”,“Amp2 EG”

(3-4a, 3-8, 4-3a, 4-6)の“(Time) Attack”に、ここでの値を加

算したものになります。

Decay: フィルターEG、アンプEGのディケイ・タイムを設定します。

“Filter1 EG”,“Filter2 EG”,“Amp1 EG”,“Amp2 EG”(3-4a,

3-8, 4-3a, 4-6)の“(Time) Decay”に、ここでの値を加算した

ものになります。

④ Doneボタンを押すと実行し、ダイアログが閉じます。

このコマンドに対してはコンペアが行えませんので注意してくだ

さい。

1–3: Velo. Zone (Velocity Zone)

オシレーター1、2のベロシティによる発音範囲を設定します。

“Velocity M.Sample SW Lo→Hi”(1-2c)の設定と、ここでの

“OSC 1/2 Velocity Zone”の設定を組み合わせることによって、

ベロシティによるHighとLowのマルチサンプル、ドラムキットの発音範

囲が決定します。

1–3

1–3a

1–3a: OSC 1/2 Velocity Zone

OSC1 Top [001...127]
オシレーター1が発音するベロシティの最大値を設定します。

OSC1 Bottom [001...127]
オシレーター1が発音するベロシティの最小値を設定します。

OSC2 Top [001...127]
オシレーター2が発音するベロシティの最大値を設定します。

OSC2 Bottom [001...127]
オシレーター2が発音するベロシティの最小値を設定します。

ボトム・ベロシティはトップ・ベロシティより大きい値に、トップ・ベロ

シティはボトム・ベロシティより小さい値には設定できません。

[ENTER]キーを押しながら、鍵盤を押すことによって値を入力す

ることができます。

▼ 1–3: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator
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1–4: Controller (Controller Setup)

Programモードの[SW1]、[SW2]キー、およびREALT IME

CONTROLS [1]～[4]ノブのBモードの機能を設定します。

1–4

1–4a

1–4b

1–4a: Panel Switch Assign

[SW1]、[SW2]キーの機能を設定します。(「SW1, SW2 Assign

List」☞p.279)

SW1 Assign [Off, ..., After Touch Lock]
[SW1]キーに機能をアサインします。

オン/オフの状態をプログラムのライト時に保存します。

機能の設定を変えると、オフの状態にリセットされます。

SW1 Mode [Toggle, Momentary]
[SW1]キーを押したときのオン/オフの状態を設定します。

Toggle: [SW1]キーを押すたびにオン/オフが切り替わります。

Momentary: [SW1]キーを押しているときにだけオンになります。

SW2 Assign [Off, ..., After Touch Lock]
SW2 Mode [Toggle, Momentary]
[SW2]キーに機能をアサインします。[SW2]キーにアサインできる機

能は、[SW1]キーのSW1 Mod.:CC#80に変わりSW2 Mod.:

CC#81です。それ以外はSW1と同じです。

1–4b: Realtime Control Knobs B–Assign

REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブのBモードに機能(おもにコ

ントロール・チェンジの種類)をアサインします。(「Realtime Control

Knobs B－Assign List」☞p.280)

ここで設定した機能は、REALTIME CONTROLS のBモードで、それ

ぞれの[1]～[4]ノブを操作したときに有効です。

Knob 1–B (Knob 1–B Assign) [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 2–B (Knob 2–B Assign) [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 3–B (Knob 3–B Assign) [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 4–B (Knob 4–B Assign) [Off, ..., MIDI CC#95]

▼ 1–4: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator

Program P2: Edit–Pitch
オシレーター1、2のピッチ・モジュレーションを設定します。

2–1: OSC1 P.Mod (OSC1 Pitch Mod.)

オシレーター1のキー位置によるピッチ変化や、ピッチを変化させるコ

ントローラーの選択と効果の深さを設定します。またピッチEGによる

ピッチ変化量や、オシレーター1のLFO1、LFO2によるピッチ変化量を

コントロールします。その他ポルタメントのオン/オフと、かかり方を設

定します。

2–1

2–1a

2–1d
2–1c

2–1b

2–1a: Pitch

Pitch Slope [–1.0…+2.0]
通常は、＋1.0に設定します。

＋の値に設定すると、 高音域の鍵盤を弾くほどピッチが高くなり、－の

値に設定すると、高音域の鍵盤を弾くほどピッチが低くなります。

0に設定すると、音程の変化がなくなり、どの鍵盤を弾いてもC4の音で

発音します。

Pitch

Key

2oct
1oct
1oct

C4 C5

+2

+1

0

–1

Pitch Slopeの設定とピッチとの関係 

Ribbon [–12…+12]
リボン・コントローラーを押さえる位置で、ピッチをどれだけ変化させる

かを半音単位で設定します。

12で1オクターブです。＋の値のとき、リボン・コントローラーの中心

より右を押さえるとピッチが上がり、－の値ではピッチが下がります。

例えば、＋12に設定してリボン・コントローラーの右端を押すと、音程

は1オクターブ上がります。－12に設定して右端を押すと、音程は1オ

クターブ下がります。

リボン・コントローラーの中央では、そのままのピッチなので、右側を押

したときの音と組み合わせると、ギターのタッピングのような演奏法

が行えます。

JS (+X) [–60…+12]
ジョイスティックを右側に傾けたときに、ピッチをどれだけ変化させるか

を半音単位で設定します。12で1オクターブです。

例えば、＋12に設定してジョイスティックを右側に倒すと、弾いた鍵盤

の1オクターブ上の音になるまでピッチが変化します。
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JS (–X) [–60…+12]
ジョイスティックを左側に傾けたときに、ピッチをどれだけ変化させるか

を半音単位で設定します。12で1オクターブです。

例えば、－60に設定してジョイスティックを左側に倒すと、弾いた鍵盤

の5オクターブ下の音になるまでピッチが変化します。これを利用する

と、ギターのアーム・ダウンのような効果が得られます。

AMS (Pitch AMS) [Off, (FEG, AEG, EXT)]
オシレーター1のピッチにモジュレーションをかけるソースを選びま

す。(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–12.00…+12.00]
“AMS(Pitch AMS)”による効果の深さと方向を設定します。

0に設定すると、モジュレーションはかかりません。12.00で1オク

ターブ変化します。

例えば、“AMS(Pitch AMS)”をAfter Touchにして鍵盤を押し込

んだとき、ここが＋の値のときはピッチが上がり、－の値のときはピッチ

が下がります。その範囲は、最大で1オクターブです。(☞p.274)

2–1b: Pitch EG

Intensity [–12.00…+12.00]
P2:Edit-Pitch, Pitch EGページで設定したピッチEGによるピッチ・

モジュレーションの深さと方向を設定します。

12.00にすると、最大で±1オクターブ変化します。

AMS (Pitch EG AMS) [Off, (KT, EXT)]
ピッチEGによるピッチ・モジュレーションの深さをコントロールするた

めのソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–12.00…+12.00]
“AMS(Pitch EG AMS)”による効果の深さと方向を設定します。

例えば、“AMS(Pitch EG AMS)”をVelocityにして、ここを12.00

にすると、ベロシティでピッチEGによるピッチ・モジュレーションを±1

オクターブの範囲でコントロールできます(☞p.274)。弱く弾くほど、

ピッチEGの設定レベルに近づきます。

ピッチの変化(レベル)

弱く弾いたとき －の値で強く弾いたとき ＋の値で強く弾いたとき 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

(Intensityによる設定)

“Intensity”,“AMS(Pitch EG AMS)”によるそれぞれの設定

の加算で、ピッチEGによるピッチ・モジュレーションの深さと方向

が決定します。

2–1c: Portamento

ポルタメント(ある音程から次の音程の異なる音に滑らかに移行する)効

果のオン/オフと、かかり方を設定します。[SW1]または[SW2]キーを

Porta.SW:CC#65に設定している場合は、[SW1]または[SW2]

キーによるオン/オフとここでの設定により効果がかかります。

(☞p.272「AMS List」、p.279「SW1, SW2 Assign List」

Porta.SW:#65 )

CC#65(ポルタメントSW)受信時も同様です。

Enable (Porta. Enable) [Off, On]
On(チェックする): ポルタメント効果がかかります。

Off(チェックしない): ポルタメント効果がかかりません。

Fingered (Porta. Fingered) [Off, On]
“Enable(Porta. Enable)”にチェックをしているときに有効です。

On(チェックする): ある鍵盤を押しながら、次の鍵盤を押したとき(レ

ガート奏法)にポルタメントがかかります。

Off(チェックしない): 弾き方に関係なく常にポルタメントがかかります。

Time (Porta. Time) [000...127]
“Enable(Porta. Enable)”にチェックをしているときに有効です。

ポルタメント・タイムを設定します。値が大きいほど音程がゆっくり変化

します。

2–1d: LFO1/2

LFO1:

LFO1 Intensity [–12.00…+12.00]
“OSC1 LFO1”(5-1)で設定したOSC1 LFO1によるピッチ・モジュ

レーションの深さと方向を設定します。

12.00にすると、最大で±1オクターブのピッチ・モジュレーションがか

かります。－の値のときはLFOは逆相になります。

JS+Y Int. (LFO1 JS+Y Int.) [–12.00…+12.00]
ジョイスティックを＋Y(奥)方向に傾けたときのOSC1 LFO1による

ピッチ・モジュレーションの深さを設定します。

設定した値が大きいと、ジョイスティックを＋Y(奥)方向に傾けたときに

得られるOSC1 LFO1によるピッチ・モジュレーションが深くなります。

12.00にすると最大±1オクターブのピッチ・モジュレーションがかか

ります。－の値のときはLFOは逆相になります。

AMS (LFO1 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]
OSC1 LFO1によるピッチ・モジュレーションの深さをコントロールす

るソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–12.00…+12.00]
“AMS(LFO1 AMS)”による効果の深さと方向を設定します。

0に設定すると、モジュレーションはかかりません。12.00にすると最

大±1オクターブのOSC1 LFO1によるピッチ・モジュレーションがか

かります。－の値のときはLFOは逆相になります。

例えば、“AMS(LFO1 AMS)”をAfter Touchにして鍵盤を押し込

んだとき、ここが＋の値のときはOSC1 LFO1によるピッチ・モジュ

レーションは同相でかかり、－の値のときは逆相でかかります。

“LFO1 Intensity”,“JS+Y Int.(LFO1 JS+Y Int.)”,“AMS (LFO1

AMS)”によるそれぞれの設定の加算で、OSC1 LFO1によるピッチ・

モジュレーションの深さと方向が決定します。(☞p.274)

LFO2:

LFO2 Intensity [–12.00…+12.00]
JS+Y Int. (LFO2 JS+Y Int.) [–12.00…+12.00]
AMS (LFO2 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]
Intensity (AMS Intensity) [–12.00…+12.00]
前述の「LFO1」を参照してください。
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▼ 2–1: Page Menu Command

☞ 0-1A: Write Program, 1-1A: Copy Oscillator,

1-1B: Swap Oscillator

2–2: OSC2 P.Mod (OSC2 Pitch Mod.)

オシレーター2のキー位置によるピッチ変化や、ピッチを変化させるコ

ントローラーの選択と効果の深さを設定します。またピッチEGによる

ピッチ変化量や、オシレーター2のLFO1、LFO2によるピッチ変化量を

コントロールします。その他ポルタメントのオン/オフと、かかり方を設

定します。

各パラメーターの説明は前述の「2-1:OSC1 P.Mod (OSC1 Pitch

Mod.)」を参照してください。

2–3: Pitch EG 
オシレーター1、2に、ピッチの時間的変化を与えるピッチEGを設定し

ます。

ここで設定したEGのオシレーター1、2のピッチへの深さは、“Pitch

EG”(2-1b, 2-2)で調整します。

2–3

2–3a

2–3c2–3b

2–3a: Pitch EG

ピッチの時間的変化を設定します。

Level:
ピッチが変化する量を設定します。

“Pitch EG”(2-1b, 2-2)の“Intensity”の設定によって動作が異な

ります。例えば、“Intensity”が＋12.00のとき、＋99で1オクター

ブ上がり、－99で1オクターブ下がります。

Start (Start Level) [–99…+99]
ノート・オン時のピッチの変化量を設定します。

Attack (Attack Level) [–99…+99]
アタック・タイムが終わったときのピッチの変化量を設定します。

Release (Release Level) [–99…+99]
リリース・タイムが終わったときのピッチの変化量を設定します。

Time:
ピッチが変化する時間を設定します。

Attack (Attack Time) [0…99]
ノート・オン時からアタック・レベル(で設定したピッチ)に達するまでの時

間を設定します。

Decay (Decay Time) [0…99]
アタック・レベルに達したときから基準のピッチになるまでの時間を設

定します。

Release (Release Time) [0…99]
ノート・オフ時からリリース・レベル(で設定したピッチ)に達するまでの時

間を設定します。

ノート･オン ノート･オフ 

アタック･ 
タイム 

ディケイ･ 
タイム 

スタート･ 
レベル 

リリース･ 
レベル 

リリース･タイム 

アタック･レベル ＋99＝約1オクターブ 

－99＝約1オクターブ 

0＝キーを押し 
続けたとき 
(サスティン時) 
の音程 

時間 

ピッチの時間的変化の設定 (Pitch EG Intensity=＋12.00のとき)

2–3b: Level Modulation

ピッチEGのLevel をオルタネート・モジュレーションでコントロールし

ます。

AMS1 (Level Mod. AMS1) [Off, (KT, EXT)]
ピッチEGのLevel をコントロールするソースを選びます。(「AMS

List」☞p.272)

Intensity (AMS1 Intensity) [–99…+99]
“AMS1(Level Mod. AMS1)”の効果の深さと方向を設定します。

0のとき“Pitch EG”(2-3a)で設定したレベルで動作します。

例えば、“AMS1(Level Mod. AMS1)”がSW1:CC#80のとき、

[SW1]キーをオンにすることで、Pitch EGの“Level”を変化させる

ことができます(“Pane l  Sw i tch  Ass ign”1-4aをSW1

Mod.CC#80に設定します)。“Intensity(AMS1 Intensity)”の絶

対値を大きくするほど、[SW1]キーをオンにしたときのピッチEGの

Level の変化幅が大きくなります。変化の方向は“St(AMS1 SW

Start)”,“At(AMS1 SW Attack)”で設定します。[SW1]キーがオ

フのときは、ピッチEGの設定レベルになります。

また、“AMS1(Level Mod. AMS1)”がVelocityのときは、

“Intensity(AMS1 Intensity)”の絶対値を大きくするほど、強く弾い

たときのピッチEGのレベルの変化幅が大きくなります。変化の方向は

“St(AMS1 SW Start)”,“At(AMS1 SW Attack)”で設定します。

弱く弾くほど、ピッチEGの設定レベルに近づきます。

“St”を0, “At”を＋に設定して 
SW1をオフにしたとき 
鍵盤を弱く弾いたとき 
(2–3a: Pitch EGによる設定)

“St”を0, “At”を＋に設定して 
SW1をオンにしたとき 
鍵盤を強く弾いたとき 

“St”を0, “At”を－に設定して 
SW1をオンにしたとき 
鍵盤を強く弾いたとき 

Pitch EG変化(レベル)　(AMS=SW1/ Velocity, Intensity=+の値)

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

St (AMS1 SW Start) [–, 0, +]
“AMS1(Level Mod. AMS1)”による“Start(Start Level)”の変

化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値の

とき、＋でEGレベルが上がる方向へ、－で下がる方向に変化します。0

では変化はありません。

At (AMS1 SW Attack) [–, 0, +]
“AMS1(Level Mod. AMS1)”による“Attack(Attack Level)”の

変化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値



17

Pr
og

ra
m

 P
0

 P
1

 P
2

 P
3

 P
4

 P
5

 P
7

 P
8

 P
9

のとき、＋でEGレベルが上がる方向へ、－で下がる方向に変化します。

0では変化はありません。

AMS2 (Level Mod. AMS2) [Off, (KT, EXT)]

Intensity (AMS2 Intensity) [–99…+99]

St (AMS2 SW Start) [–, 0, +]

At (AMS2 SW Attack) [–, 0, +]
前述の「AMS1(Level Mod. AMS1) 」～「At(AMS1 SW Attack) 」

を参照してください。

2–3c: Time Modulation

ピッチEGのTime をオルタネート・モジュレーションでコントロールし

ます。

AMS (Time Mod. AMS) [Off, (KT, EXT)]
ピッチEGのTimeをコントロールするソースを選びます。(「AMS

List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
“AMS(Time Mod. AMS) ”の効果の深さと方向を設定します。

0にすると“Pitch EG”(2-3a)で設定したタイムで動作します。

EGタイムは、各ポイントに達したときのオルタネート・モジュレーション

の値で、その次のタイムが決まります。

例えば、アタック・レベルに達したときのオルタネート・モジュレーション

の値で、ディケイ・タイムが決まります。

ここの値を16、33、49、66、82、99にすると、それぞれの設定タイ

ムは最大で2、4、8、16、32、64倍(または、1/2、1/4、1/8、1/16、

1/32、1/64倍)にすることができます。

例えば、“AMS(Time Mod. AMS)”がVelocityのとき、“Intensity

(AMS Intensity) ”の絶対値を大きくするほど、強く弾いたときのピッ

チEGのTime の変化幅が大きくなります。変化の方向は“At(AMS

SW Attack) ”、“Dc(AMS SW Decay) ”で設定します。弱く弾くほ

ど、ピッチEGの設定タイムに近づきます。

“At”を＋, “Dc”を＋に設定して 
鍵盤を弱く弾いたとき 
(2–3a: Pitch EGによる設定)

“At”を＋, “Dc”を＋に設定して 
鍵盤を強く弾いたとき 

“At”を－, “Dc”を－に設定して 
鍵盤を強く弾いたとき 

Pitch EG変化(タイム)　(AMS=Velocity, Intensity=＋の値)

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

At (AMS SW Attack) [–, 0, +]
“AMS(Time Mod. AMS) ”による“Attack(Attack Time) ”の変化

の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity) ”が＋の値のとき、

＋でタイムが長くなる方向へ、－で短くなる方向に変化します。0では変

化はありません。

Dc (AMS SW Decay) [–, 0, +]
“AMS(Time Mod. AMS) ”による“Decay(Decay Time) ”の変化

の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity) ”が＋の値のとき、

＋でタイムが長くなる方向へ、－で短くなる方向に変化します。0では変

化はありません。

▼ 2–3: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator

Program P3: Edit–Filter
オシレーター1、2の音色をコントロールするフィルター1、2を設定し

ます。レゾナンス付き24dB/octローパス・フィルター、または12dB/

octローパス・フィルターと12dB/octハイパス・フィルターのシリーズ

接続のフィルターが使用できます。

“Oscillator Mode”(1-1a)がSingleのときフィルター1が使用で

き、Doubleのときフィルター1、2が使用できます。

Singleときはフィルター2に関するページは選べません。

3–1: Filter1
フィルター1(オシレーター1用)の基本となるタイプ、カットオフ周波数

やレゾナンスを設定します。

3–1

3–1a

3–1b

3–1c

3–1a: Filter Type

Filter Type [Low Pass Resonance, Low Pass & High Pass]
フィルター1のフィルター・タイプを選びます。

Low Pass Resonance: レゾナンス付き24dB/octローパス・フィ

ルターです。

Low Pass & High Pass: 12dB/octローパス・フィルターと

12dB/octハイパス・フィルターをシリーズ接続したものです。

Trim [00…99]
オシレーター1から出力された音声信号をフィルター1Aへ入力するレ

ベルを設定します。

この値を大きくすると、レゾナンスの値が大きいときや、和音を弾

いたときに、音が歪むことがあります。

3–1b: Filter A

カットオフ周波数よりも高音域をカットするフィルターです。

倍音成分を削ることで､明るい(鋭い)音色を暗く(丸く)する､最も一般的

なフィルターです。

“Filter Type”Low Pass Resonanceの方が、カットのカーブが急

峻です。

周波数 

レベル 

Low Pass

12dB/oct

24dB/oct
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Frequency (A Frequency) [00…99]
フィルター1Aのカットオフ周波数を設定します。

Resonance (A Resonance) [00…99]
“Frequency(A Frequency) ”で設定した周波数付近の倍音成分を強

調し、音にクセを付けます。設定した値が大きいほど、効果が大きくなり

ます。

Resonance Mod. by AMS
[Off, (PEG, FEG, AEG, LFO, KT, EXT)]

“Resonance(A Resonance) ”のレベルをコントロールするソース

を選びます。(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
“Resonance(A Resonance)”で設定したレゾナンス・レベルに対し

て、“Resonance Mod. by AMS”による効果の深さと方向を設定

します。

例えばVelocityを設定したとき、ベロシティの強弱で、レゾナンスの効

き方をコントロールします。

＋の値にすると、強く弾くほどレゾナンスの効果が大きくなります。弱く

弾くほど“Resonance(A Resonance) ”で設定した効果に近づきま

す。－の値にすると、強く弾くほどレゾナンスの効果が弱くなり、弱く弾

くほど“Resonance(A Resonance) ”で設定したレゾナンスの効果

に近づきます。

レゾナンスのレベルは“Resonance(A Resonance) ”、 “Intensity

(AMS Intensity) ”によるそれぞれの設定の加算で決まります。

レゾナンスによる効果 

Low Pass
Level

レゾナンス値が小さい レゾナンス値が大きい 

3–1c: Filter B

“Filter Type”(3-1a)がLow Pass & High Passのときに表示し

ます。

カットオフ周波数よりも低音域をカットするフィルターです。

低音を削ることで、音色を細くします。

レベル 

周波数 

High Pass

12dB/oct

Frequency (B Frequency) [00…99]
フィルター1Bのカットオフ周波数を設定します。

▼ 3–1: Page Menu Command

☞ 0-1A: Write Program, 1-1A: Copy Oscillator,

1-1B: Swap Oscillator

3–2: Filter1 Mod.
フィルター1のカットオフ周波数“Frequency”(A/B Frequency) に

モジュレーションをかけて音色を変化させるキーボード・トラックとコン

トローラー、フィルター1 EGのインテンシティを設定します。

“Filter Type ”(3-1a)がLow Pass Resonanceのときは、フィル

ターBに関するパラメーターは表示しません。

3–2

3–2a

3–2b

3–2c

3–2a: Keyboard Track

フィルター1のカットオフ周波数のキーボード・トラックを設定します。

弾く鍵盤の位置によるカットオフ周波数の変化を、“Ke y  L ow

(KBDTrk Key Low) ”、“Key High(KBDTrk Key High) ”と“Ramp

Low (KBDTrk Ramp Low) ”、“Ramp High(KBDTrk Ramp

High)”の各パラメーターで設定します。

Key:
キーボード・トラックがかかりはじまるノート・ナンバーを設定し、フィル

ター1A、Bに対する変化の深さと方向をそれぞれ“Intensity to A

(KBDTrk Int. to A) ”、“Intensity to B(KBDTrk Int. to B) ”で設

定します。

“Key Low(KBDTrk Key Low) ”から“Key High(KBDTrk Key

High)”までの間では、カットオフ周波数が鍵盤の位置(音程)に沿って変

化します。

ノート・ナンバーは、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すことに

よっても入力できます。

Key Low (KBDTrk Key Low) [C–1…G9]
設定したノート・ナンバーより下の音域でのキーボード・トラックを設定

します。

Key High (KBDTrk Key High) [C–1…G9]
設定したノート・ナンバーより上の音域でのキーボード・トラックを設定

します。

Ramp (Ramp Setting):
キーボード・トラックの傾きを設定します。

Ramp Low (KBDTrk Ramp Low) [–99…+99]

Ramp High (KBDTrk Ramp High) [–99…+99]
“Intensity to A(KBDTrk Int. to A)”、“Intensity to B(KBDTrk

Int. to B)”を＋50に設定して、“Ramp Low(KBDTrk Ramp

Low)”を－62、“Ramp High(KBDTrk Ramp High)”を＋62に

すると、カットオフ周波数の傾きは鍵盤の位置(音程)と同じになります。

従って“Resonance(A Resonance) ”(3-1b)を上げたときの発振音

と、鍵盤の位置が対応するようになります。

“Ramp Low(KBDTrk Ramp Low)”を＋43、“Ramp High

(KBDTrk Ramp High)”を－43にすると、カットオフ周波数の傾き
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はなくなります。鍵盤ごとにカットオフ周波数が変化しないようにすると

きに設定します。

カットオフ周波数 

キー 

Low Ramp=+99

Low Ramp=+43

Low Ramp=0

Low Ramp=–62

Low Ramp=–99

High Ramp=+99

High Ramp=+62

High Ramp=0

High Ramp=–43

High Ramp=–99

Low Key High Key

弾く鍵盤の位置とRampの設定によるカットオフ周波数 
の変化(“Intensity to A”, “Intensity to B”=＋50)

Intensity to A (KBDTrk Int. to A) [–99…+99]
“Key Low(KBDTrk Key Low)”、“Key High(KBDTrk Key High)”、

“Ramp Low(KBDTrk Ramp Low)”、“Ramp High(KBDTrk Ramp

High)”で設定したキーボード・トラックのフィルター1Aに対する効果の

深さと方向を設定します。

＋側ではキーボード・トラックの設定に対して正方向、－側では逆方向の

効果になります。

Intensity to B (KBDTrk Int. to B) [–99…+99]
キーボード・トラックのフィルター1Bに対する効果の深さと方向を設定

します。(☞“Intensity to A(KBDTrk Int. to A) ”)

3–2b: Filter EG

Velocity to A [–99…+99]
フィルター1Aのカットオフ周波数に時間的変化を与えるフィルター1

EG(“Filter1 EG”3-4で設定)を、ベロシティでコントロールします。

その効果の深さと方向を設定します。

＋の値にすると、強く弾くほどフィルター1 EGによるカットオフの変化

が大きくなります。－の値にすると、強く弾くほど逆相のEGによるカッ

トオフの変化が大きくなります。

Velocity to B [–99…+99]
フィルター1Bのカットオフ周波数に時間的変化を与えるフィルター1

EGを、ベロシティでコントロールします。その効果の深さと方向を設定

します。(☞“Velocity to A”)

カットオフ周波数の変化 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

 

弱く弾いたとき 
(3–2b: Intensity to Aによる設定)

＋に設定して 
強く弾いたとき 

－に設定して 
強く弾いたとき 

Intensity to A [–99…+99]
フィルター1Aのカットオフ周波数に時間的変化を与えるフィルター1

EGの効果の深さと方向を設定します。

＋の値にすると、Filter1 EG Level, Time (3-4a)で設定するEGレ

ベルが＋の部分では音色が明るく(鋭く)なり、－の部分では暗く(鈍く)な

ります。－の値にすると、Filter1 EG Level, Time で設定するEGレ

ベルが＋の部分では音色が暗く(鈍く)なり、－の部分では明るく(鋭く)な

ります。

Intensity to B [–99…+99]
フィルター1Bのカットオフ周波数に時間的変化を与えるフィルター1

EGの効果の深さと方向を設定します。(☞“Intensity to A”)

AMS (Filter EG AMS) [Off, (EXT)]
フィルター1Aと1Bのカットオフ周波数に時間的変化を与えるフィル

ター1 EGの効果の深さと方向をコントロールするソースを選びます。

(「AMS List」☞p.272)

Int to A (AMS Int. to A) [–99…+99]
“AMS(Filter EG AMS) ”によるフィルター1Aへの効果の深さと方

向を設定します。

効果のかかり方については“Intensity to A”を参照してください。

Int to B (AMS Int. to B) [–99…+99]
“AMS(Filter EG AMS) ”によるフィルター1Bへの効果の深さと方

向を設定します。(☞“Intensity to A”)

“Velocity to A (B) ”、“Intensity to A (B) ”、“Int to A (B)

(AMS Int. to A/B) ”によるそれぞれの設定の加算で、フィルター

EGによる効果の深さと方向が決定します。

3–2c: Filter A/B Modulation

Filter A:

AMS1 (Filter A AMS1) [Off, (PEG, AEG, EXT)]
フィルター1Aのカットオフ周波数のモジュレーションをコントロールす

るソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)

Intensity (A AMS1 Intensity) [–99…+99]
“AMS1(Filter A AMS1) ”による効果の深さと方向を設定します。

“AMS1(Filter A AMS1)”がJS Xのとき、ここを＋の値にしてジョ

イスティックを右側に倒すとカットオフ周波数が上がり、左側に倒すと下

がります。－の値にすると逆の動作になります。

Filter A “Frequency(A Frequency) ”(3-1b)の設定値への加算で

動作します。

AMS2 (Filter A AMS2) [Off, (PEG, AEG, EXT)]

Intensity (A AMS2 Intensity) [–99…+99]
“AMS2(Filter A AMS2) ”の選択と、そのソースによる効果の深さ

と方向を設定します。(☞“AMS1(Filter A AMS1) ”、“Intensity(A

AMS1 Intensity) ”)

Filter B:
“Filter Type”(3-1a)がLow Pass & High Passのときに表示し

ます。

フィルター1Bのカットオフ周波数に、2つのオルタネート・モジュレー

ションで変調をかけます。(☞「Filter A」)

▼ 3–2: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator
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3–3: Filter1 LFO Mod.
フィルター1(オシレーター1用)のカットオフ周波数をフィルター1 LFO

で周期的に変化を与え、音色を変化させるための設定を行います。

3–3

3–3a

3–3b

3–3a: LFO 1

Intensity to A (LFO1 Int. to A) [–99…+99]
フィルター1Aのカットオフ周波数をOSC1 LFO 1(5-1で設定)で変

調する深さと方向を設定します。

－の値にすると、逆相になります。

Intensity to B (LFO1 Int. to B) [–99…+99]
フィルター1Bのカットオフ周波数をOSC1 LFO 1で変調する深さと

方向を設定します。(☞“Intensity to A (LFO1 Int. to A) ”)

カットオフの変化 

値が小さいとき 値が大きいとき 

JS–Y Intensity to A (LFO1 JS–Y Int. to A) [–99…+99]
ジョイスティック－Y(手前)方向へ操作することでOSC1 LFO1をコン

トロールして、フィルター1Aのカットオフ周波数を変調します。

その効果の深さと方向を設定します。

設定した値が大きいほど、ジョイスティックを－Y(手前)方向に傾けたと

きのフィルター1へのOSC1 LFO1の効果が大きくなります。

JS–Y Intensity to B (LFO1 JS–Y Int. to B) [–99…+99]
ジョイスティック－Y(手前)方向へ操作することでOSC1 LFO1をコン

トロールして、フィルター1Bのカットオフ周波数を変調します。

その効果の深さと方向を設定します。(☞“JS-Y Intensity to A

(LFO1 JS-Y Int. to A) ”)

AMS (LFO1 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]
フィルター1A、1B両方のカットオフ周波数の変化の深さと方向をコン

トロールするソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)

Intensity to A (LFO1 AMS Int. to A) [–99…+99]
“AMS(LFO1 AMS) ”によるフィルター1Aに対する効果の深さと方

向を設定します。

例えば“AMS(LFO1 AMS)”がAfter Touchのとき、設定した値が

大きいほど、鍵盤を押し込んだときのOSC1 LFO1による効果が大き

くなります。

Intensity to B (LFO1 AMS Int. to B) [–99…+99]
“AMS(LFO1 AMS) ”によるフィルター1Bに対する効果の深さと方

向を設定します。(☞「Intensity to A(LFO1 AMS Int. to A) 」)

3–3b: LFO 2

フィルター1A、1Bのカットオフ周波数に、周期的に変化を与える

OSC1 LFO 2(5-2で設定)の効果の深さを調整します。(☞LFO 1:

3-3a)

Intensity to A (LFO2 Int. to A) [–99…+99]

Intensity to B (LFO2 Int. to B) [–99…+99]

JS–Y Intensity to A (LFO2 JS–Y Int. to A) [–99…+99]

JS–Y Intensity to B (LFO2 JS–Y Int. to B) [–99…+99]

AMS (LFO2 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]

Intensity to A (LFO2 AMS Int. to A) [–99…+99]

Intensity to B (LFO2 AMS Int. to B) [–99…+99]

▼ 3–3: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator

3–4: Filter1 EG 
フィルター1A、1Bのカットオフ周波数を時間的に変化させるEGを設

定します。

この設定がフィルター1のカットオフ周波数に与える効果の深さは

Filter EG (3-2b)で設定します。

3–4

3–4a

3–4c3–4b

3–4a: Filter1 EG

フィルター1 EGの時間的変化を設定します。

Level:
“Filter Type”(3-1a)で設定したフィルターによって、動作は異なり

ます。例えば、Low Pass Resonanceで、“Intensity to A”(3-2b)

が＋の値のとき、ここを＋の値にすると音色が明るく(鋭く)なり、－の値

にすると音色が暗く(鈍く)なります。

Start (Start Level) [–99…+99]
ノート・オン時のカットオフ周波数の変化量を設定します。

Attack (Attack Level) [–99…+99]
アタック・タイムが終わったときのカットオフ周波数の変化量を設定しま

す。
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Break (Break Point Level) [–99…+99]
ディケイ・タイムが終わったときのカットオフ周波数の変化量を設定します。

Sustain (Sustain Level) [–99…+99]
スロープ・タイムが終わってからノート・オフまでのカットオフ周波数の

変化量を設定します。

Release (Release Level) [–99…+99]
リリース・タイムが終わったときのカットオフ周波数の変化量を設定しま

す。

Time:
それぞれの時間を設定します。

Attack (Attack Time) [00…99]
ノート・オン時からアタック・レベルに達するまでの時間を設定します。

Decay (Decay Time) [00…99]
アタック・レベルに達したときからブレイク・ポイント・レベルになるまで

の時間を設定します。

Slope (Slope Time) [00…99]
ディケイ・タイムが終わったときからサスティン・レベルになるまでの時

間を設定します。

Release (Release Time) [00…99]
ノート・オフ時からリリース・レベルに達するまでの時間を設定します。

ノート・オン 

ノート･オフ 

アタック･ 
タイム 

スタート･ 
レベル ディケイ･ 

タイム 
リリース･ 
タイム 

リリース･ 
レベル 

アタック･レベル 

設定した 
カットオフ 
周波数 

サステイン･レベル 

時間 
ブレイク･ 
ポイント･ 
レベル 
 

スロープ･ 
タイム 

3–4b: Level Modulation

フィルター1 EGのLevel をオルタネート・モジュレーションでコント

ロールします。

AMS (Level Mod. AMS) [Off, (KT, EXT)]
フィルター1 EGのLevel をコントロールするソースを選びます。

(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
“AMS(Level Mod. AMS) ”の効果の深さと方向を設定します。

例えば“AMS(Level Mod. AMS)”がVelocityのとき、“St(AMS

SW Start)”、“At(AMS SW Attack)”、“Br(AMS SW Break)”

を＋、“Intensity(AMS Intensity)”を＋の値にすると強く弾くほど

EGレベルは上がり、－の値にすると強く弾くほどEGレベルは下がりま

す。0にすると、“Filter1 EG”(3-4a)で設定したレベルで動作します。

St (AMS SW Start) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod. AMS) ”による“Start(Start Level) ”の変化の

方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity) ”が＋の値のとき、＋

でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。0では変化

はありません。

At (AMS SW Attack) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod. AMS) ”による“Attack (Attack Level) ”の変

化の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity)”が＋の値の

とき、＋でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。0で

は変化はありません。

Br (AMS SW Break) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod. AMS) ”による“Break(Break Point Level) ”

の変化の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity)”が＋の

値のとき、＋でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。

0では変化はありません。

“St”, “At”, “Br”を＋に 
設定して鍵盤を弱く弾い 
たとき 
(3–4a: Filter1 EGによる設定 )

“St”, “At”, “Br”を＋に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

“St”, “At”, “Br”を－に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

Filter1 EG変化 (レベル)　(AMS=Velocity, Intensity=＋の値 )

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

3–4c: Time Modulation

フィルター1 EGのTime をオルタネート・モジュレーションでコント

ロールします。

AMS1:
AMS1 (Time Mod. AMS1) [Off, (KT, EXT)]
フィルター1 EGのTime をコントロールするソースを選びます。

(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS1 Intensity) [–99…+99]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”の効果の深さと方向を設定します。

例えば、“AMS1(Time Mod. AMS1)”がFlt KTr ＋/＋のとき、

Keyboard Track(3-2a)の設定によってEGのTime をコントロール

します。＋の値にするとRamp(Ramp Setting)(3-2a)が＋の値の場

合、EGタイムは長くなり、Ramp(Ramp Setting)が－の値の場合、EG

タイムは短くなります。変化方向は“At(AMS1 SW Attack) ”、“Dc

(AMS1 SW Decay) ”、“Sl(AMS1 SW Slope) ”、“Rl(AMS1 SW

Release)”でそれぞれ設定します。

0にすると、Filter1 EG (3-4a)で設定した時間で動作します。

“AMS1(Time Mod. AMS1)”がVelocityのとき、＋の値にすると、

強く弾くほどEGタイムは長くなり、－の値にすると、強く弾くほどEGタ

イムは短くなります。

At (AMS1 SW Attack) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”によるアタック・タイムの変化の方向

を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値のとき、＋

でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0では変化は

ありません。

Dc (AMS1 SW Decay) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”によるディケイ・タイムの変化の方向

を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値のとき、＋

でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0では変化は

ありません。

Sl (AMS1 SW Slope) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”によるスロープ・タイムの変化の方向

を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値のとき、＋

でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0では変化は

ありません。
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Rl (AMS1 SW Release) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”によるリリース・タイムの変化の方向

を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値のとき、＋

でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0では変化は

ありません。

“At”, “Dc”, “Sl”, “Rl”を＋に 
設定して鍵盤を弱く弾いた 
とき 
(3–4a: Filter1 EGによる設定 )

“At”, “Dc”, “Sl”, “Rl”を＋に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

“At”, “Dc”, “Sl”, “Rl”を－に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

Filter1 EG変化 (タイム)　(AMS=Velocity, Intensity=＋の値 )

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

ノート･オン 
ノート･オフ 

AMS2:
AMS2 (Time Mod. AMS2) [Off, (KT, EXT)]

Intensity (AMS2 Intensity) [–99…+99]

At (AMS2 SW Attack) [–, 0, +]

Dc (AMS2 SW Decay) [–, 0, +]

Sl (AMS2 SW Slope) [–, 0, +]

Rl (AMS2 SW Release) [–, 0, +]
フィルター1 EGのTime をコントロールするAMS2を設定します。

(☞AMS1)

▼ 3–4: Page Menu Command

0–1A

1–1A

1–1B

3–4A

3–4A: Sync Both EGs
ページ・メニュー・コマンド“Sync Both EGs”を選ぶと、「Sync

Both EGs」の左側にチェック・マークが付いた状態になります。この

状態では、フィルター1 EGとフィルター2 EGを同時にエディットでき

ます(どちらか片方をエディットすると、もう一方も変化します)。

“Sync Both EGs”はフィルターEGとアンプEGに対して、別々

にシンクさせることができません。例えば4-3Aでシンクさせる

と、ここでもシンクします。

“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのときにのみ選べます。

3–5: Filter2
3–6: Filter2 Mod.
3–7: Filter2 LFO Mod.
3–8: Filter2 EG 
オシレーター2の音色をコントロールするフィルター2を設定します。

レゾナンス付き24dB/octローパス・フィルター、または12dB/oct

ローパス・フィルターと12dB/octハイパス・フィルターのシリーズ接

続を選択します。“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのときフィル

ター2が使用できます。(☞「3-1:Filter1」～「3-4:Filter1 EG」)

Program P4: Edit–Amp
オシレーター1の音量をコントロールするアンプ1と、オシレーター2

の音量をコントロールするアンプ2を設定します。

またパンも設定します。

4–1

4–1a

4–1b

4–1: Amp1 Level/Pan
オシレーター1の音量とパンを設定します。

4–1a: Amp Level

Amp Level (Amp1 Level) [0…127]
オシレーター1の音量を設定します。

プログラムの音量は、CC#7(ボリューム)、CC#11(エクスプレッ

ション)の受信でコントロールできます。このとき音量は、オシレー

ターごとにCC#7とCC#11をかけ合わせた値になります。グ

ローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)

でコントロールします。

4–1b: Pan

Pan (Amp1 Pan) [Random, L001…C064…R127]
オシレーター1のパン(音の定位)を設定します。

L001で左側に振り切り、C064で中央に定位、R127で右側に振り切

ります。

Random: ノート・オンのたびに異なる定位で音が出ます。

CC#10(パンポット)の受信でコントロールできます。CC#10の

値が0または1で左に振り切り、64でオシレーターごとの“Pan”

の設定値、127で右に振り切ります。グローバルMIDIチャンネル

“MIDI Channel”(Global P1:1-1a) でコントロールします。

Use DKit Setting [Off, On]
“Oscillator Mode”(1-1a)がDrumsのときに有効です。

On(チェックする): Drum KitでKeyごとに設定した“Pan”(Global

P5:5-2b)の値で出力します。“Oscillator Mode”がDrumsのとき

は、通常この設定にします。

Off(チェックしない): Drum Kit のすべてのKeyが“Pan(Amp1

Pan)”の設定になります。

AMS (Pan AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, LFO, KT, EXT)]
パンを変化させるためのソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)

“Pan(Amp1 Pan) ”の設定を基準にして変化します。
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Intensity [–99…+99]
“AMS(Pan AMS) ”による効果の深さを設定します。

例えば、“Pan(Amp1 Pan)”の設定値がC064で、“AMS(Pan

AMS)”がNote Numberのとき、＋の値にするとC4を境にしてノ－

ト・ナンバーが大きくなる(高音を弾く)ほどR側に移動していき、小さく

なる(低音を弾く)ほどL側に移動します。－の値にするとこれらは逆に

動作します。

▼ 4–1: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator

4–2: Amp1 Mod.
アンプ1(オシレーター1用)にモジュレーションをかけて、音量を変化さ

せるキーボード・トラック、ベロシティとLFO1/2のインテンシティなど

を設定します。

4–2

4–2a

4–2b

4–2c

4–2a: Keyboard Track

オシレーター1の音量をキーボード・トラックでコントロールします。弾

く鍵盤の位置による音量の変化を、“Key Low ”、“Key High”と

“Ramp Low”、“Ramp High”の各パラメーターで設定します。

Key:
キーボード・トラックがかかりはじめるノート・ナンバーを設定します。

“Key Low”から“Key High”までの間では、音量の変化はありません。

ノート・ナンバーは、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すことに

よっても設定できます。

Key Low (KBDTrk Key Low) [C–1…G9]
設定したノート・ナンバーより下の音域でのキーボード・トラックを設定

します。

Key High (KBDTrk Key High) [C–1…G9]
設定したノート・ナンバーより上の音域でのキーボード・トラックを設定

します。

Ramp:
キーボード・トラックの傾きを設定します。

Ramp Low (KBDTrk Ramp Low) [–99…+99]
＋の値にすると“Key Low(KBDTrk Key Low) ”で設定したノート・

ナンバーより低い音を弾くほど音量は上がり、－の値にすると音量は下

がります。

Ramp High (KBDTrk Ramp High) [–99…+99]
＋の値にすると、“Key High(KBDTrk Key High) ”で設定したノー

ト・ナンバーより高い音を弾くほど音量は上がり、－の値にすると音量は

下がります。

音 量 

キー 

Ramp Low=+99

Ramp Low=0

Ramp Low=–99

Ramp High=+99

Ramp High=0

Ramp High=–99

KBDTrk Low KBDTrk High

弾く鍵盤の位置とRampの設定による音量変化 

4–2b: Amp Modulation

オシレーター1の音量をベロシティでコントロールするための設定を

行います。

Velocity Intensity [–99…+99]
＋の値にすると、強く弾くほど音量は上がります。

－の値にすると、強く弾くほど音量は下がります。

音量の変化（＋に設定した場合） 

弱く弾いたとき 強く弾いたとき 

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

AMS (Amp AMS) [Off, (PEG, FEG, EXT)]
アンプ1の音量をコントロールするソースを選びます(「AMS List」

☞p.272)。(EXT)Velocityは選択できません。

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
“AMS(Amp AMS) ”による効果の深さと方向を設定します。

音量は、アンプEGによる音量変化にAlternate Modulation等の値

をかけ算したもので、アンプEGの各レベルが小さいとAlternate

Modulationによるモジュレーションのかかりも小さくなります。

例えば“AMS(Amp AMS)”がAfter Touchのとき、＋の値にして鍵

盤を押し込むと音量が大きくなります。ただし、すでにEGの設定等で

音量が最大になっているときは、それ以上の音量にすることことはでき

ません。－の値にして鍵盤を押し込むと、音量は下がります。

4–2c: LFO 1/2

オシレーター1の音量を、“OSC1 LFO1”(5-1)、“OSC1 LFO 2”

(5-2)でコントロールします。

LFO1 Intensity [–99…+99]
オシレーター1の音量を“OSC1 LFO1”で変化させる深さと方向を

設定します。－の値でLFOは逆相になります。

AMS (LFO1 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]
オシレーター1の音量を“OSC1 LFO1”で変化させる深さをコント

ロールするソースを選びます。(「AMS List」☞p.272)
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Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
設定の絶対値が大きいほど“AMS(LFO1 AMS) ”による“OSC1

LFO1”の効果が大きくなります。－の値でLFOは逆相になります。

LFO2 Intensity [–99…+99]

AMS (LFO2 AMS) [Off, (PEG, FEG, AEG, KT, EXT)]

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
オシレーター1の音量を“OSC1 LFO2”(5-2)で変化させる深さと方

向を設定します。前述の“LFO1 Intensity ”～“Intensity(AMS

Intensity) ”を参照してください。

▼ 4–2: Page Menu Command

☞ 0-1A:Write Program, 1-1A:Copy Oscillator,

1-1B:Swap Oscillator

4–3: Amp1 EG 
オシレーター1の音量を時間的に変化させるアンプ1EGを設定します。

4–3

4–3a

4–3c
4–3b

4–3a: Amp1 EG

アンプ1EGの時間的な変化を設定します。

Level:
Start (Start Level) [00…99]
ノ－ト・オン時の音量レベルを設定します。

音の頭で「カッ」と鳴らしたいときは、ここを大きな値に設定します。

Attack (Attack Level) [00…99]
アタック・タイムが終わったときの音量レベルを設定します。

Break (Break Point Level) [00…99]
ディケイ・タイムが終わったときの音量レベルを設定します。

Sustain (Sustain Level) [00…99]
スロ－プ・タイムが終わってからノ－ト・オフまでの音量レベルを設定し

ます。

Time:
Attack (Attack Time) [00…99]
ノ－ト・オン時からアタック・レベルに達するまでの時間を設定します。

スタート・レベルが0のときは、音の立ち上がりの時間となります。

Decay (Decay Time) [00…99]
アタック・レベルに達したときから、ブレイク・ポイント・レベルになるまで

の時間を設定します。

Slope (Slope Time) [00…99]
ブレイク・ポイント・レベルに達してからサスティン・レベルになるまでの

時間を設定します。

Release (Release Time) [00…99]
ノ－ト・オフ時から、音量が0になるまでの時間を設定します。

ノート･オン 

ノート･オフ 

アタック・ 
タイム 
 

ディケイ・ 
タイム 
 

リリース・ 
タイム 
 

アタック・レベル 

サステイン・ 
レベル 

時間 

ブレイク･ポイント・ 
レベル 

スタート・ 
レベル 

スロープ・ 
タイム 
 

Amplifier EG

音 

量 

4–3b: Level Modulation

“Amp1 EG”(4-3a)で設定したアンプ1 EGレベルをAMSでコント

ロールします。

AMS (Level Mod.AMS) [Off, (KT, EXT)]
アンプ1 EGのLevel をコントロールするソースを選びます。

(「AMS List」☞p.272)

Intensity (AMS Intensity) [–99…+99]
“AMS(Level Mod.AMS) ”の効果の深さと方向を設定します。

例えば“AMS(Level Mod.AMS)”がVelocityのとき、“St(AMS

SW Start)”、“At(AMS SW Attack) ”、“Br(AMS SW Break) ”

を＋にして、“Intensity(AMS Intensity) ”を＋の値にすると強く弾く

ほどアンプ1 EGの音量レベルは上がり、－の値にすると強く弾くほど

音量レベルは下がります。0にすると、“Amp1 EG”(4-3a)で設定し

たレベルで動作します。

St (AMS SW Start) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod.AMS) ”による“Start(Start Level) ”の変化の

方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity)”が＋の値のとき、

＋でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。0にすると

変化はかかりません。

At (AMS SW Attack) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod.AMS) ”による“Attack(Attack Level) ”の変化

の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity)”が＋の値のと

き、＋でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。0にす

ると変化はかかりません。

Br (AMS SW Break) [–, 0, +]
“AMS(Level Mod.AMS) ”による“Break(Break Point Level) ”の

変化の方向を設定します。“Intensity(AMS Intensity)”が＋の値

のとき、＋でEGレベルが上がる方向、－で下がる方向に変化します。0

にすると変化はかかりません。

“St”を0, “At”, “Bt”を＋に設定 
して鍵盤を弱く弾いたとき 
(4–3a: Amp1 EGによる設定 )

“St”を0, “At”, “Bt”を＋に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

“St”を0, “At”, “Bt“を－に 
設定して鍵盤を強く弾いた 
とき 

Amp1 EG変化 (レベル)　(AMS=Velocity, Intensity=＋の値 )

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 
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4–3c: Time Modulation

Amp1 EG (4-3a)で設定したアンプ1 EGタイムを変化させます。

AMS1 (Time Mod. AMS1) [Off, (KT, EXT)]
アンプ1 EGのTime をコントロールするソースを選びます。(「AMS

List」☞p.272)

Intensity (AMS1 Intensity) [–99…+99]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”の効果の深さと方向を設定します。

例えば、“AMS1(Time Mod. AMS1)”がAmp KTrk ＋/＋のとき、

Keyboard Track (4-2a)の設定によってEGのTime をコントロー

ルします。Intensity(AMS1 Intensity)を＋の値にするとRampが

＋の値の場合、EGタイムは長くなり、Ramp が－の値の場合、EGタイ

ムは短くなります。変化方向は“At(AMS1 SW Attack) ”、“Dc

(AMS1 SW Decay) ”、“Sl(AMS1 SW Slope) ”、“Rl(AMS1 SW

Release)”でそれぞれ設定します。

“AMS1(Time Mod. AMS1)”がVelocityのとき、＋の値にすると

強く弾くほどEGタイムは長くなり、－の値にすると強く弾くほどEGタイ

ムは短くなります。0にすると、Amp1 EG (4-3a)で設定した時間で

動作します。

At (AMS1 SW Attack) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”による“Attack(Attack Time) ”の

変化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値

のとき、＋でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0

にすると効果はかかりません。

Dc (AMS1 SW Decay) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”による“Decay(Decay Time) ”の

変化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値

のとき、＋でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0

にすると変化はありません。

Sl (AMS1 SW Slope) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”による“Slope(Slope Time)”の変

化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の値の

とき、＋でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。0に

すると変化はありません。

Rl (AMS1 SW Release) [–, 0, +]
“AMS1(Time Mod. AMS1) ”による“Release(Release Time)”

の変化の方向を設定します。“Intensity(AMS1 Intensity)”が＋の

値のとき、＋でタイムが長くなる方向、－で短くなる方向に変化します。

0にすると変化はありません。

Amp1 EG変化 (タイム) (AMS=Velocity, Intensity=＋の値 )

4–3a: Amp1 EGによる設定 “At", “Dc”, “Sl”, “Rl”を＋に 
して低い音程を弾いたとき 

“At", “Dc”, “Sl”, “Rl”を－に 
して高い音程を弾いたとき 

Amp1 EG変化 (タイム) 
(AMS=Amp KTrk ＋ /＋ , Intensity=＋の値 )  
(Amp Keyboard Track(4–2a) Low Ramp=＋の値、High Ramp=＋の値の場合 )

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

“At", “Dc”, “Sl”, “Rl”を＋にして 
鍵盤を弱く弾いたとき 
5.1–3a: Amp1 EGによる設定 

“At", “Dc”, “Sl”, “Rl”を＋に 
して鍵盤を強く弾いたとき 

“At", “Dc”, “Sl”, “Rl”を－に 
して鍵盤を強く弾いたとき 

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

ノート・オン 
ノート・オフ 

AMS2 (Time Mod. AMS2) [Off, (KT, EXT)]

Intensity (AMS2 Intensity) [–99…+99]

At (AMS2 SW Attack) [–, 0, +]

Dc (AMS2 SW Decay) [–, 0, +]

Sl (AMS2 SW Slope) [–, 0, +]

Rl (AMS2 SW Release) [–, 0, +]
アンプ1 EGのTimeをコントロールする“AMS2(Time Mod.

AMS2)”を設定します。(☞“AMS1(Time Mod. AMS1) ”～“Rl

(AMS1 SW Release)”)

▼ 4–3: Page Menu Command

0–1A

1–1A

1–1B

4–3A

4–3A: Sync Both EGs
ページ・メニュー・コマンド“Sync Both EGs”を選びと、「Sync

Both EGs」の左側にチェック・マークが付いた状態になります。この

状態では、アンプ1 EGとアンプ2 EGを同時にエディットできます(ど

ちらか片方をエディットすると、もう一方も変化します)。(☞3-4A)

4–4: Amp2 Level/Pan
4–5: Amp2 Mod.
4–6: Amp2 EG
オシレーター2の音量をコントロールするアンプ2を設定します。

またパンも設定します。(☞「4-1:Amp1 Level/Pan 」～「4-3:

Amp1 EG」)

“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのとき表示します。
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Program P5: Edit–Common LFO
オシレーター1、2のPitch、Filter、Ampを周期的に変化させるLFO

を設定します。オシレーターごとに2つのLFOが使用できます。

Pitch、Filter、AmpでのLFO1、LFO2 Intensityの値を－にするこ

とで逆相のLFO効果が得られます。

5–1: OSC1 LFO1 
オシレーター1に対して使用できる1つめのLFOである“OSC1

LFO1”を設定します。

5–1

5–1a

5–1b

5–1c

5–1a: OSC1 LFO1

Waveform [Triangle 0…Random6 (Vector)]
LFO波形を選びます。

いくつかのLFOで表示している名称の右側にある数字は、波形がス

タートするときの位相です。

三角波 

Key On時に初期 

位相が不規則に変化 

のこぎり波 ↓�

 

矩形波 

サイン波 

ギター 
･ビブラート 

Triangle 0

Triangle 90

Triangle
Random

Saw 0

Saw 180

Square

Sine

Guitar

Exponential 
Triangle

Exponential
Saw Down

Exponential
Saw Up

Step Triangle – 4

Step Triangle – 6

Step Saw – 4

Step Saw – 6

Random1 (S/H): 
間隔が一定でレベルがランダムに変化する、一 
般的なサンプル＆ホールド（S/H）のタイプです。
Random2 (S/H):

間隔がランダムでレベルもランダムに変化します。
Random3 (S/H):

間隔がランダムで最大レベルと最小レベルに 
交互に変化します（間隔がランダムな矩形波）。 

Random4 (Vect.)

Random5 (Vect.)

Random6 (Vect.)

Random1～3を滑らかに変化させるタイプです。 
アコースティック楽器等の不安定さを再現する 
とき使用します。 

 

Frequency [00…99]
LFO周波数を設定します。99で最も速くなります。

Offset [–99…+99]
LFO波形の中心となる値を設定します。

例えば次図のように0に設定すると、ノート・オンしたピッチを中心にビ

ブラートがかかります。＋99に設定すると、ギターのビブラートのよう

に、ノート・オンした音程から上の音域でビブラートがかかります。

なお、“Waveform”のGuitarは、“Offset”を0にしても＋の領域で

振動します。

offset = –99 offset = 0 offset = ＋99Pitch

ノート･オン時の 
音程 

オフセットの設定と、ビブラートのピッチの変化  

Key Sync. [Off, On]
On(チェックする): 鍵盤を弾くたびにLFOがスタートし、鍵盤ごとに独

立したLFOが動作します。

Off(チェックしない): 後から弾いた音にも最初に弾いた鍵盤によって

スタートしたLFOの効果がかかります。(このとき、ディレイやフェードの

効果は、最初にスタートしたLFOにだけかかります。)

Fade [00…99]
LFOが効きはじめてから振幅が最大になるまでの時間を設定します。

“Key Sync.”がOffのときは、最初にスタートしたLFOにだけかかり

ます。

ノート･オン ノート･オフ 
“Fade” 

“Delay” 

“Fade”の設定によるLFOのかかり方 (“Key Sync.”がOnのとき)

Delay [0…99]
ノート・オンからLFO効果がかかりはじめるまでの時間を設定します。

“Key Sync.”がOffのときは、最初にスタートしたLFOにだけかかり

ます。

5–1b: Frequency Modulation

OSC1 LFO1の速さの変化量を、2つのオルタネート・モジュレーショ

ンで調整します。

AMS1 (Freq. AMS1) [Off, (PEG, FEG, AEG, LFO2, KT, EXT)]
オシレーター1用のLFO1のフリケンシーをコントロールするソースを

選びます(「AMS List」☞p.272)。OSC1 LFO1はOSC1 LFO2で

変調をかけることができます。

Intensity (AMS1 Intensity) [–99…+99]
“AMS1(Freq. AMS1) ”の効果の深さと方向を設定します。

ここの値を16、33、49、66、82、99にすると、それぞれの設定タイ

ムは、最大で2、4、8、16、32、64倍(または1/2、1/4、1/8、1/16、

1/32、1/64倍)にすることができます。

例えば“AMS1(Freq. AMS1)”がNote Numberのとき、＋の値に

すると高音域の鍵盤を弾くほどオシレーター1のLFOが速くなります。

－の値にすると、高音域の鍵盤を弾くほどオシレーター1のLFOが遅く

なります。中心になるキーはC4です。

また“AMS1(Freq. AMS1)”がJS ＋Y:CC#01のとき、設定した

値が大きいほど、ジョイスティックをコントロールしたときのOSC1

LFOスピードが速くなります。＋99にすると、ジョイスティックを奥側へ

最大に傾けたとき、LFOの速さが約64倍になります。

AMS2 (Freq. AMS2) [Off, (PEG, FEG, AEG, LFO2, KT, EXT)]

Intensity (AMS2 Intensity) [–99…+99]
オシレーター1用のLFO1のフリケンシーをコントロールするオルタ

ネート・モジュレーションです。(☞“AMS1(Freq .  AMS1) ”、

“Intensity(AMS1 Intensity) ”)
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5–1c: Frequency MIDI/Tempo Sync.

MIDI/Tempo Sync. [Off, On]
On(チェックする): LFOの周期がテンポ(MIDI Clock) に同期します。

このとき、“Frequency”(5-1a)、Frequency Modulation (5-1b)

で設定した値は無効になります。

Base Note (Sync. Base Note)
[ � ,  � � ,  �  ,  � � ,  � ,   � � ,   � ,  �  ]

Times (Sync. Times) [01...16]
“MIDI/Tempo Sync.”にチェックしているとき、“� (Tempo)”に対

する音長“Base Note(Sync. Base Note) ”、倍数“Times(Sync.

Times)”を設定します。これらによりOSC1 LFO1の周期が決定しま

す。例えば“Base Note”が� (4分音符)、“Times”を04に設定する

と、LFOは4拍での1周期になります。

アルペジエーター、シーケンサーの“� (Tempo) ”を変化させても、

LFOは常に4拍周期となります。

▼ 5–1: Page Menu Command

0–1A

5–1A

5–1A: Swap LFO 1&2
LFO1、2の設定を入れ替えます。LFO1の“AMS1(Freq. AMS1)”、

“AMS2(Freq. AMS2)”(5-1b)でLFO2を選択している場合は、

LFO1、2の入れ替え後、LFO2ではその設定は無効になります。

OSC1 LFO1、OSC1 LFO2ページより選んだ場合、OSC1のLFO1、

LFO2を入れ替えます。

①“Swap LFO 1&2”を選び、ダイアログを表示します。

② 実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押

します。

5–2: OSC1 LFO2 
オシレーター1に対して使用できる2つめのLFOであるOSC1

LFO2を設定します(☞「5-1:OSC1 LFO1」)。ただし、“AMS1

(Freq. AMS1) ”、“AMS2(Freq. AMS2) ”(5-1b)ではLFOで変調

をかけることができません。

5–3: OSC2 LFO1 
“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのときに有効になります。

オシレーター2に対して使用できる1つめのLFOであるOSC2

LFO1を設定します。(☞「5-1:OSC1 LFO1」)

5–4: OSC2 LFO2 
“Oscillator Mode”(1-1a)がDoubleのときに有効になります。

オシレーター2に対して使用できる2つめのLFOであるOSC2

LFO2を設定します。(☞「5-1:OSC1 LFO1」,「5-2:OSC1

LFO2」)

Program P7: Edit–Arpeggiator
プログラムで使用するアルペジエーターに関する設定をします。

これらのアルペジオの設定は、プログラムを切り替えたときに自動的に

そのプログラムにメモリーされているアルペジエーターの設定に切り

替えることができます。(Global P0:0-1c Auto Arpeggiator

“Program”)

アルペジオのオン/オフはARPEGGIATOR [ON/OFF] キーで切り替

えます。オン時は、キーのLEDが点灯します。

また、ARPEGGIATOR [TEMPO]ノブ、[GATE]ノブ、 [VELOCITY]

ノブ、[ON/OFF]キーの状態は、プログラムごとに保存することができ

ます。

これらの設定が有効になるのはAuto Arpeggiator “Program”

がチェックされているときです。

アルペジエーターを外部シーケンサーからコントロールしたり、ア

ルペジオのノート情報を外部シーケンサーにレコーディングするこ

とができます。(☞p.296)

“Pattern”、“Resolution”、“Octave”、“Sort”、“Latch”、

“Key Sync. ”、“Keyboard ”、“ � (Tempo) ”はP0:Play、

Arpeggioページでも設定できます。

7–1: Arpeg. Setup

7–1

7–1a

7–1b

7–1a: Arpeggiator Tempo

� (Tempo)* [040...240, EXT]
テンポを設定します。

ARPEGGIATOR [TEMPO]ノブを回すことでも調整できます。また、

[ENTER]キーを押す間隔をテンポとして設定することもできます。

“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)をExternal MIDIまたは

External USBに設定したときはEXTを表示し、アルペジエーターは

外部MIDI機器からのMIDIクロックに同期します。
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7–1b: Arpeggiator Setup
☞ OG p.94を参照してください。

Pattern* [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]
アルペジオ・パターンを選びます。

P000...P004 プリセット・アルペジオ・パターン

U000(A/B)...U199(A/B) TRITON標準プリロード・アルペジオ・パターン用

U200(H)...U215(H)
U216(I)...U231(I)
U232(J)...U247(J) プリロード・アルペジオ・パターン用:
U248(K)...U263(K) U200(H)...U488(User)
U264(L)...U279(L) ユーザー・アルペジオ・パターン用:
U280(M)...U295(M) U489(User)...U506(User)
U296(N)...U311(N)
U312(User)...U506(User)

U000(A/B)～U506(User)は書き込み可能です。アルペジ

オ・パターンはGlobal P6で作成します。

U000(A/B)～U506(User)のアルペジオ・パターンは、テン・

キー[0]～[9]、[ENTER]キーで選ぶことができます。

Octave* [1, 2, 3, 4]
アルペジエーターが展開する音域をオクターブ単位で設定します。

ユーザー・アルペジオ・パターンを選択している場合、“Octave

Motion”(Global P6:6-1b)の設定によってアルペジオの展開が

異なります。

Resolution* [� � ,  � , � � ,  � , � � ,  �  ]
アルペジオのレゾリューション(分解能)を設定します。

設定した� � , � , �� , � , � � , � を基準にアルペジオを展開します。

“Arpeggiator Tempo � ”と“Resolution”の設定によって、アルペ

ジオ・パターンのスピードが決定します。

Gate [000...100(%), Step]
アルペジオ音の長さ(ゲート・タイム)を設定します。

000～100(%): 常に設定したゲート・タイムで動作します。

Step: “Pattern”でU000(A/B)～U506(User)を選んでいると

きに有効で、各ステップで設定したゲート値で動作します。

ARPEGGIATOR [GATE] ノブでもコントロールすることができます。

ゲート・タイムはノブを左に回すと短く、右に回すと長く変化します。12

時方向のとき、ここで設定したゲートの長さで動作します。

Velocity [001...127, Key, Step]
アルペジオ音のベロシティを設定します。

001～127: 常に設定したベロシティ値で動作します。

Key: 打鍵時のベロシティ値で動作します。

Step: “Pattern”でU000(A/B)～U506(User)を選んでいると

きに有効で、各ステップで設定したベロシティ値で動作します。

ARPEGGIATOR [VELOCITY] ノブでもコントロールすることができ

ます。ベロシティはノブを左に回すと小さい値、右に回すと大きな値に

変化します。12時方向のとき、ここで設定したベロシティ値で動作しま

す。

Swing [–100...+100(%)]
先頭から偶数番目のアルペジオ音のタイミングをずらします。

Resolution =　 の場合 

Step 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Swing
–50 –25 +25 +50

Sort* [Off, On]
同時に押さえている複数のノート(鍵盤)をアルペジオに展開し、発音す

る順番を設定します。

On(チェックする): ノート・オンした順番にかかわらず、音程順をもとに

してアルペジオが展開します。

Off(チェックしない): ノート・オンした順番をもとにしてアルペジオが

展開します。

Latch* [Off, On]
鍵盤から手を離した後にアルペジオ演奏が続くかどうかを設定します。

On(チェックする): 鍵盤から手を離した後にアルペジオ演奏が続きます。

Off(チェックしない): 鍵盤から手を離すとアルペジオ演奏が止まります。

Key Sync.* [Off, On]
アルペジオ・パターンが鍵盤を押したタイミングで始まるか、“ �
(Tempo)”(0-1a)に常に従うかを設定します。

On(チェックする): すべての鍵盤から手を離した状態から最初にノー

ト・オンしたとき、アルペジオ・パターンが先頭から始まります。リアルタ

イムに小節の頭に合わせて演奏するような場合に向きます。

Off(チェックしない): “� (Tempo)”に常に従います。

Keyboard* [Off, On]
アルペジオ音と同時に鍵盤による演奏が発音するかどうかを設定しま

す。(☞“Keyboard”0-2a)

On(チェックする): アルペジオ音と一緒に打鍵による発音もします。例

えば、同時に複数の鍵盤を押さえたとき、打鍵による発音と展開された

アルペジオ音を同時に発音し、演奏することができます。

Off(チェックしない): アルペジオ音だけが発音します。

* : これらのパラメーターは「P0:Play, Arpeggio 」でも設定で

きます。

▼ 7–1: Page Menu Command

0–1A

7–1A

7–1A: Copy Arpeggiator
アルペジオの設定をコピーします。

①“Copy Arpeggiator”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元(モード、バンク、ナンバー)のアルペジオ設定を

選びます。



29

Pr
og

ra
m

 P
0

 P
1

 P
2

 P
3

 P
4

 P
5

 P
7

 P
8

 P
9

③ コンビネーション、ソング、Song Playモードよりコピーする場合は、

A、Bのどちらの設定をコピーするかを選びます。

④ コピー・アルペジオを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

7–2: Scan Zone

7–1

7–2a

7–2b

7–2a: Zone Map

Scan Zoneの範囲を表示します。

7–2b: Scan Zone

Top Key [C–1...G9]

Bottom Key [C–1...G9]
アルペジエーターが動作するノート(鍵盤)の範囲を設定します。“Top

Key”ではその上限、“Bottom Key”ではその下限を設定します。

Top Velocity [001...127]

Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターが動作するベロシティの範囲を設定します。“Top

Velocity”ではその上限、“Bottom Velocity”ではその下限を設定

します。

ノート・ナンバーとベロシティは、[ENTER]キーを押しながら、鍵盤

を押すことによっても設定できます。

Program P8: Edit–Insert Effect
☞ インサート・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

8–1: Routing
オシレーター出力のバスを設定します。また、マスター・エフェクトへの

センド・レベルを設定します。

次図は、“Oscillator Mode”(1-1a)をDoubleにしたときのLCD画

面です。

8–1

8–1a

8–1b

8–1c

8–1d

8–1a: Routing Map

インサート・エフェクトの設定状態を表示します。

インサート・エフェクトのルーティング、設定しているエフェクト・ネーム、オ

ン/オフ、チェイン、それぞれの状態を表示します。インサート・エフェクト

の種類、オン/オフ、チェインの設定はP8: Edit-Insert Effect, Insert

FXページで行います。

8–1b: Use DKit Setting

Use DKit Setting [Off, On]
“Oscillator Mode”(1-1a)がDrumsの場合に有効です。

On(チェックする): 選択しているドラムキットの各キーごとの“BUS

Select”(Global P5: 5-2b)の設定が有効になります。ドラム・インス

トゥルメントごとに個別のインサート・エフェクトをかけたり、個別に

AUDIO OUTPUT(INDIVIDUAL) へ出力したりする場合にチェックし

ます。

“Oscillator Mode”がSingleまたはDoubleの場合、ここでの設定

は無効となります。

Off(チェックしない): BUS Select (8-1c)、OSC MFX Send (8-

1d)の設定に従います。すべてのドラム・インストゥルメントが設定した

バスに送られます。

8–1c: BUS Select (IFX/Indiv.Out Assign)

BUS Select (All OSCs to)
[L/R, IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]
オシレーター1、2出力のバスを設定します。

オシレーター1、2の出力にバルブ・フォースをインサートするとき

は、3/4(Tube)または3(Tube)、4(Tube)に設定し、Valve

Force “Placement”(9-5a)をInsertに設定します。
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1/2または3/4(Tube)に設定すると、オシレーターのパン設定

(4-1b, 4-4)でAUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 と2また

は3と4にステレオで出力します。オシレーターのパンをCC#10

(パン)やAMS(Pan AMS) などでコントロールしたとき、ノート・

オン時のパンで出力します。L/Rに設定して(MAIN) L/MONO、

Rに出力するときと異なり、発音中のパンはリアルタイムでは動き

ません。

発音中のパンをリアルタイムで動かし、その状態をAUD IO

OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2または3、4に出力する場合は、

“BUS Select”を IFX1(または IFX2～ IFX5)に設定し、

“IFX1”(または“IFX2”～“IFX5”)(8-2)に000:No Effectを

選び、インサート・エフェクト通過後の“BUS  S e l . ( BUS

Select)”(8-2a)で、1/2または3/4(Tube)を設定してくださ

い。

8–1d: OSC MFX Send

OSC1:

Send1 (to MFX1) [000...127]
オシレーター1の出力がマスター・エフェクト1へ送られる量(センド・レ

ベル)を設定します。“BUS Select”(8-1c)をL/R、Offに設定してい

るときに有効です。

“BUS Select”を IFX1、IFX2、IFX3、IFX4、IFX5に設定している

ときのマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベルは、Insert FXペー

ジのIFX1、2、3、4、5通過後の“Send1”、“Send2”(8-2a)で設定

します。

Send2 (to MFX2) [000...127]
オシレーター1の出力がマスター・エフェクト2へ送られる量(センド・レ

ベル)を設定します。(☞「Send1(to MFX1)」)

OSC2:

Send1 (to MFX1) [000...127]

Send2 (to MFX2) [000...127]
オシレーター2の出力がマスター・エフェクト1、2へ送られる量(セン

ド・レベル)を設定します。“Oscillator Mode”(1-1a)をDouble時、

“BUS Select”をL/R、Offに設定しているときに有効です。

CC#93でOSC1/2 Send1レベル、CC#91で、OSC1/2

Send2レベルをコントロールできます。グローバルMIDIチャン

ネル“MIDI Channel ”(Global P1:1-1a)でコントロールしま

す。実際のセンド・レベルは、オシレーターごとのセンド・レベルの

設定値とのかけ算となります。

▼ 8–1: Page Menu Command

0–1A

8–1A

8–1B

8–1A: Copy Insert Effect
任意のプログラム、コンビネーション、ソング、Samplingモード、Song

Playモードのエフェクト設定をコピーします。

①“Copy Insert Effect”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のモード、バンク、ナンバーを選びます。

BANK [A] ～[N]キーを押してバンクを選ぶことができます。

③ コピーするエフェクトを選びます。

マスター・エフェクトからもコピーできます。“All”にチェックすると

エフェクト全体の設定(Insert FXページの内容およびIFX1～5の

エフェクト・パラメーター、ただし“Ctrl Ch”は除く)をコピーします。

マスター・エフェクトからコピーした場合、マスター・エフェクト関連

のルーティング、レベル設定の違いから、その効果は完全に同じと

はなりません。

④ コピー先のインサート・エフェクトを選びます。

“Post IFX Mixer Setting”にチェックするとコピー元のインサー

ト・エフェクト通過後の“Chain”、“Pan(CC#8) ”、“BUS Sel.”、

“Send1”、“Send2”の設定も同時にコピーします。チェックしな

いときはエフェクトの種類、そのパラメーターのみをコピーします。

⑤ コピー・インサート・エフェクトを実行するときはOKボタンを、実行

しないときはCancelボタンを押します。

8–1B: Swap Insert Effect
インサート・エフェクトの設定を入れ替え(スワップ)ます。

①“Swap Insert Effect”を選び、ダイアログを表示します。

②“Source1”と“Source2”で入れ替えするインサート・エフェクト

をそれぞれ選びます。

③ スワップ・インサート・エフェクトを実行するときはOKボタンを、実行

しないときはCancelボタンを押します。

8–2: Insert FX
インサート・エフェクトの種類、オン/オフ、チェイン等を設定します。

インサート・エフェクトではダイレクト音(Dry)は、常にステレオ入出力に

なります。エフェクト音(Wet)は、エフェクトの種類によって入出力の形

が異なります。(☞p.206)

8–1

8–2a
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8–2a: IFX1, 2, 3, 4, 5

IFX1, 5 [000...089]

IFX2, 3, 4 [000...102]
インサート・エフェクトの種類を選びます。

選択できるエフェクトは、“IFX1”、“IFX5”では000:No Effect～

089:Reverb-Gateまでの90種類からです。ダブル・サイズ・エフェク

トは使用できません。

“IFX2”、“IFX3”、“IFX4”は、ダブル・サイズ・エフェクトを含んだ

000:No Effect～102:Hold Delayの103種類からです。

ダブル・サイズ・エフェクトを選択すると、次のインサート・エフェクトが使

用できなくなります。例えば“IFX2”でダブル・サイズ・エフェクトを選ぶ

と“IFX3”は使用できません。ダブル・サイズ・エフェクトは最大2個ま

で(“IFX1”に通常サイズ、“IFX2”と“IFX4”にダブル・サイズ)使用で

きます。(☞p.206)

Category/IFX Selectメニュー:

ポップアップ・ボタンを押すと、Category/IFX Selectメニューが表示

され、エフェクトをカテゴリーから選ぶことができます。タブでエフェク

トのカテゴリーを選択し、カテゴリー内のエフェクトを選びます。OKボ

タンで実行、Cancelボタンでキャンセルします。

IFX1, 2, 3, 4, 5 On/Off [Off, ON]
インサート・エフェクトのオン/オフを設定します。

OFF時は入力をそのまま出力します。(000:No Effectではオンとオ

フは同じです。)

押すたびに交互にオン、オフが切り替わります。

ここでの設定とは別にコントロール・チェンジ#92ですべてのイ

ンサート・エフェクトをオフにできます。値が0でオフ、1～127

で、元の設定になります。“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)

で設定するグローバルMIDIチャンネルでコントロールします。

Chain [Off, On]
インサート・エフェクトのチェインのオン/オフを設定します。

Chain

例えばIFX1とIFX2の間にある“Chain”チェック・ボックスをチェック

(On)すると、IFX1とIFX2を直列で接続します。“BUS Select”(8-

1c)をIFX1に設定している場合、IFX1とIFX2が直列にインサート挿

入します。最大、IFX1～IFX5まで5個のインサート・エフェクトを直列

にインサートすることが可能です。チェインした場合、一番最後のIFX

通過後の“Pan (CC#8)”、“BUS Select”、“Send1”、“Send2”

の設定が有効です。

Pan(CC#8) (Post IFX PanCC#8) [L000...C064...R127]
インサート・エフェクト通過後のパンを設定します。次の“B U S

Select”がL/Rのときにのみ有効です。(☞p.209)

CC#8でコントロールできます。

BUS Sel. (BUS Select)
[L/R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

インサート・エフェクト通過後、どのバスに送るかを設定します。通常L/

Rに設定します。AUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) へ出力したい場

合は、1、2、3(Tube)、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)に設定します。Off

は“Send1”、“Send2”を使用してさらにマスター・エフェクトへ直列

接続する場合に設定します。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースをインサートすると

きは、3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設定し、Valve

Force “Placement”(9-5a)をInsertに設定します。

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]
インサート・エフェクト通過後のマスター・エフェクト1、2へのセンド・レ

ベルを設定します。“BUS Select”(8-2a)をL/R、Offに設定してい

るときに有効です。

CC#93でSend1レベル、CC#91でSend2レベルをコント

ロールできます。“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)で設定す

るグローバルMIDIチャンネルでコントロールします。

8–3: IFX 1
8–4: IFX 2
8–5: IFX 3
8–6: IFX 4
8–7: IFX 5
Insert FXページで選択したIFX1、2、3、4、5それぞれのエフェクト・

パラメーターを設定します。(☞p.217～)

エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)は、グローバ

ルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)でコン

トロールします。(☞「D.mod」p.277)

0–1
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Program P9: Edit–Master Effect
☞ マスター・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

9–1: Master FX
マスター・エフェクトの種類、オン/オフ、チェインやマスターEQを設定

します。

9–1

9–1c

9–1a

9–1b

9–1a: MFX1, 2

マスター・エフェクトはダイレクト音(Dry)を出力しません。リターン・レ

ベル(“Return1”、“Return2”)でエフェクト音(Wet)をL、Rバスへ送

り、ダイレクト音(8-1c“BUS Select”L/R、または8-2a“BUS

Select”L/Rからの出力)とミックスします。

またマスター・エフェクトはモノラル入力です。オシレーター、インサー

ト・エフェクト通過後のL、Rに定位した音は“Send1”、“Send2”のレ

ベル設定に従って、モノラルにミックスされマスター・エフェクトに入り

ます。

マスター・エフェクトの入出力はモノ・イン－ステレオ・アウトです。

ステレオ入力タイプのエフェクトを選んだ場合でもモノラル入力と

なります。

MFX1, 2 [000...089]
マスター・エフェクト1の種類を選びます。000:No Effect～089:

Reverb - Gateまでの90種類から選びます(ダブル・サイズ・エフェク

トは選べません)。000:No Effectの場合、マスター・エフェクトからの

出力はミュートされます。

Category/MFX Selectメニュー:

ポップアップ・ボタンを押すとCategory/MFX Selectメニューが表示

され、エフェクトをカテゴリーから選ぶことができます。タブでエフェク

トのカテゴリーを選択し、カテゴリー内のエフェクトを選びます。OKボ

タンで実行、Cancelボタンでキャンセルします。

MFX1, 2 On/Off [Off, ON]
マスター・エフェクト1、2のオン/オフを設定します。オフでは出力を

ミュートします。押すたびにオン/オフが切り替わります。

ここでの設定とは別にMFX1はCC#94で、MFX2はCC#95

で、それぞれオン/オフにできます。値が0でオフ、1～127で元

の設定になります。グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”

(Global P1:1-1a)でコントロールします。

Chain [Off, On]
On(チェックする): MFX1、MFX2間のチェイン(直列接続)がオンにな

ります。

Chain Direction [MFX1→MFX2, MFX2→MFX1]
チェインをオンしたときのMFX1、MFX2間の接続方向を設定します。

MFX1→MFX2: MFX1、MFX2の順番で接続します。

MFX2→MFX1: MFX2、MFX1の順番で接続します。

Chain Signal [LR Mix, L Only, R Only]
チェインをオンしたときの、最初のマスター・エフェクトからのステレオ

出力信号をどのように、次のマスター・エフェクトの入力(モノ)と接続す

るかを設定します。

L/R Mix: 最初のマスター・エフェクトからのステレオ出力L、Rをミッ

クスして、次のマスター・エフェクトに入力します。

L Only, R Only: 出力の左または右チャンネルのみを次のマスター・

エフェクトに入力します。

Chain Level [000...127]
チェインをオンしたときのマスター・エフェクトからマスター・エフェクト

へのレベルを設定します。

9–1b: Return Level

Return 1, 2 [000...127]
マスター・エフェクトからL/Rバス(メイン出力L/MONO、R)へのリ

ターン・レベル(戻り量)を設定します。

9–1c: Master EQ Gain [dB]

L/RバスからAUDIO OUTPUT (MAIN OUT) L/MONO 、Rに出力

する直前にある3バンドEQのゲインを設定します。Master EQ(9－

4)の各“Gain”とリンクしています。

Low [–18.0...+18.0]

Mid [–18.0...+18.0]

High [–18.0...+18.0]
“Low”、“Mid”、“High”のカットオフ周波数、“Mid”の“Q”は

Master EQページで設定します。単位は「dB」です。
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▼ 9–1: Page Menu Command

0–1A

9–1A

9–1B

9–1A: Copy Master Effect
任意のプログラム、コンビネーション、ソング、Song Playモードのエ

フェクト設定をコピーします。

①“Copy Master Effect”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のモード、バンク、ナンバーを選びます。

③ コピーするエフェクトを選びます。

MFX1、MFX2を選ぶと“Return”(リターン・レベル)も同時にコ

ピーされます。

Master EQを選ぶとマスターEQの設定のみコピーします。

IFX1～5を選ぶとインサート・エフェクトからもコピーできます。

“All”にチェックするとマスター・エフェクト、マスターEQ全体の設

定をコピーします。

インサート・エフェクトからコピーした場合、ルーティング、レベル設

定の違いから、その効果は完全に同じにはなりません。

④“To”でコピー先のマスター・エフェクトを選びます。

⑤ コピー・マスター・エフェクトを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。

9–1B: Swap Master Effect
MFX1とMFX2の設定を入れ替え(スワップ)ます。

①“Swap Master Effect”を選び、ダイアログを表示します。

② スワップ・マスター・エフェクトを実行するときはOKボタンを、実行

しないときはCancelボタンを押します。

9–2: MFX 1
9–3: MFX 2
Master FXページ(9-2)で、MFX1、2にそれぞれ選んだエフェクトの

パラメーターを設定します。(☞p.217～)

エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)は、グローバ

ルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)でコン

トロールします。(☞「D.mod」p.277)

0–1

9–4: Master EQ
マスターEQは、3バンド・ステレオEQです。L/RバスからAUDIO

OUTPUT (MAIN OUT) L/MONO 、Rへ出力する直前にあり、全体

的なイコライジング(EQでの音質調整)を行います。(☞p.269)

0–1
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9–5: VALVE FORCE
真空管を使用したアナログ回路、バルブ・フォース(Valve Force)に関す

る設定を行います。

バルブ・フォースをインサート・エフェクト、マスター・エフェクトと組み合

わせて配置したり、プログラム出力の最終段に配置して、軽いブースト

や真空管特有のオーバードライブ感を加えます。

VALVE FORCE [ON/OFF] キーでバルブ・フォースのオン/オ

フをコントロールします。

バルブ・フォースはステレオ・イン ー ステレオ・アウトのアナログ

回路です。

バルブ・フォースの各パラメーター設定はプログラムごとにライト

することができます。

9–5

9–5a

9–5b

9–5a: VALVE FORCE

Input Trim [000...127]
バルブ・フォースへの入力レベルを設定します。“Ultra Boost”の値

を上げたときに、不快な歪みを生じる場合に調整します。ここでの設定

は“Ultra Boost”での低音の出方や、真空管の効果にも影響します。

VALVE FORCE [INPUT TRIM] ノブでも設定できます。

Ultra Boost [000...127]
バルブ・フォースの初段にあるウルトラ・ブースト(重低音域増強)回路へ

のミックス・レベルを調整します。000では回路を通さない(バイパス)

音になります。値を上げるほど、重低音がブーストされ、同時にエッジが

強調されます。ドラムスのキックやベースなどで使用すると特に効果的

です。

VALVE FORCE [ULTRA BOOST] ノブでも設定できます。

Tube Gain [000...127]
真空管への入力ゲインを調整します。真空管による独特の音質、歪みが

得られます。

VALVE FORCE [TUBE GAIN] ノブでも設定できます。

Output Level [000...127]
バルブ・フォースの出力レベルを設定します。バルブ・フォースの歪み特

性を含む音質を維持したまま、信号レベルが調整できます。

“Placement”をFinalに設定したときは、L/MONO、Rへの出力レベ

ルを調整します。出力に不快な歪みが生じるときはレベルを下げてくだ

さい。

“Placement”をInsert (Use 3/4 BUS) に設定したときは、アナロ

グ信号をデジタル信号に変換するADC(Analog Digital Converter)

への出力レベルを調整します。「ADC OVERLOAD !! 」が表示される

場合は、入力が過剰ですので、表示されないレベルを調整してくださ

い。

VALVE FORCE [OUTPUT LEVEL]ノブでも設定できます。

VALVE FORCE [ON/OFF] キー、およびINPUT TRIM、

ULTRA BOOST、TUBE GAIN、OUTPUT LEVELの各パラ

メーター(ノブ)は、MIDI NRPNコントロール・チェンジ・メッセー

ジでコントロールできます(☞p.285、294)。MIDI Channel

(Global P1)で設定するグローバルMIDIチャンネルでコントロー

ルします。

発音中にバルブ・フォースの各ツマミを回したり、バルブ・フォース

の各パラメーターの設定値を変えると、使用する音色によってはノ

イズが出ることがあります。

Placement [Final, Insert (Use 3/4 BUS)]
バルブ・フォースの配置先を設定します。

Final: L/R出力用DAC (Digital Analog Converter) の後の、アナ

ログ信号変換後に配置します。バルブ・フォース通過後、AUD IO

OUTPUT L/MONO、Rおよびヘッドホンに出力されます。VOLUME

はバルブ・フォース通過後のレベルを調整します。

出力の最終段でバルブ・フォースを通し、音を適度にブーストしたり、真

空管特有のオーバー・ドライブ感を加えるときに使用します。

MASTER EQ
VolumeValve Force

On/Off
L/R BUS

Placement: Final

1/2 BUS

S/P DIF OUT

Resampling

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

DAC

DAC

3/4 (Tube) BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4DAC

VALVE FORCE

Recording Level

Digital Analog

デジタル信号で処理されるS/P DIF出力、L/RをSource BUS

としたリサンプリングには、バルブ・フォースは使用できません。

Insert(Use 3/4 BUS): 3/4出力用DAC(Digital Analog

Converter) の後の、アナログ信号変換後に配置します。3/4バスがバ

ルブ・フォースへの入力となります。(同時にIndividual 3/4にも出力

します。)

バルブ・フォースを通過後、ADC(Analog Digital Converter) でデジ

タル信号に変換され、“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、“Send1”、

“Send2”の設定に従い、インサート・エフェクト、マスター・エフェクト、

L/R、Individual 1/2バスに送られます。

バルブ・フォース、インサート・エフェクト、マスター・エフェクトを接続す

る順番を設定し、さまざまな組み合わせが可能です。(☞設定例)
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Valve Force
On/Off

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

Resampling
Recording Level

INSERT FX
MASTER FX

Volume
3/4 (Tube) BUS

Placement: Insert (Use 3/4 BUS)

L/R BUS

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4

DAC

ADC

DAC

1/2 BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

DAC

VALVE FORCE

Digital Analog

L/R BUS
1/2 BUS

[設定例]

バルブ・フォースは、“BUS Select”(8-1c)またはIFX通過後の

“BUS Sel.”(8-2a)の設定によって任意の位置にインサートします。

Valve Force “BUS Sel.”(9-5a)でバルブ・フォースからの出力先

を設定します。

- OSC ➝ バルブ・フォース ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

- OSC ➝ バルブ・フォース ➝ インサート・エフェクト ➝ マスター・エフェ

クト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を3/4(Tube)に設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

- OSC ➝ インサート・エフェクト ➝バルブ・フォース ➝ マスター・エフェ

クト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

Valve Force “Send1”、“Send2”: 適宜

- OSC ➝ インサート・エフェクト ➝ バルブ・フォース  ➝ インサート・エ

フェクト ➝ マスター・エフェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を、前段のIFXに設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

Audio Inputからの入力にも同様にバルブ・フォースをインサー

トすることができます。(☞Global P0: 0-3a)

9–5b: Post VALVE FORCE Mixer

Pan(CC#8) [L000...C064...R127]
バルブ・フォース通過後のパンを設定します。次の“BUS Sel.”がL/

R、IFX1...5、1、2、1/2の場合に有効です。

CC#8でコントロールできます。MIDI Channel (Global P1)

で設定するグローバルMIDIチャンネルでコントロールします。

BUS Sel. [L/R, IFX1...5, 1, 2, 1/2, Off]
バルブ・フォース通過後、どのバスに送るかを設定します。

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]
バルブ・フォース通過後のマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベル

を設定します。”BUS Sel.”が、L/R、Offのときに有効です。

CC#93、CC#91 でコントロールできます。MIDI Channel

(Global P1)で設定するグローバルMIDIチャンネルでコントロー

ルします。

ADC OVERLOAD !!
バルブ・フォース通過後のADC(Analog Digital Converter) への信

号レベルが過入力の場合に「ADC OVERLOAD !! 」を表示します。

“Output Level”を調整して、「ADC OVERLOAD !! 」が表示され

ない最大レベルに設定してください。

“Pan”、“BUS Se l . ”、“Send1”、“Send2”、「ADC

OVERLOAD !!」は、“Placement”がInsert (Use 3/4 BUS)

のときのみ有効です。

▼ 9–5: Page Menu Command

0–1A

9–5A

9–5A: Copy Valve Force
任意のプログラム、コンビネーション、ソング、Samplingモード、Song

Playモードのバルブ・フォース設定をコピーします。

①“Copy Valve Force”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のモード、バンク、ナンバーを選びます。

③ コピーするパラメーターを選びます。

“Controller”を選ぶと、Input Trim、Tube Gain、Ultra Boost、

Output Levelの設定のみコピーします。

“Placement”を選ぶと、Placementの設定をコピーします。

コピー元の設定が I nser t (Use  3/4BUS)の場合は、Pan

(CC#8) 、BUS Sel.、Send1、Send2（コピー元がSamplingモー

ドの場合はPan(CC#8) 、BUS Sel.のみ）の設定もコピーします。

“All”にチェックすると、全体の設定をコピーします。

④“Copy Valve Force ”を実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。
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2. Combinationモード

Bank/Combination Selectメニュー :

①“Combination Select”左側のポップアップ・ボタンを押して、

Bank/Combination Selectメニューを表示します。

② 左右のタブを押してバンクを選びます。

③ コンビネーションをリストから選びます。リストを押して選ぶほか、

[ ]、[ ]キーで選ぶこともできます。

④ OKボタンを押して実行、Cancelボタンを押して選択を解除しま

す。

Category [00...15]
コンビネーション・カテゴリーを選びます。

すべてのコンビネーションは、16個のカテゴリーに分類されていま

す。カテゴリーを選択し、そのカテゴリーに含まれるコンビネーション

を選ぶことができます。ポップアップ・ボタンを押すとCategory/

Combination Selectメニューが表示されます。

Category/Combination Selectメニュー:

①“Combination Select”上側の(カテゴリー)ポップアップ・ボタン

を押して、Category/Combination Select メニューを表示しま

す。

② 左右のタブを押してカテゴリーを選びます。

③ コンビネーションをリストから選びます。リストを押して選ぶほか、

[ ]、[ ]キーで選ぶこともできます。

④ OKボタンを押して実行、Cancelボタンを押して選択を解除しま

す。

各コンビネーションのカテゴリーの設定は、“Write Combination”(0-

1A)ダイアログで行います。

10’s Hold
① [./10's HOLD]キーを押して  を表示します。

コンビネーション・ナンバー10の位が固定されます。

② テン・キー[0]～[9]を押すと、1の位がワン・アクションで入力でき

ます。

③ [ ]、[ ]キーを押すと10の位が変わります。

④ 解除するときは、もう一度[./10's HOLD]キーを押して  の表

示を消します。

� (Tempo) [040...240, EXT]
アルペジエーターのテンポを設定します。ARP E GG I A T O R

[TEMPO]ノブを回すことで調整できます。また[ENTER]キーを押す

間隔をテンポとして設定することもできます。

Combination P0: Play
コンビネーションを選択して演奏するためのページです。

0–1: Prog. Select (Program Select)

0–1

0–1a

0–1b

0–1c

0–1a: Bank, Combination Select, 10’s Hold,
Category, �

Bank (Bank Select) [Bank A…E, H...N]
コンビネーション・バンクを表示します。

BANK [A] ～[N]キーを押してバンクを選びます。

書き替えが可能なバンクA～E、H～Nに各128コンビネーション(合

計1,536)のコンビネーション・プログラム・エリアがあります。

A...D, H...M プリロード・コンビネーション用

E ユーザー・コンビネーション用、

EXB-MOSSコンビネーション用

N ユーザー・コンビネーション用

Prog.Selectページでティンバー1～8の“Bank/Program

(Program Select)”(0-1d)が選ばれているとき、BANK [A]～[N]

キーを押すと、ティンバー1～8のプログラムのバンクが切り替わり

ます。

Combination Select [0…127]
コンビネーションを選択します。このパラメーターを選び、テン・キー

[0]～[9]、[VALUE]ダイヤル、[ ]、[ ]キーで選びます。

また、ポップアップ・ボタンを押すと、Bank/Combination Selectメ

ニューが表示されます。コンビネーションをバンク別に選べます。

接続した外部MIDI機器からMIDIプログラム・チェンジを送信した

り、フット・スイッチを使うことによってコンビネーションを選ぶこと

ができます。(☞“Foot SW Assign”Global P2:2-1a, p.281

「Foot Switch Assign List」)
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EXTは“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)がExternal MIDIまたは

External USBのときに表示し、アルペジエーターは外部MIDI機器か

らのMIDIクロックに同期します。

0–1b: Selected Timbre Information

選択しているティンバー(1～8)情報を表示します。

T (Timbre) [01...08]
ティンバー・ナンバーと、そのティンバーで設定しているプログラム・バ

ンク/ナンバー/ネームを表示します。

Ch [01...16, Gch]
ティンバーで設定しているMIDIチャンネル・ナンバーを表示します。

0–1c: Timbre Number, Category, Bank/Program,
Status

Timbre Number (1...8)
ティンバー・ナンバーを表示します。

“Timbre Number”下の各パラメーターで、そのティンバー・ナンバー

に関する設定を行います。
Timbre Number

Category

Program Select

Status

Category [00...15]
ティンバーで使用するプログラムをプログラム・カテゴリーから選びま

す。すべてのプログラムは、16個のカテゴリーに分類されています。カ

テゴリーを選択し、そのカテゴリーに含まれるプログラムを選ぶことが

できます。

ポップアップ・ボタンを押すとCategory/Timbre Program Select

メニューが表示されます。(「Category/Program Select メニュー」

☞Program P0:0-1a)

Bank/Program (Program Select)
[A...F, G, g(1)...g(9), g(d), H...N]

ティンバーで使用するプログラムを設定します。

下段にプログラム・ネームの一部が表示されます。

“Bank/Program(Program Select) ”が選ばれているときは、

BANK [A] ～[N]キー、VALUEコントローラーで設定できます。

ポップアップ・ボタンを押すと、Bank/Timbre Program Select メ

ニューが表示され、プログラムが選べます。(「Bank/Program

Selectメニュー」☞Program P0:0-1a)

“Bank/Program(Program Select)”を選ぶと、ティンバーに選

択しているプログラムのバンクのBANKキーLEDが点灯します。

バンクFは、オプションEXB-MOSSを装着時に選べます。装着す

るとEXB-MOSS専用の128プログラムが使用できます。

本機でコンビネーションを選択すると、コンビネーション・ナンバー

のMIDIプログラム・チェンジがグローバルMIDIチャンネル“MIDI

Channel”(Globa l  P1:1-1a)  で送信されます。同時に

“Status”(0-1c, 2-1b)がEXT、EX2のティンバーでは、その

ティンバーで設定しているMIDIチャンネルで、バンク・セレクト、プ

ログラム・チェンジとボリューム(CC#7)を送信します。ただし、グ

ローバルMIDIチャンネルと同じMIDIチャンネルに設定したティン

バーでは送信されません。送信時、EX2のティンバーは“Bank/

Program(Program Select)”のBankを「-」と表示し、“Bank

Select”(2-1b)で設定したバンク・ナンバーを送信します。

また本体の操作によるMIDIメッセージは、グローバルMIDIチャン

ネルで送信します。同時に“Status”がEXT、EX2のティンバー

ではそのティンバーのMIDIチャンネルで同じメッセージを送信し

ます。

受信したバンク・セレクト、プログラム・チェンジのMIDIチャンネル

は、“Status”がINTのティンバーのMIDIチャンネルと一致する

と、そのティンバーのプログラムが変わります。ただし、受信した

MIDIチャンネルがグローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”

と同じときは、コンビネーションが変わります。

コンビネーションを変えないようにするには、グローバルMIDIチャ

ンネルが受信するMIDIチャンネルと一致しないように変更する

か、“Enable Combination Change”(Global P1:1-1b)を

チェックなしに設定します。また“Enable Bank Change”

(Global P1:1-1b)をチェックなしに設定すると、バンクを変えず

にプログラム・ナンバーだけが変わります。

コンビネーションを変えずにプログラムを変える場合、“Enable

Program Change”(3-1a)でOn、Offを設定することによって、

MIDIチャンネルが一致していても、あるティンバーはプログラム

を変え、あるティンバーは変えないといった設定も可能です。

“Category ”、“Bank/Program(Program Select) ”はP1:

Edit-Program/Mixer でも設定できます。

Status [INT, Off, EXT, EX2]
各ティンバーのMIDIと内部音源の状態(Status)を設定します。

INT: 本機を操作するとティンバーが発音し、外部のMIDI 機器からの

MIDIメッセージに応じ発音します。MIDIデータは送信しません。

Off: ティンバーは発音しません。またMIDIデータも送信しません。

EXT: 本機を操作するとティンバーは発音せず、外部にMIDIデータを

送信します。

EX2: “Bank Select”(2-1b)のLSB値とMSB値が有効になります。

本機で選択できるA ～N のバンク・ナンバーにかわって“Ba n k

Select”(2-1b)で設定したバンク・ナンバーをMIDIで送信します。他

はEXTと同様です。

“Status”はP2: Edit-Trk Param, MIDI Ch ページでも設定

できます。

音源 

MIDI IN  INT

MIDI OUT
USB B

EXT, EX2

USB B 
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▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1A: Write Combination
エディットしたコンビネーションを本機のメモリーにライトします。

大切なコンビネーションは必ずライトしてください。エディットしたコン

ビネーションは、ライトする前に電源をオフにしたり、他のコンビネーショ

ンを選択すると復元できません。

操作方法は、“Write Program”(Program P0:0-1A) を参照してく

ださい。

“Category”でライトするコンビネーションのカテゴリーを指定すると、

Combination P0:Playでコンビネーションを選択するときカテゴリー

から選ぶことができます。

コンビネーション・カテゴリー・ネームは、“Comb Cat.”(Global P4:

4-2)で変更することができます。

SEQUENCER [REC/WRITE]キーでも“Write Combination”

と同様にライトすることができます。SEQUENCER [REC/

WRITE]キーを押してダイアログを表示し、ライトします。このとき

現在選ばれているコンビネーションへライトが実行されます。

0–1B: Solo Selected Timbre
“Solo Selected Timbre”を選択するたびに、ソロ機能のオン/オフ

が切り替わります。

① ページ・メニューで“Solo Selected Timbre”を選びます。

選択すると、メニューの「Solo Selected Timbre」の左側にチェッ

ク・マークが付いた状態になり、ソロ機能がオンになります。

② ティンバーごとのパラメーターが表示されるページで、ソロにする

ティンバーを選ぶと(P0:Play, Program Select ページの“Bank/

Program”等)、そのティンバーのみが発音し、 他のティンバーは

ミュートされます。各ページの“Selected Timbre Information”

(0-1b)に[Solo]が表示されます。

別のティンバーをソロにするときは、ソロにしたいティンバーのパラ

メーターを選びます。

③ ソロ機能を解除するときは、再度ページ・メニューで“S o l o

Selected Timbre”を選びます。

ソロ機能によってミュートしたティンバーは、“Status”(0-1c、2-

1b)がEXT、EX2のとき、そのティンバーで設定しているMIDI

ノート・オン/オフを送信しません。

0–1C: Copy From Program
指定したプログラムの設定を現在選ばれているコンビネーションにコ

ピーします。

①“Copy From Program”を選び、ダイアログを表示します。

②“Program”でコピー元のプログラムを選びます。

③“with Effects”をチェックすると、インサート・エフェクト、マス

ター・エフェクト、マスターEQの設定もコピーされます。各エフェク

トの“Control Channel ”はコピー先のティンバーのMIDI チャン

ネルに設定されます。

“BUS Select” (8-1b/8-2a)の設定について

・“with Effects”の設定にかかわらず、コピー元プログラムの

“Use DKit Setting”がチェックされている場合、“BUS

Select”はDKitに設定されます。それに合わせて“DrumKit

IFX Patch”の設定が初期状態にリセットされます。

・“with Effects”をチェックした場合は、コピー元プログラムの

“BUS Select”の設定がコピーされます。また、コピー先ティン

バー以外の“BUS Select”が IFX1～IFX5の場合、自動的に

L/Rが設定されます。

・“with Effects”をチェックしない、またはコピー元プログラムと

コピー先ティンバーの“BUS Select”が IFX1～IFX5の場合

は、自動的にL/Rが設定されます。

④“with Arpeggiator”をチェックすると、コピー元のプログラムの

アルペジエーターの設定もコピーされます。⑥で設定するアルペジ

エーターにコピーし、そのアルペジエーターの“Arpeggiator

Run”がオンになり、コピー先ティンバーにアサイン(“Arpeggiator

Assign”)されます。

⑤ “To”でコピー先のティンバーを設定します。

ティンバーごとのパラメーターは初期化されます。“Program

Select”（0-1c）にコピー元のプログラムが設定されます。

・“MIDI Channel”（2-1b）の設定は、“with Arpeggiator ”を

チェックしているときは変わらず、“with Arpeggiator ”をチェッ

クしていないときはGchに自動設定されます。

・“Bank Select(When Status=EX2) ”（2-1b）の設定は変わ

りません。

・“Status”（2-1b）の設定は、自動的にINTが設定されます。

・ コピー元がバンクFのプログラムのとき、コピー先のトラックの

“Voice Allocation Reserve ”（☞EM p.48）は6、その他の

ティンバーの“Voice Allocation Reserve”は0が自動的に設

定されます。また、“MOSS BUS Select Reference”（☞EM

p.48）の設定がコピー先のティンバーに自動的に設定されます。

・ コピー元のプログラムの1-4: Controller の設定がコピーされ

ます。

⑥“Arpeggiator”でコピー先のアルペジエーターを設定します。

⑦ コピーを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

❏ Auto Song Setup

現在のコンビネーション設定を、ソングへコピーし、レコーディング待機

の状態まで自動的に設定するオート・ソング・セットアップ機能が使用で

きます。SEQUENCER [START/STOP] キーを押すだけでレコー

ディングがすぐに開始できます。

・ [ENTER]キーを押しながらSEQUENCER [REC/WRITE]キー

を押します。“Setup to Record”ダイアログでOKボタンを押す

と、オート・ソング・セットアップが実行されます。

実行すると、Sequencerモードへ自動的に移り、コンビネーションの

設定をソングに設定し、自動的にレコーディング待機状態になりま

す。
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コンビネーションで自動設定される内容は、ページ・メニュー・コマ

ンド“Copy From Combi ”（0-1F）において、ダイアログを以下

のように設定し、実行した場合と同じです。

・“with Effects”をチェックする

・“To”でTrack1 to 8を選ぶ

・“Auto Adjust Arp setting for Multi REC ”をチェックする

操作方法等については、Program モードの“Auto Song Setup”

（☞p.3）を参照してください。

0–2: Mixer
ティンバー1～8のパンとボリュームを設定します。

0–1

0–1a

0–1b
0–1c

0–2a

0–2a: Program Category, Pan, Volume, 
Hold Balance

Program Category
ティンバーで使用するプログラム・カテゴリー名の一部を表示します。

Pan [RND, L001...C064...R127]
ティンバー1～8のパンを設定します。

L001...C064...R127: L001で左に振り切った状態、R127で右に

振り切った状態に定位します。Programモードでのオシレーターのパ

ンの状態はC064で再現します。

OSC1: Amp1 Pan=L001
OSC2: Amp2 Pan=R127

Left Center Right

Pan (CC#10)

C064

Left Center Right

L032

L001

R096

R127

Left Center Right

Left Center Right

OSC1 OSC2
OSC1: Amp1 Pan=L032
OSC2: Amp2 Pan=R096

Pan (CC#10)

C064

L032

L001

R096

R127

OSC1: Amp1 Pan=C064
OSC2: Amp2 Pan=C064

Left Center Right

Pan (CC#10)

C064

Left Center Right

L032

L001

R096

R127

OSC1 OSC2

インサート・エフェクトに、モノ・エフェクトを選択すると、ここでの設定が

無視されます。その場合はInsert FXページ“Pan(CC#8)”(P8: 8-2)

でインサート・エフェクト通過後のパンを調整します。(「3.ミキサー

(Mixer)」☞p.209)

RND: ノート・オンのたびにオシレーターのパンがランダムに変化しま

す。

“Status”(0-1c、2-1b)がINTのとき、MIDIコントロール・チェ

ンジ#10(パンポット)の受信でコントロールし、設定が変わりま

す。CC#10が0または1で左に振り切り、64で中央、127で右

に振り切ります。

各ティンバーのMIDIチャンネル“MIDI Channel”(2-1b)でコン

トロールします。

Volume [000...127]
ティンバー1～8のボリューム(音量)を設定します。

ティンバーの音量はここでのボリュームの設定値とMIDIボリュー

ム(CC#7)とエクスプレッション(CC#11) の値の掛け算で決まり

ます。“Status”(0-1c、2-1b)が INTのとき、MIDI CC#7 、

CC#11の受信でティンバーの音量をコントロールできます(本パ

ラメーターの設定値には影響しません)。

“Status”がEXTまたはEX2のとき、コンビネーションを切り替

えると本パラメーターの設定値をMIDI CC#7で送信します。た

だし、グローバルMIDIチャンネルと同じMIDIチャンネルに設定さ

れたティンバーは送信しません。各ティンバーのMIDIチャンネル

“MIDI Channel”(2-1b)でコントロールします。

“Pan”、“Volume”はP1:Edit-Program/Mixer でも設定でき

ます。

Hold Balance [Off, On]
On(チェックする): いずれかのボリューム・スライダー(ボリューム値)の

1つを動かすと、その他のティンバーのボリュームも同時に動きます。

このときティンバー1～8のボリューム・バランスを保ちながら動きま

す。全体の音量を調整するときに便利です。

0–3: Arpegg. A (Arpeggio Play A)
0–4: Arpegg. B (Arpeggio Play B)

コンビネーションのアルペジエーターを設定します。コンビネーション

では2つのアルペジエーターを同時に走らせることができます。

アルペジエーターのパラメーターはP7:Edit-Arp.でエディットします

が、ここでもおもなパラメーターをエディットできます。Combination

P0:Playでの演奏中にアルペジオ・パターンを変えるなど、リアルタイ

ムでのエディットが可能です。

エディットした内容は“Wr i te  Comb inat ion ”で保存します。

ARPEGGIATOR [TEMPO] ノブ([ENTER] キー)、[GATE]ノブ、

[VELOCITY]ノブでもアルペジエーターをリアルタイムでエディットで

きます。

0–1a

0–1A

0–3a

0–3b
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0–3a: Arpeggiator Run A, B, Timbre assign

Arpeggiator Run A, B
ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、ここでチェックしたア

ルペジエーターが“Arpeggiator Assign ”(7-1b)でティンバーにア

サインされている場合に起動します。

アルペジエーターがオンの状態で、A、Bそれぞれのオン/オフのコント

ロールができます。

このパラメーターはP7: Edit-Arp. Setupページ“Arpeggiator Run

A, B”でも設定できます。

Timbre assign
アルペジエーターA、Bがアサインされているティンバー1～8を表示

します。“Arpeggiator Assign ”(7-1b)で設定します。

0–3(4)b: Arpeggiator A (B)

Pat (Pattern) [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]

Octave [1, 2, 3, 4]

Reso (Resolution) [ � � �  � �  � � �  � �  � � �  � ]
Sort [Off, On]

Latch [Off, On]

Key Sync. [Off, On]

Keyboard [Off, On]
コンビネーションのアルペジエーターの各パラメーターを設定します。

(☞「Program P7: Edit-Arpeggiator 」)

これらのパラメーターは7-2(3): Arpegg. A(B) でも設定できます。

0–5: Sampling
アナログ/デジタル・オーディオ信号の入力(AUDIO INPUT 、S/P

DIF)に関する設定と、Combinationモードでのサンプリングに関する

設定を行います。

Combinationモードのサンプリングは、Programモードでのサンプリ

ングと同様に、入力したオーディオ信号や本機での演奏をサンプリング

することができます。(☞Program P0:0-3)

また、本機を4イン6アウトのエフェクターとして使用することも可能で

す。

0–5

0–5a

0–5b 0–5c

0–5a: Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)

Input [Analog, S/P DIF]

Input1:
Input2:
Level [0...127]

Pan [L000...C064...R127]

BUS(IFX/Indiv.) Select
[L/R, IFX1…5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1(MFX1), Send2(MFX2) [000...127]
アナログ/デジタル・オーディオ機器の入力元の設定、入力レベル、パン、

バス、マスター・エフェクトへのセンドを設定します。

Input の設定は、Combination、Program、Sequencer、Song

Play、Mediaの各モードで有効です。(☞Global P0:0-3a)

0–5b: Sampling Setup

Source BUS [L/R, Indiv.1/2]

Trigger [Sampling START SW, Note On]

Metronome Precount [Off, 4, 8, 3, 6]

Save to [RAM, MEDIA]

Mode (Sample Mode) [L-Mono, R-Mono, Stereo]

Sample Time [min sec]
Combinationモードでのサンプリングに関する設定を行います。

(☞Program P0:0-3)

Sampling Setupの設定は、コンビネーションごとではなく、

Combinationモードで1つの設定が有効です。

0–5c: Recording Level [dB]

ADC OVERLOAD !!

Recording Level [–inf, –72.0... 0.0...+18.0dB]
Combinationモードでのサンプリングする最終段の信号レベルを調

整します。(☞Sampling P0:0-1d)

電源オン時の初期設定は－12dBです。－12dBに設定するとコン

ビネーションを最大レベルで演奏しても、CLIP!! が表示されません。

(☞Program P0:0-3c“Recording Level”)

▼ 0–5: Page Menu Command

0–1A

0–1B

Program 0–3A

Program 0–3B

Program 0–3C

0–5A

0–1C

☞ 図は“Save to”がRAM時の表示です。MEDIA 時は“Select

Bank & Smpl No.”ではなく“Select Directory ”が表示されま

す。“Select Directory ”についてはProgram P0:0-3Dを参照

してください。
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0–5A: Auto Sampling Setup
Combinationモードでのサンプリングに関する各種パラメーターを自

動的に設定します。コンビネーションでの演奏をリサンプリングすると

きや、外部オーディオをサンプリングするときにガイドとして使用するこ

とができます。また設定を初期化するときに使用します。

・ Initialize: サンプリングに関連するパラメーターを初期状態に設定

します。

Resample Combination Play: コンビネーションでの演奏をリ

サンプリングするための設定にします。

REC Audio Input: 外部オーディオを、コンビネーションの演奏を

モニターしながらサンプリングするための設定にします。

操作方法、設定されるパラメーターと設定値については、“Au t o

Sampling Setup”(Program 0-3E) を参照してください。

Combination P1: Edit–Program/Mixer

1–1: Program/Mixer
ティンバー1～8のバンク、プログラム、パンとボリュームを設定しま

す。

0–1

1–1a

1–1b

1–1a: Combination Name,
Selected Timbre Information

Combination Name
Combination P0:Playで選択したコンビネーションのバンク、コンビ

ネーション・ナンバーとネームを表示します。

Selected Timbre Information
選択しているティンバー(1～8)情報を表示します。(☞P0:0-1b)

1–1b: Timbre Number, Category, Program Select,
Pan, Volume

Timbre Number (1...8)

Category [00...15]

Bank/Program (Program Select)
[A...F, G, g(1)...g(9), g(d), H...N]

各ティンバーのプログラムを選びます。

これらのパラメーターは、P0:Play, Program Selectページでも設

定できます。(☞P0:0-1c)

Pan [RND, L001...C064...R127]

Volume [000...127]
各ティンバーのパンとボリュームを設定します。

これらのパラメーターは、P0:Play, Mixer ページでも設定できます。

(☞P0:0-2a)
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Combination P2: Edit–Trk Param

2–1: MIDI Channel (MIDI Ch)

各ティンバーのMIDIに関する設定を行います。

0–1

MSB
LSB

2–1b

2–1a

2–1a: Combination Name, Selected Timbre
Information, Timbre Number, Program
Category

Combination Name
Combination P0:Playで選択したコンビネーションのバンク、コンビ

ネーション・ナンバーとネームを表示します。

Selected Timbre Information
選択しているティンバー(1～8)情報を表示します。(☞P0:0-1b)

Timbre Number (1...8)
ティンバー・ナンバーを表示します。(☞P0:0-1c)

Program Category
ティンバーで使用しているプログラム・カテゴリーを表示します。

(☞P0:0-2a)

2–1b: Status, MIDI Channel, Bank Select

Status [INT, Off, EXT, EX2]
“Status”は、P0:Play, Program Selectページでも設定できます。

(☞P0:0-1c)

MIDI Channel [01...16, Gch]
ティンバー1～8のMIDI送受信チャンネルを設定します。

Gch: グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel ”(Global P1:1-

1a) にティンバーのMIDIチャンネルを常に一致させます。

“Status”がINTのときは、ここの設定と同じチャンネルのMIDIメッ

セージを受信します。グローバルMIDIチャンネルと同じに設定すると、

本体の設定で内部の音源を発音します。EXT、EX2のときは、本体を操

作すると、ここで設定したMIDIチャンネルでMIDIメッセージを送信し

ます。(グローバルMIDIチャンネルでも同時に送信します。)

Bank Select (When Status=EX2) [000:000...127:127]
“Status”がEX2のときに送信するバンク・ナンバーを設定します。

左側がMSB、右側がLSBです。

“Status”がEX2以外のとき、ここでの設定は無効となります。

2–2: OSC
各ティンバーの発音に関する設定を行います。

0–1

2–2a

2–1a

2–2a: Force OSC Mode, OSC Select, Portamento

Force OSC Mode [PRG, Poly, MN, LGT]
ティンバー1～8で選択したプログラムのVoice Assign Mode

(Program P1:1-1b) を設定します。

PRG: プログラムの設定に従います。

Poly: プログラムでの設定に関わらずポリフォニックで発音します。

MN(Mono): プログラムでの設定に関わらずモノフォニックで発音しま

す。

LGT(Legato): モノフォニックで発音し、シングル・トリガー(レガート)

がかかります。

MN、LGTのとき、発音する優先順位はプログラムの“Prior ity ”

(Program P1:1-1b) の設定に従います。

OSC Select [BTH, OS1, OS2]
ティンバー1～8で選択したプログラムの“Oscillator Mode”を設定

します。選択した“Oscillator Mode”(Program P1:1-1a)がDouble

のときに一方のオシレーターのみを発音させることができます。

BTH(Both): プログラムの設定に従いOSC1、2が発音します。

OS1: OSC1のみが発音します。

OS2: OSC2のみが発音します。“Oscillator Mode”がSingleま

たはDrumsのときは発音しません。

Portamento [PRG, Off, 001...127]
ティンバー1～8のポルタメントを設定します。

PRG: プログラムの設定に従い、ポルタメントがかかります。

Off: プログラムでポルタメントがかかる設定でも強制的にオフにしま

す。

001...127: プログラムでポルタメントがオフでもここで設定したポル

タメント・タイムでポルタメントがかかります。

“Status”(0-1c、2-1b)がINTのとき、CC#05(ポルタメント・

タイム)、CC#65(ポルタメント・スイッチ)の受信でコントロールし、

設定が変わります(設定がPRGのとき、CC#05ポルタメント・タイ

ムは受信しません)。“MIDI Channel”(2-1b)で設定する各ティ

ンバーのMIDIチャンネルでコントロールします。
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2–3: Pitch
各ティンバーのピッチに関する設定を行います。

2–3

2–3a

2–1a

2–3a: Transpose, Detune, Bend Range

Transpose [–24…+24]
各ティンバーの音程を半音単位で調整します。

12で1オクターブです。

“Status”(0-1c、2-1b)がINTのときは、本体で発音するピッチ

が変わります。EXTのときは、MIDIで送信するノート・メッセージ

のノート・ナンバーが変わります。

例えば、EXTに設定した2つのティンバーに対し、それぞれ＋04、

＋07を設定すると、Cの鍵盤を弾いたとき、Cのノート・ナンバー

をグローバルMIDIチャンネルで送信するのと同時に、E、Gのノー

ト・ナンバーをそれぞれのティンバーのMIDIチャンネルで送信し

ます。

Detune (Use BPM Adj. in Page Menu) [–1200...+1200]
各ティンバーの音程を、基準のピッチから1セント単位で調整します。

0: 基準ピッチです。

ページ・メニュー・コマンド“Detune BPM Adjust”を使用して、

BPM単位の計算により、自動的にデチューンをセットすることがで

きます。

“Transpose”、“Detune”はMIDI RPNの受信でコントロール

できます。ティンバー1～8で設定したプログラムの“Oscillator

Mode”(Program P1:1-1a) の設定により、次のようにコント

ロールされます。

“Oscillator Mode”がSingle、Doubleのとき、MIDI RPNの

コース・チューンの受信で“Transpose”が、ファイン・チューンの受

信で“Detune”が、それぞれコントロールされ、設定が変わります。

“Oscillator Mode”がDrumsのとき、MIDI RPNのコース・

チューン、ファイン・チューンの受信で“Detune”が、コントロール

され、設定が変わります。コントロール可能な範囲はコース・

チューン、ファイン・チューン合わせて、±1オクターブとなります。

Bend Range [PRG, –24...+24]
ピッチ・ベンドを操作したときに変化するピッチの範囲を、半音単位で設

定します。

PRG: プログラムで設定したピッチの範囲になります。

－24～＋24: プログラムの設定とは関係なく、ここの設定値で動作し

ます。

MIDI RPNのピッチベンド・レンジの受信でコントロールし、設定

が変わります(設定がPRGのときは受信しません)。“MID I

Channel”(2-1b)で設定する各ティンバーのMIDIチャンネルで

コントロールします。

▼ 2–3: Page Menu Command

0–1A

0–1B

2–3A

0–1C

2–3A: Detune BPM Adjust
ティンバーのプログラムに、SamplingモードでBPMを合わせて作成

したフレーズやリズム・ループなどのマルチサンプル、サンプルを使用

しているとき、そのBPMを変更します。“Detune BPM Adjust”は

ピッチを変えることによってフレーズやリズムのBPMを変化させます。

ティンバーの“Detune”が選択されているときに、そのティンバーに対

して有効となります。実行すると、選択されている“Tune”、“Detune”

値が自動的に設定されます。(☞Program P1:1-2a、1-2b、Global

P5:5-1b、5-1c)

①“Detune BPM Adjust”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”にオリジナルのBPM値を、“To”に設定したいBPM値を

設定します。“Detune”の自動計算はこの2つの値を元に行いま

す。

例えば“From”60bpm、“To”120bpmを実行すると、＋1200

(1オクターブ・アップ)を“Detune”にセットします。

③ デチューンBPMアジャストを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。

ここで実行計算したデチューン値は“Detune”＋0000に対して

加算します。“From”のBPM値は、“Detune”＋0000のとき

の値をセットします。“From”60bpm、“To”120bpmを実行

後、さらに“From”120bpm、“To”60bpmを実行しても、元に

戻りません(この場合、Detune=－1200＜1オクターブ・ダウン

＞となります)。
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2–4: Other
各ティンバーのノート・オンから発音するまでのディレイ・タイムと、ス

ケールを設定します。

0–1

2–4a

2–1a

2–4a: Delay, Use Program’s Scale, Scale

Delay [ms] (Delay Time) [0000…5000, KeyOff]
各ティンバーのノート・オンから発音するまでのディレイ・タイムを設定

します。

KeyOff: ノート・オフで発音します。このときは、使用するプログラムの

アンプEGのサスティン・レベルが0以外のときは音が消えません。チェ

ンバロの音色等で使います。

通常は0に設定します。

Use Program’s Scale [Off, On]
各ティンバーに、Scale (Program P1:1-1c) で設定したプログラム

ごとのスケールを使用します。

On(チェックする): プログラムのスケールを使用します。

Off(チェックしない): Scaleでの設定を使用します。

Scale:
コンビネーションで使用するスケールを設定します。

Type (Combi's Scale)
[Equal Temperament...User Octave Scale15]

スケールのタイプを選びます。(☞“Type”Program P1:1-1c)

Key [C…B]
選んだスケールの主調和音のキーを選択します。(☞“Key”Program

P1:1-1c)

Random [0…7]
設定した値が大きいほど、発音時のピッチが不規則にズレます。(☞

“Random”Program P1:1-1c)

Combination P3: Edit–MIDI Filter
ティンバー1～8が送受信するMIDIデータにフィルターをかけるかどう

かを設定します。例えば同じMIDIチャンネルで発音していても、片方に

ダンパー・ペダルを効かせ、片方には効かせない等に設定が行えます。

On(チェックする): MIDIデータの送受信がイネーブル(可能)になります。

“Status”(0-1c、2-1b)がINTのとき、本機のコントローラー操作や

MIDIデータの受信によって、チェックしてある項目の効果がティンバー

のプログラムに対してかかります(エフェクト・ダイナミック・モジュレー

ション機能は、ここでの設定は影響しません)。

EXTまたはEX2のとき、本機のコントローラー操作によってそのティ

ンバーのチャンネルでMIDIデータを送信します。本体全体のMIDI送

受信の設定は“MIDI Filter ”(Global P1:1-1b)で行います。

Edit-MIDI Filtert-3、-4ページにある、機能がアサイナブル(ユーザー

が設定可能)なコントローラーのMIDIフィルターは、MIDIコントロー

ル・チェンジに設定してある場合、そのコントロール・チェンジに対して

有効となります。

このときEdit-MIDI Filtert-1、-2ページにあるコントロール・チェンジ

に設定してある場合は、MIDI 1、2ページでの設定を優先します。また、

同じコントロール・チェンジがEdit-MIDI Filtert-3、-4ページにある複

数のコントローラーにアサインしてある場合、どれか1つをチェックする

と、そのコントロール・チェンジは有効となります。

Off(チェックしない): MIDIデータの送受信がディセーブル(不可能)に

なります。

3–1: MIDI 1 (MIDI Filter –1)

0–1

3–1a

2–1a

3–1a: Enable Program Change,
Enable After Touch, Enable Damper,
Enable Portamento SW

Enable Program Change [Off, On]
MIDIプログラム・チェンジ・メッセージを送受信するかしないかを設定

します。

Enable After Touch [Off, On]
MIDIアフタータッチ・メッセージを送受信するかしないかを設定します。

Enable Damper [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#64ホールド(ダンパー・ペダル)を送

受信するかしないかを設定します。

Enable Portamento SW [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#65ポルタメント・オン/オフを送受

信するかしないかを設定します。



46

3–2: MIDI 2 (MIDI Filter –2)

0–1

3–2a

2–1a

3–2a: Enable JS X as AMS, Enable JS+Y,
Enable JS–Y, Enable Ribbon

Enable JS X as AMS [Off, On]
MIDIピッチベンド・メッセージ(本機のジョイスティックをX方向)の受信

によって、JS Xを設定したAMS (☞p.271「Alternate Modulation

Source」)での効果を受信するかしないかを設定します(MIDIピッチベ

ンド・メッセージの受信に対するフィルターではありません)。

Enable JS+Y [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#1(本機のジョイスティック＋Y方向

や、リアルタイム・コントロール・ノブBアサインで設定)を送受信するか

しないかを設定します。

Enable JS–Y [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#2(本機のジョイスティック－Y方向

や、リアルタイム・コントロール・ノブBアサインで設定)を送受信するか

しないかを設定します。

Enable Ribbon [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#16(本機のリボン・コントローラー

や、リアルタイム・コントロール・ノブBアサインで設定)を送受信するか

しないかを設定します。

3–3: MIDI 3 (MIDI Filter –3)

REALTIME CONTROL[1] 、[2]、[3]、[4]ノブのA、Bモードでの効果

を送受信するかしないかを設定します。Aモードの各ノブは、MIDIコン

トロール・チェンジ・メッセージが固定です。BモードはP4:Edit-Zone/

Ctrl, Control ページで設定したコントロール・チェンジ・メッセージが

対応します。

0–1

3–3a

2–1a

3–3a: Enable Realtime Control Knob –1...4

Enable Realtime Control Knob –1 [Off, On]
Aモード[1]ノブのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージCC#74(本

機のローパス・フィルター・カットオフ周波数)と、Bモード[1]ノブの

MIDIコントロール・チェンジ・メッセージを送受信するかしないかを設

定します。

Enable Realtime Control Knob –2 [Off, On]
Aモード[2]ノブのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージCC#71(本

機のローパス・フィルター・レゾナンスまたはハイパス・フィルター・カッ

トオフ周波数)と、Bモード[2]ノブのMIDIコントロール・チェンジ・メッ

セージを送受信するかしないかを設定します。

Enable Realtime Control Knob –3 [Off, On]
Aモード[3]ノブのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージCC#79(本

機のフィルターEGインテンシティ)と、Bモード[3]ノブのMIDIコント

ロール・チェンジ・メッセージを送受信するかしないかを設定します。

Enable Realtime Control Knob –4 [Off, On]
Aモード[4]ノブのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージCC#72(本

機のフィルターおよびアンプEG、リリース・タイム)と、Bモード[4]ノブ

のMIDIコントロール・チェンジ・メッセージを送受信するかしないかを

設定します。

3–4: MIDI 4 (MIDI Filter –4)

0–1

3–4a

2–1a

3–4a: Enable SW1, Enable SW2,
Enable Other Control Change

Enable SW1, Enable SW2 [Off, On]
[SW1]、[SW2]キーでの効果を送受信するかしないかを設定します。

[SW1]、[SW2]キーはP4:Edit-Zone/Ctrl, Control ページで設定し

たコントロール・チェンジ・メッセージが対応します。

SW1 Mod.:CC#80、SW2 Mod.:CC#81、またはPorta.SW:

CC#65に設定したときに有効です。

Enable Foot Pedal/Switch [Off, On]
ASSIGNABLE PEDAL/SWITCH の効果を送受信するかしないかを

設定します。機能はGlobal P2:Controller ページで設定します。

MIDIコントロール・チェンジに設定したときに有効です。

Enable Other Control Change [Off, On]
前述のMIDI Filter1～4の項目で該当しないMIDIコントロール・チェ

ンジ・メッセージを送受信するかしないかを設定します。
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Combination P4: Edit–Zone/Ctrl

4–1: Key Z (Key Zone)

各ティンバーが発音するキーの範囲を設定します。

トップ/ボトム・キーで、ティンバー1～8が発音する音域を設定し、トッ

プ/ボトム・スロープで、トップ/ボトム・キーからオリジナルの音量にな

るキーの範囲を設定します。

音色の異なるティンバーで、発音する範囲が重ならないように設定する

と、鍵盤の位置で異なる音色を弾き分けることができます(キー・スプ

リット)。

発音範囲が重なるように設定すると、1つの鍵盤で異なる音色が重なっ

て発音します(レイヤー)。

さらに、スロープ(網掛け部分)が重なるように設定すると、音色が重なっ

て発音し、それらの重なり具合いは鍵盤の位置で変化します(ポジショナ

ル・クロスフェード)。

0–1

4–1a

4–1b

2–1a

4–1a: Zone Map

各ティンバーのノート、ベロシティによる発音する範囲を表示します。

発音する音域/ベロシティの範囲を線で表示し、そのうちスロープ部分

を網掛けで表示します。

Timbre 1

1   . . .   8
Timbre

ベロシティ・ゾーン 
の表示 

Timbre 8

C-1 G9

キー・ゾーン 
の表示 

ボトム・キー トップ・キー 

ボトム・スロープ 
トップ・ 
ベロシティ 

ボトム・ 
ベロシティ 

トップ・スロープ 

トップ・ 
スロープ 

ボトム・ 
スロープ 

4–1b: Top Key, Top Slope,
Bottom Slope, Bottom Key

Top Key [C–1...G9]
ティンバー1～8が発音する音域のトップ・キー(上限)を設定します。

Top Slope [00...72]
トップ・キーからオリジナルの音量になるキーの範囲(12を1オクター

ブ)を設定します。

0: トップ・キーの位置でオリジナルの音量になります。

12: トップ・キーから1オクターブ下のキーがオリジナルの音量になる

よう、徐々に音量が上がっていきます。

60: トップ・キーから5オクターブ下のキーがオリジナルの音量になる

よう、徐々に音量が上がっていきます。

Bottom Slope [00...72]
ボトム・キーからオリジナルの音量になるキーの範囲(12を1オクター

ブ)を設定します。

0: ボトム・キーの位置でオリジナルの音量になります。

12: ボトム・キーから1オクターブ上のキーがオリジナルの音量になる

よう、徐々に音量が上がっていきます。

60: ボトム・キーから5オクターブ上のキーがオリジナルの音量になる

よう、徐々に音量が上がっていきます。

Bottom Key [C–1...G9]
ティンバー1～8が発音する音域のボトム・キー(下限)を設定します。

ボトム･キー トップ･キー 

キー 

音量 

ボトム･スロープ トップ･スロープ 

弾く鍵盤の位置による音量変化の設定 

“Top Key”、“Bottom Key”の値は、[ENTER]キーを押しなが

ら鍵盤を押すことによってもキーが入力できます。

1つのティンバー内では、ボトム・キーはトップ・キーより上に設定

できません。また、トップ・スロープとボトム・スロープが重なるよう

に設定できません。

4–2: Vel Z (Vel Zone)

トップ/ボトム・ベロシティで、ティンバー1～8が発音するベロシティの

範囲を設定し、トップ/ボトム・スロープで、音量を変化させる範囲を設

定します。

複数のティンバーで、ベロシティ・ゾーンの発音部分が重ならないように

設定すると、鍵盤を弾く強さで異なる音色を弾き分けることができます

(ベロシティ・スイッチ)。

発音範囲が重なるように設定すると、異なる音色が重なって発音されま

す(レイヤー)。

さらに、スロープ(網掛けの部分)が重なるように設定すると、異なる音色

が重なって発音し、それらの重なり具合いは弾く強さによって変化しま

す(ベロシティ・クロスフェード)。

1つのティンバー内では、ボトム・ベロシティはトップ・ベロシティよ

り大きい値に設定できません。また、トップ・スロープとボトム・ス

ロープが重なるように設定できません。

0–1

4–2a

4–1a

2–1a
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4–2a: Top Velocity, Top Slope,
Bottom Slope, Bottom Velocity

Top Velocity [1…127]
ティンバー1～8が発音するためのベロシティの最大値を設定します。

Top Slope [0…120]
トップ・ベロシティからオリジナルの音量になるまでの値を設定します。

0: トップ・ベロシティでオリジナルの音量になります。

120: トップ・ベロシティに近づくに従って、音量が小さくなります。

Bottom Slope [0…120]
ボトム・ベロシティからオリジナルの音量になるまでの値を設定します。

0: ボトム・ベロシティでオリジナルの音量になります。

120: ボトム・ベロシティに近づくに従って、音量が小さくなります。

Bottom Velocity [1…127]
ティンバー1～8が発音するためのベロシティの最小値を設定します。

ボトム･スロープ トップ･スロープ 

ボトム･ベロシティ トップ･ベロシティ 

ベロシティ 

音量 

弾く鍵盤のベロシティによる音量変化の設定 

“Top Velocity”、“Bottom Velocity”は、[ENTER]キーを押

しながら鍵盤を押すことによってもベロシティが入力できます。

4–3: MOSS Setup (MOSS)

このページはオプションEXB-MOSS装着時に表示します。(☞EM)

4–4: Controller (Control)

Combinationモードの[SW1]、[SW2]キー、およびREALTIME

CONTROLS [1]～[4]ノブのBモードの機能を設定します。

0–1A

4–4a

4–4b

1–1a

4–4a: Panel Switch Assign

[SW1]、[SW2]キーの機能をアサインします。(☞p.279「SW1,

SW2 Assign List」)

コンビネーションでは、各ティンバーに割り当てられているプログラムの

[SW1]、[SW2]キーの機能は無効になるので、新たに設定します。

SW1 (SW1 Assign) [Off, ..., After Touch Lock]
SW1 Mode [Toggle, Momentary]
SW2 (SW2 Assign) [Off, ..., After Touch Lock]
SW2 Mode [Toggle, Momentary]
☞ Program P1:1-4a

4–4b: Realtime Control Knobs B-Assign

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBモードに、機能(おもにコ

ントロール・チェンジの種類)をアサインします。(☞p.280「Realtime

Control Knobs B-Assign List」)

ここで設定した機能は、REALTIME CONTROLS のBモード時にそ

れぞれの [1]～[4]ノブを操作したときに機能します。

コンビネーションでは、各ティンバーに割り当てられているプログラムの

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBモードの機能は無効に

なるので、新たに設定します。

Knob 1-B [Off, ..., MIDI CC#95]
Knob 2-B [Off, ..., MIDI CC#95]
Knob 3-B [Off, ..., MIDI CC#95]
Knob 4-B [Off, ..., MIDI CC#95]
☞ Program P1:1-4b
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Combination P7: Edit–Arp
コンビネーションでのアルペジエーターの動作を設定します。2つのア

ルペジエーターを同時に走らせることができます。

キー・スプリットした2つの音に別々のアルペジオ・パターンをかけた

り、ベロシティによって2つの別々のアルペジオ・パターンを切り替える

など、さまざまな効果的な設定が可能です。

7–1: Setup

7–1

7–1a

7–1b

2–1a

7–1a: �  (Tempo) [040...240, EXT]

アルペジエーターのテンポを設定します。

ARPEGGIATOR [TEMPO] ノブを回すことでも調整できます。また、

[ENTER]キーを押す間隔をテンポとして設定することもできます。

“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)をExternal MIDIまたは

External USBに設定したときはEXTを表示し、アルペジエーターは

外部MIDI機器からのMIDIクロックに同期します。

7–1b: Arpeggiator Assign, Arpeggiator Run

Arpeggiator Assign [Off, A, B]
ティンバー1～8にアルペジエーターAまたはBをアサインします。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、“Arpeggiator

Run”と、ここでの設定に従い、設定したティンバーのアルペジエーター

が動作します。

Off: アルペジエーターは動作しません。

A: アルペジエーターAが動作します。Arpeggiator A ページで、アル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

B: アルペジエーターBが動作します。Arpeggiator Bページで、アル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

アルペジエーターA、Bをアサインしたティンバー1～8は、各ティ

ンバーの“Status”(0-1c、2-1b)がINTのとき各ティンバーの

“MIDI Channel”(2-1b)の設定にかかわらず、アルペジエーター

が発生するそれぞれのノート・データによって発音します。

EXTまたはEX2のときは、各ティンバーの“MIDI Channel ”で

MIDIノート・データを送信します。

このとき、アルペジエーターをトリガー(起動)させるMIDIチャンネ

ルは、アルペジエーターA、Bをそれぞれアサインしているティン

バー1～8の設定“MIDI Channel ”すべてで行えます。

ローカル・コントロール・オフ(“Local Control On”Global P1:

1-1a)のとき、鍵盤ではアルペジエーターをトリガーしません。

MIDI INからはトリガーします。外部シーケンサーにトリガー・ノー

トだけをレコーディングして、外部シーケンサーを再生して本機の

アルペジエーターを動作させる、などを行う場合、ローカル・コン

トロール・オフにします。

アルペジオのノート情報をそのまま外部シーケンサーに取り込む

場合は、ローカル・コントロール・オンにし、外部シーケンサーのエ

コー・バックをオフにしてください。

アルペジエーターを外部シーケンサーからコントロールしたり、ア

ルペジオのノート情報を外部シーケンサーにレコーディングするこ

とができます。(☞p.296)

例1)ティンバー1、2の“MIDI Channel ”(2-1b) をGchに、

“Status”(0-1c、2-1b)をINTに設定します。ティンバー1にア

ルペジエーターAを、ティンバー2にアルペジエーターBをアサイ

ンし、“Arpeggiator Run A, B”(0-3a、7-1b)にチェックをし

ます。

・ ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くと

ティンバー1、2は同時に発音します。(レイヤー)　

・ ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにして鍵盤を弾くと、

ティンバー1にはアルペジエーターAが、ティンバー2にはアルペ

ジエーターBがそれぞれ別々に動作し、発音します。

Timbre 1 MIDI Ch=Gch Status=INT

Timbre 2 MIDI Ch=Gch Status=INT

Arpeggiator
A

Arpeggiator
B

Arpeggiator
Assign

A

B

Pattern - A

Pattern - B

Pattern - A

Pattern - B

Trigger
= Gch

Trigger
= Gch

例2)ティンバー1、2、3、4、5の“MIDI Channel”(2-1b)をそれぞれ

Gch、Gch、02、Gch、03に、“Status”(0-1c、2-1b)をINT、

Off、INT、Off、INTに設定します。ティンバー2、3にアルペジ

エーターAを、ティンバー4、5にアルペジエーターBをアサイン

し、“Arpeggiator Run A, B”(0-3a、7-1b)をチェックします。

・ ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くと

ティンバー1のみ発音します(ティンバー2、4はGchですが、

“Status”がOffなので発音しません)。

・ ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにすると、ティンバー2、

3にはアルペジエーターAが、ティンバー4、5にはアルペジエー

ターBがそれぞれ別々に動作するようになります。(アルペジエー

ターA、Bは、アサインしたティンバーのいずれかのMIDIチャンネ

ルでノート・データを受信することによってトリガーしますが、 この

例ではGchによりトリガーしています。)

鍵盤を弾くとティンバー2、3にはアルペジエーターAが動作します

が、“Status”をINTに設定したティンバー3のみが発音します。

同様に、ティンバー4、5にはアルペジエーターBが動作しますが、

“Status”を INTに設定したティンバー5のみが発音します。

このようにアルペジエーターがオフのときは発音せずに、アルペジ

エーターがオンのときのみ発音するようなティンバーの設定が可

能です。

プリロード・コンビネーションでアルペジエーターがオンのときの

み、ドラムス音が発音する場合、このような設定になっています。

通常の鍵盤演奏により発音

Pattern - B

Pattern - A

Timbre 2 MIDI Ch=Gch Status=Off

Timbre 3 MIDI Ch=2ch Status=INT

Arpeggiator
A

Arpeggiator
B

Arpeggiator
Assign

A

A

Pattern - A

Pattern - B

Trigger
=  Gch, Ch2

Trigger
=  Gch, Ch3

Timbre 4 MIDI Ch=Gch Status=OffB

Timbre 5 MIDI Ch=3ch Status=INTB

Off Timbre 1 MIDI Ch=Gch Status=INT

発音しない

発音しない

Arpeggiator Run A, B
ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、ここでチェックしたア

ルペジエーターが“Arpeggiator Assign ”(7-1b)でティンバーにア

サインされている場合に起動します。(☞0-3a)
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▼ 7–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

7–1A

0–1C

7–1A: Copy Arpeggiator
アルペジエーターの設定をコピーします。

①“Copy Arpeggiator”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元(モード、バンク、ナンバー)のアルペジエーター

を選択します。

コンビネーション、ソング、Song Playモードからコピーする場合、

どちらか一方のアルペジエーター設定をコピーするときはAまたは

Bを選びます。両方のアルペジエーター設定をコピーするときは

A&Bを選びます。

③ プログラムからコピーする場合や、コンビーネション、ソング、Song

PlayモードからA、Bの1つをコピーする場合は、“To”でコピー先

をA、Bのどちらかに指定します。

④ コピー・アルペジエーターを実行するときはOKボタンを、キャンセ

ルするときはCancelボタンを押します。

7–2: Arpegg. A (Arpeggiator A)
7–3: Arpegg. B (Arpeggiator B)

Arpeggiator A ページでアルペジエーターAを、Arpeggiator Bペー

ジでアルペジエーターBを設定します。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Arpeggiator”を使用して

Programモードなど他のモードの設定をコピーすることができます。

7–1

7–1a

7–2a

1–1a

7–2(3)a: Arpeggiator-A(B) Setup

Pattern* [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]
Octave* [1, 2, 3, 4]
Resolution* [ � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ]
Gate [000...100%, Step]
Velocity [001...127, Key, Step]
Swing [–100...+100%]
Sort* [Off, On]
Latch* [Off, On]

Key Sync.* [Off, On]
Keyboard* [Off, On]
コンビネーションのアルペジエーターの各パラメーターを設定します。

(☞「Program P7: Edit-Arpeggiator 」)

* これらのパラメーターは「0-3(4): Arpegg. A(B) 」でも設定でき

ます。

7–4: Scan Zone (Scan Zone A/B)

アルペジエーターA、Bそれぞれを動作させるノート、ベロシティの範囲

を設定します。

7–1

7–4a

7–4b

7–1a1–1a

7–4a: Zone Map

アルペジエーターA、BそれぞれのScan Zoneの範囲を表示します。

アルペジエーターAの 
キー・ゾーン 

アルペジエーターAの 
ベロシティ・ゾーン 
アルペジエーターBの 
ベロシティ・ゾーン 

アルペジエーターBの 
キー・ゾーン 

C–1 G9

7–4b: Scan Zone A/B

A:

Top Key [C–1...G9]
Bottom Key [C–1...G9]
アルペジエーターAが動作するノート(鍵盤)の範囲を設定します。

“Top Key”ではその上限、“Bottom Key”ではその下限を設定しま

す。

Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターAが動作するベロシティの範囲を設定します。

“Top Velocity”ではその上限、“Bottom Velocity”ではその下限

を設定します。

B:

Top Key [C–1...G9]
Bottom Key [C–1...G9]

Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターBが動作するノート(鍵盤)とベロシティの範囲を設定

します(☞A)。

各パラメーター値は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても入力できます。



Co
m

bi
na

tio
n

 P
0

 P
1

 P
2

 P
3

 P
4

 P
7

 P
8

 P
9

51

Combination P8: Edit–Insert FX
ティンバー1～8のバスと、インサート・エフェクトを設定します。

☞ インサート・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

8–1: Routing
ティンバー1～8で使用しているプログラム・オシレーター出力のバス

を設定します。また、マスター・エフェクトへの送り量を設定します。

8–1

8–1b

8–1a

2–1a

8–1a: Routing Map

インサート・エフェクトの設定状態を表示します。インサート・エフェクト

のルーティング、設定しているエフェクト・ネーム、オン/オフ、チェイン、

それぞれの状態を表示します。

エフェクトの種類、オン/オフ、チェインの設定はInsert FXページ(8-

2)で行います。

8–1b: BUS Select (IFX/Indiv.Out BUS Select),
Send1 (MFX1), Send2 (MFX2)

BUS Select (IFX/Indiv.Out BUS Select) [DKit, L/R,
IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube),1/2, 3/4(Tube), Off]

ティンバー1～8のプログラム・オシレーター出力のバスを設定しま

す。設定の状態はRouting Mapで確認できます。

DKit: 設定したプログラムがドラムス・プログラム(“Oscil lator

Mode”Drums)の場合にのみ選択できます。DKitに設定するとドラム

キットで設定したキーごとの“BUS Select”(Global P5:5-2b)が有

効になります。

例えばドラムキットの“BUS Select”で、Snare系がIFX1に、Kick系

がIFX2に送るように各キーで設定してあるとき、Dkitに設定すると

Snare系はIFX1に、Kick系はIFX2に送られます。このルーティング

を再設定する場合は、ページ・メニュー・コマンド“DrumKit IFX

Patch”(8-1C)を使用します。

ティンバーのプログラム・オシレーター出力にバルブ・フォースをイ

ンサートするときは、3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に

設定し、Valve Force “Placement”(9-5a)をInsertに設定し

ます。

1/2または3/4(Tube)に設定すると、ティンバー1～8のプログ

ラムは、AUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 と2または3と4

にステレオで出力します。プログラム・オシレーターのパンをMIDI

コントロール・チェンジCC#10(パン)やAMSなどでコントロール

したとき、ノート・オン時のパンで出力します。L/Rに設定して

(MAIN) L/MONO、Rに出力するときと異なり、発音中のパンは

リアルタイムでは動きません。

発音中のパンをリアルタイムで動かし、その状態をAUD IO

OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2または3、4に出力する場合は、

“BUS Select”をIFX1(またはIFX2～IFX5)に設定、“IFX1”

(または“IFX2”～“IFX5”)(8-2)に000: No Effectを選び、

IFX通過後の“BUS Select”(8-2)で1/2または3/4(Tube)を

設定してください。

Send1 (MFX1) [000...127]
Send2 (MFX2) [000...127]
ティンバー1～8のマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベルを設定

します。“BUS Select”をL/R、Offに設定しているときに有効です。

IFX1、2、3、4、5に設定しているときのマスター・エフェクト1、2への

センド・レベルはInsert FXページのIFX1～5通過後の“Send1”、

“Send2”で設定します。

“BUS Select”を1、2、3(Tube)、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)に設

定している場合はここでの設定は無効です。

CC#93でSend1レベル、CC#91でSend2レベルをコントロー

ルでき、値が変わります。P2:MIDI Channelページで設定する各

ティンバーのMIDIチャンネルでコントロールします。

実際のセンド・レベルは、ティンバーで設定してあるプログラムのオ

シレーターごとのセンド・レベル“Send1”、“Send2”(Program

P8:8-1d)とのかけ算となります。

▼ 8–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

8–1B

8–1C

8–1A

8–1A: Copy Insert Effect
☞「Program P8:8-1A: Copy Insert Effect 」

ただし、IFX1～5ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはコピーされません。

8–1B: Swap Insert Effect
☞「Program P8:8-1B: Swap Insert Effect 」

ただし、IFX1～5ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはスワップされません。

8–1C: DrumKit IFX Patch
ドラムキットのキーごとの“BUS Select”設定をパッチし、インサート・

エフェクトへの接続先を一時的に変えます。ティンバーに設定したプロ

グラムがドラムス・プログラムで、“ BUS Select”(8-1b)がDKitの

場合にのみ選択でき、さらにドラムキットで設定したキーごとの“BUS

Select”(Gloabl P5: 5-2b)がIFX1～5のいずれかに設定している

ときにのみ実行できます。

①“DrumKit IFX Patch”を選び、ダイアログを表示します。
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② DrumKit“IFX”のポップアップでパッチ先のインサート・エフェクト

を選びます。

③ドラムキット・インサート・エフェクト・パッチを実行するときはOKボ

タンを、実行しないときはCancelボタンを押します。

Drum Kitの状態を戻したい場合は、IFX1→IFX1、IFX2→IFX2、

IFX3→IFX3、IFX4→IFX4、IFX5→IFX5を設定して実行してく

ださい。

8–2: Insert FX
インサート・エフェクトの種類、オン/オフ、チェイン等を設定します。

8–1

8–2a

8–2a: IFX1, 2, 3, 4, 5

IFX1, 5 [000...089]

IFX2, 3, 4 [000...102]

IFX1, 2, 3, 4, 5 On/Off [Off, ON]

Chain [Off, On]

Pan(CC#8) (Post IFX PanCC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. (BUS Select)
[L/R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]
Programモードと同様です。(☞Program 8-2a)

ただし、インサート・エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)、

インサート・エフェクト通過後の“Pan(CC#8)”、“Send 1”、“Send 2”

をコントロールするMIDIチャンネルがProgramモードとは異なり、

“Ctrl Ch”(8-3a～7a)のMIDIチャンネルでコントロールします。使用

するコントロール・チェンジはProgramモードと同じです。

8–3: IFX 1
8–4: IFX 2
8–5: IFX 3
8–6: IFX 4
8–7: IFX 5
Insert FXページで選んだIFX1、2、3、4、5それぞれのエフェクト・パ

ラメーターを設定します。(☞p.217～)

8–1
8–3a

8–3(~7)a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, G ch, All Routed]

エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)、インサート・

エフェクト通過後のパン(CC#8) 、Send1、Send2をコントロー

ルするMIDIチャンネルを設定します。

IFXにルーティングしているティンバーのチャンネル・ナンバーには

Ch01～16の右に「*」がつきます。MIDIチャンネルの設定が異なる

複数ティンバーをルーティングしている場合、どのチャンネルでコント

ロールするかをここで設定します。

G ch: グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-

1a)でコントロールします。通常、G chにします。

All Routed: ルーティングしているティンバーのチャンネルすべてで

コントロールが可能です(ルーティングしているティンバーのチャンネル

には「*」を表示します)。

ドラムス・プログラムを選択したティンバーの“BUS Select”(8-

1b)をDKitに設定したときは、ドラムキットの“BUS Select”

(Gloabl P5:5-2b)、ページ・メニュー・コマンド“DrumKit IFX

Patch”での設定にかかわらず、そのティンバーのMIDIチャンネ

ルはIFX1～5どれでもAll Routedにすることによって有効とな

ります。
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Combination P9: Edit–Master FX
☞ マスター・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

9–1: Master FX
マスター・エフェクトの種類、オン/オフ、チェインやマスターEQを設定

します。

9–1

9–1c

9–1a

9–1b

9–1a: MFX1, 2

MFX1, 2 [000...089]

MFX1, 2 On/Off [Off, ON]

Chain [Off, On]

Chain Direction [MFX1→MFX2, MFX2→MFX1]

Chain Signal [LR Mix, L Only, R Only]

Chain Level [000...127]

9–1b: Return Level

Return 1, 2 [000...127]

9–1c: Master EQ Gain [dB]

Low [–18.0...+18.0]

Mid [–18.0...+18.0]

High [–18.0...+18.0]
Programモードと同様です。(☞「Program 9-1:Master FX 」)

▼ 9–1: Page Menu Command

0–1A

9–1A

9–1B

9–1A: Copy Master Effect
☞Program P9:9-1A: Copy Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch ”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはコピーされません。

9–1B: Swap Master Effect
☞Program P9:9-1B: Swap Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはスワップされません。

9–2: MFX 1 (Master Effect1)
9–3: MFX 2 (Master Effect2)

Master FXページで、MFX1、MFX2にそれぞれ選択したエフェクト

のパラメーターを設定します。(☞p.217～)

9–1
9–2a

9–2(3)a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, G ch]

マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)をコ

ントロールするMIDIチャンネルを設定します。

G ch; グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-

1a)でコントロールします。通常、G chにします。

9–4: Master EQ
マスターEQは、3バンド・ステレオEQです。L/RバスからAUDIO

OUTPUT (MAIN OUT) L/MONO 、Rに出力する直前にあり、全体

的なイコライジング(EQでの音質調整)を行います。(☞p.269)

0–1A
9–4a

9–4a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, G ch]

マスターEQのダイナミック・モジュレーション(Dmod)をコント

ロールするMIDIチャンネルを設定します。

G ch: グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-

1a)でコントロールします。通常G chにします。
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9–5: VALVE FORCE
真空管を使用したアナログ回路、バルブ・フォース(Valve Force)に関す

る設定を行います。

バルブ・フォースの効果をかけたいティンバーにインサート・エフェクト

と組み合わせて配置したり、コンビネーション出力の最終段に配置して、

軽いブーストや真空管特有のオーバードライブ感を加えます。

VALVE FORCE [ON/OFF] キーでバルブ・フォースのオン/オ

フをコントロールします。

バルブ・フォースはステレオ・イン ー ステレオ・アウトのアナログ

回路です。

バルブ・フォースの各パラメーター設定はコンビネーションごとに

ライトすることができます。

9–5

9–5a

9–5b

9–5a: VALVE FORCE

Input Trim [000...127]

Ultra Boost [000...127]

Tube Gain [000...127]

Output Level [000...127]
バルブ・フォースへの入力、重低音域のブースト、真空管への入力ゲイ

ン、バルブ・フォースからの出力レベルを設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

Programモード同様に、VALVE FORCE [ON/OFF] キーと、こ

れらの各パラメーター(ノブ)は、MIDI NRPNコントロール・チェン

ジ・メッセージでコントロールできますが、コントロールするMIDI

チャンネルは“Ctrl Ch”のチャンネルになります。

Placement [Final, Insert(Use 3/4 BUS)]
バルブ・フォースの配置先を設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

ここではCombinationモードでの“Placement”をInsert(Use 3/

4 BUS)にしたときの設定例を示します。

[設定例]

バルブ・フォースは、“BUS Select”(8-1b)またはIFX通過後の

“BUS Sel.”(8-2a)の設定によって任意の位置にインサートします。

Valve Force “BUS Sel.”(9-5a)でバルブ・フォースからの出力先

を設定します。

- ティンバー➝ バルブ・フォース ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

複数のティンバーをバルブ・フォースに送ることができます。ただ

しティンバーごとに個別に設定することはできません。

- ティンバー➝ バルブ・フォース ➝ インサート・エフェクト ➝ マスター・

エフェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を3/4(Tube)に設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

- ティンバー➝ インサート・エフェクト ➝ バルブ・フォース ➝ マスター・

エフェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

Valve Force “Send1”、“Send2”: 適宜

- ティンバー➝ インサート・エフェクト ➝ バルブ・フォース ➝ インサート・

エフェクト ➝ マスター・エフェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を、前段のIFXに設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

Audio Inputからの入力にも同様にバルブ・フォースをインサー

トすることができます。(Global P0: 0-3a)

Ctrl Ch(Control Channel) [Ch01...16, Gch]
バルブ・フォースをコントロールするMIDIチャンネルを設定します。

Gch: グローバルMIDIチャンネル"MIDI Channel" (Global P1) で

コントロールします。

通常、GchまたはグローバルMIDIチャンネルで設定したチャンネルに

設定します。

9–5b: Post VALVE FORCE Mixer

Pan(CC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. [L/R, IFX1...5, 1, 2, 1/2, Off]

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]

ADC OVERLOAD !!
バルブ・フォースからの出力の送り先を設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

Programモード同様に、“Pan(CC#8)”はCC#8、“Send1”は

CC#93、“Send1”はCC#93でコントロールできますが、コント

ロールするMIDIチャンネルは“Ctrl Ch”のチャンネルになります。

“Pan”、“BUS Se l . ”、“Send1”、“Send2”(「ADC

OVERLOAD !!」)は、“Placement”がInsert (Use 3/4 BUS)

のときのみ有効です。

▼ 9–5: Page Menu Command

0–1A

Program 9–5A
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3. Sequencerモード

Sequencer P0: Play/REC

0–1: Prog. 1–8 (Program T01–08)
0–2: Prog. 9–16 (Program T09–16)

ソングのプレイバック/レコーディングに関する設定、各トラックで使用

するプログラムの選択など基本的な設定を行います。

0–1

0–1a

0–1c

0–1b

0–1a: Location, Meter, Tempo, Tempo Mode,
Song Select,
Track Select, Reso, RPPR On/Off

Location [001:01.000…999:16.191]
ソングの現在位置です。

左から、小節(Location Measure) 、拍(Location Beat)、クロック

(Location Tick)を表示します。それぞれを個別に設定でき、ソングの

現在位置が移動します。

“MIDI Clock ”(Global P1:1-1a)がInternalの場合、ロケーショ

ンを変えるとソング・ポジション・ポインター・メッセージを送信しま

す。また、External MIDIまたはExternal USBの場合、

“Receive Ext. Realtime Command”(Global P1:1-1a)が

オンのとき、指定したソースからのソング・ポジション・ポインター・

メッセージを受信すると、ロケーションが変わります。

拍とクロックの可変範囲は、そのとき設定している拍子によって異

なります。

Meter [＊＊/＊＊, 1/4…16/16]
ソングの現在位置での拍子です。拍子は小節単位で変更できます。

＊＊/＊＊: SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押したときに表示し

ます。すでにその小節に記録されている拍子を使用し、拍子を変更しな

いでレコーディングするときに指定します。

1/4～16/4, 1/8～16/8, 1/16～16/16: ソングの現在位置で

の拍子です。

“Track Select”でTrack01～16を選び、SEQUENCER [REC/

WRITE]キーを押して、ここで拍子を指定します。SEQUENCER

［START/STOP］キーを押してレコーディングを開始すると、指定し

た拍子はマスター・トラック(Master Track)とレコーディング済みの

トラックに記録されます。

プリカウント時にSEQUENCER [START/STOP] キーを押してレ

コーディングを終了してしまうと記録されません。

16 MIDIマルチ・トラック・シーケンサーです(この他、テンポや拍子を

管理するマスター・トラックがあります)。

さまざまな方法でソングをレコーディングしたりエディットして、プレイ

バックすることができます。

MIDIトラック(Track01～16)は、本機の鍵盤やコントローラー、アル

ペジエーター、RPPR(リアルタイム・パターン・プレイ・レコーディング)

機能などの演奏をレコーディングし、プログラム(やコンビネーション)の

音でプレイバックします。エクスクルーシブ・メッセージやトラック・パラ

メーターがレコーディングでき、音色やエフェクトを曲の途中で変える

こともできます。

外部のMIDI 機器からのMIDIデータをレコーディングしたり、外部の

MIDI音源を発音させることも可能です。

これらのレコーディング、またはロードしたMIDIデータは、イベント・エ

ディットなどのさまざまなエディットが可能です。

また、トラックへMIDIレコーディングする他に、パターンのレコーディン

グやエディットができます。作成したパターンやプリセット・パターンは、

トラックにコピーしたり、RPPR機能として使用することができます。

この他にも、サンプリングしたデータに対応させてMIDIデータを配置

するタイム・スライスとイントラック・サンプリング機能があります。

タイム・スライスは、Samplingモードの“Time Slice”(Sampling

P2:2-1B)を実行すると、リズム・ループ等のサンプルを分割するのと

同時に、分割したサンプルに対応するソングの演奏データも作成しま

す。Sequencerモードでテンポを変えても、ピッチを変えずにリズム・

ループのテンポを変えることができます。ノート・ナンバーを入れ替え

たり、タイミングを変更したり、MIDIデータをエディットすることによっ

て、素材のリズム・ループを自由に作り替えることもできます。

イントラック・サンプリング機能は、ソングのプレイバックに合わせて、

AUDIO INPUT等からの外部オーディオ(ボーカルやギター)や鍵盤で

の演奏をサンプリングし、同時にそのサンプルを発音させるきっかけと

なるMIDIノート・データを自動的に作成するものです。ソングをプレイ

バックに合わせてサンプルを発音させ、あたかもオーディオ・レコーダー

のようにサンプリングしたマルチサンプルが扱えます。

上記のさまざまな方法でレコーディングしたソングは、キュー・リスト

(Cue List)に並べることによって、複数のソングを連続再生することが

できます。

さらに、このように完成したソングは、メディアにWAVEファイルとして

リサンプリングして、USB A端子に接続したCD-R/RWドライブでオー

ディオCDを作成することもできます。(☞OG p.123)

電源をオフにすると、設定やレコーディングしたソング・データはバック

アップされません。必要なデータは電源をオフにする前にメディア、また

はデータ・ファイラーに保存(セーブ)してください。電源オンの直後は、

ソング・データは入っていませんので、データをロードしてください。
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通常、最初のトラックをレコーディングするときに拍子を設定し、その他

のトラックをレコーディングするときは＊＊/＊＊にします。

1 (4/4) 2 (3/4)Track 1 3 (4/4)

1 (4/4) 2 (3/4)Track 1 3 (4/4)

1 (4/4) 2 (3/4)Track 2 3 (4/4)

1 (4/4)Track 2 Recording

拍子記号 ＝ ＊＊/＊＊のとき 

1 (4/4) 2 (3/4)Track 1 3 (4/4)

1 (4/4) 2 (7/8)Track 1 3 (7/8)

1 (4/4) 2 (7/8)Track 2 3 (7/8)

3 (4/4)

4 (7/8)

Recording1 (4/4)Track 2

4 (7/8)

拍子記号 ＝ 7/8のとき 

トラック2の2小節目からレコーディングする場合 

小節の途中で拍子を変更する

あらかじめ小節の途中で拍子を変える位置が分かっている場合は、

“Insert Measure ”(5-1H)で同じ拍子の小節ごとに拍子を指定して

挿入し、その後に演奏データをレコーディングするとよいでしょう。ま

た、すでに演奏データが入っているソングの拍子を途中で変更する場合

は、“Track Select”でMaster Track(データの入っている

Track01～16でも可)を指定して“Event Edit”(5-1B)でバー・イベ

ントの拍子を修正します。

拍子を変更して小節内の拍数が増えると、増えた部分に休符が挿入さ

れます。反対に少なくなると、少なくなった部分を隠し、その部分は演奏

されません。元の拍子に戻すと、隠されたデータが演奏されます。(デー

タ自体は消去されません。)

� � � �
� � � � �

� � � �休符が挿入 

演奏されない 

�  (Tempo) [040…240, EXT]
ソングの演奏テンポとアルペジエーターのテンポを設定します。

040...240: “Tempo Mode”がManuのときは、ここで設定するテ

ンポでレコーディング/プレイバックします。RECのときは、ここで設定

したテンポがマスター・トラックへレコーディングされます。

EXT: “MIDI Clock ”(Global P1:1-1a)がExternal MIDIまたは

External USBのときに表示され、本体のシーケンサーのテンポは外

部のシーケンサー等から受信したM I D I クロックに同期します。

Internalのとき、上記テンポ(040...240)の設定で動作します。

ARPEGGIATOR [TEMPO]ノブを回すことでも調整できます。

また、[ENTER]キーを押す間隔をテンポとして設定することもで

きます。

オルタネート・モジュレーション・ソースにTempoを選んだとき

は、� ＝120が基準となります。

Tempo Mode [Auto, Manu, REC]
Auto: マスター・トラック(Master Track)のテンポに従います。マス

ター・トラックのテンポは、“Track Select”でMaster Trackを指

定した“Event Edit”(5-1B)、または下記のREC等で設定します。

Autoにすると、ソングのプレイバック、レコーディング中(またはスタン

バイ中)は“� (Tempo)”の設定は変更できません。

Manu (Manual): “� (Tempo)”の設定に従います。

REC: マスター・トラック(Master Track)にテンポの変化をレコーディ

ングします。

“Track Select”でTrack01～Track16を選び、SEQUENCER

[REC/WRITE]キーを押して、レコーディング・スタンバイにするとREC

が選択できます。

レコーディングをスタートさせ“ �  ( T empo ) ”の値を変えます。

[TEMPO]ノブを回す、または[ENTER]キーを押すタイミングで、テン

ポを変化させることができます。

Preferenceページ“Recording Setup”がLoop All Tracksのと

きは選べません。

また、テンポの変化は“Event Edit”(5-1B)や“Create Control

Data”(5-1L)でも設定できます。

テンポ変化のみをレコーディングするときは“Recording Setup”

(0-8a)をOverDubにします。“Track Select”の演奏データに

影響なく、テンポがマスター・トラックにレコーディングされます。

Song Select [000…199]
レコーディング/プレイバックするソングを選びます。

ポップアップ・メニューでソング・ネームを選ぶか、テン・キー[0]～[9]で

ソング・ナンバーを指定後、[ENTER]キーを押します。

新規ソングを作成するときは、ポップアップ・メニューからソング・ネーム

が空白のナンバーを選ぶか、テン・キー[0]～[9]でソング・ナンバーを

指定後、[ENTER]キーを押すことによって、ダイアログを表示します。

このとき“Set Length”でソングの長さを小節数で指定し、OKボタン

を押します。

ソングを作成後、長さを変更したい場合はページ・メニュー・コマン

ド“Set Song Length”(5-1Q)を実行します。新規ソング作成

時に、長めに設定しておいて、レコーディングやエディットを行い、

最後に“Set Song Length”で設定し直すことができます。

“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)がInternalのとき、他のソン

グを選択するとソング・セレクト、ソング・ポジション・ポインター・

メッセージを送信します。また、External MIDIまたはExternal

USBのとき、ソング・セレクト・メッセージを受信することによって、

ソングが変わります。

ソングが変わると、トラック・ステータス(“Status”2-1a)がEXT、

EX2やBOTHのトラックは、バンク・セレクト、プログラム・チェン

ジ、ボリューム、パンポット、ポルタメント、センド1/2、ポストIFXパ

ン、ポストIFXセンド1/2のメッセージをそのトラックのMIDIチャ

ンネルで送信します。

Track Select [Track01…Track16, Master Track]
Track01～Track16: レコーディングするMIDIトラックを選びます。

また、P5; Track Edit などでMIDIトラックをエディットするときに選

びます。ひとつのトラック(シングル・トラック)にリアルタイム・レコーディ

ングするときは、ここで選んだトラックに演奏データが記録されます。

複数のトラックに同時にリアルタイム・レコーディングするときは(☞

“Multi REC” 0-8a)、ここの設定とは関係なく、“PLAY/MUTE/

REC”(0-1c)でレコーディングするトラックを選びます。

トラック・ネームは“Track Name”(5-2)で設定します。

本機の鍵盤を弾いたり、各コントローラーを操作すると、ここで選ん

だトラックの設定(プログラムやレベル等)で本体内の音源が発音し

(“Status”2-1a/2aはINTまたはBOTH)、さらに、MIDIチャン

ネルが一致する他のトラックも同時に発音します(“Status”はINT

またはBOTH)。 また、そのトラックで設定しているMIDIチャンネ

ルで、それらのメッセージを送信します(“Status”はEXT、EX2ま

たはBOTH)。



Se
qu

en
ce

r
 P

0
 P

1
 P

2
 P

3
 P

4
 P

5
 P

6
 P

7
 P

8
 P

9

57

Master Track: マスター・トラックはP5:Track Edit のページ・メ

ニュー・コマンドでマスター・トラックをエディットするときに選びます。

リアルタイム・レコーディング、ステップ・レコーディングでマスター・ト

ラックだけのレコーディングはできません。

Reso (Realtime Quantize Resolution) [Hi, 	3 … � ]
MIDIトラックへのリアルタイム・レコーディング時のタイミングを補正し

ます(レコーディング済みのデータは補正しません)。

Hi(High Resolution): 補正は行わないで、最大分解能( � /192)で
レコーディングします。

	3 ～ � : 設定した音符単位でタイミングを補正します。たとえば、	3 の
ときは32分音符の3連符単位でタイミングを補正し、� のときは4分

音符単位でタイミングを補正します。

�
� � � � � � � �

� � � � � � �
� に設定したとき 

レコーディング時のすべてのMIDIデータを、設定した分解能で補正し

ますので、分解能を粗く設定したときは、ピッチ・ベンドのような連続的

に変化するコントローラーの値は、階段状に変化してレコーディングさ

れます。このようなときは、Hiでレコーディングした後で“Quantize”

(5-1N)で必要なデータ(ノート・データ等)だけを補正したり、最初から

分解能をあまり粗くしないでレコーディングするとよいでしょう。

RPPR On/Off [Off, On]
RPPR (Realtime Pattern Play/Recording) 機能をオン/オフし

ます。RPPRは、ソングのパターンをキーごとに割り当て、鍵盤を押す

ことによってパターンをプレイバックさせたり、それをレコーディングす

る機能です。

On(チェックする): RPPR機能をオンします。P6:Pattern/RPPR,

RPPR Setupページでキーごとにパターンがアサインされていると

き、そのキーを押すとアサインしたパターンがプレイバックされます。

(☞P6-3:RPPR Setup)

0–1(2)b: Selected Track Information

MIDIトラック(1～16)情報を表示します。

T (Track) (01...08 (09...16))
トラック・ナンバーと、そのトラックで設定しているプログラム・バンク/

ナンバー/ネームを表示します。

Ch (01...16)
トラックで設定しているMIDIチャンネル・ナンバーを表示します。

RPPR (NoAssign, C#2...C8)
トラックにアサインされているRPPRがスタートするキー・ナンバーを

表示します。(多数の場合、全部は表示しません。全体のアサイン状況の

確認はP6:Pattern/RPPR, Pattern Editページで確認できます。)

0–1(2)c: Track Number, Category, Bank/Program,
PLAY/MUTE/REC, SOLO ON/OFF

Track Number (1...8 (9...16))
MIDIトラック・ナンバーを表示します。

“Track Number ”下の各パラメーターで、そのトラック・ナンバーに関

する設定を行います。

Category [00...15]
MIDIトラックで使用するプログラムをカテゴリーから選びます。すべて

のプログラムは、16個に分類されています。カテゴリーを選択し、その

カテゴリーに含まれるプログラムを選ぶことができます。

ポップアップ・ボタンを押すとCategory/Track Program Select メ

ニューが表示されます。(「Category/Program Select メニュー」

☞Program P0:0-1a)

Program Select (Bank/Program)
[A...F/H...N: 0...127: name,

G/g(1)...g(9)/g(d): 1...127: name]
各MIDIトラックで使用するプログラムを選びます。

下段にプログラム・ネームの一部が表示されます。

“Program Select”が選ばれているときは、BANK [A] ～[N]キー、

VALUEコントローラーで設定できます。

ポップアップ・ボタンを押すと、Bank/Track Program Select メ

ニューが表示され、プログラムが選べます。(「Bank/Program

Selectメニュー」☞Program P0:0-1a)

“Program Select”を選ぶと、トラックに選択しているプログラム

のバンクのBANKキーLEDが点灯します。

バンクFは、オプションEXB-MOSSを装着時に選べます。装着す

るとEXB-MOSS専用の128プログラムが使用できます。

ここで選択したプログラムは、ソングの先頭からのプレイバック、レコー

ディング時に使用されます。レコーディング中にプログラムを変えると、

演奏データとしてレコーディングされ、プレイバック時にはプログラムが

変わります。また、プレイバック中にプログラムを変えることもできま

す。ただし、演奏データ(プログラム・チェンジ)をレコーディングしてある

場合は、その時点でプログラムが変わります。

“Status”(2-1a/2a)がINT、BTHのときは、MIDIプログラム・

チェンジの受信でプログラムを設定できます。またソングを変えた

とき、またはソングの先頭に戻ったとき、“Status”がEXT、

EX2、BTHのトラックは、バンクとプログラム・ナンバーをMIDIで

送信します。“Status”がEX2のトラックは、Bankを「－」表示に

し、“Bank Select”(2-1a/2a)で設定するバンク・ナンバーを

MIDIで送信します。

PLAY/MUTE/REC [PLAY, MUTE, REC]
各MIDIトラックのミュートや、マルチ・トラック・レコーディング時のレ

コーディング・トラックを選びます。プレイバック時のトラックや、シング

ル・トラック・レコーディング(通常の録音)時のレコーディング・トラック以

外のトラック(プレイ・トラック)は、PLAY、MUTEが選べます。マルチ・

トラック・レコーディング時のトラックは、PLAY、MUTE、RECが選べま

す。PLAY/MUTE/RECボタンを押すたびに設定が切り替わります。

PLAY: トラックをプレイバック(再生)します。

MUTE: トラックをミュート(消音)します。

REC: シングル・トラック・レコーディング(通常の録音)時に表示します。

選択はできません。

マルチ・トラック・レコーディング(Preferenceページ“Multi REC”オ

ン)時、レコーディングするトラックをRECにします。

SOLO ON/OFF [SOLO ON, SOLO OFF]
ソロ機能をオン/オフします。

SOLO ONにしたトラックだけが発音します。他のトラックはミュートし

ます。

SOLO ON/OFFボタンを押すたびに設定が切り替わります。
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ミュートやソロ機能でミュートしたMIDIトラックは“Status”(2-

1a/2a)がBTH、EXT、EX2のとき、そのトラックで設定している

MIDIチャンネルのノート・オン/オフを送信しません。

ページ・メニュー・コマンド“Solo Selected Track”(0-1B)がオ

ンのときは、そこでのソロの状態を優先します。“SOLO ON/

OFF”またはその他のトラックのパラメーターを押すと、そのト

ラックのみがソロになり、発音します。

▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

0–1K

0–1F 0–1L

0–1A: Memory Status
シーケンサー・メモリーの残り容量を表示します。

0–1B: Solo Selected Track
“Solo Selected Track”を選択するたびに、ソロ機能のオン/オフが

切り替わります。

① ページ・メニューで“Solo Selected Track”を選びます。

選択すると、メニューの「Solo Selected Track」の左側にチェッ

ク・マークが付いた状態になり、ソロ機能がオンになります。

②トラックごとのパラメーターが表示されるページで、ソロにするトラッ

クを選ぶと(P0:Play, Program Select ページの“Program

Select”等)、そのトラックのみが発音し、 他のトラックはミュートさ

れます。各ページの“Selected Track Information ”(0-1b/2b)

に[Solo]が表示されます。トラックごとのパラメーターがないペー

ジではこの機能は選択できません。

別のトラックをソロにするときは、ソロにしたいトラックのパラメー

ターを選びます。

③ ソロ機能を解除するときは、再度ページ・メニューで“S o l o

Selected Track”を選びます。

複数の“SOLO ON/OFF”(0-1c/2c)がオンの状態でも、ここで

のソロ機能をオンにすると、“SOLO ON/OFF”またはその他の

トラックのパラメーターを押すとそのトラックのみが、ソロになり、

発音します。

ソロ機能によりミュートしたトラックが“Status”(2-1a)でEXT、

EX2、BTHのとき、そのトラックで設定しているMIDIノート・オ

ン/オフは送信しません。

0–1C: Rename Song
選択しているソングをリネームします。16文字まで入力が可能です。

(☞OG p.115)

0–1D: Delete Song
現在選ばれているソングを削除します。

①“Delete Song”を選び、ダイアログを表示します。

② デリート・ソングを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

実行すると、現在選ばれているソングの演奏データ、設定データ、パ

ターン等を削除し、そのソング用に確保していたメモリー領域が開

放されます。

0–1E: Copy From Song
現在選ばれているソングに、指定したソングのすべての設定データと演

奏データをコピーします。

①“Copy From Song”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のソング・ナンバーを指定します。

③ コピーするデータを選びます。

All: すべての設定データと演奏データ(トラック・イベント、パターン

など)をコピーします。

Without Track/Pattern Events: Play LoopとRPPR以外

のソングの設定データのみをコピーします。

④ コピー・ソングを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

Allで実行すると、現在選ばれているソングのすべての設定データと

演奏データをそれぞれ削除し、コピー元のデータに書き替えます。

Without Track/Pattern Eventsで実行すると、Play Loopと

RPPR以外のソングの設定データをそれぞれ削除し、コピー元の

データに書き替えます。

0–1F: Copy From Combi (Copy from Combination)
指定したコンビネーションの設定を、現在選ばれているソングの設定と

してコピーします。

①“Copy From Combi”を選び、ダイアログを表示します。

②“Combination”でコピー元のコンビネーションを選びます。

③“with Effects”でエフェクト、EQの設定もコピーするかどうかを

設定します。

チェックすると、インサート・エフェクト、マスター・エフェクト、マス

ターEQの設定もコピーされます。

④“To”でコピー先のトラック(1～8または9～16)を選びます。

⑤ ④で“To”Track1 to 8を選んだ場合、“Auto adjust Arp

setting for Multi REC”は、アルペジエーターをオンにしてマル

チ・レコーディングを行った場合、レコーディング時の演奏と同じサウ

ンドが、プレイバック時に再現できるように、必要な一部のトラックの

MIDIチャンネル等を補正したり、必要なトラックを追加したりします。

コンビネーションでのARPEGGIATOR [ON/OFF] の状態によっ

て補正します。オフでライトされているコンビネーションをコピー

する場合は、ソングでも、アルペジエーターをオフで使用すること

が前提になります。ソングでアルペジエーターをオンで使用する

場合は、コンビネーションでアルペジエーターをオンにしてライト

してから、コピーしてください。

チェックするとトラックのMIDIチャンネル等の補正を実行します。

“Multi REC”(0-8a)、“PLAY/MUTE/REC”(0-1c/2c)も自動
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的に設定します。また、“Recording Setup”OverWrite(0-8a) が

選ばれます。(自動設定された“Multi REC”、“PLAY/MUTE/

REC”は、ソングを選び直すと、リセットするので注意してください。)

補正する内容は、下記を参考にしてください。ここでの内容を自動

的に補正します。コンビネーションの設定によっては、ここでの設

定に加えてさらにトラックの設定変更が必要になる場合がありま

す。

⑥ コピー・フロム・コンビネーションを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancelボタンを押します。

実行すると、現在選ばれているソングの設定データを削除し、コンビ

ネーションの設定データに書き替えます。

レコーディング時の演奏が再生時に再現できないときは

ページ・メニュー・コマンド“Copy From Combi ”でコンビネーション

の設定をコピーし、アルペジエーターをオンにしてマルチトラック・レ

コーディングを行ったとき、レコーディング時の演奏が再生時に再現で

きないことがあります。

同一のMIDIチャンネルに設定されている複数のトラックは、レコーディ

ング時に演奏データが1つにまとめられます。アルペジエーター機能に

よって発音しているトラックと同一のMIDIチャンネルのトラックがある

場合、アルペジエーターによって演奏されたデータと、手弾き等で入力

した演奏データが1 つにまとめられ、同じチャンネルの各トラック

(“Status”INT時)すべてが発音してしまいます。

このような場合は、アルペジエーター機能によって発音しているトラッ

クのMIDIチャンネルを変更し、さらにアルペジエーターを起動させる

ためのトラックを作ることによって解決できます。

レコーディング時の演奏が再生時に再現できない場合は、次の条件を確

認してください。

ページ・メニュー・コマンド“Copy From Combi ”で“Auto adjust

Arp setting for Multi REC ”にチェックをつけたとき、ここでの内

容を自動的に実行します。通常チェックをつけて実行してください。そ

の場合、ここでの修正は必要ありませんが、自動修正の内容をここで確

認してください。

・Sequencer P7: Arpeggiator, Setup T01-08 ページ

“Arpeggiator Assign ”と“Arpeggiator Run” A、Bの設定

・Sequencer P2:Trk Param, MIDI Ch T01-08 ページ “MIDI

Channel”の設定

“Arpeggiator Run” A、Bがチェックされ、アルペジエーターがトラッ

クにアサインされている場合、“MIDI Channel”(Global P1:MIDI) に

01以外が設定されているかを確認します。(グローバルMIDIチャンネ

ルが01の場合です。)

Arpeggiator Run MIDI Channel *1 修正

“A”、“B”のどちらかが 01のみ 修正必要

チェックされている場合 01 02、01 03、etc. 修正必要なし

“A”、“B”が両方とも 01のみ 修正必要

チェックされている場合 01 02、01 03、etc. 片方のみ修正必要

01 02 03、etc. 修正必要なし/必要*2

*1 アルペジエーターが動作する複数のトラックにそれぞれ設定されている

“MIDI Channel”が01だけの場合は、「01のみ」の欄を見ます。

“MIDI Channel”が01と02または01と03のように01ともう1つ

のチャンネルが設定されている場合は「01 02、01 03、etc.」の欄を、

01と02と03のように01とその他複数のMIDIチャンネルが設定され

ている場合は「01 02 03、etc.」の欄を見ます。

*2 修正が必要な場合は、1つのアルペジエーターが動作するトラックが

“MIDI Channel”01だけを使用しているときです。また、2つのアルペ

ジエーターで同じMIDIチャンネルを使用している場合にも修正が必要な

場合があります。

コンビネーションの設定によっては、ここでの設定に加えて、さらに

トラックの設定変更が必要になる場合があります。

前図は、コンビネーションJ056:“In the Pocket”を“Copy From

Combi”で“Auto adjust Arp setting for Multi REC ”をチェック

しないでコピーした例です。新規ソングを選び、実際にコピーして確認

してください(このコンビネーションのアルペジエーター設定について

はOG p.97を参照してください)。

この設定を例として修正が必要か、そして修正が必要な場合、どこを修

正するかを確認します。

“Arpeggiator Run ”AとBにチェックがついていて、アルペジエー

ターが動作するトラックには“MIDI Channel”01と02が設定されて

います。片方のアルペジエーターに対して修正が必要です。この設定

のままマルチトラック・レコーディングを行うと、T01、02、03、04、

05、06がMIDI チャンネルが同一のため、低音側のベース(T01、

T02)、高音側のシンセ・ブラス/パッド(T03、T04、T06)、アルペジ

エーターBによるシンセ・マレット(T05)の演奏データが1つにまとめ

られてしまい、再生時に演奏が再現されません。(T08はアルペジエー

ターAをトリガーするためのダミー・トラックです。)

① アルペジエーターBによるシンセ・マレットの演奏データを分けてレ

コーディングするために、T05のMIDIチャンネルを変更します。

Sequencer P2:Trk Param, MIDI Ch T01-08 ページを選び、

Track05の“MIDI Channel ”を03に変更します。

② アルペジエーターBをトリガーするための設定を加えます。

Sequencer P2:Trk Param, MIDI Ch T09-10 ページを選び、

トラック9(または使用していないトラックのいずれかを選択)の

“Status”をOff、“MIDI Channel ”を01に設定します。(T09は

アルペジエーターBをトリガーするためのダミー・トラックとなります。)

③ Sequencer P7:Arpeggiator, Setup T09-16 ページを選びま

す。トラック9のAssignをBに設定します。

以下の設定になります。

トラック T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T09

Assign Off Off Off Off B Off A A B

Status INT INT INT INT INT INT INT Off Off

MIDI Ch. 01 01 01 01 03 01 02 01 01

以上で修正が終了しました。Sequencer  P0:Play/REC,

Preferenceページで“Track Select”にMIDIチャンネルが01

のトラックのいずれか選びます。“Multi REC”をチェックし、マルチ

トラック・レコーディングしてください。
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0–1G: Load Template Song
テンプレート・ソングをソングにロードします。

内蔵シーケンサーには、音楽ジャンル別に適切なプログラムやエフェク

トをあらかじめ設定したプリセット・テンプレート・ソング(P00～15の

16種類)をメモリーしています。また、よく使用するプログラム、トラッ

ク・パラメーター、エフェクト等の各設定を自分で作成し、使用できる

ユーザー・テンプレート・ソング(U00～15の16種類)があります。

(☞“Save as User Template Song”(0-1H))

①“Load Template Song”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でロードするテンプレート・ソングを選びます。

③“Copy Pattern to Track too?”にチェックすると“Load

Template Song”を実行後に、パターンをコピーするダイアログが

自動的に表示されます。

チェックしないで実行すると、②で選んだテンプレート・ソングのみが

ロードされます。

④ テンプレート・ソングのロードを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。

実行すると、PlayLoopとRPPR以外のソングの設定データがコ

ピーされます。

③で“Copy Pattern to Track too?”にチェックし、OKボタン

を押したとき“Copy Pattern To Track ”ダイアログが表示され

ます。

このダイアログは、ページ・メニュー・コマンド“Copy To Track ”(6-

1l)と同様のものです。

⑤“Pattern”でコピーするパターンを選びます。SEQUENCER

[START/STOP]キーを押すと選択したパターンがプレイバックし

ます。

To “Track”でコピー先のトラックを選びます。

“Measure”でコピー先の先頭の小節を設定します。

16種類のプリセット・テンプレート・ソングのトラック1には、すべ

てドラムス・カテゴリーのプログラムが設定されています。(P02、

P04、P08、P15のプリセット・テンプレート・ソングは、複数トラッ

クにドラムス・カテゴリーのプログラムが設定されています。)

150種類のプリセット・パターンのそれぞれのパターン・ネームに

は、音楽ジャンルと最適なドラムス・カテゴリーのプログラム名の一

部が示されています。(☞下表)

例えばP00:Pop&Balad 1/Stdは、「Pop&Balad 1」が音楽

ジャンルを、「Std」が最適なドラムス・カテゴリーのプログラム名

の一部を示しています。

これらのプリセット・テンプレート・ソングのドラムス・トラックと、プ

リセット・パターンを対応させてロードすることで、プリセット・テン

プレート・ソングそれぞれに適したドラム・トラックを効率よくセット

アップすることができます。

⑥ 実行するときはOKボタンを押します。実行すると“Measure”が

自動的にカウント・アップします。続けてパターンをコピーすること

ができます。コマンドを終了するときはExitボタンを押します。

☞ ソングにプリセット・テンプレート・ソングとプリセット・パターンをコ

ピーする例は、QS p.24を参照してください。

0–1H: Save Template Song
(Save as User Template Song)

ソングで選択しているプログラム、トラック・パラメーター、エフェクト等の

設定を、ユーザー・テンプレート・ソングU00～15にセーブします。ここ

でセーブした設定は、Song Playモードでロードすることもできます。

①“Save Template Song”を選び、ダイアログを表示します。

②“To”でセーブする先のユーザー・テンプレート・ソング(U00～

15)を選びます。

Preset Template Song Track No.: Name Program 対応するPreset Pattern No.:Name

P00: Pop/Ballade Track01: Drums J036:Standard Kit 1 P00: Pop&Balad 1/Std ... P10: Pop(6/8) 3/Std

P01: Rock/Metal Rock Track01: Drums K020:Processed Kit P11: Rock 1/Process ... P21: Rock11/Process

P02: R & B Track01: Drums 1(Std 2) K036:Standard Kit 2 P22: R&B 1/Std2 ... P27: R&B 6/Std2

Track09: Drums 2(Std) J036:Standard Kit 1 P28: R&B 7/Std ... P32: R&B11/Std

P03: Jazz Track01: Drums K004:Jazz/Brush Kits P33: Jazz 1/Jazz ... P39: Jazz 7/Jazz

P04: Latin Track01: Drums K004:Jazz/Brush Kits P40: Latin 1/Jazz ... P42: Latin 3/Jazz

P46: Latin 7/Jazz ... P47: Latin 8/Jazz

Track08: Percussion K116:Percussion Kit P43: Latin 4/Perc ... P45: Latin 6/Perc

P05: Reggae Track01: Drums K068:Drum'nBass Kit P48: Reggae 1/D'n'B ... P53: Reggae 6/D'n'B

P06: Country Track01: Drums J036:Standard Kit 1 P54: Country 1/Std ... P57: Country 4/Std

P07: Folk Track01: Drums J036:Standard Kit 1 P58: Folk 1/Std ... P61: Folk 4/Std

P08: European Trad. Track01: Drums J036:Standard Kit 1 P62: E.Trad 1/Std ... P67: E.Trad(3/4)2/Std

Track08: Percussion K116:Percussion Kit —

P09: Orchestral Track01: Percussion J116:Orchestra&Ethnic —

P10: Techno/Euro Beat Track01: Drums J020:House Kit P68: Techno 1/House ... P78: Techno11/House

P11: House Track01: Drums J020:House Kit P79: House 1/House ... P92: House14/House

P12: Drum'n'Bass Track01: Drums K068:Drum'n'Bass Kit P93: Drum'nBs 1/D'n'B ... P108: Drum'nBs16/D'n'B

P13: Acid Jazz Track01: Drums K036:Standard Kit 2 P109: AcidJazz 1/Std2 ... P120: AcidJazz12/Std2

P14: Hip Hop/Rap Track01: Drums J068:HipHop Kit P121: HipHop 1/HipHop ... P135: HipHop15/HipHop

P15: Big Beats Track01: Drums 1(Hip/Hop) J068:HipHop Kit P136: Bigbeat 1/HipHop ... P143: Bigbeat 8/HipHop

Track09: Drums 2(Tricky) J004:! {Tricky} Kit! P144: Bigbeat 9/Tricky ... P149: Bigbeat14/Tricky
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③ セーブを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

実行するとセーブ先のUser Template Songの設定データをす

べて削除し、書き替えます。

0–1I: FF/REW Speed
［FF］キーまたは［REW］キーを押したときの、早送りと巻戻しのス

ピードを設定します。

①“FF/REW Speed”を選び、ダイアログを表示します。

②“Speed”で早送りと巻戻しのスピードを設定します。

再生テンポが基準になります。

2にすると再生テンポの2倍、3にすると3倍、4にすると4倍のス

ピードになります。ただし、演奏データが密集している部分では、早

送り、巻戻しのスピードが落ちることがあります。

③“Ignore Tempo”にチェックすると、再生テンポや音符の長さ等を

無視し、最高スピードで早送りと巻戻しをします。

演奏データが密集している部分とそうではない部分では、早送り、巻

戻しのスピードが異なります。

チェックしないと“Speed”で設定したスピードで早送りと巻戻しを

します。

④ 実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押

します。

0–1J: Set Location (Set Location for Locate Key)
[LOCATE] キーを押したときに移動するロケーションを設定します。

①“Set Location”を選び、ダイアログを表示します。

②“Location”で[LOCATE] キーを押したときに移動するロケーショ

ンを設定します。

001:01.000に設定し、[LOCATE] キーを押すとソングの先頭に

戻ります。

③ 実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押

します。

このダイアログが開いていない状態で、[ENTER]キーを押しながら

[LOCATE]キーを押すと、現在のロケーションを“Set Location”

の値として設定できます。

0–1K: GM Initialize
GMシステム・オン・メッセージをSequencerモードに送り、各トラック

をGM用の設定にリセットします（☞下表）。

0–1L: Copy From Program
指定したプログラムの設定を現在選んでいるソングのトラックにコピー

します。

Combinationモードの“Copy From Program ”(0-1C)と同様の機

能です。SequencerモードのCombinationモードと異なる点は、コ

ピー先のトラックの“MIDI Channel”が“with Arpeggiator ”の設定

に関わらず、ソングのトラックに設定されているチャンネルに保たれるこ

とです(☞p.39 手順⑤1項目)。

GM Initialize Parameters

Parameter Track1–9, 11–16 Track10
P1 Bank/Program (Program Select) G001: Acoustic Piano g001: (d): STANDARD Kit

Pan C064 C064

Volume 100 100

P2 Status   –   – 設定値のままで変化しない

Use Program's Scale   –   – 設定値のままで変化しない

P7 Arpeggiator Assign   –   – 設定値のままで変化しない

その他Arpeggiatorパラメーター   –   – 設定値のままで変化しない

P8 IFX/Indiv.Out BUS Select L/R DKit

Send1(MFX1) 0 0

Send2(MFX2) 40 40

IFX1...5   –   – 設定値のままで変化しない

Pan(CC#8)   –   – 設定値のままで変化しない

BUS Select   –   – 設定値のままで変化しない

Send1   –   – 設定値のままで変化しない

Send2   –   – 設定値のままで変化しない

その他 Insert Effectパラメーター   –   – 設定値のままで変化しない

P9 MFX1   –   – 016: Stereo Chorus

MFX2   –   – 053: Reverb SmoothHall

Return1   –   – 127

Return2    –   – 050

その他Master Effect, Master EQ,    –   – 初期設定
Valve Forceパラメーター



62

0–3: Mixer 1–8 (Mixer T01–08)
0–4: Mixer 9–16 (Mixer T09–16)

各MIDIトラックのパン、ボリュームを設定します。

ここで設定するパン、ボリュームは、ソングの先頭からのプレイバック、レ

コーディング時に使用されます。レコーディング中に設定を変えると、演

奏データとしてレコーディングされ、プレイバック時にはパン、ボリュー

ム・データが変わります。また、プレイバック中に設定を変えることもで

きます。ただし、パン、ボリューム・データをレコーディングした場合は、

それらに従って設定が変わります。

0–1

0–1a

0–3a

0–1b

0–3(4)a: Track Number, Program Category,
Pan, Volume

Track Number (1...8 (9...16))
MIDIトラック・ナンバーを表示します。(☞0-1c/2c)

Program Category
MIDIトラックで使用するプログラム・カテゴリー名の一部を表示します。

Pan [RND, L001...C064...R127]
MIDIトラック1～16のパンを設定します。

L001...C064...R127: L001で左に振り切った状態、R127で右に

振り切った状態に定位します。Programモードでのオシレーターのパ

ンの状態はC064で再現します。

OSC1: Amp1 Pan=L001
OSC2: Amp2 Pan=R127

Left Center Right

Pan (CC#10)

C064

Left Center Right

L032

L001

R096

R127

Left Center Right

Left Center Right

OSC1 OSC2
OSC1: Amp1 Pan=L032
OSC2: Amp2 Pan=R096

Pan (CC#10)

C064

L032

L001

R096

R127

OSC1: Amp1 Pan=C064
OSC2: Amp2 Pan=C064

Left Center Right

Pan (CC#10)

C064

Left Center Right

L032

L001

R096

R127

OSC1 OSC2

インサート・エフェクトにモノ・エフェクトを選択すると、ここでの設定を

無視します。その場合はP8:Insert Effect, Insert FX ページの“Pan

(CC#8) ”でインサート・エフェクト通過後のパンを調整します。(「3.ミ

キサー(Mixer) 」☞p.209)

RND: ノート・オンのたびにパンがランダムに変化します。

“Status”(2-1a/2a)がINT、BTHのとき、CC#10でパン

ポットを受信し、コントロールできます。CC#10受信時、0、1で

左側に振り切り、64で中央、127で右側に振り切ります。ソング

を変えたときや、ソングの先頭に戻ったとき、“Status”が

EXT、EX2、BTHのトラックは、ここで設定したパンをMIDIで送

信します(RNDは除く)。

Volume [000...127]
MIDIトラック1～16のボリューム(音量)を設定します。

“Status”(2-1a/2a)が INTまたはBTHのとき、CC#7でボ

リュームを受信し、コントロールできます。トラックの音量はMIDI

ボリューム(CC#7)とエクスプレション(CC#11) の値のかけ算で

決まります。ソングを変えたときや、ソングの先頭に戻ったとき、

“Status”がEXT、EX2、BTHのトラックは、ここで設定したボ

リュームをMIDIで送信します。

0–5: PlyLoop 1–8 (PlayLoop T01–08)
0–6: PlyLoop 9–16 (PlayLoop T09–16)

ソングのプレイバック/レコーディング時に、プレイバック中のMIDIト

ラック1～16を別々にループさせます。

0–1

0–1a

0–5a

0–1b
0–3a

0–5(6)a: Play Loop, Loop Start Measure,
Loop End Measure, Play Intro

Track Play Loop [Off, On]
MIDIトラック1～16のループのオン/オフを設定します。

On(チェックする): そのトラックは、次の“Loop Start Measure”と

“Loop End Measure”間を繰り返します。

Loop Start Measure [001...999]
ループする最初の小節を設定します。

Loop End Measure [001...999]
ループする最後の小節を設定します。

Play Intro [Off, On]
On(チェックする): “Loop Start Measure”で設定した小節以前の

小節を1度プレイバックした後に、“Loop Start Measure”～“Loop

End Measure”間を繰り返します。

例えば、ドラムス・トラックでイントロのフィル・インを演奏させた後に

ループさせるときなどに使用します。

Off(チェックしない): “Loop Start Measure”からプレイバックが始

まり、“Loop End Measure”の間を繰り返します。
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“Track Play Loop”をチェックし、“Loop Start Measure”

を001以外に設定したときに有効となります。

例:“Play Intro”をチェックした場合

トラック1は次のようにループします。

M001－M002－M003－M004－M003－M004－M003－M004・・・

“Play Intro”をチェックしない場合

トラック1は次のようにループします。

M003－M004－M003－M004－M003－M004－M003－M004・・・

“Track Play Loop ”を利用して、リアルタイム・レコーディングの作業

を効率よく進めることができます。(☞QS p.25)

0–7: Sampling
アナログ/デジタル・オーディオ信号の入力(AUDIO INPUT 、S/P

DIF)に関する設定と、Sequencerモードでのサンプリングに関する設

定を行います。

本機を4イン6アウトのエフェクターとして使用することも可能です。

(☞Program P0:0-3)

サンプリング中にソングやパターンへのリアルタイム・レコーディ

ングはできません。また、ソングやパターンへのリアルタイム・レ

コーディング中にサンプリングをすることもできません。

USB A端子に接続したデバイスのメディアには、サンプリングで

きません。

0–7

0–7a

0–7c0–7b

0–7a: Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)

Input [Analog, S/P DIF]

Input1:
Input2:
Level [0...127]

Pan [L000...C064...R127]

BUS(IFX/Indiv.) Select

[L/R, IFX1…5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1(MFX1), Send2(MFX2) [000...127]
アナログ/デジタル・オーディオ機器や楽器等の入力ソースの選択、入

力レベル、パン、バス、マスター・エフェクトへのセンドを設定します。

Input の各設定は、Combination、Program、Sequencer、

Song Play、Mediaの各モードで有効です。(☞Global P0:0-

3a)

0–7b: Sampling Setup

Source BUS [L/R, Indiv.1/2]

Save to [RAM, MEDIA]

Mode (Sample Mode) [L-Mono, R-Mono, Stereo]

Sample Time [min sec]
Sequencerモードでのサンプリングに関する設定を行います。

(☞Program P0:0-3)

Trigger [Sampling START SW, Note On,
Threshold, Sequencer START SW]

サンプリングを開始するトリガーを設定します。

Sampling START SW: (☞Program P0:0-3)

Sequencerモードでは、メトロノームによるカウントは

Metronome Setup(0-8b)の設定で動作します。

Note On: (☞Program P0:0-3)

Threshold： 入力レベルが“Level”の設定値を超えると、自動的にサ

ンプリングが始まります。(☞Sampling P0:0-7b)

Sequencer START SW: SAMPLING [REC] キーを押し、

SAMPLING [START/STOP] キーを押すと、サンプリング・スタンバ

イ状態になります。SEQUENCER [START/STOP] キーを押すとサ

ンプリングが開始します。ソングの演奏をリサンプリングする場合等に

設定します。

Sampling Setup の各設定は、ソングごとではなくSequencer

モードで1つの設定が有効です。

0–7c: Recording Level [dB]

ADC OVERLOAD !!

Recording Level [–inf, –72.0... 0.0...+18.0dB]
サンプリングする最終段での信号レベルを調整します。(☞Sampling

P0:0-1d)

電源オン時の初期設定は－12dBです。－12dBに設定するとソング

を最大レベルで演奏しても、CLIP!! が表示されません。(☞Program

P0:0-3c“Recording Level”)
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▼ 0–7: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1I

0–1J
Program 
0–3B

0–1F

0–1G

0–1H

0–7A
0–7B

0–1L

☞ Program P0:0-3D: Select Directory( ☞p.7)

0–7A: Select Bank & Smpl No.
サンプリング時の書き込み先RAMのバンクとサンプル・ナンバーを設

定します。また、サンプリング後、自動的にプログラムへコンバートを実

行するか設定します。“Select Bank & Smpl No.”は、“Save to”

でRAMを選んでいるときに選択できます。

①“Select Bank & Smpl No.”を選び、ダイアログを表示します。

②“Bank ”でサンプリング時の書き込み先のサンプル・メモリー

(RAM)のバンクを設定します。

③“Sample No.”で書き込み先のサンプル・ナンバーを設定します。

初期値として空のサンプル・ナンバーの最小の番号が設定されま

す。----:---No Assign----や、すでにデータの入っているサンプル・

ナンバーを選んだ場合は、空で最小のサンプル・ナンバーに自動的

にサンプリングされます。また、ステレオでサンプリングした場合は

“Sample No.(L)”、“Sample No.(R)”を設定します。

④“Auto ＋12dB On”を設定します。

On(チェックする) :  サンプリングしたサンプルは、自動的に“＋

12dB”(Sampling P2:2-1c)がオンに設定されます。“＋12dB”

がオンのサンプルは、オフのレベルを基準に約＋12dB大きなレベ

ルで再生されます。

Program、Combination、Sequencerの各モードでの演奏をリサ

ンプリングする場合、クリップしない最適なレコーディング・レベルを

設定するには、通常“Recording Level”を－12.0(dB)程度に設

定します。リサンプリングするとサンプル・データとしては最適なレ

ベルでレコーディングされますが、再生時のレベルはリサンプリング

時より小さくなります(“＋12dB”(Sampling P2:2-1c)がオフの

場合)。このようなときに“Auto ＋12dB On”チェック・ボックスを

チェックしてリサンプリングすると、“＋12dB”(Sampling P2:2-

1c)が自動的にオンになり、リサンプリング時と同じレベルで再生さ

れます。

これらのモードでは、電源オン時の初期設定は、“Record ing

Level”が－12.0(dB)、“Auto ＋12dB On”がオンに設定されて

います。この状態で各モードでの演奏をリサンプリングすると、リサ

ンプリング時と同じレベルでサンプルが再生されます。

Program、Combination、Sequencer各モードでの演奏をモニ

ターしながら、AUDIO INPUT等からの外部オーディオ信号のみ

をサンプリングする場合(“Source BUS”Indiv.1/2設定時:0-

7b)は、“Recording Level”を＋0.0(dB)程度、“Auto ＋

12dB On”をオフにしてサンプリングするとよいでしょう。

“Auto ＋12dB On”の設定は、Program、Combination、

Sequencer、Samplingの各モードごとに設定します。

⑤ Convert to では、サンプリングした後、自動的にプログラムへコン

バートを実行するか設定します。また、サンプリングと同時にノート・

イベントを作成するかを設定します。

“Program”チェック・ボックスをチェックすると自動的にプログラ

ムにコンバートします。

右側の“Program”と“MS”にコンバート先のプログラム・ナン

バーとマルチサンプル・ナンバーを設定します。

“Orig.Key”(Sampling P0:0-1b)にオリジナル・キーの位置を設

定します。マルチサンプルはこのキーを“Top Key”(Sampling

P0:0-1b)として“Index”(Sampling P0:0-1a)を作成します。

“Orig.Key”はサンプリング後に1増加し、次のサンプリング時には

1つ上の鍵盤にアサインされます。

“Seq.Event”チェック・ボックスをチェックすると、“Track”で設定

されたトラックにノート・イベントを自動的に作成します。サンプリン

グがスタートした位置でノート・オンし、ストップした位置でノート・オ

フします。ノート・イベントは“Recording Setup”Over Dub(す

でにあるイベントは消さずに追加)で作成されます。ソングの演奏を

止めずに何度もサンプリングした場合には、ソングの演奏を止めた

時点で、イベントを自動的に作成します。“Track ”で作成されたト

ラックの“Program Select”(0-1c/2c)は“Program”で設定し

たプログラムに自動的に変わります。

“Seq.Event”は“Program”をチェックしているときのみ有効です。

“Convert to ”でSeq.Eventをチェックしてサンプリングしたと

きは、マルチサンプルとサンプルはコンペアの対象となります。サ

ンプリングをやり直したいときに[COMPARE] キーを押すと、マ

ルチサンプルとサンプルがサンプリングする前の状態に戻り、必要

のないサンプルが残ることがありません。プログラムはコンペアの

対象とはならず、元に戻りません。

⑥ 変更した設定にするときはOKボタンを、ダイアログに入る前の状態

に戻すときはCancelボタンを押します。

0–7B: Auto Sampling Setup
Sequencerモードでのサンプリング（イントラック・サンプリング等）、

2チャンネル・ミックス等をするために必要な各種パラメーターを自動

的に設定します。ソングをリサンプリングするときや、外部オーディオを

サンプリングするときにガイドとして使用すると便利な機能です。

 一旦実行すると、関連するパラメーターは、自動的に変更されま

す。[COMPARE] キーによるコンペア操作はできません。

自動設定する内容は、あくまで標準的な操作を想定しています。実

行後に目的の操作に合わせて、各項目の  を参考に各種パラ

メーターを調整してください。

①“Auto Sampling Setup”を選び、ダイアログを表示します。

② 以下の自動設定したい項目をラジオ・ボタンで選びます。

Initialize: サンプリングに関するパラメーターを初期値に設定しま

す。

Resample SEQ Play: Sequencerモードでの鍵盤による演奏

をリサンプリングするための設定にします。
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In-Track Sampling: イントラック・サンプリング機能を使って、外

部オーディオ信号のみをサンプリングするための設定にします。

2ch Mix to Media: 完成したソングをリサンプリングし、ステレオ

2チャンネルのWAVEファイルを作成するための設定にします。

(WAVEファイル作成後、MediaモードMake AudioCDページで

USB A端子に接続したCD-R/RWドライブでオーディオCDにする

場合などに使用します。)

③ 条件を設定します。手順②で選ぶ内容によって設定が異なります。

Initialize選択時:

I n i t i a l i ze を実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーターと設定値に

ついてはp.66)

Resample SEQ Play選択時:

1) “Save to”でリサンプリングしたデータの書き込み先をRAM

またはMED I A から選びます。RAMではサンプル・メモリー

（RAM）に書き込みます。MEDIAではメディアにWAVEファイル・

フォーマットで書き込みます。

2) “Save to”でRAM設定時は、リサンプリング後、自動的に指定

したプログラムにコンバートするかどうかを設定します。コンバート

する場合は“Convert to Program”をチェックし、“Program”

でコンバート先のプログラムを指定します。

3) Resample SEQ Playを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーター

と設定値についてはp.66)

a) リサンプリングするには、Resample SEQ Playを実行後に、

SAMPLING [REC] 、SAMPLING [START/STOP] の順にキー

を押し、鍵盤等で演奏します。“Trigger”(0-7b)がNote Onに設

定されるため、最初のノート・オンでサンプリングが始まります。演

奏後、SAMPLING [START/STOP] キーを押すと、リサンプリン

グが終了します。

b) サンプリングしたデータは次のように確認します。

“Save to”でRAMを設定し“Convert to Program”をチェッ

クして実行した場合は、Programモードで設定したプログラムを

選び、鍵盤C2を弾いて確認します。“Convert to Program”

をチェックしていない場合は、Samplingモードでサンプルを選

び、確認します。

“Save to”でMEDIA を選んだ実行した場合は、ページ・メ

ニュー・コマンド“Select Directory ”(0-7、Program P0:0-

3D)で確認します。

c) サンプリングするRAMバンクを変更するときは(“Save to”

RAM時)、ページ・メニュー・コマンド“Select Bank & Smpl

No.”（0-7A）で変更します。

WAVEファイルのセーブ先を変更するときは(“Save to”MEDIA

時)、WAVEファイルのセーブ先を指定するときはページ・メ

ニュー・コマンド“Select Directory ”で設定します。

d) サンプリングを開始する方法を変えるときは“Trigger”の設定

を変更してください。

e) AUDIO INPUT等からの外部オーディオと、プログラムの演奏

を同時にサンプリングする場合は、Samplingページ, Input1,2

の“BUS(IFX/Indiv.) Select”をL/R、“Source BUS”をL/

Rに設定します。

f) “Save to”でRAM、“Convert to Program ”をチェックして

Resample SEQ Playを実行した場合、設定を変えずに、続けて

サンプリングすると、自動的にC#2、D2・・・にサンプルがアサイン

されます。

In-Track Sampling選択時:

1) “Source Audio”で外部オーディオの入力ソースを選びます。

Analogは、AUDIO INPUT 1、2端子に接続した楽器などのアナ

ログ・オーディオ出力を本機へ入力します。

S/P DIFは、S/P DIF IN端子に接続した楽器、DATなどのデジタ

ル・オーディオ出力を本機へ入力します。(P0: 0-7a“Input”、

Global P0: 0-3a “Input”)

2) “Mono-1/Mono-2/Stereo”で入力ソースとサンプリングする

チャンネルをモノラルかステレオで設定します。

Mono-1はInput1を使用しL-MONOにサンプリング、Mono-2は

Input2を使用しR-MONOにサンプリング、StereoはInput1、2を

ステレオで使用し、サンプリングするように設定されます。

3) “To”でイントラック・サンプリング用のトラックを選びます。

選択したトラックへ自動的にノート・データを書き出します。

4) “Program”でコンバート先のプログラムを指定します。

サンプリングが終了すると、新規マルチサンプル作成からプログラム

へのコンバート、トラックへのプログラムのアサインを自動的に行い

ます。

5) イントラック・サンプリングを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーター

と設定値についてはp.66)

イントラック・サンプリングをするには、コマンドを実行後、次の手

順で作業します。

1) “Location”でソングをプレイバックする位置を設定します。

2) SAMPLING [REC] キーを押してサンプリング・スタンバイに

します。

3) SEQUENCER [START/STOP] キーを押してプレイバックし

ます。

4) サンプリングを開始するタイミングでSAMPLING [START/

STOP]キーを押します。イントラック・サンプリングが始まります。

5) “Source Audio”で選択したAUDIO INPUT端子に接続した

楽器等で演奏します。

6) 演奏後、SAMPLING [START/STOP] キーを押すと、サンプ

リングのみが終了します。またSEQUENCE [START/STOP]

キーを押すと、サンプリングとソングのプレイバックが終了します。

サンプリングしたデータを確認するには、“Location”を戻してか

らSEQUENCER [START/STOP] キー押し、ソングをプレイバッ

クします。

または、“To” (ダイアログ)で設定したトラックを“Track Select”

(0-1a)で選び、鍵盤のC2を弾きます。
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Audio Sampling Setup
自動設定されるパラメーターと設定値

Parameter 1. Initialize 2. Resample 3. In-Track 4. 2ch Mix to
SEQ Play Sampling Media

Input (Input Source) : Analog, S/P DIF*1 Analog, S/P DIF*1  (Source Audio)*2 Analog, S/P DIF*1

Input1 :
Level 127 127 127 127
Pan L000 L000 L000 L000
BUS Select Off Off 1/2 Off
Send1 000 000 000 000
Send2 000 000 000 000

Input2 :
Level 127 127 127 127
Pan R127 R127 R127 R127
BUS Select Off Off 1/2 Off
Send1 000 000 000 000

Send2 000 000 000 000
Sampling Setup :
Source BUS L/R L/R Indiv.1/2 L/R
Trigger Sequencer START SW Note On Sampling START SW Sequencer START SW
Save to RAM (Save to) RAM MEDIA
Mode Stereo Stereo (Source Audio)*3 Stereo
Sample Time: RAM 最大 - - -
Sample Time: MEDIA 4min 59.999sec - - -
Recording Level [dB] -12.0 -12.0 +0.0 -12.0

Select Bank & Smpl No.
(Page Menu Command) :
Auto +12dB On On On Off -
Convert to Program Off (Convert to Program) On -
Program -  (Program)  (Program) -
MS - 新規作成*4 新規作成*4 -
Orig.Key - C2*4 C2*4 -
Seq.Event Off Off On -
Track -  - (To) -

サンプリングする音をモニターするには、INDIV. 1 2 OUTを使

用します。AUDIO OUTPUT MAIN L 、R、INDIV 1、2をミキ

サー等に接続して、出力をモニターしてください。

入力ソースにインサート・エフェクトをかけるときは、Sequencer

P0: Play/REC SamplingページのInput1、2の“BUS(IFX/

Indiv.) Select ”でIFX1～IFX5を選択します。使用したインサー

ト・エフェクト通過後の“BUS Select”を1/2に設定します。

サンプリングを開始する方法を変える場合は“Trigger”の設定を

変更してください。Thresholdに設定すると、入力レベルが設定

値を越えたと同時にリサンプリングを開始します。

サンプリング先のサンプル・メモリー（RAM）は、ページ・メニュー・

コマンド“Select Bank & Smpl No.”（0-7A）で設定します。

プレイバック中に連続してサンプリングする場合は、“Au t o

Optimize RAM”(Global P0: 0-3b)をOffに設定します。

イントラック・サンプリングを実行した後、続けてサンプリングすると

自動的にC#2、D2・・・のようにサンプルがマルチサンプルにアサ

インされます。ただし、Auto Sampling Setupを再び実行し、サ

ンプリングすると新規マルチサンプルにサンプルが作成されます。

“Source Audio”でS/P DIFを選んだ場合は、“System

Clock”（Global P0: 0-2a）でシステム・クロックを変更します。

その他、「Resample SEQ Play選択時」の  b)～f)を参照し

てください。

-: 自動設定しない

（ ）のついたものは、ダイアログ中のパラメーターの

設定によって自動設定されます。

*1: Analog、S/P DIFのそれぞれの設定（“Input1”お

よび“Input2”）が自動設定されます。

*2: ダイアログ中の“Source Audio ”で指定した入力

ソースの設定（“Input1”および“Input2”）が自動

設定されます。

*3:“Mono-1/Mono-2/Stereo”がMono-1のとき

L-Mono、Mono-2のときR-Mono、Stereoのとき

Stereo。

*4:“Save to”がRAM、“Convert to Program ”が

Onのとき。

イントラック・サンプリングを選択して実行すると、

“To”で設定したトラックの“Status”がBTHに自

動設定されます。

2ch MIX to Media選択時:

“2ch Mix to Media”を実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーターと

設定値についてはp.66)

ソングを2chのWAVEファイルにするには、2ch Mix to Media

を実行後、次の手順で作業します。

1) リサンプリングするソングを選びます。

2) SAMPLING [REC] 、[START/STOP]キーを順番に押します

（スタンバイ）。

3) SEQUENCER [START/STOP] キーを押します。ソングがプ

レイバックされ、同時にリサンプリングが始まります。

4) ソングのプレイバックが終わると、リサンプリングが終了し、

WAVEファイルが作成されます。プレイバック中でもSEQUEN-

CER [START/STOP] キーを押すことによって、プレイバックと

リサンプリングを終了し、WAVEファイルが作成されます。

作成したWAVEファイルを確認するには、ページ・メニュー・コマ

ンド“Select Directory ”で確認します。

作成されるWAVEファイルのセーブ先は、ページ・メニュー・コマ

ンド“Select Directory ”で設定します。



Se
qu

en
ce

r
 P

0
 P

1
 P

2
 P

3
 P

4
 P

5
 P

6
 P

7
 P

8
 P

9

67

0–8: Preference
リアルタイム・レコーディングに関する設定をします。その他、メトロノー

ムを設定します。

0–1

0–1a

0–8a

0–1b

0–8b

0–8a: Recording Setup

Recording Mode [Over Write...Loop All Tracks]
リアルタイム・レコーディングの方法を設定します。

レコーディングの手順はOG p.43を参照してください。

Over Write
通常、最初にレコーディングするときは、この方法を選びます。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してからSEQUENCER

[START/STOP]キーを押し、レコーディングを開始します。もう一度

[START/STOP]キーを押すとレコーディングが終了します。

すでにデータがレコーディングされているトラックに対してこの方法で

レコーディングすると、レコーディングし始めた小節以降のデータをす

べて消去します。

Over Dub
すでにレコーディングされているトラックにデータを追加するときは、こ

の方法を選びます。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してから、SEQUENCER

[START/STOP]キーを押してレコーディングを開始します。もう一度

[START/STOP]キーを押すとレコーディングが終了します。

すでにレコーディングされているデータはそのまま残り、新しいデータ

が追加されます。

Manual Punch In
すでにレコーディングされているトラックのデータを、SEQUENCER

[REC/WRITE] キー、フット・スイッチの操作で部分的に書き替えるとき

は、この方法を選びます。

SEQUENCER [START/STOP] キーを押してソングをプレイバック

します。レコーディングをし直す小節でSEQUENCER [REC/WRITE]

キーやフット・スイッチを押すと、レコーディングを開始します。レコー

ディングが終わった時点でもう一度[REC/WRITE] キーやフット・スイッ

チを押すと、レコーディングが終了します。

Auto Punch In
すでにレコーディングされているトラックのデータを、自動で部分的にレ

コーディングし直すときは、この方法を選びます。

Auto Punch Inを選ぶと、右側に“M＊＊＊(Auto Punch In Start

Measure)－M＊＊＊(Auto Punch In End Measure) ”が表示され、

書き替える小節範囲をあらかじめ指定します。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してからSEQUENCER

[START/STOP]キーを押すと指定した小節の前までをプレイバック

し、指定した範囲(Auto Punch In Start Measure ～Auto Punch

In End Measure)だけがレコーディングされ、新たなデータがレコー

ディングされます。

M–M (Auto Punch In Start Measure – Auto Punch In
End Measure) [M001…M999 – M001…M999]
“Recording Mode”がAuto Punch In時のレコーディング開始の

小節と終了の小節を設定します。

Loop All Tracks
指定した小節範囲のトラックを繰り返しレコーディングし、データを追加

していくときは、この方法を選びます。ドラム・パターンの作成などに向

きます。

Loop All Tracksを選ぶと、右側に“M＊＊＊(Loop Start Measure)

－M＊＊＊(Loop End Measure) ”が表示され、繰り返しレコーディン

グする小節範囲をあらかじめ指定します。

SEQUENCER [REC/WRITE]キーを押してからSEQUENCER

[START/STOP]キーを押すと、指定した小節の前までをプレイバックし

た後、指定した範囲(Loop Start Measure～Loop End Measure)

を繰り返しレコーディングします。すでにレコーディングされているデー

タはそのまま残り、新しいデータが追加されます。

また、レコーディング中に“Remove Data”をチェックして、不要な

データを削除することができます。

“Multi REC”チェック時、このパラメーターは選べません。

M–M (Loop Start Measure – Loop End Measure)
[M001…M999 – M001…M999]

“Recording Mode”がLoop All Tracks時のレコーディングを繰

り返す区間の小節を設定します。

レコーディングを繰り返す区間の小節を設定します。

Remove Data [Off, On]
Loop All Tracksでのレコーディング中に不必要な演奏データを消去

します。“Recording Mode”でLoop All Tracksを選択したときに

有効です。

On(チェックする): Loop All Tracksでレコーディング中に、消去した

い演奏データに対応した鍵盤(ノート・ナンバー)を押すと、押している間

に演奏された演奏データから鍵盤で指定したノート・ナンバーのデータだ

けが消去されます。

同様にコントローラーのデータも消去できます。例えば、ジョイスティック

をX(横)方向に傾けている間はベンドのデータを、鍵盤を押し込んでいる

間はアフタータッチのデータが消去されます。

また、SEQUENCER [REC/WRITE]キーを押すと、押している間のす

べての演奏データが消去されます。

Multi REC [Off, On]
On(チェックする): マルチトラック・レコーディング・モードになります。

複数のトラックを同時にレコーディングするときにチェックします。

アルペジエーターを使ってチャンネルの異なる複数トラックの演奏をリ

アルタイム・レコーディングするときなどに使用します。

チェックをすると、すべてのトラックの“PLAY/MUTE/REC”(0-1c/

2c)(ボタン)が同時にRECになります。レコーディングしないトラックは

“PLAY/MUTE/REC”(ボタン)を押して、PLAYまたはMUTEにしま

す(PLAY→MUTE→RECの順番で切り替わります)。

また、本機に接続したマルチトラック・シーケンサーからMIDIチャンネ

ルが異なる複数のMIDIデータを受信して、複数のトラックへ同時にレ

コーディングすることができます。(☞OG p.45)

この場合“Track Select ”(0-1a) の設定とは関係なく“PLAY/

MUTE/REC”をRECにしているトラックに、MIDIチャンネルが一致す

るMIDIデータがレコーディングできます。
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“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)をExternal MIDIまたは

External USBにして外部シーケンサーに同期させるとよいでしょう。

ただし、テンポの変化はレコーディングできません。(☞p.296「外部機

器からの演奏データをレコーディングする」)

Off(チェックしない): シングルトラック・レコーディング・モードになりま

す。“Track Select”で選んだトラックにレコーディングします。

“Recording Mode”でLoop All Tracksを選んでいるときは

選べません。

0–8b: Metronome Setup

メトロノームを設定します。

Sound [Only REC, REC & Play, Off]
Only REC: レコーディング時のみメトロノームが鳴ります。

REC & Play: レコーディング時とプレイバック時にメトロノームが鳴

ります。

Off: メトロノームは鳴りません。ただし、レコーディング開始時のプリカ

ウントは鳴ります。

このパラメーターは“Metronome Sound”(6-1b)でも設定できま

す。

BUS (Output) Select
[L/R, L, R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube)]

メトロノーム音の出力先を設定します。

L/R, L, R: OUTPUT (MAIN) L/Mono 、Rから出力します。

1 , 2 , 3(Tube) , 4(Tube) , 1/2 , 3/4(Tube): OUTPUT

(INDIVIDUAL) 1 、2、3、4からそれぞれ出力します。

Level [000…127]
メトロノームの音量を設定します。

Precount [Measure] [0…2]
レコーディング時のプリカウントする小節数を設定します。

0にすると、(SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押した後)

SEQUENCER ［START/STOP］キーを押した瞬間にレコーディン

グが始まります。

Sequencer P1: Cue List

1–1: Cue List
キュー・リストは、複数のソングを連続してプレイバックします。各ソング

では繰り返す回数を指定することができます。

本機では20個のキュー・リストが作成でき、1つのキュー・リストには最

大99個までのソングを任意につなげることができます。

キュー・リストを構成する単位をステップといい、1つのステップにソン

グ・ナンバー、リピート(繰り返し回数)を指定します。

例えば、イントロ、Aメロディー、Bメロディー、サビ、ソロ・バッキング、エ

ンディングなどの1曲を構成する単位を、それぞれソングごとに作成し、

キュー・リストでイントロを2回、Aメロディーを4回、Bメロディーを4

回、サビを2回、Aメロディーを4回、・・・などと組み合わせて1曲を完

成させることができます。曲の構成を変えたいときなどに、このキュー・

リストで効率よく作業することができます。

また、ページ・メニュー・コマンド“Convert to Song ”(1-1D)で、

キュー・リストで組み合わせた各ソングを1つのソングにコンバートす

ることができます。

バッキングをキュー・リストで作成し、ソングにコンバートし、使用してい

ないトラックにソロ・フレーズを加えるというような使い方もできます。

キュー・リストでエフェクトの設定を切り替えてプレイバックすると

きは、ソングの切り替わるまでに時間がかかる場合があります。こ

のような場合は、“Convert to Song”で、1曲にコンバートする

ことによって、連続して再生することができます。（☞p.70）

1–1

1–1a

1–1c

1–1b

1–1d

1–1a: Location, Meter, � , Tempo Mode,
Cue List Select, Track Select

Location [0001:01.000…9999:16.191]
選ばれているキュー・リストの現在位置を表示します。

左から、小節(Location Measure) 、拍(Location Beat)、クロック

(Location Tick)を表示します。それぞれを個別に設定でき、キュー・

リストの現在位置が移動します。

拍とクロックの可変範囲は、該当するソングに設定している拍子によっ

て異なります。

“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)がInternalのとき、キュー・

リストのロケーションを変えると、そのたびにソング・ポジション・ポ

インター・メッセージを送信します。また、External MIDIまたは

Externa l  USBの場合、“Rece ive  Ext .  Rea l t ime

Commands”(Global P1:1-1a)がオンのとき、指定したソース

からのソング・ポジション・ポインター・メッセージを受信すると、ロ

ケーションが変わります。ロケーションが、ソング・ポジション・ポイ

ンター・メッセージのデータ範囲をこえる場合は送信しません。
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Meter (Time Signature) [1/4...16/16]
再生しているソングの拍子を表示します。

� (Tempo)  [040...240]
キュー・リストでソングをプレイバックするときのテンポを設定します。

(「0-1a: Tempo」)

Tempo Mode [Auto, Manu]
Auto: 現在選ばれているのソングで設定しているテンポに従ってプレ

イバックします。プレイバック中は、“� (Tempo)”の設定、変更はできま

せん。

Manu (Manual): ソングで設定しているテンポを無視して、上記“ �
(Tempo)”での設定でプレイバックします。

Cue List Select [C00...C19: name]
プレイバックするキュー・リストを選びます。

キュー・リストでソングをプレイバックするときは、あらかじめメディアか

らデータをロードしたり、外部MIDIシーケンサーからMIDIダンプ・デー

タを受信して、必要なデータをインターナル・メモリーに取り込んでくだ

さい。

“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)がInternalのとき、このペー

ジでキュー・リストを選ぶと、そのたびにソング・セレクト(キュー・リ

スト・ナンバーに対応)とソング・ポジション・ポインター・メッセージ

を送信します。External MIDIまたはExternal USBのとき、指

定ソースからのソング・セレクト・メッセージの受信で、キュー・リス

トが切り替わります。

Track Select [Track01...Track16, Master Track]
プレイバックに合わせて鍵盤で演奏するトラックを選びます。

キュー・リストは、“Step”(1-1c)で選んだソングのトラック設定と演奏

データに従って、プレイバックします。

ここで選ばれるトラックはソングごとに設定できます。

ソングを連続してプレイバックするときに、同じプログラムで鍵盤による

演奏をしたい場合は、“Step”のソングごとに“Track Select”(0-1a)

で、同じトラック、プログラムを設定してください。

右側には、“Track Select”で選択したトラックのプログラム・バンク・

ナンバー、プログラム・ナンバー、ネームが表示されます。

Master Track の設定は無効です。最後に選択したTrack1 ～

16が有効になります。

1–1b: Selected Step Information

現在選択、またはプレイバックしている“Step”の情報を表示します。

STEP (01...99/01...99)
左側に選択されているステップ・ナンバー、右側に総ステップ数(最後の

ステップは含みません)を表示します。

SONG (000...199)
選択されているステップのソング・ナンバー/ネームを表示します。

Length (000...999)
選択されているステップのソングの小節数を表示します。

1–1c: Step, Song, Repeat, Load FX?

Step [Measure] [01...100 (M0001...M9999)]
ステップ・ナンバーとその開始小節を表示します。

“Step”に各ステップ・ナンバーを示します。マークが付いた“Step”

が現在選択またはプレイバックされているステップです。“Song”(1-

1c)または“Current Step”(1-1d)で直接選ぶことができます。停止

時、SEQUENCER [START/STOP] キーを押すと、このステップより

プレイバックします。

“Measure”に各ステップの開始小節を表示します。エディットはでき

ません。

Song (Cue Edit-Song)
[S000...S199: name/End, Continue to Step01]

S000...S199: ステップにソングを設定します。プレイバック中は設定

できません。

EndとContinue to Step01は、キュー・リストの一番最後のステップ

にのみ設定可能です。

End: キュー・リストの一番最後のステップでプレイバックを終了します。

Continue to Step01: キュー・リストの一番最後のステップで“Step”

01に戻り、キュー・リストをエンドレスでプレイバックします。終了する場

合はSEQUENCER [START/STOP]キーを押します。

Repeat [01...64, FS]
ステップのソングを何回繰り返すか設定します。

FS: リア・パネルに接続したフット・スイッチでリピートを終了するタイミ

ングをコントロールできます。フット・スイッチを踏むと、そのソングの終

わりで、リピートせずに次のステップへ移行します。“Foot Switch

Assign”(Global P2:2-1a)をCue Repeat Controlに設定します。

Load FX? (Cue Edit-Load Fx) [Off, On]
ステップに設定したソングのエフェクトを使用するかどうかを設定します。

On(チェックする): ステップに設定したソングのエフェクトが有効にな

ります。ステップが切り替わるとき、エフェクトの設定も同時に切り替わ

ります。

Off(チェックしない): エフェクトの設定は切り替わりません。

エフェクトの設定によっては、エフェクトが切り替わるまでにある程

度の時間がかかります。この場合、ソングからソングへの繋ぎ目が

スムーズに再生できません。

ソングからソングの繋ぎ目をスムーズに行うには、“Step”01で

“Load FX?”をチェックします。残りのステップでは“Load FX?”

をチェックしません。

この設定では、再生スタート前にエフェクトが設定されるので、

キュー・リストの再生スタート時やソングからソングの繋ぎ目での

タイムラグはありません。

エフェクトの種類をキュー・リストの途中で変更する等はできませ

んが、ダイナミック・モジュレーション機能やMIDIコントロール・

チェンジのエフェクト・コントロール等を使用して、あるソングでは

リバーブを深くかけ、あるソングではLFOのスピードを上げるな

ど、エフェクトをコントロールできます。

キュー・リストを使用して1つの曲を作成するときは、この方法を

おすすめします。ページ・メニュー・コマンド“Convert to Song”

(1-1D)の実行にも、“Step”01のソングのエフェクト設定が、コ

ンバート先のソングに設定されます。

“Load FX?”にチェックしていない場合でも、ソングの演奏デー

タによっては再生時にソングからソングの繋ぎ目でのタイムラグが

発生することがあります。またソングからソングの繋ぎ目の演奏

データが正しいタイミングで発音しないことがあります。ソングの

演奏データをエディットしたり、ソングへコンバートしてソングを再

生してください。“Convert to Song”(1-1D)で1つのソングに

コンバートしてソングを再生すると、繋ぎ目でのタイムラグは発生

しません。また演奏データも正しいタイミングで発音します。
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1–1d: Insert, Cut, Copy, Current Step

Insert
CopyボタンやCutボタンでバッファーに一時的に保存したステップ・

データを、Insertボタンを押して“Current Step ”に挿入します(コ

ピーやカットを実行する前は初期データを挿入します)。

Cut
Cutボタンを押すと“Current Step”のデータをカットして、削除した

データをバッファーに一時的に保存します。カットした直後にInsertを

行うと、カット前の状態に戻ります。

Copy
Copyボタンを押すと“Current Step ”のデータをバッファーに一時

的に保存します。

Insertボタンを押してコピーしたステップのデータを“Current

Step”に挿入します。

Current Step [01...100]
インサート、カット、コピーを実行するステップを選びます。

また、途中のステップより再生する場合は、ここでそのステップを選び、

SEQUENCER [START/STOP] キーを押します。

キュー・リストの作成と編集方法については、OG p.53を参照してくだ

さい。

▼ 1–1: Page Menu Command

0–1A

1–1A

1–1B

1–1C

1–1D

1–1E

0–1I

0–1J

1–1A: Rename Cue List
選択しているキュー・リストをリネームします。16文字まで入力が可能

です。(☞OG p.115)

1–1B: Delete Cue List
現在選ばれているキュー・リストを削除します。

①“Delete Cue List”を選び、ダイアログを表示します。

② デリート・キュー・リストを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。実行すると、現在選ばれている

キュー・リストの設定データを削除します。

1–1C: Copy Cue List
現在選ばれているキュー・リストに、別のキュー・リストの設定をコピー

します。

①“Copy Cue List”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のキュー・リストを指定します。

③ コピー・キュー・リストを実行するときはOKボタンを、実行しないと

きはCancelボタンを押します。

実行すると選択されているキュー・リストの設定データを削除し、コ

ピー元のデータに書き替えます。

1–1D: Convert to Song (Convert Cue List to Song)
複数のソングで構成しているキュー・リストを、1つのソングにコンバー

トします。キュー・リストではトラックに追加レコーディングはできません

が、ソングにコンバートすることで、空いたトラックにソロ演奏などをレ

コーディングすることが可能になります。

またメディアにSMFで書き出すときにもソングにコンバートする必要

があります。コンバートを実行すると、“Step”01に選択したソングの

トラックやエフェクトの設定がコンバート先のソングにコピーされ、それ

以降のソングのトラックやエフェクトの設定は、すべて“Step”01のソ

ングを基準にコンバートされます。

① ソングにコンバートするキュー・リスト(C00～C19)を選びます。

②“Convert to Song”を選び、ダイアログを表示します。

③“To Song”でコンバート先のソング・ナンバーを指定します。

新規にソングを選ぶと、確認のダイアログが表示されます。

OKボタンを押すと新規ソングを作成し、そのソングにコンバートし

ます。

④ コンバートを実行するときはOK ボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

すでに設定、演奏データがあるソングを選択し、実行するとそのソン

グのデータを消去し、キュー・リストからコンバートしたデータに書き

替えますので、実行前に注意してください。

実行した後、[COMPARE] キーを押すと実行前の状態に戻すことが

できます。

“Convert to Song”では、キュー・リストの以下の内容がソングへコ

ンバートされます。

・“Step”01のSong/Trackパラメーター設定

Song/Trackパラメーター設定は“Step”01の設定が使用されます。

トラックのMIDIチャンネルは“Step”01のソングの設定が使用

されます。“Step”02以降のソングで異なる設定をしていた場

合、キュー・リストの再生状態をソングにコンバートできなくなる場

合があります。キュー・リストで作成する曲に使用するソングは、再

度ソングにコンバートすることを考慮して、トラックのMIDIチャン

ネルはあらかじめそろえておくことを心がけてください。

以下のトラック・パラメーターはコンバートに反映されません。MIDI

チャンネル同様にキュー・リストで使用するソングでは、設定をそろ

えておくことをおすすめします。

SOLO ON/OFF, Status, MIDI Channel, Bank Select(When Status =

EX2), Force OSC Mode, OSC Select, Delay, Use Programs Scale,

MIDI Filter, Key Zone, Velocity Zone

・ トラック・イベントにコンバートされるSong/Trackパラメーター

“Step”01のソングの2回目以降のリピート、“Step”02以降の

ソングの設定は、すべてトラック・イベント(演奏データ)にコンバート

されます。コンバートされる内容は次のとおりです。

Track1~16 Program Select, Pan, Volume, Portamento,

Detune, Bend Range

Master Track Tempo, Meter
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“Pan”(0-3a/4a)がRNDのときC064にコンバートされます。

“Portamento”(2-3a/4a)がPRG、“Bend Range”(2-5a/

6a)がPRGまたは－値のとき、コンバートに反映されません。

“Detune”(2-5a/6a)は、RPNファイン・チューニングとコース・

チューニングに分けて、イベントにコンバートされます。

例えば、“Detune”の設定が＋600のとき、ファイン・チューニン

グが00、コース・チューニングが6になります。ファイン・チューニ

ングでは、再生ピッチを変化(Detune)させます。コース・チューニ

ングでは、再生するノートを変化(Transpose)させます。このた

め、ドラムス・プログラムなど、プログラムによっては、キュー・リス

トでの再生状態をソングで再現できない場合があります。

・“PLAY/MUTE”

(P0: Program T01-08, 09-16 “PLAY/MUTE/REC”)

トラック・パラメーター“PLAY/MUTE”がソングに反映されます。

“SOLO ON/OFF”は反映されません。

・“Track Play Loop”(P0: PlyLoop 1-8, 9-16ページ)

“Track Play Loop ”がオンになっている場合、“Loop Start”か

ら“Loop End”までをマスター・トラックの最後の小節まで展開し

ます。

例えば、“Track Play Loop”がM005～M008、マスター・トラッ

クの小節が10まであった場合、トラックの先頭からM005、6、7、

8、M005、6、7、8、M005、6と展開します。

・ “Play Intro” (P0: PlyLoop 1-8, 9-16ページ)

“Track Play Loop ”がオンになっている場合、Play Loopの設

定に従ってマスター・トラックの最後の小節まで展開します。

“Play Intro ”をチェックしている場合、トラックの先頭から“Loop

End”までを展開し、その後“Loop Start”から“Loop End”まで

をマスター・トラックの最後の小節まで展開します。

“Play Intro ”をチェックしていない場合、“Loop Start”から

“Loop End”までをマスター・トラックの最後の小節まで展開しま

す。

例えば、“Track Play Loop”がM005～M008、マスター・トラッ

クの小節が10まであった場合、“Play Intro”をチェックしている

ときは、トラックの先頭からM001、2、3、4、5、6、7、8、M005、

6、7、8、M005、6と展開します。

“Play Intro ”をチェックしていない場合は、“Track Play Loop ”

の例を参照してください。

・ パターン

“Step”01のソングのパターンがコンバート先のソングのパター

ンにコピーされます。

“Step”01の2回目以降のリピート、“Step”02以降のソングの

トラックにパターンがある場合は、トラック・イベント(演奏データ)に

展開されます。

・“Transpose”

“Step”02以降のソングの各トラックの“Transpose”(2-5a/

6a)が“Step”01のソングの設定と異なる場合、ノート・データの

ノート・ナンバーがシフトされます。

例えば、“Step”01の“Transpose”が＋1で、“Step”02の

“Transpose”が－1の場合、“Step”02のトラックのノート・ナン

バーが2下がります。

・“Repeat”FS(Foot Switch)→“Repeat”1

“Repeat”をFS(Foot Switch)に設定している場合、“Repeat”

1にコンバートされます。

“Convert to Song ”を実行して、キュー・リストをソングにコン

バートするときに、キュー・リストでのリピートの設定、キュー・リス

トで使用しているソングのパターン、トラック・プレイ・ループの設

定は、すべてノート・データ等のイベントとしてコンバートされま

す。そのためデータ量が増え、内部メモリーの残量によってはコン

バートできない場合があります。特に長いソングをキュー・リストで

使用している場合や、リピートを多く設定している場合、またソング

でパターンを多く使用している場合などは、“Convert to Song”

をキュー・リスト作成中に試して、メモリー残量を確認しながら作成

してください。

999小節を超えるキュー・リストはソングにコンバートできません。

1–1E: Copy Song
“Step”に設定されたソングの一部(数小節)をコピーし、1つのソング

にします。キュー・リストでの曲の構成や展開を変更したいときに便利

です。

例えば、8小節のソングの中の5～8小節を繰り返したいときなどに、

その区間を“Copy Song”で4小節のソングとして作成します。

そして、作成したソングを“Step”に配置して、その区間をリピートさせ

るというような使い方ができます。

①“Current Step”または“Song”で数小節をコピーしたいソングを

選びます。

②“Copy Song”を選び、ダイアログを表示します。

③ コピーしたい区間の小節を指定します。

“From Measure”で始めの小節を、“To End of Measure”で

終わりの小節を指定します。

④“To Song”で、コピー先のソングを指定します。新規にソングを選

ぶと、確認のダイアログが表示されます。OKボタンを押すと新規ソ

ングを作成し、そのソングにコピーされます。

すでに設定や演奏データがあるソングを選び、実行すると、そのソン

グのデータは消去され、コピー元のデータに書き替えられますので、

実行前に注意してください。

⑤“Replace to original Song in Cue List”をチェックして実行

すると、“Current Step ”のソングが新たに作られたソングに入れ

替わります。

チェックしないで実行すると入れ替わりは行われません。実行後、

キュー・リストのステップにそのソングを選択することができます。

⑥ コピー・ソングを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。
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Sequencer P2: Trk Param

2–1: MIDI Ch 1–8 (MIDI Ch T01–08)
2–2: MIDI Ch 9–16 (MIDI Ch T09–16)

各トラックのMIDIに関する設定を行います。

0–1

0–1a

2–1a

LSB
MSB

0–1b
0–3a

2–1(2)a: Status, MIDI Channel, Bank Select

Status [INT, Off, BTH, EXT, EX2]
各トラックのMIDIと内部音源の状態(Status)を設定します。

INT: そのトラックにレコーディングされている演奏データをプレイバッ

クする、またはINTに設定したトラックを“Track Select”(0-1a)で選

んで本体の鍵盤やコントローラーを操作すると、本体の音源が発音し、

外部へはMIDIデータを送信しません。

Off: プログラムは発音しません。またMIDIデータも送信しません。

BTH: INTとEXTの両方の動作をします。そのトラックにレコーディン

グされている演奏データをプレイバックする、またはBTHに設定したト

ラックを選んで本体の鍵盤やコントローラーを操作すると、本体の音源

が発音し、同時にその演奏データをMIDIで送信します。

EXT: そのトラックにレコーディングされている演奏データをプレイバッ

クする、またはEXTに設定したトラックを選んで本体の鍵盤やコント

ローラーを操作すると、MIDIデータを送信しますが、本体の音源は発音

しません。

他のソングを選んだときや、ソングの先頭に戻ったとき、EXTに設定した

トラックのプログラム・チェンジ、ボリューム、パンポット、ポルタメント、セ

ンド1、2、ポストIFXパン、ポストIFXセンド1、2をMIDIで送信します。

EX2: “Bank Select (When Status=EX2) ”が有効になります。

本機で選択できるA～Nのバンク・ナンバーにかわって、ここで設定し

たバンク・ナンバーをMIDIで送信します。他はEXTと同様です。

MIDIデータの送受信は、“MIDI Channel”で設定したトラックご

とのMIDIチャンネルを使用します。

レコーディングしたデータ

本体での操作 受信したデータ

Status 内部音源 MIDI OUT 内部音源 MIDI OUT

INT ◯ × ◯ －

EXT, EX2 × ◯ × －

BTH ◯ ◯ ◯ －

MIDI Channel [01…16]
トラックが演奏データを送受信するときに使用するMIDIチャンネルを

設定します。ここで設定したMIDIチャンネルは、“Status”がINTのと

きは受信チャンネル、EXT、EX2のときは送信チャンネル、BTHのとき

は送受信チャンネルになります。INTでMIDIチャンネルが同じトラック

はMIDIデータの受信や、シーケンサー・トラックの演奏データで、同じよ

うに発音し、コントロールされます。

Bank Select (When Status=EX2) [000:000...127:127]
“Status”がEX2のときに送信するバンク・ナンバーを設定します。

左側がMSB、右側がLSBです。

“Status”がEX2以外のとき、ここでの設定は無効となります。

2–3: OSC 1–8 (OSC T01–08)
2–4: OSC 9–16 (OSC T09–16)

各トラックの発音に関するパラメーターを設定します。

0–1

0–1a

2–3a

0–1b
0–3a

2–3(4)a: Force OSC Mode, OSC Select, Portamento

Force OSC Mode [PRG, Poly, MN, LGT]
トラック1～16で選択したプログラムのVoice Assign Mode

(Program P1:1-1b) を設定します。(☞Combination P2:2-2a)

OSC Select [BTH, OS1, OS2]
トラック1～16で選択したプログラムの“Osci l lator Mode ”

(Program P1:1-1a) を設定します。“Oscillator Mode”がDouble

のときは、一方のオシレーターのみを発音させることができます。

(☞Combination P2:2-2a)

Portamento [PRG, Off, 001...127]
トラック1～16にポルタメントの効果を設定します。(☞Combination

P2:2-2a)

ここで設定するポルタメントは、ソングの先頭からのプレイバック、レ

コーディングで使用されます。レコーディング中に設定を変えると演

奏データとしてレコーディングされます(ただし、PRGにしたときは

レコーディングされません)。プレイバック中に設定を変えることもで

きます。ただしレコーディングしたポルタメント・オン/オフ、ポルタ

メント・タイムのデータがある場合は、それらに従って設定が変わり

ます。

“Status”(2-1a/2a)が INT、BTHのトラックは、MIDIコント

ロール・チェンジCC#05(ポルタメント・タイム)、CC#65(ポルタ

メント・スイッチ)の受信でコントロールでき、設定が変わります(設

定がPRGのとき、CC#05ポルタメント・タイムは受信しません)。

ソングを変えたときや、ソングの先頭に戻ったとき“Status”が

BTH、EXT、EX2のトラックは、ここの設定をMIDIで送信します。

OffのときはCC#65で0を送信します。001～127のときは

CC#65で127を、CC#05で1～127を送信します。PRGの

ときは送信しません。

“MIDI Channel”(2-1a/2a)で設定する各トラックのMIDIチャ

ンネルで送受信します。
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2–5: Pitch 1–8 (Pitch T01–08)
2–6: Pitch 9–16 (Pitch T09–16)

各トラックのピッチに関する設定をします。

2–5

0–1a

2–5a

0–1b
0–3a

2–5(6)a: Transpose, Detune, Bend Range

Transpose [–24...+24]
各トラックの音程を半音単位で調整します。

12で1オクターブです。

Detune (BPM Adj. in Page Menu) [–1200... +1200]
各トラックの音程を、基準のピッチから1セント単位で調整します。

0: 基準ピッチです。

ページ・メニュー・コマンド“Detune BPM Adjust”(2-5A)を使用し

てBPM単位の計算により自動的にDetuneをセットすることができま

す。

“Transpose”、“Detune”の設定は、MIDI で送信するノート・

データには影響しません。“Transpose”、“Detune”はMIDI

RPNの受信でコントロールできます。トラック1～16で設定した

プログラムの“Oscillator Mode”(Progaram P1:1-1a) の設

定で次のようにコントロールされます。“MIDI Channnel ”(2-

1a/2a)で設定する各トラックのMIDIチャンネルでコントロール

します。

・ “Oscillator Mode”がSingle、Doubleのとき、MIDI RPNのコー

ス・チューンの受信で“Transpose”が、ファイン・チューンの受信で

“Detune”がそれぞれのコントロールされ、設定が変わります。

・ “Oscillator Mode”がDrumsのとき、MIDI RPNのコース・

チューン、ファイン・チューンの受信で“Detune”がコントロールさ

れ、設定が変わります。コントロールが可能な範囲は、コース・チュー

ン、ファイン・チューンを合わせて±1オクターブとなります。

Bend Range [PRG, –24...+24]
ピッチ・ベンドを操作したときに変化するピッチの範囲を、半音単位で設

定します。

PRG: プログラムで設定したピッチの範囲になります。

－24～＋24: プログラムの設定とは関係なく、ここの設定値で動作し

ます。

MIDI RPNのピッチ・ベンド・レンジの受信でコントロールでき、設

定が変わります(設定がPRGのときは受信しません)。

▼ 2–5: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

2–5A

0–1F 0–1L

2–5A: Detune BPM Adjust
トラックのプログラムに、Samplingモード等でBPMを合わせて作成

(またはMediaモードでロード)したフレーズやリズム・ループなどのマ

ルチサンプル、サンプルを使用しているとき、そのBPMを変更します。

“Detune BPM Adjust”はピッチを変えることによってフレーズやリ

ズムのBPMを変化させます。

トラックの“Detune”が選択されているときに、そのトラックに対して有

効となります。実行すると、選択している“Detune”値が設定されます。

操作方法については“Detune BPM Adjust”(Combination P2:

2-3A)参照してください。

2–7: Other 1–8 (Other T01–08)
2–8: Other 9–16 (Other T09–16)

各トラックに関するその他の設定をします。

0–1

0–1a

2–7a

0–1b
0–3a

2–7(8)a: Delay [ms], Use Program’s Scale, Scale

Delay [ms] [0000...5000, KeyOff]
各トラックのノート・オンから発音するまでのディレイ・タイムを設定しま

す。

KeyOff: ノート・オフで発音します。このときは、使用するプログラムの

アンプEGのサスティン・レベルが0以外のときは音が消えません。チェ

ンバロの音色等で使います。通常は0に設定します。

Use Program’s Scale [Off, On]
各トラックにプログラムごとに設定したスケールを使用するかどうかを

設定します。

On(チェックする): プログラムのスケールを使用します。

Off(チェックしない): Scaleでのスケールを使用します。
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Scale:
ソングで使用するスケールを設定します。

Type (Song's Scale)
[Equal Temperament...User Octave Scale15]

スケールのタイプを選びます。(☞“Type”Program P1:1-1c)

Key [C…B]
選んだスケールの主調和音のキーを設定します。(☞“Key”Program

P1:1-1c)

Random [0…7]
設定した値が大きいほど、発音時のピッチが不規則にずれます。(☞

“Random”Program P1:1-1c)

Sequencer P3: MIDI Filter
トラック1～16が受信するMIDIデータにフィルターをかけるかどうか

を設定します。例えば、同じMIDIチャンネルで発音していても、片方に

ダンパー・ペダルを効かせ、片方には効かせない等の設定ができます。

このMIDIフィルターは、すでにレコーディングされているMIDI

メッセージの送信には影響ありません。

“Status”(2-1a/2a)がBTH、EXT、EX2のトラックで、プログ

ラム、パン、ボリューム、ポルタメント、センド1、2の各パラメー

ターの設定を変えたときに送信されるMIDIメッセージには、ここ

での設定が有効となります。

On(チェックする): MIDIデータの受信がイネーブル(有効)になります。

“Status”(2-1a/2a)がINT、BTHのトラックは、MIDIチャンネルが一致

する、チェックしてある項目のMIDIメッセージを受信します。本機のコント

ローラー操作やMIDIデータの受信によって、チェックしてある項目の効果

がトラックのプログラムに対してかかります(エフェクト・ダイナミック・モジュ

レーション機能はここでの設定は影響しません)。本機全体のMIDI送受信

の設定はMIDI Filter (Global P1:1-1b)で行います。

MIDI 3、MIDI 4ページにある、機能がアサイナブル(ユーザーが設定可能)

なコントローラーのMIDIフィルターは、MIDIのコントロール・チェンジに設

定してある場合、そのコントロール・チェンジに対して有効となります。この

とき、MIDI 1、MIDI 2ページにあるコントロール・チェンジに設定してあ

る場合は、MIDI 1、MIDI 2ページでの設定を優先します。またこのとき、

同じコントロール・チェンジがMIDI3、MIDI 4ページにある複数のコント

ローラーにアサインしてある場合、どれか1つをチェックすると、そのコン

トロール・チェンジは有効となります。

Off(チェックしない): MIDIデータの受信がディセーブル(無効)になります。

3–1: MIDI 1 1–8 (MIDI Filter –1 T01–08)
3–2: MIDI 1 9–16 (MIDI Filter –1 T09–16)

0–1

0–1a

3–1a

0–1b
0–3a

3–1(2)a: Enable Program Change,
Enable After Touch, Enable Damper,
Enable Portamento SW

Enable Program Change [Off, On]
MIDIプログラム・チェンジ・メッセージを受信するかしないかを設定し

ます。

Enable After Touch [Off, On]
MIDIアフタータッチ・メッセージを受信するかしないかを設定します。
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Enable Damper [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#64ホールド(ダンパー・ペダル)を受

信するかしないかを設定します。

Enable Portamento SW [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#65ポルタメント・オン/オフを受信

するかしないかを設定します。

3–3: MIDI 2 1–8 (MIDI Filter –2 T01–08)
3–4: MIDI 2 9–16 (MIDI Filter –2 T09–16)

0–1

0–1a

3–3a

0–1b
0–3a

3–3(4)a:Enable JS X as AMS, Enable JS+Y,
Enable JS-Y, Enable Ribbon

Enable JS X as AMS [Off, On]
MIDIピッチ・ベンド・メッセージ(本体ジョイスティックX方向)の受信に

よって、JS Xに設定したAMS(☞p.272)での効果を設定します(MIDI

ピッチ・ベンド・メッセージの受信に対するフィルターではありません)。

Enable JS+Y [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#1(本機ジョイスティック＋Y方向や、

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBアサインで設定)を受信

するかしないかを設定します。

Enable JS-Y [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#2(本機ジョイスティック－Y方向や、

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBアサインで設定)を受信

するかしないかを設定します。

Enable Ribbon [Off, On]
MIDIコントロール・メッセージCC#16(本機リボン・コントローラーや、

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBアサインで設定)を受信

するかしないかを設定します。

3–5: MIDI 3 1–8 (MIDI Filter –3 T01–08)
3–6: MIDI 3  9–16 (MIDI Filter –3 T09–16)

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのA、Bモードでの効果を送

受信するかを設定します。Aモードでの各ノブのMIDIコントロール・

メッセージは固定です。BモードはP4:Zone/Ctrl, Controller ページ

で設定します。

0–1

0–1a

3–5a

0–1b
0–3a

3–5(6)a: Enable Realtime Control Knob 1...4

Enable Realtime Control Knob 1 [Off, On]
AモードのMIDIコントロール・メッセージCC#74(本機ローパス・フィ

ルター・カットオフ周波数)とBモードのMIDIコントロール・メッセージ

を受信するかしないかを設定します。

Enable Realtime Control Knob 2 [Off, On]
AモードのMIDIコントロール・メッセージCC#71(本機ローパス・フィ

ルター・レゾナンスまたはハイパス・フィルター・カットオフ周波数)とB

モードのMIDIコントロール・メッセージを受信するかしないかを設定し

ます。

Enable Realtime Control Knob 3 [Off, On]
AモードのMIDIコントロール・メッセージCC#79(本機フィルターEG

インテンシティ)とBモードのMIDIコントロール・メッセージを受信する

かしないかを設定します。

Enable Realtime Control Knob 4 [Off, On]
AモードのMIDIコントロール・メッセージCC#72(本機フィルターおよ

びアンプEG、リリースタイム)とBモードのMIDIコントロール・メッセー

ジを受信するかしないかを設定します。
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3–7: MIDI 4 1–8 (MIDI Filter –4 T01–08)
3–8: MIDI 4 9–16 (MIDI Filter –4 T09–16)

0–1

0–1a

3–7a

0–1b
0–3a

3–7(8)a:Enable SW1, Enable SW2,
Enable Foot Pedal/Switch,
Enable Other Control Change

Enable SW1, Enable SW2 [Off, On]
[SW1]、[SW2]キーでの効果を受信するかしないかを設定します。

[SW1]、[SW2]キーは、P4:Zone/Ctrl, Controller ページで設定し

たコントロール・チェンジ・メッセージが対応します。

SW1 Mod.:CC#80、SW2 Mod.:CC#81またはPorta.SW:

CC#65に設定したとき有効です。

Enable Foot Pedal/Switch [Off, On]
ASSIGNABLE PEDAL/SWITCH の効果を受信するかしないかを設

定します。機能はGlobal P2で設定します。MIDIコントロール・チェン

ジに設定したとき有効です。

Enable Other Control Change [Off, On]
前述のMIDI Filter1～4の項目で該当しないMIDIコントロール・メッ

セージを受信するかしないかを設定します。

Sequencer P4: Zone/Ctrl

4–1: Key Z 1–8 (Key Zone T01–08)
4–2: Key Z 9–16 (Key Zone T09–16)

トラック1～16が発音するキーの範囲を設定します。

トップ/ボトム・キーで、トラック1～16が発音する音域を設定し、トッ

プ/ボトム・スロープで、トップ/ボトム・キーからオリジナルの音量にな

るキーの範囲を設定します。

この設定はMIDI の送受信には影響ありません。受信したノート・

データは内蔵シーケンサーにすべてレコーディングされ、また内蔵

シーケンサーや本体鍵盤での演奏によるノート・データはすべて

送信されます。

0–1

4–1a

4–1b

0–1a
0–1b
0–3a

4–1a: Zone Map

トラック1～16のノート、ベロシティによる発音する範囲を表示しま

す。

発音する音域/ベロシティの範囲を線で表示し、そのうちスロープ部分

を網掛けで表示します。

Track 1

1     . . .    16
Track

ベロシティ・ゾーン 
の表示 

Track 16

C-1 G9

キー・ゾーン 
の表示 

ボトム・キー トップ・キー 

ボトム・スロープ 
トップ・ 
ベロシティ 

ボトム・ 
ベロシティ 

トップ・スロープ 

トップ・ 
スロープ 
ボトム・ 
スロープ 

4–1(2)b:Top Key, Top Slope,
Bottom Slope, Bottom Key

Top Key [C–1...G9]
トラック1～16が発音する音域のトップ・キー(上限)を設定します。

Top Slope [00...72]
トップ・キーからオリジナルの音量になるキーの範囲(12を1オクター

ブ)を設定します。

Bottom Slope [00...72]
ボトム・キーからオリジナルの音量になるキーの範囲(12を1オクター

ブ)を設定します。

Bottom Key [C–1...G9]
トラック1～16が発音する音域のボトム・キー(下限)を設定します。

各パラメーター値は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても入力できます。



Se
qu

en
ce

r
 P

0
 P

1
 P

2
 P

3
 P

4
 P

5
 P

6
 P

7
 P

8
 P

9

77

4–3: Vel Z 1–8 (Vel Zone T01–08)
4–4: Vel Z 9–16 (Vel Zone T09–16)

トップ/ボトム・ベロシティで、トラック1～16が発音するベロシティの

範囲を設定し、トップ/ボトム・スロープで、音量を変化させる範囲を設

定します。

この設定はMIDI の送受信には影響しません。受信したノート・

データは内蔵シーケンサーにすべてレコーディングされ、また内蔵

シーケンサーや本体鍵盤での演奏によるノート・データはすべて

送信します。

0–1

4–1a

4–3a

0–1a
0–1b
0–3a

4–3(4)a:Top Velocity, Top Slope,
Bottom Slope, Bottom Velocity

Top Velocity [1…127]
トラック1～16が発音するためのベロシティの最大値を設定します。

Top Slope [0…120]
トップ・ベロシティからオリジナルの音量になるまでの値を設定します。

Bottom Slope [0…120]
ボトム・ベロシティからオリジナルの音量になるまでの値を設定します。

Bottom Velocity [1…127]
トラック1～16が発音するためのベロシティの最小値を設定します。

各パラメーター値は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても入力ができます。

4–5: MOSS 1–8 (MOSS T01–08)
4–6: MOSS 9–16 (MOSS T09–16)

このページはオプションEXB-MOSS装着時に表示します（☞EM）。

4–7: Controller (Controller Setup)

Sequencerモードでの[SW1]、[SW2]キー、およびREALTIME

CONTROLS [1]～[4]ノブのBモードの機能を設定します。

レコーディング中にこれらのスイッチ、ノブを操作すると、ここでア

サインされたMIDIメッセージがレコーディングされます。

0–1

4–7b

0–1a

4–7a

0–1b

4–7a: Panel Switch Assign

[SW1] 、[SW2] キーの機能をアサインします。(「SW1, SW2

Assign List」☞p.279)

各トラックに割り当てられているプログラムのアサイナブル・パネル・ス

イッチの機能は無効になるので、新たに設定します。

SW1 (SW1 Assign) [Off, ..., After Touch Lock]
SW1 Mode [Toggle, Momentary]
SW2 (SW2 Assign) [Off, ..., After Touch Lock]
SW2 Mode [Toggle, Momentary]
☞ Program P1:1-4a

4–7b: Realtime Control Knobs B-Assign

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBモードに、機能(おもにコ

ントロール・チェンジの種類)をアサインします(「Realtime Control

Knobs B-Assign List 」☞p.280)。ここで設定した機能は、

REALTIME CONTROLSのBモード時にそれぞれの [1]～[4]ノブ

を操作したときに機能します。

各トラックに割り当てられているプログラムのREALTIME CONTROLS

[1]～[4]ノブのBモードの機能は無効になるので、新たに設定します。

Knob 1-B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 2-B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 3-B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 4-B [Off, ..., MIDI CC#95]
☞ Program P1:1-4b
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Sequencer P5: Track Edit

5–1: Track Edit
MIDIトラック、マスター・トラックをエディットします。

MIDIトラックについては、ノートやコントロール・チェンジなどの各種

データをイベント単位で移動、挿入や削除したり、指定した小節やトラッ

クをコピー、移動、挿入や削除することができます。その他、ステップ・レ

コーディングもこのページで行います。

マスター・トラックについては、マスター・トラックのテンポや拍子がエ

ディットできます。

エディットやステップ・レコーディングをするときは、トラックとその

範囲を指定してからページ・メニュー・コマンドで選んでください。

5–1

0–1b

5–1a

5–1b

5–1b

0–1a

5–1a: Track data Map

演奏データの有無、エディットする範囲等を表示します(“T r a c k

Select”で選んでいるトラックが反転します)。

Track1

Master Track
From Measure To End of Measure

: 演奏データあり : 演奏データなし : パターン使用 

Track16

実際にデータがあっても空の表示になる場合があります。

5–1b: Track Select,
From Measure, To End of Measure

Track Select [Track01...Track16, Master Track]
演奏データをエディット(またはコピー元となる)やレコーディングするト

ラックを選びます。

すべてのトラックを対象にするときは、ここを指定する必要はありませ

ん。ページ・メニュー・コマンドのダイアログ内の“All Tracks”にチェッ

クをしてください。

From Measure [001…999]

To End of Measure [001…999]
エディット(またはコピー元となる)やステップ・レコーディングする小節

の範囲を指定します。

“From Measure ”で始めの小節を、“To End of Measure”で終

わりの小節を指定します。

▼ 5–1: Page Menu Command

0–1A
5–1G

5–1N

5–1A
5–1H

5–1O

5–1B
5–1I

5–1P

5–1C
5–1J

0–1I

5–1D
5–1K

0–1J

5–1E
5–1L

5–1Q

5–1F 5–1M

5–1A: Step Recording
ステップ・レコーディングは、各音符の長さと強さを数値で指定し、音程

を鍵盤で入力する方法です。その他 Rest ボタン、Tie ボタンで休符や

タイを入力します。

すでにシーケンス・データが入力されているトラックにステップ・レ

コーディングでデータを入力すると、“From Measure”に指定し

た小節以降のデータがすべて消去されます。入力後、入力前の

データに戻す場合は、コンペアしてください。

ピッチ・ベンドのように連続的に値が変化するデータのときは“Create

Ctrl Data”(5-1L)で入力し、プログラム・チェンジのようにデータが1

つのときは“Event Edit”(5-1B)で入力するとよいでしょう。

① データ入力するトラックを“Track Select ”で選び、入力を開始す

る小節を“From Measure ”(5-1b)で指定します。

②“Step Recording ”を選び、ダイアログを表示します。

ノート・ナンバー 小節内のロケーション 
（拍、クロック） 

レングス 
（拍、クロック） 

拍子 

ベロシティ 

③“Meter ”で拍子を設定します。

その小節にすでに設定されている拍子を表示します。

拍子の設定を変えると、レコーディングする小節の拍子のデータが

変わり、その小節ではすべてのトラックが変更した拍子になります。

④“Step Time ”で入力の基本となる1ステップの長さを音符単位で

設定します。

左側のポップアップ・メニューで、音符の長さを � (全音符)～ 	 (32
分音符)から選びます。

左側で選んだ音符を付点音符または三連符にする場合は、右側の

ポップアップ・メニューで、付点音符「 .  (Dot) 」、三連符「3

(Triplet) 」を選びます。左側で設定した音符の長さのままにする場

合は「－ (Nomal)」にします。

“Step Time”の設定とクロックの関係は、下表のとおりです。

3
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⑤“Note Duration ”で、“Step Time”の設定に対する実際の音の

長さを指定します。目安としては100 ％でテヌート、85％で通常、

50％でスタッカートになります。

⑥“Note Velocity ”で、ノート・データのベロシティ値(鍵盤を弾く強

さ)を指定します。[PAUSE]キーを押した状態では、[ENTER] キー

を押しながら鍵盤を押すことで、ベロシティ値を指定できます。Key

にすると、鍵盤を実際に弾いたときの強さで入力されます。

⑦ 鍵盤、またはダイアログ下の各ボタンを押して、次のようにノート・イ

ベントを入力します。

・ 音符の入力

鍵盤を押すとそのノート・ナンバーが④で指定した長さの音符で入

力できます。

鍵盤を和音で押すと、そのノート・ナンバーが④で指定した長さの和

音で入力できます。すべての鍵盤から手を離すまでに押したノート・

ナンバーは同じロケーションに入力できるので、鍵盤を押すタイミン

グが違っていても和音が入力できます。

鍵盤を押すたびに、④で指定した長さ分のロケーションが進みます。

・ 休符の入力

Rest ボタンを押すと、④で指定した長さの休符を入力します。

・ タイの入力

鍵盤を押さずにTie ボタンを押すと、直前に入力した音符がタイに

なり④で指定した長さ分だけ長くなります。

また、鍵盤を押しながらTie ボタンを押すと、押している音符がタイ

になり、④で指定した長さ分だけ長くなります。

次のような音符の入力もできます。

�Step Time ＝ �Step Time ＝ �Step Time ＝ 

Tie

オン オン 

� �


E、Cを押す Eを離す (Cはそのまま) Gを押す 

�
オフ 

・ 音符、休符の削除

音符または休符を削除するときは、StepBack ボタンを押します。

④で指定した長さ分のロケーションが戻り、その間のデータを削除

します。

・ 次に入力する音符の確認

次に入力する音符を確認したいときは、[PAUSE]キーを押します

(LED点灯)。このとき鍵盤を押すと発音しますが、音符は入力されま

せん。もう一度[PAUSE]キーを押す(LED消灯)と待機状態を解除

し、入力が行えます。

⑧ ステップ・レコーディングが終わったらDone ボタンを押します。

[COMPARE] キーを押すとステップ・レコーディングする前の状態

に戻ります。

5–1B: Event Edit
入力したMIDIデータをイベント単位でエディットします。

① エディットするトラックを“Track Select ”で選び、エディットする先

頭の小節を“From Measure ”(5-1b)で指定します。

“Track Select ”でTrack01 ～16を指定し、“Event Edit ”を

選ぶと、Set Event Filtersダイアログが表示されます。

“Track Select ”でMaster Track (マスター・トラック)を指定し

たときは、このダイアログは表示しません。

Set Event Filters ダイアログでは、イベント・エディットの画面に

表示、およびエディットするイベント(演奏データ)の種類を選びます。

“Note ”では、“Bottom ”、“Top ”の設定でノートの範囲を指定し

ます。[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すことによっても値を入

力ができます。通常はC－1、G9にします。

“Control Change ”では、コントロール・チェンジ・ナンバーを指

定します。通常はALLにします。

その他、表示する各イベント(“Pitch Bend”、“Program Change”、

“After Touch”、“Poly After Touch”、“Exclusive”)にチェックし

ます。

② OKボタンを押して、イベント・エディット・ダイアログを表示します。

イベント・データ 

メジャー 
 （小節） 

インデックスNo. 小節内のロケーション 
（拍､クロック） 

③ ダイアログの上段の“Measure ”と“Index ”で、エディットする小

節とその小節内のインデックス・ナンバーのイベントをダイアログの

先頭に表示します。

右端のスクロール・バーに触れて、エディットするイベントまで移動さ

せることもできます。

④ エディットするイベントを選び、VALUEコントローラーで値を入力し

ます。

・ 小節内のロケーション“BT”(Beat. Tick)では、値を変更して小節

内のイベント位置を移動させます。

・ イベント・データでは、各種のイベントをエディットします。ノート・イ

ベントを選ぶと発音します。

⑤ ダイアログ下の各ボタンを押して、イベントをエディットします。

・ イベントの挿入

イベントを挿入するロケーション“BT”を選びInsert ボタンを押し

て、イベントを挿入します。

・ イベントの削除

削除するイベントを選び、Cutボタンを押してイベントを削除します。

・ イベントの移動

Cut ボタンとInsert ボタンで、イベントが移動できます。(イベント

のカット＆ペースト)。

Cut ボタンで移動するイベントを削除し、Insert ボタンで移動先に

挿入します。

また、“BT”を変更しても、イベントが移動します。

・ イベントのコピー

コピー元のイベントを選び、Copyボタンを押してコピー先を選び

Insert ボタンを押すと、その位置にイベントを挿入します。

⑥ イベント・エディットが終わったらDone ボタンを押します。

[COMPARE] キーを押すとイベント・エディットでエディットする前

の状態に戻ります。
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“Event Edit”で演奏データの種類と設定できる値は下表のとおりです。

BAR(表示のみ) Meter: 1/4...16/16 *1

(小節線) (拍子)

C－1...G9 *2 V: 1...127 *2 L:000.000...15984.000
(ノート・データ) (ベロシティ) (レングス：拍、クロック)

PAFT C－1...G9 0...127
(ポリ・アフタータッチ) (ノート・ナンバー) (バリュー)

CTRL C: 0...101 0...127
(コントロール・チェンジ) (コントロール・チェンジ・ナンバー) (バリュー)

PROG Bank:A...F, H...N,
000...127,

P: 0...127,

G, g(1)..g(9) g(d), ---, 1...128(G, g(1)..g(d)のとき)
(プログラム・チェンジ) (プログラム・バンク) (プログラム・ナンバー)

AFTT 0...127
(アフタータッチ) (バリュー)

BEND －8192...＋8191
(ピッチ・ベンド) (バリュー)

EXCL *3 －
(エクスクルーシブ)

*1 拍子は、マスター・トラックにレコーディングされるため、いずれ

かのトラックで変更しても、すべてのトラックの同じ小節にも影

響を与え、その拍子で演奏されるので注意してください。

*2ノート・データとベロシティの値は、[ENTER]キーを押しながら

鍵盤を押すことによっても入力できます。

*3 エクスクルーシブ・イベントは、ノート・イベントやコントロール・

チェンジなどの他のイベントに変更することはできません。ま

た、他のイベントをエクスクルーシブ・イベントに変更すること

もできません。

パターンをプット(配置)している部分にはパターン・ナンバーを表示し

ます。また、トラックの最後には、End of Track を表示します。

5–1C: Erase Track
指定したトラックのデータを消去します。ただし、マスター・トラックのみ

は消去できません。

①“Track Select ”で消去するトラックを選びます。

②“Erase Track ”を選び、ダイアログを表示します。

③ データを消去するトラックを設定します。

“All Tracks ”にチェックしないときは、“Track Select”で選択

したトラックのデータだけが消去されます。

“All Tracks ”にチェックすると、すべてのトラックのデータが消去

されます。

④“Erase Track”を実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

5–1D: Copy Track
コピー元のトラックの演奏データを、指定したトラックへコピーします。

コピー・トラックを実行すると、コピー先のトラック・データは消去されま

すので、十分に注意してください。

①“Track Select ”でコピーするMIDIトラック（Track01～16）を

選びます。

②“Copy Track ”を選び、ダイアログを表示します。

③“From ”でコピー元のトラックを、“To ”でコピー先を選びます。

(“From”には“Track Select”のトラックが初期状態としてセット

されます。)

④ コマンドを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

5–1E: Bounce Track
バウンス元とバウンス先にあるトラックの演奏データを1つにまとめ、

バウンス先へ演奏データを移します。バウンス元の演奏データはすべ

て消去されます。

バウンス元のトラックとバウンス先のトラックにMIDIコントロール・デー

タが含まれている場合は、バウンス実行後に意図しない動作になること

があります。そのようなときはあらかじめ2つのトラックのMIDIコント

ロール・データを、“Event Edit”(5-1B)、“Erase Control Data ”

(5-1M)で整理するとよいでしょう。

①“Track Select ”でバウンスするMIDIトラック（Track01～16）

を選びます。

②“Bounce Track ”を選び、ダイアログを表示します。

③“From ”でバウンス元のトラックを、“To ”でバウンス先のトラック

を選びます。(“From”には“Track Select”のトラックが初期状態

としてセットされます。)

④ コマンドを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

“Bounce Track”の場合、バウンス元トラックのデータは“ゼロ”に

なります。

5–1F: Erase Measure
指定した小節内から演奏データを含む各種データを消去します。イレー

ス・メジャーでは、指定したデータの種類だけを消去することもできま

す。イレース・メジャーを実行すると、デリート・メジャーと異なり、その小

節以降の演奏データは前に移動しません。

①“Track Select ”でデータを消去する小節を含むMIDIトラック

（Track01～16）、マスター・トラックを選びます。

②“Erase Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③“From Measure ”でイレースする先頭の小節を、“To End of

Measure ”でイレースする最後の小節を選びます。(“From

Measure”と“To End of Measure”にはTrack Editページで

指定した範囲が初期状態としてセットされます。)

④ MIDIデータを消去するときは、“Kind ”で消去するデータの種類を

指定します。

All ではそのトラック内のすべての種類のデータを、Note ではノー

ト・データを、Control Change ではコントロール・チェンジ・データ
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を、After Touch ではチャンネル・プレッシャーとポリ・キー・プレッ

シャーの両方のデータを、Pitch Bend ではピッチ・ベンド・データを

Program Change ではプログラム・チェンジ・データを、

Exclusive ではエクスクルーシブを、それぞれ消去します。

⑤ コマンドを実行するトラックを設定します。

“All Tracks ”にチェックしないで実行すると、“Track Select”

で選択したトラックのデータだけにコマンドが実行されます。

“All Tracks ”にチェックすると、すべてのトラックのデータに対し

てコマンドが実行されます。

⑥ イレース・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

イレース前 21 543

No data

イレース後 

例　2～3小節めをイレースすると、2～3小節めが空白になります。 

21 543

コントロール・データが、消去する小節範囲とその外にまたがって

いる場合は、範囲内のデータだけが消去されます。また、ノート・

データが何小節もまたがっている場合、あいだの小節を消去する

と、それ以降の小節のノート・データも消去されるので注意してく

ださい。

ノート・データの消去は“Shift/Erase Note”(5-1O)でも実行で

きます。消去するノートの範囲や“Beat.Tick”(拍、クロック)単位

の範囲を指定して消去するときに使用してください。

コントロール・チェンジの消去は“Erase Control Data”(5-1M)

でも実行できます。消去するコントロール・チェンジの種類や、

“Beat.Tick”単位での範囲を指定して消去するときに使用してく

ださい。

5–1G: Delete Measure
指定した小節を削除します。

デリート・メジャーを実行すると、削除した小節以降の演奏データが、小

節単位で前へ移動します。

①“Track Select ”で、削除する小節を含むMIDIトラック（Track01

～16）を選びます。

②“Delete Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③“From Measure ”でデリートする先頭の小節を、“To End of

Measure ”でデリートする最後の小節を選びます。(“From

Measure”と“To End of Measure”にはTrack Editページで

指定した範囲が初期状態としてセットされます。)

④ コマンドを実行するトラックを設定します。

“All Tracks ”にチェックしないで実行すると、“Track Select”

で選択したトラックのデータだけにコマンドが実行されます。

“All Tracks ”にチェックすると、すべてのトラックのデータに対し

てコマンドが実行されます。

⑤ デリート・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

1 2 3 4 5 6

21

7 8

543

デリート前 

デリート後 

例　3～5小節めをデリートすると、6～8小節めの演奏データが前に移動します。 

④で“All Tracks ”のチェックをしないで実行したときは、マス

ター・トラックは削除されません。拍子やテンポのデータはそのま

ま残り、デリートによって前に移動した小節の拍子やテンポが変わ

ります。

Track 2 2 (3/4)1 (4/4) 3 (3/4)

Track 1 2 (3/4)1 (4/4) 3 (3/4) 4 (4/4) 5 (4/4)

1 (4/4) 3 (3/4) 5 (4/4)2 (3/4) 4 (4/4)Track 2

1 (4/4) 3 (3/4) 5 (4/4)2 (3/4) 4 (4/4)Track 1
デリート前 

デリート後 

例　トラック2の2､3小節目(3/4拍子)をデリートすると､4､5小節目にあった小節は前に移動し、 

　　拍子が3/4拍子に変更されます。 

④で“All Tracks”にチェックをして実行すると、指定した小節か

らマスター・トラックを含むすべてのトラックの演奏データが削除

され、拍子やテンポもデリートした小節分だけ前へ移行します。

削除する範囲の中と外にコントロール・データがまたがっていると

きは、範囲内のデータだけを削除します。また、何小節もまたいで

入っているノート・データの途中の小節を削除すると、それ以降の

小節のノート・データも削除します。

5–1H: Insert Measure
指定した数の小節を、指定したトラックにインサート(挿入)します。

インサート・メジャーを実行すると、挿入位置以降の演奏データは後ろへ

移動します。

タイでつながれているノート・データの途中に演奏データを挿入すると、

挿入した小節の直前でノート・オフになり、その後の部分を消去します。

①“Track Select ”でインサートするMIDIトラック（Track01～

16）を指定します。

②“Insert Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③“At Measure ”で挿入する小節位置を指定します。(Track Edit

ページ“From Measure”で指定した小節が初期状態としてセット

されます。)

④“Length ”で挿入する小節数を設定します。

⑤“Meter ”で挿入する小節の拍子を設定します。

インサートする小節の拍子をすでに設定されている拍子に合わせる

ときは、＊＊/＊＊に設定します。＊＊/＊＊以外に設定すると、挿入され

る小節の拍子が変わり、その小節でのすべてのトラックが、設定した

拍子になります。

⑥ マスター・トラックを含むすべてのトラックに小節を挿入するときは、

“All Tracks ”をチェックします。その小節以降の演奏データは実

行前と同じように演奏します。

チェックしないときは、指定したトラックに挿入します。このときイン

サート位置以降の演奏データは、挿入する小節数だけ後ろに移動し

ますが、拍子とテンポは移動しないので注意してください。
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⑦ インサート・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancel ボタンを押します。

拍　子 = ＊/＊ 

Track 2 5 (2/4)4 (5/4)1 (4/4) 2 (7/8) 3 (7/8)

1 (4/4) 2 (4/4) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (3/4)

1 (4/4) 2 (4/4) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (3/4)

1 (4/4) 2 (7/8) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (7/8)

Track 2

5 (2/4)4 (5/4)Track 2 1 (4/4) 2 (4/4)

1 (4/4) 2 (4/4) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (3/4)

3 (3/4)

1 (4/4) 2 (4/4) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (3/4)

1 (4/4) 2 (4/4) 4 (5/4) 5 (2/4)3 (3/4)Track 1

Track 1

Track 1

Track 2

Track 1

拍　子 = 7/8 

インサート前 

インサート後 

インサート前 

インサート後 

2 小節挿入 

2 小節挿入 

4､5小節目は､すでに設定されている拍子になり
ます。 

2､3小節目は7/8に､4､5小節目はすでに設定されてい
る拍子になります。 

5–1I: Repeat Measure
指定したトラックの演奏データを、小節単位で回数を指定して繰り返し

挿入します。リピート・メジャーを実行すると、“To End of Measure”

の次の小節から挿入し、挿入位置以降の演奏データは後ろへ移動しま

す。“Track Play Loop ”(0-5a/6a)をオンにして再生していたソン

グを、演奏データとして展開する場合などに利用するとよいでしょう。

①“Track Select ”でインサートするMIDIトラック（Track01～

16）を指定します。

②“Repeat Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③“From Measure ”と“To End of Measure ”でリピートさせる

小節範囲を指定します。(“From Measure ”と“To End of

Measure”にはTrack Editページで指定した範囲が初期状態とし

てセットされます。)

④“Times ”でリピートする回数を設定します。

例えば“From Measure ”を001 、“To End of Measure ”を

004 、“Times ”を2に設定すると、5～8小節に1～4小節の演奏

データを挿入し、結果1～4小節を2回繰り返します。

⑤ コマンドを実行するトラックを設定します。

“All Tracks ”にチェックしないで実行すると、“Track Select”

で指定したトラックに演奏データを挿入します。このときインサート

位置以降の演奏データは挿入する小節数だけ後ろに移動しますが、

拍子とテンポは移動しないので注意してください。

“All Tracks ”をチェックすると、マスター・トラックを含むすべての

トラックに演奏データを挿入します。その小節以降の演奏データは

実行前と同じように演奏されます。

⑥リピート・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

Track 1 

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 1 2 3 4 5 6

Track 1リピート・ 
メジャー前 

リピート・ 
メジャー後 

1～4小節の演奏データを、“Time” 2にしてリピート・メジャーを行うと、5～8小節に1～4 
小節をインサートします。 

5–1J: Copy Measure
コピー元の小節の演奏データを、指定した小節へコピーします。

コピー・メジャーを実行すると、コピー先のトラック・データを書き替えま

す。

① コピー元のソングを選びます。

②“Copy Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③ From: “Track ”でコピー元のトラックを選びます。(“Track

Select”のトラックが初期状態としてセットされます。)

“All Tracks ”にチェックすると、マスター・トラックを含むすべての

トラックの演奏データをコピーします。

④“From Measure ”と“To End of Measure ”でコピー元の小

節の範囲を指定します。(“From Measure ”と“To End of

Measure”にはTrack Editページで指定した範囲が初期状態とし

てセットされます。)

⑤ To: “Song ”でコピー先のソングを、“Track ”(“All Tracks”を

チェックしていない場合)でコピー先のトラックを、“Measure ”でコ

ピーを挿入する先頭の小節を設定します。

⑥ コピー・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

Track 1
(コピー元) 2 (4/4)1 (4/4) 5 (3/4)4 (3/4)3 (4/4)

Track 2
(コピー先)

6 (3/4) 7 (4/4)

例　トラック1の5～7小節の演奏データを､トラック2の3小節目にコピーすると､トラック2の 
　　3～5小節が書き換わります。 

2 (4/4)1 (4/4) 5 (3/4)4 (3/4)3 (4/4) 6 (3/4) 7 (4/4)

5–1K: Move Measure
演奏データの数小節を指定した小節へ移動します。

ムーブ・メジャーを実行すると、移動元の小節より後ろにある演奏デー

タは、移動した小節数だけ前へ移動し、移動先の小節より後ろにある演

奏データは、移動させた小節数だけ後ろへ下がります。

① 移動元のソングを選びます。

②“Move Measure ”を選び、ダイアログを表示します。

③ From: “Track ”で移動元のトラックを選びます。(“Track

Select”のトラックが初期状態としてセットされます。)

④“From Measure ”と“To End of Measure ”でムーブ元の小

節の範囲を指定します。(“From Measure ”と“To End of
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Measure”にはTrack Editページで指定した範囲が初期状態とし

てセットされます。)

⑤“Track ”(“All Tracks”をチェックしていない場合)で移動する先

のトラックを、“Measure ”で挿入する先頭の小節を設定します。

⑥ ムーブ・メジャーを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

5–1L: Create Ctrl Data (Create Control Data)
コントロール・チェンジ、アフタータッチ、ピッチ・ベンド、テンポの各デー

タを指定した範囲に作成します。

①“Track Select ”でクリエイト・コントロール・データを行うトラック

を指定します。

テンポ・データを変化させるときは、トラックをMaster Track に設

定します。そのとき④の“Kind ”がTempo になります。

②“Create Ctrl Data ”を選び、ダイアログを表示します。

③ コントロール・データを挿入する範囲を指定します。

“From Measure ”と“To End of Measure ”で小節を、

“Beat.Tick ”で拍とクロックを指定します。(“From Measure”

と“To End of Measure”にはTrack Edit ページで指定した範

囲が初期状態としてセットされます。)

④“Kind ”でクリエイトする演奏データ(イベント)の種類を選びます。

Control Change : コントロール・チェンジのデータを挿入します。

このときコントロール・チェンジ・ナンバーを指定します。

After Touch : アフタータッチのデータを挿入します。

Pitch Bend : ピッチ・ベンドのデータを挿入します。

⑤“Start Value ”でコントロール・データのスタート位置の値を、

“End Value ”でエンド位置の値を設定します。

“Start Value”には初期状態としてスタート位置での値がセットさ

れます。スタート位置でのバリューから、スムーズに変化するコント

ロール・データを作成するときは、“Start Value”はそのままで、

“End Value”を設定するとよいでしょう。

⑥ クリエイト・コントロール・データを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancel ボタンを押します。

Location0

3:00 3:24 3:48 3:72 4:00 4:24 4:48

After touch

127

100

Previous data

Start location End location

End Value

Start Value
初期値 

例　 コントローラーはアフタータッチです。スタート･ロケーションは3:48､エンド･ロケーショ
ンは4:24､エンド･バリューは100に設定されています。これにより､アフタータッチの値
は3:48から変化し始め､4:24で100になります。 

クリエイト・コントロール・データを実行すると、多量のシーケンス・

メモリーを消費します。従って、メモリーの残量が少ないときは、ク

リエイトできないことがあります。このようなときは、あらかじめ

“Quantize”(5-1N)でクォンタイズを行い、不用なコントロール・

データを削除しておいてください。また、クリエイト・コントロール・

データで挿入したデータにクォンタイズをかける方法もあります。

5–1M: Erase Ctrl Data (Erase Control Data)
コントロール・チェンジ、アフタータッチ、ピッチ・ベンド、テンポの各デー

タを指定した範囲でイレース(消去)します。

①“Track Select ”でイレース・コントロール・データを行うトラック

を指定します。

テンポ・データを消去するときは、トラックをMaster Track に設定

します。そのとき④の“Kind ”がTempo になります。

②“Erase Ctrl Data ”を選び、ダイアログを表示します。

③ コントロール・データを消去する範囲を指定します。

“From Measure ”と“To End of Measure ”で小節を、

“Beat.Tick ”で拍とクロックを指定します。(“From Measure”

と“To End of Measure”にはTrack Edit ページで指定した範

囲が初期状態としてセットされます。)

④“Kind ”で消去する演奏データ(イベント)の種類を選びます。

Control Change : コントロール・チェンジのデータを消去します。

このときコントロール・チェンジ・ナンバーを指定します。

After Touch : アフタータッチのデータを消去します。

Pitch Bend : ピッチ・ベンドのデータを消去します。

⑤ イレース・コントロール・データを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancel ボタンを押します。

ある小節範囲のコントロール・チェンジをまとめて消去するには、

“Erase Measure ”(5-1F)で“Kind”にControl Change を

選択することで行えますが、ここでは“Beat.Tick”で範囲を指定

したり、特定のコントロール・チェンジ・データのみを消去すること

ができます。

5–1N: Quantize
入力したMIDIデータ(ノート・データ、コントロール・チェンジ、アフター

タッチ、ピッチ・ベンド、プログラム・チェンジ等)のタイミングを補正しま

す。

クォンタイズを実行すると、演奏データは以下のようになります。

・ノート・データにクォンタイズを実行するとノート・オンのタイミングは

補正されますが、レングス(音符の長さ)は変わりません。

・クォンタイズのレゾリューションをHi にすると、ベース・レゾリューショ

ン( � /192)のタイミングで補正しますので、ノート・データには影響

ありません。例えば、ジョイスティックやアフタータッチ等の連続的に

変化するデータはメモリーを大量に消費しますが、クォンタイズを実

行すると指定したレゾリューションより細かいタイミングで変化する

データが1つにまとめられ、メモリーの節約になります。

また、同じコントロール・データが同じタイミングで含まれていると、

それらが1つにまとまり内部メモリーが節約できます。

①“Track Select ”でクォンタイズを行うトラックを指定します。

②“Quantize ”を選び、ダイアログを表示します。
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③ クォンタイズを行う範囲を指定します。

“From Measure ”と“To End of Measure ”で小節を、

“Beat.Tick ”で拍とクロックを指定します。(“From Measure”

と“To End of Measure”にはTrack Edit ページで指定した範

囲が初期状態としてセットされます。)

④ クォンタイズをかける演奏データ(イベント)の種類を“Kind ”で選び

ます。

All : すべてのMIDIデータにクォンタイズをかけます。

Note : ノート・データにクォンタイズをかけます。ノートの範囲を

“Bottom ”、“Top ”で設定します。“Bottom ”でNote の下限を、

“Top ”でNote の上限を設定します。特定のノートのみ(例えばドラ

ムス・トラックでのスネア音のみ)にクォンタイズをかけるときなどに

利用できます。また、すべてのノートにクォンタイズをかけるときは

C－1、G9に設定します。ノートは[ENTER]キーを押しながら鍵盤

を押すことによっても入力できます。

Control Change : コントロール・チェンジにクォンタイズをかけま

す。コントロール・チェンジの種類を限定するときは、ナンバー

(“No. ”)を指定します。すべてのコントロール・チェンジにクォンタ

イズをかけるときはAll を設定します。

After Touch : チャンネル・プレッシャーとポリ・キー・プレッシャー

の両方のデータをクォンタイズします。

Pitch Bend : ピッチ・ベンドのデータにクォンタイズをかけます。

Program Change : プログラム・チェンジのデータにクォンタイズ

をかけます。

⑤“Resolution ”では、補正時の分解能を指定します。

レゾリューションの設定を粗くするとメモリーの節約になりますが、

演奏データの変化も粗くなりますので注意してください。

⑥“Offset ”では、基準のタイミングからどの方向へどの位ずらすかを

クロック単位で指定します。96にすると� 、48にすると� です。＋

のときは前へずれ、－のときは後ろへずれます。これで、前ノリや後

ノリが再現できます。

⑦“Intensity ”では、補正時の感度(⑤と⑥の指定へどのくらい近づ

けるか)を指定します。

0では補正しません。100 で⑤、⑥の設定どおりに補正します。

⑧“Swing ”で、リズムにスイング感をつけます。例えば、スクエアな

16ビートを絶妙なシャッフル・グルーブに簡単に変換できます。

0%以外に設定すると、“Resolution”で設定した分解能に対して

偶数拍の音符の位置をずらして、リズムにスイング感をつけます。

+100% に設定すると、“Resolution”で設定した分解能に対して

1/3の位置に移動します。+300%に設定すると、偶数拍の音符は

次の奇数拍の音符の位置まで移動します。

⑨ クォンタイズを実行するときはOK ボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

* “Offset”、“Intensity”の設定によって、次のようなクォンタイズの

結果が得られます。

Original

Quantize Resolution = 
Offset = 0, Intensity = 100%

Quantize Resolution = �

�

Offset = 0, Intensity = 50%

Quantize Resolution = �
Offset = +48, Intensity = 100%

Quantize Resolution = �
Offset = +48, Intensity = 75%

Quantize Resolution = �
Offset = –24, Intensity = 100%

� � � � �

100%100% 100%100%

50%50% 50%50%

100%100%

75%75%

100%100%

100%100% 100%100%

75%75% 75%75%

100%100% 100%100%

100% 100%

50% 50%

100%

+48+48 +48+48 +48+48+48

75%

100%

+48+48+48

–24 –24 –24

+48 +48

100% 100%

+48+48 +48+48+48 +48

75% 75%

100% 100%

* “Swing”の設定によって、次のような結果が得られます。

“Resolution”= � のとき 

“Swing”=0%

“Swing”=+100%

“Swing”=-100%

“Swing”=+200%

“Swing”=+300%

+100% 

0% 

+200% 

+300% 

-100% 

1拍 2拍 3拍 4拍 

5–1O: Shift/Erase Note
指定したトラック、小節範囲での、任意のノート・ナンバーを、シフト(移

動)またはイレース(消去)します。

①“Track Select ”でシフト/イレース・ノートを実行するトラックを

指定します。

②“Shift/Erase Note ”を選び、ダイアログを表示します。

③ ノート・ナンバーをシフト(移動)またはイレース(消去)する範囲を指

定します。

“From Measure ”と“To End of Measure ”で小節を、

“Beat.Tick ”で拍とクロックを指定します。(“From Measure”

と“To End of Measure”にはTrack Edit ページで指定した範

囲が初期状態としてセットされます。)

④ シフト/イレース・ノートを実行するノートの範囲を設定します。Note

Range: “Bottom ”で下限を、“Top ”で上限を指定します。すべて

のノートをエディットの対象とする場合は、“Bottom ”をC－1に、

“Top ”をG9に設定します。これらの設定は[ENTER]キーを押し

ながら鍵盤を押すことによっても入力できます。

・ ノートをシフトする場合

⑤“Shift Note ”では、ノートを移動させる量を設定します。

シフト量は半音単位で、－127～＋127の範囲で設定できます。

＋1で半音上がります。
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⑥ “Replace ”でノート・ナンバーを移動するか、“Create ”で新しく

追加するかを指定します。

例えば、ドラムス・プログラムをトラックに設定している場合、

“Replace”は、あるスネア音を別のスネア音に入れ替えるなどに利

用でき、“Create”は、あるスネア音に効果音を重ねる場合などに利

用できます。また、ギターのフレーズにオクターブ下のノートを加え

たりするときにも利用できます。

⑦ シフト・ノートを実行するときはOK ボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

・ ノートをイレースする場合

⑤ “Erase Note ”をチェックします。

ある小節範囲のノート・データをまとめて消去するには“Erase

Measure ”(5-1F)で“Kind”にNote を選ぶことで行えますが、こ

こでは“Beat.Tick”で範囲を指定したり、特定のノート・データのみ

を消去できます。

⑥ イレース・ノートを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

5–1P: Modify Velocity
指定した範囲内のノート・データのベロシティ値を、指定したカーブで時

間の経過とともに変化させます。

①“Track Select ”でモディファイ・ベロシティを行うトラックを指定

します。

②“Modify Velocity ”を選び、ダイアログを表示します。

③ ベロシティを変更する範囲を指定します。

“From Measure ”と“To End of Measure ”で小節を、

“Beat.Tick ”で拍とクロックを指定します。(“From Measure”

と“To End of Measure”にはTrack Edit ページで指定した範

囲が初期状態としてセットされます。)

④ モディファイ・ベロシティを実行するノートの範囲を設定します。

Note Range: “Bottom ”で下限を、“Top ”で上限を指定します。

すべてのノートをエディットの対象とするときは、“Bottom ”をC－

1に、“Top ”をG9に設定します。これらの設定は[ENTER]キーを

押しながら鍵盤を押すことによっても入力できます。

⑤“Velocity Start Value ”でスタート位置でのベロシティ値を、

“End Value ”でエンド位置でのベロシティ値を設定します。これら

の設定は[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すことによっても入

力できます。

⑥“Intensity ”で⑦で指定するカーブへどれくらい近づけるかを設定

します。0［％］にするとベロシティは変わらず、100［％］にすると設

定したカーブにそったベロシティになります。

⑦“Curve ”では、ベロシティが時間の経過とともに変化するときの

カーブ(6種類)を指定します。

⑧ モディファイ・ベロシティを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancel ボタンを押します。

* 6種類のカーブ“Curve ”は次のとおりです。

127

Velocity

1
Start
Measure

End
Measure

Curve 1

Start
Measure

End
Measure

Curve 2

Start
Measure

End
Measure

Curve 3

Start
Measure

End
Measure

Curve 4

Start
Measure

End
Measure

Curve 5

Start
Measure

End
Measure

Rndm

RANDOM

スタート・ベロシティが1、エンド・ベロシティが127の場合 

127

Velocity

1

127

Velocity

1

127

Velocity

1

127

Velocity

1

127

Velocity

1

5–1Q: Set Song Length
ソングの長さ(小節数)を変更します。実行するとマスター・トラックの長

さが変わり、演奏する小節数が変わります。

①“Set Song Length ”を選び、ダイアログを表示します。

② “Length ”でソングの長さを設定します。

③ セット・レングスを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

“Length”で設定した小節の後のデータはすべて削除されます。
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5–2: Track Name
各トラックに名前をつけます。

5–1

0–1b

5–2a

5–1b

0–1a

5–2a: Track Name

Track Name [TRACK 01...TRACK 16]
トラックをリネームします。

テキスト・エディット・ボタンを押してダイアログを表示し、文字を入力し

ます。16文字まで入力が可能です。(☞OG p.115)

Tone Adjust Parameters:
5–3: Tone1.2 1-8 (Tone1/2 T01–08)

5–4: Tone1.2 9-16 (Tone1/2 T09–16)

5–5: Tone3.4 1-8 (Tone3/4 T01–08)

5–6: Tone3.4 9-16 (Tone3/4 T09–16)

5–7: Tone5.6 1-8 (Tone5/6 T01–08)

5–8: Tone5.6 9-16 (Tone5/6 T09–16)

トラックごとに使用するプログラムの音色を一時的に調整します。ソン

グの作成中に、Programモードに戻ってプログラムをエディットするこ

となく、ソングの曲調に合わせてベースの音色を丸くしたり、ストリング

スのアタックを速くするなどの調整が可能です。

エクスクルーシブ・イベントのレコーディング/プレイバック（☞OG

p.46）を使用して、ソングの途中でリアルタイムに音色を変化させ

ることも可能です。

エクスクルーシブ・イベントをレコーディングするときは、Global

P1 MIDI: MIDI Filter “Enable Exclusive”にチェックをして

ください。

1ソングにつきフィルター・カットオフ、レゾナンス、フィルターEG、アン

プEG等からトラックごとに最大6パラメーターを選択、調整できます。

5–3a

5–3(4)(5)(6)(7)(8)a: Tone Adjust 1–Tone Adjust 6

Destination [LPF Cutoff…Reverse]
調整するパラメーターを選びます。

Value [–99…+99, –199…+199, –12.00…+12.00,
–1200…+1200, Off…On]

“Destination”で選択したパラメーターの値を設定します。値を+00

またはPRGに設定すると、プログラムの設定が使用されます。

“Destination ”と“Value ”で設定できるパラメーターおよび値を以

下に示します。

LPF Fc (LPF Cutoff) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のローパス・フィルターのカットオフ周波数を調整

します。調整すると音色の明るさが変化します。CC#74受信時と同じ

パラメーターをコントロールします。（☞p.286、バンクF: EM p.10）

Reso HPF (Resonance/HPF Cutoff) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のローパス・フィルターのレゾナンス・レベルまた

はハイパス・フィルターのカットオフ周波数を調整します。プログラムで

設定されているフィルター・タイプによってコントロールされる内容が

異なります。CC#71受信時と同じパラメーターをコントロールしま

す。（☞p.286、バンクF: EM p.10）

F EG Int (Filter EG Intensity) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のフィルターEGインテンシティ（フィルターEG

のかかり具合）を調整します。CC#79受信時と同じパラメーターをコ

ントロールします。（☞p.287、バンクF: EM p.10）

Amp Vel I (Amp Velocity Intensity) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のアンプ・ベロシティ・インテンシティ（アンプへの

ベロシティのかかり具合）を調整します。Amp Modu lat ion の

“Velocity Intensity”（Program P4:4-2b）をコントロールします。

プログラムがバンクFの場合は、Amp EG Level Modulationの

“Velocity Control ”（☞EM p.43）をコントロールします。

F/A EG A (Filter/Amp EG Attack) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のフィルターEGとアンプEGのアタック・タイム

を調整します。また、その効果を最大限に生かすために、アンプEGのス

タート・レベル、アタック・レベル、スタート・レベル・モジュレーション、ア

タック・タイム・モジュレーションも同時に調整されます。CC#73受信

時と同じパラメーターをコントロールします。（☞p.286、バンクF: EM

p.10）

F/A EG D (Filter/Amp EG Decay) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のフィルターEGとアンプEGのディケイ・タイム、

スロープ・タイムを調整します。CC#75受信時と同じパラメーターを

コントロールします。（☞p.287、バンクF: EM p.10）

F/A EG S (Filter/Amp EG Sustain) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のフィルターEGとアンプEGのサスティン・レベ

ルを調整します。CC#70受信時と同じパラメーターをコントロールし

ます。（☞p.286、バンクF: EM p.10）

F/A EG R (Filter/Amp EG Release) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のフィルターEGとアンプEGのリリース・タイム

を調整します。CC#72受信時と同じパラメーターをコントロールしま

す。（☞p.286、バンクF: EM p.10）
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Filtr EG A (Filter EG Attack) [–99…+00…+99]

Filtr EG D (Filter EG Decay) [–99…+00…+99]

Filtr EG S (Filter EG Sustain) [–99…+00…+99]

Filtr EG R (Filter EG Release) [–99…+00…+99]
それぞれ“F/A EG A”、“F/A EG D”、“F/A EG S”、“F/A EG R”

でのフィルターEGのパラメーターのみを調整します。

Amp EG A (Amp EG Attack) [–99…+00…+99]

Amp EG D (Amp EG Decay) [–99…+00…+99]

Amp EG S (Amp EG Sustain) [–99…+00…+99]

Amp EG R (Amp EG Release) [–99…+00…+99]
それぞれ“F/A EG A”、“F/A EG D”、“F/A EG S”、“F/A EG R”

でのアンプEGのパラメーターのみを調整します。

LFO1 Spd (LFO1 Speed) [–199…+00…+199]
プログラムOSC1/2のLFO1スピードを調整します。CC#76受信時

と同じパラメーターをコントロールします。（☞p.287、バンクF: EM

p.10）

LFO1 P Int (LFO1 Pitch Intensity)
[–12.00…+00.00…+12.00]

プログラムOSC1/2のピッチLFO1インテンシティ（LFO1のピッチ・

モジュレーションのかかり具合）を調整します。CC#77受信時と同じパ

ラメーターをコントロールします。（☞p.287、バンクF: EM p.10）

プログラムがバンクFの場合、バリューは－99～+00～+99と

なり、他のバンクと異なります。－12.00～+00.00～+12.00

で設定した値は有効となりますが、レゾリューションの違いから正

確なピッチにならない場合があります。

LFO1 Fade [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のLFO1“Fade”（LFOによる効果がかかりはじ

めてから最大になるまでの時間、5-1a ☞p.24）をコントロールしま

す。

プログラムがバンクFの場合は、LFO1、2、3、4 の“Fade”（5-

1(2)(3)(4)a ☞EM p.45）をコントロールします。Pitch

ModulationのAMS1、AMS2（2-1(2)b ☞EM p.37）、

Common P.ModのAMS（2-4b ☞EM p.38）でLFO1～4を

選択している場合に、そのLFOに対応します。

LFO1 Dly (LFO1 Delay) [–99…+00…+99]
プログラムOSC1/2のピッチLFO1ディレイ（ノート・オンからLFOに

よる効果がかかりはじめるまでの時間）を調整します。CC#78受信時

と同じパラメーターをコントロールします。（☞p.287、バンクF: EM

p.10）

Ptch Str. (Pitch Stretch) [–12…+00…+12]
プログラムOSC1/2のトランスポーズとチューンを同時に調整しま

す。元の音のキャラクターを損なうことなく、豊かな音色変化やバリ

エーションを得ることができます。

Performance Editor “Pitch Stretch”（Program P0: 0-1c）と

同じパラメーターをコントロールします。　

プログラムがバンクFの場合には効果がありません。

Dtun 1(Detune 1) [–1200…+0000…+1200]
プログラムOSC1のチューンを調整します。OSC1 Multisample

“Tune”（Program P1: 1-2a）をコントロールします。

プログラムがバンクFの場合は、OSC Basicの“Transpose”と

“Tune”（☞EM p.14）をコントロールします。

Dtun 2 (Detune 2) [–1200…+0000…+1200]
プログラムOSC2のチューンを調整します。OSC2 Multisample-

“Tune”（Program P1: 1-2a）をコントロールします。

プログラムがバンクFの場合は、OSC Basicの“Transpose”と

“Tune”（☞EM p.14）をコントロールします。

プログラムの“Oscillator Mode”（Program P1: 1-1a）が

Doubleのときだけ有効です。

Hold [Off, PRG, On]
プログラムVoice Assign “Hold”（Program P1: 1-1b）をコント

ロールします。Offのとき、その効果を最大限に生かすためにAmp1

EG/Amp2 EGの“Release (Release Time)”を0に設定します。

プログラムがバンクFの場合は、Amp で使用しているEGの

“Release Time”を0に設定します。

通常、ドラムス・プログラムで効果的に使用できます。Offにすると、

キー・オフのタイミングが有効となり、キー・オン/オフのタイミングで

ゲート・タイムをコントロールできます。すでに作成したドラム・トラック

に対して、Offにしてみると面白い効果が得られる場合があります。

Rev (Reverse) [Off, PRG, On]
プログラムOSC1/2のMultisampleごと、Drumsampleごとの

“Rev”（Program P1: 1-2a、Global P5: 5-1b）をコントロールし

ます。Onにすると、すべてのマルチサンプルとドラムサンプルが逆再生

します。Offにすると、すべてのマルチサンプルとドラムサンプルが通常

再生されます。PRGにすると、プログラム（またはプログラムで使用し

ているドラムキット）での設定となります。通常、ドラムス・プログラムで

効果的に使用できます。

プログラムがバンクFの場合には効果ありません。

通常、同じトラックで複数の“Destination”に同じパラメーターを

選ばないようにします。選択した場合、次のように動作します。

Hold, Reverse 以外

“Des t i n a t i o n ”で同一のパラメーターを選択した場合、

“Value”はトラックごとに加算されます。ただし、“Destination”

でコントロールするパラメーターの“Value”は、設定範囲を超え

ることはありません。例えば、同一トラックにDetune1が3つアサ

インされた場合、それぞれの“Value”が+1000、+1000、

+1000だと+1200になります。（加算結果+3000を

Detune1パラメーターの設定範囲である+1200で制限）また、

+1000、+1000、－1000だと+1000になります。

Hold, Reverse

複数の“Destination”のうち、最後に設定されたものが有効にな

ります。
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Sequencer P6: Pattern/RPPR
パターンは、P00 ～149 のプリセット・パターンとU00 ～99のユー

ザー・パターンがあります。ユーザー・パターンは1ソングあたり100

個まで持つことができます。プリセット・パターンにはあかじめドラムス・

トラックに適したパターンをメモリーに用意してあり、どのソングからも

選ぶことができます。

プリセット・パターンはエディットできませんが、ユーザー・パターンにコ

ピーすることによってエディットできます。

ユーザー・パターンは、リアルタイム・レコーディング(アルペジエーター

による演奏のレコーディングも可能)、ステップ・レコーディング、ゲット・

フロム・トラック(トラックから取り込む)、コピー・パターン(他のパター

ン・データをコピー)によって作成します。

これらのパターンは、RPPR(Realtime Pattern Play/Recording)

機能でキーごとに割り当てて、鍵盤を押すことによりパターンをプレイ

バックさせたり、その演奏をシーケンサーにレコーディングすることが

できます。(☞RPPR Setupページ)

6–1: Pattern Edit
パターンのレコーディング、エディット、ソングのトラックへのアサイン等

を行います。

6–1
6–1a

6–1b

6–1c

6–1a: Location, Song Select, Track Select

Location [01...99]
選択しているパターンの現在位置を小節単位で表示します。

Song Select [000...199: name]
ソングを選びます。

ユーザー・パターンは選択したソングに作成されます。

Track Select [Track01...Track16, Master Track]
パターン・データをレコーディング/プレイするためのトラックを選びま

す。パターン・データは選択したトラック設定を使用してレコーディン

グ/プレイされます。右側には、選択したトラックのプログラム・バンク、

ナンバー、ネームが表示されます。

Master Track の設定は無効です。最後に選択したTrack1 ～

16が有効になります。

6–1b: Pattern, Pattern Select,
Tempo, Metronome Sound, Reso, Remove Data

パターン・データをレコーディングするときは、“Pattern”、“Pattern

Select”でユーザー・パターンと、パターン・ナンバーを選択します。次

にページ・メニュー・コマンド“Pattern Parameter ”でパターンの小

節数と拍子を設定し、Pattern Editタブでリアルタイム・レコーディン

グまたはページ・メニュー・コマンド“Step Recording(Loop Type) ”

でステップ・レコーディングを行います。その後、ページ・メニュー・コマ

ンドでイベント・エディットや編集等を行います。

Pattern (Pattern Bank) [Preset, User]
パターンの種類を選びます。

Preset を選んだ場合はレコーディングはできません。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Pattern ”、“Bounce Pattern”、

“Put to Track”、“Copy to Track ”が選択、実行できます。

Pattern Select [P000...149, U00...U99]
パターンを選びます。

ユーザー・パターンはPattern Nameページでリネームできます。

� (Tempo) [040...240, EXT]
パターンの演奏テンポを設定します。(☞0-1a)

Metronome Sound [Only REC, REC & Play, Off]
レコーディング時、またはプレイバック時にメトロノームを鳴らすかどう

かを設定します。(☞0-8b“Sound”、“Metronome Setup”)

Reso (Resolution) [Hi, 	3 … � ]
パターンのリアルタイム・レコーディング時のタイミングを補正します。

(☞0-1a“Reso(Resolution)”)

Remove Data [Off, On]
On( チェックする):  パターンのレコーディング中に、不必要な演奏デー

タを消去します。消去方法はLoop All Tracksでの“Remove Data”

と同様です。(☞0-8a)

6–1c: USED IN SONG TRACK, USED IN RPPR

USED IN SONG TRACK
選択しているパターンのソング・トラックでの使用状況を表示します。

USED IN RPPR
選択しているパターンのRPPRでの使用状況を表示します。

アサインしたキーと、そこで設定しているトラックを表示します。

ユーザー・パターンのレコーディングについて
① ユーザー・パターンを作成するソングを“Song Select”で確認し

ます。

②レコーディングする音色を“Track Select”で選びます。

レコーディングしたパターンは、“Track Select”に依存して発音し

ます。

③“Pattern Bank”、“Pattern Select”でユーザー・パターンとパ

ターン・ナンバーを選びます。

④ ページ・メニュー・コマンド“Pattern Parameter ”を選び、ダイア

ログでパターンの小節数と拍子を設定します。

⑤“� ”でテンポを確認します。

⑥リアルタイム・レコーディングを行うときは、“Reso”でレゾリュー

ションを設定し、SEQUENCER [REC/WRITE] 、[START/STOP]

キーを押してレコーディングします。

“Pattern Parameter ”で設定した小節までレコーディングが終わ

ると最初の小節に戻り、データを追加しながら、レコーディングを繰

り返します。(☞“Loop All Tracks ”0-8a)

ステップ・レコーディングを行うときは、ページ・メニュー・コマンド

“Step Recording(Loop Type) ”を選び、ダイアログを表示しレ

コーディングします。
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▼ 6–1: Page Menu Command

0–1A

6–1A

6–1B

6–1C

6–1D

6–1E

6–1F

6–1G

6–1H

6–1I

0–1I

6–1A: Step Recording (Loop Type)
パターンをステップ・レコーディングします。

ユーザー・パターンのとき有効です。

①“Pattern”、“Pattern Select”でレコーディングするパターンを

選びます。

初期状態ではパターンの長さは1小節です。パターンの小節数を変

更するときは“Pattern Parameter ”(6-1C)で設定します。

②“Step Recording(Loop Type)”を選び、ダイアログを表示します。

ノート・ナンバー 小節内のロケーション 
（拍、クロック） 

レングス 
（拍、クロック） 

拍子 

ベロシティ 

③ 以降の操作はトラックのステップ・レコーディングと同様です。

“Step Recording”(5-1A)の③からの操作を参照してください。

ただし、パターンでのステップ・レコーディングはトラックのステップ・

レコーディングと異なり、パターンの最後まで行くと先頭に戻り、繰り

返しレコーディングしてデータを追加していきます。

6–1B: Event Edit
入力したパターンの演奏データをイベント単位でエディットします。

エディットするパターンを“Pattern”、“Pattern Select”で選びま

す。そしてこのコマンドを選びます。

その後の操作は、トラックのイベント・エディットと同じです。“Event

Edit”(5-1B)を参照してください。

6–1C: Pattern Parameter
指定したパターンの小節数と拍子を設定します。

①“Pattern”、“Pattern Select”でパターンを選びます。

②“Pattern Parameter ”を選び、ダイアログを表示します。

③“Length ”でパターンの小節数を設定します。

④“Meter ”でパターンの拍子を設定します。

ただし、ここで設定した拍子で作成したパターンは、ソングのトラック

にプットまたはコピーすると、ソングの小節に設定した拍子で演奏さ

れます。

⑤ パターン・パラメーターを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancel ボタンを押します。

6–1D: Erase Pattern
指定したパターンの演奏データを消去します。

①“Pattern”、“Pattern Select”でパターンを選びます。

②“Erase Pattern ”を選び、ダイアログを表示します。

③“All Patterns ”にチェックすると、ソング内のすべてのユーザー・

パターンを消去します。

チェックしないときは、①で指定したパターンを消去します。

④ イレース・パターンを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancel ボタンを押します。

6–1E: Copy Pattern
指定したパターンの設定と演奏データを他のパターンへコピーします。

ユーザー・パターンはソングに付属していますが、コピー・パターンに

よって、他のソングでも使用できます。

またプリセット・パターンはエディットはできませんが、ユーザー・パター

ンにコピーすることによってユーザー・パターンとしてエディット、セー

ブができます。コピー・パターンを実行すると、コピー先のパターンの設

定、演奏データを消去しますので注意してください。

①“Copy Pattern ”を選び、ダイアログを表示します。

② From (Song ＊＊＊): “Pattern ”でコピー元のパターンを選びま

す。(Pattern Editページで選んでいるソング、パターンが初期状

態としてセットされます。)

③ To: “Song ”、“Pattern ”でコピー先のソング、パターンを選びま

す。“Pattern ”にはU00～U99のユーザー・パターンが選べま

す。

④ コピー・パターンを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

6–1F: Bounce Pattern
バウンス元のパターンとバウンス先のパターンの演奏データを1つに

まとめ、バウンス先へ演奏データを移します。実行後のパターンの拍子

と長さは、バウンス先の設定に従います。トラックのバウンスと異なり、

バウンス元の演奏データは消去しません。

選択しているパターンとバウンス先のパターンにMIDIコントロール・

データが含まれている場合は、バウンス実行後に意図しない動作になる

ことがあります。あらかじめ2つのパターンのMIDIコントロール・デー

タを、“Event Edit”(6-1B)で整理してください。

①“Pattern”、“Pattern Select”でバウンス元になるパターンを選

びます。

②“Bounce Pattern ”を選び、ダイアログを表示します。

③ From (Song ＊＊＊): “Pattern ”でバウンス元のパターンを選びま

す。(Pattern Editページで選んでいるソング、パターンが初期状

態としてセットされます。)
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④ To: “Song ”、“Pattern ”でバウンス先のソングとパターンを選び

ます。“Pattern ”にはU00～U99のユーザー・パターンが選べま

す。

⑤ バウンス・パターンを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancel ボタンを押します。

6–1G: Get From Track
トラックの演奏データを指定したパターンヘ取り込みます。

①“Pattern”、“Pattern Select”で取り込み先を選びます。

②“Pattern Parameter ”(6-1C)で、取り込み先のパターンの長さ

を設定します。

③“Get From Track ”を選び、ダイアログを表示します。

④“Song ”で取り込み元のソングを選びます。

⑤“Track ”で取り込み元のトラックを選びます。

⑥“Measure ”で取り込み元の先頭の小節を設定します。

⑦ ゲット・フロム・トラックを実行するときはOKボタンを、実行しないと

きはCancel ボタンを押します。

6–1H: Put To Track
パターンをトラックに配置します。

“Copy To Track ”(6-1I)とは異なり、パターン・ナンバーのみをソン

グに配置してプレイバック時にパターンを呼び出します。パターンの演

奏データはトラック上に存在しません。

繰り返し使用することの多いフレーズや、ドラム・パターン等をパターン

として用意しておき、それをトラック上に配置することで、メモリーを大

幅に節約できます。

また、パターンを修正すると、それを配置してあるソングの演奏に影響

を与えます。

プット・トゥ・トラックを実行すると、演奏データは次のようになります。

・ プット先にすでにある演奏データを消去します。

・ プットしたパターンは、プット先の小節で設定している拍子に従います。

・トラックにすでにあるピッチ・ベンド等のコントロール・データ(ボ

リュームを除く)は、パターンをプットした小節の直前でリセットしま

す。(パターンがプットされる小節でピッチ・ベンド等のコントロール

を行うときは、あらかじめパターンに書き込む必要があります。)

1度トラックに配置したパターンを取り消したい場合は、“Erase

Measure ”(5-1F)でパターンをプットした範囲を指定し、“Kind”を

All にして実行してください。

1 2
Track 10
(Drums)

3 4 5 6

Pattern 20

例  トラック10の2､4､6小節にパターン20をプットしたので、その小節になるとパターン
20を呼び出し、そのデータで演奏されます。 

①“Put To Track ”を選び、ダイアログを表示します。

ダイアログを開いた状態でSEQUENCER [START/STOP]

キーを押すと、選択したパターンがプレイバックされます。

②“Pattern ”、“Pattern Select ”でプット元のパターンを選びま

す。(Patterm Editページで選んでいるパターンが初期状態として

セットされます。)

③ To: “Track ”でプット先のトラックを選びます。

④“Measure ”でプット先の先頭の小節を設定します。

⑤ プット・トゥ・トラックを実行するときはOKボタンを押します。実行す

ると、“Measure ”が自動的にカウント・アップします。続けてパター

ンをプットすることができます。コマンドを終了するときは、Exit ボ

タンを押します。

6–1I : Copy To Track
指定したパターンの内容(演奏データ)をトラックの演奏データとしてコ

ピーします。

プット・トゥ・トラックとは異なり、トラックに演奏データ自体を入力するの

で、コピーしたトラックをソング上でエディットすることができます。また

コピー元のパターンをエディットしてもソングの演奏データには影響が

ありません。

コピー・トゥ・トラックを実行すると、演奏データは次のようになります。

・コピー先の小節にすでにあった演奏データを消去します。

・コピーした演奏データは、コピー先の小節で設定している拍子に従

います。

1 432

1 432

Pattern 41

例　パターン41の演奏データを2小節めにコピーします。 
 

コピー前 

コピー後 

操作はプット・トゥ・トラックと同じです。“Put To Track”(6-1H)を参

照してください。

6–2: Pattern Name
6–1

6–2a

6–1b

6–1a

6–2a: Pattern name

Pattern name [U00...U99]
パターンをリネームします。テキスト・エディット・ボタンを押してダイア

ログを表示し、文字を入力します。16文字まで入力が可能です。(☞OG

p.115)
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6–3: RPPR Setup
RPPR(Realtime Pattern Play/Recording) 機能を設定します。

RPPRは、ソングのパターンをキーごとに割り当てて、鍵盤を弾くこと

によってパターンをプレイバックするものです。そして、その演奏をレ

コーディングすることもできます。

ソングごとにC#2～C8の72キーにプリセット・パターンまたはユー

ザー・パターンをアサインできます。キーごとにパターンとトラック・ナ

ンバー、そのプレイバックのしかたを設定します。

RPPRによるパターン演奏にアルペジエーターはかかりません。

RPPRオン時、パターンをアサインしていないキーでは、“Track

Select”で選んでいるトラックで発音します。このとき、そのトラッ

クにアルペジエーターAまたはBを設定していて、オンになってい

るとアルペジエーターは動作します。またアルペジエーターに

よって展開されたノートにはRPPRはかかりません。

ローカル・コントロール・オフ(“Local Control On”Global P1:

1-1a)のとき、鍵盤ではRPPRによるパターン演奏をトリガーしま

せん。MIDI IN からは、“Track Select ”で現在選ばれているト

ラックのチャンネルでトリガーします。外部シーケンサーにトリ

ガー・ノートだけをレコーディングして、外部シーケンサーを再生し

て本体RPPRによるパターン演奏を動作させる場合、ローカル・

コントロール・オフにします。

RPPRのノート情報を外部シーケンサーに取り込む場合は、ロー

カル・コントロール・オンにし、外部シーケンサーのエコー・バック

をオフにしてください。(☞p.297)

RPPR Setupページでは、RPPRを自動的にオンします。

“RPPR”チェック・ボックスにチェック(0-1a)した状態と同じにな

ります。

6–1

6–3c

6–3b

6–3a

6–3a: Song Select, Track Select, Tempo

Song Select [000...199: name]
ソングを選びます。

RPPRは選択したソングに設定されます。

Track Select [Track01...Track16, Master Track]
RPPRを設定したキー以外のキーで演奏するトラックを選びます。

鍵盤で演奏するトラックを選びます。

� (Tempo) [040...240, EXT]
パターンの演奏テンポを設定します。(☞0-1a)

6–3b: Keyboard & Assigned drawing

選択しているキー、RPPR機能でパターンをアサインしているキーを

表示します(グレー表示のキーにはアサインできません)。

アサインできないキー アサインされているキー 

選択しているキー 

アサインされていないキー 

6–3c: RPPR Setup

KEY (Key Select) [C#2...C8]
RPPRのパターンをアサインするキーを指定します。

以下のパラメーターはここで選択したキーに関する設定になります。

[ENTER]キーを押しながら、鍵盤を押すことでも選択できます。

Assign [Off, On]
On( チェックする): “KEY”で指定したキーを弾くと“Pattern”で設定

したパターンがプレイバックします。

Off( チェックしない): 通常のSequecerモードでの状態同様、現在選

ばれているトラックがそのキーの音程で発音します。

Pattern (Pattern Bank) [Preset, User]
Pattern Select [P000...149, U00...99]
“KEY”で指定したキーに、RPPRのパターンを設定します。設定した

ユーザー・パターンに演奏データがない場合は、そのキーを弾いても発

音しません。

Track [Track 01...Track16: name]
“KEY”で指定したキーに、RPPRで使用するトラックを設定します。

キーを弾いたとき、ここで選択したトラックの設定に従ってパターンが

プレイバックされます。トラックの設定は、P0:Play/REC、P2:Trk

Param、P3: MIDI Filter、P4: Zone/Ctrlの各ぺージで設定します。

RPPR機能をオンの状態でリアルタイム・レコーディングを行うと、ここ

で設定したトラックにレコーディングされます。(☞OG p.56)

下段に“Track”で設定しているプログラム・バンク: ネームとMIDIチャ

ンネル(Ch)を表示します。

Revert
直前にエディットしていた“Assign ”にチェックがついた“KEY ”の

“Pattern(Pattern Bank) ”、“Pattern Select ”、“Track ”設定

を、現在選択している“KEY ”の上記パラメーターにコピーします。

例) プリセット・パターンP00、P01、P02を“KEY”に割り当てる場合

トラック1にはあらかじめA036などのドラムス・プログラムを設定しま

す。

①“KEY”にC#2 を選び、“Assign ”をチェックします。“Pattern

(Pattern Bank) ”にPreset を、“Pattern Select ”にP00 を、

“Track ”にTrack01 を設定します。



92

②“KEY”でD2を選び、Revert ボタンを押します。

①で設定した“Pattern(Pattern Bank)”、“Pattern Select”、

“Track”の各値が自動的にコピーされます。

③“Pattern Select ”だけを変更します。“Pattern Select”を選

び、[ ]キーを押し、P01: Pop&Balad 2/Std を選びます。

④“KEY ”でD#2 を選び、Revert ボタンを押します。

③で設定した“Pattern Select”P01: Pop&Balad 2/Stdと、

“Pattern(Pattern Bank)”、“Track”が自動的にコピーされます。

⑤ ③の要領で“Pattern Select ”をP02: Pop&Balad 3/Std に

設定します。

このように“Revert ”を使用することによって、RPPR設定時に

“KEY”への“Pattern(Pattern Bank) ”、“Pattern Select ”、

“Track ”のアサインが効率よく行えます。特に上の例のように、キーに

アサインするパターンが、連続した番号や近い番号で、同じトラックで使

用するときなどに便利です。

Mode [Once, Manual, Endless]
キーにアサインしたパターンのプレイバックのしかたを設定します。

Once: 鍵盤を押すと、パターンを1回だけ最後までプレイバックしま

す。

Manual: 鍵盤を押している間はパターンを繰り返しプレイバックし、離

したときに止まります。

Endless: 鍵盤を離しても、パターンを繰り返しプレイバックします。パ

ターンのプレイバックを止めるときは、C2より下の鍵盤を押すか、再び

同じ鍵盤を押します。

Once

START STOP

キー･オン キー･オフ 
同じキー、または 
C2キー･オン 

Manual

START STOP

Endless

START STOP

Shift [–12...+12]
キーに設定したパターンのプレイバック時の音程を、±1オクターブの

範囲(半音単位)で調整します。

0のとき、元のパターンの音程で演奏されます。

Sync [Off, Beat, Measure, SEQ]
キーに設定したパターンをプレイバックするときの、同期のとりかた(プ

レイバックのタイミングを何に合わせるか)を設定します。

Off ： 鍵盤を押さえたときにパターン演奏がスタートします。

Beat ： ファースト・キー(すべての鍵盤から手を離した状態から最初に

ノート・オンしたキー)でスタートしたパターン演奏の拍に合わせます。

ユニゾンなどのフレーズ・パターンに向いています。

Measure ： ファースト・キーでスタートしたパターン演奏の小節に合わ

せます。リズム・ベースやドラム・パターンに向いています。

SEQ： シーケンサーのソングの小節に合わせます。

キー1オン 

ソング 

キー2オン キー1オフ 

Syncの設定 

パターン１と2の 
ModeはManualで 
Syncの設定は同じ 

Sync: Off
パターン１ 

パターン2

Sync: Beat
パターン１ 

パターン2

Sync: Measure
パターン１ 

パターン2

Sync: SEQ
パターン１ 

パターン2

・ Beat 、Measure では、ファースト・キーを弾いたときにパターン演

奏がスタートします。2番目以降に弾いたキーのパターンは、ファー

スト・キーで演奏しているパターンに同期しますが、Beat のときは拍

単位で、Measure のときは小節単位で同期します。

・ SEQの場合、パターンはシーケンサーのソングの小節に合わせてプ

レイバックされます。演奏中のソングに同期しますので、ソングをス

タートさせてから弾いてください。

・ Beat 、Measure 、SEQのときは、それぞれ拍や小節の位置から 	 以
内のタイミングで弾くと同時にスタートしますが、それを超えたとき

は拍や小節単位で遅れてスタートします。

RPPRでのパターン・プレイの停止について

C2より下のいずれかの鍵盤を押すと、RPPRでのパターンのプレイ

バックを途中で一斉に止めることができます。

“Sync”がOff の鍵盤でのパターン・プレイはすぐに止まりますが、それ

以外の鍵盤でのパターン・プレイは拍や小節の頭の位置で止まります。

“Sync”がOff の鍵盤でのパターン・プレイは、C2より下の鍵盤を2回

すばやく押すとすぐに止めることができます。
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Sequencer P7: Arpeggiator
Sequencerモードでのアルペジエーターの動作を設定します。ソング

ごとに設定できます。Sequencerモードでは、Combinationモード同

様に、2つのアルペジエーターを同時に走らせることができます。

キー・スプリットした2つの音色に別々のアルペジオ・パターンをかけた

り、ベロシティによって、2つの別々のアルペジオ・パターンを切り替え

るなど、さまざまな効果的な設定が可能です。

Sequencerモードでは、ソング・トラックやパターンのリアルタイム・レ

コーディングのときにアルペジエーターによって展開したノート・オン/

オフなどの演奏データをレコーディングすることができます。このとき

レコーディングしながら、アルペジオ・パターンやパラメーターを変えた

り、[GATE]ノブ、[VELOCITY]ノブを操作したりすることができます。

アルペジエーターとシーケンサーのテンポは独立して設定できま

せん。

“MIDI Clock ”(Global P1:1-1a)がInternal のとき、内蔵シーケン

サーのスタートのタイミングで、アルペジエーターを同期させることが

できます。(☞OG p.102)

・ アルペジエーターをオンにして、SEQUENCER [START/STOP]

キーを押すと、アルペジエーターがシーケンサーのタイミングに同

期します。

・ SEQUENCER [START/STOP] キーを押すと、シーケンサーと共

にアルペジエーターもストップします。アルペジエーターのみをス

トップさせるときは、ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオフにし

ます。

また、アルペジエーターの“Key Sync”がオフのとき、ARPEGGI-

ATOR [ON/OFF]キーをオンにして、シーケンサーのリアルタイム・レ

コーディング前のプリカウント中に鍵盤でアルペジエーターを動作させ

ると、レコーディング開始と同時にパターンの先頭からアルペジエー

ターによる演奏がレコーディングされます。

“MIDI Clock ”がExternal MIDI またはExternal USB のと

きは、MIDI INまたはUSB B端子に接続した外部MIDI機器が出

力する、MIDIリアルタイム・クロック・コマンドによって同様にコン

トロールできます。

この場合、シーケンサーのスタート/ストップは本体シーケンサー

のSEQUENCER [STRAT/STOP] キーでも行えます。

7–1: Setup 1–8 (Setup T01–08)
7–2: Setup 9–16 (Setup T09–16)

7–1

0–1b

7–1a

5–1b

0–1a

7–1(2)a: Arpeggiator Assign, Arpeggiator Run A, B

Arpeggiator Assign [Off, A, B]
トラック1～8、9～16にアルペジエーターAまたはBをアサインしま

す。ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、“Arpeggiator

Run A, B ”と、ここでの設定に従い、設定したトラックのアルペジエー

ターが動作します。

Off: アルペジエーターは動作しません。

A: アルペジエーターAが動作します。Arpeggiator A ページでアル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

B: アルペジエーターBが動作します。Arpeggiator Bページでアル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

リアルタイム・レコーディングするトラックにAまたはBのアルペジエー

ターを設定します。複数のトラックにアルペジエーターを設定した場

合、設定したすべてのトラックがアルペジエーターによって発音します。

A、BをMIDIチャンネルの違う2つのトラックに設定して、一方は鍵盤

からコントロールし、もう一方はMIDI INに接続した外部MIDI機器に

よりコントロールすることもできます。マルチトラック・レコーディング

(Multi REC )により2つのアルペジエーターで展開したノート・データ

を同時にレコーディングすることもできます。

例1)トラック1、2の“MIDI Channel ”(2-1a)を01に、“Status ”

(2-1a)をINT に設定します。トラック1にアルペジエーターAを、

トラック2にアルペジエーターBをアサインし、“Arpeggiator

Run A, B ”(7-1a)をチェックします。“Track Select ”で

Track01 を選びます。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くとト

ラック1、2が同時に発音します。　

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにして鍵盤を弾くと、ト

ラック1にはアルペジエーターAが、トラック2にはアルペジエー

ターBがそれぞれ別々に動作し、発音します。

Track2 MIDI Ch=1ch   Status=INT

Arpeggiator
A

Arpeggiator
B

Arpeggiator
Assign

A

B

Pattern - A

Pattern - B

Pattern - A

Pattern - B

Trigger
= Ch1

Trigger
= Ch1

Track1 MIDI Ch=1ch   Status=INT

例2) トラック1、2、3の“MIDI Channel ”(2-1a)の設定をそれぞれ

01 、02 、03に、“Status”(2-1a)をINT に設定します。トラック

1、2にアルペジエーターAを、トラック3にアルペジエーターBを

アサインし、“Arpeggiator Run A, B ”(7-1a)にチェックをし

ます。

・ “Track Select ”でTrack01 を選びます。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くとト

ラック1が発音します。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにして鍵盤を弾くと、ト

ラック1、2のアルペジエーターAが動作し、発音します。

・ “Track Select ”でTrack02 を選びます。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くとト

ラック2が発音します。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにして鍵盤を弾くと、ト

ラック1、2のアルペジエーターAが動作し、発音します。

・ “Track Select ”でTrack03 を選びます。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くとト

ラック3が発音します。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにして鍵盤を弾くと、ト

ラック3のアルペジエーターBが動作し発音します。
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・ “Track Select ”でTrack01 を選び、トラック1、2のアルペジ

エーターAを動作させて発音し、本機のMIDI INに接続した外部

MIDI機器でMIDIチャンネル3でノート・データを送信してトラッ

ク3のアルペジエーターBを動作、発音させることもできます。

Pattern - B 

Pattern - A

Pattern - ATrack2 MIDI Ch=2ch   Status=INT

Arpeggiator
A

Arpeggiator
B

Arpeggiator
Assign

A

A

Pattern - A

Pattern - B

Trigger
=  Ch1, Ch2

Trigger
= Ch3

Track3 MIDI Ch=3ch   Status=INTB

Track1 MIDI Ch=1ch   Status=INT

シーケンサーをプレイバックしたときのノートにはアルペジエー

ターはかかりません。

アルペジエーターA、Bをアサインしたトラック1～16は、各ト

ラックの“Status ”(2-1a/2a)がINT 、BTHのとき、各トラックの

“MIDI Channel ”(2-1a/2a)の設定にかかわらず、アルペジ

エーターが発生するそれぞれのノート・データによって発音しま

す。BTH、EXT、EX2 のときは、各トラックの“MIDI Channel”で

MIDIノート・データを送信します。

このとき、アルペジエーターをトリガー(起動)させるMIDIチャンネ

ルは、アルペジエーターA、Bをそれぞれアサインしているトラック

1～16の“MIDI Channel ”すべてで行えます。

ローカル・コントロール・オフ(“Local Control On”Global P1:

1-1a)のとき、鍵盤ではアルペジエーターをトリガーしません。

MIDI INからはトリガーします。外部シーケンサーにトリガー・ノー

トだけをレコーディングして、外部シーケンサーを再生して本体の

アルペジエーターを動作させる、などを行う場合、ローカル・コン

トロール・オフにします。

アルペジオのノート情報をそのまま外部シーケンサーに取り込む

場合は、ローカル・コントロール・オンにし、外部シーケンサーのエ

コー・バックをオフにしてください。(☞p.297)

Arpeggiator Run A, B
ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、ここでチェックしたア

ルペジエーターが“Arpeggiator Assign ”でトラックに設定されてい

る場合に起動します。

アルペジエーターがオンの状態でA、Bそれぞれのオン/オフを設定で

きます。

▼ 7–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1F

7–1A

0–1I

0–1J

7–1A: Copy Arpeggiator
アルペジエーターの設定をコピーします。

☞Combination P7: 7-1A: Copy Arpeggiator

7–3: Arpegg. A (Arpeggiator A)
7–4: Arpegg. B (Arpeggiator B)

Arpegg. A ページでアルペジエーターAを、Arpegg. Bページでア

ルペジエーターBを設定します。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Arpeggiator ”(7-1A)を使用

して、Programモードなど他のモードの設定をコピーすることも

できます。

7–1

0–1b

7–3a

5–1b

0–1a

7–3(4)a: Arpeggiator–A(B) Setup

Pattern [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]
Octave [1, 2, 3, 4]
Resolution [ � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ]
Gate [000...100(%), Step]
Velocity [001...127, Key, Step]
Swing [–100...+100(%)]
Sort [Off, On]
Latch [Off, On]
Key Sync. [Off, On]
Keyboard [Off, On]
ソングのアルペジエーターの各パラメーターを設定します。

☞Program 7-1:Arpegg. Setup(Arpeggiator Setup)

7–5: Scan Zone (Scan Zone A/B)

アルペジエーターA、Bをそれぞれ動作させるノート、ベロシティの範囲

を設定します。

7–1

0–1b

7–5a

7–5b

5–1b

0–1a

7–5a: Zone Map

アルペジエーターA、BのそれぞれScan Zone の範囲を表示します。

(☞Combination “Zone Map”7-4a)
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7–5b: Scan Zone A/B

A:

Top Key [C–1...G9]
Bottom Key [C–1...G9]
アルペジエーターAが動作するノート(鍵盤)の範囲を設定します。

“Top Key”ではその上限、“Bottom Key”ではその下限を設定しま

す。

Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターAが動作するベロシティの範囲を設定します。“Top

Velocity”ではその上限、“Bottom Velocity”ではその下限を設定

します。

B:

Top Key [C–1...G9]
Bottom Key [C–1...G9]
Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターBが動作するノート(鍵盤)とベロシティの範囲を設定

します。(☞A: )

各パラメーター値は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても入力できます。

Sequencer P8: Insert Effect
トラック1～16のバスと、インサート・エフェクトを設定します。

☞インサート・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

8–1: Routing 1–8 (Routing T01–08)
8–2: Routing 9–16 (Routing T09–16)

トラック1～16で使用しているプログラム・オシレーター出力のバスを

設定します。また、マスター・エフェクトへの送り量を設定します。

8–1

5–1b
0–1b
0–3a

8–1b

8–1a

8–1a: Routing Map

インサート・エフェクトの設定状態を表示します。インサート・エフェクト

のルーティング、設定しているエフェクト・ネーム、オン/オフ、チェイン、

それぞれの状態を表示します。

エフェクトの種類、オン/オフ、チェインの設定はInsert FXページ(8-

2)で行います。

8–1(2)b: BUS Select (IFX/Indiv.Out BUS Select),
Send1 (MFX1), Send2 (MFX2)

BUS Select (IFX/Indiv.Out BUS Select) [DKit, L/R,
IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

トラック1～16のプログラム・オシレーター出力のバスを設定します。

設定の状態はRouting Mapで確認できます。(☞Combination P8-

1:Routing)

トラックのプログラム・オシレーター出力にバルブ・フォースをイン

サートする場合は、3/4(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設

定し、Valve Force “Placement ”(9-5a)をInsert に設定しま

す。

1/2 または3/4(Tube) に設定すると、トラック1～16のプログ

ラムはステレオでAUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 と2、ま

たは3と4にステレオで出力します。プログラム・オシレーターの

パンをMIDIコントロール・チェンジCC#10(パン)やAMSなどで

コントロールしたとき、ノート・オン時のパンで出力します。L/R に

設定して(MAIN) L/MONO 、Rに出力するときと異なり、発音中

のパンはリアルタイムでは動きません。

発音中のパンをリアルタイムで動かし、その状態をAUD IO

OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2または3、4に出力する場合は、

“BUS Select ”をIFX1 (またはIFX2 ～IFX5 )に設定、“IFX1 ”

(またはIFX2 －IFX5 )(8-3)に000:No Effect を選び、IFX通過

後の“BUS Select ”(8-3)で1/2 または3/4(Tube) を設定し

てください。
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Send1 (MFX1) [000...127]
Send2 (MFX2) [000...127]
トラック1～16のマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベルを設定

します。“BUS Select ”をL/R 、Off に設定しているときに有効です。

IFX1 、2、3、4、5に設定しているときのマスター・エフェクト1、2への

センド・レベルは、Insert FXページのIFX1～5通過後の"Send1"、

"Send2"で設定します。

“BUS Select ”を1、2、3(Tube) 、4(Tube) 、1/2 、3/4(Tube) に

設定している場合はここでの設定は無効です。

ここで設定するセンド1、2は、ソングの先頭からのプレイバック、レコー

ディングで使用されます。レコーディング中に設定を変えると演奏デー

タとしてレコーディングされ、プレイバック時にはセンド量が変わります。

プレイバック中に設定を変えることもできます。ただし、センド1、2デー

タがレコーディングされている場合は、それらに従って設定が変わりま

す。

“Status ”(2-1a/2a)がINT 、BTHのとき、CC#93、CC#91の

受信でそれぞれセンド1、2をコントロールでき、値が変わります。

ソングを変えたときや、ソングの先頭に戻ったとき“Status ”が

EXT、EX2 、BTHのトラックは、ここでの設定をMIDIで送信しま

す。“MIDI Channel”(2-1a/2a)で設定する各トラックのMIDI

チャンネルで送受信します。実際のセンド・レベルはトラックで設定

してあるプログラムのオシレーターごとのセンド・レベルの設定値

(“Send1”、“Send2”Program P8:8-1d)とのかけ算になりま

す。

▼ 8–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

8–1A

8–1B

8–1C

0–1I

0–1J

8–1D

8–1A: Copy Insert Effect
☞Program P8:8-1A:Copy Insert Effect

ただし、IFX1～5ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはコピーされません。

8–1B: Swap Insert Effect
☞Program P8:8-1B:Swap Insert Effect

ただし、IFX1～5ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはスワップされません。

8–1C: DrumKit IFX Patch
☞Combination P8:8-1C:DrumKit IFX Patch

8–1D: Put Effect Setting to Track
エフェクトの設定をエクスクルーシブ・イベントとしてトラックに挿入し

ます。曲の途中でエフェクトの設定を変更したい場合等に使用します

(☞OG p.47)。

MIDI パラメーター・チェンジ・システム・エクスクルーシブ・メッ

セージでエフェクトの設定を変更する場合、エフェクトの切り替え

に、ある程度の時間を必要とします。また、発音中であれば音色が

スムーズに切り替わらない場合があります。演奏データのタイミン

グを考慮し、システム・エクスクルーシブ・メッセージを挿入するロ

ケーションを調節してください。

エフェクトを途中で切り替える場合は、切り替える前のエフェクトも

このコマンドでトラックの小節のはじめ(“Measure ”001、

“Beat.Tick”01.000)に挿入してください。

① 挿入するエフェクト(IFX1～IFX5、MFX1、MFX2、MEQ)をP8:

Insert EffectまたはP9: Master Effectで調整し、エクスクルー

シブ・イベントを挿入するソング、トラック、小節、拍とクロックを確認

します。

例えば下図のようにトラック3で使用しているIFX3を9小節の出だ

しで変更するとします。

②“Put Effect Setting to Track ”を選び、ダイアログを表示しま

す。(ダイアログの値は、①の例にするための設定です。)

③“Effect ”で対象となるエフェクトを選びます。

④ To“Song ”で挿入先のソング、 “Track ”で挿入先トラック)、

“Measure ”でイベント挿入先小節、“Beat.Tick ”でイベント挿入

の拍とクロックを設定します。

⑤“Put Effect Setting to Track ”を実行するときはOKボタン

を、実行しないときはCancel ボタンを押します。

挿入できるイベントは、エフェクトの種類とエフェクトのパラメー

ターのみです。エフェクトのオン/オフやバス等の設定は、リアル

タイム・レコーディングしてください。

Locationを戻してソングをプレイバックすることによって、エフェ

クトが切り替わるのを確認することができます。

また、P5; Track Editページのページ・メニュー・コマンド“Event

Edit”でパラメーター・チェンジ・システム・エクスクルーシブ・メッ

セージ(Exclisive) が挿入されているのが確認できます。

挿入先にパターンが挿入されていた場合は、そのパターンはノー

ト・データに展開されます。
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8–3: Insert FX
インサート・エフェクトの種類、オン/オフ、チェインなどを設定します。

8–1

8–3a

8–3a: IFX1, 2, 3, 4, 5

IFX1, 5 [000...089]

IFX2, 3, 4 [000...102]

IFX1, 2, 3, 4, 5 On/Off [Off, ON]

Chain [Off, On]

Pan(CC#8) (Post IFX PanCC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. (BUS Select)
[L/R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]
Programモードと同様です。(☞Program 8-2a)

ただし、インサート・エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)、

インサート・エフェクト通過後の“Pan(CC#8)”、“Send 1”、“Send 2”

をコントロールするMIDIチャンネルがProgramモードとは異なり、

“Ctrl Ch”(8-4a～8a)のMIDIチャンネルでコントロールします。使用

するコントロール・チェンジはProgramモードと同じです。

ここで設定するパン(CC#8) 、センド1、2は、ソングの先頭からのプレイ

バック、レコーディングで使用されます。レコーディング中に設定を変え

ると演奏データとしてレコーディングし、プレイバック時には、それらに

従って設定が変わります。プレイバック中に設定を変えることもできま

す。ただしパン(CC#8) 、センド1、2データをレコーディングしてある場

合は、それらに従って設定が変わります。

“Status ”(2-1a/2a)がINT 、BTHのとき、CC#8、CC#93、

CC#91の受信でそれぞれインサート・エフェクト通過後のパン、

センド1、2をコントロールし、値が変わります。ソングを変えたと

きやソングの先頭に戻ったとき“Status ”がBTH、EXT、EX2 の

トラックは、ここでの設定をMIDIで送信します。IFX1～5(8-4～

8-8)のそれぞれのMIDIチャンネルで送受信します。

8–4: IFX 1
8–5: IFX 2
8–6: IFX 3
8–7: IFX 4
8–8: IFX 5
Insert FXページで選んだIFX1、2、3、4、5それぞれのエフェクト・パ

ラメーターを設定します。(☞p.217～)

8–1
8–4a

8–4(~8)a: Ctrl Ch [Ch01...16, All Routed]

エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)、インサート・

エフェクト通過後のパン(CC#8) 、Send1(CC#93) 、Send2

(CC#91) をコントロールするMIDIチャンネルを設定します。

IFXにルーティングしているトラックのチャンネル・ナンバーにはCh01

～16の右に「*」がつきます。MIDIチャンネルの設定が異なる複数ト

ラックをルーティングしている場合、コントロールするMIDIチャンネル

を設定します。

All Routed: ルーティングしているトラックのMIDIチャンネルすべて

でコントロールが可能です。

ドラムス・プログラムを設定したトラックの“BUS Select ”(8-

1b/2b)をDKit にした場合、ドラムキットの“BUS Select ”

(Gloabl P5:5-2b)、ページ・メニュー・コマンド“DrumKit IFX

Patch ”での設定にかかわらず、そのトラックのMIDIチャンネル

はIFX1～5どれでもAll Routed にした場合に有効となります。
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Sequencer P9: Master Effect
☞ マスター・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」p.205

を参照してください。

9–1: Master FX
マスター・エフェクトの種類、オン/オフ、チェインやマスターEQを設定

します。Programモードと同様です。「Program 9-1:Master FX

(Master Effects) 」を参照してください。

9–1

9–1c

9–1a

9–1b

▼ 9–1: Page Menu Command

0–1A

9–1A

9–1B

0–1I

0–1J

9–1C

9–1A: Copy Master Effect
☞Program P9:9-1A:Copy Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはコピーしません。

9–1B: Swap Master Effect
☞Program P9:9-1B:Swap Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch”で設定したMIDIコントロール・

チャンネルはスワップしません。

9–1C: Put Effect Setting to Track
エフェクトの設定をエクスクルーシブ・イベントとしてトラックに挿入し

ます。曲の途中でエフェクトの設定を変更したい場合等に使用します。

☞Sequencer P8:8-1D: Put Effect Setting to Track

9–2: MFX 1
9–3: MFX 2
Master FXページで、MFX1、2でそれぞれ選んだエフェクトのパラ

メーターを設定します。(☞p.217～)

9–1
9–2a

9–2(3)a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, Gch]

マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod)をコ

ントロールするMIDIチャンネルを設定します。Gchではグローバ

ルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)でコン

トロールします。

9–4: Master EQ
マスターEQは、3バンド・ステレオEQです。L/RバスからAUDIO

OUTPUT (MAIN OUT) L/MONO 、Rに出力する直前にあり、全体

的なイコライジング(EQでの音質調整)を行います。(☞p.269)

0–1A
9–4a

9–4a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, Gch]

マスターEQのダイナミック・モジュレーション(Dmod)をコント

ロールするMIDIチャンネルを設定します。Gchではグローバル

MIDIチャンネル“MIDI Channel ”(Global P1:1-1a)でコント

ロールします。
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9–5: VALVE FORCE
真空管を使用したアナログ回路、バルブ・フォース(Valve Force)に関す

る設定を行います。

バルブ・フォースの効果をかけたいトラックにインサート・エフェクトと組

み合わせて配置したり、MIDIトラックの出力の最終段に配置して、軽い

ブーストや真空管特有のオーバードライブ感を加えます。

VALVE FORCE [ON/OFF] キーでバルブ・フォースのオン/オ

フをコントロールします。

バルブ・フォースはステレオ・イン ー ステレオ・アウトのアナログ

回路です。

バルブ・フォースの各パラメーター設定はソングごとにセーブする

ことができます。

9–5

9–5a

9–5b

9–5a: VALVE FORCE

Input Trim [000...127]

Ultra Boost [000...127]

Tube Gain [000...127]

Output Level [000...127]
バルブ・フォースへの入力、重低音域のブースト、真空管への入力ゲイ

ン、バルブ・フォースからの出力レベルを設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

Programモード同様に、VALVE FORCE [ON/OFF] キーと、こ

れらの各パラメーター(ノブ)は、MIDI NRPNコントロール・チェン

ジ・メッセージでコントロールできますが、コントロールするMIDI

チャンネルは“Ctrl Ch ”のチャンネルになります。これらのパラ

メーター操作をレコーディングしてプレイバックするとき、レコー

ディング するトラックと“Ctrl Ch”のMIDIチャンネルを一致させ

ます。

Placement [Final, Insert (Use 3/4 BUS)]
バルブ・フォースの配置先を設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

デジタル信号で処理される、S/P DIF出力、L/RをSource BUS

としたリサンプリングには、バルブ・フォースは使用できません。

ここではSequencerモードでの“Placement”をInsert(Use 3/4

BUS)にしたときの設定例を示します。

[設定例]

バルブ・フォースは、“BUS Select”(8-1(2)b) またはIFX通過後の

“BUS Sel.”(8-3a)の設定によって任意の位置にインサートします。

Valve Force “BUS Sel.”(9-5a)でバルブ・フォースからの出力先

を設定します。

- トラック ➝ バルブ・フォース ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

複数のトラックをバルブ・フォースに送ることができます。ただしト

ラックごとに個別に設定することはできません。

- トラック ➝ バルブ・フォース ➝ インサート・エフェクト ➝ マスター・エ

フェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を3/4(Tube)に設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

- トラック ➝ インサート・エフェクト ➝ バルブ・フォース ➝ マスター・エ

フェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

Valve Force “Send1”、“Send2”: 適宜

- トラック ➝ インサート・エフェクト ➝ バルブ・フォース  ➝ インサート・エ

フェクト ➝ マスター・エフェクト ➝ オーディオ出力

“BUS Select”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“Send1”、“Send2”: 適宜

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を、前段のIFXに設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

Audio Inputからの入力にも同様にバルブ・フォースをインサー

トすることができ、イントラック・サンプリングにも対応します。

Ctrl Ch(Control Channel) [Ch01...16, Gch]
バルブ・フォースをコントロールするMIDIチャンネルを設定します。

Gch: グローバルMIDIチャンネル"MIDI Channel" (Global P1) で

コントロールします。

9–5b: Post VALVE FORCE Mixer

Pan(CC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. [L/R, IFX1...5, 1, 2, 1/2, Off]

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]

ADC OVERLOAD !!
バルブ・フォースからの出力の送り先を設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

Programモード同様に、“Pan(CC#8)”はCC#8、“Send1”は

CC#93、“Send1”はCC#93でコントロールできますが、コント

ロールするMIDIチャンネルは“Ctrl Ch”のチャンネルになります。
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“Pan”、“BUS Se l . ”、“Send1”、“Send2”(「ADC

OVERLOAD !!」)は、“Placement”がInsert (Use 3/4 BUS)

のときのみ有効です。

▼ 9–5: Page Menu Command

0–1A

0–1I

0–1J

Program 9–5A
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Sequencerモードで対応する
エクスクルーシブ・イベント

システム・エクスクルーシブ・メッセージのレコーディング/プレイバッ

ク、エクスクルーシブ・イベントを含んだトラックのエディットが可能で

す。

リアルタイム・レコーディングでレコーディング対象
となるエクスクルーシブ・メッセージ

以下が対象となるエクスクルーシブ・メッセージです。

・ 外部MIDI機器から受信したエクスクルーシブ・メッセージ

・ Sequencerモードでのパラメーター・チェンジ （下表参照）

・ フット・ペダル、ノブ等にアサインされたMaster Volumeのユニ

バーサル・エクスクルーシブ・メッセージ

Sequencerモードでリアルタイム・レコーディングの対象となるパラメーター・チェンジ

フロント・パネル/ページ パラメーター

フロント・パネル ARPEGGIATOR [ON/OFF]キー、[GATE]ノブ、[VELOCITY]ノブ

REALTIME CONTROLS [REALTIME CONTROLS]キー

P0: Play/REC Prog. 1-8/9-16 “Category”,“Program Select”,“PLAY/MUTE/REC”,“SOLO ON/OFF”*1

Mixer 1-8/9-16 “Pan”,“Volume”

OSC 1-8/9-16 “Force OSC Mode”, “OSC Select”, “Portamento”

P2: Trk Param Pitch 1-8/9-16 “Transpose”, “Detune”, “Bend Range”

Other 1-8/9-16 “Delay”, “Use Program's Scale”, “Type”, “Key”, “Random”

P4: Zone/Ctrl Controller “SW1”, “SW1 Mode”, “SW2”, “SW2 Mode”, “Knob 1-B”...“Knob 4-B”

MOSS 1-8/9-16 “Voice Allocation Reserve”, “Reference Track”

Tone1.2 1-8/9-16

P5: Track Edit Tone3.4 1-8/9-16 “Destination”, “Value”

Tone5.6 1-8/9-16

Setup 1-8/9-16 “Arpeggiator Assign”, “Arpeggiator Run A, B”

P7: Arpeggiator Arpegg. A/B “Pattern”, “Octave”, “Resolution”, “Gate”, “Velocity”, “Swing”, “Sort”, “Latch”,
“Key Sync.”, “Keyboard”

Scan Zone “Top Key”, “Bottom Key”, “Top Velocity”, “Bottom Velocity”

Routing 1-8/9-16 “BUS Select”, “Send1”, “Send2”

P8: Insert Effect Insert FX “IFX1”...“IFX5”, “IFX1 On/Off”...“IFX5 On/Off”, “Chain”, “Pan”, “BUS Sel.”, “Send1”,
“Send2”

IFX 1/2/3/4/5 エフェクトのパラメーターすべて

Master FX “MFX 1”, “MFX 2”, “MFX1 On/Off”, “MFX2 On/Off”, “Chain”, “Chain Direction”,
“Chain Signal”, “Chain Level”, “Return 1, “Return 2”, “Low”, “Mid”, “High”

P9: Master Effect MFX 1/2 エフェクトのパラメーターすべて

Master EQ “Low Cutoff”, “Mid Cutoff”, “Q”, “High Cutoff”, “Gain”, “Low Gain Mod-Src”, “High Gain
Mod-Src”, “Ctrl Ch”

VALVE FORCE “Input Trim”, “Ultra Boost”, “Tube Gain”, “Output Level”, “Placement”, “Ctrl Ch”,
“Pan(CC#8)”, “BUS Sel.”, “Send1”, “Send2”

*1: そのトラックのプレイ/ミュートの状態にかかわらず、“SOLO

ON/OFF”は常にトラック上のイベントに従ってコントロールされ

ます。

一度にレコーディングできるエクスクルーシブ・メッセージのサイ

ズは最大約320キロバイトです。このサイズは同一小節内にほか

のイベントが存在すると、その分減少します。

外部MIDI 機器から受信したエクスクルーシブ・メッセージとエ

ディット時のパラメーター・チェンジを同時にレコーディングするこ

とはできません。

“Pan”等のコントロール・チェンジに割り当てられているパラメー

ターは、GlobalモードのGlobal P1: MIDI, MIDI Filter の

“Enable Control Change”、“Enable Exclusive”の両方を

チェックしてレコーディングをした場合、レコーディング中のエ

ディットした内容をコントロール・チェンジとパラメーター・チェン

ジ両方のイベントとしてレコーディングされます。これらのレコー

ディングされたイベントは、プレイバック時の早送り、巻き戻し等に

正しく再現されない場合があります。これらのイベントをレコー

ディングする場合は、GlobalモードのMIDI Filterでどちらか一方

だけをチェックしてください。
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MIDIシステム・エクスクルーシブ・パラメーター・チェンジ
Sequencerモードのトラック・パラメーターやエフェクト・パラメーター

がMIDIシステム・エクスクルーシブ・パラメーター・チェンジに対応しま

す。外部シーケンサーなどを接続し、SequencerモードでTRITON

Extremeを16トラック・マルチ音源として使用した場合に、これらのパ

ラメーターをMIDI経由でコントロールできます。

下表に示すパラメーターは、システム・エクスクルーシブ・メッセージの

パラメーター・チェンジ送受信によって個別にエディットできます。

Sequencerモードでシステム・エクスクルーシブ・メッセージのパラメーター・チェンジ送受信によってエディット可能なパラメーター

フロント・パネル/ページ パラメーター

フロント・パネル ARPEGGIATOR [ON/OFF]キー、[GATE]ノブ、[VELOCITY]ノブ

REALTIME CONTROLS [REALTIME CONTROLS]キー

P0: Play/REC Prog. 1-8/9-16 “Category”,“Program Select”,“PLAY/MUTE/REC”,“SOLO ON/OFF”

Mixer 1-8/9-16 “Pan”,“Volume”

MIDI Ch 1-8/9-16 “Status”, “MIDI Channel”, “Bank Select”

P2: Trk Param OSC 1-8/9-16 “Force OSC Mode”, “OSC Select”, “Portamento”

Pitch 1-8/9-16 “Transpose”, “Detune”, “Bend Range”

Other 1-8/9-16 “Delay”, “Use Program's Scale”, “Type”, “Key”, “Random”

MIDI 1 1-8/9-16 “Enable Program Change”, “Enable After Touch”, “Enable Damper”, “Enable Portamento SW”

P3: MIDI Filter MIDI 2 1-8/9-16 “Enable JS X as AMS”, “Enable JS+Y”, “Enable JS-Y”, “Enable Ribbon”

MIDI 3 1-8/9-16 “Enable Realtime Control Knob1”... “Enable Realtime Control Knob4”

MIDI 4 1-8/9-16 “Enable SW1”, “Enable SW2”, “Enable Foot Pedal/Switch”, “Other Control Change”

Key Z 1-8/9-16 “Top Key”, “Top Slope”, “Bottom Slope”, “Bottom Key”

P4: Zone/Ctrl Vel Z 1-8/9-16 “Top Velocity”, “Top Slope”, “Bottom Slope”, “Bottom Velocity”

MOSS 1-8/9-16 “Voice Allocation Reserve”, “Reference Track”

Controller “SW1”, “SW1 Mode”, “SW2”, “SW2 Mode”, “Knob 1-B”...“Knob 4-B”

Tone1.2 1-8/9-16

P5: Track Edit Tone3.4 1-8/9-16 “Destination”, “Value”

Tone5.6 1-8/9-16

Setup 1-8/9-16 “Arpeggiator Assign”, “Arpeggiator Run A, B”

P7: Arpeggiator Arpegg. A/B “Pattern”, “Octave”, “Resolution”, “Gate”, “Velocity”, “Swing”, “Sort”, “Latch”,
“Key Sync.”, “Keyboard”

Scan Zone “Top Key”, “Bottom Key”, “Top Velocity”, “Bottom Velocity”

Routing 1-8/9-16 “BUS Select”, “Send1”, “Send2”

P8: Insert Effect Insert FX “IFX1”...“IFX5”, “IFX1 On/Off”...“IFX5 On/Off”, “Chain”, “Pan”, “BUS Sel.”, “Send1”,
“Send2”

IFX 1/2/3/4/5 エフェクトのパラメーターすべて

Master FX “MFX 1”, “MFX 2”, “MFX1 On/Off”, “MFX2 On/Off”, “Chain”, “Chain Direction”,
“Chain Signal”, “Chain Level”, “Return 1, “Return 2”, “Low”, “Mid”, “High”

P9: Master Effect MFX 1/2 エフェクトのパラメーターすべて

Master EQ “Low Cutoff”, “Mid Cutoff”, “Q”, “High Cutoff”, “Gain”, “Low Gain Mod-Src”, “High Gain
Mod-Src”, “Ctrl Ch”

VALVE FORCE “Input Trim”, “Ultra Boost”, “Tube Gain”, “Output Level”, “Placement”, “Ctrl Ch”,
“Pan(CC#8)”, “BUS Sel.”, “Send1”, “Send2”
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4. Samplingモード

Program, Combination, Sequencerモード

1. 各モードの各機能(フィルター、エフェクト、アルペジエーター、シーケ

ンサー等)を使った演奏をリサンプリングできます。

2. 各入力端子から外部オーディオ音をサンプリングできます(前述

「Samplingモード」1. 2 参照)。このとき本機での演奏と各入力端

子等からの外部オーディオ音をミックスしてサンプリングしたり、本

体の演奏をモニターしながら、入力端子等からの外部オーディオ音

のみをサンプリングすることができます。マスター・エフェクトやバ

ルブ・フォースも使用することができます。

3. Sequencerモードでは、ソングのプレイバックに合わせて外部オー

ディオをサンプリングすると、トラックにノート・データを自動的に作

成することができます。シーケンサーを走らせながら、マルチトラッ

ク・レコーダーにレコーディングする感覚で、ボイスやギターをサン

プリングできます。(イントラック・サンプリング機能)

Samplingモードや、Program、Combination、Sequencerモードで

サンプリングしたサンプルは音源波形として使用できます。

サンプル・メモリー(RAM)にサンプリングしたサンプルは、再び音源波

形として使用できます。

メディアへサンプリングしたサンプル(WAVEファイル)は、サンプル・メ

モリー(RAM)へロードすることで、再び音源波形として使用できます。

またWAVEファイルは、USB A端子に接続したCD-R/RWドライブに

書き込んで、オーディオCDを作成することが可能です(☞p.194、OG

p.123)。

メディアのサンプル(WAVEファイル)は、1つのサンプル・ファイル

においてモノ時は最大16Mbyte、ステレオ時は32Mbyte(ただ

しサンプル・メモリー32Mbyte以上拡張時)まで、サンプル・メモ

リー(RAM)へロードすることができます。

Samplingモードでのエディット

Samplingモードでは、各モードでサンプリングしたり、メディアから読

み込んだサンプル・データ(WAVEやAIFF等を含む)を、インデックス

(ゾーン)にアサインして、マルチサンプルを作成します。1つのマルチ

サンプルには複数のインデックスを持つことができます。

作成したマルチサンプルは簡単にプログラムにコンバートできます(☞

“Convert MS To Program”0-1G)。コンバートすることによって、

フィルター、アンプ、エフェクト等を設定し、プログラムとして演奏するこ

とができます。そのプログラムはCombinationモードやSequencer

モードでも使用できます。

また、サンプルはドラムキットのドラムサンプルとして使用することがで

きます。

Multisample

Index 001 Index 002 Index 003 Index 004

Index001
Top Key

Index002
Top Key

Index003
Top Key

Index004
Top Key

0000:
Sample A

0001:
Sample B

0002:
Sample C

0003:
Sample D

Program OSC (Single/Double)Multisample

Drum KitSample Program OSC (Drums)

本機でのサンプリングについて
本機でのサンプリングは、AUDIO INPUT端子、S/P DIF IN端子に接

続した外部からのオーディオ信号を、本機のサンプル・メモリー(RAM)

やメディアに48kHzステレオ16ビットでレコーディングします。このと

きアナログ信号はデジタル信号に変換して、デジタル信号はデジタル信

号のまま取り込みます（バルブ・フォースを経由するときは、そこで一度

アナログ信号に変換されます）。

また、本機のフィルター、エフェクト、アルペジエーター、シーケンサー等

の機能を使った演奏をリサンプリングすることもできます。

サンプル・メモリー(RAM)またはメディアにサンプリングすることがで

きます。本機は、標準で16Mbyteのサンプル・メモリー(RAM)を内蔵

しています。

16Mbyteのサンプル・メモリー(RAM)には、モノで約2分54秒、ス

テレオで約1分27秒のサンプリングが可能です。さらに72ピン

SIMMボードを増設することで最大96Mbyte(32Mbyte SIMM 3

枚: 標準で装着している16Mbyteを32Mbyteに差し替えた場合)

までメモリーが拡張できます。この場合、モノで最長約2分54秒(ス

テレオでは約1分27秒)のサンプルを6個まで、合計約17分28秒

(ステレオでは合計約8分44秒)のサンプリングが可能です。(☞使用

できる72ピンSIMMボード、および増設方法はp.319参照)

メディアには、1つのサンプル・ファイルにおいて、モノ、ステレオ共に最

大で80分(モノ: 約440Mbyte、ステレオ: 約879 Mbyte使用)の

サンプリングが可能です。このときWAVEファイルが作成されます。

以下のように多種多様なソース、フォーマットに対応しています。

Samplingモード

1. AUDIO INPUT端子に接続したマイクやオーディオ機器からのアナ

ログ・オーディオ信号をデジタル信号に変換してサンプリングします。

インサート・エフェクトをかけてサンプリングすることもできます。

2. S/P DIF端子に接続したデジタル・オーディオ機器からのデジタル・

オーディオ信号を直接サンプリングします。インサート・エフェクトを

かけてサンプリングすることもできます。S/P DIF入出力のサンプ

ル・レートは48kHzに対応しています。

3. バルブ・フォースを通したオーディオ信号をサンプリングすることが

できます。バルブ・フォース部はアナログです。バルブ・フォース通過

後、デジタル・オーディオ信号に変換してサンプリングします。

4. USB A端子に接続したCD-R/RWドライブからオーディオCDのデ

ジタル・オーディオ信号を、直接サンプリングできます。(リッピング機

能)

5. サンプリングしたサンプルにインサート・エフェクトをかけて、内部的

に再びサンプリングするなどのリサンプリングが可能です。サンプル

を指定して自動的にインサート・エフェクト処理を行う“Auto”、イン

サート・エフェクトをかけたサンプルを手動で演奏して再度サンプリ

ングする“Manual”が選択できます。
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選択しているマルチサンプル、サンプルはどのページでも鍵盤を

弾くと発音し、それぞれのページでエディットした内容を聞くこと

ができます。

電源をオフにすると、Samplingモードでのマルチサンプル、サン

プルのデータはすべて消えます。必要なデータは電源オフする前

にメディアに保存(セーブ)してください(☞OG p.117)。電源オン

直後はマルチサンプル、サンプル・データは入っていませんので、

あらかじめ保存していたデータなどをロードして、再生やエディッ

トをしてください。

エディット実行後にエディット前の状態に戻すコンペア機能はあり

ません。エディット前の状態も残しておきたいときは、事前に

“Copy MS”(0-1E)、“Copy Sample”(0-1B)などで、エディッ

トするマルチサンプルやサンプルをコピーしてから作業するよう

にしてください。

また、P1やP2の一部のページ・メニュー・コマンドでは、ダイアロ

グ内の“Overwrite”をチェックしないでコマンドを実行すること

によって、エディット前のサンプル・データを保存しながらエディッ

トすることもできます。(☞1-1:Page Menu Command

「“Overwrite”について」)

サンプルのエディット実行や、ステレオ・サンプリング(サンプルの

レコーディング)の終了後に、小さくノイズが聞こえる場合がありま

すが、エディットやサンプルされた音声データにはまったく影響あ

りません。

サンプル・データの注意点

・ サンプル・データ・メモリー領域は、B a n k 1 ～6 でそれぞれ

16Mbyteです。この16Mbyte(8,388,608サンプル)のうち16

(前後8サンプル)サンプル分は、内部ワーク・エリアとして使用され

ます。

・ 1つのサンプル・データの最初と最後のそれぞれ2サンプルは、内

部ワーク・エリアとして使用されます。この最初と最後のそれぞれ2

サンプルは、レコーディング時や、.AIFF、.WAVEファイルのロード時

に自動的に追加されます。したがって例えば1秒間のサンプリング

を行うと、48,000サンプル・データとなりますが、これに4サンプ

ル分を加えた48,004サンプル・データが実際にサンプル・メモ

リー(RAM)に記録されます。

“Auto Optimize RAM”(Global P0:0-3b)がOnで、サンプ

リング・データの書き込み先がRAMのとき、データ書き込み後、サ

ンプル・メモリー(RAM)を自動的にオプティマイズ(最適化)しま

す。初期設定ではOnですが、使用条件によって、On/Offを使い分

けてください。(☞“Optimize RAM”0-1M)

Sampling P0: Recording
入力レベル設定など、サンプリング(サンプルのレコーディング)するた

めの設定や、マルチサンプル、サンプルの基本的な設定を行います。

通常、このページでサンプリングします。

0–1: Recording
マルチサンプル、インデックス・サンプルの選択と、サンプリングするた

めの基本的な設定をします。またメモリー・バンクの選択や入力信号の

最終段でのレベルを調整します。

0–1

0–1a

0–1d

0–1b

0–1c

0–1a: MS, Index, Keyboard & Index

MS (Multisample Select) [000...999]
マルチサンプル(Multisample)を選びます。

1つのマルチサンプルは、複数のインデックス“Index”(キーの範囲=

ゾーン)ごとのサンプルで構成されています。

このパラメーターは、P1～P3でも設定できます。

新規にマルチサンプルを作成するときは、

①“MS”のポップアップ・ボタンを押してポップアップ・メニューを表示して

マルチサンプル・ネームが空白のナンバーを選びます。

また、テン・キー[0]～[9]で新規マルチサンプル・ナンバーを指定して

[ENTER]キーを押します。

新規のマルチサンプル・ナンバーを選ぶと“C r e a t e  N ew

Multisample”ダイアログが表示されます。

② ステレオのマルチサンプルを作成するときは、“Stereo”をチェック

します。

③ マルチサンプルを作成するときはOKボタンを、キャンセルするとき

はCancelボタンを押します。

次のようなマルチサンプルが作成されます(例)。

モノ 001: NewMS_ _ _ _ _ _001

ステレオ 001: NewMS_ _ _ _ _ _001－ L

002: NewMS_ _ _ _ _ _001－ R

Index [xxx (001...128)/yyy (001...128)]
サンプリングするインデックスを選びます。

1つのマルチサンプルにおけるゾーンをインデックスと呼びます。例え

ば61鍵盤の場合、1つのマルチサンプルを1オクターブ(12鍵盤)ず

つのゾーンに分けると、6つのゾーンができます。このゾーン1つ1つ

をインデックスと呼びます。このインデックスにサンプルをアサインしま

す。
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xxx: 選択しているインデックスです。インデックスを選びます。

yyy: マルチサンプルの総インデックス数を表示します。

インデックスの選択は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこ

とによっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選択さ

れます。指定したキーは基準キーとなり、“Keyboard & Index”

でグレー表示されます。(☞“Keyboard & Index”)

このパラメーターは、P1:Sample Edit、P2:Loop Edit、P3:

Multisampleでも設定できます。ここで選んだインデックスは、それぞ

れのページでのサンプリングやエディットの対象となります。

電源オンの直後は、001/001となってます。これは1つのインデック

スだけがあることを示します。インデックスを増やすときは、このページ

では“Create”を使用します。Createボタンを押すと、インデックスが

002/002、003/003...と、左端のゾーンから順番に番号が自動的に

付けられます。(Createボタンを押したとき作成されるインデックスの

ポジション、ゾーンの幅、オリジナル・キーの位置はCreate Zone

Preference(0-3a、3-2a)で設定します。ゾーンの幅、オリジナル・

キーの位置は、後で設定し直すこともできます。)

Keyboard & Index

Indexのゾーン（現在選択中のIndexは反転表示） 
Original Key（現在選択中のOriginal Keyは反転表示） 

表示中の鍵盤の最低音 
鍵盤の範囲 

Index01

C4キー 

表示中の鍵盤の最高音 

Index02 Index03 Index04 Index05

[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すと、そのインデックスが選ばれ、 
指定したキーが基準キーとなりグレー表示になります。 

選択しているマルチサンプルのゾーン、オリジナル・キーの位置を表示

します。黒三角は鍵盤の範囲、白三角はC4キーを示します。左右の

ノート・ナンバーは、表示している鍵盤のノートの範囲です。

基準キー(グレー表示されているキー)の機能について

・ P1: Sample EditでSAMPLING [START/STOP]キーを押す

と、選択されている“Index”のサンプルが“Edit Range Start”

～“Edit Range End”間をワンショットで発音します。このとき基

準キーのピッチで発音します。

・ P1、P2でのグリッド表示は、基準キーの再生ピッチ、設定テンポ

BPM/レゾリューション(P1、P2で設定)を基準に表示されます。

・“Pitch BPM Adjust”(3-1A)機能は、基準キーの再生ピッチを基

準とします。

ページ・メニュー・コマンド“Keyboard Display”(0-1J)によって鍵盤

の表示範囲を変更できます。

0–1b: Sample Select, OrigKey, TopKey, Create

選択しているインデックスのサンプル、オリジナル・キー、範囲を設定し

ます。

Sample Select [----: ---No Assign----, 0000...3999]
サンプリングしたサンプルや、Mediaモードでロードしたサンプルを選び

ます。インデックスの範囲で鍵盤を押すと、そのサンプルが発音します。

このパラメーターはP1～P3(Multisampleページ)でも設定できま

す。ここで選択したサンプルは、それぞれのページでのサンプリングや

エディットの対象となります。

----: ---No Assign----： インデックスにサンプルが割り当てられてませ

ん。鍵盤を押しても発音しません。

サンプリングする場合は、0000:など空のサンプルを選びます。サンプ

リングすると、選んだサンプルにデータが書き込まれます。同時にナン

バーの隣にサンプル・ネーム(NewSample_0000など)が表示されま

す。このサンプル・ネームはページ・メニュー・コマンド“Rename

Sample”(0-1C)でリネームできます。

----: ---No Assign----のときでもサンプリングすることができます。こ

の場合、自動的にサンプル・ナンバーが選ばれます。

また、データが入っているサンプルを選びサンプリングを行っても、選択

しているサンプルには上書きされずに、自動的に空のサンプルにデータ

が書き込まれます。インデックスには、新規にデータが書き込まれたサ

ンプルが置き替えられます。サンプルを削除したいときは、ページ・メ

ニュー・コマンド“Delete Sample”(0-1A)を実行してください。

ポップアップ・ボタンを押すと、選択しているサンプルを含む

1000 個が表示されます。1000 番台を選択するときは、

VALUEコントローラーで入力します。

OrigKey (Original Key) [C–1...G9]
サンプリングしたときのピッチで、サンプルが発音するキーを設定しま

す。オリジナル・キーを中心に、ピッチが半音単位で変化します。

例えば、“OrigKey”をF2に設定してサンプリングします。インデックス

のゾーンがC2～B2のとき、F2の鍵盤を押すと、サンプリングした音を

そのままのピッチで再生します。F#2を弾くと半音高く発音します。E2

を弾くと半音低く発音します。このサンプリングした音は、F2を中心に

上はB2まで、下はC2まで、半音単位でピッチが変化して発音します。

オリジナル・キーの位置は、“Keyboard & Index”でも確認できます。

“Constant Pitch”(3-1b)をチェックすると、ゾーンの範囲すべ

てがオリジナル・キーのピッチで発音します。

TopKey (Top Key)  [C–1...G9]
インデックスのゾーンの上限キーを設定します。ゾーンはこの“Top

Key”によって決定します。

例えば、インデックス001/002の“TopKey”をB2、インデックス

002/002の“TopKey”をB3に設定すると、ゾーンはインデックス

001がB2以下に、インデックス002がC3～B3になります。

Range
“TopKey”の設定によって決定したゾーン(範囲)を表示します。

この範囲で“Sample Select”で選んだサンプルが発音します。イン

デックスのゾーンは“Keyboard & Index”でも確認できます。

Create
インデックスを作成します。マルチサンプルにサンプルを追加するとき

に使用します。

Createボタンを押すと、Create Zone Preference (0-3a、3-2a)

の“Position”、“Zone Range”、“Original Key Position”の設

定に従って、新しいインデックスが作成されます。

作成したインデックスを削除したり、入れ替えたりする場合はP3 :

Multisampleで行います。

“Create”(0-1b、3-1c)、“Insert”(3-1c)を実行するとき、

Create Zone Preference の設定条件で新しいインデックスが作

成できない場合など、下記のようなダイアログが表示されます。新し

いインデックスを作成する場合は、下記の操作を行ってください。

・ Set Top Key: “Index”001を選び、“Position”(0-3a、3-

2a)をLeft(to Selected Index)に設定して、“Create”、

“Insert”を実行するとダイアログが表示されます。インデックス1

の左に新規インデックスを作成するために、その条件となる“Top
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Key”を再設定して、OKボタンを押します。

・ Set Zone Range: Create Zone Preferenceの設定条件で

新規インデックスが作成できないときに“Create”を実行すると

ダイアログが表示されます。“Insert”実行時も同様に“Cut”、

“Copy”(3-1c)した内容で新規インデックスが作成できないとき

にダイアログが表示されます。“Zone Range”(0-3a、3-2a)を

再設定して、OKボタンを押します。

Stereo
ステレオのマルチサンプルおよびサンプルを選んだ場合や、“Sample

Mode”(0-1c)をStereoにしてサンプリングした場合に、  マー

クを表示します。

ステレオ・マルチサンプル、ステレオ・サンプルについて

ステレオ・マルチサンプル： 次の条件のとき、2つのマルチサンプルを

ステレオのマルチサンプルとして扱います。

・ マルチサンプルを新規作成時(“MS”0-1aで新規のマルチサンプ

ルを選択)、ダイアログの“Stereo”チェック・ボックスをチェックして

実行したとき

・ ページ・メニュー・コマンド“MS Mono To Stereo”(0-1H)を実

行したとき

・“Sample Mode”(0-1c)をStereoにしてサンプリングしたとき

上記の操作を行うと、自動的に次の条件を満たすステレオ・マルチサ

ンプルになります。

1. 2つのマルチサンプル・ネームの最後の2文字が、それぞれ－L

と－Rで、その前までのネームが同じである

2. 2つのマルチサンプルのインデックス数、およびそのゾーン設定

が同じである

ステレオ・サンプル： 次の条件のとき、2つのサンプルをステレオのサ

ンプルとして扱います。

・“Sample Mode”(0-1c)をStereoにしてサンプリングしたとき

・ ページ・メニュー・コマンド“Sample Mono To Stereo”(0-1I)

を実行したとき

上記の操作を行うと、自動的に次の条件を満たすステレオ・サンプル

となります。

1. 2つのサンプル・ネームの最後の2文字が、それぞれ－Lと－R

で、その前までのネームが同じである

2. ステレオ・マルチサンプルで1.を満たす2つのサンプルを選択

したとき

ステレオのマルチサンプルとサンプルは、マルチサンプル名、サン

プル名によって内部的に判別します。“Rename MS”(0-1F)”、

“Rename Sample”(0-1C)等で、マルチサンプル名、サンプル

名を変更する場合は、上記の条件に気をつけてください。

ステレオ・サンプルの条件として、サンプリング周波数が同じであ

る必要があります。ページ・メニュー・コマンド“Rate Convert”

(1-1K)で、そのサンプルのサンプリング周波数が確認できます。

“Rate Convert”で－L、－Rをそれぞれ別のサンプリング周波数

にコンバートすると、ステレオ・サンプルとして扱われません。

0–1c: REC Sample Setup

サンプリングするデータの書き込み先、サンプリングする時間、モノまた

はステレオでサンプリングするかを設定します。

Save to [RAM, MEDIA]
サンプリング時のデータの書き込み先を設定します。

RAM: サンプル・メモリー(RAM)にサンプリングします。

サンプル・メモリー(RAM)に書き込んだデータは、Samplingモードで

すぐにサンプル音を聞くことができます。

サンプル・メモリー(RAM)に書き込んだ場合、電源をオフにすると

データが消えますので、セーブする必要があります。

MEDIA: メディアにサンプリングします。

書き込み先のメディア、ディレクトリの選択、ファイル名の設定は、ペー

ジ・メニュー・コマンド“Select Directory”(0-1N)で行います。

サンプリングするとWAVEファイルが作成されます。

サンプリングした結果を聞くときは、Mediaモードでサンプル・メモリー

( R AM )にロードするか、ページ・メニュー・コマンド“S e l e c t

Directory”等でファイルを選び、SAMPLING [START/STOP]キー

を押します。

メディアのサンプル(WAVEファイル)は、1つのサンプル・ファイル

においてモノ時は最大16Mbyte、ステレオ時は32Mbyte(ただ

しサンプル・メモリー32Mbyte以上拡張時)まで、サンプル・メモ

リー(RAM)へロードすることができます。

USB A端子に接続したデバイスのメディアに、サンプリング、リサ

ンプリングはできません。

Bank (RAM Bank) [RAM1...RAM6]
サンプリング時の書き込み先RAMのバンクとサンプル・ナンバーを設

定します。“Save to”RAMを選択時、設定できます。

サンプル・メモリー(RAM)は、16Mbyteごとに6個のバンクで構成し

ています。本機では、標準で16MbyteのDRAM SIMMを搭載してい

ます。この場合、“Bank(RAM Bank)”はRAM1が必ず選ばれ、

RAM2、3、4、5、6は選択できません。

DRAM SIMMを増設することで、最大96Mbyte(32Mbyte SIMM

3枚)までメモリーが拡張できます。(☞p.319)

増設するSIMMと選択できるバンクの関係

SIMM Slot No. SIMM容量 RAM Bank Time

Slot1 16Mbyte 1 16Mbyte : 約2分54秒(モノ)

32Mbyte 1, 2 : 約1分27秒(ステレオ)

Slot2 16Mbyte 3 96Mbyte : 約2分54秒(モノ)×6

32Mbyte 3, 4 =合計 約17分28秒

Slot3 16Mbyte 5 : 約1分27秒(ステレオ)×6

32Mbyte 5, 6 =合計 約8分44秒

本機では、標準で16MbyteのSIMMがSlot1に装着されていま

す。“Bank(RAM Bank)”ではRAM1が選べます。

例えば、Slot1には標準搭載の16Mbyte SIMM、Slot2に

32Mbyte SIMM、Slot3に16Mbyte SIMMをそれぞれ増設

した場合、“Bank(RAM Bank)”は、RAM1(16Mbyte)、

RAM3(16Mbyte)、RAM4(16Mbyte)、RAM5(16Mbyte)が

選択できます。1つのバンクは16Mbyte単位です。

(Slot1、Slot2、Slot3に32Mbyte SIMMを増設した場合すべ

てのBankが選択でき、総容量は96Mbyteとなります。)
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Sample Time [min  sec]
サンプリングする時間を設定します。0.001秒単位で設定できます。

電源オン直後は選択した“Bank(RAM Bank)”のメモリー残量(サン

プリングできる時間)が表示されます。このままサンプリングをすると

([REC]→[START]→[STOP])、自動的に変化した残量時間を表示し

ます。

サンプル・メモリー(RAM)に余裕がある場合は、“Sample Time”を多

めにとり、サンプリング実行後、不必要な部分をページ・メニュー・コマン

ド“Truncate”(1-1A、2-1A)で削除して、必要最小限の容量にすると

よいでしょう。サンプリング中に必要な部分を書き込んだ後に、SAM-

PLING [START/STOP]キーを押すことによって録音を終了するこ

ともできます。(☞サンプリングの方法はQS p.18、OG p.64)

書き込み先(“Save to”)がRAMの場合、最大値は選択しているバン

クの残り容量から計算されます。また、書き込み先(“Save to”)が

MEDIAの場合、最大値は“Select Directory”で設定しているメディ

アの残り容量から計算されます。1つのサンプル・ファイルにおいて、モ

ノ、ステレオ共に最大で80分(モノ: 約440Mbyte、ステレオ: 約

879Mbyte使用)のサンプリングが可能です。

書き込み先(“Save to”)がRAMの場合、“Auto Optimize

RAM”(Global P0:0-3b)をチェックしない状態にしたままだと

無駄な領域が増えて、サンプル・メモリー(RAM)が減ってしまいま

す。その場合はページ・メニュー・コマンド“Optimize RAM”(0-

1M)を実行して無駄な領域をなくしてください。

RAMの残り容量はSamplingモードのP0: Memory Statusで

確認できます。

メモリー残容量は下記の条件によって異なります。

1)インストールしているメモリー容量。

2)ステレオ・サンプルとモノ・サンプルの場合。“Sample Mode”(0-

1c)をStereoにするとメモリー残容量は半分になります。

3)“Pre Trigger REC”(0-2b: サンプリング開始以前の音も自動的

にサンプリングさせる機能)の設定時間。設定時間分を実際のメモ

リー残容量から引いた値になります。

Sample Mode [L-Mono, R-Mono, Stereo]
サンプリングするチャンネルを指定し、作成するサンプルをモノまたはス

テレオにするかを設定します。

“Source BUS”(0-2b)で設定した内部L、Rバスまたは内部Indiv.

1、2バスのチャンネルに送られる音をサンプリングします。

L-Mono： “Source BUS”で設定した内部Lチャンネル、または内部

Indiv. 1チャンネルの音をモノでサンプリングします。

R-Mono： “Source BUS”で設定した内部Rチャンネル、または内部

Indiv. 2チャンネルの音をモノでサンプリングします。

Stereo： “Source BUS”で設定した内部L、Rチャンネル、または内

部 Indiv. 1、2チャンネルの音をステレオでサンプリングします。ステ

レオでサンプリングすると、ステレオのマルチサンプル、サンプルが作成

されます。

例1)AUDIO INPUT 1に接続したモノ・ソースを本体エフェクトをか
けないでサンプリングする

“Input” (0-2a) Analog

Input1“Pan” (0-2a) L000

Input1“Level” (0-2a) 127

Input1“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) L/R

“Source BUS” (0-2b) L/R

“Resample” (0-2b) Manual

“Recording Level [dB]” (0-1d) 任意のレベル

“Sample Mode” (0-1c) L-Mono

例2) AUDIO INPUT 1に接続したモノ・ソースを本体インサート・エフェ
クトIFX1 052: Reverb Hallをかけてステレオでサンプリングする

“Input” (0-2a) Analog

Input1“Pan” (0-2a) C064

Input1“Level” (0-2a) 127

Input1“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) IFX1

“Source BUS” (0-2b) L/R

“Resample” (0-2b) Manual

IFX1(P8) 052: Reverb Hallを選択、設定

“Recording Level [dB]” (0-1d) 任意のレベル

“Sample Mode” (0-1c) Stereo

例3) AUDIO INPUT 1、2に接続したステレオ・ソースを本体エフェ
クトをかけないでサンプリングする

“Input” (0-2a) Analog

Input1“Pan” (0-2a) L000

Input1“Level” (0-2a) 127

Input1“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) L/R

Input2“Pan” (0-2a) R127

Input2“Level” (0-2a) 127

Input2“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) L/R

“Source BUS” (0-2b) L/R

“Resample” (0-2b) Manual

“Recording Level [dB]” (0-1d) 任意のレベル

“Sample Mode” (0-1c) Stereo

例4)AUDIO INPUT 1、2に接続したステレオ・ソースを本体インサー
ト・エフェクトIFX1 008:St.Graphic 7EQをかけてステレオで
サンプリングする

“Input” (0-2a) Analog

Input1“Pan” (0-2a) L000

Input1“Level” (0-2a) 127

Input1“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) IFX1

Input2“Pan” (0-2a) R127

Input2“Level” (0-2a) 127

Input2“BUS(IFX/indiv.)Select” (0-2a) IFX1

“Source BUS” (0-2b) L/R

“Resample” (0-2b) Manual

IFX1(P8) 008:St.Graphic 7EQを選択、設定

“Recording Level [dB]” (0-1d) 任意のレベル

“Sample Mode” (0-1c) Stereo

S/P DIF INに接続したデジタル・ソースをサンプリングする場合、

“Input”(0-2a)をS/P DIFに設定します。S/P DIFのとき、

Input1でLチャンネルを、Input2でRチャンネルに関する設定を

行います。

ステレオ・サンプリング終了後に、オーディオ出力音にノイズが聞こ

える場合がありますが、サンプリングされた音には、まったく影響あ

りません。

リサンプリングに関する設定は“Resample”(0-2b)を参照してく

ださい。

0–1d: Recording Level [dB]

Recording Level [–inf, –72.0... 0.0...+18.0]
サンプリングする最終段での信号レベルを調整します。レベル・メー

ターで「CLIP!!」が表示されない最適なレベルを確認して、サンプリン

グしてください。P0-2: Input/Setupページでも設定できます。

SAMPLING [REC]キーを押すとサンプリング・スタンバイ状態とな
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り、スライダーで信号レベルが調整できます。

最初は0.0に設定して、バー表示のレベルが0dBを超えない範囲で大

きくなるように調整してください。0dBを超えると「CLIP !!」を表示し

ます。サンプリングの信号レベルがオーバーしていますので、スライ

ダーでレベルを調整してください。

AUDIO INPUT 1、2端子から入力する場合に最もダイナミック・レ

ンジの広いサンプリングを行うには、「ADC OVERLOAD!!」(0-2b)

が表示されない最大レベルになるようにリア・パネル[LEVEL]ノブを

調整します。そして“Level”(0-2a)を127にし、「CLIP!!」が表示

されない最大レベルになるように“Recording Level”(0-1d、0-

2c)を調整してください。

“Recording Level”を変更しても出力される音に変化はありま

せんが、サンプリングされるデータには影響します。そのため、音

を聞いて歪んでいなくても、サンプリングした音を聞くと歪んでい

る場合があります。

“Recording Level”を下げても信号が歪んでいる場合は、アナ

ログ入力のとき、AUDIO INPUTの入力段か内部エフェクトの設

定によって歪んでいる可能性があります。

AUDIO INPUT入力段の信号レベルの過入力は、P0: Input/

Setupページで確認できます。“Recording Level”のバー表示

の上に「ADC OVERLOAD ! !」が出る場合はAUDIO INPUT

入力段で過入力のために歪んでいます。[LEVEL]ノブで、この表

示が出ないように調整してください。

[LEVEL]ノブを下げても歪む場合は、内部エフェクトの設定による

歪みの可能性があります。“(Input1、2) Level”(0-2a)を下げる

か、エフェクトの設定を調整してください。

AUDIO INPUT 1, 2 ADC

Analog to 
Digital
Converter

LEVEL
(MIN...MAX)

ADC OVERLOAD !!

L-Mono
R-Mono Stereo

"Sample Mode" (0–1c)"Level"
[127=0dB]

"Pan"

Insert 
Effects

CLIP !!

"Recording Level" (0–1d)
[–inf ... 0.0dB ... +18.0dB]

"Input(SAMPLING)"
 (0–2a)

S/P DIF IN (L, R)

Insert 
Effects

L/MONO

"Source BUS" (0-2b)
= L/R

R
AUDIO 
OUTPUT

BUS(IFX/Indiv.) Select
(0-2a) = L/R or IFX1-5

"Level"
[127=0dB]

"Pan"

入力が低い状態でサンプリングしてしまった場合、“Normalize/

Level Adj.”(1-1I)のNormalizeを実行すると、クリップしない

範囲で最大限にレベルを増幅することができます。

▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1H

0–1I

0–1J

0–1K

0–1F

0–1G

0–1O

0–1L

0–1M

0–1N

0–1A: Delete Sample
現在選ばれているサンプルや、マルチサンプルにマッピングしていない

(使用していない)サンプル、すべてのサンプルを削除します。

①“Delete Sample”を選び、ダイアログを表示します。

② ラジオ・ボタンで、削除するサンプルを選びます。

Selected: 現在選択しているサンプルを削除します。インデックス

“Index”(0-1a)のサンプル・アサインは、---No Assign---になります。

Unmapped Samples: マルチサンプルまたはドラムキットにマッ

ピング(使用)していないサンプルをすべて削除します。

All Samples: メモリー上のすべてのサンプルを削除します。すべ

てのマルチサンプルのサンプル・アサインが、---No Assign---にな

ります。

③ デリート・サンプルを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

削除するサンプルのサンプル・データ(波形データ)が他のサンプ

ルによって共有されている場合、サンプル・データは削除されませ

ん。サンプルのみを削除します。

0–1B: Copy Sample
現在選ばれているサンプルを別のサンプルにコピーします。

サンプル・ネームには、自動的にコピー先のサンプル・ナンバーが

含まれます。必要であれば“Rename Sample”(0－1C)でリ

ネームしてください。このとき、他のサンプル・ネームと同じになら

ないようにしてください。(サンプル・ネームはステレオ・サンプル

の判別に使用されます。☞p.106)

① コピー元のサンプルを“Sample Select”(0-1b)で選びます。

②“Copy Sample”を選び、ダイアログを表示します。

③ コピー先のサンプル・ナンバーを指定します。

ステレオ・サンプルをコピーするときは、コピー先のサンプ

ル・ナンバーをL、Rチャンネルごとに指定します。

④“with Sample Data”をチェックする: コピーを実行すると、サン

プル・データ(波形データ)も同時にコピーされます。コピー元とコピー

先のサンプルは完全に別々のサンプルとして存在します。例えば、

P1:Sample Editで同じサンプル・データを元に別々のエディットを

行い複数の種類のサンプルを作成する場合に使用します。

“with Sample Data”をチェックしない: コピーを実行すると、サ

ンプル・データ(波形データ)はコピーされません。新規に作成するサ

ンプルは、コピー元サンプルのサンプル・データを共有します。例え

ば、P2:Loop Editで同じサンプル・データを元にループ・アドレスの

異なったサンプルを作成する場合などに使用します。サンプル・メモ

リー領域はコピーすることにより消費しません。P1:Sample Edit

でサンプル・データをエディットすると、そのサンプル・データを共有

しているサンプルすべてにエディットが反映されます。
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0000: NewSample_0000

0001: NewSample_0001

"Copy Sample"
with Sample Data

Sample Data

Sample Memory

Sample Data

0000: NewSample_0000

0001: NewSample_0001

"Copy Sample"

Sample Data

Sample Memory

⑤ コピー・サンプルを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

0–1C: Rename Sample
現在選ばれているサンプルの名前を変更します。

① 名前を変更するサンプルを“Sample Select”(0-1b)で選びます。

②“Rename Sample”を選び、ダイアログを表示します。

③ テキスト・エディット・ボタンを押してテキスト・エディット・ダイアログ

へ移り、サンプル名を(16文字まで)入力します。

マルチサンプルがステレオで、ステレオのサンプルを選ん

でいるときは、サンプル名の入力は14文字までとなります。最後の

2文字が－L、－R用に予約されているためです。LまたはRチャン

ネルの一方のサンプル名の14文字までをリネームすると、もう一

方のサンプル名が自動的にリネームされます。

④リネーム・サンプルを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

0–1D: Delete MS (Delete Multisample)
現在選ばれているマルチサンプル、またはすべてのマルチサンプルを

削除します。

① 削除するマルチサンプルを“MS(Multisample Select)”(0-1a)で

選びます。

②“Delete MS”を選び、ダイアログを表示します。

③ All Multisamples: すべてのマルチサンプルを削除する場合に

チェックします。

④ Delete Samples too? : 削除するマルチサンプルに含まれるサ

ンプルも同時に削除する場合にチェックします。ただし、他のマルチ

サンプルやドラムキットでマッピング(使用)されているサンプルは削

除されません。

⑤ デリート・マルチサンプルを実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancelボタンを押します。

削除するマルチサンプルに含まれるサンプルも同時に削除する場

合、そのサンプルのサンプル・データ(波形データ)が他のサンプル

によって共有されているときは、サンプル・データは削除されませ

ん。サンプルのみを削除します。

0–1E: Copy MS (Copy Multisample)
選択しているマルチサンプルを、別のマルチサンプルにコピーします。

コピー先のマルチサンプル・ナンバーが自動的にコピー先のマル

チサンプル・ネームに含まれます。必要であれば“Rename MS”

(0-1F)でリネームしてください。このとき、他のマルチサンプル・

ネームと同じにならないようにしてください。(マルチサンプル・

ネームはステレオ・マルチサンプルの判別に使用されます。

☞p.106)

① コピー元のマルチサンプルを“MS(Multisample Select)”(0-1a)

で選びます。

②“Copy MS”を選び、ダイアログを表示します。

③ コピー先のマルチサンプル・ナンバーを指定します。

ステレオ・マルチサンプルをコピーするときは、コピー先の

マルチサンプル ・ナンバーをL、Rチャンネルごとに指定します。

④ コピー・マルチサンプルを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。

マルチサンプルをコピーすると、マルチサンプルにアサインしている

サンプルも同時にコピーされます。このとき、空のサンプル・ナン

バーに自動的にコピーします。サンプル・データ(波形データ)は、コ

ピー元とコピー先で共有されます(サンプル・メモリー・エリアは消費

しません)。

0–1F: Rename MS (Rename Multisample)
現在選ばれているマルチサンプルの名前を変更します。

①リネームするマルチサンプルを“MS(Multisample Select)”(0-

1a)で選びます。

②“Rename MS”を選び、ダイアログを表示します。

③ テキスト・エディット・ボタンを押してテキスト・エディット・ダイアログ

へ移り、マルチサンプル名を(16文字まで)入力します。

選択しているマルチサンプルがステレオのときは、マルチ

サンプル名の入力は14文字までとなります。最後の2文字が－L、

－R用に予約されているためです。LまたはRチャンネルの一方の

マルチサンプル名の14文字までをリネームすると、もう一方のマ

ルチサンプル名を自動的にリネームします。

④リネーム・マルチサンプルを実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancelボタンを押します。

0–1G: Convert MS To Program
(Convert Multisample To Program)

選択しているマルチサンプルをプログラムにコンバートします。

サンプリングしたサンプルや作成したマルチサンプルをProgramモー

ド、またはCombination、Sequencerモードで演奏するには、そのマ

ルチサンプルをオシレーターに持つプログラムを作成する必要があり

ます。
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OSC1、OSC2の“High MS Bank”、“Low MS Bank”(Program

P1:1-2a)で、RAMバンクを選択することによって、Samplingモード

で作成したマルチサンプルをプログラムで使用できます。設定すると

そのプログラムの各種パラメーター設定でSamplingモードで作成し

たマルチサンプルが発音します。

この“Convert MS To Program”を実行すると、Programモードで

上記のような設定をすることなくSamplingモードでの状態を簡単に

プログラムにコンバートできます。

① プログラムにコンバートするマルチサンプルを“MS(Multisample

Select)”(0-1a)で選びます。

②“Convert MS To Program”を選び、ダイアログを表示します。

③ テキスト・エディット・ボタンを押してテキスト・エディット・ダイアログ

へ移り、マルチサンプル名を(16文字まで)入力します。初期状態と

してマルチサンプル名が自動的に設定されます。

④“Use Destination Program Parameters”をチェックしない：

実行すると、コンバート先のプログラムのマルチサンプルを、ここで

選択しているマルチサンプルに置き替え、その他のプログラム・パラ

メーターの設定をイニシャライズします。Samplingモードでのサウ

ンドをそのままプログラムで再現します。

モノのマルチサンプルは“Oscillator Mode”(Program P1:1-

1 a )がS i n g l e のプログラム、ステレオのマルチサンプルは

“Oscillator Mode”がDoubleのプログラムとしてコンバートさ

れます。

“Use Destination Program Parameters”をチェックする：

実行すると、コンバート先のプログラムのマルチサンプルを、ここで選

択しているマルチサンプルに置き替え、その他のプログラム・パラ

メーターの設定はイニシャライズしません。プリセット・プログラムな

どのパラメーター・セッティングを使用したいときなどに使用します。

“Use Destination Program Parameters”をチェックする

場合、次の点に注意してください。

・ 選択しているマルチサンプルがモノのときは、コンバート先のプロ

グラムの“Oscillator Mode”はSingleである必要があります。

逆に選択しているマルチサンプルがステレオのときは、コンバート

先のプログラムの“Oscillator Mode”はDoubleである必要が

あります。これらの条件に合わないときに実行しようとすると、

「Oscillator Mode conflicts」を表示します。コンバート先の

プログラムの“Oscillator Mode”の設定を変更してください。

・ 選択しているマルチサンプルがステレオのとき、コン

バート先のプログラムのパン設定が、“Amp1 Pan”L000、

“Amp2 Pan”R127(Program P4:Amp1 Lvl/Panページ

およびAmp2 Lvl/Panページ)のとき、Samplingモードでのマ

ルチサンプルのステレオ定位がプログラムで再現できます。

⑤ To“Program”で、コンバート先のプログラムを選びます。

バンク・キー、テン・キー[0]～[9]、[VALUE]ダイヤル、[VALUE]ス

ライダー、[ ]、[ ]キーで選択します。ポップアップ・ボタンを押す

とBank/Program Selectメニューが開きます。プログラムをバン

ク別に表示させ選択することができます。

バンクEをSamplingモード用のプログラム・バンクとして使用す

ることをおすすめします。

⑥ コンバート・マルチサンプル・トゥ・プログラムを実行するときはOK

ボタンを、実行しないときはCancelボタンを押します。

0–1H: MS Mono To Stereo/MS Stereo To Mono
(Change Multisample Type)

モノのマルチサンプルをステレオに、またステレオのマルチサンプルを

モノにします。選択しているマルチサンプルがモノのとき、“MS Mono

To Stereo”が選択、実行できます。選択しているマルチサンプルがス

テレオのとき、“MS Stereo To Mono”が選択、実行できます。

① ステレオまたはモノにするマルチサンプルを“MS(Multisample

Select)”(0-1a)で選びます。

②“MS Mono To Stereo”または“MS Stereo To Mono”を選

び、ダイアログを表示します。

③ チェンジ・マルチサンプル・タイプを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancelボタンを押します。

実行すると、次のようにマルチサンプルのタイプ、サンプルのアサイ

ンが変わます。

MS Mono To Stereo

・ 選択しているマルチサンプルがステレオとなります。マルチサン

プル・ネームの最後の2文字に－Lを上書きします。

・ マルチサンプル・ネームの最後の2文字が－Rでその前の文字

が同じマルチサンプルを新たに作成します。

・ このマルチサンプルにアサインしているモノのサンプルは、－L

と－Rのマルチサンプルの両方にアサインします。

・ このマルチサンプルにアサインしているサンプルがステレオのサ

ンプルの一方である場合、－Lと－Rのマルチサンプルに－Lと－

Rのステレオで組となるサンプルをアサインします。

 : MS Stereo To Mono

・ 選択しているマルチサンプルがモノになります。マルチサンプ

ル・ネームの最後2文字の－Lまたは－Rを削除します。

・ 選択しているマルチサンプルとステレオで組となっているマルチ

サンプルを削除します。

0–1I: Sample Mono To Stereo (Change Sample Type)
モノのサンプルをステレオにします。選択しているサンプルがモノのと

き実行できます。

① ステレオにするサンプルを“Sample Select”(0-1b)で選びます。

②“Sample Mono To Stereo”を選び、ダイアログを表示します。

③ チェンジ・サンプル・タイプを実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancelボタンを押します。

実行すると、次のようにサンプルのタイプが変わます。

・ 選択しているサンプルがステレオとなります。サンプル・ネームの最

後の2文字に－Lを上書きします。

・ サンプル・ネームの最後の2文字が－Rでその前の文字が同じサン

プルを新たに作成します。

また、選択しているマルチサンプルがモノの場合、ステレオとなりま

す。

・ マルチサンプル・ネームの最後の2文字に－Lを上書きします。
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・ マルチサンプル・ネームの最後の2文字が－Rで、その前の文字が

同じマルチサンプルを新たに作成します。

・ 作成されたステレオのサンプルが、自動的にアサインされます。

0–1J: Keyboard Display
キーボード・ディスプレイの表示範囲を設定します。

通常は88Key Normal(A0-C8)を選びます。

①“Keyboard Display”を選び、ダイアログを表示します。

② ラジオ・ボタンで表示範囲を選びます。

③ キーボード・ディスプレイを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。

0–1K: Move Sample
現在選ばれているサンプルを指定したナンバーに移動(サンプル・ナン

バーの変更)したり、サンプルを作成/編集した結果、サンプルが順番に

並ばなくなってしまった場合などに、サンプル・ナンバー0000から順

番に詰めて並べ直すことができます。(☞次図)

サンプル・ナンバーをふり直すと同時にこれらのサンプルを使用してい

るマルチサンプル、ドラムキット(④設定による)でのサンプル・ナンバー

も自動的にふり直されます。(そのため再度マルチサンプル、ドラムキッ

トで、移動したサンプルをアサインし直す必要はありません。)

① 移動するサンプルを“Sample Select”(0-1b)で選びます。

②“Move Sample”を選び、ダイアログを表示します。

③ To“Sample”で移動先のサンプル・ナンバーを指定します。

 ステレオ・サンプルを移動するときは、片方ずつ移動してく

ださい。

全サンプルを順番に詰めて並べ直すときは“Optimize Empty

Sample No.”をチェックします。

④“Adjust Sample Assign In Drum Kit”をチェックすると、移

動したサンプルがドラムキットでマッピング(使用)されている場合、

そのサンプル・ナンバーも自動的に変更されます。通常チェックをつ

けます。

マルチサンプルでマッピング(使用)されているサンプルは、ここでの

設定に関わらず自動的に移動した新しいサンプル・ナンバーに変更

されます。

⑤ ムーブ・サンプルを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

例) 移動先のサンプル・ナンバーにデータがすでにある場合は、上書き

されずに1つずつ後ろにずれます。

0003を0001に移動 

例) 空のサンプルが無く、後ろにずれることができない場合は前にずれ

ます。

3996を3999に移動 

0–1L: Move MS (Move Multisample)
現在選ばれているマルチサンプルを指定したナンバーに移動(マルチ

サンプル・ナンバーの変更)したり、マルチサンプルを作成/編集した結

果、マルチサンプルが順番に並ばなくなってしまった場合などに、マルチ

サンプル・ナンバー000から順番に詰めて並べ直すことができます。

(☞次図)

マルチサンプル・ナンバーをふり直すと、同時にマルチサンプルを使用

しているプログラムでのマルチサンプル・ナンバーも自動的にふり直さ

れます(④設定による)。(そのため再度Programモードで移動したマル

チサンプルを選択し直す必要はありません。)

① 移動するマルチサンプルを“MS(Multisample Select)”(0-1a)で

選びます。

②“Move MS”を選び、ダイアログを表示します。

③ To“Multisample”で移動先のマルチサンプル・ナンバーを指定し

ます。

 ステレオ・マルチサンプルを移動するときは、片方ずつ移動

してください。

全マルチサンプルを順番に詰めて並べ直すときは“Optimize

Empty Multisample No.”をチェックします。

④“Adjust Multisample Assign In Program”をチェックする

と、移動したマルチサンプルがプログラムで使われている場合、プロ

グラムのマルチサンプル・ナンバーも自動的に変更されます。 通常

チェックをつけます。

⑤ ムーブ・マルチサンプルを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。

例:移動先のマルチサンプル・ナンバーにデータがすでにある場合は、
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上書きされずに1つずつ後ろにずれます。

003を001に移動 

例:空のマルチサンプルが無く、後ろにずれることができない場合は前

にずれます。

996を999に移動 

0–1M: Optimize RAM
サンプル・メモリー(RAM)をオプティマイズ(最適化)します。

オプティマイズをすることによって、無駄にメモリーを占有していた領域

が整理され、残り容量が確保できます。

メモリーが不足してきたときに“Optimize RAM”を実行してみてくだ

さい。

RAMの残り容量はP0: Memory Statusで確認できます。

①“Optimize RAM”を選び、ダイアログを表示します。

② オプティマイズを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

“Auto Optimize RAM”(Global P0:0-3b)をチェックするこ

とによって自動的にRAMを最適化することができます。

0–1N: Select Directory
サンプリングすることによって作成されるWAVEファイルのセーブ先メ

ディアとそのディレクトリ、ファイル名を設定します。

また、メディアにセーブしたWAVEファイルの音声を聞くときにこの

“Select Directory”を選びます。

“Select Directory”は、“Save to”でMEDIAを選んでいるときに

選択できます。

WAVEファイルのセーブ先を設定する

①“Select Directory”を選び、ダイアログを表示します。

Media Select

②“Media Select”でサンプリング時の書き込み先のメディアを選び

ます。

③ ディレクトリは、Openボタン、Upボタンを押して移動します。

④“Name”でサンプリング時に書き込まれるWAVEファイルの名前

を設定します。

“Take No. ”をチェックすると、ファイル名の最後の2文字に

“Take No.”の番号がついてセーブされます。番号は、サンプリン

グ後、自動的に1増加します。何度もサンプリングする場合に、異な

るファイル名でセーブできるため便利です。

“Name”は“Take No.”をチェックしていないときは8文字まで入

力できます。チェックしているとき6文字まで入力可能です。

⑤ Doneボタンを押して設定を終了します。

WAVEファイルを再生する

①“Select Directory”を選び、ダイアログを表示します。

②“Media Select”、Openボタン、Upボタンでメディア、ディレクト

リを選び、再生するWAVEファイル(44.1kHzまたは48kHz)を選

びます。

③ SAMPLING [START/STOP]キーを押します。

選択したWAVEファイルが再生されます。

④ もう一度SAMPLING [START/STOP]キーを押すと停止します。

WAVEファイルがモノの場合、L/R両方に同じ音が出力されます。

WAVEファイルの再生中は、鍵盤を弾いたり、MIDI INにノート・

データが入力されても発音しません。またアルペジエーターも止

まります。

0–1O: Auto Sampling Setup
Samplingモードでのサンプリングに関する各種パラメーターを自動

的に設定します。外部オーディオをサンプリングするときや、サンプルに

エフェクトをかけてリサンプリングするときにガイドとして使用すること

ができます。また設定を初期化するときに使用します。

 一旦実行すると、関連するパラメーターは、自動的に変更されま

す。[COMPARE]キーによるコンペア操作はできません。

自動設定する内容は、あくまで標準的な操作を想定しています。実

行後に目的の操作に合わせて、各項目の  を参考に各種パラ

メーターを調整してください。

①“Auto Sampling Setup”を選び、ダイアログを表示します。

② 以下の自動設定したい項目をラジオ・ボタンで選びます。

Initialize: サンプリングに関するパラメーターを初期値に設定しま

す。

REC Audio Input: 外部オーディオをサンプリングするための設

定にします。

Auto Resample through IFX: サンプルにエフェクトをかけて

リサンプリングするための設定にします。

③ 条件を設定します。手順②で選ぶ内容によって設定が異なります。

Initialize選択時:

Initializeを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。(☞ 設定されるパラメーターと設定値については

p.114)
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REC Audio Input選択時:

1) “Source Audio”で外部オーディオの入力ソースを選びます。

Analogは、AUDIO INPUT 1、2端子に接続した楽器などのアナ

ログ・オーディオ出力を本機へ入力します。

S/P DIFは、S/P DIF IN端子に接続した楽器、DATなどのデジタ

ル・オーディオ出力を本機へ入力します。(0-2a 「Input」)

2) “Mono-1/Mono-2/Stereo”で入力ソースとサンプリングす

るチャンネルをモノラルかステレオで設定します。

Mono-1はInput1を使用し、L-MONOにサンプリング、Mono-2は

Input2を使用しR-MONOにサンプリング、StereoはInput1、2

をステレオで使用し、サンプリングするように設定されます。

3) “Save to”でサンプリングしたデータの書き込み先を選びます。

RAMはサンプル・メモリー(RAM)に書き込みます。MEDIAではサ

ンプリングしたデータでWAVEファイルを作成し、メディアに保存し

ます。

4) 外部オーディオの入力ソースにインサート・エフェクトをかけてサ

ンプリングする場合は、使用するインサート・エフェクトを“IFX”で選

びます。インサート・エフェクトを使用しない場合はOffに設定しま

す。

5) REC Audio Inputを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。(☞設定されるパラメーターと設

定値についてはp.114)

サンプリングするには、REC  Aud i o  I n pu t を実行後に、

SAMPLING [REC]、SAMPLING [START/STOP]の順にキー

を押すとサンプリングが始まります(“Trigger”がSampling

START  SWに設定されるため)。演奏後、SAMPL ING

[START/STOP]キーを押すとサンプリングが終了します。

サンプリングしたデータは次のように確認します。

“Save to”でRAMを設定した場合は、鍵盤のC2を弾いて確認

します。MEDIAを選んで実行した場合は、ページ・メニュー・コマ

ンド“Select Directory”(0-1N)で確認します。

“Save to”でRAMを設定時、サンプリングするRAMバンクを

変更するときは“Bank”（0-1c）で変更します。

“Save to”でMEDIAを選択時、WAVEファイルのセーブ先を指

定するときはページ・メニュー・コマンド“Select Directory”(0-

1N)で設定します。

サンプリングを開始する方法を変える場合は“Trigger”の設定を

変更します。

“Source Audio”でS/P DIFを選んだ場合は、“System

Clock”（Global P0: 0-2a）でシステム・クロックを変更します。

Auto Resample through IFX選択時:

1) “IFX”でサンプルにかけるエフェクトを選びます。

2) Auto Sampling Setup (Auto Resample through IFX)を

実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押

します。(☞設定されるパラメーターと設定値についてはp.114)

リサンプリングするには、Auto Resample through IFXを実行

後、次の設定をします。

1) “Key”(0-2b)で、リサンプリングするサンプルがアサインされ

ているキーを設定します。

2) P8: Insert Effectでエフェクトを設定します。音を確認する

には“Key”で設定した鍵盤を弾きます。

3) SAMPLING [REC]、SAMPLING [START/STOP]の順に

キーを押すとリサンプリングが始まります(“T r i g g e r ”が

Sampling START SWに設定されるため)。サンプルが再生さ

れ、再生が終わると、リサンプリングされます。

リサンプリングしたデータを確認するには、“Key”で設定した鍵盤

を弾きます。

リサンプリングしたデータを確認するときに、二重にインサート・エ

フェクトがかかってしまうことを防ぐために、リサンプリングが終了

すると、“BUS（IFX）Select”（8-1b）は自動的にL/Rに設定さ

れます。再度インサート・エフェクトをかけてリサンプリング実行す

る場合は、設定し直してください。

“Bank”（0-1c）で、サンプリング先のサンプル・メモリー（RAM）

を設定します。
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自動設定されるパラメーターと設定値

2. REC Audio 3. Auto ResampleParameter 1. Initialize
Input through IFX

Input (Input Source) : Analog, S/P DIF*1 (Source Audio)*2  Analog, S/P DIF*1

Input1 :

Level 127 127 127
Pan L000 L000 L000
BUS Select Off (IFX)*3 Off
Send1 000 000 000
Send2 000 000 000

Input2 :

Level 127 127 127
Pan R127 R127 R127
BUS Select Off (IFX)*3 Off
Send1 000 000 000
Send2 000 000 000

Recording Setup :

Source BUS L/R L/R L/R
Trigger Sampling START SW Sampling START SW Sampling START SW
Metronome Precount Off - -
Resample Manual Manual Auto

REC Sample Setup :

Save to RAM (Save to) (Save to)
Sample Mode L-MONO (Source Audio)*4 Stereo
Sample Time: RAM 最大 - -
Sample Time: MEDIA 4min 59.999sec - -
Recording Level [dB] +0.0 +0.0 -12.0

REC Sample Preference :

Auto +12dB On Off Off On
BUS Select (P8 Routing) :

BUS(IFX) Select L/R L/R (IFX)

-: 自動設定しない

（ ）のついたものは、ダイアログ中のパラメーターの設定によって自動

設定されます。

*1:  Ana log、S/P DIF のそれぞれの設定（“Input1”および

“Input2”）が自動設定されます。

*2: ダイアログ中の“Source Audio”で指定した入力ソースの設定

（“Input1”および“Input2”）が自動設定されます。

*3: “IFX”がOffのときL/R、IFX1...5のとき IFX1...5。

*4: “Source Audio”がMono-1のときL-Mono、Mono-2のときR-

Mono、StereoのときStereo。

0–2: Input/Setup
アナログ/デジタル・オーディオ信号の入力元の選択、入力レベル、バス

等を設定します。また、レコーディング時のセットアップを行います。

0–1

0–2a

0–2c

0–2b

0–2a: Input (SAMPLING)

ここでの設定は、Sam p l i n g モードでのみ有効です。また

SamplingモードよりGlobalモードへ移動したときも、ここでの

設定が有効です。

Samplingモード以外での本機への外部オーディオ入力設定は

“Input (COMBI,PROG,SEQ,S.PLAY,MEDIA)”(Global P0:

0-3a)で行います。

Input [Analog, S/P DIF]
本機への外部オーディオ入力元を設定します。

Analog、S/P DIFそれぞれで個別に設定を持つことができます。

この“Input”を設定してからInput1、Input2の各パラメーター

を設定してください。同時に複数の外部オーディオ入力元から入

力することが可能です。

Analog: AUDIO INPUT 1、AUDIO INPUT 2端子に接続した楽器

などのアナログ・オーディオ出力を本機へ入力します。

S/P DIF: S/P DIF IN端子に接続した楽器、DATなどのデジタル・

オーディオ出力を本機へ入力します。S/P DIFのLへの入力は下記の

Input1で、Rへの入力はInput2で設定します。

S/P DIF入出力のサンプル・レートは48kHzに対応しています。

S/P DIFを使用する場合は、“System Clock”(Global P0:0-

2a)をS/P DIFに設定してください。

Input1:
Input2:
Level [0...127]
入力する外部オーディオ信号(“Input”0-2aで設定)のレベルを設定

します。通常127にします。

AUDIO INPUT 1、2端子からのアナログ・オーディオ信号は、AD

コンバーターによってアナログ信号からデジタル信号に変換され

ます。デジタル信号に変換した直後の信号レベルを設定すること

になります。ここのレベルを極端に下げても音が歪んでいる場合

は、AD コンバーター以前で歪んでいる可能性があります。

[LEVEL]ノブまたは外部音源の出力レベルを調整してください。

Pan [L000...C064...R127]
入力する外部オーディオ信号(“Input”で設定)のパンを設定します。ス

テレオのオーディオ・ソースを入力するときは、通常、Input1をL000、

Input2 をR127に設定します。(☞設定例はp.107、QS p.24、OG

p.67)
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BUS(IFX/indiv.) Select
[L/R, IFX1…5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]
入力する外部オーディオ信号(“Input”で設定)をどのバスに送るかを

設定します。

L/R: 入力した外部オーディオ信号をL/Rバスに送ります。通常L/Rに

設定します。

IFX1...5: 入力した外部オーディオ信号をIFX1～5バスに送ります。

インサート・エフェクトをかけてサンプリングするときに選びます。

1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube): 入力した外部オー

ディオ信号を1～4の各バスに送ります。

Off: 外部オーディオ信号を入力しません。

外部オーディオ信号にバルブ・フォースをインサートしてサンプリ

ングするときは、3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設定

し、Valve Force “Placement”を Insertに設定します。

0–2b: Recording Setup

Source BUS [L/R, Indiv.1/2]
サンプリングするソースを選びます。ここで設定したバスへ送られてい

る音がサンプリングされます。

L/R: L/Rバスに送られている音がサンプリングされます。

L/Rバスに送られている外部オーディオ信号(“Input”0-2aで設定)

や、鍵盤やMIDI入力等による本機での演奏などのL/Rバスに送られて

いる音がサンプリングされます。インサート・エフェクトをかけてサンプ

リングする場合もL/Rに設定します。

Indiv.1/2: INDIVIDUAL 1、2、1/2バスに送られている音がサンプ

リングされます。

INDIVIDUAL 1、2、1/2バスに送られている外部オーディオ信号

(“Input”0-2aで設定)や、鍵盤やMIDI入力等による本機での演奏な

どの INDIVIDUAL 1、2、1/2バスに送られている音がサンプリング

されます。

Trigger [Sampling START SW, Note On, Threshold]
サンプリングを開始する方法を設定します。

Sampling START SW: SAMPLING [REC]キーを押すとサンプリ

ング・スタンバイ状態になり、SAMPLING [START/STOP]キーを押

すとサンプリングが始まります。

① SAMPLING [REC]キーを押して、サンプリング・スタンバイ状態に

します。

②“Recording Level [dB]”のスライダーでサンプリングするレベル

を調整します。

③ SAMPLING [START/STOP]キーを押すと、サンプリングが始ま

ります。(“Metronome Precount”の機能を使用すると、

SAMPLING [START/STOP]キーを押すとメトロノーム音による

カウント・ダウン後にサンプリングがスタートします。Metronome

Setupの“BUS(Output) Select”(0-3c)をL/Rに設定するとサ

ンプリング開始と同時にメトロノーム音は止まります。)

④ サンプリングを終了するときは、再度[START/STOP]キーを押し

ます。また“Sample Time”(0-1c)での設定値までサンプリングが

続いたときは自動的に終了します。

すでにあるサンプルにエフェクト等をかけて新しいサンプルを自動的に

作りたい場合(リサンプリング）、“Trigger”をSampling START

SWに設定し、“Resample”(0-2b)をAutoに設定します。

(☞“Resample”Auto)

Note On: SAMPLING [REC]キー、SAMPLING [START/STOP]

キー押した後に鍵盤を弾くとサンプリングが始まります。

鍵盤を弾くかわりにMIDIのノート・オンを受信してもサンプリング

が開始します。

① 上記①、②の操作を行います。

② SAMPLING [START/STOP]キーを押します。

③ 鍵盤を弾くか、MIDIのノート・オンを受信すると自動的にサンプリン

グが始まります。

④ サンプリングを終了するときは上記④の操作を行います。

Threshold： 入力レベルが“Level”の設定値を超えると、自動的にサ

ンプリングが始まります。

① SAMPLING [REC]キーを押して、サンプリング・スタンバイ状態に

します。

②“Recording Level [dB]”のスライダーでサンプリングするレベル

を調整します。

モニターの音量レベルの変化に注意してください。(“Recording

Level [dB]”0-1d)

③“Level”の値を調整します。“Recording Level [dB]”のレベル・

バー表示の両脇に黒三角で“Level”の値が確認できます。通常、ノ

イズ音によりサンプリングがスタートしない範囲で、なるべく低いレ

ベルに設定します。

④ SAMPLING [START/STOP]キーを押します。入力レベルが

“Level”の設定値を超えたとき自動的にサンプリングが始まります。

⑤ サンプリングを終了するときは、再度[START/STOP]キーを押し

ます。また“Sample Time”(0-1c)での設定値までサンプリングが

続いたときは自動的に終了します。

Metronome Precount [Off, 4, 8, 3, 6]
“Trigger”Sampling START SWでのサンプリング時に、メトロノー

ム音によるカウント・ダウンを行うかを設定します。

“Trigger”がSampling START SWのときのみ設定できます。

Off: レコーディング・スタンバイの状態からSAMPLING [START/

STOP]キーを押すと同時にサンプリングが始まります。

4, 8, 3, 6: レコーディング・スタンバイの状態からSAMPLING

[START/STOP]キーを押すと、“�  (Tempo)”のテンポで、指定した

数をカウントした後、サンプリングが始まります。4に設定した場合、4-

3-2-1-0の0のタイミングでサンプリングが始まります。

メトロノーム音の出力先とレベルは、Metronome Setup (0-3c)

で設定します。

Resample [Manual, Auto]
リサンプリングの方法を設定します。

“Trigger”がSampling START SWのときのみ設定できます。

サンプルを再度サンプリングすることをリサンプリングといいます。

サンプルにエフェクトをかけて再度サンプリングしたり、サンプルによる

演奏を再度サンプリングするなどの、リサンプリングが可能です。

Manual: 通常のサンプリングです。外部入力音をサンプリングするとき

に選びます。すでにサンプルがアサインされている場合に、鍵盤で演奏す

るとアサインされているサンプル音も一緒にリサンプリングされます。

Auto: インデックスにアサインされているサンプルを自動的にリサンプ

リングします。サンプルにエフェクトやバルブ・フォースをかけてリサン

プリングする場合に使用します。

①リサンプリングするサンプルがアサインされている鍵盤位置を

“Key”に設定します。

サンプルがアサインされてない鍵盤を設定するとサンプリングで

きません。
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② エフェクトをかけるときは、P8:Routingページで“BUS(IFX)

Select”(8-1b)をIFX1～5に設定し、使用するインサート・エフェ

クトを設定します。そして、“Source BUS”(0-2b)をL/Rに設定

します。

バルブ・フォースをインサートするときは、“BUS(IFX) Select”

(8-1b)を3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設定し、

Valve Force “Placement”(9-1a)を Insertに設定します。

③ SAMPLING [REC]キーを押して、レコーディング待機の状態にし

ます。

④ SAMPLING [START/STOP]キーを押すと自動的にサンプルが

再生され、リサンプリングが始まります。このとき、鍵盤で演奏すると

そのサンプル音も一緒にリサンプリングされます。

⑤“Key”の鍵盤にアサインされているサンプルの長さを再生すると

自動的にリサンプリングは終ります。また、再度SAMPL ING

[START/STOP]キーを押すことによってもリサンプリングは終了

します。

リサンプリングを終了すると“BUS(IFX) Select”(8-1b)の設定

は自動的にL/Rが選ばれます。再度リサンプリングする場合は注

意が必要です。

新しく作成されたサンプルのSample Parameterは、再生させ

たときにサンプル元と同じになるように自動的に設定されます。

Key [C-1...G9]
“Resample”Auto時、リサンプリングするサンプルがアサインされて

いる鍵盤位置を指定します。

“Trigger”がSampling START SWのときのみ設定できます。

(☞リサンプリングの操作方法は“Resample”Auto参照)

Level [–63dB...0dB]
“Trigger”Thresholdでのサンプリング時に、サンプリングを開始す

るレベルを設定します。“Trigger”がThresholdのときのみ設定でき

ます。( ☞“Trigger”Thresholdの操作③参照)

�  (Tempo) [040...240]
“Metronome Precount”のカウント・ダウンのテンポを設定します。

また、ここでのテンポは、サンプリング時にインサート・エフェクトで、

LFOやディレイ・タイムをBPM/MIDI SYNC機能でコントロールする

値になります(☞p.278)。[TEMPO]ノブでも設定できます。

Pre Trigger REC [000...500ms]
サンプリング開始時の直前の音もサンプリングする場合に、その時間を

設定します。

“Trigger”Thresholdでのサンプリング時、入力信号がスレッショル

ド・レベル“Leve l ”を超えたときにサンプリングを開始しますが、

“Level”の設定により、アタック音が欠けてしまうような場合に“Pre

Trigger REC”を設定します。

また、“Trigger”Sampling START SWでのサンプリング時に、

“Metronome Precount”で楽器演奏などをイン・テンポでサンプリ

ングするときに使用するとよいでしょう。演奏のタイミングがイン・テン

ポより早めになってしまった場合などに、出だしの音が欠けることなくサ

ンプリングできます。

ここの値を上げておくと常に余分にサンプリングすることになりま

す。通常、000msに設定して、必要なときに最小限の長さを設定

するとよいでしょう。

ADC OVERLOAD !!
AUDIO INPUT1、2からの信号レベルが、過入力の場合に「ADC

OVERLOAD !!」を表示します。この場合[LEVEL]ノブ、または外部音源

の出力レベルを調整してください。(☞“Recording Level[dB]”0-1d)

0–2c: Recording Level [dB]

Recording Level [dB] [–inf, –72.0... 0.0...+18.0]
☞ 0-1d

0–3: Preference
0–1

0–3a

0–3b

0–3c

0–3a: Create Zone Preference

Createボタン(0-1b、3-1c)を押したときに作成されるインデックスの

初期状態を設定します。ここでの設定に従って新規インデックスが作成

されますが、作成後、設定を変えることもできます。

Position [Right (to Selected Index), Left (to Selected Index)]
新規に作成するインデックスを、選択しているインデックスの左右のど

ちらにするかを設定します。

Right (to Selected Index): 選択しているインデックスの右側に新

規インデックスを作成します。

Left (to Selected Index): 選択しているインデックスの左側に新

規インデックスを作成します。

Zone Range [1 Key...127 Keys]
作成する新規インデックスのゾーン幅を設定します。

1Key: (鍵盤の)1キーがインデックスになります。インデックスのサン

プルはオリジナル・キーで発音します。パッド(＝鍵盤)付サンプラー的に

使用できます。

2 Keys...127 Keys: 設定したキー数のインデックスになります。イ

ンデックスのサンプルはオリジナル・キー“OrigKey”(0-1b、3-1b)を

中心にピッチが上下に半音単位で変化します。“Constant Pitch”(3-

1b)をチェックすると、ピッチは変化しません。

Original Key Position [Bottom, Center, Top]
作成する新規インデックスのオリジナル・キーの位置を設定します。

Bottom: ゾーン(“Zone Range”で設定)の範囲で、一番低いキーが

オリジナル・キーになります。

Center: ゾーンの範囲で、真ん中のキーがオリジナル・キーになります。

Top: ゾーンの範囲で、一番高いキーがオリジナル・キーになります。
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0–3b: REC Sample Preference

Auto Loop On [Off, On]
On(チェックする): サンプリングしたサンプルは、自動的にループ・オン

“Loop”(2-1c)に設定されます。再生すると、そのサンプルはループし

ます。

Auto +12dB On [Off, On]
“Save to”(0-1c)をRAMに設定して、サンプル・メモリー(RAM)に

サンプリングした場合に有効です。MEDIAに設定したときは無効にな

ります。

On(チェックをする): サンプリングしたサンプルは、“＋12dB”(2-1c)

の設定が自動的にオンになります。“＋12dB”がオンのサンプルは、

“＋12dB”がオフのときのレベルを基準にして、約＋12dB大きなレ

ベルで再生します。

P5:Audio CDページでオーディオCDのオーディオ信号をリッピ

ングする場合は、“Auto ＋12dB On”がOnでも、“＋12dB”は

オフに設定されます。

Samplingモードで、外部からのオーディオ信号をサンプリングしたり、

サンプリングしたサンプルにインサート・エフェクトをかけてリサンプリ

ングする場合は、通常Off(チェックしない)にします。(Samplingモー

ドでは、電源オン時の初期設定はOffです。)

外部からの複数のオーディオ・ソースや鍵盤演奏をミックスしてサンプ

リングする場合に、クリップしない最適なレコーディング・レベルを設定

するには、“Recording Level”を－12.0(dB)程度にします。サンプ

リングすると、サンプル・データとしては最適なレベルでレコーディング

されますが、再生時のレベルはサンプリング時より小さくなります。この

ような場合に、“Auto ＋12dB On”をチェックしてリサンプリングす

ると、自動的に“＋12dB”(2-1c)がオンに設定され、サンプリング時と

同じレベルで再生することができます。

“Auto ＋12dB On”の設定は、Program、Combination、

Sequencer、Samplingの各モードごとに設定します。

0–3c: Metronome Setup

BUS(Output) Select [L/R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube)]
“Metronome Precount”(0-2b)によるメトロノーム音の出力先を

設定します。

L/R: OUTPUT (MAIN) L/Mono、R、S/P DIF OUT、およびヘッド

ホンより出力します。

1, 2, 3(Tube), 4(Tube): それぞれOUTPUT (INDIVIDUAL) 1、

2、3、4より出力します。

Level [000...127]
“Metronome Precount”によるメトロノーム音の音量を設定しま

す。

0–4: Memory Status

0–1
0–4a

0–4b

0–4a: Free Sample Memory

RAMバンク1～6のメモリー残容量(サンプリングできる時間、Media

モードでサンプル・ファイルをロードできるサイズ、エディット等で使用で

きるサイズ)を秒単位、バイト単位、%、それぞれで表示します。表示はイ

ンストールされているメモリーの容量によって異なります。(“RAM

Bank”0-1c)

0–4b: Free Number

扱えるマルチサンプルとサンプル、マルチサンプルで使用できるサンプ

ルの最大数を表示します。その最大数に対しての残数、%を表示しま

す。

Multisample(MS) [0000...0999/1000  000...099%]
Sample [0000...4000/4000  000...100%]
Sample in MS [0000...3999/4000  000...099%]
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Sampling P1: Sample Edit
サンプリングや、Mediaモードでロードしたサンプル・データ(波形デー

タ)を編集します。

波形の不要な部分を切り捨てたり、リバースしたり、サンプリング周波数

を下げるなどの編集作業を“サンプル波形ディスプレイ”を見ながら詳

細なエディットが可能です。

1–1: Sample Edit

1–1

1–1a

1–1b

1–1c

1–1a: MS, Index, Keyboard & Index

MS (Multisample Select) [000...999]
エディットするサンプルを含むマルチサンプルを選びます。(☞0-1a)

Index [xxx (001...128)/yyy (001...128)]
サンプルをエディットするインデックスを選びます。ここで選んだインデッ

クスに設定されているサンプルがエディットの対象となり、波形が“サンプ

ル波形ディスプレイ”に表示されます。(☞0-1a)

インデックスの選択は、[ENTER ]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選ばれま

す。指定したキーは、基準キーとなり、“Keyboard & Index”でグ

レー表示されます。(☞“Keyboard & Index”0-1a)

Keyboard & Index
(☞0-1a)

1–1b: Sample Select, Range

Sample Select [----: ---No Assign----, 0000...3999]
Range [C–1...B9 — C–1...B9]
選択しているインデックスのサンプルを選びます。“Sample Select”

を変更すると、インデックスにはここで設定したサンプルがアサインさ

れます(☞0-1b)。また、右側にはインデックスの範囲が表示されます。

1–1c: サンプル波形ディスプレイ , Edit Range
Start, Edit Range End, Use Zero, Grid, ZOOM

サンプル波形ディスプレイ

選んでいるサンプルの波形を表示します。横軸がサンプル・アドレス(時

間軸)、縦軸がサンプル・レベルです。

表示枠上の太線はサンプル波形全体のどの範囲を表示しているかを示

します。時間軸にズーム・インしていくと、ズーム・インしていないときの

波形表示に対して、どの部分をズーム・イン表示しているかが分かりま

す。ステレオのマルチサンプルおよびサンプルを選んでいるとき、マル

チサンプルのLチャンネルのサンプル・データが上側に、Rチャンネルの

サンプル・データが下側に表示されます。

Edit Range Start [0000000...]
Edit Range End [0000000...]
ページ・メニュー・コマンドでエディットする範囲(スタート・アドレスとエ

ンド・アドレス)を設定します(単位はサンプル・アドレスです)。

ここで設定した範囲は“サンプル波形ディスプレイ”で反転表示されま

す。

設定した範囲の音を確認するときはSAMPLING [START/

STOP]キーを押してください。“Edit Range Start”、“Edit

Range End”で設定した範囲のサンプルが現在選択されている

キー(グレー表示)のピッチで発音します。(☞“Keyboard &

Index”0-1a)

Use Zero [Off, On]
On(チェックする): “Edit Range Start”、“Edit Range End”を設

定時、波形レベルが±0(“サンプル波形ディスプレイ”のセンター線)を

またぐ(ゼロ・クロス)アドレスのみが選択できます。[VALUE]スライ

ダー、[VALUE]ダイヤル、[ ]、[ ]キーを操作すると、前後のゼロ・ク

ロスのアドレスをサーチして自動的に(ゼロ・クロスの)アドレスを選択し

ます。テン・キー[0]～[9]では入力した値に近いゼロ・クロスのアドレス

をサーチします。

Off(チェックしない): “Edit Range Start”、“Edit Range End”

を1単位で設定します。通常の動作です。

Grid [040 BPM...480 BPM]
(☞2-1c)

[TEMPO]ノブの設定とは関係ありません。

ZOOM
“サンプル波形ディスプレイ”の波形を、横軸方向(サンプル・アドレス)、

波形表示の縦軸方向(サンプル・レベル)にそれぞれズーム・イン、ズー

ム・アウトします。

縦方向ズーム・イン 

縦方向ズーム・アウト 

横方向ズーム・アウト 横方向ズーム・イン 

横方向ズーム・アウト最大 横方向ズーム・イン1倍 

横方向は、全体表示からズーム・インしていき、最初に波形が実線で表示

されるところを1倍として、2倍、4倍までズーム・インできます。(1倍

表示のとき、LCDの表示レゾリューションが、サンプル・アドレスのレゾ
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リューションと同じになります。例えばサンプル・アドレスを1単位で変

更するとLCDのサンプル・アドレスを示す縦線も1ピクセルずつ移動し

ます。)縦軸方向は、1倍(フル・レンジ表示)から512倍(ステレオ表示の

場合1024倍)までズーム・インできます。

そのとき選ばれている“Edit Range Start”または“Edit Range

End”のポイントを起点にズーム・イン/アウトします。(ズーム・イン/ア

ウトするときに別のパラメーターが選ばれているときは、最後に選ばれ

ていたポイントを起点にズーム・イン/アウトします。またズーム・イン/

アウトした状態で“Edit Range Start”または“Edit Range End”

を選び直すと、選ばれたポイントを表示するように表示範囲が変わりま

す。)

ズーム倍率が低い(1倍以下の)とき、“サンプル波形ディスプレイ”

に表示される波形が、編集前と編集後で微妙に異なる場合があり

ます。しかし再生音への影響はありません。この場合、倍率を上げ

ていくことで正確な波形を表示させることができます。

▼ 1–1: Page Menu Command

ページ・メニュー・コマンド“Truncate”～“Volume Ramp”で、

サンプルの波形データをエディットするときは、“Edit Range

Start”、“Edit Range End”でエディットする範囲を設定した後

に、ページ・メニュー・コマンドを選択、実行してください。

エディット実行後にエディット前の状態に戻すコンペア機能はありま

せん。エディット前のサンプルを残しながら、エディットを行う場合

は、ページ・メニュー・コマンドの各ダイアログ内の“Overwrite”*1

をチェックしないでコマンドを実行してください。

サンプル・データ(波形データ)に対して、再生する“Start”(スター

ト・アドレス)、“LoopS”(ループ・スタート・アドレス)、“End”(エン

ド・アドレス)は、P2: Loop Editで設定します。

エディットによって削除や移動されるサンプル・アドレスの範囲内

に、上記のパラメーターがあるときは自動的にそれらのアドレスが

移動します。

 ステレオ・サンプルのエディットについて

・ ステレオのサンプルでは、L、Rチャンネルのサンプルに対して同時

にエディットが行われます。このとき、LチャンネルまたはRチャンネ

ルのどちらかのみをエディットしたいときは、モノのマルチサンプル

を選び、そこでLチャンネルまたはRチャンネルのサンプルを選択し

てエディットしてください。

・ ステレオのサンプルの場合、“Save to No.(L) ”、“(R)”が表示され

ます。それぞれL、Rチャンネルの書き込み先のサンプル・ナンバー

を指定します。

・ モノのサンプルを“Copy”を実行してバッファーに取り込み、それを

ステレオのサンプルに“Insert”、“Mix”、“Paste”を実行すると、

L側、R側それぞれのサンプルにインサート、ミックス、ペーストされ

ます。(結果的にステレオのサンプルが作成されます。)

ステレオのサンプルを“Copy”を実行してバッファーに取り込み、そ

れをモノのサンプルに“Insert”、“Mix”、“Paste”を実行すると、

バッファーにあるL側、R側のサンプルはモノにミックスされイン

サート、ミックス、ペーストされます。(結果的にモノのサンプルが作

成されます。)　

ステレオのサンプルを、モノにミックスして、モノのサンプルとして使

用したい場合にも、これらのコマンドを利用できます。ただし、一度

モノにミックスしたサンプルは再びステレオには戻せないので注意

してください。

*1: “Overwrite”について

“Overwrite”をチェックしない: コマンドを実行すると、エディット後

のサンプルを別のサンプル・ナンバーに保存します。エディット前のサン

プルは変更されずに残ります。

“Overwrite”をチェックする: コマンドを実行すると、エディット後の

内容をエディット前のサンプル(・ナンバー)に上書きします。エディット前

のサンプルは変更されます。

通常、“Save to No.”を初期設定のままにし、“Overwrite”を

チェックしないで実行します。実行するとエディット前と後のそれ

ぞれのデータが保存され、エディット後のサンプル・ナンバーがイン

デックスのサンプルに設定されます。

ループスタート・アドレス“LoopS”、エンド・アドレス“End”(2-1c)は

8アドレス以上間隔をとる必要があります。“Truncate”(1-1A)、

“Cut”(1-1B)、“Rate Convert”(1-1K)を実行することによって、

ループスタート・アドレス、エンド・アドレス間が8アドレス未満になる

とき、「Sample length is shorter than minimum」を表示しま

す。“Edit Range Start”、“Edit Range End”を設定し直してく

ださい。

1–1A

1–1B

1–1C

1–1D

1–1E

1–1G

1–1H

1–1I

1–1J

1–1F

1–1K

1–1L

1–1A: Truncate
“Edit Range Start”と“Edit Range End”の外側にある不要なデー

タを削除します。サンプルの波形データ前後の無音部分などを取り除く

ときに使用します。

スタート・アドレス“Start”、ループスタート・アドレス“LoopS”、エ

ンド・アドレス“End”(2-1c)設定後に再生部分以外の不要なサン

プル・データを削除する場合は、P2: Loop Editのページ・メ

ニュー・コマンド“Truncate”を使用してください。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットする範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”

で設定します。

“Truncate”によって残す部分は、SAMPLING [START/

STOP]キーを押すと発音し、確認することができます。

②“Truncate”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディット範囲が表示されます。

④ 削除する部分をラジオ・ボタンで選びます。

Front & End: “Edit Range Start”より前と、“Edit Range

End”より後のサンプル・データを削除します。



120

Front: “Edit Range Start”より前のサンプル・データを削除し

ます。

End: “Edit Range End”より後のサンプル・データを削除します。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥トランケートを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

1–1B: Cut
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータを削除しま

す。その後ろにあるサンプル・データは前に移動します。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットする範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”

で設定します。

“Cut”によって削除する部分は、SAMPLING [START/STOP]

キーを押すと発音し、確認することができます。

②“Cut”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディットする範囲が表示されます。

④“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑤ カットを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

1–1C: Clear
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値をゼロ

に変更します。前後にあるサンプル・データはそのまま移動しません。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットする範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”

で設定します。

“C l ea r ”でゼロ・レベルに変更する部分は、SAMPL ING

[START/STOP]キーを押すと発音し、確認することができます。

②“Clear”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディットの範囲が表示されます。

④“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑤ クリアを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

1–1D: Copy
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のサンプル・データ

情報をバッファーに取り込みます。取り込んだデータは、“Insert ”、

“Mix”、“Paste”で使用します。

“Copy”を実行したとき、バッファーに取り込まれるデータは、コー

ピー元のサンプル・ナンバーと“Edit Range Start”、“Edit

Range End”の位置です。“Copy ”後、“Insert ”、“Mix”、

“Paste”を実行するまではコピー元のサンプルは削除しないで

ください。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットの範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”で

設定します。

“Copy”する部分は、SAMPLING [START/STOP] キーを押す

と発音し、確認することができます。

②“Copy”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディットの範囲が表示されます。

④ コピーを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

1–1E: Insert
SamplingモードのSample Editページ、またはMediaモードのEdit

WAVEページで“Copy”を実行してバッファーに取り込んだサンプル・

データ情報を、“Edit Range Start”アドレスを先頭にインサートしま

す。元にあったデータは、後ろに移動します。
バッファーより 

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、イン

サートする先頭アドレスを“Edit Range Start”で設定します。

“Edit Range End”の設定は無効で、影響しません。
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②“Insert”を選び、ダイアログを表示します。

③“From”では、データのコピー元を選びます。

RAM: Sample Editページで、範囲を指定してコピーしたデータ

を、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプルにインサートします。

MEDIA: MediaモードのEdit WAVEページで、範囲を指定して

コピーしたデータを、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプル・デー

タにインサートします。

④ To“Start”にインサートする先頭アドレスが表示されます。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選択されます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ インサートを実行するときはOK ボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

“Copy ”により取り込まれるバッファーのデータが空の場合、

「Source sample is empty」が表示されます。

1–1F: Mix
SamplingモードのSample Editページ、またはMediaモードのEdit

WAVEページで“Copy”を実行してバッファーに取り込んだサンプル・

データ情報と、選択しているサンプル・データをミックスします。“Edit

Range Start”アドレスを先頭にミックスします。
バッファーより 

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、ミック

スする先頭アドレスを“Edit Range Start”で設定します。“Edit

Range End”の設定は無効で、影響しません。

②“Mix”を選び、ダイアログを表示します。

③“From”では、データのコピー元を選びます。

RAM: Sample Editページで、範囲を指定してコピーしたデータ

を、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプルにミックスします。

MEDIA: MediaモードのEdit WAVEページで、範囲を指定して

コピーしたデータを、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプル・デー

タにミックスします。

④ To“Start”にミックスする先頭アドレスが表示されます。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選択されます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ ミックスを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

“Copy ”により取り込まれるバッファーのデータが空の場合、

「Source sample is empty」が表示されます。

1–1G: Paste
SamplingモードのSample Editページ、またはMediaモードのEdit

WAVEページで“Copy”を実行してバッファーに取り込んだサンプル・

データ情報を“Edit Range Start”アドレスを先頭に配置します。元

にあったデータは削除され、“Copy”によりバッファーに取り込んだサ

ンプル・データが上書きされます。また、空のサンプルにサンプル・デー

タを配置することができます。サンプルの一部を“Copy”し、それを新

規サンプルとして作成する場合などに便利です。

サンプル・データがあるサンプルへのペースト

バッファーより 

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、ペー

ストする先頭アドレスを“Edit Range Start”で設定します。“Edit

Range End”の設定は無効で、影響しません。

②“Paste”を選び、ダイアログを表示します。

③“From”では、データのコピー元を選びます。

RAM: Sample Editページで、範囲を指定してコピーしたデータ

を、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプルにペーストします。

MEDIA: MediaモードのEdit WAVEページで、範囲を指定して

コピーしたデータを、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプル・デー

タにペーストします。

④ To“Start”にペーストする先頭アドレスが表示されます。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選択されます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ ペーストを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

“Copy ”により取り込まれるバッファーのデータが空の場合、

「Source sample is empty」が表示されます。

サンプル・データが空のサンプルへのペースト

① ペーストする空のサンプル・ナンバーを選びます。

“Sample Select”に----:---No Assign----を設定し、このコマン

ドを選ぶと、自動的に空のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Edit Range Start”、“Edit Range End”の設定は無効で、

影響しません。アドレス0にサンプルの先頭が配置されます。
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②“Paste”を選び、ダイアログを表示します。

③“From”では、データのコピー元を選びます。

RAM: Sample Editページで、範囲を指定してコピーしたデータ

を、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプルにペーストします。

MEDIA: MediaモードのEdit WAVEページで、範囲を指定して

コピーしたデータを、サンプル・メモリー（RAM）上のサンプル・デー

タにペーストします。

④“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。変

更したい場合は指定し直してください。

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑤ ペーストを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

1–1H: Insert Zero
“Edit Range Start”のアドレスを先頭に、値がゼロ・レベルのサンプ

ル・データ(無音)をインサートします。元にあったデータは、後ろに移動

します。
Size

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、イン

サートする先頭アドレスを“Edit Range Start”で設定します。

“Edit Range End”の設定は無効で、影響しません。

②“Insert Zero”を選び、ダイアログを表示します。

③ To“Start”にインサートする先頭アドレスが表示されます。

④“Size”でインサートするデータの長さを設定します。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ インサート・ゼロを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

1–1I: Normalize/Level Adj.
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値(ボ

リューム)を一律に変更します。“Normalize”(ノーマライズ)は、範囲内

のサンプル・データのレベルをクリップしない(歪まない)範囲で最大限

に増幅します。サンプリングしたサンプル・データのレベルが低い場合

などに実行すると、ノーマライズによってサンプル・データのダイナミッ

ク・レンジが大きくなります。“Level”では、必要に応じてレベルを上下

させます。

Normalize

Level Adjust –6dB

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットの範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”で

設定します。

ノーマライズ/レベル・アジャストする部分は、SAMPL ING

[START/STOP]キーを押すと再生し、オーディオ音で確認でき

ます。

②“Normalize/Level Adj.”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディットの範囲が表示されます。

④“Normalize”をチェックして実行するとノーマライズが行なわれま

す。このとき、“Level”の設定は無視されます。

“Level”でサンプル・データのレベルを変更するときは“Normalize”

をチェックしないで値を入力します。

＋6dBでLCD上の波形の波高は約2倍となります。＋12dBで

約4倍、＋18dBで約8倍と、＋6dBごとに約倍々します。一方、－

6dBで約1/2、－12dBで約1/4と－6dBごとに約1/2にしま

す。＋の値で実行するとクリップ(最大レベル以上増幅できない状

態で歪む)する場合があります。この場合、一度クリップしたサンプ

ル・データに対して“Level”値を－の値で再実行しても、クリップ

した状態のまま、全体のレベルが下がります。

また、－の値で実行して、いったんゼロ・レベルとなったサンプル・

データに対して、“Level”値を＋の値で再実行しても、ゼロ・レベ

ルのままとなります。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。

初期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ノーマライズ/レベル・アジャストを実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancelボタンを押します。

極端にレベルが低いサンプル・データをノーマライズすると、その

サンプルに含まれるノイズ音も同様に増幅してしまうため注意が

必要です。

1–1J: Volume Ramp
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値(ボ

リューム)を変更します。“Edit Range Start”から“Edit Range

End”に向かって徐々にボリュームを上げたり(Fade In) 、下げたり

(Fade Out)します。
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Fade In

Fade Out

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選び、エ

ディットの範囲を“Edit Range Start”、“Edit Range End”で

設定します。

“Volume Ramp”を行う範囲は、SAMPLING [START/

STOP]キーを押すと発音し、確認することができます。

②“Volume Ramp”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディットの範囲が表示されます。

④ ラジオ・ボタンでボリューム・ランプのタイプを選びます。

Fade In: Range“Start”のボリュームがゼロになり、“End”のボ

リュームに向かって徐々にボリュームが上がります。

Fade Out: Range“Start”のボリュームから、“End”のボリュー

ムがゼロになるように徐々にボリュームが下がります。

⑤“Curve”ではボリュームの変化のしかたを選びます。

Linear: ボリュームが直線的に変化します。通常のフェード・イン、

フェード・アウトはLinearを選びます。

Power: ボリュームが非直線的に変化します。フェード・インした波

形とフェード・アウトした波形を、“Mix”(1-1F)を使用して重ね合わ

せる場合(クロスフェード)などに、Linearではカーブの途中の音量

感が下がって聞こえることがあります。このようなときにPowerを

使用します。

⑥“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑦ ボリューム・ランプを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

1–1K: Rate Convert
サンプル・データのサンプリング周波数を2/3、1/2、1/3、1/4、1/6

に下げます。入力時のサンプリング周波数は48kHzに固定されていま

すが、この機能を利用することによっていわゆるダウン・サンプリングし

た効果を再現できます。サンプル・データを間引いて、低いサンプリン

グ周波数の状態にサンプル・データを自動的に変換します。

“Rate Convert ”(レート・コンバート)は“Edit Range Start”、“Edit

Range End”の値に関係なく、選んだサンプル・データ全体に対して実

行されます。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選びます。

②“Rate Convert”を選び、ダイアログを表示します。

③“Rate”の右に、選択しているサンプルのサンプリング周波数が表

示されます。「->」の右でレイト・コンバートする量を2/3、1/2、1/

3、1/4、1/6より選びます。実行後のサンプリング周波数が表示さ

れます。

④“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑤レート・コンバートを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

サンプリング周波数が11.025kHz未満のサンプルに対しては、

このコマンドは実行できません。

ステレオ・サンプリングの条件として、サンプリング周波数が同じで

ある必要があります。－L、－Rをモノのマルチサンプルで選び、

別々のサンプリング周波数にコンバートできますが、その場合、ステ

レオ・サンプルとして扱われなくなります。

1–1L: Reverse
サンプル・データをリバース(逆向き)にします。

“Reverse”(リバース)は“Edit Range Start”、“Edit Range End”

の値に関係なく、選んだサンプル・データ全体に対して実行されます。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選びます。

②“Reverse”を選び、ダイアログを表示します。

③“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。初

期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

④リバースを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。

実行するとサンプル・データ全体が、逆向きに書き変わります。P2:

Loop Editにも“Rev”(2-1c)があります。こちらはサンプル・

データそのものはそのままに、再生方向を逆向きにします。
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0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

0–1F

1–1M

1–1N

1–1M: Grid
“サンプル波形ディスプレイ”上にグリッドを表示します。

“G r i d ”をO n に設定し、実行すると設定したレゾリューション

(“Resolution”)と、テンポ(“Grid”1-1c、2-1c)に従い、“サンプル波

形ディスプレイ”上に縦点線を表示します。

BPM値、ビートをベースにサンプル・データを切り出したり、波形位置

を編集する場合などに使用します。

縦点線は“Start”(Loopオフ時)または“Loop Start”(Loopオ

ン時)(P2: Loop Edit) の設定アドレスを起点に表示し、現在選ば

れているキー(グレー表示)を発音したときの状態を表示します。

(☞“Keyboard & Index ”0-1a)

① エディットするサンプルを“Sample Select”(1-1b)で選びます。

②“Grid”を選び、ダイアログを表示します。

③ ラジオ・ボタンOn/Offで、グリッドのオン/オフを選びます。

④“Resolution”で、グリッドのレゾリューションを設定します。グリッド

はここでの設定と、ページ上の“Grid”(1-1c、2-1c)で決定します。

⑤ 設定を実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタ

ンを押します。

1–1N: Link
現在選ばれているサンプルに他のサンプルをつなぎ合わせます。

SOUND A SOUND B

LINK

SOUND A SOUND B

また、サンプルの接続部分の音量を変えて、徐々にミックスするよう

につなぎ合わせることもできます。これをクロスフェードといい、自

然に音が切り替わるような効果を得ることができます。

SOUND A SOUND B

SOUND A SOUND B

CROSSFADE LINK

音量 

時間 

クロスフェードしている部分 
(SOUND Aは徐々に小さく
SOUND Bは徐々に大きく)

クロスフェードしている部分 
(これを“クロスフェード・レングス”と
いいます)

“Link”(リンク)は“Edit Range Start”、“Edit Range End”の値

に関係なく、選択したサンプル・データ全体に対して実行されます。

① Linkコマンドを実行後に、前に配置されるサンプルを“Sample

Select”(1-1b)で選びます。

②“Link”を選び、ダイアログを表示します。

③“Front Sample No.”に選択したサンプル・ナンバーが表示され

ます。このサンプルが実行後に前に配置されます。

横のPlayボタンを押すとサンプル全体を再生します。サンプル全

体を再生すると自動的に止まります。再生を途中で止めるときは、も

う一度Playボタンを押します。

 ステレオ・サンプルの片方を選ぶと、自動的にステレオと認

識し、もう片方のサンプルもリンクの対象とします。

Frontのサンプルがモノで、Rearのサンプルがステレオの場合は、

RearのサンプルのL・Rをミックスし、モノにして連結します。

Frontのサンプルがステレオで、Rearのサンプルがモノの場合は、

Rearのサンプルの同じサンプルをL・Rに配置して連結します。

④“Rear Sample No.”で連結させるサンプル・ナンバーを選びま

す。このサンプルが実行後に後ろに配置されます。

横のPlayボタンを押すとサンプル全体が再生されます。サンプル

全体を再生すると自動的に止まります。再生を途中で止めるときは、

もう一度Playボタンを押します。

⑤“Crossfade Length”でクロスフェードさせる長さを設定しま

す。%を設定すると、Frontサンプル全体に対する割合を自動的に

計算します。50%に設定するとFrontサンプルの後ろ半分をクロ

スフェードさせることができます。

リア・サンプルの方が短いときは、“Crossfade Length”はリア・

サンプルの長さまでしか設定できません。この場合、100%まで

設定できません。

“Crossfade Length”を0以外に設定するとXFadePlayボタン
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が表示されます。このボタンを押すと、実行後に前に配置されるサン

プル、後ろに配置されるサンプルのそれぞれクロスフェードさせる部

分だけを再生できます。“Crossfade Length”で設定した長さを

再生すると自動的に止まります。再生を止めるときは、もう一度

XFadePlayボタンを押してください。クロスフェードさせない場合

は0に設定します。

①でサンプルを選んだ後に、“Edit Range Start”を設定するこ

とによってクロスフェードを開始させる位置を、波形を見ながら設

定できます。“Edit Range End”はサンプルの最後に設定して

ください。設定した場合、“Crossfade Length ”には、“Edit

Range Start”、“Edit Range End”で設定した長さが表示さ

れます。

⑥“Curve”でクロスフェードさせる部分のボリュームの変化のしかた

を設定します。

Linear: ボリュームが直線的に変化します。

Power: ボリュームが非直線的に変化します。Linearではカーブの

途中の音量感が下がって聞こえることがあります。このようなときに

Powerを使用します。

⑦“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。

初期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑧リンクを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

“Rate Convert ”(1-1K)等によって作成したサンプリング周波

数の異なるサンプルをつなぎ合わせた場合、作成されるサンプル

はFrontサンプルのサンプリング周波数になります。

リンクを実行するために空のサンプルを1つ使用します。空きが

無い場合はエラーになりますので注意してください。

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

1–1M

0–1K

0–1L

0–1M

1–1N

Sampling P2: Loop Edit

2–1: Loop Edit
サンプルを再生する範囲や、ループ再生などのサンプル・パラメー

ターの設定、エディットを行います。またMediaモードで本体サンプ

ル・メモリーにロードしたサンプル・パラメーターも同様にエディッ

トできます。“サンプル波形ディスプレイ”を見ながら、サンプル単位

の詳細なエディットが可能です。

2–1

2–1a

2–1b

2–1c

2–1a: MS, Index, Keyboard & Index

MS (Multisample Select) [000...999]
ループなどのサンプル・パラメーターをエディットするマルチサンプ

ルを選びます。(☞0-1a)

Index [xxx (001...127)/yyy (001...127)]
ループなどのサンプル・パラメーターをエディットするインデックス

を選びます。ここで選んだインデックスに設定されているサンプルが

エディットの対象となり、波形が“サンプル波形ディスプレイ”に表示

されます。(☞0-1a)

インデックスの選択は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこ

とによっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選ばれ

ます。指定したキーは、基準キーとなり、“Keyboard & Index ”

でグレー表示されます。(☞“Keyboard & Index ”0-1a)

Keyboard & Index
(☞0-1a)

2–1b: Sample Select, Range

Sample Select [----: ---No Assign----, 0000...3999]
Range [C–1...G9 — C–1...G9]
選択しているインデックスのサンプルを選びます。“S am p l e

Select”を変更すると、インデックスにはここで設定したサンプルが

アサインされます(☞0-1b)。ここで選んだサンプルが“サンプル波形

ディスプレイ”に表示されます。

また、右側にはインデックスの範囲が表示されます。

2–1c: サンプル波形ディスプレイ , Start, LoopS, End,
Loop, Rev, +12dB, Loop Lock, Loop  Tune, Use
Zero, Grid, ZOOM

サンプル波形ディスプレイ
“Sample Select”に設定したサンプルの波形を表示します。(☞1-

1c)
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Start (Start Address) [0000000...]
サンプル再生のスタート・アドレスを設定します。数字の単位はサン

プル・アドレスです。

LoopS (Loop Start Address) [0000000...]
サンプル再生のループ・スタート・アドレスを設定します。ループ・オ

ン時に有効です。数字の単位はサンプル・アドレスです。( ☞“S .

Offset”Program P1:1-2a)

End (End Address) [0000000...]
サンプル再生のエンド・アドレスを設定します。数字の単位はサンプ

ル・アドレスです。

ループ・スタート・アドレス、エンド・アドレスは、8アドレス以上間隔

をとる必要があります。それぞれのアドレスを設定するときに自動

的に制限がかかります。

Loop (Loop On) [Off, On]
サンプルをループさせるかどうかを設定します。

On(チェックする)： サンプルは、“Start”→“End”→“LoopS”→

“End”→“LoopS”→...というように“LoopS”から“End”間を繰り返

し再生します。

Off(チェックしない)： サンプルは、“Start”→“End”を1回(ワン

ショット)再生します。

“Auto Loop On”(0-3b)をチェックして、サンプリングすると、ここ

の設定は自動的にOnになります。

"One" "Two"

Start LoopS End

Start
LoopS

End

StartLoopS End

"One" "Two"

"One" "Two"

"One" - "Two" - "Two" - "Two" - ...

"One" - "Two"

"One" - "Two" - "One" - "Two" - "One" - "Two" - ...

"One" - "Two"

"Two" - "One" - "Two" - "One" - "Two" - "One" -...

"Two"

Rev (Reverse) [Off, On]
On(チェックする)： サンプルを“End”(エンド・アドレス)から

“LoopS”(ループ・スタート・アドレス)へと逆再生します。

+12dB [Off, On]
On(チェックする): サンプルの再生レベルが、Off(チェックしない)時

の基準レベルと比較して、約＋12dB大きくなります。

Off(チェックしない): 通常の基準レベルで再生します。ROMマルチ・

サンプル、ドラムサンプルの再生レベルと同じ基準レベルです。

オン/オフの設定を変えても、サンプル波形ディスプレイに表示され

るサンプル・データには変化がありません。

“Auto ＋12dB On”(Sampling:0-3b、Program, Combination,

Sequencer:“Select Bank & Smpl No.”)をチェックして、サン

プリングすると、ここの設定が自動的にオンになります。

KORGフォーマットのサンプル・ファイル(.KSC、.KMP. .KSF)と

してセーブした場合はこの設定が保存されます。ただし、TRITON

ExtremeとTRITON STUDIO以外のKORGフォーマット対応

機器TRITON、TRITON-Rack、TRITON Le、TRINITY等では

この設定を無視します。(2003年 9月現在) (☞p.309 「データ

の互換性」)

Mediaモードで、AKAI、AIFF、WAVEフォーマットのサンプルを

ロードすると、“＋12dB”はオフに設定されます。

Mediaモード のページ・メニュー・コマンド“Export Smpl AIF/

WAV”(0-2H)で、AIFF、WAVEフォーマットのサンプル・ファイル

としてエクスポートすると、このパラメーターを無視します。

Loop Lock [Off, On]
エディット中にループの長さを固定するかどうかを設定します。

On(チェックする)： “LoopS”または“End”のアドレスを変更したと

きに、“LoopS”から“End”までのアドレスの長さ(ループの長さ)が変

わらないように、“End”または“LoopS”を自動的に変更します。テン

ポに合ったリズム・ループを設定するときなどに使用するとよいで

しょう。

Loop Tune [–99...+99]
ループ・オン(“Loop”On)のとき、“LoopS”から“End”のループ再生

ピッチを±99セントの範囲で調整します。楽器音などサンプル・デー

タをループさせたとき、ループ部分のピッチがうまくつながらないこ

とがあります。そのようなときに使用します。

Use Zero [Off, On]
On(チェックする)： “Start”、“End”、“LoopS”は波形のレベルが±

0(波形表示のセンター線)をまたぐ(ゼロ・クロス)アドレスのみが設定

できます。(☞1-1c)

Off(チェックしない)： “Start”、“End”、“LoopS”を1単位で設定し

ます。通常の動作です。

Grid [040 BPM...480 BPM]
“サンプル波形ディスプレイ”に、レゾリューション、テンポによる縦

点線を表示します。BPM値、ビートをベースにサンプル・データを切

り出したり、波形位置を編集する場合などに使用します。

ページ・メニュー・コマンド“Grid”(1-1M)をOnにし、実行したときに

グリッドが表示されます。グリッドの間隔は、基準キー(“Keyboard &

Index”0-1aのグレー表示のキー)の再生ピッチに対応し、ここでのテ

ンポ値と、ページ・メニュー・コマンド“Grid”で設定した“Resolution”

によって決定します。

グリッドは“Start”(Loopオフ時)または“Loop Start”(Loopオ

ン時)の設定アドレスが起点となります。

[TEMPO]ノブの設定とは関係ありません。
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ZOOM
“サンプル波形ディスプレイ”の波形表示の縦、横軸方向のズーム・イ

ン、ズーム・アウトを操作します。(☞1-1c)

▼ 2–1: Page Menu Command

エディット実行後にエディット前の状態に戻すコンペア機能はありませ

ん。エディット前のサンプルを残しながら、エディットを行う場合は、

ページ・メニュー・コマンドの各ダイアログ内の“Overwrite”をチェッ

クしないでコマンドを実行してください。

“Overwrite ”に関する書き込み時の注意や、ステレオ・サンプル

のエディットについては、「1-1: Page Menu Command」を参

照してください。

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

2–1A

0–1G

0–1H

0–1I

0–1F

0–1J

1–1M

2–1A: Truncate
“Start(Start Address)”または“LoopS(Loop Start Address)”

と“End(End Address)”(2-1c)の外側にある不要なデータを削除し

ます。サンプルのスタート・アドレス、ループ・スタート・アドレス、エ

ンド・アドレス設定後、不要なサンプル・データを消去するときに使用

します。

① エディットするサンプルを“Sample Select”(2-1b)で選び、エ

ディットする範囲を“Start(Start Address) ”または“LoopS

(Loop Start Address) ”と“End(End Address) ”で設定します。

②“Truncate”を選び、ダイアログを表示します。

③ Range“Start”、“End”にエディット範囲が表示されます。

④ 消去する部分をラジオ・ボタンで選びます。

Front & End: Range“Start”(スタート・アドレスまたはループ・

スタート・アドレス)より前、Range“End”(エンド・アドレス)より

後のサンプル・データを削除します。

Front: Range“Start”(スタート・アドレスまたはループ・スター

ト・アドレス)より前のサンプル・データを削除します。

End: Range“End”(エンド・アドレス)より後のサンプル・データ

を削除します。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを設定します。初

期設定で未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ トランケートを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

0–1M

2–1B

2–1C

2–1D

0–1K

0–1L

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

1–1M

2–1A

2–1B: Time Slice
タイム・スライス(Time Slice)は、リズム・ループ・サンプル(ドラムス等

のパターンをループさせたサンプル)のキック、スネア等のそれぞれの

アタック部分を検出し、打楽器音ごとに自動的に分割します。分割した

打楽器音は個別のサンプルとして作成され、さらにマルチサンプル、プ

ログラムとして自動的に展開されます。また、分割したサンプルに対応

するソングの演奏データも作成されますので、Sequencerモードでソ

ングのテンポを変えることで、ピッチを変えずにリズム・ループのテンポ

のみを変えてプレイすることができます。作成される演奏データは、分

割されたそれぞれの打楽器音等のサンプルに対応するノート・データと

してD2から上に順番にアサインされます。

ピッチを変えずにリズム・ループのテンポのみを変えてプレイさせるこ

とができる他、ノート・ナンバーを入れ替えたり、タイミングを変更した

り、シーケンス・データをエディットすることによって、素材のリズム・

ループを自由に作りかえることもできます。

ステレオ・サンプルに対しても実行が可能です。

マルチサンプルおよび、それを使用した

プログラムを自動作成 

Sequencerモードでプレイ 

タイム・スライスを実行 

キック キック キック スネア スネア 

120BPM

120BPM

Sample1 Sample2 Sample3 Sample4 Sample5

C2

素材のリズム・ループ：Sample0
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150BPM

90BPM
間がつまるだけで音程は変わらない 

間がのびるだけで音程は変わらない 

※ Time Stretch機能を使用することによって、それぞれのサンプルの
伸縮をコントロールし、“間”をテンポに合わせて最適化することが
できます。 

リズム・ループ・サンプルなどのピッチを変えずにテンポを変える方

法は、“Time Slice”の他に“Time Stretch”(☞2-1C)がありま

す。サンプルの分割および分割したサンプルに対応したソングの演

奏データを作成する必要がない場合に選択するとよいでしょう。

① タイム・スライスを実行するサンプルを“Sample Select”(2-1b)で選

びます。

②“Time Slice”を選び、ダイアログを表示します。

③ 現在選んでいるサンプルの4分音符の拍数とテンポを設定します。

元の波形のBPMが解っている場合は、“Source BPM”を設定し

ます。BPMが解らない場合、“Beat”を設定すると自動的にBPM

が計算されます。ここでの設定は、アタック検出、⑨bのタイム・スト

レッチや、⑩でシーケンス・データをセーブする際の基準値として使

用されます。

Beat: 4分音符の拍数を設定します。“Beat”を変更すると自動的

に“Source BPM”にオリジナル・キーでの再生BPM値が表示さ

れます。このBPM値は、選んでいるサンプルのスタート・アドレスか

らエンド・アドレス(ループ・オフ時)、またはループ・スタート・アドレス

からエンド・アドレス(ループ・オン時)の長さから、自動的に計算され

ます。BPM値が解っていて誤差がある場合、“Source BPM”を設

定し直してください。

例えば、4/4 拍子1小節でBPM120 のサンプルの場合は、

“Beat”を4に設定します。自動的に“Source BPM”が計算され

ます。スタート・アドレス(またはループ・スタート・アドレス)やエンド・

アドレスの設定による誤差で“Source BPM”が120にならない

ときは、“Source BPM”を120に設定します。

Source BPM: 元の波形のオリジナル・キーでのテンポを設定しま

す。

④ タイム・スライスを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。OKボタンを押すと、アタック部分を検

出し、自動的にサンプルをスライスし、ダイアログが表示されます。

 ステレオ・サンプルでL、Rの長さが異なる場合、長い方の

サンプルの長さと同じ長さになるように、短いサンプルの最後に無

音のデータを自動的に追加します。

OKボタンを押した後で、“Beat”、“Source BPM”を再設定し

たい場合は⑨a)で行います。

Keyboard &  
Index

⑤ アタック検出によって分割されたサンプルの音を確認します。スライ

スする前のサンプルは鍵盤のC2にアサインされ、スライスしたサン

プルは鍵盤のD2から上に順番にアサインされます。また“Index”

を変更することによって表示が反転し、波形を確認することができま

す。

インデックスの選択は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこ

とによっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選ばれ

ます。

スライスされた音を確認するときは対応する鍵盤を弾くか、イン

デックスを変更してサンプルを選びSAMPLING [START/

STOP]キーを押します。SAMPLING [START/STOP] キーを

押すと“Start”、“End”で設定した範囲のサンプルがオリジナル・

キーで発音します。

Keyboard & Index: このダイアログの中で一時的に使用してい

るマルチサンプルを表示します。

鍵盤を弾くと、このマルチサンプルが発音します。通常のページ

(Recordingページ等)と同様の動作をします。(0-1a)

 ステレオ・サンプルの場合、ステレオ・マルチサンプルを一時

的に使用します。各インデックスのサンプルはステレオで発音します。

Index [Source, xxx(001...090)/yyy(001...090)]:

サンプルのインデックスを選びます。

Sourceに設定すると、タイム・スライスを実行する前の、元の波形

が選ばれます。

xxx/yyyに設定すると、スライスした個々のサンプルが選ばれま

す。xxxは選択しているインデックスを、yyyはスライスしたサンプ

ルの総数を示します。鍵盤にアサインできるサンプルは90個まで

です。90個以上にスライスした場合、90と表示されます。

サンプル波形ディスプレイ: サンプルがスライスされる位置を点線

(縦)で、Start、Loop Start、Endの各アドレスを実線(縦)で表示し

ます。また“Index”がxxx/yyyのとき、選ばれたインデックスのサ

ンプルが反転表示になります。
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 ステレオ・サンプルの場合、Lチャンネルのサンプル・データ

を上側に、Rチャンネルのサンプル・データを下側に表示します。

ZOOM: “サンプル波形ディスプレイ”の波形表示の縦、横方向の

ズーム・イン、ズーム・アウトを操作します。(☞1-1c)

⑥ スライス位置が適切でない場合、“Sensitivity”でアタック部分を検

出する感度を変更して、スライス位置を変更します。

Sensitivity [00...30]:

アタック部分を検出する感度を設定します。数値を大きくするごと

に、レベルの小さなアタックまで検出できるようになります。

ここでいうレベルは、必ずしも“波形レベル”に対応しているわけ

ではありません。

サンプルによっては“Sensitivity”を変更しても、きれいにスライス

されない場合があります。サンプルの最後に次のサンプルのアタッ

ク部分が割り込んだり、1つのサンプルに2つの音が入ったりする場

合、⑦で調整してください。

⑦ アタック部分の自動検出が適切でなかった部分を調整します。

“Index”を変更して調整したいサンプルを選択します。“Start”、

“End”を変更したり、“Divide”、“Link”を実行してスライス位置を

調整します。

Start: 現在選択している“Index”のサンプルのスタート・アドレス

を設定します。同時に前の“Index”のサンプルのエンド・アドレスも

変更されます。

End: 現在選択している“Index”のサンプルのエンド・アドレスを設

定します。同時に次の“Index”のサンプルのスタート・アドレスも変

更されます。

“Index”にSourceを設定している場合、元の波形のアドレスが

変更されます。また、スタート・アドレスを変更すると、同時にルー

プ・スタート・アドレスも変更されます。

分割したサンプルの“Start”、“End”アドレスを調整するときは、

“ZOOM”を使用して倍率を上げて(1倍以上)、サンプル波形を正

確に表示させて調整してください。(☞1-1c)

Use Zero: (☞1-1c)

分割したサンプルの“Start”、“End”アドレスを調整するときは、

まず“Use Zero”をチェックして調整するとよいでしょう。一般的

に(ゼロ・クロス)アドレスで、サンプルのアドレスを設定すると、特

にエンド・アドレスでノイズが発生しにくくなります。

Divide: 現在選択している“Index”のサンプルを2つに分割しま

す。スライスする位置を追加するときに使用します。分割したサンプ

ルは、“End”や“Start”を変更して調整してください。

Link: 現在選択している“Index”のサンプルと次の“Index”のサ

ンプルを連結します。スライスする位置を削除するときに使用しま

す。つながっていて欲しいサンプルが2分割されているときに、手動

で2つのサンプルを連結するのに使用します。

スライス位置の調整後に“Sensitivity”を変更すると、アタック検

出を再度やり直し、自動的にスライスされてしまうので注意してく

ださい。

リズム・ループ・サンプルをタイム・スライスする場合、ここでのス

ライスによって分割される各打楽器音の“切れ具合”が、

Sequencerモードでプレイしたときのクオリティに大きく影響し

ます。

一般的によい結果につながるスライスとは？

A. 異なる打楽器音はできる限り細かく分割する

例えばキックのディケイ音にかぶってハイハットが発音するサンプル

の場合、キックのアタック音とハイハットのアタック音をスライスして

2つのサンプルにします。1つのサンプル(キック＋ハイハット)のま

までは、テンポを変えてプレイさせたときにリズムが乱れる原因とな

ります。

キック＋ハイハット キック／ハイハット

“Sensitivity ”の設定を変えても適切に分割できないときは、

“Divide”でサンプルを半分に分割し、“End”や“Start”を変更し

て調整してください。

B. 分割した1つ1つのサンプルのアタック音がはっきりでるように

する

特に打楽器音の場合、アタック音が大切です。アタック音がきれいに

発音するポイントでスライスします。

C. 分割した1つ1つのサンプルの最後になるべくノイズが発生し

ないようにする

例えば上右図のような場合、キックのサンプルの最後にノイズが発生

することがあります。キックのサンプルのエンド・アドレスを調整して

ノイズがなるべく目立たないようにします。

このとき、エンド・アドレスを調整すると、ハイハットのサンプルのス

タート・アドレスも変更することになります。2つのサンプルを聞き

ながら、キックのサンプルの最後のノイズができるだけ目立たなく、

しかもハイハットのアタック音ができるだけきれいに聞こえるように

します。

これらの点に着目して“Sensitivity”を調整し、必要であればそれ

ぞれのサンプルを上記のようにエディットします。

「C」の場合、サンプルの最後のノイズは、次の⑧以降を実行すると

自動的にノイズが軽減されます。「A 」、「B 」に着目して

“Sensitivity”を調整して、まずは⑨を実行してみてください。それ

でもノイズが目立つ場合は、エンド・アドレスを調整するようにしてく

ださい。

⑧ スライスしたサンプル、そのサンプルをアサインしたマルチサンプ

ルをセーブします。Saveボタンを押すと、“Save Samples &

MS”ダイアログが表示されます。
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⑨ Time Stretchで、スライスしたサンプルの長さを調整します。

Stretchボタンを押すと、スライスしたサンプルにタイム・ストレッチ

(ピッチを変えずにサンプルの長さを伸ばしたり縮めたりする機能)

を実行し、サンプルの長さを変更します。

スライスしたサンプルをそのままセーブしたい場合、タイム・スト

レッチを実行せずに⑩に進んでください。

スライスしたサンプルをSequencerモードでプレイさせたときに、

テンポを遅くしてプレイさせることによってサンプル間の無音の部

分が目立ったり、ノイズが発生するなどして、自然に聞こえない場合

があります。このような問題を避けるためにタイム・ストレッチで

個々のサンプルの長さを調整します。“Ratio”、“New BPM”の設

定に従って自動的にサンプルの長さが最適化されます。

ストレッチを行わない Ratio150%でストレ
ッチを行う 

ストレッチを行わない Ratio50%でスト
レッチを行う 

Time Stretch Time Stretch

無音 
ノイズ 

100%でタイム・ストレッチを実行した場合、サンプルの長さは変

わりませんが、サンプルの最後をフェイド・アウトし、ノイズが軽減さ

れます。

a)“Beat”と“Source BPM”を設定します。設定方法は③と同様で

す。③で設定した値を変えたいときは設定し直してください。

b) タイム・ストレッチで作成されるサンプルの長さを設定します。

・ 長さを割合で設定したいとき

“Ratio”を設定します。50.00～200.00%まで設定できます。

50.00%にしたときサンプルの長さは半分になり(テンポは倍にな

ります)、200.00%にしたときサンプルの長さは2倍になります(テ

ンポは半分になります)。

・ 任意のテンポのBPM値に合わせ込みたいとき

“New BPM”で作成したいサンプルのBPM値を設定します。

“Source BPM”と“New BPM”の値から“Ratio”が自動的に計

算されます。

“Source BPM”、“New BPM”は40～480の範囲を超える

設定および表示はできません。

“Ratio”は50.00～200.00の範囲を超える設定および表示は

できません。

Stretchボタンを押してタイム・ストレッチを実行します。実行する

と自動的にタイム・ストレッチしたサンプルが鍵盤のD2から上に順

番にアサインされ、音が確認できます。“Ratio”、“New BPM”を

変えて何度でも試すことができます。

タイム・ストレッチしたサンプルを確認します。ここでの音が

Sequencerモードでプレイされる分割された各サンプル音です。

この時点でノイズが目立ったり、アタック音がきれいに発音してい

ない場合は、⑦に戻って“Start”、“End”アドレスの調整などを行

なってください。

⑩ Saveボタンを押してセーブを実行するときに、同時に作成する

データをSave withで設定します。

Program: チェック・ボックスをチェックすると、セーブ実行時、セー

ブするマルチサンプルがプログラムへコンバートされます。コン

バートする先のプログラム・ナンバーを指定してください。

 ステレオ・サンプルの場合、プログラムのパンが自動的に設

定されます。Samplingモードでのステレオ定位がプログラムで再

現できます。

Seq.Event: チェック・ボックスをチェックすると、セーブ実行時、スラ

イスしたサンプルをプレイさせるシーケンス・データが作成されます。

このとき、スライスしたサンプルを再生させるシーケンス・データをト

ラック・データとして作成するか、パターン・データとして作成するか

を指定します。パターン・データ作成時、RPPRへのアサインも行え

ます。

ラジオ・ボタンでTrackを選ぶとトラック・データが作成されます。作

成先のソング・ナンバー、トラック・ナンバー、拍子を、“Song”、

“Track”、“Meter”で指定します。

トラック・データは“Start  Measure”で設定された小節から

“Time”で設定された回数繰り返して作成されます。

トラック・データを作成すると、作成前にあった小節の範囲内の

データは消去されます。範囲外のデータは消去されません。

“Program”と“Seq.Event”の両方をチェックし、Trackを選ぶ

と、“Start Measure”が001の場合、ソング・パラメーターの

“Program Select”(☞Sequencer 0-1c/2c)が自動的に設定

されます。また、“Start Measure”の最初の位置にプログラム・

チェンジを作成します。Sequencerモードで、ソングを選びプレイ

バックさせると、結果をすぐに聞くことができます。通常、両方を

チェックします。

ラジオ・ボタンでPatternを選ぶとパターン・データが作成されます。

作成先のソング・ナンバー、パターン・ナンバー、拍子を、“Song”、

“Track”、“Meter”で指定します。

RPPR: チェック・ボックスをチェックすると、セーブ実行時、パター

ン・データがRPPRに設定されます。設定するキー、トラックを、

“Key”、“Track”で指定してください。

“Program”、“Seq.Event”と“RPPR”のそれぞれをチェックす

ると、ソング・パラメーターの“Program Select”(☞Sequencer

0-1c/2c)、“RPPR ON/OFF”(☞Sequencer 0-1a)も自動的に

設定されます。“RPPR ON/OFF”がオンになります。

Sequencerモードで、ソング、パターンを選びプレイバックさせる

と、結果をすぐに聞くことができます。また、“RPPR”をチェックした

場合、設定したキーを押すとパターンが発音します。通常、両方を

チェックします。

サンプルのエンド・アドレスの設定等によって、パターンの小節数

が長くなり、きれいなループにならない場合があります。そのとき

は“Pattern Parameter ”(Sequencer 6-1C) で“Length”を

設定し直してください。

“Seq.Event”で“Start Measure”を001にして作成した作

成されたトラック・データまたはパターン・データの“Tempo”

(☞0-1c)は、タイム・ストレッチを実行した場合、“New BPM”で
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指定した値になります。タイム・ストレッチを実行しなかった場合、

“Source BPM”で指定した値になります。

また、“Start Measure”を001にしてトラックを作成すると、マ

スター・トラックの先頭にのみテンポ・イベントがある場合は、その

イベントのテンポも“New BPM”または“Source BPM”で指

定した値になります。

すでにデータがあるソングにセーブする場合、拍子が合っていない

と元のサンプルの通りに鳴らないことがあります。マスター・トラッ

クの拍子を合わせてください。

⑪ セーブを実行するときはSaveボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。実行すると、サンプル、マルチサンプルは自動的

に空のサンプル、マルチサンプルにセーブされます。

 ステレオ・サンプルの場合、サンプル、マルチサンプルはス

テレオでセーブされます。

⑫ ⑥～⑪を繰り返すことによって、いくつものサンプル、マルチサンプ

ルを作成することができます。

⑬ Exitボタンを押すと、タイム・スライスが終了します。

Saveボタンでサンプル、マルチサンプルをセーブしないでタイ

ム・スライスを終了すると、作成したサンプル、マルチサンプルは消

去されますので注意してください。

長いサンプルに対してタイム・スライスを実行する場合、あらかじ

め小節ごとに分割してから実行してください。鍵盤にアサインさせ

ることができずにシーケンス・データを作成することができない場

合があります。

タイム・スライスを実行するために空のサンプル、マルチサンプル、

リラティブ・パラメーターを使用します。十分に空きがあることを確

認して実行してください。空きが無い場合はエラーになりますの

で注意してください。

同じサンプルに対して、再びタイム・スライス・ダイアログを開くと、

前回と同様にスライスされます。また、“Time Stretch”(☞2-

1C)のSliceを実行したときにも、このスライス位置が使用されま

すので、設定し直さずにタイム・ストレッチが実行できます。

再びアタック検出をやり直したい場合は、ダイアログを開いた

後、“Sensitivity”を設定し直してください。

2–1C: Time Stretch
タイム・ストレッチ(Time Stretch)は、ピッチを変えずにサンプルの長

さを伸ばしたり縮めたりすることによって、テンポを変更する機能です。

ドラムス類などのリズム・ループや、声・弦・管などの旋律を持つサンプ

ルのテンポを変更して、他のサンプルやシーケンサーでのテンポを合わ

せるときに使用すると便利です。本機では2種類の方法でタイム・スト

レッチを実行させることができます。

ステレオ・サンプルに対しても実行が可能です。

Sustaining

声や楽音などの持続音に向きます。ギターやピアノ等のフレーズのテン

ポを変更したいときに良い効果が得られます。

Slice

ドラムス類などの減衰音に向きます。ドラムやパーカッションのループ

のテンポを変更したいときに使用すると、アタック音の変化が少ない良

い効果が得られます。

リズム・ループ・サンプルなどのテンポを変更する場合に、ピッチを

変える方法があります(“Pitch BPM Adjust ”☞3-1A、

“Detune BPM Adjust”☞Combination2-3A、Sequencer

2-5A)。ドラムス等のピッチを上下させることで、独特の効果が得

られます。

Time Stretch (Sustaining)を行う場合

① Susta i n i ngによるタイム・ストレッチを実行するサンプルを

“Sample Select”(2-1b)で選びます。

②“Time Stretch”を選び、タイム・ストレッチ方法を選択するダイア

ログを表示します。

③ ラジオ・ボタンでSustainingを選び、タイム・ストレッチを実行する

ときはOKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押します。

 ステレオ・サンプルでL、Rの長さが異なる場合、長い方の

サンプルの長さと同じ長さになるように、短いサンプルの最後に無

音のデータを自動的に追加します。

④ タイム・ストレッチを実行するダイアログが表示されます。

⑤“Quality”でタイム・ストレッチで得られるサンプルの音質を設定し

ます。0～7までが選べ、サンプルにもよりますが数字が大きいほど

良い結果が得られます。ただし数字が大きいほど、実行に時間がか

かりますので注意してください。

何度でも試すことができますので、通常、初めは4ぐらいに設定して

実行し、徐々に上げたり下げたりしていきます。

⑥ タイム・ストレッチで作成するサンプルの長さを設定します。

・ 長さを割合で設定したいとき

“Ratio”を設定します。50.00%～200.00%まで設定できま

す。50.00%にしたときサンプルの長さは半分になり(テンポは倍

になります)、200.00%にしたときサンプルの長さは2倍になりま

す(テンポは半分になります)。

・ 任意のテンポのBPM値に合わせ込みたいとき

“Beat ”を設定します。4分音符の拍数を設定してください。

“Beat”を変更すると自動的に“Source BPM”の値も変わりま

す。

“Source BPM”に、オリジナル・キーでの再生BPM値が表示され

ます。このBPM値は、選択しているサンプルのスタート・アドレスか

らエンド・アドレス(ループ・オフの場合)またはループ・スタート・アド

レスからエンド・アドレス(ループ・オンの場合)の長さから、自動的に

計算されます。BPM値が解っていて誤差があるときは設定し直して

ください。

“New BPM”で作成したいサンプルのBPM値を設定します。

“Source BPM”と“New BPM”の値から“Ratio”が自動的に計

算されます。

例えば4/4拍子1小節でBPM120のサンプルをBPM150にし
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たい場合は、“Beat”を4に設定します。自動的に“Source BPM”

が計算されます。スタート・アドレス(またはループ・スタート・アドレ

ス)やエンド・アドレスの設定による誤差で“Source BPM”が120

にならないときは、“Source BPM”を120に設定します。

次に“New BPM”を150に設定します。自動的に“Ratio”が計算

されます。

“Source BPM”、“New BPM”は40～480の範囲を超える

設定および表示はできません。

“Ratio”は50.00～200.00の範囲を超える設定、表示はでき

ません。

サンプルによっては、処理上の誤差により指定した長さにならない

ことがあります。

⑦ タイム・ストレッチを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

OKボタンを押すとタイム・ストレッチ・ダイアログが表示されます。

Keyboard &  
Index

⑧ タイム・ストレッチで作成されたサンプルの結果を確認します。タイ

ム・ストレッチする前のサンプルは鍵盤のC2にアサインされ、タイ

ム・ストレッチしたサンプルは鍵盤のC#2にアサインされます。また

“Index”を変更することによって波形を確認することができます。

Keyboard & Index: このダイアログの中で、一時的に使用してい

るマルチサンプルを表示します。

鍵盤を弾くとこのマルチサンプルが発音します。通常のページ

(Recordingページ等)と同様の動作をします。(☞0-1a)

 ステレオ・サンプルの場合、ステレオ・マルチサンプルを一

時的に使用します。各インデックスのサンプルはステレオで発音しま

す。

Index [Source, Result]:

波形を表示させるサンプルのインデックスを選びます。

Sourceに設定するとタイム・ストレッチを実行する前の、元の波形

が表示されます。

Resultに設定するとタイム・ストレッチで作成されたサンプルが表

示されます。

インデックスの選択は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこ

とによっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選ばれ

ます。

サンプル波形ディスプレイ: 選択しているサンプルの波形を表示し

ます。2-1:Loop Editと同様にStart、Loop Start、Endの各アド

レスを実線で表示します。

 ステレオ・サンプルの場合、Lチャンネルのサンプル・データ

を上側に、Rチャンネルのサンプル・データを下側に表示します。

ZOOM: “サンプル波形ディスプレイ”の波形表示の縦、横方向の

ズーム・イン、ズーム・アウトを操作します。(☞1-1c)

Start:

End:

現在選択しているインデックスのサンプルのスタート・アドレス、エン

ド・アドレスを設定します。

タイム・ストレッチを実行すると自動的にアドレスが設定されますが、

エンド・アドレス等の設定誤差によって微妙にずれて再生される場合

があります。この場合アドレスを設定し直してください。

スタート・アドレスを変更すると、同時にループ・スタート・アドレス

も変更されます。スタート・アドレス、ループ・スタート・アドレスを

別々に変更する場合は、⑩でセーブ後、P2:Loop Editページで設

定します。

設定した範囲の音を確認するときは鍵盤を弾くかSAMPLING

[START/STOP]キーを押してください。SAMPLING [START/

STOP]キーを押すと“Start”、“End”で設定した範囲のサンプル

がオリジナル・キーで発音します。

Use Zero: (☞1-1c)

⑨ Stretchボタンを押すと、タイム・ストレッチ・ダイアログが表示さ

れ、再度タイム・ストレッチをやり直すことができます。⑥と同様の操

作でタイム・ストレッチを実行します。

⑩ 作成したサンプルをセーブします。Saveボタンを押すとセーブ・ダ

イアログが表示されます。

“To Sample No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定しま

す。初期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite”をチェックしているときは設定できません。(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

セーブを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

⑪ ⑨～⑩を繰り返すことによって、いくつもサンプルを作成することが

できます。

⑫ Exitボタンを押すと、タイム・ストレッチが終了します。

最後にセーブしたサンプル・ナンバーがインデックスに設定されま

す。

セーブしたサンプルをProgramモードやSequencerモードで使

用するときは、“Convert MS To Program ”(☞0-1G)を実行

するか、Program モードで“High/Low Multisample ”

(☞Program P1-2)にマルチサンプルを選び、プログラムを作成

します。

Saveボタン、OKボタンでサンプルをセーブしないでタイム・スト

レッチを終了すると、作成したサンプルは消去されますので注意し

てください。

タイム・ストレッチを実行するために空のサンプル、マルチサンプ

ル、リラティブ・パラメーターを使用します。十分空きがあることを

確認して実行してください。空きが無い場合はエラーになります

ので注意してください。
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Time Stretch (Slice)を行う場合

① Sliceによるタイム・ストレッチを実行するサンプルを“Sample

Select”(2-1b)で選びます。

②“Time Stretch”を選び、タイム・ストレッチ方法を選択するダイア

ログを表示します。

③ ラジオ・ボタンでSliceを選び、タイム・ストレッチを実行するときは

OKボタンを、実行しないときはCancelボタンを押します。

 ステレオ・サンプルでL、Rの長さが異なる場合、長い方の

サンプルの長さと同じ長さになるように、短いサンプルの最後に無

音のデータを自動的に追加します。

④ タイム・ストレッチを実行するダイアログが表示されます。

⑤ 現在選択しているサンプルの4分音符の拍数とテンポを設定しま

す。元の波形のBPMが解っている場合、“Source BPM”を設定し

ます。BPMが解らない場合、“Beat”を設定すると自動的にBPM

が計算されます。ここでの設定は、サンプルを分割する際のアタック

検出の基準値としても使用されます。

Beat: 4分音符の拍数で設定します。“Beat”を変更すると自動的

に“Source BPM”にオリジナル・キーでの再生BPM値が表示さ

れます。このBPM値は、選択しているサンプルのスタート・アドレス

からエンド・アドレス(ループ・オフの場合)またはループ・スタート・ア

ドレスからエンド・アドレス(ループ・オンの場合)の長さから、自動的

に計算されます。BPM値が解っていて誤差がある場合、“Source

BPM”を設定し直してください。

例えば4/4拍子1小節でBPM120のサンプルの場合は、“Beat”

を4に設定します。自動的に“Source BPM”が計算されます。ス

タート・アドレス(またはループ・スタート・アドレス)やエンド・アドレス

の設定による誤差で“Source BPM”が120にならないときは、

“Source BPM”を120に設定します。

Source BPM: 元の波形のオリジナル・キーでのテンポを設定しま

す。

“Source BPM”は40～480の範囲を超える設定および表示

はできません。

⑥ タイム・ストレッチで作成するサンプルの長さを設定します。

・ 長さを割合で設定したいとき

“Ratio”を設定します。50.00%～200.00%まで設定できま

す。50.00%にしたときサンプルの長さは半分になり(テンポは倍

になります)、200.00%にしたときサンプルの長さは2倍になりま

す(テンポは半分になります)。

“Ratio”と“Source BPM”から、実行したときに作成されるサン

プルのテンポが自動的に計算され、“New BPM”に表示されます。

・ 任意のテンポのBPM値に合わせ込みたいとき

“New BPM”で作成したいサンプルのBPM値を設定します。

“Source BPM”と“New BPM”の値から“Ratio”が自動的に計

算されます。

“New BPM”は40～480の範囲を超える設定および表示はで

きません。“Ratio”は50.00～200.00の範囲を超える設定お

よび表示はできません。

⑦ タイム・ストレッチを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。OKボタンを押すと、アタック部分を検出

して自動的にサンプルを分割し、タイム・ストレッチが行なわれます。

タイム・ストレッチ・ダイアログが表示されます。

⑧ タイム・ストレッチで作成されたサンプルの結果を確認します。タイ

ム・ストレッチを行う前のサンプルは鍵盤のC2にアサインされ、タイ

ム・ストレッチを行ったサンプルは鍵盤のC#2にアサインされます。

スライス(分割)されたサンプルは鍵盤のD2から上に順番にアサイ

ンされます。

Index [Source, Result, xxx(001...090)/yyy(001...090)]:

波形を表示させるサンプルのインデックスを選びます。

Sourceに設定するとタイム・ストレッチを実行する前の、元の波形

が表示されます。

Resultに設定するとタイム・ストレッチで作成されたサンプルが表

示されます。

xxx/yyyに設定するとスライスした個々のサンプルが選ばれます。

xxxは選択しているインデックスを、yyyはスライスしたサンプルの

総数を表示します。鍵盤にアサインできるサンプルは90個までで

す。90個以上にスライスした場合、90と表示されます。

インデックスの選択は[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選択され

ます。

タイム・ストレッチを実行すると自動的にアドレスが設定されます

が、エンド・アドレス等の設定誤差によって微妙にずれて再生され

る場合があります。この場合、“Index ”をResultに設定し、

“Start”、“End”でアドレスを設定し直してください。

Keyboard & Index: このダイアログの中で一時的に使用してい

るマルチサンプルを表示します。

鍵盤を弾くとこのマルチサンプルが発音します。通常のページ

(Recordingページ等)と同様の動作をします。(☞0-1a)

 ステレオ・サンプルの場合、ステレオ・マルチサンプルを一

時的に使用します。各Indexのサンプルはステレオで発音します。
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サンプル波形ディスプレイ: 選んでいるサンプルの波形を表示しま

す。“Index”がResult以外のとき、サンプルがスライスされる位置

を点線(縦)で表示します。“Index”がxxx/yyyのとき、選ばれたイ

ンデックスのサンプルが反転表示になります。また“Index”が

xxx/yyy以外のとき、Start、Loop Start、Endの各アドレスを実

線(縦)で表示します。

 ステレオ・サンプルの場合、Lチャンネルのサンプル・データ

を上側に、Rチャンネルのサンプル・データを下側に表示します。

ZOOM: “サンプル波形ディスプレイ”の波形表示の縦、横方向の

ズーム・イン、ズーム・アウトを操作します。(☞1-1c)

⑨ スライス位置が適切でない場合、“Sensitivity”でアタック部分を検

出する感度を変更して、スライス位置を変更します。

Sensitivity [00...30]:

Start:

End:

Use Zero:

Divide:

Link:

「2-1B: Time Slice」の⑥⑦を参照してください。(☞2-1B)

⑩ Stretchボタンを押すと、タイム・ストレッチ・ダイアログが表示さ

れ、再度タイム・ストレッチをやり直すことができます。⑤と同様の操

作でタイム・ストレッチを実行します。サンプルのスライス位置が適

切ではない場合、タイム・ストレッチの結果にも影響します。スライス

位置の設定方法は「2-1B: Time Slice」の⑥⑦を参照してくださ

い。(☞2-1B)

⑪ 作成したサンプルをセーブします。Saveボタンを押すとセーブ・ダ

イアログが表示されます。

“To Sample No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定しま

す。初期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選択されます。

“Overwrite ”をチェックしているときは、設定できません。

エディットするサンプル・データを削除し、エディット後のサンプル・

データを上書きするとき、“Overwrite”にチェックします。

“Overwrite”をチェックして実行すると、エディット前のサンプ

ル・データが削除され、エディット後のサンプル・データに上書きさ

れます。そのため実行後に表示されるタイム・ストレッチ・ダイアロ

グには、エディット後のサンプル・データが自動的にアタック検出お

よびスライスされ、“Index”Sourceに表示されます。

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で、

L、Rチャンネルそれぞれのセーブ先を指定します。

セーブを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

⑫ ⑩⑪を繰り返すことによって、いくつもサンプルを作成することがで

きます。

⑬ Exitボタンを押すと、タイム・ストレッチが終了します。

最後にセーブしたサンプル・ナンバーがインデックスに設定されま

す。

セーブしたサンプルをProgramモードやSequencerモードで使

用するときは、“Convert MS To Program ”(0-1G)を実行す

るか、Program モードで“High Mult isample”、“Low

Multisample”(Program P1:1-2a/2b) にマルチサンプルを選

択してプログラムを作成します。

Saveボタン、OKボタンでサンプルをセーブしないでタイム・スト

レッチを終了すると、作成したサンプルは消去されますので注意し

てください。

長いサンプルに対してタイム・ストレッチのSliceを実行する場合、

あらかじめ小節ごとに分割してから実行してください。鍵盤にアサ

インさせることができずにスライス位置の調整ができないことが

あります。

タイム・ストレッチを実行するために空のサンプル、マルチサンプ

ル、リラティブ・パラメーターを使用します。十分に空きがあること

を確認して実行してください。空きが無い場合はエラーになります

ので注意してください。

同じサンプルに対して、再びタイム・ストレッチ(Slice)・ダイアログ

を開くと、前回と同様にスライスされます。また、“Time Slice”

(2-1B)を実行したときにも、このスライス位置が使用されますの

で、設定し直さずにタイム・スライスが実行できます。

再びアタック検出をやり直したい場合は、ダイアログを開いた後、

“Sensitivity”を設定し直してください。

2–1D: Crossfade Loop
弦・管などの音程付楽器音をループさせて音を持続させる場合に、ルー

プの開始部分(ループ・スタートの最初の部分)と最終部分(エンドの部

分)の波形が大きく異なっていると、急に音が変わる状態で繰り返し再生

されてしまいます。

クロスフェード・ループ(Crossfade Loop) は、このような不自然さを

解消するために、エンドからループ開始に戻る部分で徐々に音が切り替

わるようにするものです。

サウンド 

再生 繰り返し再生 
（ループ前半） （ループ後半） 

徐々に前半の音に切り替わる 

実際には次のような作業が行われ、サンプル・データが作成されます。

ループ開始部分の直前の波形をある長さ(“Crossfade Length”と

いいます)だけ取り出して、エンドの部分にミックスします。

このときエンドの直前(“Crossfade Length”で設定した長さ)の部分

の波形レベルは徐々に減少し、取り出されたループ開始部分の直前の

波形レベルは徐々に増加してミックスされます。

Loop 
Start

Loop 
End

Crossfade  
Length

Loop 
Start

Loop 
End
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① クロスフェード・ループさせるサンプルを選びます。

②“Crossfade Loop”を選び、ダイアログを表示します。

③“Crossfade Length”でクロスフェードさせるサンプルの長さを

設定します。

%を設定すると、“Crossfade Length”が自動的に計算されます。

ループ・スタートからエンドまでの長さに対する“Crossfade

Length”の割合を設定します。50%と設定するとループ・スタート

とエンドの中央から後ろをクロスフェードさせることができます。

サンプルの最初からループ・スタートまでの長さが、ループ・スター

トからエンドまでの長さより短いときは、“Crossfade Length”

はサンプルの最初からループ・スタートまでの長さまでしか設定で

きません。この場合、100%まで設定できません。

④“Curve”でクロスフェードさせる部分のボリュームの変化のしかた

を設定します。

Linear: ボリュームが直線的に変化します。

Power: ボリュームが非直線的に変化します。Linearではカーブの

途中の音量感が下がって聞こえることがあります。このようなときに

Powerを使用します。

⑤“Save to No.”でセーブ先のサンプル・ナンバーを指定します。

初期設定として未使用のサンプル・ナンバーが選ばれます。

“Overwrite ”をチェックしているときは設定できません。

(☞p.119)

 ステレオ・サンプルの場合、“Save to No. (L) ”、“(R)”で

L、Rチャンネルのセーブ先を指定します。

⑥ クロスフェード・ループを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。

Sampling P3: Multisample
マルチサンプルに関する設定を行います。マルチサンプルのインデック

スを作成し、サンプルをアサインします(これらの基本的な設定はP0:

Recordingページでも行えます)。その他、インデックスの削除、コ

ピー、挿入などの編集や、インデックスごとのサンプルのレベル、ピッチ

などの詳細なエディットを行います。

3–1: Multisample

3–1

3–1a

3–1b

3–1c

3–1a: Multisample (MS), Keyboard & Index

Multisample (MS) [000...999]
エディットを行うマルチサンプルを選びます。(☞0-1a)

Keyboard & Index
(☞0-1a)

3–1b: Multisample Setup

Index [xxx (001...128)/yyy (001...128)]
エディットするインデックスを選びます。(☞0-1a)

インデックスの選択は、[ENTER]キーを押しながら鍵盤を押すこ

とによっても行えます。そのキーが含まれるインデックスが選択さ

れます。指定したキーは、基準キーとなり、“Keyboard & Index ”

でグレー表示されます。

Constant Pitch
チェックする： インデックスのゾーン範囲で、すべてオリジナル・キーの

ピッチで発音します。ドラム音やリズム・ループ音などをサンプリングし

て、音程をつけないで、常にオリジナル・ピッチで演奏するときに設定し

ます。

チェックしない： オリジナル・キーを中心に、ピッチが半音単位で変化し

ます。楽器音等をサンプリングして、通常の鍵盤での演奏をするときに

設定します。

Stereo
ステレオ・タイプのマルチサンプルおよびサンプルを選んだときや、

“Sample Mode”(0-1c)をStereoにしてサンプリングしたとき、こ

こに「Stereo」を表示します。(☞0-1c)
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Sample [----: ---No Assign----, 0000...3999]
選択したインデックスにセットしているサンプル・ナンバー、サンプル・

ネームを表示します。ここでサンプルを選ぶことも可能です。(☞0-1b)

Orig.Key (Original Key) [C–1...G9]
サンプルのオリジナル・キーを設定します。(☞0-1b)

Top Key [C–1...G9]
インデックスのゾーンの上限のキーを設定します。ゾーンはこの“Top

Key”によって決定します。(☞0-1b)

Range
“Top Key”の設定によって決定したゾーンの範囲を表示します。この

範囲で選択したサンプル・データを再生できます。インデックスのゾー

ンの範囲は、“Keyboard & Index ”(☞0-1a)でも確認できます。

Level [–99...+99]
サンプルの再生レベルを調整します。マルチサンプルでのサンプル

間のレベルをそろえたいときなどに使用します。

0: ユニティー・レベルです。

－: レベルが下がります。

＋: レベルが上がります。

Samplingモードでは、通常、再生ユニティー・レベルは最大レベル

となっているため＋側は効きません。ASSIGNABLE PEDALや

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブBモードの機能に

Volume(CC#07) やExpression(CC#11) を設定してコント

ロールしたり、これらのMIDI メッセージを受信して、再生ユニ

ティー・レベルが下がっている場合、＋側が有効となります。

(☞Program P1:1-2A、Sample Parameters: Level)

再生レベルは、“＋12dB” (2-1c)の設定によっても変化します。

“＋12dB”がオンのとき、約＋12dB大きなレベルで再生されま

す。

Pitch [–64.00...+63.00]
サンプルの再生ピッチをセント単位で調整します(☞p.13 Pitch)。

0: オリジナル・キーを弾いたとき、オリジナルのピッチで発音します。

－: ピッチが下がります。－12.00で1オクターブ・ダウンします。

＋: ピッチが上がります。＋12.00で1オクターブ・アップします。

リズム・ループの長さをそろえるときなどにも“Pitch”を調整すること

で対応できます。例えば、＋12.00に設定すると再生スピードが2倍と

なりループの再生時間は1/2となります。(☞Program P1:1-2A

“Sample Parameters”Pitch)

“Pitch BPM Adjust”により、BPM値を基準として再生時間を

設定することができます。(☞3-1A)

3–1c: Insert, Cut, Copy, Create

Insert
インデックスを作成します。Insertボタンを押すと“Position”(0-3a、

3-2a)の設定に従って、新しいインデックスが作成されます。このとき、

“Cut”、“Copy”によってカットまたはコピーしたインデックスの内容(サ

ンプルの“Zone Range”、“Original Key Position”、“Level”、

“Pitch”)を同時にセットします(サンプルは自動的に別のナンバーにコ

ピーおよびセットされます)。

“Create”、“Insert”を実行するとき、新しいインデックスが作成

できない場合にダイアログが開きます。このような場合は

“Create”(0-1b)を参照してください。

電源オン直後などの“Cut”、“Copy”実行前では、“Create”同様

にCreate Zone Preference(0-3a 、3-2a)の“Position”、

“Zone Range”、“Original Key Position”の設定に従って、

新規インデックスが作成されます。

Cut
選択しているインデックスを削除します。同時に“Insert”用バッファー

に削除するインデックスの内容をコピーします。

Copy
“Insert”用バッファーに選択しているインデックスの内容をコピーしま

す。

Create
インデックスを作成します。Createボタンを押すと“Position”、

“Zone Range”、“Original Key Position ”(3-2a、0-3a)の設定

に従って、新しいインデックスが作成されます。(☞0-1b)

▼ 3–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

0–1F

3–1A

0–1K

3–1A: Pitch BPM Adjust
このコマンドで選択しているインデックスの“Pitch”(3-1b)をBPM値

を基準に設定します。サンプルの再生のピッチを上げると再生スピード

は早くなり、ピッチを下げると再生スピードは遅くなります。これを利用

してサンプルのループの長さ等を、任意のBPM値のテンポに合わせ込

むことができます。

①“Pitch BPM Adjust”を選び、ダイアログを表示します。

②“Beat”を設定します。4分音符の拍数で設定してください。

③“Current BPM”に、基準キー(グレー表示)での再生BPM値が表

示されます。このBPM値は、選択しているサンプルのスタート・アド

レスからエンド・アドレス(ループ・オフの場合)またはループ・スター

ト・アドレスからエンド・アドレス(ループ・オンの場合)から、自動的に

計算されます。

例えば2秒の長さにスタート、エンド・アドレスを設定しているサンプ

ルに対して、オリジナル・キーの位置に基準キーを設定し、“Beat”

4と設定すると“Current BPM”は120、“Beat”2と設定する

と“Current BPM”は60と表示します。

40～480の範囲を超える表示はできません。

④“New BPM”では、“Current BPM”値に対する、変更後のBPM

値を設定します。

⑤ ピッチBPMアジャストを実行するときはOKボタンを、キャンセルす

るときはCancelボタンを押します。
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実行すると、“Pitch”(3-1b)の値が自動的にセットされます。例えば

4拍120BPMでループしているサンプルを240BPMに変更する

と、“Pitch”は＋12.00がセットされます。

ここでの実行計算は、本体での計算精度の範囲で実行されます。

従って誤差によって上記の例のようにならない場合があります。

0–1G

0–1H

0–1I

0–1J

3–1A

0–1L

0–1M

0–1K

3–2: Preference

3–1

3–2a

3–2a: Create Zone Preference

“Create”(3-1c、0-1b)を実行したときに作成されるインデックスの

初期状態を設定します。ここでの設定に従って新規インデックスが作成

されます。インデックスの設定は後で変えることができます。また

“Insert”(3-1c)実行時、ここでの“Position”の設定値が使用されま

す。(☞Create Zone Preference: 0-3a)

Sampling P4: Controller Setup

4–1: Controller Setup
Samplingモードでの[SW1]キー、[SW2]キー、およびREALTIME

CONTROLS [1]～[4]ノブのBモードの機能を設定します。

Samplingモードでは、AMSによるプログラム・パラメーターのコ

ントロールはできません。

0–1

4–1a

4–1b

4–1a: Pannel Switch Assign

[SW1]、[SW2]キーの機能をアサインします。(「SW1, SW2 Assign

List」☞p.279)

SW1 (SW1 Assign) [Off...After Touch Lock]
SW1 Mode [Toggle, Momentary]
SW2 (SW2 Assign) [Off...After Touch Lock]
SW2 Mode [Toggle, Momentary]
☞ Program P1:1-4a

4–1b: Realtime Control Knobs B-Assign

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBモードに、機能(おもにコ

ントロール・チェンジの種類)をアサインします(「Realtime Control

Knobs B-Assign List 」☞p.280)。ここで設定した機能は、

REALTIME CONTROLS [1] ～[4]ノブのBモードで、それぞれのノ

ブを操作したときに有効です。

Knob 1–B [Off...MIDI CC#95]
Knob 2–B [Off...MIDI CC#95]
Knob 3–B [Off...MIDI CC#95]
Knob 4–B [Off...MIDI CC#95]
☞ Program P1:1-4b

エフェクトのダイナミック・モジュレーション機能などを、これらのコント

ローラーでリアルタイムに動かしながら、サンプリングすることができま

す。

設定例

ノブ[1](Bモード)でIFX1に設定した044: Stereo/Cross Delay の

“Wet/Dry”バランスを、ノブ[2](Bモード)でIFX通過後の“Pan”をリ

アルタイムでコントロールしながら、外部からのオーディオ信号をサン

プリングします。

①“BUS(IFX) Select”(0-2a)をIFX1に設定します。

②“IFX1”に044: Stereo/Cross Delayを選びます。
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③ IFX1ページの“Wet/Dry”をDry、“Src”をKnobM1[＋]、

“Amt”を＋50に設定します。

④ Realtime Control Knobs B-Assign の“Knob 1-B”をKnob

Mod.1(CC#17)に、“Knob 2-B”をPost IFX Pan(CC#08)

に設定します。

⑤ [REALTIME CONTROLS] キーを押して、B側のLEDを点灯させ

ます。

⑥ [1]、[2]ノブを動かすと外部入力音とディレイの定位が変化します。

その音をサンプリングすることができます。

Sampling P5: Audio CD

5–1: Audio CD
USB A端子に接続したCD-R/RWドライブのオーディオCDを再生し

たり、オーディオCDのオーディオ信号をリッピングします。

オーディオCDからサンプリングするには次の2つの方法があります。

・ 本機で再生をコントロールして、アナログ・オーディオ信号の入力を

デジタル信号に変換してサンプリングします。CD-R/RWドライブの

アナログ・オーディオ出力は、AUDIO INPUT端子に接続することに

よって入力します。

サンプリング方法は、通常のAUDIO INPUT端子に接続したアナロ

グ音声をサンプリングするのと同様です。“Input”Analog(0-2a)の

設定に従い、本機で再生されます。Input1(Lチャンネル)、Input2 (R

チャンネル)の“Level”、“Pan”、“BUS(IFX/Indv.) Select”(通常L/

Rに設定)を設定してください。

・ オーディオCDのオーディオ信号をデジタル・データのままサンプ

リングします(リッピング機能)。リッピングは、ページ・メニュー・コ

マンド“Destination”(5-1A)で実行します。

CD-R/RWドライブによっては、リッピングを対応していないもの

があります(CD-DA のデータ読み出しに対応していないCD-R/

RWドライブ)。この場合、「Error in reading from medium 」

と表示されます。

Audio Output端子、またはヘッドホン端子が付いていないドライ

ブでは、音声をモニターすることができません。

オーディオCDは、SEQUENCERの各キーでコントロールします。

5–1

5–1b
5–1c

5–1a

5–1d

SEQUENCER [START/STOP]キー :再生/停止

[FF>>] キー :早送り

[<<REW]キー ;巻き戻し

[PAUSE]キー :一時停止

[LOCATE]キー :トラックの先頭に戻る

5–1a: Location

Location [00:00.0...]
再生しているトラック(“Track”)の現在の位置を表示します。また、停

止時には再生を開始する位置を設定します。“Track”や“Index”を選

び直すと00:00.0になります。
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5–1b: Drive, Track, Index

Media (Media Select) [CDD: Name]
再生またはリッピングするオーディオCDの入ったCD-R/RWドライブ

を選びます。

ここではCD-R/RWドライブ以外は選べません。

Track (Track Select) [01...]
再生またはリッピングするオーディオCDのトラックを選びます。

Index [01...]
再生またはリッピングするオーディオCDのインデックスを選びます。

インデックス情報を持ったトラックを選んだ場合のみ選ぶことができま

す。

CD-R/RWドライブによってはインデックス情報が取得できないも

のがあります。

5–1c: Volume

Volume [0...127]
CD-R/RWドライブから出力されるオーディオ信号の音量を調節しま

す。

CD-R/RWドライブによっては対応していないものもありますの

で、ここで設定しても音量が変わらない場合があります。

5–1d: Ripping

リッピングでデータを取り込む範囲を設定します。

CDを再生する範囲は、“Range Start”または“Range End”にカー

ソルが置かれているときは“Range Start”から“Range End”まで

です。

リッピングはページ・メニュー・コマンド“Destination”(5-1A)で実行

します。

Range Start [00:00.0...]
リッピングでデータを取り込む開始位置を設定します。

“Track”や“Index”を選び直すと00:00.0になります。

“Range Start”または“Range End”のエディット・セルを反転

している場合、再生中に[ENTER]キーを押すと、押したタイミング

で“Range Start”または“Range End”が設定できます。2回

以上押すと最後に押した位置が設定されます。

“Range Start”、“Range End”以外のエディット・セルを反転

している場合、[ENTER]キーを1回押すと“Range Start”が設

定され、もう一度押すと“Range End”が設定されます。3回以上

押すと最後とその1回前に押した位置が、それぞれ“Range

Start”と“Range End”に設定されます。

Range End [00:00.0...]
リッピングでデータを取り込む終了位置を設定します。

“Track”や“Index”を選び直すと各トラックやインデックスの終了時間

が表示されます。

Duration [00:00.0...]
“Range Start”から“Range End”までの時間を表示します。

▼ 5–1: Page Menu Command

5–1A

5–1A: Destination
リッピングしたデータの書き込み先を設定し、リッピングを実行します。

リッピングで作成されたサンプルは、サンプリング周波数44,100Hzの

ステレオ・サンプルになります。サンプル・メモリー(RAM)またはメディ

アにリッピングすることができます。MEDIAを選んだ場合は、WAVE

ファイルが作成されます。

サンプル・メモリー(RAM)にリッピングする場合

①“Destination”を選び、ダイアログを表示します。

②“To”でRAMを選びます。

③リッピングすることによって作成されるステレオ・サンプル・データの

書き込み先を“Sample No.(L)”、“Sample No.(R)”で設定しま

す。

初期値として空のサンプルで最小の番号が表示されます。通常その

ままにしておきます。

④リッピングを実行するときはO K ボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

メディアにリッピングする場合

①“Destination”を選び、ダイアログを表示します。

②“To”でMEDIAを選びます。

③ セーブするWAVEファイルの名前を設定します。

④“Media Select”でセーブするメディアを選びます。

⑤ Openボタン、Upボタンを押して、セーブ先のディレクトリを選びま

す。

⑥リッピングを実行するときはO K ボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。
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Sampling P8: Insert Effect
Samplingモードでのインサート・エフェクトを設定します。

“Input”で設定した外部オーディオ信号にインサート・エフェクトIFX1

～5をかけてサンプリングするときは、P0: Recording, Input/Setup

ページの Input1, Input2 “BUS(IFX/indv.) Select”を IFX1～

5に設定し、各エフェクトを調整します。

サンプリングした、またはロードしたサンプルに、エフェクトをかけてリ

サンプリングするときは、P8:Insert Effect ページの“BUS(IFX)

Se lect ”を I FX1～5に設定し、各エフェクトを調整します。( ☞

“Resample“0-2b)

☞ インサート・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」

p.205を参照してください。

Samplingモードでは、マスター・エフェクト1、2、およびマスター

EQは使用できません。

Samplingモードでのインサート・エフェクトの設定は、電源をオフ

にするとバックアップされません。インサート・エフェクトの設定を

保存しておきたいときは、“Copy Insert Effect ”を利用してく

ださい。

例えば、プログラム、コンビネーションを選択して、Samplingモー

ドのインサート・エフェクトの設定をコピーし、保存します。プログラ

ム、コンビネーションはライトによって、本体メモリーに保存されま

す。そしてSamplingモードで、ライトしたプログラム、コンビネー

ションのエフェクト設定を、“Copy Insert Effect ”(8－1A)でコ

ピーすることによって、その設定が利用できます。

8–1: Routing

8–1

8–1b

8–1a

8–1a: Routing Map

Routing Map
インサート・エフェクトの設定状態を表示します。

インサート・エフェクトのルーティング、設定しているエフェクト・

ネーム、オン/オフ、チェイン、それぞれの状態を表示します。インサー

ト・エフェクトの種類、オン/オフ、チェインの設定はP8: Edit-Insert

Effect, Insert FXページで行います。

8–1b: BUS Select

BUS(IFX) Select
[L/R, IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]
バスを設定します。

サンプリングした、またはロードしたサンプル(マルチサンプル)に、エ

フェクトをかけてリサンプリングするときは IFX1～5を設定しま

す。(☞“Resample”0-2b)

サンプリングを行うと“BUS(IFX) Select”の設定は自動的にL/

Rが選ばれます。再度サンプリングする場合は、注意が必要です。

▼ 8–1: Page Menu Command

8–1A

8–1B

8–1A: Copy Insert Effect
☞ Program P8:8-1A:Copy Insert Effect

8–1B: Swap Insert Effect
☞ Program P8:8-1B:Swap Insert Effect

8–2: Insert FX
インサート・エフェクトの種類、オン/オフ、チェイン等を設定します。

8–1

8–2b

8–2a

8–2a: IFX1, 2, 3, 4, 5

IFX1, 5 [000...089]

IFX2, 3, 4 [000...102]

IFX1, 2, 3, 4, 5 On/Off [Off, ON]

Chain [Off, On]

Pan(CC#8) (Post IFX PanCC#8) [L000...C064...R127]
インサート・エフェクトの種類、オン/オフ、チェイン、パンを設定します。

パラメーターについてはProgram P8-2aを参照してください。

BUS Sel. (BUS Select)
[L/R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube)]

インサート・エフェクト通過後、どのバスに送るかを設定します。通常L/

Rに設定します。AUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) へ出力したい場

合は、1、2、3(Tube)、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)に設定します。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースをインサートする場

合は、3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設定します。

Valvr Force “Placement”はInsertに設定します。
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8–3: IFX 1
8–4: IFX 2
8–5: IFX 3
8–6: IFX 4
8–7: IFX 5
Insert FXページで選んだIFX1、2、3、4、5それぞれのエフェクト・パ

ラメーターを設定します。(☞p.217～)

エフェクトのDmod(ダイナミック・モジュレーション)は、Global

Mode P1で設定するグローバルMIDIチャンネルでコントロール

します。

Sampling P9: VALVE FORCE

9–1: VALVE FORCE
真空管を使用したアナログ回路、Valve Force(Valve Force)に関する

設定を行います。

Valve Forceの効果をかけてサンプリングやリサンプリングをすること

ができます。またインサート・エフェクトと組み合わせることも可能です。

VALVE FORCE [ON/OFF] キーでVALVE FORCEのオン/オ

フをコントロールします。

VALVE FORCEはステレオ・イン ー ステレオ・アウトのアナログ

回路です。

9–1

9–1a

9–1b

9–1a: VALVE FORCE

Input Trim [000...127]

Ultra Boost [000...127]

Tube Gain [000...127]

Output Level [000...127]
Valve Forceへの入力、重低音域のブースト、真空管への入力ゲイン、

Valve Forceからの出力レベルを設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

Placement [Final, Insert(Use 3/4 BUS)]
VALVE FORCEの配置先を設定します。

Finalについては、Programモードを参照してください。

Insert(Use 3/4 BUS): 3/4出力用DAC(Digital Analog

Converter) の後の、アナログ信号変換後に配置します。3/4バスが

VALVE FORCEへの入力となります。(同時にIndividual 3/4にも

出力します。)

VALVE FORCE通過後は、ADC(Analog Digital Converter) でデ

ジタル信号に変換され、“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”の設定にし

たがい、インサート・エフェクト、L/R、Individual 1/2、3/4バスに送ら

れます。

VALVE FORCEとインサート・エフェクトを接続する順番を設定し、さ

まざまな組み合わせが可能です。(☞設定例)
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Valve Force
On/Off

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

Audio Input Sampling/
Resampling

Recording
 Level

INSERT FX

Volume
3/4 (Tube) BUS

Placement: Insert (Use 3/4 BUS)

L/R BUS

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4

DAC

ADC

DAC

1/2 BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

DAC

VALVE FORCE

Digital Analog

L/R BUS
1/2 BUS

[設定例]

VALVE FORCEは、Input/Setupの“BUS(IFX/indiv.) Select ”(0-

2a)、“BUS(IFX) Select ”(8-1b)またはIFX通過後の“BUS Sel.”

(8-2a) の設定によって任意の位置にインサートします。VALVE

FORCE “BUS Sel.”(9-5a)でVALVE FORCEからの出力先を設

定します。“Source BUS”(0-2b)で設定したバスへ送られる音をサ

ンプリングします。

- Audio Input ➝ VALVE FORCE ➝ サンプリング

“BUS(IFX/indiv.) Select ”: 3/4(Tube)

VALVE FORCE “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

“Source BUS”: L/Rまたは1/2

- Audio Input ➝ VALVE FORCE ➝ インサート・エフェクト ➝ サンプリング

“BUS(IFX/indiv.) Select ”: 3/4(Tube)

VALVE FORCE “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

“Source BUS”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を3/4(Tube)に設定しないでくださ

い。フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

- Audio Input ➝ インサート・エフェクト ➝ VALVE FORCE ➝  サンプリング

“BUS(IFX/indiv.) Select ”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

VALVE FORCE “BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

“Source BUS”: L/Rまたは1/2

- Audio Input ➝ インサート・エフェクト ➝ VALVE FORCE  ➝ インサート・エ

フェクト ➝ サンプリング

“BUS(IFX/indiv.) Select ”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: 3/4(Tube)

VALVE FORCE “BUS Sel.”: IFX1...5

IFX通過後の“BUS Sel.”: L/Rまたは1/2

“Source BUS”: L/Rまたは1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を、前段のIFXに設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

サンプルの再生音を、サンプリングするリサンプリングでも、イン

サート・エフェクトとVALVE FORCEを組み合わせて使用できま

す。Audio Input同様に、“BUS(IFX) Select ”(8-1b)およびIFX

通過後の“BUS Sel.”(8-2a)でルーティングを設定します。

9–1b: Post VALVE FORCE Mixer

Pan(CC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. [L/R, IFX1...5, 1, 2, 1/2, Off]

ADC OVERLOAD !!
VALVE FORCEからの出力の送り先を設定します。

パラメーターについてはProgramモードを参照してください。

“Pan”、“BUS Sel . ”(「ADC OVERLOAD ! ! 」)は、

“Placement”がInsert (Use 3/4 BUS) のときのみ有効です。

▼ 9–1: Page Menu Command

9–1A

9–1A: Copy Valve Force
任意のプログラム、コンビネーション、ソング、Samplingモード、Song

PlayモードのVALVE FORCE設定をコピーします。

①“Copy Valve Force”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のモード、バンク、ナンバーを選びます。

③ コピーするパラメーターを選びます。

“Controller”を選ぶと、Input Trim、Tube Gain、Ultra Boost、

Output Levelの設定のみコピーします。

“Placement”を選ぶと、Placementの設定をコピーします。

コピー元の設定が Insert(Use 3/4BUS)の場合は、Pan

(CC#8) 、BUS Sel.の設定もコピーします。

“All”にチェックすると、全体の設定をコピーします。

④“Copy Valve Force ”を実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。
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5. Song Playモード

ページ・ジャンプ・メニュー([MENU] キーを押すと表示) でJukeboxボ

タンを押してP3: Jukebox を選びリストを作成します。

File (File select) [000...999]
メディアから、再生するSMFを選びます。

現在選択しているディレクトリ内のSMFが選べます。他のディレクトリ

から選ぶときは、P3: Select Directory でディレクトリを選びます。

また、“Jukebox”をチェックしているときは、P3: Jukebox のジュー

クボックス・リストのSMFが選べます。

このパラメーターは、ディレクトリ内にSMFが存在しないとき、また

ジュークボックス・リストにSMFが登録されていないときには表示しま

せん。

Name
“File(File select) ”で選んだSMFのソング名を表示します。

Play (Track Select) [Track01[Ch01]...Track16[Ch16]]
鍵盤を弾いたときに発音するトラック( チャンネル) を設定します。

右側にトラックで使用しているプログラムのバンク・ナンバー、プログラ

ム・ナンバー、ネームが表示されます。

Song Play モードでは、トラック1～16にMIDI チャンネル1～

16がそれぞれ対応しています。

0–1(2)b: Selected Track Information

現在エディットの対象になっている、または“Play(Track Select) ”で

のトラック情報(1 ～16) を表示します。

T (Track) (01...08 (09...16))
現在エディットの対象になっている、または“Play(Track Select) ”で

選んでいるトラック・ナンバーと、そのトラックで設定しているプログラ

ム・バンク、ナンバー、ネームを表示します。

Ch (01...16)
現在エディットの対象になっている、または“Play(Track Select) ”で

選んでいるトラックのMIDI チャンネル・ナンバーを表示します。

0–1(2)c: Track Number, Category, Bank/Program,
PLAY/MUTE, SOLO ON/OFF

Track Number (1...8 (9...16))
トラック・ナンバーを表示します。

“Track Number ”下の各パラメーターで、そのトラック・ナンバーに関

する設定を行います。

Category [00...15]
トラックで使用するプログラムをカテゴリーから選びます。すべてのプ

ログラムは、16種に分類されています。カテゴリーを押し、そのカテゴ

リーに含まれるプログラムを選ぶことができます。

カテゴリーからプログラムを探したいときや、同じカテゴリーの別プロ

グラムを選ぶときに使用すると便利です。

Program Select (Bank/Program )
[A…F, G, g(1)…g(9), g(d), H...N]

各トラックで使用するプログラムを選びます。

下段にプログラム・ネームの一部が表示されます。

Song Play モードは、スタンダードMIDI ファイル(SMF) をメディアか

ら直接読み込みながら再生します。これらのSMFはジュークボックス機

能を使って好きな順番に並べて連続再生することもできます。また、ア

ルペジエーターやリアルタイム・コントローラーを使用することもでき

ます。ここではSMFの再生とそれらに関する設定を行います。

本機で再生できるSMFはフォーマット0またはフォーマット1です。

Song Play P0: Prog/Mix

0–1: Prog. 1–8 (Program T01–08)

0–2: Prog. 9–16 (Program T09–16)

SMFの再生に関する設定、各トラックのプログラムの選択など基本的

な設定を行います。

0–1

0–1f

0–1a

0–1c

0–1b

0–1a: Location, Meter, Tempo, Jukebox,
File, Play

Location [001:01.000...999:16.191]
SMFの現在位置です。

左から、小節(Location Measure) 、拍(Location Beat) 、クロック

(Location Tick) を表示します。それぞれ個別に設定でき、ソングの現

在位置が移動します。

ロケーションを変えると、ソング・ポジション・ポインター・メッセー

ジを送信します。

Meter [＊/＊, 1/4...16/16]
SMFの現在位置の拍子を表示します。

�  (Tempo) [040...240]
SMFの再生時のテンポを設定します。

ARPEGGIATOR [TEMPO] ノブを回すことでも調整できます。

また[ENTER] キーを押す間隔をテンポとして設定することもでき

ます。

Song Play モードでは“MIDI Clock ”(Global P1:1-1a) の設

定に関わらず、ここでのテンポで動作します。

Jukebox [Off, On]
On(チェックする): ジュークボックス・リストのSMFを連続して再生し

ます。またジュークボックス・リストを作成するときにチェックします。
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“Program Select ”が選ばれているときは、BANK [A] ～[N] キー、

VALUEコントローラーで設定できます。

ポップアップ・ボタンを押すと、Bank/Track Program メニューが表示

され、プログラムが選べます。( ☞Program P0:0-1a)

“Program Select ”を選ぶと、トラックに選んでいるプログラム・

バンクのBANKキーLED が点灯します。

バンクFは、オプションEXB-MOSS を装着時に選択できます。装

着するとEXB-MOSS 専用の128 プログラムが使用できます。

“Status”(1-1a/2a) が、INT、BTHのときはMIDI プログラム・

チェンジの受信でプログラムが選べます。トラック1～16のそれ

ぞれをMIDI チャンネル1～16でコントロールします。

PLAY/MUTE [PLAY, MUTE]
各トラックのプレイバック、ミュートを設定します。

PLAY/MUTEボタンを押すたびに設定が切り替わります。

PLAY: トラックをプレイバック( 再生)します。

MUTE: トラックをミュート( 消音)します。

SOLO ON/OFF [SOLO OFF, SOLO ON]
ソロ機能をオン/ オフします。

SOLO ONにしたトラックのみが発音します。他のトラックはミュートし

ます。

ミュートやソロ機能によりミュートしたトラックが“Status”(1-

1a/2a) がEXT、BTHのとき、そのトラックで設定しているMIDI

ノート・オン/ オフは送信しません。ただし“Play(Track Select) ”

(0-1a) で選んでいるトラックは例外となります。

ページ・メニュー・コマンド“Solo Selected Track ”(0-1B) がオ

ンのとき、そこでのソロの状態を優先します( オン時) 。“SOLO

ON/OFF ”またはその他のトラックのパラメーターを押すと、その

トラックのみがソロになり、発音します。

▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1A: GM Initialize
GMシステム・オン・メッセージをSong Play モードに送り、各トラック

をGM用の設定にリセットします( ☞下表) 。

Song Play モードで、外部からGMシステム・オン・メッセージを

受信したときや、SMFにGMシステム・オン・メッセージが記録さ

れているときは、このコマンドを実行したときと同様にGM用の設

定にリセットされます。ただし、これらの場合では、P9:Master

Effect の各パラメーターはリセットされません。

0–1B: Solo Selected Track
“Solo Selected Track ”を選択するたびに、ソロ機能のオン/ オフが

切り替わります。オン時、選択しているトラックのみが発音し、他のトラッ

クはミュートされます( ソロ機能) 。別のトラックをソロにするときは、そ

のトラックのパラメーターを選びます。( ☞Sequencer P0:0-1B)

 ソロ機能によりミュートしたトラックが、“Status”(1-1a/2a) が

EXT、BTHのとき、そのトラックで設定しているMIDI ノートオン/

オフは送信しません。

0–1C: Load Template Song
プリセット・テンプレート・ソング(P00 ～15の16種類) またはユー

ザー・テンプレート・ソング(U00 ～15の16種類) をロードします。

( ☞Sequencer P0:0-1G)

Parameter Track1－9, 11－16 Track10

 P0 Bank/Program G001:Acoustic Piano g(d)001:STANDARD KIT

Pan C064 C064

Volume 100 100

 P1 Status  －  － 設定値のままで変化しない

Use Program's Scale  －  － 設定値のままで変化しない

 P7 Arpeggiator Assign  －  － 設定値のままで変化しない

その他Arpeggiatorパラメーター  －  － 設定値のままで変化しない

 P8 IFX/Indiv.Out BUS Select L/R DKit

Send1(MFX1) 0 0

Send2(MFX2) 40 40

IFX1－5  －  － 設定値のままで変化しない

Pan(CC#8)  －  － 設定値のままで変化しない

BUS Select  －  － 設定値のままで変化しない

Send1  －  － 設定値のままで変化しない

Send2  －  － 設定値のままで変化しない

その他Insert Effectパラメーター  －  － 設定値のままで変化しない

 P9 MFX1  －  － 016: Stereo Chorus

MFX2  －  － 053: Reverb SmoothHall

Return1  －  － 127

Return2  －  － 050

その他Master Effect, Master EQ,  －  － 初期設定
Valve Forceパラメーター

GM Initialize Parameter
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0–1D: Save Template Song
プログラム、トラック・パラメーター、エフェクト等の設定を、ユーザー・テ

ンプレート・ソングU00～15にセーブします。(☞Sequencer P0:0-

1H)

ここでセーブした設定は、Sequencerモードでロードすることもで

きます。

0–1E: Set Location
[LOCATE] キーを押すと、ここで設定したロケーションへ移動します。

( ☞Sequencer P0:0-1J)

0–3: Mixer 1–8 (Mixer T01–08)
0–4: Mixer 9–16 (Mixer T09–16)

各トラック( チャンネル) のパン、ボリュームを設定します。

0–1a

0–1b

0–1

0–3a

0–3(4)a: Track Number, Program Category,
Pan, Volume

Track Number
トラック・ナンバーを表示します。( ☞0-1c/2c)

Program Category
トラックで使用するプログラム・カテゴリー名の一部を表示します。

Pan [RND, L001...C064...R127]
トラック( チャンネル)1 ～16のパンを設定します。( ☞Sequencer P0:

0-3b)

“Status”(1-1a/2a) をINT、BTHのとき、MIDI コントロール・

チェンジ(CC)#10 でパンポットを受信し、コントロールできます。

CC#10 受信時、0と1でL振り切り、64でセンター、127でR振

り切りとなります。トラック1～16のそれぞれをMIDI チャンネル

1～16でコントロールします。

Volume [0...127]
トラック( チャンネル)1 ～16のボリュームを設定します。

 “Status”(1-1a/2a) がINTまたはBTHのとき、MIDI コント

ロール・チェンジ(CC)#7 ボリュームを受信し、コントロールできま

す。トラックの音量はMIDI のボリューム(CC#7) とエクスプレショ

ン(CC#11) の値のかけ算で決まります。トラック1～16のそれ

ぞれをMIDI チャンネル1～16でコントロールします。

0–5: Preference
SMFを続けてプレイバックさせるための設定と、メトロノームを設定し

ます。

0–1a

0–1

0–5a

0–5b

0–5a: Next File

現在選ばれているSMFがプレイバックし終わった後に、他のファイルを

続けてプレイバックさせるかどうかを設定します。

Chain to next file [Off, On]
On(チェックする): 現在選ばれているSMFのプレイバック後、次の

SMFが自動的に選ばれます。

Auto Start [Off, On]
On(チェックする): 現在選ばれているSMFのプレイバック後に、次の

SMFが自動的にプレイバックします。“Chain to next file ”にチェッ

クしているときに有効です。

0–5b: Metronome Setup

メトロノームを設定します。

Sound [On, Off]
On: プレイバック時にメトロノームが鳴ります。メトロノーム音は、

“BUS Select ”で設定したバスに出力します。

BUS (Output) Select (BUS Select)
[L/R, L, R, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube)]

メトロノーム音の出力先を設定します。( ☞Sequence P0:0-7b)

Level [000...127]
メトロノームの音量を設定します。
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Song Play P1: Track
各トラックの内部音源の状態(Status) と、スケールを設定します。

1–1: Status 1–8 (Status/Scale T01–08)

1–2: Status 9–16 (Status/Scale T 09–16)

0–1a

0–1b
0–3a

0–1

1–1a

1–1b

1–1(2)a: Status

Status [INT, Off, BTH, EXT]
各トラックのMIDI と内部音源の状態(Status) を設定します。

INT: そのトラックの演奏データをプレイバックする、またはINTに設定

したトラックを“Play(Track Select) ”(0-1g) で選んで本体の鍵盤や

コントローラーを操作すると、本体の音源が発音し、外部へはMIDI デー

タを送信しません。

Off: プログラムは発音しません。またMIDI データも送信しません。

BTH: INTとEXTの両方の動作をします。そのトラックの演奏データ

をプレイバックする、またはBTHに設定したトラックを選んで本体の鍵

盤やコントローラーを操作すると、本体の音源が発音し、同時にその演

奏データをMIDI で送信します。

EXT: そのトラックの演奏データをプレイバックする、またはEXTに設

定したトラックを選んで本体の鍵盤やコントローラーを操作すると、

MIDI データを送信しますが、本体の音源は発音しません。

演奏データ本体での操作 　　受信したデータ

Status 内部音源 MIDI OUT 内部音源 MIDI OUT

INT ◯ × ◯ －

EXT × ◯ × －

BTH ◯ ◯ ◯ －

1–1(2)b: Use Program’s Scale/Scale

Use Program’s Scale [Off, On]
各トラックに、“Scale ”(Program P1:1-1c) で設定したプログラムご

とのスケールを使用するかを設定します。

On(チェックする): プログラムのスケールを使用します。

Off(チェックしない): “Scale ”(1-1b/2b) で設定したスケールを使用

します。

Scale:
Song Play モードで使用するスケールを設定します。

Type [Equal Temperament...User Octave Scale15]
スケールのタイプを選びます。( ☞“Type”Program P1:1-1c)

Key (Scale Key) [C…B]
選んだスケールの主調和音のキーを選びます。( ☞“Key”Program

P1:1-1c)

Random [0…7]
設定した値が大きいほど、発音時のピッチが不規則にズレます。

( ☞“Random ”Program P1:1-1c)

1–3: MOSS 1–8 (MOSS Setup T01–08)

1–4: MOSS 9–16 (MOSS Setup T09–16)

このページはオプションEXB-MOSS 装着時に表示します。( ☞EM)
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Song Play P2: Controller Setup
Song Play モードでの[SW1] 、[SW2] キー、およびREALTIME

CONTROLS [1] ～[4] ノブのBモードの機能を設定します。設定した

機能は“Play(Track Select) ”で設定したトラックの演奏で使用でき

ます。

“Play(Track Select) ”で設定したトラックの“Status ”(1-1a/

2a) が、BTH、EXTのとき、CC# に設定した各コントローラーを操

作するとMIDI コントロール・チェンジ(CC#) をそのトラックの

MIDI チャンネルで送信します。

2–1: Controller Setup (Preference)

0–1a

2–1

2–1a

2–1b

2–1a: Panel Switch Assign

[SW1] 、[SW2] キーの機能をアサインします。

(「SW1, SW2 Assign List 」☞p.279)

各トラックに割り当てられているプログラムの[SW1] 、[SW2] の

機能は無効になるので、新たに設定します。

SW1 [Off, ..., After Touch Lock]

Toggle/Momentary [Toggle, Momentary]

SW2 [Off, ..., After Touch Lock]

Toggle/Momentary [Toggle, Momentary]
☞ Program P1:1-4a

2–1b: Realtime Control Knobs B–Assign

REALTIME CONTROLS [1] ～[4] ノブのBモードに、機能( おもにコ

ントロール・チェンジの種類) をアサインします(「Realtime Control

Knobs B-Assign List 」☞p.280) 。ここで設定した機能は、

REALTIME CONTROLS [1] ～[4] ノブがBモード時に、それぞれの

ノブを操作したときに機能します。

各トラックに割り当てられているプログラムのREALTIME CONTROLS

[1]～[4]ノブのBモードの機能は無効になるので、新たに設定します。

Knob 1–B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 2–B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 3–B [Off, ..., MIDI CC#95]

Knob 4–B [Off, ..., MIDI CC#95]
☞ Program P1:1-4b

▼ 2–1: Page Menu Command

0–1C

0–1D

0–1E
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Song Play P3: Select Directory/
Jukebox

“Jukebox ”(0-1a) の設定で表示する内容が異なります。

チェックしない: 「3-1: Select Directory 」を表示します。

チェックする: 「3-1: Jukebox 」を表示します。

3–1: Select Directory
メディアから再生するSMFが含まれているディレクトリを選びます。

3–1a

3–1b

b1

3–1c 3–1d
b2 b3 b4

3–1a: カレント・ディレクトリ

対象となる現在のディレクトリをカレント・ディレクトリといいます。

LCD画面にはディレクトリ名をフルパスで表示します。ディレクトリの階

層間の区切り文字は“/ ”です。

カレント・ディレクトリは、Openボタン、Upボタンで移動します。

3–1b: ディレクトリ・ウインドウ

カレント・ディレクトリのファイル情報を表示します。

このウインドウ上でファイルやディレクトリを選びます。

b1: ファイル /アイコン
SMFとDOSディレクトリのファイルを表示します。( アイコンについて

は、Media モードの「ファイル、ディレクトリ、アイコンについて」

☞p.175)

b2: ファイル名
SMFの名前、ディレクトリ名です。

b3: サイズ
SMFのサイズ( バイト単位) です。

b4: セーブした日付
SMFをセーブしたときに付けた日付( 左から日、月、年) です。

3–1c: Media Select

Media Select [CF, HDD, CDD, RDD: Name]
再生の対象にするメディアを選びます。

メディアの種類とボリューム・ラベルが表示されます。(☞“Media Select”

Media 0-1c)

3–1d: Openボタン , Upボタン

Openボタン
Openボタンを押すと、ディレクトリがオープンし、カレント・ディレクトリ

を1つ下の階層へ移動します。

Upボタン
Upボタンを押すと、カレント・ディレクトリが1つ上の階層へ移動します。

ディレクトリ・ウインドウでディレクトリを選んでいるときに操作できます。

3–1: Jukebox
SMFの演奏順を指定するジュークボックス・リストを作成します。

ジュークボックス・リストは、100 曲まで登録することができます。リス

トは、ページ・メニュー・コマンド3-1B 、3-1A で、セーブやロードするこ

とができます。

ライト・プロテクトのあるメディアにセーブするときは、あらかじめ

ライト・プロテクトを解除しておいてください。

3–1

3–1a

3–1a: Addボタン , Deleteボタン

Addボタン
ジュークボックス・リストへSMFを追加します。

ディレクトリ・ウインドウで、ジュークボックス・リストへ入れるSMF選択

し、このボタンを押すと、ジュークボックス・リストへ加えることができま

す。

Deleteボタン
ジュークボックス・リストからSMFを削除します。
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▼ 3–1: Page Menu Command

3–1A

3–1B

3–1A: Load Jukebox List
使用するジュークボックス・リストをロードします。

① ディレクトリ・ウインドウでジュークボックス・リスト・ファイル( 拡張子

.JKB) を選択してから、“Load Jukebox List”を選びます。

次のダイアログを表示します。

② ジュークボックス・リストをロードするときは、OKボタンを、キャンセ

ルするときはCancelボタンを押します。

3–1B: Save Jukebox List
作成したジュークボックス・リストをファイルとしてセーブします。

① ジュークボックス・リストを作成してから、“Save Jukebox List”

を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンを押してテキスト・エディット・ダイアログ

へ移り、ファイル名を入力します。

③ ジュークボックス・リストをセーブするときは、OKボタンを、キャンセ

ルするときはCancelボタンを押します。

OKボタンを押すと“Media Select ”で選択したメディアへ、ジュー

クボックス・リスト・ファイルをセーブします。

Song Play P7: Arpeggiator
Song Play モードでのアルペジエーターの動作を設定します。

“Play(Track Select) ”のトラックにアルペジエーターを設定して

SMFデータのプレイバックに合わせ、テンポに同期したアルペジオ演奏

が行えます。

2 つのトラックにA、Bのアルペジエーターをそれぞれ設定しておき、

“Play(Track Select) ”を変えることによって、アルペジエーターを切

り替えて演奏することができます。また、演奏をしながら、アルペジオ・

パターンや、パラメーターを変えたり、[GATE] ノブ、[VELOCITY] ノブ

を操作したりできます。

SMFをプレイバックするスタートのタイミングで、アルペジエーターを

同期させることができます。

・ アルペジエーターをオンにして、SEQUENCER [START/STOP]

キーを押すと、アルペジエーターはSMFのプレイバック時のタイミン

グに同期します。

・ SEQUENCER [START/STOP]キーを押すとSMFのプレイバッ

クと共にアルペジエーターもストップします。アルペジエーターのみ

をストップするときは、ARPEGGIATOR [ON/OFF]キーをオフにし

ます。

7–1: Setup 1–8 (Setup T01–08)

7–2: Setup 9–16 (Setup T09–16)

0–1a

7–1

7–1a

7–1(2)a: Arpeggiator Assign, Arpeggiator Run

Arpeggiator Assign [Off, A, B]
トラック1 ～16 にアルペジエーターAまたはBをアサインします。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、“Arpeggiator Run

A, B”と、ここでの設定に従い、設定したトラックのアルペジエーターが

動作します。

Off: アルペジエーターは動作しません。

A: アルペジエーターAが動作します。Arpeggiator A ページでアル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

B: アルペジエーターBが動作します。Arpeggiator Bページでアル

ペジオ・パターンを選び、パラメーターを設定します。

SMFのプレイバックと一緒に演奏する“Play(Track Select)”のト

ラックにAまたはBのアルペジエーターを設定します。複数のトラック

にアルペジエーターを設定した場合、設定したすべてのトラックがアル

ペジエーターによって発音します。

またA、Bを2つのトラックに設定して、一方は“Play(Track Select) ”

のトラックを選び鍵盤からコントロールし、もう一方は外部MIDI 機器か

らコントロールすることもできます。
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 SMFをプレイバックしたときのノートにはアルペジエーターはか

かりません。

アルペジエーターA、Bをアサインしたトラック1 ～16 は、各ト

ラックの“Status”(1-1a/2a) がINT、BTHのとき、各トラックの

“Ch”(0-1b) にかかわらず、アルペジエーターが発生するそれぞ

れのノート・データによって発音します。BTH、EXTのときは、各ト

ラックの“Ch”でMIDI ノート・データを送信します。このとき、アル

ペジエーターをトリガー( 起動) させるMIDI チャンネルは、アルペジ

エーターA、Bをそれぞれアサインしているトラック1 ～16 の

“Ch”すべてで行えます。例えばトラック1、2にアルペジエーター

Aをアサインしているとき、MIDI チャンネル1、2どちらかでアル

ペジエーターはトリガーします。

ローカル・コントロール・オフ(“Local Control On ”Global P1:

1-1a) のとき、鍵盤からのノート・データに対してアルペジエー

ターはトリガーしません。MIDI IN からのノート・データに対しては

トリガーします。

例1)SMFの再生に合わせて、“Play(Track Select)”(0-1a) を曲の

途中で切り替えて、トラック1とトラック2を別々のアルペジエー

ターを使用して鍵盤で演奏する例を示します。

トラック1、2“Status”(1-1a/2a) をINTに設定します。トラック

1にアルペジエーターAを、トラック2にアルペジエーターBをア

サインし、“Arpeggiator Run A, B”(7-1a) にチェックします。

“Play(Track Select)”でTrack01を選びます。

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオフのとき、鍵盤を弾くとト

ラック1が発音します。　

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーをオンにすると、アルペジエー

ターAが動作し、トラック1がアルペジエーターで発音します。

“Play(Track Select)”でTrack02を選びます。

アルペジエーターBが動作し、トラック2がアルペジエーターで発

音します。

Track 2 MIDI Ch=2ch Status=INT

Arpeggiator
A

Arpeggiator
B

Arpeggiator
Assign

A

B

Pattern - A

Pattern - B

Pattern - A

Pattern - B

Trigger
= Ch1
(Play Track=Track1)

Trigger
= Ch2
(Play Track=Track2)

Track1 MIDI Ch=1ch Status=INT

Arpeggiator Run A, B
ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーがオンのとき、ここでチェックしたア

ルペジエーターが“Arpeggiator Assign ”でトラックに設定される場

合に動作します。また、アルペジエーターがオンの状態で、A、Bそれぞ

れオン・オフを設定できます。

▼ 7–1: Page Menu Command

0–1B

7–1A

0–1E

7–1A: Copy Arpeggiator
アルペジエーターの設定をコピーします。

☞ Combination P7:7-1A: Copy Arpeggiator

7–3: Arpegg. A (Arpeggiator A)

7–4: Arpegg. B (Arpeggiator B)

Arpegg. A ページでアルペジエーターA、Arpegg. B ページでアル

ペジエーターBを設定します。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Arpeggiator”を使用して

Programモードなど他のモードの設定をコピーすることもできます。

0–1a

7–1

7–3a

7–3(4)a: Arpeggiator–A(B) Setup

Pattern [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]

Octave [1, 2, 3, 4]

Resolution [ � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ]
Gate [000...100(%), Step]

Velocity [001...127, Key, Step]

Swing [–100...+100(%)]

Sort [Off, On]

Latch [Off, On]

Key Sync. [Off, On]

Keyboard [Off, On]
Song Play モードのアルペジエーターの各パラメーターを設定しま

す。

( ☞「Program P7:7-1:Arpeg. Setup 」)

7–5: Scan Zone (Scan Zone A/B)

アルペジエーターA、Bをそれぞれ動作させるノート、ベロシティの範囲

を設定します。

7–1

7–5a

7–5b

0–1a
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7–5a: Zone Map

アルペジエーターA、Bのそれぞれ“Scan Zone ”の範囲を表示しま

す。( ☞Combination “Zone Map ”7-4a)

7–5b: Scan Zone A/B

A:

Top Key [C–1...G9]

Bottom Key [C–1...G9]
アルペジエーターAが動作するノート( 鍵盤) の範囲を設定します。

“Top Key”ではその上限、“Bottom Key ”ではその下限を設定しま

す。

Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターAが動作するベロシティの範囲を設定します。“Top

Velocity ”ではその上限、“Bottom Velocity ”ではその下限を設定

します。

B:

Top Key [C–1...G9]
Bottom Key [C–1...G9]
Top Velocity [001...127]
Bottom Velocity [001...127]
アルペジエーターBが動作するノート( 鍵盤) とベロシティの範囲を設定

します。( ☞A:)

各パラメーター値は、[ENTER] キーを押しながら鍵盤を押すこと

によっても入力できます。

Song Play P8: Insert Effect
インサート・エフェクトを設定します。また、トラック1～16で使用して

いるプログラムのバス等を設定します。

☞ インサート・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide 」

p.205 を参照してください。

8–1: Routing 1–8 (Routing T01–08)

8–2: Routing 9–16 (Routing T09–16)

トラック1～16のプログラム・オシレーターをどこのバスに送るかを設

定します。また、マスター・エフェクトへの送り量を設定します。

8–1

8–1a

8–1b

8–1a: Routing Map

インサート・エフェクトの設定状態を表示します。インサート・エフェクト

のルーティング、設定しているエフェクト名、オン/ オフ、チェイン、それ

ぞれの状態を表示します。エフェクトの種類、オン/ オフ、チェインの設

定はInsert FX ページで行います。

8–1(2)b: IFX/Indiv.Out BUS Select (BUS Select),
Send1 (MFX1), Send2 (MFX2)

IFX/Indiv.Out BUS Select (BUS Select) [DKit, L/R,
IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

トラック1～16のプログラム・オシレーターをどこのバスに送るかを設

定します。設定の状態は“Routing Map ”でも確認できます。

( ☞Combination P8-1:Routing)

トラックのプログラム・オシレーター出力にバルブ・フォースをイン

サートするときは、3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設

定し、Valve Force の“Placement”(9-5a) をInsertに設定し

ます。

1/2または3/4(Tube)に設定すると、トラック1～16のプログ

ラムはステレオでAUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2また

は3、4にステレオで出力します。プログラム・オシレーターのパン

をCC#10( パン) やAMSなどでコントロールしたとき、ノート・オ

ン時のパンで出力します。L/Rに設定して(MAIN) L/MONO 、R

に出力するときと異なり、発音中のパンはリアルタイムでは動きま

せん。

発音中のパンをリアルタイムで動かし、その状態をAUDIO

OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2または3、4に出力する場合は、

“BUS Select”をIFX1( またはIFX2～IFX5) に設定、“IFX1”

( またはIFX2－IFX5)(8-3) に000: No Effectを選び、IFX 通

過後の“BUS Select”(8-3) で、1/2または3/4(Tube)を設定

してください。
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Send1 (MFX1) [000...127]

Send2 (MFX2) [000...127]
トラック1～16のマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベルを設定

します。“BUS Select”(8-1b) をL/R、Offに設定しているときに有

効です。IFX1、2、3、4、5に設定しているときのマスター・エフェクト

1、2へのセンド・レベルは、Insert FX ページにあるIFX1 ～5通過後

の“Send1”、“Send2”で設定します。

“BUS Select”を1、2、3(Tube)、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)に

設定している場合はここでの設定は無効です。

ここで設定するセンド1、2は、SMFの先頭からのプレイバックで使用さ

れます。プレイバック中に設定を変えることもできます。ただしSMFに

センド1、2データがある場合は、それらに従って設定が変わります。

“Status”(2-1a) がINT、BTHのとき、MIDI コントロール・チェ

ンジCC#93 、CC#91 の受信でそれぞれセンド1、2 をコント

ロールでき、設定が変わります。各トラック(1 ～16) のMIDI チャ

ンネル(1 ～16) でコントロールします。実際のセンド・レベルはト

ラックで設定してあるプログラムのオシレーターごとのセンド・レ

ベルの設定値“Send1 ”、“Send2 ”(Program P8:8-1d) との

かけ算になります。

▼ 8–1: Page Menu Command

0–1B

8–1A

8–1B

8–1C

0–1E

8–1A: Copy Insert Effect
☞ Program P8:8-1A:Copy Insert Effect

ただし、IFX1 ～5ページの“Ctrl Ch ”で設定したMIDI コントロール・

チャンネルはコピーされません。

8–1B: Swap Insert Effect
☞ Program P8:8-1B:Swap Insert Effect

ただし、IFX1 ～5ページの“Ctrl Ch ”で設定したMIDI コントロール・

チャンネルはスワップされません。

8–1C: DrumKit IFX Patch
☞ Combination P8:8-1C:DrumKit IFX Patch

8–3: Insert FX
インサート・エフェクトの種類、オン/ オフ、チェインなどを設定します。

Program モードと同様です。Program モードの「8-2: Insert Fx 」を

参照してください。

ただし、“Pan(CC#8)”、“Send 1(MFX1)”、“Send 2(MFX2)”をコ

ントロールするMIDIチャンネルがProgramモードとは異なり、IFX1～

5ページでそれぞれ設定するMIDIチャンネルでコントロールします。使

用するコントロール・チェンジは、Programモードと同じです。

ここで設定するパン(CC#8) 、センド1、2は、SMFの先頭からのプレイ

バックで使用されます。プレイバック中に設定を変えることもできます。

ただしSMFのパン(CC#8) 、センド1、2データがある場合は、それらに

従って設定が変わります。

“Status”(1-1a/2a) がINT、BTHのとき、MIDI コントロール・

チェンジCC#8、CC#93 、CC#91 の受信でそれぞれインサート・

エフェクト通過後のパン、センド1、2をコントロールでき、設定が

変わります。IFX1 ～5(8-4 ～8-8: IFX1 ～5ページ) のそれぞれ

のMIDI チャンネルでコントロールします。

8–1

8–4: IFX 1
8–5: IFX 2
8–6: IFX 3
8–7: IFX 4
8–8: IFX 5
Insert FX ページで、IFX1 ～5でそれぞれ選択したエフェクト・パラ

メーターを設定します。( ☞p.217 ～)

8–4a

8–4(~8)a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, All Routed]

エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod) 、インサート・

エフェクト通過後のパン(CC#8) 、Send1(CC#93) 、Send2

(CC#91) をコントロールするMIDI チャンネルを設定します。

それぞれのIFXにルーティングしているトラックのチャンネル・ナン

バーにはCh01～16の右に「*」がつきます。MIDIチャンネルの設定

の違う複数トラックをルーティングしている場合で、そのうちどれか

のチャンネルでコントロールするとき、ここでそのチャンネルを選び

ます。

All Routed: ルーティングしているトラックのMIDI チャンネルすべて

でコントロールが可能です。ルーティングしているトラック( チャンネル)

のChには「* 」が表示されます。

ドラムス・プログラムを設定したトラックの“BUS Select”(8-

1b) をDKitにした場合、ドラムキットの“BUS Select”(Gloabl

P5:5-2b) 、メニューページ・コマンド“DrumKit IFX Patch”で

の設定にかかわらず、そのトラックのチャンネルはIFX1 ～5どれ

でもAll Routedにした場合に有効となります。
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Song Play P9: Master Effect
☞ マスター・エフェクトの詳細については、「8. Effect Guide」p.205

を参照してください。

9–1: Master FX
マスター・エフェクトの種類、オン/ オフ、チェインやマスターEQを設定

します。Program モードと同様です。「Program 9-1: Master FX

(Master Effects) 」を参照してください。

9–1

▼ 9–1: Page Menu Command

9–1A

9–1B

0–1E

9–1A: Copy Master Effect
☞ Program P9: 9-1A: Copy Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch ”で設定したMIDI コントロール・

チャンネルはコピーされません。

9–1B: Swap Master Effect
☞ Program P9: 9-1B: Swap Master Effect

ただし、MFX1、2ページの“Ctrl Ch ”で設定したMIDI コントロール・

チャンネルはスワップされません。

9–2: MFX1
9–3: MFX2
Master FX ページで、MFX1、2でそれぞれ設定したエフェクトのパラ

メーターを設定します。( ☞p.217 ～)

9–2a

9–2(3)a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, Gch]

マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーション(Dmod) をコ

ントロールするMIDI チャンネルを設定します。Gchではグローバ

ルMIDI チャンネル“MIDI Channel ”(Global P1:1-1a) でコン

トロールします。

9–4: Master EQ
マスターEQは、3バンド・ステレオEQです。L/R バスからAUDIO

OUTPUT (MAIN OUT) L/MONO 、Rに出力する直前にあり、全体

的なイコライジング(EQ での音質調整) を行います。( ☞p.269)

9–4a

9–4a: Ctrl Ch

Ctrl Ch [Ch01...16, Gch]

マスターEQのダイナミック・モジュレーション(Dmod) をコント

ロールするMIDI チャンネルを設定します。Gchではグローバル

MIDI チャンネル“MIDI Channel ”(Global P1: 1-1a) でコント

ロールします。

9–5: VALVE FORCE
真空管を使用したアナログ回路、バルブ・フォース(Valve Force)に関す

る設定を行います。

バルブ・フォースの効果をかけたいトラックにインサート・エフェクトと組

み合わせて配置したり、ソングの出力最終段に配置して、軽いブースト

や真空管特有のオーバードライブ感を加えます。

VALVE FORCE [ON/OFF] キーでバルブ・フォースのオン/ オ

フをコントロールします。

バルブ・フォースはステレオ・イン ー ステレオ・アウトのアナログ

回路です。

バルブ・フォースの各パラメーター設定はソングごとにセーブする

ことができます。

9–5

9–5a

9–5b
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9–5a: VALVE FORCE

Input Trim [000...127]

Ultra Boost [000...127]

Tube Gain [000...127]

Output Level [000...127]
バルブ・フォースへの入力、重低音域のブースト、真空管への入力ゲイ

ン、バルブ・フォースからの出力レベルを設定します。

パラメーターについてはProgram モードを参照してください。

Program モード同様に、VALVE FORCE [ON/OFF] キーと、こ

れらの各パラメーター( ノブ) は、MIDI NRPN コントロール・チェン

ジ・メッセージでコントロールできますが、コントロールするMIDI

チャンネルは“Ctrl Ch ”のチャンネルになります。

Placement [Final, Insert(Use 3/4 BUS)]
バルブ・フォースの配置先を設定します。

パラメーターについてはProgram モードを参照してください。

デジタル信号で処理される、S/P DIF 出力には、バルブ・フォース

は使用できません。

ここではSong Play モードでの“Placement ”をInsert(Use 3/4

BUS) にしたときの設定例を示します。

[設定例]

バルブ・フォースは、“BUS Select ”(8-1(2)b) またはIFX 通過後の

“BUS Sel. ”(8-3a) の設定によって任意の位置にインサートします。

Valve Force “BUS Sel. ”(9-5a) でバルブ・フォースからの出力先

を設定します。

- Track ➝ Valve Force ➝ Audio出力

“BUS Select ”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel. ”: L/R または1/2

複数のトラックをバルブ・フォースに送ることができます。ただしト

ラックごとに個別に設定することはできません。

- Track ➝ Valve Force ➝ インサート・エフェクト ➝ マスター・エフェ

クト ➝ Audio出力

“BUS Select ”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel. ”: IFX1...5

IFX 通過後の“Send1 ”、“Send2 ”: 適宜

IFX 通過後の“BUS Sel. ”: L/R または1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を3/4(Tube)に設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

- Track ➝ インサート・エフェクト ➝ Valve Force ➝ マスター・エフェ

クト ➝ Audio出力

“BUS Select ”: IFX1...5

IFX 通過後の“BUS Sel. ”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel. ”: L/R または1/2

Valve Force “Send1 ”、“Send2 ”: 適宜

- Track ➝ インサート・エフェクト ➝ Valve Force  ➝ インサート・エ

フェクト ➝ マスター・エフェクト ➝ Audio出力

“BUS Select ”: IFX1...5

IFX 通過後の“BUS Sel. ”: 3/4(Tube)

Valve Force “BUS Sel. ”: IFX1...5

IFX 通過後の“Send1 ”、“Send2 ”: 適宜

IFX 通過後の“BUS Sel. ”: L/R または1/2

IFX通過後の“BUS Sel.”を、前段のIFXに設定しないでください。

フィードバック・ループし、不快な歪みを生じることがあります。

Audio Input からの入力にも同様にバルブ・フォースをインサー

トすることができます。

Ctrl Ch (Control Channel) [Ch01...16, Gch]
バルブ・フォースをコントロールするMIDI チャンネルを設定します。

Gch: グローバルMIDI チャンネル“MIDI Channel ”(Global P1) で

コントロールします。

9–5b: Post VALVE FORCE Mixer

Pan(CC#8) [L000...C064...R127]

BUS Sel. [L/R, IFX1...5, 1, 2, 1/2, Off]

Send1 [000...127]

Send2 [000...127]

ADC OVERLOAD !!
バルブ・フォースからの出力の送り先を設定します。

パラメーターについてはProgram モードを参照してください。

Program モード同様に、“Pan(CC#8) ”はCC#8、“Send1 ”は

CC#93 、“Send1 ”はCC#93 でコントロールできますが、コン

トロールするMIDI チャンネルは“Ctrl Ch ”のチャンネルになりま

す。

“Pan ”、“BUS Sel. ”、“Send1 ”、“Send2 ”(「ADC

OVERLOAD !! 」)は、“Placement ”がInsert (Use 3/4 BUS)

のときのみ有効です。

▼ 9–5: Page Menu Command

9–5A

0–1E
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6. Globalモード

本体から送信するノート・ナンバーの範囲は、“C o n v e r t

Position”がPreMIDIのとき、ここの設定によって異なります。

“Master Tune”は、MIDI ユニバーサル・エクスクルーシブ・メッ

セージのマスター・ファインチューニング・メッセージ(F0, 7F, nn,

04, 03, vv, mm, F7: nn=MIDIチャンネル, vv/mm=設定値)の受

信によってコントロールできます。

“Key Transpose”は、MIDI ユニバーサル・エクスクルーシブ・

メッセージのマスター・コースチューニング・メッセージ(F0, 7F,

nn, 04, 04, vv, mm, F7: nn=MIDIチャンネル, vv/mm=設定値)の

受信によってコントロールできます。

これらは、“MIDI Channel ”(1-1a) で設定するグローバルMIDI

チャンネルでコントロールします。

また、Program、Combination、Sequencer、Song Playの各

モードでは、プログラム、ティンバー(Combinationモード)、トラッ

ク(Sequencer/Song Playモード)ごとのチューニングとトラン

スポーズをMIDI RPNメッセージの受信でコントロールできます。

チューニングは、MIDI RPNファインチューン・メッセージで“Master

Tune”の値を基準として相対的にコントロールできます。

トランスポーズは、MIDI RPNコースチューン・メッセージで“Key

Transpose”の値を基準として相対的にコントロールできます。

これらは、Programモードでは“MIDI Channel”(1-1a)で設定す

るグローバルMIDIチャンネル、その他のモードではティンバー、ト

ラックごとのM I D I チャンネルでコントロールします。( ☞

“Detune”、“Transpose”Combinat ion P2:2-3a、

Sequencer P2:2-5a/6a)

Velocity Curve [1…8]
ベロシティの強弱による音量や音色が変化する度合いを設定します。

“Convert Position”(1-1a) がPreMIDIのときは、鍵盤を弾く強さ

に対し、ベロシティ効果や送信するベロシティ・データが、下図左のよう

に変化します。

受信するデータのベロシティ・カーブは、下図右4のカーブが自動的に

選ばれます。

“Convert Position”がPostMIDIのときは、鍵盤を弾く強さや受信

したベロシティに対し、ベロシティ効果が下図右のように変化します。外

部のキーボードやシーケンサーで本体の音源を発音させる場合、全体

的に音が明るすぎたり、暗すぎたりするときがあります。そのようなとき

は“Convert Position”をPostMIDIにして、適切なベロシティ・カー

ブを選んでください。

なお、送信するデータのベロシティ・カーブは、下図左4のカーブが自動

的に選ばれます。

PostMIDIのとき 

1

MAX

127

Velocity
効果 

Velocity (MIDI In→TG)

1

8

6
5

4
3

2

7

PreMIDIのとき 

Soft

127

Strong
1

Velocity (KBD→MIDI Out)

1
2

3

8

6
5

4

7

1, 2, 3: 強く弾いたときに効果が得られるカーブです。

4(Normal): 標準的なカーブです。

5, 6: あまり強く弾かなくても効果が得られるカーブです。

7: 弱打鍵時に一定の効果が得られるカーブです。

8: より一定の効果が得られるカーブです。ベロシティを必要としない

Global モードでは、マスター・チューニング、MIDI 、メモリー・プロテク

ト等、本体全体に関わる設定を行います。

また、ユーザー・スケール、ドラムキットのセットアップ、ユーザー・アルペ

ジオ・パターンのエディットなども設定します。

Global モードで設定した内容を、電源オフ時にもバックアップする

場合は、必ずライトしてください。ページ・メニュー・コマンド“Write

Global Setting”、“Write Drum Kits”、“Write Arpeggio

Patterns”が選べます。

またSEQUENCER [REC/WRITE]キーを押すことによって、

“Update Global Setting”、“Update Drum Kits”、“Update

Arpeggio Patterns”が選べます。同様にエディットした内容をライ

トできます。

Global P0: Basic Setup

0–1: Basic

0–1

0–1a

0–1c0–1b

0–1a: Basic

Master Tune
[–50cent (427.47Hz)…+50cent (452.89Hz)]

全体の基本となるチューニング( 調律) を、セント単位( 半音=100セン

ト) 、±50セントの範囲で設定します。0のとき440Hz(A4 の周波数)

です。

ここでのA4はスケールがEqual Temperementの場合です。

他のスケールを選択した場合、A4=440Hzとはならない場合が

あります。

Key Transpose [–12…+12]
音程を半音単位、±1オクターブの範囲で設定します。

ここの設定は、“Convert Position”(1-1a) で設定した位置

( PreMIDIまたはPostMIDI) で適用されます。

送信するノート・ナンバー 

61 keys
24…84

(C1…C6)

–12 0 +12

36…96
(C2…C7)

48…108
(C3…C8)

76 keys
16…91

(E0…G6)
28…103
(E1…G7)

40…115
(E2…G8)

88 keys
9…96

(A–1…C7)
21…108
(A0…C8)

33…120
(A1…C9)

Transpose
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場合や音の強さをそろえたい場合等に向きますが、弱打鍵時のコント

ロールが難しい、というように、カーブにはそれぞれの特徴があるので、

自分のベロシティの強さ、演奏スタイル、得たい効果などを考え、カーブ

を使い分けてください。

After Touch Curve [1…8]
アフタータッチの強弱による音量や音色が変化する度合いを設定します。

“Convert Position”(1-1a) がPreMIDIのときは、鍵盤を押し込む

強さに対し、アフタータッチ効果や送信するアフタータッチ・データが、

下図左のように変化します。

受信するデータのアフタータッチ・カーブは、下図右3のカーブが自動

的に選ばれます。

PostMIDIのときは、鍵盤を押し込む強さや受信したアフタータッチに

対し、アフタータッチ効果が下図右のように変化します。

送信するデータのアフタータッチ・カーブは、下図左3のカーブが自動

的に選ばれます。

3
4

5

7 2
16

PreMIDIのとき 

Soft

127

Strong
0

After Touch (KBD→MIDI Out)

8:RANDOM

1

PostMIDIのとき 

0

MAX

127

After
Touch
効果 

After Touch (MIDI In→TG)

3

4

5

7

26 8:RANDOM

1, 2: 強く押し込んだときに効果が得られるカーブです。

3(Normal): 標準的なカーブです。

4, 5: あまり強く押し込まなくても効果が得られるカーブです。

6, 7: それぞれ24 、12 段階で変化するので、シーケンサーにアフター

タッチをレコーディングする場合、メモリーを消費したくないときに使う

とよいでしょう(“Convert Position”はPreMIDIにする)。特に7の

カーブは、12 段階で変化するので、アフタータッチでピッチを変化させ

るときに、変化幅を1オクターブにしておくと、ピッチを半音単位で変化

させることができます。

8: ランダムなカーブです。特殊効果を得たいときや、アフタータッチで

不規則な揺らぎを得たいというときに使用します。

“Convert Position”(1-1a) がPreMIDIのときは、ここでの設

定が鍵盤の直後に適用されるので、MIDI の送信データには影響を

与えますが、受信データには影響しません。

PostMIDIのときは、ここでの設定が本体内の音源の直前で適用

されるので、MIDI の受信データには影響を与えますが、送信デー

タには影響しません。

本体の鍵盤で本体内の音源を発音させるときは、“Convert

Position”の設定は関係ありません。

0–1b: Effect Global SW

IFX1–5 Off [Off, On]
On(チェックする): すべてのインサート・エフェクト(IFX1 ～5) がオフ

になります。

Off(チェックしない): Program 、Combination 、Sequencer 、Song

Play 、Sampling 各モードのP8:Insert Effect の“IFX1 On/Off ”～

“IFX5 On/Off ”設定が有効になります。

MFX1 Off [Off, On]
On(チェックする): マスター・エフェクト1(MFX1) がオフになります。

Off(チェックしない): Program 、Combination 、Sequencer 、Song

Play 各モードのP9: Master Effect の“MFX1 On/Off ”設定が有

効になります。

MFX2 Off [Off, On]
On(チェックする): マスター・エフェクト2(MFX2) がオフになります。

Off(チェックしない): Program 、Combination 、Sequencer 、Song

Play 各モードのP9: Master Effect の“MFX2 On/Off ”設定が有

効になります。

“IFX1-5 On/Off ”、“MFX1 On/Off ”、“MFX2 On/Off ”を切

り替えるとコントロール・チェンジ・メッセージCC#92( エフェクト・

コントロール2) 、CC#94( エフェクト・コントロール4) 、CC#95

( エフェクト・コントロール5) をそれぞれ送信します。オフのとき

0、オンのとき127を送信します。

0–1c: Auto Arpeggiator

Program (Auto Arp. Program) [Off, On]
On(チェックする): プログラムを切り替えると、自動的にそのプログラ

ムにメモリーされているアルペジエーターの設定になります。

Off(チェックしない): プログラムを切り替えてもアルペジエーターの

設定は変わりません。同じアルペジオ・パターンを走らせながら、プログ

ラムの音色のみを切り替えていくようなときに使用します。

Combination (Auto Arp. Combination) [Off, On]
On(チェックする): コンビネーションを切り替えると、自動的にそのコン

ビネーションにメモリーされているアルペジエーターの設定になります。

Off(チェックしない): コンビネーションを切り替えてもアルペジエーター

の設定は変わりません。同じアルペジオ・パターンを走らせながら、コン

ビネーションの音色のみを切り替えていくようなときに使用します。

▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1E

0–1A: Write Global Setting
Global モードの設定(Drum Kits 、User Arpeggio Pattern を除く)

をライトします。

①“Write Global Setting”を選び、ダイアログを表示します。

② ライトを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーでも“Write Global

Setting ”と同様にライトすることができます。SEQUENCER

[REC/WRITE]キーを押して“Update Global Setting ”ダイア

ログを表示し、OKボタンを押してライトします。

Drum Kits 、User Arpeggio Pattern のライトは各ページの

ページ・メニュー・コマンドで実行します。( ☞5-1A“Write Drum

Kits ”、6-1A“Write Arpeggio Pattern ”)
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0–1B: Load Preload/Demo Data
本体にメモリーされているプリロード・データ、デモ・ソング・データを

ロードします。( ☞VNL)

ロードする前に"Memory Protect"(0-2b) で、ロードするデータ

のチェックをはずしてください。チェックしたまま実行すると、

「Memory Protected 」が表示され、ロードできません。

①“Load Preload/Demo Data”を選び、ダイアログを表示します。

②“Kind”でロードするデータを選びます。

All (Preload PCG and すべてのP C G（プログラム、コンビネーション、
     Demo Songs) ドラムキット、ユーザー・アルペジオ・パターン、グローバ

ル・セッティング）データ、デモ・ソング・データ

All Preload PCG すべてのPCGデータ

All Demo Songs すべてのデモ・ソング・データ

Program プログラム・データ

Combination コンビネーション・データ

DrumKit ドラムキット・データ

Arpeggio Pattern アルペジオ・パターン・データ

Global Setting グローバル・セッティング・データ

③“Kind”で、Program、Combination、DrumKit、Arpeggio

Patternを選んだ場合は、ロードするデータの範囲を設定します。

All: すべてのデータをロード

Bank: バンク単位でロード

Single: １つのデータをロード

④ Bank、またはSingleでロードするときは“To ”でロード先を選びま

す。

⑤ ロードを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

“Kind ”Arpeggio Pattern を選択時、“Bank ”でユーザー・アル

ペジオ・パターン・ブロックA/B およびUser のロード先をH～N

にして実行すると、000 ～015 および312 ～327のユーザー・

アルペジオ・パターンがロードされます。また、H～Mのロード先

にA/B およびUser を選択すると000 ～015 および312 ～

327のユーザー・アルペジオ・パターンへロードされます。

電源がオフのとき、[MENU] キーと[EXIT] キーを押しながら電源

をオンにすると、“All (Preload PCG and Demo Songs) ”が

自動的に実行されます。( ロード中、LCD画面に「Now writing

internal Memory 」が表示されます。)

本機はEXB-MOSS 用のプリロード・データ、デモ・ソング・データ

を内蔵しています。これらは、EXB-MOSS 装着時に選択可能とな

り、他のデータと同様にロードすることができます。

0–1C: Change all bank references
コンビネーションのティンバーや、ソングのトラックに設定してあるプロ

グラムのバンクを一斉に変更します。

①“Change all bank references”を選び、ダイアログを表示します。

② コンビネーションに対して変更を実行する場合は、“Combination”

をチェックします。ソングに対して変更を実行する場合は“Song”を

チェックします。

③“Program Bank”で入れ替えるバンクをそれぞれ指定します。

④ チェンジ・オール・バンク・リファレンスを実行するときはOKボタン

を、実行しないときはCancelボタンを押します。

別々のバンクを同一のバンクに変更した場合、この機能を使って

再度別々のバンクに戻すことはできません。変更先のバンクが、だ

ぶらないように注意して実行してください。

0–1D: Touch Panel Calibration
LCD画面での入力が思うようにいかないとき、また、LCD画面で押した

ところと違う場所にエディット・セルが移動したときなどに、LCD画面の

感度を調整します。

①“Touch Panel Calibration”を選び、ダイアログを表示します。

ページ・メニューからこのコマンドが選べないときは、[ENTER] キー

を押しながら[2] キーを押して表示してください。

② LCD画面左上の四角を押します。正しく認識すると表示が反転します。

③ LCD画面右下の四角を押します。正しく認識すると表示が反転します。

④ Doneボタンを押します。

正しく調整できないときは、エラー・メッセージが表示されますので、

もう一度調整し直してください。

0–1E: Half Damper Calibration
DAMPER端子に接続したダンパー・ペダルのハーフ・ダンプ効果のか

かり具合が適切でないときにハーフ・ダンプの感度を調整します。

ハーフ・ダンプ・ペダルは動作が微妙なためオプションDS-1H を

ご使用ください。それ以外のペダルでは適切な効果が得られな

かったり、調整できないことがあります。

① ハーフ・ダンパー・ペダルをDAMPER端子に接続します。

②“Half Damper Calibration”を選び、ダイアログを表示します。

③ ハーフ・ダンパー・ペダルを踏み込み、その後ペダルから足を離します。
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④ Doneボタンを押します。

正しく調整できないときは、エラー・メッセージが表示されますので、

もう一度調整し直してください。

0–2: System Preference

0–1

0–2a

0–2b

0–2a: System Preference

Bank Map [KORG, GM(2)]
コントロール・チェンジ・メッセージのバンク・セレクト(CC#0: 上位バイ

ト、CC#32: 下位バイト) に対するプログラム、コンビネーションの音色

マッピングを設定します。

Program バンクA～F、G、g(1)...g(9) 、g(d) 、H～N (F はオプション

EXB-MOSS 専用) 、Combination バンクA～E、H～Nに対して次の

表に示すバンク・セレクトを受信(R) 、送信(T) します。

Bank Bank Map: KORG Bank Map: GM(2)

A 00. 00 R/T 63. 00  R/T

B 00. 01 R/T 63. 01  R/T

C 00. 02 R/T 63. 02  R/T

D 00. 03 R/T 63. 03  R/T

E 00. 04 R/T 63. 04  R/T

F 00. 05 R/T 63. 05  R/T

G, 121. 00, 121. 01...09 R/T 121. 00, 121. 01...09  R/T

g(1)...g(9) 56. 00 R 56. 00 R

00. 00, 00. 01...(XG) R

00. 00, 01. 00...(GS) R

g(d) 120. 00 R/T 120. 00  R/T

62. 00 R 62. 00  R

63. 127  R (→Korg MUTE)

H 00. 08 R/T 63. 08  R/T

I 00. 09 R/T 63. 09  R/T

J 00. 10 R/T 63. 10  R/T

K 00. 11 R/T 63. 11  R/T

L 00. 12 R/T 63. 12  R/T

M 00. 13 R/T 63. 13  R/T

N 00. 14 R/T 63. 14  R/T

Power On Mode [Reset, Memorize]
電源オン時の状態を設定します。

Reset: Combination モードP0:Play でA000 のコンビネーション

を呼び出します。

Memorize: 前回電源オフする直前の場所( モード、ページ) およびプロ

グラム、コンビネーション・ナンバーを呼び出します。

エディット中のパラメーターの内容は、この機能によって記憶しま

せん。電源オフ時に必ずライト、またはライト後Media モードで

セーブしてください。

System Clock [Internal, S/P DIF]
本機のシステム・クロックを設定します。

Internal: 本機内部のクロックで動作します。通常はこの設定にします。

S/P DIF: 本機のシステム・クロックは、S/P DIF IN 端子に接続した

S/P DIF Optical フォーマット対応機器のシステム・クロックで動作し

ます。

本機のS/P DIFの送受信は48kHzのみ対応です。“System

Clock”をS/P DIFに設定後に96kHzを受信したり、ケーブル抜

け等によって正しくクロックが検出できないと、ステータス・バー上

にエラー・メッセージ“S/P DIF Clock Error!”が点滅します。送

信側のクロック及びケーブルに問題がないかを確認してください。

S/P DIF からの入力を正しく発音させるためには、クロックを正し

く受信できるようにして、ステータス・バー上のエラー・メッセージ

が消えたことを確認し、“System Clock ”をInternal に切り替え

ます。そしてS/P DIF に再設定してください。

また、“System Clock ”がS/P DIF で記憶されている場合、電

源ON時にクロックが正しく入力されていないと、ステータス・

バー上にエラー・メッセージ"S/P DIF Clock Error !" が点滅し、

正く発音しません。

“System Clock”の設定は、ユーティリティ“Write Global

Setting ”で記憶されます。

WAVE File Play Level [Normal, High(+12dB)]
メディアのWAVEファイルを本機で再生するときの再生レベルを設定

します。ここでの設定はWAVEファイルの再生のみに有効です。以下

のページまたはダイアログが対象となります。

・ Program 、Combination 、Sequencer ページ・メニュー・コマンド

“Select Dirctory ”(0-3D)

・ Sampling ページ・メニュー・コマンド“Select Directly ”(0-1N)

・ Media モードディレクトリ・ウインドウ(0-1b)

・ Mediaモード Make Audio CD オーディオ・トラック・リスト(0-4b)、

ページ・メニュー・コマンド“Insert”(0-4C)

Normal: 本機での通常のレベルで再生します。

“＋12dB ”(Sampling P2:2-1c) がオフのときの再生レベルと同じ

基準レベルです。

High(＋12dB): WAVEファイルを本機で再生し、S/P DIF OUT か

ら外部デジタル・オーディオ機器にレコーディングする場合などに設定

します。デジタル出力レベルを約12dB 上げて出力し、外部デジタル・

オーディオ機器のレベルに合わせます。このときAUDIO OUTOUT L/

MONO、Rやヘッドホンの音量も上がりますので注意してください。

本機でのWAVEファイル再生レベルは、オシレーター等のレベルに合

わせるため、Norma l時でデジタル出力の最大レベルに対して約

12dB 低く設定されています。通常、Normalに設定し、外部デジタル・

オーディオ機器にレコーディングする場合等、必要な場合にHigh(＋

12dB)に設定するようにしてください。

“＋12dB ”(Sampling P2:2-1c) がオンのときの再生レベルと同じ

基準レベルです。

Beep Enable [Off, On]
On(チェックする): LCD画面のオブジェクトを押したときにビープ音が

鳴ります。
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0–2b: Memory Protect

Program [Off, On]
本体内のプログラム・メモリーにプロテクトをかけます。

On(チェックする): 本体内のプログラム・メモリーにプロテクトがかか

り、以下の書き込みができません。

・ プログラムのライト

・ メディアからのプログラム・データのロード

・ プリロード・プログラム・データのロード

・ MIDI データ・ダンプでのプログラム・データの受信

Off(チェックしない): 本体内のプログラム・メモリーに書き込みができ

ます。

Combination [Off, On]
本体内のコンビネーション・メモリーにプロテクトをかけます。

On(チェックする): 本体内のコンビネーション・メモリーにプロテクトが

かかり、以下の書き込みができません。

・ コンビネーションのライト

・ メディアからのコンビネーション・データのロード

・ プリロード・コンビネーション・データのロード

・ MIDI データ・ダンプでのコンビネーション・データの受信

Off(チェックしない): 本体内のコンビネーション・メモリーに書き込み

ができます。

Song [Off, On]
本体内のソング・メモリーにプロテクトをかけます。

ただし、電源をオフにすると、ここの設定とは関係なく、ソング・メモリー

内のソング・データは消去されます。

On(チェックする): 本体内のソング・メモリーにプロテクトがかかり、以

下の書き込みができません。

・ シーケンサーのレコーディング

・ メディアからのソング・データのロード

・ プリロード・ソング・データのロード

・ MIDI データ・ダンプでのソング・データの受信

Off(チェックしない): 本体内のソング・メモリーに書き込みができます。

Drum Kit [Off, On]
本体内のドラムキット・メモリーにプロテクトをかけます。

On(チェックする): 本体内のドラムキット・メモリーにプロテクトがかか

り、以下の書き込みができません。

・ドラムキットのライト

・ メディアからのドラムキット・データのロード

・ プリロード・ドラムキット・データのロード

・ MIDI データ・ダンプでのドラムキット・データの受信

Off(チェックしない): 本体内のドラムキット・メモリーに書き込みができ

ます。

Arpeggio User Pattern [Off, On]
本体内のユーザー・アルペジオ・パターン・メモリーにプロテクトをかけ

ます。

On(チェックする): 本体内のユーザー・アルペジオ・パターン・メモリー

にプロテクトがかかり、以下の書き込みができません。

・ ユーザー・アルペジオ・パターンのライト

・ メディアからのユーザー・アルペジオ・パターン・データのロード

・ プリロード・アルペジオ・パターン・データのロード

・ MIDIデータ・ダンプでのユーザー・アルペジオ・パターン・データの受信

Off(チェックしない): 本体内のユーザー・アルペジオ・パターン・メモ

リーに書き込みができます。

0–3: Input/Sampling
0–1

0–3a

0–3b

0–3a: Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)

アナログ/ デジタル・オーディオ信号の入力元の選択、入力レベル、バ

ス、マスター・エフェクトへのセンドを設定します。ここでの設定は、

Combination 、Program 、Sequencer 、Song Play 、Media の各

モードで有効です。

入力したオーディオ信号にインサート・エフェクト、マスター・エフェクト、

マスターEQが使用できます。本機を4イン6アウトのエフェクターと

して使用したり、内部音と組み合わせて使用することができます( エフェ

クト093: Vocoder では、内部音を外部マイク入力によってコントロー

ルするボコーダー・エフェクトとしても使用できます) 。

また、これらの入力したオーディオ信号をCombination 、Program 、

Sequencer の各モードで、サンプリングすることができます。さらに上

記の各モードでの鍵盤やアルペジエーター等の機能を使用した演奏も

同時にサンプリングできます。

Samplingモードではここでの設定が無効になります。Sampling

モードからGlobalモードに移動した場合、Samplingモードの

“Input”の設定を継続し、このページでの設定が確認できません。

外部オーディオ信号を入力するモード(Combination、Program、

Sequencer、Song Play、Media)から移動してください。

Samplingモードでの外部オーディオ信号の入力に関する設定は、

Sampling P0: Input/Setup, Input (SAMPLING)で同様に行

います。(Samplingモードではマスター・エフェクトとマスターEQ

は使用できません。)

Input [Analog, S/P DIF]
本機への外部オーディオ入力元を設定します。

Analog、S/P DIFそれぞれで個別に設定を持つことができます。

この“Input”を設定してからInput1、Input2の各パラメーター

を設定してください。同時に複数の外部オーディオ入力元から入

力することが可能です。設定を保持する場合は、“Write Global

Setting ”を実行してください。

Analog: AUDIO INPUT 1 、2端子に接続した楽器などのアナログ・

オーディオ出力を本機へ入力します。

S/P DIF: S/P DIF IN 端子に接続した楽器、DATなどのデジタル・

オーディオ出力を本機へ入力します。S/P DIF のLチャンネルへの入

力は下記のInput1で、Rチャンネルへの入力はInput2で設定します。

S/P DIF 入出力のサンプル・レートは48kHzに対応しています。“S/

P DIF Sample Rate”(Global P0:0-2a) で設定します。

S/P DIFに設定した場合は、“System Clock”(Global P0:0-

2a) をS/P DIFに設定してください。
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Input1:
Input2:
Level [0...127]
入力する外部オーディオ信号(“Input”で設定) の信号レベルを設定し

ます。通常127にします。

AUDIO INPUT 1 、2端子からのアナログ・オーディオ信号は、AD

コンバーターでアナログ信号からデジタル信号に変換されます。

この“Level ”はデジタル信号に変換した直後の信号レベルを設定

することになります。ここのレベルを極端に下げても音が歪んで

いる場合は、ADコンバーター以前で歪んでいる可能性がありま

す。[LEVEL] ノブまたは外部音源の出力レベルを調整してくださ

い。

Pan [L000...C064...R127]
入力する外部オーディオ信号(“Input”で設定) のパンを設定します。ス

テレオのオーディオ・ソースを入力するときは、通常Input1 をL000、

Input2 をR127( またはInput1をR127、Input2 をL000) に設

定します。モノラルのオーディオ・ソースを入力するときは、通常C064

に設定します。

BUS(IFX/Indiv.) Select
[L/R, IFX1…5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]
入力する外部オーディオ信号(“Input”で設定) をどのバスに送るかを

設定します。

L/R: 入力した外部オーディオ信号をL/R バスに送ります。

IFX1...5: 入力した外部オーディオ信号をIFX1 ～5バスに送ります。

インサート・エフェクトをかけるときに選びます。

1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube): 入力した外部オー

ディオ信号を1～4の各バスに送ります。

Off: 外部オーディオ信号を入力しません。

外部オーディオ信号にバルブ・フォースをインサートするときは、

3/4(Tube)、または3(Tube)、4(Tube)に設定し、Valve Force

“Placement”を Insertに設定します。

Send1(to MFX1), Send2(to MFX2) [000...127]
プログラムのオシレーター同様に、入力する外部オーディオ信号

(“Input”で設定) のマスター・エフェクトへのセンド・レベルを設定しま

す。“BUS(IFX) Select”で IFX1～5を設定しているときは、マス

ター・エフェクトへのセンド・レベルは、IFX1 ～5通過後の“Send1 ”、

“Send2 ”(Program 8-1d 、Combination, Sequencer, Song

Play 8-1b) で設定します。( ☞p.209 「2-4 Audio Input, S/P DIF

IN 」)

“BUS(IFX/Indiv.) Select”をOff以外に設定して、“Level”

の値を上げると、外部入力音が本機に入力されます。このとき、

AUDIO INPUT1 、2端子にオーディオ・ケーブルを接続している

と、オーディオ入力がなくてもノイズ成分がADコンバーターを介

して本体に入力され、設定によりAUDIO OUTPUT L/R 、1、2、

3、4から出力してしまう場合があります。外部入力音を使用せず

に、プログラム、コンビネーション、ソング等の内部音のみを使用し

て、演奏等を行う場合は、“BUS(IFX/Indiv.) Select”をOff、ま

たは“Level”を0に設定してください。

S/P DIF IN 端子も同様に使用しない場合は、“BUS(IFX/Indiv.)

Select”をOff、または“Level”を0に設定してください。

AUDIO INPUT1 、2端子にオーディオ・ケーブルを接続していな

い場合は、ADコンバーターを介しての本体への入力データは強

制的にゼロになり、ノイズ成分を出力しません。

0–3b: Sampling

Auto Optimize RAM [Off, On]
サンプリング時のデータ書き込み先をRAMに設定している場合は、

データ書き込み後、サンプル・メモリー(RAM) をオプティマイズ( 最適化)

するかどうかを設定します。

オプティマイズを行うことによって、無駄にメモリーを占有していた領域

が整理され、残り容量が確保できます。

On(チェックする): サンプリングが終了すると、自動的にRAMを最適

化します。

常にRAMに無駄がなくサンプリングができますが、サンプリングが終了

すると発音が止まります。Sequencer モードでソングを再生していた

場合は演奏が停止します。

Off(チェックしない): サンプリングが終了後、RAMを最適化しません。

サンプリングが終了しても発音は止まりませんので、ソングの演奏や、

CD等の入力音を聞きながら、いくつかの部分を続けてサンプリングす

るときに便利です。

“Auto Optimize RAM”をOff(チェックしない)の設定にすることに

よって、無駄な領域ができてしまった場合はページ・メニュー・コマンド

“Optimize RAM”(Program P0:0-3B 、Combination P0:0-3B 、

Sequencer P0:0-3B 、Sampling) を実行してRAMを最適化してく

ださい。

サンプル・メモリー(RAM) の残り容量はSampling Mode P0:

Memory Status で確認できます。
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Global P1: MIDI

1–1: MIDI
本体全体のMIDI に関する設定をします。

1–1

1–1a

1–1b

1–1a: MIDI Setup

MIDI Channel (Global MIDI Channel) [1…16]
グローバルMIDI チャンネルを設定します。

グローバルMIDI チャンネルは、次の操作をするときに使用します。

・ Program(Program P0:Play) 、Sampling モード中に演奏情報を

送受信するとき。

・ Combination モード (Combination P0:Play) 中にMIDI でコン

ビネーションを切り替えるとき。

・ 各モードでGchに設定しているティンバーやエフェクトをコントロー

ルするとき。

・ システム・エクスクルーシブ・メッセージを送受信するとき。

MIDI受信について

Program(P0:Play) 、Sampling モードのときはグローバルMIDI チャ

ンネルのMIDI データで受信をしますが、Combination モード(P0:

Play) やSequencer モードのときは、ティンバーごとやトラックごとに

設定したMIDI チャンネルでMIDI データを受信します。

Combination モード(P0:Play) のとき、グローバルMIDI チャンネルで

受信したプログラム・チェンジによってコンビネーションが切り替わりま

す。( ☞1-1b: MIDI Filter )

IFX1 ～5、MFX1、2をMIDI でオン/ オフするときは、グローバル

MIDI チャンネルで行います。

IFX 通過後のパン、センド1、2、MFX1、2、MEQをコントロールすると

きは、Program 、Sampling モードではグローバルMIDI チャンネルで、

Combination 、Sequencer 、Song Play モードでは、IFX1 ～5、

MFX1、2、MEQそれぞれの“Ctrl Ch ”で設定したチャンネルで行い

ます。“Ctrl Ch”をGchに設定すると、グローバルMIDI チャンネルで

コントロールできます。

本体の鍵盤やコントローラーを操作したときのMIDI送信について

Program 、Sampling モードでは、グローバルMIDI チャンネルで送信

します。Combination モードでは、グローバルMIDI チャンネルと

“Status”(Combination 0-1c 、2-1b) をEXT、EX2に設定したティ

ンバーのMIDI チャンネルで同時に送信します。

Sequencer モードでは、“Track Select ”(Sequencer 0-1a) で設

定しているトラック(“Status”BTH、EXT、EX2) の設定チャンネルで

送信します。

Local Control On
チェックする(ローカル・コントロール・オン)： 本体の鍵盤、ジョイス

ティック、SW1、SW2、接続したフット・ペダルなどを使って、本体の音

源部をコントロールします。本体だけで演奏する場合は、チェックをして

おきます。

チェックしない(ローカル・コントロール・オフ)：本体の鍵盤、ジョイス

ティック等と音源部が切り離されます。

そのため、本体の操作( 鍵盤やジョイスティックを使った演奏や、シーケ

ンサーを再生したときの演奏) では発音しません。

外部のシーケンサーからのエコーバックによって二重に音が鳴ってしま

うときは、チェックをはずします。

チェックをはずしても、MIDI の送受信は通常に行われます。鍵盤を

弾くとそのノート・データを送信し、また受信したノート・データで

本体の音源が発音します。

MIDI IN

MIDI OUT

Record

Sequencer Arpeggiator

Local
control

OFF

ON

Trigger
Tone

generator

Note Receive (Note Receive Filter) [All, Even, Odd]
本体の鍵盤や受信するノート・データのうち、発音するノート・ナンバー

を設定します。本機にもう1台のTRITON Extreme を接続して、最大

同時発音数を2 倍にするときは、一方でEven、もう一方でOddを選

び、双方が鳴るように設定します。

All: すべてのノート・ナンバーで発音します。通常はAllにします。

Even: 偶数のノート・ナンバー(C 、D、E、F# 、G#、A#) で発音します。

Odd: 奇数のノート・ナンバー(C# 、D#、F、G、A、B) で発音します。

受信したMIDI データには影響を与えません。

ODD EVEN

もう一台のTRITON Extreme

MIDI OUT — MIDI IN

Convert Position [PreMIDI, PostMIDI]
トランスポーズ、ベロシティ・カーブ、アフタータッチ・カーブを適用する

位置を設定します。この設定は、MIDI の送受信データや内蔵シーケン

サーのレコーディング・データに影響を与えます。

本体の鍵盤で本体の音源を発音させるときはここの設定に関係なく常

にトランスポーズ、ベロシティ・カーブ、アフタータッチ・カーブの影響を

受けます。

PreMIDI: 本体の鍵盤から出力するデータにベロシティ・カーブ、アフ

タータッチ・カーブ、トランスポーズをかけます。

( ベロシティ・カーブ、アフタータッチ・カーブ、トランスポーズの設定に)

影響を受けるのは、本体の鍵盤を弾いたときの、MIDI OUT から送信す

るデータと内蔵シーケンサーへレコーディングするデータです。

MIDI IN から受信したMIDI データや、内蔵シーケンサーの再生データ

は影響を受けません。

Velocity
Curve

Aftertouch
Curve

Tone
generator

Note number 
change

Play

MIDI IN

MIDI OUT

Record
Sequencer

Transpose Scale
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PostMIDI: 音源(TG) へ入る前のデータにベロシティ・カーブ、アフター

タッチ・カーブ、トランスポーズをかけます。

( ベロシティ・カーブ、アフタータッチ・カーブ、トランスポーズの設定に)

影響を受けるのは、本体の音源へ送られる、本体鍵盤を弾いたデータに

内蔵シーケンサーを再生したデータとMIDI IN からの受信データです。

本体の鍵盤を弾いたり、内蔵シーケンサーの再生時のMIDI OUT から

送信するデータ、内蔵シーケンサーへレコーディングするデータは影響

を受けません。

Velocity
Curve

Aftertouch
Curve

Tone
generator

Play

MIDI IN

MIDI OUT

Record
Sequencer

TransposeScale

Pitch change

MIDI Clock (MIDI Clock Source)
[Internal, External MIDI, External USB]

外部MIDI 機器( シーケンサー、リズム・マシーンなど)と本機の内蔵アル

ペジエーターや内蔵シーケンサーとを同期させるときに設定します。

Internal: 内部クロックで内蔵アルペジエーター、内蔵シーケンサーが

動作します。

本機を単独で使用するときや、本機をマスター( コントロールする側) と

して外部MIDI 機器を本機のMIDI クロックに同期させるときは、

Internalにします。

External MIDI: MIDI IN 端子に接続した外部MIDI 機器からのMIDI

クロックに同期して、内蔵アルペジエーター、内蔵シーケンサーが動作

します。

External USB: USB B端子に接続した外部MIDI 機器からのMIDI

クロックに同期して、本機はスレーブ機として内蔵アルペジエーター、内

蔵シーケンサーが動作します。

本機をスレーブ(コントロールされる側)として外部MIDI機器から送られ

てくるMIDIクロックに同期させるときは、External MIDIまたは

External USBにします。外部のシーケンサーからのMIDIのコモン・

メッセージとリアルタイム・メッセージ(ソング・ポジション・ポインター、ソ

ング・セレクト、スタート、コンティニュー、ストップ)に対応します。

Song Play モードでは、ここでの設定に関わらず内部クロックに

同期して動作します。

Receive Ext. Realtime Commands [Off, On]
Off(チェックしない): “MIDI Clock”がExternal MIDI、External

USBのとき、MIDI のコモン・メッセージとリアルタイム・メッセージ( ソ

ング・ポジション・ポインター、スタート、コンティニュー、ストップ) を受信

しません。( ソング・セレクトは受信します。)

外部MIDI シーケンサーからメッセージによって本機のソング設定

が不必要にリセットしてしまう場合等に設定します。

On(チェックする): 上記コモン・メッセージ( ソング・セレクトを含む) とリ

アルタイム・メッセージを受信します。

“MIDI Clock”が Internalの場合は設定できません。

1–1b: MIDI Filter

Enable Program Change [Off, On]
On(チェックする): プログラム・チェンジを送受信します。

Program モード(P0: Play) のときは、グローバルMIDI チャンネル

“MIDI Channel ”(1-1a) とチャンネルが一致するプログラム・チェン

ジを受信するとプログラムが切り替わります。プログラムを切り替える

とグローバルMIDI チャンネルでプログラム・チェンジを送信します。

Combination モード(P0: Play) のときは、グローバルMIDI チャンネ

ルにチャンネルが一致するプログラム・チェンジを受信すると、コンビ

ネーションが切り替わります。ただし、“Enable Combination

Change ”の設定により、切り替わらないようにすることができます。

“MIDI Channel ”(Combination P2:2-1b) で設定しているチャンネ

ルに一致するMIDI チャンネルでプログラム・チェンジを受信すると、そ

のティンバーのプログラムが切り替わります。ただし、ティンバーに対す

るプログラム・チェンジは“Enable Program Change ”

(Combination P3:3-1a) の設定に影響を受けます。

コンビネーションを切り替えると、プログラム・チェンジは、グローバ

ルMIDI チャンネルで送信すると同時に、“Status ”(Combination

P0:0-1c 、2-1b) をEXTまたはEX2に設定しているティンバーのチャ

ンネルでも送信します。

Sequencer モードのときは、“Status ”(Sequencer P2:2-1a/2a)

を INTまたはBTHのトラックに設定しているチャンネルに一致する

MIDI チャンネルでプログラム・チェンジを受信すると、そのトラックのプ

ログラムが切り替わります。

Sequencer モードでは、ソングを選んだり、シーケンス・データをプレ

イすると、“Status ”をBTH、EXT、EX2に設定しているチャンネルで

送信します。

Off(チェックしない): プログラム・チェンジを送受信しません。

Enable Bank Change [Off, On]
On(チェックする): プログラム・チェンジと一緒にコントロール・チェン

ジのバンク・セレクトを送受信します。“Enable Program Change ”

にチェックしているときに有効です。

Off(チェックしない): バンク・セレクトを送受信しません。

内蔵シーケンサーにレコーディングするときは、ここの設定に関わ

らずバンク・セレクトがレコーディングされますが、再生時はここの

設定に従います。

Enable Combination Change [Off, On]
On(チェックする): Combination P0: Play にいるとき、グローバル

MIDI チャンネル“MIDI Channel ”(1-1a) とチャンネルが一致するプ

ログラム・チェンジを受信するとコンビネーションが切り替わります。

“Enable Program Change ”にチェックしているときに有効です。

グローバルMIDI チャンネル以外のMIDI チャンネルでプログラム・チェ

ンジを受信すると、ティンバーのMIDI チャンネルが一致する場合は、そ

のティンバーのプログラムが切り替わります。

Off(チェックしない): グローバルMIDI チャンネルとチャンネルが一致

するプログラム・チェンジを受信すると“MID I  Channe l ”

(Combination P2:2-1b) がグローバルMIDI チャンネルに一致する

ティンバーのプログラムが切り替わります。 コンビネーションは切り替

わりません。

ティンバーに対するプログラム・チェンジは“Enable Program

Change ”(Combination P3:3-1a) の設定に影響を受けます。

Enable After Touch [Off, On]
On(チェックする): MIDI アフタータッチを送受信します。

Off(チェックしない): MIDI アフタータッチを送受信しません。

アフタータッチを必要としない音色をレコーディングするときには、

チェックをはずしておくと、メモリーの節約になります。

アフタータッチがレコーディングされているシーケンス・データを内蔵

シーケンサーでプレイするときは、ここの設定は反映されません(MIDI

で送信します) 。
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本機の鍵盤の操作では、チャンネル・アフタータッチのみを送信します

( ポリ・アフタータッチは送信しません) 。ポリ・アフタータッチはAMSと

して対応しているので、ポリ・アフタータッチを受信してキーごとにコン

トロールできます。

Enable Control Change [Off, On]
On(チェックする): コントロール・チェンジを送受信します。

Off(チェックしない): コントロール・チェンジを送受信しません。

コントロール・チェンジがレコーディングされているシーケンス・データ

を内蔵シーケンサーでプレイバックするときは、ここの設定は反映され

ません(MIDI で送信します) 。

Enable Exclusive [Off, On]
On(チェックする): システム・エクスクルーシブ・データを送受信します。

内蔵シーケンサーへシステム・エクスクルーシブ・データをレコー

ディングするときや、コンピューターなどを接続して本機をエディッ

トしたり双方でエディットするときにもチェックしてください。

Off(チェックしない): システム・エクスクルーシブ・データを送受信しま

せん。システム・エクスクルーシブ・データがレコーディングされている

シーケンス・データを内蔵シーケンサーでプレイバックするときは、ここ

の設定は反映されません(MIDI で送信します) 。

ただし、このページのページ・メニュー・コマンド(“Dump

Program ”～“Dump All ”) を表示しているときは、ここの設定と

は関係なく、送受信します。

▼ 1–1: Page Menu Command

1–1A: Dump Program

1–1B: Dump Combination

1–1C: Dump Drum Kit

1–1D: Dump Arpeggio Pattern

1–1E: Dump Global Setting

1–1F: Dump Sequencer

1–1G: Dump All
接続したもう1 台のTRITON

Extreme 、MIDI データ・ファイ

ラー、コンピューターなどへ、本体

のエクスクルーシブ・データを送信

します。

ページ・メニュー・コマンドからダン

プするデータを選び( 下表参照) 、ダ

イアログが表示します。

必要に応じてダンプするデータのバンクやナンバーを選び、OKボタン

を押します。

Dump Program 全バンクのプログラム 任意のバンクのプログラム、
1プログラム

Dump Combination 全バンクのコンビネーション、任意のバンクのコンビ
ネーション、1コンビネーション

Dump Drum Kit 全ドラムキット、1ドラムキット

Dump Arpeggio Pattern 全アルペジオ・パターン、1アルペジオ・パターン

Dump Global グローバル・セッティング(Global モードのDrum
Kits、User Arpeggio Patternを除く設定)

Dump Sequencer 全ソング・データとキュー・リスト・データ

Dump All 全バンクのプログラム＋コンビネーション＋ドラムキッ
ト＋アルペジオ・パターン＋グローバル・セッティング＋
ソング・データとキュー・リスト・データ

送 信
データの送信中は、本体のスイッチ類に触れないでください。また

絶対に本機の電源をオフにしないでください。

ダンプ・データの送信方法

① 本機とデータ・ダンプする機器を接続します。

MIDIエクスクルーシブ・メッセージが受信できるコンピューターを使

用する場合は、コンピューターのUSBポートと本機のUSB B端子を

接続します。または、コンピューターに接続したMIDIインターフェイス

のMIDI IN端子と本機のMIDI OUT端子を接続します(☞p.288)。

USB-MIDI インターフェイス機器によっては、本機のMIDI エクス

クルーシブ・メッセージを送受信できない場合があります。

MIDI データ・ファイラーを使用する場合は、MIDI データ・ファイラー

のMIDI IN 端子と本機のMIDI OUT 端子を接続します( ☞p. 288) 。

② Ｇlobal P1: MIDI を選びます。

③ ページ・メニュー・コマンドからデータ・ダンプする対象を選びます。

次図は“Dump Program”を

選んだ例です。

すべてのプログラムをデータ・ダ

ンプする場合は“All”、1バンク

は“Bank ”、1 プログラムは

“Single”を選びます。

④“To”で送信する出力端子を指定します。

MIDI OUT: MIDI OUT 端子

USB: USB B端子

USB対応のMIDI 機器を接続していない場合は、USBパラメー

ターは表示されず、出力先は常にMIDI OUT になります。

⑤ OKボタンを押してデータを送信します。

送信中は「Now transmitting data 」と表示します。

データ・サイズと送信時間は、送信するデータによって異なります。

下表はダンプを行うデータのサイズと、ダンプの所要時間を示します。

ダンプするデータの種類 データ・サイズ(Byte) 所要時間(Sec.)

TRITON EXB-MOSS TRITON EXB-MOSS
Extreme 装着時 Extreme 装着時

Data All 2608712～ 2697068～ * 834.8～ * 863.1～
3979708 4068065 1273.5 1301.8

Program All 947941 1036297 303.3 331.6

Program Bank (A..E/H..N) 79004 --- 25.3 ---

Program Bank (F) --- 88366 --- 28.3

Program Single (A..E/H..N) 627 --- 0.2 ---

Program Single (F) --- 700 --- 0.2

Combination All 786441 ← 251.7 ←

Combination Bank 65545 ← 21.0 ←

Combination Single 521 ← 0.2 ←

Drum Kit All 676727 ← 216.6 ←

Drum Kit Single 4709 ← 1.5 ←

Arpeggio Pattern All 185427 ← 59.3 ←

Arpeggio Pattern Single 375 ← 0.1 ←

Global Setting 1009 ← 0.3 ←

Sequencer Data 11211～ * 3.6～
1382208 ← 442.3 ←

* ソング・データ内にエクスクルーシブ・イベントがある場合は、変換

処理に時間がかかるため、所要時間が長くなります。

本機からダンプ・データをMIDI データ・ファイラーに保存する場合

は、複数のダンプ・データをまとめて送信しないでください。まとめ

て保存してしまうと、そのデータを受信するとき、右側の表のメモ

リーへの書き込み処理時間がとれずに、すべてのデータを受信で

きません。

0–1A

1–1A

1–1B

1–1C

1–1D

1–1E

1–1F

1–1G
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受信

データの受信中は、本体のスイッチ類に触れないでください。また

絶対に本機の電源をオフにしないでください。

データの受信に際し、“Save Exclusive (Receive and Save

MIDI Exclusive Data) ”ダイアログ(Media P0: 0-2G) を除き

各種ダイアログやページ・ジャンプ・メニュー、ページ・メニュー・コ

マンドは事前に閉じておくことをおすすめします。また、

Sequencer モード P1:Cue List ページで、キュー・リストを編集

している間は、ダンプ・データの受信はできません。このときは、

キュー・リストの編集を一旦終了させてください。

本機では、ダンプ・データを受信するとメモリーへのデータ書き込

み処理時間に、最大で約3秒かかります。このとき、“Now writing

into internal memory”と表示されます。この間、絶対に本機の

電源をオフにしないでください。電源がオフしてしまうと電源をオ

ンしても本機が正常に動作しなくなる場合があります。このような

ときは、[MENU]キーと[9]キーを押しながら電源をオンしてくだ

さい。ただしこのとき、メモリーの内容は初期化されます。

また、この間はMIDI の送受信はできません。本機で複数のダン

プ・データの受信を続けて行うときは必ずダンプ・データの送信間

隔をあけてください。( ☞下表参照)

メモリーへの書き込み処理時間

ダンプするデータの種類 メモリーへの書き込み処理時間

All 約3秒

All Programs 約2秒

All Combinations 約1秒

All Drum Kits 約1秒

All Arpeggio Patterns 約2秒

Global Setting 約1秒

Sequencer 約1秒

インターナル・メモリーへの書き込み中は、MIDIの送受信ができま

せん。また、MIDI OUT端子、USB B端子からのアクティブ・センシ

ング(FEh)の出力が止まります。

ダンプ・データの受信方法

①MIDIエクスクルーシブ・メッセージが送信できるコンピューターを使

用する場合は、コンピューターのUSBポートと本機のUSB B端子を

接続します。または、コンピューターに接続したMIDIインターフェイス

のMIDI OUT端子と本機のMIDI IN端子を接続します(☞p.288)。

USB-MIDI インターフェイス機器によっては、本機のMIDI エクス

クルーシブ・メッセージを送受信できない場合があります。

MIDI データ・ファイラーを使用する場合は、MIDI データ・ファイラー

のMIDI OUT 端子と本機のMIDI IN 端子を接続します(☞p.288)。

②MIDI 機器のMIDI チャンネルと、本機のグローバルMIDI チャンネル

“MIDI Channel ”(1-1a) を合わせます。

一度MIDI 機器へ送信したデータを再び本機で受信するときは、本機

のグローバルMIDI チャンネルを送信時のグローバルMIDI チャンネ

ルに、合わせてください。

送信側のMIDI チャンネルを設定するときは、使用する機器の取扱説

明書を参考にしてください。

③“Enable Exclusive”(1-1b) にチェックするか、このページのペー

ジ・メニュー・コマンドを表示します。ページ・メニュー・コマンドを表

示しているときは、“Enable Exclusive ”(1-1b) の設定に関係なく

ダンプ・データを送受信します。

④データ・ダンプする機器からデータを送信します。データの送信は、

使用する機器の取扱説明書を参考にしてください。

受信中は“Now receiving MIDI data ”のメッセージを表示します。

Global P2: Controller

2–1: Controller

0–1

2–1a

2–1a: Damper/Assignable Foot Switch, Pedal

Foot Switch Assign [Off...Tap Tempo]
ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したペダル・スイッチ( オプション

PS-1) でコントロールする機能を設定します。( ☞p.281 「Foot

Switch Assign List 」)

Foot Pedal Assign [Off...Knob 4]
ASSIGNABLE PEDAL 端子に接続したフット・ボリューム・ペダル( オ

プションXVP-10 、EXP-2) でコントロールする機能を設定します。

( ☞p.282 「Foot Pedal Assign List 」)

Damper Polarity [(–)KORG Standard, (+)]
DAMPER端子に接続したダンパー・ペダルと同じ極性に設定します。

コルグ ダンパー・ペダル( オプションDS-1H) を接続するときは、このペ

ダル・スイッチの極性は－( ↓) なので、ここを(－)KORG Standardにし

ます。また、極性が＋( ↑) のダンパー・ペダルを接続するときは、ここを

(＋)にします( ↓: オープン型、↑: クローズ型) 。極性の設定が一致しな

いと、ダンパー・ペダルを操作しても正確に動作しません。ダンパー・ペ

ダルを接続しないときは(－)KORG Standardにします。

Foot Switch Polarity [(–)KORG Standard, (+)]
ASSIGNABLE SWITCH 端子に接続したペダル・スイッチと同じ極性

に設定します。

コルグのペダル・スイッチ( オプションPS-1) を接続するときは、このペ

ダル・スイッチの極性はー( ↓) なので、ここを(－)KORG Standardに

します。また、極性が＋( ↑) のペダル・スイッチを接続するときは、ここを

(＋)にします( ↓: オープン型、↑: クローズ型) 。極性の設定が一致しな

いと、ペダル・スイッチを操作しても正確に動作しません。ペダル・スイッ

チを接続しないときは(－)KORG Standardにします。
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Global P3: User Scale

3–1: User Scale
16種類のUser Octave Scale 、1種類のUser All Notes Scale

を設定します。ここで設定したユーザー・スケールは次のページで選ぶ

ことができます。

・ Program P1:Edit-Basic, Program Basicページ

・ Combination P2:Edit-Trk Param, Otherページ

・ Sequencer P2:Trk Param, Other T01-08, T09-16ページ

・ Song Play P1:Track, Status/Scale T01-08, T09-16ページ

3–1

3–1a

3–1b

エディットしたユーザー・スケールの設定を電源オフ時にもバック

アップする場合は、必ずライト( 保存)してください。

ページ・メニュー・コマンド“Write Global Setting ”または

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してダイアログを表示

し、ライトします。

3–1a: User Octave Scale

User Octave Scale [User Octave Scale 00...15]
エディットするユーザー・オクターブ・スケールを選びます。

Tune [–99…+99]
1オクターブ分の音階を設定します。

1オクターブ(C ～B) の音程を、平均律を基準にセント単位で調整しま

す。全音域でこの設定が反映されます。

－99にすると、基準の音程より約半音下になります。

＋99にすると約半音上になります。

[ENTER] キーを押しながら、鍵盤を押すことによってもキーが選

べます。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Scale ”を実行すると、プリセッ

トされているスケール(Stretch 以外) や、他のユーザー・スケール

の設定がコピーできます。

3–1b: User All Notes Scale

Tune [–99…+99]
128 鍵の音階を個別に設定します。

128鍵(C－1～G9)の音程を、平均律を基準にセント単位で調整します。

－99にすると、基準の音程より約半音下になります。

＋99にすると約半音上になります。

横にまたがるスクロール・バーで、音程を設定する鍵盤へ移動し、設定

するキーを選びます。

[ENTER] キーを押しながら、鍵盤を押すことによってもキーが選

べます。

ページ・メニュー・コマンド“Copy Scale ”を実行すると、プリセッ

トされているスケール(Stretch も含む) や、他のユーザー・スケー

ルの設定がコピーできます。

▼ 3–1: Page Menu Command

0–1A

3–1A

3–1A: Copy Scale
プリセット・スケール、またはユーザー・スケールをエディットするユー

ザー・スケールにコピーします。プリセット・スケールについては、

“Type”(Program P1:1-1c) を参照してください。

①“Copy Scale”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のスケールを選びます。

Pure Major、Pure Minorを選んだときは、隣の“Key”を設定し

ます。

Stretchは“To”がUser All Notes Scaleのときに選択できま

す。

③“To”でコピー先を選びます。

④ コピー・スケールを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。
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Global P4: Category Name

4–1: Program Cat.
4–2: Comb Cat.
プログラム、コンビネーションのカテゴリーに名前を付けます。

Write Program ダイアログ(Program P0:0-1A) 、Write

Combination ダイアログ(Combination P0:0-1A) でのライト時、こ

こでエディットしたカテゴリー・ネームをプログラム、コンビネーションに

設定することができます。

Program 、Combination 、Sequencer 、Song Play の各モードの( カ

テゴリー) ポップアップ・メニューでカテゴリーからプログラム、コンビ

ネーションを選ぶことができます。

工場出荷時には、楽器の種類ごとに分類されています。

0–1

4–1a

0–1

4–2a

4–1(2)a: Category name

カテゴリー・ネームを変更します。

エディットするカテゴリー・ネームまたはテキスト・エディット・ボタンを押

し、テキストエディット・ダイアログを表示し、名前を入力します。最大16

文字まで入力できます。( ☞OG p.115)

設定できるカテゴリーは各16個です。

エディットしたユーザー・カテゴリーの設定を電源オフ時にもバッ

クアップする場合は、必ずライト( 保存)してください。

ページ・メニュー・コマンド“Write Global Setting ”または

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してダイアログを表示

し、ライトします。

Global P5: Drum Kit
ドラム・インストゥルメント(ドラムサンプル) を各キーに割り当ててドラム

キットを作成します。

ここでエディットしたドラムキットは、Program モードP1:Edit-Basic

“Drum Kit”(“Oscillator Mode”Drums時) でオシレーターとし

て選び、“マルチサンプル”(“Oscillator Mode ”Single 、Double 時)

のオシレーターと同様にフィルター、アンプ、エフェクト等を通り、発音し

ます。

ドラムキットをエディットするときは、あらかじめProgramモードでドラ

ムキットを使ったプログラム(“Oscillator Mode”Drums)を選び、この

ページに入ります。ドラムキットを使ったプログラムは、フィルター、アン

プ、エフェクト等が、ドラム音に適した設定になっています。(☞「VNL」に

は、ドラムキットを使ったプログラムに マークが付いています。)

Programモードで“Oscillator Mode”Single、Doubleのプログラム

が選ばれている状態でも、そのプログラムのフィルター、アンプ等の設定

で発音します。また、エフェクトは直前に入っていたモードの設定で発音

します。“Octave”(Program P1:1-2a)は＋0[8']に設定してくださ

い。＋0[8']以外では、キーの位置と発音する音の関係がずれます。

ドラムキットをエディットすると、そのドラムキットを使用しているす

べてのプログラムに影響します。

“Enable Exclusive”(1-1b)をチェックしているときは、ドラム

キットをエクスクルーシブ・データでエディットすることができます。

エディットしたDrum Kit の設定を電源オフ時にもバックアップす

る場合は、必ずライト( 保存)してください。

ページ・メニュー・コマンド“Write Global Setting ”または

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押してダイアログを表示

し、ライトします。

☞ドラムキットの作成方法はOG p.92 を参照してください。

5–1: Sample Setup
ドラムキットを選び、各キーにアサインするドラムサンプルをHigh 、

Lowに設定します。その他High 、Lowのドラムサンプルに関するパラ

メーターを設定します。

5–1

5–1a

5–1b

5–1c
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5–1a: Drum Kit, KeySelect, Assign, Velocity Sample SW

Drum Kit [000(A/B)...143(User)]
エディットするドラムキットを選びます。

000(A/B)...015(A/B) TRITON標準プリロード・ドラムキット

016(H)...031(H)
032(I)...047(I)
048(J)...063(J) プリロード・ドラムキット用:
064(K)...079(K) 016(H)...045(I), 128(User)...131(User)
080(L)...095(L) ユーザー・ドラムキット用
096(M)...111(M)
112(N)...127(N)
128(User)...143(User)

プリロード・ドラムキットなどプログラムに使用しているドラムキッ

トをエディットする場合は、ページ・メニュー・コマンド“Copy

Drum Kit ”で046(I)～127(N)や、132(User)～143

(User)の使用していないナンバーにコピーしてから、エディットす

るとよいでしょう。

ドラムキット名を変更する場合は、ページ・メニュー・コマンド

“Rename Drum Kit ”を実行します。

KEY [C–1...G9]
ドラムサンプル( とその設定) を割り当てるキーを選びます。

キーはVALUEコントローラーで設定します。また、[ENTER] キーを押

しながら、鍵盤を押すことによっても選べます。

各キーにはHigh とLowの2つのドラムサンプルがアサインでき、ベロ

シティによって切り替えて演奏することができます。

ここで選んだキーは“Assign”をチェックすることによって、以降の

High Drumsample、Low Drumsample、Voice Assign Mode、

Mixerの各パラメーターが対象となります。

Assign [Off, On]
On(チェックする): High DrumsampleやLow Drumsampleで設

定したドラムサンプルが発音します。通常はチェックします。

Off(チェックしない): 選択したドラムサンプルは無効となり、右隣の

キーのドラムサンプルが発音します。このとき、右隣の発音より半音低

くなります。ドラムサンプルの音程を変えて使用するときにチェックを

はずします。

Velocity Sample SW Lo→Hi [001...127]
Low DrumsampleからHigh Drumsampleに切り替わるベロシティ

の値を設定します。この値より大きいベロシティ値ではH i g h

Drumsampleが、小さいベロシティ値ではLow Drumsampleが発

音します。ベロシティによる切り替えを行わない場合は、001に設定し、

High Drumsampleだけを設定します。( ☞“Velocity M.Sample

SW Lo→Hi ”Program P1:1-2c)

5–1b: High Drumsample

High Drumsample Bank [ROM, RAM, Best...Synth]

High Drumsample [表参照 ]
High のドラムサンプルを、バンクとドラムサンプル・ナンバーから選び

ます。ここで選択したドラムサンプルは、ベロシティが“Veloc i ty

Sample SW Lo→Hi”(5-1a) の値以上のときに発音します。

ROM 000...416 TRITON標準プリセット・ドラムサンプル

RAM 0000...3999 ユーザー・ドラムサンプル(Samplingモード等
で作成、またはMediaモードでロード可)

Best 0000...0389
OrchS 0000...0036
OrchB 0000...0034 プリセット・ドラムサンプル
Vint 0000...0055
Synth 0000...0239

ポップアップ・ボタンを押すと、選択しているサンプルを含む1000

個が表示されます。1000番台を選択するときは、VALUEコント

ローラーで入力します。

AKAI S1000/S3000 フォーマット、AIFF フォーマット、WAVE

フォーマットのデータが、Media モードでサンプルとしてロードで

き、それらをドラムサンプルとして使用できます。

“High Drumsample”のポップアップ・ボタンを押すとドラムサンプ

ルのリストが開き、リストからドラムサンプルが選べます。“H igh

Drumsample Bank”ROMを選択時、楽器等に分類されたタブ付き

リストからドラムサンプルが選べます。

Category/ROM Drumsample Selectメニュー:

ドラムサンプルのカテゴリー名をエディットしたり、カテゴリー分け

を設定し直すことはできません。

S.Offset (Start Offset) [Off, On]
On(チェックする): ドラムサンプル波形の先頭より後ろの位置からス

タートします。スタート・オフセットの位置はドラムサンプルごとにあらか

じめ設定されています。スタート・オフセットがないドラムサンプルでは

このパラメーターは無効になります。

RAMバンク選択時は、選んだドラムサンプルによって異なります。

以下のようなサンプルを含むドラムサンプルを選択した場合にチェック

すると、ループ・スタート・アドレスより再生がスタートします。

・ Sampling モード等でレコーディング( サンプリング)したサンプル

・ Media モードでロード後、Sampling モードでループ・スタート・アド

レスをエディットしたサンプル

・ Media モードでAKAI 、AIFF 、WAVEファイルのロード時に自動的

にループ・スタート・アドレスが設定されたサンプル

Off(チェックしない): ドラムサンプル波形の先頭からスタートします。

Rev (Reverse) [Off, On]
On(チェックする): ドラムサンプル波形がリバース( 逆) でワン・ショット

再生します。リバースするスタート、エンドの位置はドラムサンプルごと

にあらかじめ設定されています。

RAMバンクの“Start ”、“End”(Sampling P2:2-1c) が設定されて

いるサンプルでは、“End ”から“Start ”へと( 逆) 再生します。
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あらかじめリバース再生、リバース・ループ再生するドラムサンプ

ルは、ここでの設定によって再生方向は変わりません。

“Rev”(Sampling P2:2-1c) をチェックしているサンプルはこ

こでの設定によって再生方向は変わりません。

Level [–99...+99]
音量を設定します。

＋99にしたキーは、そのドラムキットを使っているプログラムのアンプ・

レベルに対して、2倍の音量で発音します。0にしたキーは、そのドラム

キットを使っているプログラムのアンプ・レベルの音量で発音します。

－99にしたキーは発音しません。

Transpose [–64...+63]
音程を半音単位で調整します。

＋12でオクターブ上、－12でオクターブ下になります。

Tune [–99...+99]
音程をセント単位で調整します。

－99で半音下、＋99で半音上になります。

Cutoff (Filter-Cutoff) [–64...+63]
フィルターのカットオフを調整します。キーごとのフィルター・カットオフ

は、そのドラムキットを使用しているプログラムのフィルターの

“Frequency(Cutoff Frequency) ”(Program P3:3-1b 、3-5) に、

ここでの値を加算したものになります。

Resonance (Filter-Resonance) [–64...+63]
フィルターのレゾナンスを調整します。キーごとのフィルター・カットオ

フはそのドラムキットを使用しているプログラムのフィルターの

“Resonance ”(Program P3:3-1b 、3-5) にここでの値を加算した

ものになります(“Filter Type ” Program P3:3-1a) がLow Pass

& High Passのときはレゾナンス効果はありません) 。

Attack (Amp-Attack) [–64...+63]
音量(Amplifier) のアタック・タイムを調整します。キーごとのアタック・

タイムは、そのドラムキットを使用しているプログラムのアンプEGのア

タック・タイムに、ここでの値を加算したものになります。

Decay (Amp-Decay) [–64...+63]
音量(Amplifier) のディケイ・タイムを調整します。キーごとのディケイ・

タイムは、そのドラムキットを使用しているプログラムのアンプEGの

ディケイ・タイムに、ここでの値を加算したものになります。

5–1c: Low Drumsample

Low Drumsample Bank [ROM, RAM, Best...Synth]

Low Drumsample [High Drumsample表参照 ]
Lowのドラムサンプルを、バンクとドラムサンプル・ナンバーから選びま

す。ここで選択したドラムサンプルは、ベロシティが“Velocity Sample

SW Lo→Hi”(5-1a)の値以下のときに発音します。(☞5-1b)

S.Offset (Start Offset) [Off, On]
Rev (Reverse) [Off, On]
Level [–99...+99]
Transpose [–64...+63]
Tune [–99...+99]
Cutoff (Filter-Cutoff) [–64...+63]
Resonance (Filter-Resonance) [–64...+63]
Attack (Amp-Attack) [–64...+63]
Decay (Amp-Decay) [–64...+63]
( ☞ 5-1b)

▼ 5–1: Page Menu Command

5–1A

5–1B

5–1C

5–1D

5–1A: Write Drum Kits
000(A/B) ～143(User) のすべてのドラムキットをライトします。

①“Write Drum Kits”を選び、ダイアログを表示します。

② ライトを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーでも“Write Drum Kits ”と

同様にライトすることができます。SEQUENCER [REC/WRITE]

キーを押してダイアログを表示し、ライトします。

5–1B: Rename Drum Kit
選択しているドラムキットをリネームします。16文字まで入力が可能で

す。( ☞OG p.115)

5–1C: Copy Drum Kit
他のドラムキットの設定を現在エディットしているドラムキットにコピー

します。

144～152(GM)のドラムキットはエディットできませんが、他のド

ラムキットへコピーすることによってエディットすることができます。

①“Copy Drum Kit”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のドラムキットを選びます。

③ コピー・ドラムキットを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

“Copy Drum Kit”を実行すると、現在選択しているドラムキッ

トの設定にすべて上書きしますので注意してください。
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5–1D: Copy Key Setup
キーごとの設定を別のキーにコピーします。並んだ複数のキーごとの

設定をまとめてコピーすることもできます。

①“Copy Key Setup”を選び、ダイアログを表示します。

②“From Key”でコピーするキーの範囲を設定します。

③“To Key”でコピー先のキーを設定します。

“From Key ”で複数のキーを選んだ場合は、“To Key”のキーを

一番低いキーとして、高いキーに向かって順番にコピーします。

④ コピー・キー・セットアップを実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancelボタンを押します。

5–2: Voice/Mixer
ドラムキットのキーごとに、ボイス・アサインやパン、エフェクトへのルー

ティング等を設定します。

5–1

5–2a

5–2b

5–1a

5–2a: Voice Assign Mode

Single Trigger [Off, On]
On(チェックする): 同じキー(ノート)が連続しても、一回ずつ発音を止め

てから発音を開始し、発音が重なりません。通常はチェックをはずします。

Exclusive Group (Exclusive Assign) [Off, 001...127]
001～127: ドラムサンプルを割り当てたキーをグループ化します。

同じグループ番号をつけたキーが、1つのグループになり、後着を優先

しモノフォニックで発音します。例えばハイハットのクローズとオープン

など、同じ系統のドラムサンプルを割り当てているキーをグループ化し

て、同時に何種類かのハイハットが鳴らないようにできます。

Off: グループ化しません。通常はOffにします。

Enable Note On Receive [Off, On]
On(チェックする): ノート・オンを受信します。通常チェックをしますが、

特定のノートを発音させない場合などはチェックをはずします。

Enable Note Off Receive [Off, On]
On(チェックする): ノート・オフを受信します。通常チェックをはずしま

す。“Hold”(Program P1:1-1b) にチェックしている(Hold On) 場合

に有効です。ドラムス・プログラムのとき、通常Hold On にします。この

とき、“Enable Note Off Receive”をチェックするとノート・オフを

受信します。鍵盤を離すと発音が止まります( リリースに入ります) 。

5–2b: Mixer

ドラムキットはProgram モードで選択されているプログラムの設

定で発音します。ここでの設定は、“Use DKit Sett ing”

(Program P4:4-1b) 、“Use DKit Setting”(Program P8:

8-1b) をチェックしているときに有効です。ドラムキットのエディッ

ト時も、この設定がされていないとエディットした効果を反映しま

せんので注意してください。

BUS Select (IFX/Indiv.Out Assign) (Bus Select)
[L/R, IFX1...5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]
どこのバスへ送るかをキーごとに設定します。

例えばSnare 系はIFX1へ、Kick 系はIFX2へ送り、それぞれインサー

ト・エフェクトをかけ、その他はL/Rへ送り、インサート・エフェクトをか

けないといった設定が可能です。

Pan [Random, L001...C064...R127]
キーごとのパンを設定します。

Randomでは、ノート・オンのたびにドラムサンプルのパンがランダム

に変化します。

Send1 (to MFX1) [000...127]
Send2 (to MFX2) [000...127]
キーごとのマスター・エフェクト1、2へのセンド・レベルを設定します。

“BUS Select”(5-2b) をL/R、Offに設定しているときに有効です。

“BUS Select”を IFX1～5に設定しているときは、Program 、

Combination 、Sequencer 、Song Play の各モードのP8:Insert FX

ページでIFX1 、2、3、4、5通過後の“Send1 ”、“Send2 ”でマス

ター・エフェクト1、2へのセンド・レベルを設定します。
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Global P6: User Arpeggio
ユーザー・アルペジオ・パターンを設定します。

このページではGlobalモードへ入る直前のモードの状態で発音します。

Programモードより移動した場合： 選択しているプログラムで設定し

ているアルペジオ・パターンがここでのエディット対象となります。アル

ペジエーターがオフのプログラムから移行した場合でも、

ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーでオンにできます。

Combinationモードより移動した場合： 選択しているコンビネーショ

ンで設定しているアルペジオ・パターンが、ここでのエディット対象とな

ります。アルペジエーターがオフの設定のコンビネーションから移行し

た場合でも、ARPEGGIATOR [ON/OFF] キーでオンにできます。

ただし、“Arpeggiator Run”(Combination P0:0-3a 、P7:7-1b)

のA、Bがチェックされていないアルペジエーターはオンにできませ

ん。また、“Arpeggiator Assign”(Combination P7:7-1b) でティ

ンバーにアサインしていない場合はアルペジエーターは動作しません。

Sequencer、Song Playモードより移動した場合： 選択しているソン

グ、ソング・プレイで設定しているアルペジオ・パターンがここでのエ

ディット対象となります。

アルペジエーターがオフの設定から移動した場合でも、ARPEGGI-

ATOR [ON/OFF] キーでオンにできます。ただし、Sequncer 、Song

Play モードの“Arpeggiator Run ”(P7:7-1a/2a) のA、Bがチェッ

クがされていないアルペジエーターはオンになりません。また、

“Arpeggiator Assign”(P7:7-1a/2a) でティンバーにアサインし

ていない場合はアルペジエーターは動作しません。

上記のそれぞれの場合で、アルペジエーターがオンになっていない場

合でもアルペジオ・パターンの設定は変更できます。パターンをエ

ディットする場合は、アルペジエーターをオンにして、エディットするパ

ターンであることを確認しながら行うようにしてください。

Samplingモードより移動した場合：アルペジエーターはオンにな

りません。また、アルペジオ・パターンのエディットも行えません。

エディットしたユーザー・アルペジオ・パターンの設定を、電源オフ

時にもバックアップする場合は必ずライトしてください。ページ・メ

ニュー・コマンド“Write Arpeggio Pattern ”、または

SEQUENCER [REC/WRITE] キーを押して、ダイアログを表示

し、OKボタンを押して、エディットした内容をライトします。

☞ アルペジオ・パターンの設定方法はOG p.94 を参照してください。

6–1: Pattern Setup

6–1

6–1a

6–1b

6–1a: Arpeggio Select,  � , Pattern, Length, Octave,
Resolution, Sort, Latch, Key Sync., Keyboard

Arpeggio Select [A, B]
Combination 、Sequencer 、Song Play の各モードより移動してア

ルペジオ・パターンをエディットする場合、A、Bどちらかのアルペジエー

ターを選びます。選択した方がエディットの対象となります。Program

モードにより移動したときはBは表示されません。

�  (Tempo) [040...240, EXT]
テンポを設定します。

ARPEGGIATOR [TEMPO] ノブでも調整できます。“MIDI Clock”

(1-1a) がExternal MIDIまたはExternal USBのときは、EXTを表

示し、アルペジエーターは外部MIDI 機器からのMIDI クロックに同期し

ます。

Pattern [P000...P004, U000(A/B)...U506(User)]
エディットするパターンを選択します。

P000...P004 プリセット・アルペジオ・パターン

U000(A/B)...U199(A/B) TRITON標準プリロード・アルペジオ・パターン用

U200(H)...U215(H)
U216(I)...U231(I)
U232(J)...U247(J) プリロード・アルペジオ・パターン用:
U248(K)...U263(K) U200(H)...U488(User)
U264(L)...U279(L) ユーザー・アルペジオ・パターン用
U280(M)...U295(M)
U296(N)...U311(N)
U312(User)...U506(User)

プリロード・アルペジオ・パターンなどプログラムに使用しているア

ルペジオ・パターンをエディットする場合は、ページ・メニュー・コマ

ンド“Copy Arpeggio Pattern”でU489(User)～U506

(User)の使用していないナンバーにコピーしてから、エディットす

るとよいでしょう。

アルペジオ・パターン名を変更する場合は、ページ・メニュー・コマ

ンド“Rename Arpeggio Pattern ”を実行します。

Length (Pattern Length) [01...48]
アルペジオ・パターンの長さを設定します。アルペジオ・パターンは

“Resolution”で指定した音符を、ここで指定した数を演奏して先頭に戻

ります。プリセット・アルペジオ・パターンP000～004では無効です。

Octave [1, 2, 3, 4]

Resolution [ � � �  � �  � � �  � �  � � �  � ]
Sort [Off, On]

Latch [Off, On]

Key Sync. [Off, On]

Keyboard [Off, On]
☞ Program P7 「7-1: Arpeg. Setup 」

“Pattern”、“ � (Tempo)”、“Octave”、“Resolution”、

“Sort”、“Latch”、“Key Sync.”、“Keyboard”は各プログラム、

コンビネーション、ソング、Song Playモードごとに設定するパラ

メーターですが、ここで設定をすることもできます。

プログラム、コンビネーションより移動してこれらのパラメーター

を設定した場合は、元のモードに戻り、ライトしてください。これら

のパラメーターは、このページでの“Write Arpeggio

Patterns ”ではライトできません。
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6–1b: Arpeggio Pattern Setup

ここでのパラメーターはプリセット・パターンP000～P004で

は無効です。

Arpeggio Tone Mode [Normal, Fixed Note]
アルペジオ・パターンのToneのタイプを設定します。

Normal: 通常のアルペジエーターのタイプです。Toneの音程は、鍵

盤でそのとき押さえていたノート・ナンバーを基準にアルペジオに展開

し、発音します。

Fixed Note: 1つ1つのToneにノート・ナンバーを設定します。Tone

の音程は、鍵盤からのノート・ナンバーを無視し、Toneに設定したノー

ト・ナンバーを基準に展開し、発音します。鍵盤からのノート・ナンバーは

アルペジエーターのトリガーなどのタイミングのみをコントロールする

ことになります。ドラム・パターンなどに使用するアルペジオ・パターン

に最適です。

P6:User Arpeggio 、Pattern Edit ページでのToneの表示は、ここ

での設定がNormalのときは「●」、Fixed Noteのときは「○」となり

ます。

Arpeggio Type [As Played...Up&Down]
鍵盤で指定したアルペジオ音と各ステップのToneとの対応を設定しま

す。

As Played: ステップのToneが、指定したアルペジオ音( 鍵盤指定音)

の数を超えている場合、そのステップは発音しません。

As Played (Fill): ステップのToneが、指定したアルペジオ音( 鍵盤

指定音) の数を超えている場合、最後のアルペジオ音(“Sort”Offでは

最後に押さえた音、“Sort”Onでは最も高い音) で発音します。

Running Up: ステップのToneが、指定したアルペジオ音( 鍵盤指定

音) の数を超えている場合、最初のアルペジオ音に戻って(“Sort”Off

では最初に押さえた音、“Sort”Onでは最も低い音) 発音します。

Up&Down: ステップのToneが、指定したアルペジオ音( 鍵盤指定音)

の数を超えている場合、最後のアルペジオ音から逆方向に折り返して発

音します。

例)“Length”を04にして、“Step No.”01にTone0を、“Step

No.”02にTone1を、“Step No.”03にTone2を、“Step No.”

04にTone3を設定し、同時に3音押してアルペジオ演奏させると、

“Arpeggio Type”の設定によって、次のように動作が異なります。

As Played: 0→1→2→休符→0→1→2→休符→0・・・.

As Played(Fill): 0→1→2→2→0→1→2→2→0・・・.

Running Up: 0→1→2→0→0→1→2→0→0・・・.

Up&Down : 0→1→2→1→0→1→2→1→0・・・.

Octave Motion [Up, Down, Both, Parallel]
“Octave”で2～4オクターブに設定しているときの動作を設定しま

す。

Up: 設定したオクターブ数の幅で上昇を繰り返します。

Down: 設定したオクターブ数の幅で下降を繰り返します。

Both: 設定したオクターブ数の幅で上昇・下降を繰り返します。

Parallel: 設定したオクターブの音が同時に発音します。

Fixed Note Mode [Trigger As Played, Trigger All Tones]
“Arpeggio Tone Mode”がFixed NoteときのToneのトリガー条

件を設定します。

Trigger As Played:

押さえた鍵盤の数によってToneの発音条件が決まります。

Trigger All Tones:

鍵盤を1つ押さえるとすべてのToneが発音します。

例)“Arpeggio Tone Mode”をFixed Noteに設定しているときド

ラム・パターンについて示します。Tone1にキック、Tone2にスネ

ア、Tone3にハイハットが発音するノート・ナンバーを設定します。

Trigger As Playedのとき、鍵盤を1つ押さえるとTone1( キッ

ク) のみが発音します。鍵盤を2 つ押さえるとTone1( キック) と

Tone2( スネア) が発音します。鍵盤を3つ押さえるとTone1( キッ

ク) 、Tone2( スネア) 、Tone3( ハイハット) がすべて発音します。各

Toneの“Velocity”がKeyのとき、鍵盤をそれぞれ押さえたとき

のベロシティで対応するToneが発音します。

Trigger All Tonesのとき、鍵盤を1 つ押さえるだけで、Tone1

( キック) 、Tone2( スネア) 、Tone3( ハイハット) がすべて発音します。

各Toneの“Velocity”がKeyのとき、鍵盤を押さえるごとのベロ

シティで発音します。

▼ 6–1: Page Menu Command

6–1A

6–1B

6–1C

6–1A: Write Arpeggio Patterns
U000(A/B) ～U506(User) のすべてのユーザー・アルペジオ・パ

ターンをライトします。

①“Write Arpeggio Patterns”を選び、ダイアログを表示します。

② ライトを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancelボ

タンを押します。

SEQUENCER [REC/WRITE] キーでも“Write Arpeggio

Patterns ”と同様にライトすることができます。SEQUENCER

[REC/WRITE] キーを押してダイアログを表示し、ライトします。

“Pattern”、“� (Tempo)”、“Octave”、“Resolution”、“Sort”、

“Latch”、“Key Sync”、“Keyboard”は各プログラム、コンビ

ネーション、ソング、Song Play モードごとに設定するパラメー

ターです。ここでのライトでは保存できません。

プログラム、コンビネーションより移行してこれらのパラメーター

を設定した場合は、元のモードに戻り、ライトしてください。

6–1B: Rename Arpeggio Pattern
選択しているユーザー・アルペジオ・パターンをリネームします。16文

字まで入力が可能です。( ☞OG p.115)

プリセット・パターンP000 ～P004 はリネームできません。

6–1C: Copy Arpeggio Pattern
他のユーザー・アルペジオ・パターンの設定を、現在選択しているアル

ペジオ・パターンにコピーします。

プリセット・アルペジオ・パターンP000～P004からはコピーできませ

ん。
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①“Copy Arpeggio Pattern”を選び、ダイアログを表示します。

②“From”でコピー元のアルペジオ・パターンを選びます。

③ コピー・アルペジオ・パターンを実行するときはOKボタンを、実行し

ないときはCancelボタンを押します。

“Copy Arpeggio Pattern”を実行すると、現在選択している

アルペジオ・パターンの設定にすべて上書きしますので注意して

ください。

6–2: Pattern Edit
ステップ01～48にTone0～11を入力します。“Step”は最長48

ステップで、Tone は各ステップが同時に押さえられた鍵盤の12 音まで

に対応します。“Sort”(6-1a) をチェックしているときは、同時に押さ

れている鍵盤の低い方から順にTone0、1、... と対応し、“Sort”(6-

1a) をチェックしていないときは、押さえる順にTone0、1、... と対応し

ます。

ここでのパラメーターはプリセット・パターンP000 ～P004 で

は無効です。

6–2

6–2a

6–2a: Step No., Pitch Offset, Gate, Velocity, Flam,
Tone No., Fixed Note No.

Step No. (Step Number) [01...48]
エディットするステップを選びます。Toneをセット/ リセットします。

“Step No”を選んでいる状態でテン・キーを押してToneを入力しま

す。[0] ～[9] はTone0～9に、[-] はTone10に、[./10's HOLD] は

Tone11に対応し、押すごとにセット/ リセットされます。

Toneは、“Arpeggio Tone Mode”(6-1b) がNormalのとき「●」

で、Fixed Noteのとき「◯」で表示されます。

ステップのToneをすべて消去するときは、ページ・メニュー・コマンド

“Delete ”、空のStep を挿入するときはページ・メニュー・コマンド

“Insert ”を使用してください。

Pitch Offset [–48...+48]
ステップごとに、Toneに対応する音階を半音単位で上下にずらします。

各ステップごとに同じトーンを指定してメロディを演奏させたり、各ス

テップごとに複数のトーンを指定して平行和音を演奏させることができ

ます。

Gate [Off, 001...100%, Legato]
Off: Toneがセットされていてもそのステップでは発音しません。

Legato: 同じToneが次に演奏されるか、パターンが先頭に戻るまで

発音が持続します。このとき、「□」または「■」の表示に変わります。

各プログラム、コンビネーション、ソング、Song Play モードの“Gate ”

(Program P7:7-1a 、Combination P7:7-2a/3a 、Sequencer/

Song Play P7:7-3a/4a) をStepにしているときに、ここでの設定

が有効です。設定するときも、移行してきたモードの“Gate ”がStep

になっていることを確認してください。

Velocity [001...127, Key]
Key: 打鍵時のベロシティでステップのToneが発音します。

001～127: 常に設定したベロシティ値で発音します。

各プログラム、コンビネーション、ソング、ソングプレイ・モードの

“Velocity ”(Program P7:7-1a 、Combination P7:7-2a/3a 、

Sequencer/Song Play P7:7-3a/4a) をStepにしているときにこ

こでの設定が有効です。

設定するときも、移行してきたモードの“Velocity ”がStepになってい

ることを確認してください。

Flam [–99...+99]
同じステップに複数のToneをセットしているときの発音のばらけ方を

設定します。

00: すべてのToneが同時に発音します。

＋01～＋99: Toneの番号順(“Sort ”Onのときは低い音から、

“Sort ”Offのときは弾いた順番) にばらけて発音します。

－01～－99: ＋のときの逆の順番にばらけて発音します。

ギターのコード・カッティングをシミュレートするときには、奇数ステップ

を＋に、偶数ステップを－に設定すると効果的です。

プリセット・パターンP000 ～P004 では無効です。

Tone No. (Tone Number) [01...12]
“Arpeggio Tone Mode ”(6-1b) がFixed Noteのときに有効です。

Toneを選択します。

Fixed Note No. (Fixed Note Number) [C–1...G9]
選択したToneに対して、ノート・ナンバーを設定します。[ENTER] キ－

を押しながら鍵盤を押すことによっても入力できます。

▼ 6–2: Page Menu Command

6–1A

6–1B

6–1C

6–2A

6–2B

6–2C

6–2D

6–2E

6–2A: Initialize Steps
アルペジオ・パターンのステップ・パラメーター(“Tone ”、“Pitch

Offset ”、“Gate ”、“Velocity ”、“Flam ”)を初期化します。

①“Initialize Steps”を選び、ダイアログを表示します。

② Emptyは、トーンを空にして初期化します。

Fullは、トーンをすべて埋めて初期化します。

③ イニシャライズ・ステップを実行するときはOKボタンを、実行しない

ときはCancelボタンを押します。
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6–2B: Copy Step
ステップごとの設定を別のステップにコピーします。並んだ複数のス

テップごとの設定をまとめてコピーすることもできます。

①“Copy Step”を選び、ダイアログを表示します。

②“From Step”でコピーするステップの範囲を設定します。

③“To Step”でコピー先のステップを設定します。

“From Step ”で複数のステップを選んだときは、“To Step ”のス

テップを一番左のステップとして、右のステップに向かって順番にコ

ピーされます。

④ コピー・ステップを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

6–2C: Delete Step
現在選ばれているステップ・ナンバーのステップ・パラメーター

(“Tone ”、“Pitch Offset ”、“Gate ”、“Velocity ”、“Flam ”)を消去

します。以降のステップが左に1つ移動します。

①“Delete Step”を選び、ダイアログを表示します。

② デリート・ステップを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancelボタンを押します。

6–2D: Insert Step
現在選ばれているステップ・ナンバーに空のステップを挿入します。以

降のステップが右に1つ移動します。

①“Insert Step”を選び、ダイアログを表示します。

② インサート・ステップを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。

6–2E: Rotate Step
ステップの設定をローテイトします。

①“Rotate Step”を選び、ダイアログを表示します。

② ローテイトのタイプを選びます。

たとえば“Length”が4のパターンの場合、次のようになります。

ForwardにするとStep1 の設定が2へ、Step2 →3、Step3 →

4、Step4 →1に書き替えられます。

BackwardにするとStep1 の設定が4へ、Step2 →1、Step3 →

2、Step4 →3に書き替えられます。

③ ローテイト・ステップを実行するときはOKボタンを、実行しないとき

はCancelボタンを押します。
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7. Mediaモード

本機でセーブすると、そのデータの種類から、これらの拡張子が自動的

につけられます。これをコンピューター等で変更した場合、再ロード時

に未定義のファイルとみなし、スタンダードMIDI ファイルとして扱われ

ます。

本機で扱うファイルは下図のような構造を持っています。.PCG 、 .SNG

はオープンして内容を分けることができるため、表示にはディレクトリの

アイコンを使用しています。

なお、その他、TRITON シリーズなどの機種との互換については

p.309 を参照してください。

拡張子 種 類

.PCG プログラム、コンビネーション、ドラムキット、ユーザー・アルペジオ・

パターン、グローバル・セッティング(本機専用フォーマット)

.SNG ソング、キュー・リスト(本機専用フォーマット)

.JKB ジュークボックス・リスト(本機専用フォーマット)

.MID スタンダードMIDIファイル(SMF)

.EXL MIDIエクスクルーシブ・データ

.KMP Korg Multisample Parameter コルグ・マルチサンプル・パラメー

ター・ファイル(コルグ・フォーマット)

.KSF Korg Sample File コルグ・サンプル・ファイル(コルグ・フォーマット)

.KSC Korg SCriptコルグ・スクリプト・ファイル(コルグ・フォーマット))

.AIF AIFFファイル

.WAV WAVEファイル

.KCD オーディオ・トラック・リスト(本機専用フォーマット)

.JKB ファイルはMedia モードでロード、セーブできません。Song

Play モードで行います。

このモードは、コンパクトフラッシュや接続した外部USBデバイスなど

のメディアにインターナル・メモリーやサンプル・メモリー(RAM) の各種

データをセーブ( 保存)したり、メディアからインターナル・メモリーやサ

ンプル・メモリー(RAM) にデータをロード( 読み込み)します。ファイルの

コピーやデリート、フォーマットなども行います。

また、.WAVE ファイルのエディットや、複数のWAVEファイルをリストに

し、USB A端子に接続したCD-R/RW ドライブでオーディオCDを作成

します。

ファイル、ディレクトリ、アイコンについて
本機は、メディアのファイルやディレクトリを用いて、各データを階

層的に管理しています。また、ファイルの内容(ファイルなのかディレ

クトリなのか、ファイルの場合はデータとして何が含まれるのか)を明

示するために、名前だけではなくアイコンを用いた画面表示を行いま

す。ファイルとディレクトリはアイコンの形が異なります。

本機は、MS-DOSが認識する(MS-DOSコンピューターで読める)ファ

イル、ディレクトリ、およびUDFフォーマット、ISO9660フォーマッ

トのファイル、ディレクトリをDOSファイル、DOSディレクトリと呼

びます。また、DOSファイルの種類をDOSファイルにつけられた拡

張子によって識別します。

右表以外の拡張子のつくDOSファイルがある場合、“Load selected”

を選んでダイアログを表示すると、スタンダードMIDIファイル(SMF)

として認識します。ただし、SMFでないファイルはロードできません。

.PCGファイル 全プログラム 1プログラム 
バンクA...F, H...N

1プログラム 

全コンビネーション 1コンビネーション 
バンクA...E, H...N

1コンビネーション 

全ドラムキット 1ドラムキットグループ 
A/B, H...N, User 

 

1ドラムキット 

全ユーザーアルペジオ 
パターン 

1ユーザーアルペジオ 
パターングループ 
A/B, H...N, User 

 

1ユーザーアルペジオ 
パターン 

グローバル 
セッティング 

.SNGファイル 

1ソング [000-199] トラック 

1ユーザーパターン 
[ U00-99 ]

キューリスト 

.EXLファイル 

.JKBファイル 

.KSCファイル 

.KMPファイル 

.KSFファイル 

.MIDファイル 

ロード可能なファイル 

.AIFファイル 

.WAVファイル 

AKAIフォーマット 
プログラムファイル 

AKAIフォーマット 
サンプルファイル 

DOSディレクトリ 

未定義DOSファイル 

DOSファイル DOSファイル 

Up Open

.KCDファイル パーティション ボリューム 
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0–1: Load
選択したファイル、ディレクトリをインターナル・メモリーにロードしま

す。

Openボタン、Upボタンで目的のファイル、ディレクトリを選び、ページ・

メニュー・コマンド“Load selected ”(0-1C) を選択してロードします。

0–1
0–1a

0–1d

0–1b

0–1c

b1 b2 b3 b4

.PCGファイルのプログラム、コンビネーション、ユーザー・ドラム

キット、ユーザー・アルペジオ・パターンの1ファイル(バンクおよび

グループをOpenしたもの)を、ディレクトリ・ウィンドウで選ぶことに

よって、本体にロード操作をしなくても、直接メディアから音を聞くこ

とができます。コンビネーションの場合、使われているティンバーの

プログラムは本体のプログラムで発音することになります。ユー

ザー・ドラムキット、ユーザー・アルペジオ・パターンはMediaモード

に入る前に選択されていたプログラムの音色パラメーターで発音し

ます。

Load 、Save 、Utility の各ページで、サンプリング・レート( 周波数)

が44 .1kHz または48kHz のWAVEファイルを選び、

SAMPLING [START/STOP] キーを押して、サンプルを再生す

ることができます。再生可能なW A V Eファイルを選ぶと

「(Sampling START/STOP plays selected file) 」が表示

されます。

WAVEファイルの再生中は、鍵盤を弾いたり、MIDI IN にノート・

データが入力されても発音しません。またアルペジエーターも止

まります。

0–1a: カレント・ディレクトリ

処理の対象となる現在のディレクトリをカレント・ディレクトリといいます。

LCD画面にはディレクトリ名をフルパスで表示します。ディレクトリのデ

リミタ( 階層間の区切り文字) は“/ ”です。カレント・ディレクトリは、Open

ボタン、Upボタン(0-1d) で移動します。

0–1b: ディレクトリ・ウインドウ

ディレクトリ・ウインドウ
カレント・ディレクトリの以下のファイル情報を表示します。

このウインドウでファイルやディレクトリを選びます。

b1: ファイル/アイコン

ファイルの種類を反映したアイコンです。

アイコンについては、前ページ下図を参照してください。

b2: ファイル名

ファイル(DOS ファイル) の名前です。

ページ・メニュー・コマンド“Translation ”(0-1B) をオンすることで、

.KMP( コルグ・マルチサンプル・パラメーター)ファイル、.KSF( コルグ・

サンプル・ファイル) のDOSファイル名を、本体にロードしたときに、

Sampling モード等で使用するマルチサンプル名、サンプル名に変えて

表示します。

b3: サイズ

ファイル・サイズです( バイト単位) 。

セーブした日付、セーブした時刻

ファイルをセーブした日付と時刻です。左から日、月、年、時、分、秒です。

本機はカレンダー、時計を内蔵しています。セーブ時に自動的に日付と

時刻が付けられます。日付と時刻の設定は“Set Date/Time ”(0-3E)

で行います。

0–1c: Media Select

Media Select [CF, HDD, CDD, RDD: name]
ロード/ セーブ等を行うメディア( コンパクトフラッシュやハードディスク

など) を選びます。

ドライブの種類とメディアに付けられたボリューム・ラベルが表示されます。

CF: コンパクトフラッシュ・ドライブ

HDD: ハードディスク・ドライブ

CDD: CD-ROM, CD-R/RW ドライブ

RDD: MO等のリムーバブル・ディスク・ドライブ

No Label: ボリューム・ラベルのないメディア

Unformatted: フォーマットしていないメディア

No Disc: CD-ROM 、CD-R/RW ドライブにメディアが入っていない

No Media: CD-ROM 、CD-R/RW ドライブ以外のメディアを入れ替え

可能なドライブにメディアが入っていない

CD-R/RW ドライブのボリューム・ラベルの表示は、入っているメディア

やページにより異なります。

Blank Disc: 空のメディア( パケットライト対応データ書き込み用ディ

スクとして使用する場合はフォーマットが必要です☞p.330 、192 。

オーディオCD作成用ディスクとして使用する場合はフォーマットの必要

はありません。)

メディアのボリューム・ラベル: データの入ったメディア

Audio CD: オーディオCD:

Unfinalized: ファイナライズされていないオーディオCD

Audio CDまたはメディアのボリューム・ラベル: データとオーディオ

の両方が入ったメディア。この場合、Make Audio CD ページとPlay

Audio CD ページでは"Audio CD" と表示され、それ以外のページで

はメディアのボリューム・ラベルが表示されます。

0–1d: Openボタン , Upボタン

Openボタン
Openボタンを押すと、ディレクトリがオープンし、カレント・ディレクトリ

を1つ下の階層へ移動します。

ディレクトリ・ウインドウでディレクトリを選択しているときに操作できます。

Upボタン
Upボタンを押すと、ディレクトリが1つ上の階層へ移動します。
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▼ 0–1: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–1C

0–1D

0–1A: Hide unknown files
“Hide unknown files”を選ぶと、「Hide unknown files」の左側

にチェック・マークがついた状態になります。この状態では、未定義の

ファイルはディレクトリ・ウインドウに表示されません。ただし、カレ

ント・ディレクトリがDOSディレクトリである場合のみ有効です。

0–1B: Translation
“Translation”を選ぶと、「Translation」の左側にチェック・マークが

ついた状態になります。この状態では、.KMP(コルグ・マルチサンプ

ル・パラメーター)ファイル、.KSF(コルグ・サンプル・ファイル)の

DOSファイル名を、Samplingモード等で使用するマルチサンプル

名、サンプル名に変えて表示します。

0–1C: Load selected
 “ディレクトリ・ウインドウ ”(0-1b)で選んだファイル、ディレクト

リを、インターナル・メモリーにロードします。

“Load selected”を選ぶと、ダイアログが表示されます。ダイアログ

はロードするファイルによって異なります。

ロードするファイルが見つからない場合や、
分割してセーブしたファイルをロードする場合は
マルチサンプル、サンプル・データ、.PCG 、.SNG ファイルをロードする

際に、必要なファイルがカレント・ディレクトリ、または下のディレクトリに

見つからない場合は、下図のようなダイアログ(Where is a...) が表示

されます。

次の場合に表示します。

・ .KSC ファイルのロード時に、そこで使用する.KMP ファイルが見当

たらない場合

・ .KMP ファイルのロード時に.KSF ファイルが見当たらない場合

・ S1000/S3000 フォーマットのProgram ファイルのロード時に

Sample ファイルが見当たらない場合

・ 複数のメディアに分割してセーブした、メディアの容量を超える

.KSF ファイルをロードするときに、1つめのロードが終わり、2つめ

のメディアを指定する場合

・ 複数のメディアに分割してセーブした.PCG ファイルをロードする場

合に、1つめのロードが終わり、2つめのメディアを指定するとき

・ .PCG ファイルのロードで.SNG ファイルを同時にロードしたときに、

.PCG ファイルのロード後、カレント・ディレクトリに同一ファイル名の

.SNG ファイルがない場合

ダイアログが表示されたときは次のように対応してください。

本機のCFカード・スロットに挿入したメディアに対してはこの作業

はできません。本機のCFカード・スロットはホット・プラグに対応し

ていないため、電源がオンになっているときにメディアを取り出す

と、メディアまたは本機が故障する恐れがあります。

①「Where is a... 」で指示されたファイルを含むディレクトリを選びま

す。指示されたファイルが他のメディアにあるときは、メディアを交換

し、LCD画面のディレクトリ・ウィンドウを押し、メディアを認識させて

からディレクトリを選びます。

「Where is a... 」ダイアログでは、.PCG または.SNG ファイルを

開くことはできません。.PCG または.SNG ファイルに対して

Openボタンは使えません。

② Selectボタンを押してロードを再開します。Cancelボタンを押す

とロードが中断されます。このままロードを終了する場合はOKボタ

ンを押します。また、Skipボタンを押すと指示したファイルをスキッ

プして次のファイルをロードします。

指示したファイルを含んだメディアが破損している、または見つから

ない等の特殊なケースを除き、Selectボタンでロードを続行してく

ださい。

1) Load .PCG: 選択アイコン 
.PCG ファイル内のデータをロードします。

① .PCG と同一ファイル名の.SNG ファイル、.KSC ファイルを.PCG

ファイルと一緒にロードする場合は"Load ********.SNG too" 、

"Load ********.KSC too" チェック・ボックスをチェックします。

・“Load ********.SNG too ”をチェックすると、.PCG ファイルと同

一ファイル名で拡張子が.SNG のファイルも一緒にロードされます。

・“Load ********.KSC too ”をチェックすると、.PCG ファイルと同

一ファイル名で拡張子が.KSC のファイルも一緒にロードされます。

カレント・ディレクトリにファイルがない場合は、上記の「ロードする

ファイルが見つからない場合…」の手順に従ってロードを実行してく

ださい。

②“.PCG Contents”でロードするデータを指定します。

All:  .PCG ファイル内のすべてのデータをロードします。

Bank A～E、H(E-A)～E-H: 指定したバンクのデータをロードしま

す。このときは、“To” Bank A～E、H～Nでロード先のバンクを指

定します。ロードを実行すると、指定したバンクのコンビネーション、プ

ログラム、ドラムキット、ユーザー・アルペジオ・パターンのデータだけが

ロード先バンクへロードされます。グローバル・セッティング・データは

ロードされません。

また、コンビネーションで使用しているプログラム・バンク、コンビ

ネーションまたはプログラムで使用しているユーザー・アルペジオ・

パターンのナンバー、プログラムで使用しているドラムキットのナン

バーが正しく対応するように自動的に設定し直されます。

.SNGを同時にロードした場合も同様に、ソングのトラックで使用して

いるプログラム・バンク(トラック、パターン・イベントがある場合、イベ

ント内のプログラムのバンク)が正しく対応するように自動的に設定

し直されます。
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指定したバンクのデータが.PCGファイル内にまったくなかった場

合、“No readable data”のエラーを表示し、ロードを中止します。

指定したバンクのプログラム・データが.PCG 内になかった場合、

コンビネーションのティンバー、ソングのトラックのプログラム・バ

ンクの自動設定は実行しません。

指定したバンクのユーザー・アルペジオ・パターンが.PCG内にな

かった場合、コンビネーション、プログラムまたはソングのユー

ザー・アルペジオ・パターン・ナンバーの自動設定は実行しません。

指定したバンクのドラムキットが.PCG 内になかった場合、プログ

ラムのドラムキット・ナンバーの自動設定は実行しません。

TRITON-Rack およびTRITON STUDIO の.PCG ファイルを

ロードする場合、C、DまたはEバンクを指定すると、ドラム・キット

およびユーザー・アルペジオ・パターンはロードされません。

TRITON/TRITONpro/TRITONproX の.PCG ファイルをAllで

ロードする場合、その.PCG ファイルにDrumkit Bank C 、Bank

D、Bank User およびUser Arpeggio Pattern Bank C 、Bank

Dのいずれかが存在すると、以下のダイアログが表示されます。

このダイアログで、それぞれのバンクのロード先を指定します。

.PCG ファイル内に存在するバンクだけが有効になります。有効に

なっているバンクのチェック・ボックスをチェックしないと、そのバ

ンクはロードされません。OKボタンを押すとロードを実行し、

Cancelボタンを押すとロードを中止します。

③“Load ********.SNG too”をチェックしたときは、“Select .SNG

Allocation ”で.SNG ファイル内にあるソング･データのロード方法

を指定します。

Append: すでにインターナル・メモリー上に存在する最後のソング・

データの次のナンバーからロードします。このとき、ロードされる

.SNGファイル内のソング･データは、つめてロードされます。(☞次図)

インターナル・メモリー上にあるソング・データを消去せずにメディア

からソング・データを追加してロードする場合に選びます。キュー・リ

スト・データはロードされません。

SNG000
SNG001

SNG005

SNG003

ロードする 
.SNGファイル 
 

SNG000

SNG002
SNG003

SNG000

SNG002

SNG005

SNG003

SNG000
SNG001

SNG005

SNG003

SNG004

SNG007
SNG006

SNG000
SNG001

SNG005

SNG003

SNG000

SNG002
SNG003

Append

Clear

.SNG Allocation

ロード後のインター
ナル・メモリー 

ロード前のインター
ナル・メモリー 

Clear: すでにインターナル・メモリー上に存在するキュー・リスト・

データおよびソング・データをすべて消去して、キュー・リスト・データ

とセーブ時のソング・データの配置をそのままロードします。(☞次図)

電源オン直後などでセーブした状態をそのまま再現するときに選び

ます。

④“Load ********.KSC too”をチェックしたときは“Select .KSC

Allocation ”で.KSC 内のマルチサンプル、サンプルのロード方法

を指定します。

Append: サンプリングやロードによって、すでにサンプル・メモリー

(RAM) に存在する最後のマルチサンプル、サンプル・ナンバーに

ロードされます。このときロードされるマルチサンプル、サンプルは

有効なものだけがつめてロードされます。(☞次図)

同時に.PCG 内のプログラムで.KSC 内のマルチサンプルを使用し

ているものは、プログラムが正しいマルチサンプルに対応するよう

に、自動的にオシレーターのマルチサンプルが設定し直されます。

.PCG 内のドラムキットで.KSC 内のサンプルを使用しているもの

は、ドラムキットが正しいサンプルに対応するように、自動的にドラム

キットのサンプルが設定し直されます。

Clear: すでにサンプル・メモリー(RAM) に存在するマルチサンプ

ル、サンプルをすべて消去して、セーブ時のマルチサンプル、サンプ

ルの配置をそのままロードします。(☞次図)

サンプル・メモリー(RAM) にあるマルチサンプル、サンプルを消去せ

ずにメディアからマルチサンプル、サンプルをロードする場合は、

Appendを選びます。

電源オン直後などでセーブした状態をそのまま再現するときは、

Clearを選びます。

KSC000
KSC001

KSC005

KSC003

ロードする 
.KSCファイル 
 

KSC000

KSC002
KSC003

KSC000

KSC002

KSC005

KSC003

KSC000
KSC001

KSC005

KSC003

KSC004

KSC007
KSC006

KSC000
KSC001

KSC005

KSC003

KSC000

KSC002
KSC003

Append

Clear

.KSC Allocation

ロード後のインター
ナル・メモリー 

ロード前のインター
ナル・メモリー 

⑤ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

2) Load Programs: 選択アイコン 

.PCG ファイル内のすべてのプログラム・データをロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。
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3) Load Program Bank [Bank A...E, H...N]:

選択アイコン 

選択したバンク内のすべてのプログラム・データを、ロード先に選んだ

バンクにロードします。

① “To ”でロード先のバンクを選びます。

Bank F プログラム・データはBank F へのみロード可能です。

Bank A ～E、H～Nを選択したときは、“To ”でBank F を選べ

ません。

② ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

4) Load a Program: 選択アイコン 

選択した1 プログラム・データを、ロード先に選んだプログラム・ナン

バーにロードします。

①“Program ”( 上段) では、選択したプログラム以外をロードするとき

に、ロードするプログラムを選び直します。

選択したプログラムは、ロード前でも鍵盤を弾くと発音します。

ロードするプログラムを確認する際に便利です。( ☞p.176)

②“To Program ”( 下段) でロード先のバンクとプログラムを選びま

す。ポップアップ・ボタンを押すと“Select Destination ”が表示さ

れます。( ☞Program P0:0-1a)

Bank F の1プログラム・データはBank F へのみロード可能で

す。“Program ”( 上段) でBank A ～E、H～Nを選んだときは、

“To Program ”( 下段) でBank F を選べません。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

5) Load Combinations: 選択アイコン 

.PCG ファイル内のすべてのコンビネーション・データをロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

6) Load Combination Bank [Bank A...E, H...N]:

選択アイコン 

選択したバンク内のすべてのコンビネーション・データを、ロード先に選

んだバンクにロードします。

①“To ”でロード先のバンクを選びます。

② ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

7) Load a Combination: 選択アイコン 

選択した1コンビネーション・データを、ロード先に選んだコンビネー

ション・ナンバーにロードします。

① “Combination ”( 上段) では、選択したコンビネーション以外をロー

ドするときに、ロードするコンビネーションを選び直します。

選択したコンビネーションは、ロード前でも鍵盤を弾くと発音します。

ロードするコンビネーションを確認する際に便利です。(☞p.176)

② “To Combination ”( 下段) で、ロード先のバンクとコンビネーショ

ンを選びます。

ポップアップ・ボタンを押すと“Select Destination ”が表示され

ます。( ☞Combination P0:0-1a)

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

8) Load Drum Kits: 選択アイコン 

.PCG ファイル内のすべてのドラムキット・データをロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

9) Load Drum Kit
[000-015(A/B),016-031(H)...
112-127(N), 128-143(User)] :

選択アイコン 

選択したドラムキット・ブロック内のすべてのドラムキット・データを、

ロード先に選んだドラムキット・ブロックにロードします。

①“To ”でロード先のドラムキット・ブロックを選択します。

② ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

10)Load a Drum Kit: 選択アイコン 

選択した1ドラムキット・データを、ロード先に選んだドラムキット・ナン

バーにロードします。

①“Drum Kit ”( 上段) では、選択したドラムキット以外をロードすると

きに、ロードするドラムキットを選び直します。
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選択したドラムキットは、ロード前でも鍵盤を弾くと発音します。

ロードするドラムキットを確認する際に便利です。( ☞p.176)

②“To Drum Kit ”( 下段) でロード先のドラムキットを選びます。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

11) Load Arpeggio Patterns: 選択アイコン 

.PCG ファイル内のすべてのユーザー・アルペジオ・パターン・データを

ロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

12) Load Arpeggio Pattern
[000-199(A/B), 200-215(H)...296-311(N), 312-
506(User)]:

選択アイコン 

選択したユーザー・アルペジオ・パターン・ブロック内のすべてのユー

ザー・アルペジオ・パターン・データを、ロード先に選んだユーザー・アル

ペジオ・パターン・ブロックにロードします。

①“To ”でロード先のユーザー・アルペジオ・パターン・ブロックを選び

ます。

選択したユーザー・アルペジオ・パターン・ブロック000 ～199

(A/B) および312 ～506(User) のロード先を200(H) ～311

(N) にして実行した場合、000 ～015 および312 ～327のユー

ザー・アルペジオ・パターンがロードされます。また、200(H) ～

311(N) のロード先に000 ～199(A/B) および312 ～506

(User) を選択すると000 ～015 および312 ～327のユー

ザー・アルペジオ・パターンへロードされます。

② ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

13) Load an Arpeggio Pattern: 選択アイコン 

選択した1ユーザー・アルペジオ・パターン・データを、ロード先に選

んだユーザー・アルペジオ・パターン・ナンバーにロードします。

①“Arp Pattern ”( 上段) では、選択したユーザー・アルペジオ・パター

ン以外をロードするときに、ロードするユーザー・アルペジオ・パター

ンを選び直します。

選択したユーザー・アルペジオ・パターンは、ロード前でも鍵盤を

弾くと動作します。ロードするユーザー・アルペジオ・パターンを確

認する際に便利です。( ☞p.176)

②“To Arp Pattern ”( 下段) でロード先のユーザー・アルペジオ・パ

ターンを選びます。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

14) Load Global Setting: 選択アイコン 

.PCG ファイル内のグローバル・セッティング・データをロードします。

Globalモードでのドラムキット、ユーザー・アルペジオ・パターン以

外のパラメーターが含まれます。

メモリー・プロテクト、システム・クロックの情報はロードされません。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

15) Load .SNG: 選択アイコン 

.SNG ファイル内のすべてのデータをロードします。

①“Select .SNG Allocation ”で.SNG 内にあるソング・データの

ロード方法を指定します。

Append: すでにインターナル・メモリー上に存在する最後のソング・

データの次のナンバーからロードします。このとき、ロードされる

. S N G ファイル内のソング･データは、つめてロードされます。

(☞p.178 図“.SNG Allocation ”)

インターナル・メモリー上にあるソング・データを消去せずにメディア

からソング・データを追加してロードする場合に選びます。キュー・リ

スト・データはロードされません。

Clear: すでにインターナル・メモリー上に存在するキュー・リスト・

データおよびソング・データをすべて消去して、キュー・リスト・データ

とセーブ時のソング・データの配置をそのままロードします。

(☞p.178 図“.SNG Allocation ”)

電源オン直後などでセーブした状態をそのまま再現するときに選び

ます。

② カレント・ディレクトリに同一ファイル名の.PCGファイル、.KSCファイ

ルがある場合は“Load ********.PCG too”チェック・ボックス、

“Load ********.KSC too”チェック・ボックスが選択できます。

☞ 「1) Load .PCG: ①」

・“Load********.PCG too ”をチェックしたときは、“.PCG

Contents ”で.PCG ファイル内のバンクを指定します。

☞ 「1) Load .PCG: ②」

・“Load********.KSC too ”をチェックしたときは“Select .KSC

Allocation ”で.KSC ファイル内にあるソング・データのロード方法

を指定します。

☞ 「1) Load .PCG: ④」

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。
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16) Load Cue Lists: 選択アイコン 

.SNG ファイル内のキュー・リスト・データをロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

17) Load a Song: 選択アイコン 

選択した1ソング・データを、ロード先に選んだソング・ナンバーにロー

ドします。

①“Song ”( 上段) では、選択したソング以外をロードするときに、ロー

ドするソングを選び直します。

②“To Song ”( 下段) でロード先のソングを選びます。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

18) Load Tracks: 選択アイコン 

選択したソング内の全トラックのイベント・データを、ロード先に選んだ

ソングにロードします。ただし、クリエイトされていないソングはロード

先に指定できません。

①“Song ”でロード先のソングを選びます。

② ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

19) Load Pattern Data: 選択アイコン 

選択したユーザー・パターンを、ロード先に選んだソングのユーザー・パ

ターンにロードします。ただし、クリエイトされていないソングはロード

先に指定できません。

①“Pattern ”( 上段) では選択したユーザー・パターン以外をロードす

るときに、ロードするユーザー・パターンを選び直します。

②“To Song ”,“ Pattern ”( 下段) でロード先のソングおよびユー

ザー・パターンを選びます。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

20) Load Standard MIDI File: 選択アイコン 

選択したスタンダードMIDI ファイルを、ロード先に選んだソング・ナン

バーにロードします。

①“Song ”でロード先のソングを選びます。

②“Exclusive ”Off （チェックしない）では、SMFデータに含まれるシ

ステム・エクスクルーシブ・メッセージとユニバーサル・エクスクルー

シブ・メッセージはロードされません。

On（チェックする）では、SMFデータに含まれるシステム・エクスク

ルーシブ・メッセージとユニバーサル・エクスクルーシブ・メッセージ

をエクスクルーシブ・イベントとしてロードします。

GS/XG のすべての音色配列やメッセージには対応していませ

ん。データの内容によっては正しく再生されない場合があります

が、“Exclusive ”をOn（チェックする）にすることによってデータ

の保持は可能です。

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

未定義のファイルを選び、“Load Selected ”を選択すると、スタ

ンダードMIDI ファイルとみなし、Load Standard MIDI File ダ

イアログを表示します。ロードを実行すると、ロード先に指定した

ソングにロードします。ただし、ファイルの形式が適切でない場合

は、無効となりエラー・メッセージが表示されます。

ソングにロードされるプログラム、バンク、プログラム・ナンバーは、

“Bank Map ”(Global P0:0-2a) の設定に従います。“Bank

Map”がKORGのときは、バンク・セレクト00.00(MSB.LSB) に

対してAバンクが選ばれます。“Bank Map ”がGM(2)のときは、

Gバンクが選ばれます。

21) Load and Transmit MIDI Exclusive Data:

選択アイコン 

.EXL ファイル内のすべてのデータをロードし、MIDI OUT またはUSB

B端子から送信します。

①“To ”で送信する出力端子を指定します。

MIDI OUT: MIDI OUT 端子

USB: USB B端子

②“Transmit Interval Time”では、複数のエクスクルーシブ・データ

が.EXLファイルにある場合に、その転送インターバルを指定します。

他のTRITON Extremeに転送する場合はデータの種類で設定が異

なります。すべてのProgramデータを転送した後は、約2秒間隔を

おく必要があります。詳しくは、GlobalモードのDump(☞GLOBAL

P1-1: ページ・メニュー・コマンド)を参照してください。他のMIDI機

器に関しては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。

③ ロードするときはOKボタンをロードしないときはCancelボタンを

押します。

転送可能なデータ・サイズは、1,048,576Byte です。
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サンプル・データのロード
これより説明する22) Load .KSC、23) Load .KMP、24) Load

.KSFではコルグ・フォーマットのPCMデータ・ファイルを本機のサンプ

ル・メモリー(RAM) にロードします。

サンプル・メモリー(RAM)について
本機のサンプル・メモリー(RAM) は標準で16MByte です。

(16MByte SIMM が72ピンSIMM 用スロットに搭載されています。)

3つの72ピンSIMM 用スロットにSIMM を増設することにより最大

96MByte(32MByte SIMM x3) までサンプル・メモリー(RAM) 容

量を拡張することができます。

メディアのサンプルは、モノで最大16Mbyte 、ステレオで最大

32Mbyte（ただしサンプル・メモリー32Mbyte 以上拡張時）ま

でが、サンプル・メモリー(RAM) へロードできます。

ロードできる最大数の制限について
・ マルチサンプル数：　最大1000 個

・ サンプル数：　最大4000 個

・ マルチサンプルで使用されているサンプル数：　最大4000 個

コルグ・フォーマットのPCMデータ・ファイルについて

KSCファイル： 

拡張子がKSC(Korg SCript) のファイルには、.KMP ファイル、.KSF

ファイル名が記述されています。

.KSC ファイルをロードすると、記述されている.KMP ファイルと.KSF

ファイルがまとめてロードされます。複数のマルチサンプル、サンプル

をまとめてロードするときに使用します。

セーブ時には.KSC ファイルと同じファイル名でディレクトリが作成さ

れ、その中には.KSC ファイルに記述されている.KMP ファイルと.KSF

ファイルがセーブされます。

KMPファイル： 

拡張子がKMP(Korg Multisample Parameter) のファイルには、1

つのマルチサンプルを構成するためのパラメーターが書かれていま

す。パラメーターにはそのマルチサンプルで使用している.KSF ファイ

ル名も書かれているので、.KMP ファイルをロードするとそれに必要な

.KSF ファイルも同時にロードされます。

セーブ時には.KMP ファイルと同じファイル名でディレクトリが作成さ

れ、その中にはマルチサンプルで使用している.KSF ファイルがセーブ

されます。

KSFファイル： 

拡張子がKSF(Korg Sample File) のファイルには、1つのサンプル

を構成するためのパラメーターと波形データが書かれています。

.KSF ファイルはマルチサンプルで使用されるサンプルの1つとしても

使用できます。またドラムキットのドラムサンプルとしても選択、使用で

きます。

複数ファイルのロード
ディレクトリ内にある.KMP 、.KSF 、.AIF 、.WAV、AKAI Program 、

AKAI Sample の複数ファイルをワイルド・カードを使用して、同時に

ロードすることができます。

23) Load .KMP 、24) Load .KSF 、25) Load .AIF 、26) Load

.WAV 、27) Load AKAI Sample File 、28) Load AKAI

Program File (p.183) で使用することができます。

各ダイアログで、テキスト・エディット・ボタンを押して、テキスト入力ダイ

アログを表示します。

選択したファイル名に「＊」、「?」をワイルド・カードとして設定すること

によって、選択されているディレクトリ内にある、複数の同一拡張子( 同一

フォーマット) のサンプル・ファイルを同時にロードすることができます。

例)フォルダ内に以下のファイルがあり、“SFX_A_00.WAV ”を選び、

ワイルド・カードを設定することによって複数のファイルを同時に

ロードする場合

PIANO.WAV, SFX_A_00.WAV, SFX_A_01.WAV,

SFX_B_00.WAV, SFX_B_01.WAV, SFX_C_00.WAV

“SFX_A_00.WAV ”を選び、“Load selected ”を選び、ダイアロ

グを表示します。

テキスト・エディット・ボタン(  ) を押して、テキスト入力ダイアロ

グを表示し、ワイルド・カードを設定します。( ☞リネームの方法はOG

p.115)

「＊」は、それ以降の文字をワイルド・カードの対象とします。

「?」は、その1文字のみをワイルド・カードの対象とします。

1)SFX_A＊を設定してロードを実行すると、以下のファイルがロードさ

れます。

SFX_A_00.WAV, SFX_A_01.WAV

2)SFX_?_00を設定してロードを実行すると以下のファイルがロード

されます。

SFX_A_00.WAV, SFX_B_00.WAV, SFX_C_00.WAV

3)SFX_＊_00を設定すると“SFX_ ＊”を設定した場合と同じ扱いに

なり、以下のファイルがロードされます。

SFX_A_00.WAV, SFX_A_01.WAV, SFX_B_00.WAV

SFX_B_01.WAV, SFX_C_00.WAV

4)＊を設定してロードを実行すると、以下のようにすべての.WAVE

ファイルがロードされます。

PIANO.WAV, SFX_A_00.WAV, SFX_A_01.WAV

SFX_B_00.WAV, SFX_B_01.WAV, SFX_C_00.WAV
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22) Load .KSC :  選択アイコン 

 .KSC ファイルに記述されている.KMP ファイル、.KSF ファイルを、そ

れぞれマルチサンプル、サンプルとしてロードします。

.KSC ファイルに記述されている.KMP ファイル、.KSF ファイ

ルは、セーブ時に.KSC ファイルとともに自動的に作成される

同ファイル名のディレクトリの中にセーブされます。

①“Select .KSC Allocation ”で.KSC に含まれるマルチサンプル、

サンプルのロード方法を指定します。

Append: サンプリングやロードによって、すでに本機のサンプル・

メモリー(RAM) に存在する最後のマルチサンプル、サンプルのナン

バーの後にロードされます。このときロードされるマルチサンプル、

サンプルは有効なものだけをつめてロードします。

( ☞p.178 図“.KSC Allocation ”)

“Load ＊＊＊＊＊＊＊＊.PCG too ”にチェックしてロードした場合に、

.PCG 内のプログラムで.KSC 内のマルチサンプルを使用している

ものは、プログラムが正しいマルチサンプルに対応するように、自動

的にオシレーターのマルチサンプルが設定し直されます。.PCG 内

のドラムキットで.KSC 内のサンプルを使用しているものは、ドラム

キットが正しいサンプルに対応するように自動的にドラムキットのサ

ンプルが設定し直されます。

Clear: すでにサンプル・メモリー(RAM) に存在するマルチサンプ

ル、サンプルをすべて消去して、セーブ時のマルチサンプル、サンプ

ルの配置をそのままロードします。

( ☞p.178 図“.KSC Allocation ”)

サンプル・メモリー(RAM) 上に消去したくないマルチサンプル、サン

プルがあり、さらにマルチサンプル、サンプルをメディアよりロードす

るときに、Appendを選びます。

電源オン直後などで、セーブした状態をそのまま再現するときは、

Clearを選びます。

② カレント・ディレクトリに同一ファイル名の.PCGファイル、.SNGファイ

ルがある場合は“Load********.PCG too”、“Load ********.SNG

too”チェック・ボックスが選択できます。

☞ 「1) Load .PCG: ①」

・“Load********.PCG too ”をチェックしたときは、“.PCG

Contents ”で.PCG ファイル内のバンクを指定します。

☞ 「1) Load .PCG: ②」

・“Load********.SNG too ”をチェックしたときは“Select .SNG

Allocation ”で.SNG ファイル内にあるソング・データのロード方法

を指定します。

☞ 「1) Load .PCG: ③」

③ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

.KMP ファイルで使用する.KSF ファイルがカレント・ディレクトリ以

下にない場合、ディレクトリ指定のためのダイアログが開きます。

「ロードするファイルが見つからない場合... 」( ☞p.177) の手順で必

要な.KSF ファイルをロードしてください。

サンプル・メモリー(RAM) のオーバー・フロー・チェックは個々の

.KSF ファイルのロード時に行われるため、ロードの途中でオー

バー・フローとなることがあります。

23) Load .KMP: 選択アイコン 

選択した.KMPファイルをマルチサンプルとしてロードします。.KMPで

使用している.KSFファイルも同時に、サンプルとしてロードされます。

.KMP ファイルで使用している.KSF ファイルは、セーブ時に

.KMP ファイルとともに自動的に作成される同ファイル名の

ディレクトリの中にセーブされます。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

サンプリングやロードによって、すでにサンプル・メモリー(RAM) に

存在する最後のマルチサンプル、サンプルのナンバーの後にロード

されます。このときロードされるマルチサンプル、サンプルは有効な

ものだけをつめてロードします(Append ロード) 。

.KMP ファイルで使用する.KSF ファイルがカレント・ディレクトリ以

下にない場合、ディレクトリ指定のためのダイアログが開きます。

「ロードするファイルが見つからない場合... 」( ☞p.177) の手順で必

要な.KSF ファイルをロードしてください。

サンプル・メモリー(RAM) のオーバー・フロー・チェックは個々の

.KSF ファイルのロード時に行われるため、ロードの途中でオー

バー・フローとなることがあります。

24) Load .KSF: 選択アイコン 

選択した.KSF ファイルをサンプルとしてロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

サンプリングやロードによって、すでに本機のサンプル・メモリー

(RAM) に存在する最後のサンプルのナンバーの後にロードされま

す。(Append ロード)

AIFFファイル、WAVEファイルのロード
コンピューター等で音声データを保存するフォーマットである、AIFF

フォーマット、WAVEフォーマットのファイルをロードすることができま

す。ロードしたデータはサンプルとして使用することができます。ロード

したデータはサンプル、ドラムサンプルとして使用することができます。

25) Load .AIF: 選択アイコン 

選択したAIFF ファイルをサンプルとしてロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

サンプリングやロードによって、すでにサンプル・メモリー(RAM) に

存在する最後のサンプルのナンバーの後にロードされます。

(Append ロード)

ディレクトリ内にある複数のファイルをロードすることができます。

(☞p.182)
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26) Load .WAV : 選択アイコン 
選択したWAVEファイルをサンプルとしてロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

サンプリングやロードによって、すでにサンプル・メモリー(RAM) に

存在する最後のサンプルのナンバーの後にロードされます。

(Append ロード)

ディレクトリ内にある複数のファイルをロードすることができます。

(☞p.182)

ファイルがAIFF/WAVE フォーマットであっても、拡張子が.AIF/

.WAV 以外の場合はAIFF/WAVE ファイルとして認識できませ

ん。その場合はUtility ページのページ・メニュー・コマンド

“Rename ”(0-3A) で、ファイル名の末尾4文字を.AIF/.WAV に

してください。

サンプルとしてロードしたデータにループ・ポイントがある場合、本

機で“S.Ofs(Start Offset) ”(Program P1:1-2a) を設定する

とループ・ポイントから発音します。

サンプル・サイズが8ビット以下のデータをロードする場合、本機で

は16ビットに変換されるため、ファイル・サイズの約2 倍のメモ

リーが消費されます。またこの変換でデータ・サイズが大きくなる

ことによって、そのデータがメディアへセーブできない場合もあり

ますので注意してください。

AKAI S1000/S3000フォーマットのSampleファイル、
Programファイル、ボリュームをロードする
本機では、AKAI S1000/S3000 フォーマットのSample ファイル、

Program ファイル、ボリュームをロードすることができます。ロードした

Sample ファイル・データをRAMサンプルとして使用することができ

ます。Program ファイル・データは、キーグループ、キーグループ・ゾー

ン、オシレーター、ピッチ、フィルター、アンプ/ パン、EG等のパラメー

ターに対応し、TRITON Extreme のプログラムへ、またはプログラム

とコンビネーションへコンバートしてロードすることができます。ボ

リュームは、ボリュームに含まれるすべてのProgram ファイルおよび

Sample ファイルをまとめてロードできます。

また、AKAI S1000/S3000フォーマットのファイル名の最後に“-L”、

“-R”が付くステレオのSampleファイルおよびProgramファイルを、本

機にステレオのサンプルおよびマルチサンプルとしてロードすることがで

きます。

上記ファイルをロードすると、自動的にステレオのサンプルおよびマルチ

サンプルとして認識するように、“-L”、“-R”をサンプル名、マルチサンプ

ル名の最後(15、16文字目)に移動します。

27) Load AKAI Sample File:  選択アイコン 

選択したSample ファイルをサンプルとしてロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

サンプリングやロードによって、すでにサンプル・メモリー(RAM) に

存在する最後のサンプルのナンバーの後にロードされます

(Append ロード) 。ロードしたデータをメディアにセーブすると、

.KSF ファイルでセーブされます。( また、.AIF 、.WAV でのエクス

ポートが可能です。☞0-2H 「Export Smpl AIF/WAV 」)

サンプルとしてロードしたデータにループ・ポイントがある場合、本

機で“S.Offset ”(Program P1:1-2a) を設定するとループ・ポイ

ントから発音します。

サンプル名の最後(11 、12 文字目) に“-L ”,“-R ”が付いている場

合、自動的に“-L ”,“-R ”を本機のサンプル名の最後(15 、16文字

目) に移動します。

サンプル名の最後が“-L ”,“-R ”で、その前までのネームが同じで

ある2つのファイルをロードして、Sampling モードでステレオの

マルチサンプルにアサインさせると、ステレオ・サンプルとして認

識します。

Sampleファイルについて

パラメーター AKAI S1000/S3000 ロード後の本機でのフォーマット

ループ・ポイント 複数設定可能 複数のループ・ポイントのうち、最初

にHOLDループになっているものを

採用。HOLDループがない場合、最

もループが長いものを採用

ループの長さ 1サンプル以下の 1サンプル以下のレゾリューション

レゾリューション は無視

で設定可能

ディレクトリ内にある複数のファイルをロードすることができます。

(☞p.182)

28) Load AKAI Program File: 選択アイコン 

選択したProgram ファイルを本機のプログラムへ、またはプログラム

とコンビネーションへコンバートしてロードします。また、マルチサンプ

ルとサンプルとしてだけロードすることもできます。

① ディレクトリ・ウィンドウで、AKAI Program ファイルを選びます。

② ページ・メニュー・コマンド“Load selected”を選び、ダイアログを

表示します。

③“Advanced Conversion Load”でAKAI Program ファイルの

ロード方法を選びます。

On（チェックする）: Program ファイルのキーグループ、キーグルー

プ・ゾーン、オシレーター、ピッチ、フィルター、アンプ/ パン、LFO 、EG

等のパラメーターをTRITON Extreme のプログラムへまたはプロ

グラムとコンビネーションへコンバートしてロードします。

マルチサンプル、サンプルも同時にコンバート・ロードされます。

Off（チェックしない）: 選択したProgram ファイルをマルチサンプ

ルとしてロードします。Program ファイル中のキー・マップ関係のパ

ラメーターのみを読み込んでマルチサンプルを作成します。

（☞p.318 「AKAI Program ファイルについて」）

④“Advanced Conversion Load ”をチェックしたときに、Append

to の“Combination”でコンバート・ロードによって作成されるコ

ンビネーションのロード先のバンクとナンバーを指定します。実行す

ると、ここで指定したバンクとナンバーを先頭に、作成されたコンビ

ネーションがロードされます。

⑤“Advanced Conversion Load ”をチェックしたときに、Append

to の“Program”でコンバート・ロードによって作成されるプログラ

ムのロード先のバンクとナンバーを指定します。実行すると、ここで

指定したバンクとナンバーを先頭に、作成されたプログラムがロー

ドされます。
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ロードされるマルチサンプル、サンプルは、すでにサンプル・メモ

リー(RAM) に存在する最後のマルチサンプル、サンプルの後に

ロードされます。このときロードされるProgram ファイル、

Sample ファイルは有効なものだけをつめてロードします

(Append ロード) 。

Program ファイルで使用するSample ファイルがカレント・ディレ

クトリ以下にない場合、ディレクトリ指定のためのダイアログが開き

ます。「ロードするファイルが見つからない場合... 」( ☞p.177) の

手順で必要なSample ファイルをロードしてください。

サンプル・メモリー(RAM) のオーバー・フロー・チェックは個々の

Sample ファイルのロード時に行われるため、ロードの途中でオー

バー・フローとなることがあります。

ロードしたマルチサンプルで、サンプル名の最後に“-L ”,“-R ”が

付くサンプルをアサインしている場合、自動的にマルチサンプル名

の最後(15 、16文字目) に“-L ”,“-R ”が付けられます。

マルチサンプル名の最後が“-L ”,“-R ”で、その前までのネームが

同じである2 つのマルチサンプルがロードされた場合、

Sampling モードでステレオのマルチサンプルとして認識します。

AKAI Program の構成によっては、複数のプログラムと1つのコ

ンビネーションにコンバートしてロードされます。この場合、コン

バート後のプログラム最大数はコンビネーションで使用可能な8

個に制限され、“Exceeded 8 Programs ”のメッセージが表示

されます（☞p.303 ）。複雑な構成のAKAI Program をロードす

るときはご注意ください。

ロード先のバンクとナンバーがN127を超える場合、ロードは自

動的に終了します。

指定したバンク/ ナンバー以降は、ロードすることで書き替えられ

ます。データを残しておきたい場合は、事前に“Save All ”または

“Save PCG ”でセーブしておいてください。

29) Load AKAI Volume: 選択アイコン 

AKAI S1000/3000 フォーマットのサンプルCD等のボリュームか

ら、Program ファイルおよびSample ファイルをまとめてロードするこ

とができます。AKAI S1000/3000 フォーマットのサンプルCD等で

は、Program ファイルおよびSample ファイルは、パーティション、ボ

リュームに分割されています( ☞p.175 図) 。

① 0-1: Load ページの“Media Select ”でAKAI S1000/3000

フォーマットのメディアを選びます。

② ディレクトリ・ウィンドウで、AKAI S1000/3000 フォーマットのボ

リュームを選びます。

③ ページ・メニュー・コマンド“Load selected ”を選び、ダイアログを

表示します。

④“Advanced Conversion Load”をチェックすると、選択したボ

リュームに含まれるすべてのSample ファイルをサンプルとして

ロードします。また、Program ファイルのキーグループ、キーグルー

プ・ゾーン、オシレーター、ピッチ、フィルター、アンプ/ パン、EG等の

パラメーターをTRITON Extreme のプログラムへ、またはプログ

ラムとコンビネーションへコンバートしてロードします。（マルチサ

ンプルも同時にコンバート・ロードします）

チェックしないと、選択したボリュームに含まれるすべてのSample

ファイルをサンプルとして、Program ファイルをマルチサンプルと

してロードします。Program ファイル中のキー・マップ関係のパラ

メーターのみを読み込んで、マルチサンプルを作成します。

（☞p.318 「AKAI Program ファイルについて」）

⑤“Advanced Conversion Load ”をチェックしたときに、Append

to の“Combination”でコンバート・ロードによって作成されるコ

ンビネーションのロード先のバンクとナンバーを指定します。実行す

ると、ここで指定したバンクとナンバーを先頭に、作成されたコンビ

ネーションがロードされます。

⑥“Advanced Conversion Load ”をチェックしたときに、Append

to の“Program”でコンバート・ロードによって作成されるプログラ

ムのロード先のバンクとナンバーを指定します。実行すると、ここで

指定したバンクとナンバーを先頭に、作成されたプログラムがロー

ドされます。

ロード先のバンクとナンバーがN127を超える場合、ロードは自

動的に終了します。

指定したバンク/ ナンバー以降は、ロードすることで書き替えられ

ます。データを残しておきたい場合は事前に“Save All ”または

“Save PCG ”でセーブしておいてください。

KCDファイルのロード

30)Load .KCD
選択した.KCD ファイルをロードします。

① ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。

ロードした内容はMake Audio CD ページに表示されます。また

ロード時にリストの中にあるWAVEファイルをチェックして、ファイル

が無い場合には"File/Path not found" が表示されます。

0–1D: Load PCG(RAM) and Samples
"Load PCG (RAM) and Samples" では、.PCG ファイル内にある

RAMサンプルを使用しているプログラム、ドラムキット、コンビネーショ

ン、ソングのみをロードします。RAMサンプルを使用したプログラムや

コンビネーション等の編集に有効です。

.PCG ファイル内のRAMサンプルを使用しているプログラム、ドラム

キットと、それらのプログラムを使用しているコンビネーション、ソング

をロードします。また、ロードするコンビネーション、ソングに含まれるす

べてのプログラムもロードすることができます。

指定するバンク、ナンバーから順に該当するプログラム、コンビネーショ

ンが自動的にロードされます。なお、ロード時にサンプル・ナンバーやプ

ログラム・ナンバーが正しく対応するように自動的に調整されます。

.PCGファイルでロードされる内容：
1) Drum Kit : “High/Low Drumsample Bank ”（Global P5: 5-

1b/1c ）で、少なくとも1つのKEYでRAMを設定しているドラム

キット。

2) Program: “Oscillator Mode ”（Program P1: 1-1a ）でDrums

を設定し、“Drum Kit ”（Program P1: 1-2d ）で上記1. のドラム

キットを設定しているプログラム。

3) Program: “Oscillator Mode ”（Program P1: 1-1a ）でSingle

またはDouble を設定し、“OSC1/2 Multisample High/Low
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Bank ”（Program P1: 1-2a/2b ）で、少なくとも1箇所でRAM

を設定しているプログラム。

4) Combination: “Bank/Program ” （Combination P0: 0-1c/

1-1b ）で、上記2.または3.のプログラムを設定しているコンビネー

ション。

.SNGファイルでロードされる内容：
1) Song: “Program Select （Bank/Program ）” （Sequencer

P0: 0-1b/2b ）で、上記「.PCG ファイルでロードされる内容」の2.

または3.のプログラムを設定しているソング。

最後のソング・ナンバーの次から、つめてロードします。（☞p.178

「.SNG Allocation 」）

キュー・リスト・データはロードされません。

ロード後、各データが正しく対応するように自動的に設定しなお
される内容 ：
・ マルチサンプルで使用しているRAMサンプル・ナンバー

・ ドラムキットで使用しているRAMサンプル・ナンバー

・ プログラムで使用しているRAMマルチサンプル・ナンバー

・ プログラムで使用しているドラムキット・ナンバー

・ コンビネーションで使用しているプログラム・バンク/ ナンバー

・ ソングで使用しているプログラム・バンク/ ナンバー（トラック、パ

ターン・イベントがある場合、イベント内のプログラム・バンク/ ナン

バー）

① ディレクトリ・ウィンドウで.PCG ファイルを選びます。

② このコマンドを選び、ダイアログを表示します。

このコマンドは、.PCG ファイルを選んだときだけに表示され、選択

できます。

③  .PCG ファイルと同一ファイル名の.SNG ファイルを、一緒にロード

する場合は“Load ********.SNG too ”チェック・ボックスをチェッ

クします。

.PCG ファイルと同一ファイル名で拡張子が.KSC のファイルは、

.PCG ファイルと一緒にロードされます。カレント・ディレクトリ以下

にファイルがない場合は、「ロードするファイルが見つからない場

合... 」（☞p.177 ）の手順に従ってロードを実行してください。

④ “Load ROM-Program in Combi/Song too”をチェックする

と.PCG ファイルのコンビネーション、.SNG ファイルのソングにおい

て、RAMを使用しているプログラムと一緒にROMを使用している

プログラムもロードします。ロードするコンビネーション、ソングでプ

リロード・プログラム以外に作成したユーザー・プログラムを使用し

ている場合などに設定します。

ロードするコンビネーション、ソングで使用している全てのROM

を使用しているプログラムがロードされます。

Bank F のプログラム・データはロードされません。

チェックしないときは.PCG ファイルのコンビネーション、.SNG ファ

イルのソングにおいて、RAMを使用しているプログラムのみをロー

ドします。RAMを使用しているプログラムに加えて、プリロード・プ

ログラムを使用している場合は、通常チェックしません。

⑤ Append to の“Combination”で.PCG ファイル内にあるコンビ

ネーションのロード先のバンクおよびナンバーを指定します。実行

すると、ここで指定したバンクおよびナンバーを先頭に、有効なコン

ビネーションのみがつめてロードされます。

ロード先のバンクおよびナンバーが、N127を超える場合、ロードは

自動的に終了します。

⑥ Append to の“Program”で.PCG ファイル内にあるプログラム

のロード先のバンクおよびナンバーを指定します。実行すると、ここ

で指定したバンクおよびナンバーを先頭に、有効なプログラムのみ

がつめてロードされます。

ロード先のバンクおよびナンバーが、N127を超える場合、ロードは

自動的に終了します。

⑦ Append to の“Drum Kit”で.PCG ファイル内にあるドラムキッ

トのロード先のナンバーを指定します。実行すると、ここで指定した

ナンバーを先頭に、有効なドラムキットのみがつめてロードされま

す。

ロード先のバンクおよびナンバーが、143（User ）を超える場合、

ロードは自動的に終了します。

指定したバンク/ ナンバー以降は、ロードすることによって書き替

えられます。データを残しておきたい場合は事前に“Save All ”ま

たは “Save PCG ”でセーブしておいてください。

⑧ ロードするときはOKボタンを、ロードしないときはCancelボタン

を押します。
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0–2: Save
インターナル・メモリーの各データをメディアにセーブします。

Openボタン、Upボタンで目的のディレクトリに移動(カレント・ディレクト

リ)してから、ページ・メニュー・コマンドを選びます。

セーブを実行すると、表示しているファイルと同じ階層にセーブされます。

本機はカレンダー、時計を内蔵しています。セーブ時に自動的に日

付と時刻が付けられます。日付と時刻は“Set Date/Time”(0-

3E)で設定します。

0–2

▼ 0–2: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–2F

0–2G

0–2H

0–2I

0–2A

0–2B

0–2C

0–2D

0–2E

“Save All”、“Save PCG & SEQ”、“Save PCG”でコンビネー

ションをセーブするときは、ティンバーに使用しているプログラム(お

よびプログラムで使用しているドラムキット)やユーザー・アルペジ

オ・パターンを同時にセーブするように心がけてください。

同様にプログラムをセーブするときは、使用しているドラムキット、

ユーザー・アルペジオ・パターンを同時にセーブするようにしてくだ

さい。

Samplingモードなどで作成したマルチサンプル、サンプルをプ

ログラムやドラムキットで使用している場合は、“Save All”でセー

ブすることをおすすめします。

また“Save PCG”および“Save Sampling Data”で、プログラ

ムやドラムキット、Samplingモードで作成したマルチサンプルとサ

ンプルを個別にセーブする場合も、同じディレクトリに同ファイル名

でセーブすることをおすすめします。

“Load PCG”で.PCGファイルをロードする際に、同名の.KSC

ファイルを同時にロードすることで プログラムやドラムキットが

セーブ時の正しいマルチサンプル/サンプルに自動的に対応する

ようになります。

セーブ時にメディアにデータが入りきらない場合は
.PCG、.KSC、.KMP、.KSFの各ファイルをセーブするときに1つのメ

ディアにデータが入りきらない場合は、“No space available on

medium”が表示されます。

本機のCFカード・スロットに挿入したメディアに対してこの作業は

できません。本機のCFカード・スロットはホット・プラグに対応して

いないため、電源がオンになっているときにメディアを取り出すと故

障の原因となります。

① 分割して複数のメディアにセーブするときは、セーブ用のメディアが複

数あることを確認して、“No space available on medium”ダイア

ログのOKボタンを押します。セーブが始まります。

分割したくないときは、Cancelボタンを押して、空き容量の大きなメ

ディアを選びセーブしてください。

② セーブの途中で、メディアの空き容量が無くなると、次のダイアログ

が表示されます。

メディアを挿入して、LCD画面を押してメディアを認識させるか、

セーブする先のメディアを“Media Select”(0-1c)で指定します。

③ Select ボタンを押すと、セーブが続行されます。さらに“No space

available on medium”ダイアログが表示される場合は、①～③の操

作を繰り返してください。

Cancel ボタンを押すとセーブが中断されます。このままセーブを

中断する場合は、ダイアログのOKボタンを押します。

また、Skip ボタンを押すと指示されたファイルをスキップし、次の

ファイルがセーブされます。

0–2A: Save All (PCG, SNG and KSC)
インターナル・メモリーのすべてのプログラム、コンビネーション、ドラム

キット、ユーザー・アルペジオ・パターン、グローバル・セッティングを

.PCG ファイルとして、ソング、キュー・リストを.SNG ファイルとして、

Samplingモードで作成したマルチサンプル、サンプルを.KSC ファイ

ルとして、それぞれをメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save All ”を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。(☞OG p.115)

例えばNEWFILEを設定しセーブを実行すると、NEWFILE.PCG、

NEWFILE.SNG、NEWFILE.KSCがメディアにセーブされます。

③ セーブするバンクを選びます。

プログラム、コンビネーション、ドラムキット、アルペジオ・パターンは

バンク単位でのセーブが可能です。セーブするバンク情報は各

Selection ボタンの下に表示されます。チェックされているバンク

がセーブされます。

変更したいときはSelectionボタンを押してダイアログを表示し、

セーブするデータのチェック・ボックスをチェックします。
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ProgramのSelectionボタンを押した例

All ボタンを押すと、すべてのバンクがチェックされます。

Nothing ボタンを押すと、すべてのバンクのチェックがはずれます。

設定を変更する場合はOKボタンを、変更しない場合はCancel ボ

タンを押します。

“Global Setting”をセーブするかしないかは①のチェック・ボック

スで設定できます。

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

“No space available on medium”ダイアログが表示されると

きは「セーブ時にメディアにデータが入りきらない場合は」の手順に

従ってセーブを実行してください。

実行すると、カレント・ディレクトリにファイルが作成されます。セーブ

したメディアが複数に及ぶ場合は、これらのファイルが分けられてい

ます。設定したファイル名で作成される.PCG、.SNG、.KSCファイ

ルの他にディレクトリが1つ作成されます。このディレクトリには、

NEWFILE.KSCに記述されているファイルがセーブされます。

0–2B: Save PCG & SEQ
インターナル・メモリーのすべてのプログラム、コンビネーション、ドラム

キット、ユーザー・アルペジオ・パターン、グローバル・セッティングを

.PCG ファイルとして、ソング、キュー・リストを.SNG ファイルとして、そ

れぞれをメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save PCG & SEQ ”を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイル

名を設定します。

例えばNEWFILEを設定してセーブを実行すると、NEWFILE.PCG、

NEWFILE.SNGがメディアにセーブされます。

③ セーブするバンクを選びます。

(☞設定方法は「0-2A:Save All ③」参照)

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

0–2C: Save PCG
インターナル・メモリーのすべてのプログラム、コンビネーション、ドラム

キット、ユーザー・アルペジオ・パターン、グローバル・セッティングを

.PCGファイルとしてメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save PCG ”を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。

例えばNEWFILEを設定してセーブを実行すると、NEWFILE.

PCGがメディアにセーブされます。

③ セーブするバンクを選びます。

(☞設定方法は「0-2A:Save All ③」参照)

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

0–2D: Save SEQ (Songs and Cue Lists)
インターナル・メモリーのすべてのソング、キュー・リストを、.SNGファ

イルとしてメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save SEQ ”を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。

例えばNEWFILEを設定してセーブを実行すると、NEWFILE.

SNGがメディアにセーブされます。

③ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

0–2E: Save Sampling Data (Multisamples and Samples)
以下のマルチサンプル、サンプル・データを、コルグ・フォーマットの

.KMPファイル、.KSFファイル、およびこれらをまとめる.KSCファイル

としてメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

・ 本機でサンプリングしたり、エディットしたマルチサンプル、サンプル

・ Mediaモードでロードしたマルチサンプル、サンプル

・ 本体内部のサンプル・メモリー(RAM)上のマルチサンプル、サンプル

①“Save Sampling Data ”を選び、ダイアログを表示します。
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② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。(☞OG p.115)

③ セーブする内容を設定します。(すべてコルグ・フォーマットでセーブ

されます。)次の5つのラジオ・ボタンから選びます。

All: サンプル・メモリー(RAM)上のすべてのマルチサンプル、サン

プルを.KMPファイル、.KSFファイルとしてセーブします。同時にそ

れらをまとめる.KSCファイル、ディレクトリも作成されセーブされま

す。

ファイル名は.KSCファイルのファイル名、ディレクトリ名となります。

All Multisamples: すべてのマルチサンプル、サンプル(マルチサ

ンプルで使用しているサンプル)を.KMPファイル、.KSFファイルと

してセーブします。同時にそれらをまとめる.KSCファイル、ディレク

トリも作成されセーブされます。

ファイル名は.KSCファイルのファイル名、ディレクトリ名となります。

All Samples: すべてのサンプルを.KSFファイルとしてセーブし

ます。同時にそれらをまとめる.KSCファイル、ディレクトリも作成さ

れセーブされます。

ファイル名は.KSCファイルのファイル名、ディレクトリ名となります。

One Multisample: 選択した1つのマルチサンプルを.KMPファ

イルとしてセーブします。同時にディレクトリが作成され、マルチサン

プルで使用しているサンプルがディレクトリの中の階層にセーブさ

れます。

ファイル名は.KMPファイルのファイル名、ディレクトリ名となります。

ファイル名の初期状態は、マルチサンプルの16文字の名前の先頭5

文字(大文字)+マルチサンプル・ナンバーが自動的にセットされます。

例)

000: NewMS_ _ _ _ _ _000 → NEWMS000.KMP

001: 108bpmDrLoop00 → 108BP001.KMP

One Sample: 選択した1つのサンプルを.KSFファイルとしてセー

ブします。

ファイル名は.KSFファイルのファイル名として使用されます。

ファイル名の初期状態は、サンプルの16文字の名前の先頭4文字

(大文字)＋サンプル・ナンバーが自動的にセットされます。

例)

0000: NewSample_0000 → NEWS0000.KSF

0001: C#3-EGuitar → C#3-0001.KSF

AIFF(.AIF) 、WAVE(.WAV)フォーマットでエクスポートする場合

は、ユーティリティ“Export Smpl AIF/WAV ”を選びます。

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

セーブした.KMPファイル、.KSFファイルはページ・メニュー・コマ

ンド“Translation”(0-1B)をオンすることで、マルチサンプル

名、サンプル名を表示します。メディア内の必要なファイルを探す

ときに便利です。

0–2F: Save to Std MIDI File
(Save Song as Standard MIDI File)

インターナル・メモリーのソング・データを.MIDファイル(スタンダード

MIDIファイル)としてメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save to Std MIDI File ”を選び、ダイアログを表示します。

②“Song ”でセーブするソングを選びます。

③“Exclusive ”をOn（チェックする）にすると、ソング・データに含ま

れるシステム・エクスクルーシブ・イベントとユニバーサル・エクスク

ルーシブ・イベントをエクスクルーシブ・メッセージとしてセーブしま

す。

Off （チェックしない）ではソング・データに含まれるシステム・エクス

クルーシブ・イベントとユニバーサル・エクスクルーシブ・イベントは

セーブされません。

④ テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。ソング名の頭8文字(大文字)が初期設定として

自動的に設定されます。

⑤ ラジオ・ボタンで、フォーマットを指定します。

Format 0 にすると、16トラックのMIDIデータを、1トラックにまと

めてセーブします。

Format 1 にすると、トラックごとにセーブします。

⑥ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

ここでセーブしたソング・データは、スタンダードMIDIファイルに対

応した機器で再生できます。ただし、本機で再生するときは、ソング

のデータを本機専用フォーマットでセーブした方が再現性が高いの

で“Save SEQ” でセーブすることをおすすめします。

0–2G: Save Exclusive
(Receive and Save MIDI Exclusive Data)

受信したエクスクルーシブ・データを、インターナル・メモリーに一度溜

め、そのデータを.EXLファイルとしてメディアにセーブします。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save Exclusive ”を選び、エクスクルーシブ・データを受信可能

な状態にします。次のダイアログを表示します。

② セーブするエクスクルーシブ・データを本機へ送信します。受信して

いる間は、「Status=RECEIVING MIDI DATA 」と表示されます。

受信を終了すると受信したデータ・サイズと受信可能なデータ・サイ

ズが書き変わります。表示が「Status=AWAITING MIDI DATA 」

となり、続けてエクスクルーシブ・データを本機へ送信することもで

きます。受信中はCancel ボタン、OKボタンは押せません。

③ テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。
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0–2H: Export Smpl AIF/WAV
(Export Samples as AIFF/WAVE)

Samplingモードでレコーディングやエディットした、またはMediaモー

ドでロードしたサンプル・メモリー(RAM) 上のサンプル・データを、

AIFF、WAVEフォーマットのサンプル・ファイルとしてメディアにエクス

ポート(書き出し)します。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

通常、サンプル・データの保存は、Save All やSave Sampling

DataでのKORGフォーマット(.KSC、.KMP、.KSF)でセーブす

ることをおすすめします。サンプル・メモリー(RAM)上にあるマル

チサンプル、およびマルチサンプルで使用しているサンプル等の

状態を管理してセーブすることができます。

コンピューター等のAIFF、WAVEフォーマット対応アプリケーショ

ンで、本機でサンプリングやエディットしたサンプルを使用する場

合に“Export Smpl AIF/WAV ”を使用します。

“Export Smpl AIF/WAV ”では、マルチサンプル・ファイルはエ

クスポートされません。エクスポートされたAIFF、WAVEフォー

マット・サンプルは、再度ロードすることができますが、セーブ時の

サンプル・ナンバーとロード時のサンプル・ナンバーが異なる場

合、マルチサンプル各インデックスでのサンプルの選択等の再設

定が必要になる場合があります。

また、“Export Smpl AIF/WAV ”では、Samplingモードで設定

した以下のパラメーター情報が失われます。

・ サンプル・ネーム

・ ループ・チューン(Sampling 2-1c “Loop Tune”)

・ リバース(Sampling 2-1c “Rev”)

・ ＋12dB (Sampling 2-1c)

本機上でステレオ扱いとなっているサンプルは、L/R独立した2

つのファイルとしてエクスポートされます。

① “Export Smpl AIF/WAV ”を選び、ダイアログを表示します。

② “Format ”でエクスポートするファイル・フォーマットをAIFF また

はWAVEから選びます。

③ テキスト・エディット・ボタンを選びテキスト・エディット・ダイアログに

移り、ファイル名を設定します。(☞OG p.115)

④ “To ”エクスポートする内容を設定します。

All Samples:  すべてのサンプルをエクスポートします。

ファイル名は設定できません。サンプルの16文字の名前の先頭4

文字(大文字)+サンプル・ナンバーがファイル名として自動的に付け

られます。

例)

0000: NewSample_0000→NEWS0000.AIF

0001: C#3-EGuitar→C#3-0001.WAV

Samples in One MS: 選択したマルチサンプルで使用している

すべてのサンプルをエクスポートします。

ファイル名は、5文字のみ設定可能です。ファイル名5文字＋マルチ

サンプルでのインデックス・ナンバー(001～128)が自動的に設定

されます。

ファイル名の初期状態は、MS＋マルチサンプル・ナンバー(000～

999)が自動的にセットされます。

例)

000: NewMS______000:

インデックス001で選択されたサンプル→MS000001.AIF

インデックス002で選択されたサンプル→MS000002.AIF

001: 108bpmDrLoop00:

インデックス001で選択されたサンプル→MS001001.AIF

インデックス002で選択されたサンプル→MS001002.AIF

All Samples 、Samples in One MS でのエクスポート時に、1

つのメディアにすべてのサンプル・データが入りきらない場合、

“Select other medium”ダイアログが表示されますので、別の

ダイアログが表示され、次のメディアを指定します(☞p.187「セー

ブ時にメディアにデータが入りきらない場合は」 )。ただしこのと

き、1つのサンプルがメディアの容量より大きい場合はエクスポー

トできません。容量の大きなメディアを指定するか、Skip ボタンを

押してそのサンプルのエクスポートをやめ、次のサンプルをエクス

ポートしてください。

One Sample: 選択した1つのサンプルをエクスポートします。

ファイル名は、.AIFまたは.WAVEファイルのファイル名となります。

ファイル名の初期状態は、サンプルの16文字の名前の先頭4文字

(大文字)+サンプル・ナンバーが自動的にセットされます。

One Sample でのエクスポート時に、エクスポートするサンプル・

データが、1つのメディアに入りきらない場合は、エクスポートでき

ません。

⑤ エクスポートするときはOKボタンを、 エクスポートしないときは

Cancel ボタンを押します。

0–2I: Save Audio CD Track List
Make Audio CDページで作成したトラック・リストをセーブします。

WAVEファイルのあるドライブ、ディレクトリ位置とWAVEファイル名が

セーブされます。

カレント・ディレクトリがDOSディレクトリのときのみ有効です。

①“Save Audio CD Track List ”を選び、ダイアログを表示しま

す。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ファイ

ル名を設定します。

例えばNEWFILEを設定してセーブを実行すると、NEWFILE.

KCDがメディアにセーブされます。

③ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。
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0–3: Utility
選択したメディア、ファイルに対し、リネーム、コピー、デリート、新規ディ

レクトリの作成、フォーマット、日付と時刻等の設定を行います。

メディア、ファイルを選択してから、ページ・メニューのコマンドを選びま

す。

0–3

▼ 0–3: Page Menu Command

0–1A

0–1B

0–3G

0–3H

0–3I

0–3J

0–3A

0–3B

0–3C

0–3D

0–3E

0–3F

0–3A: Rename
選択したファイル、ディレクトリの名前を変更します。

DOSファイル、DOSディレクトリを選んでいるときのみ有効です。

① 名前を変更するファイル、ディレクトリを選びます。

②“Rename ”を選び、ダイアログを表示します。

③ テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、名前を

変更します。

④リネームするときはOKボタンを、リネームしないときはCancel ボ

タンを押します。

0–3B: Copy
選択したファイル、ディレクトリをコピーします。

DOSファイル、DOSディレクトリを選んでいるときのみ有効です。

① コピーするファイル、ディレクトリを選びます。

②“Copy”を選び、ダイアログを表示します。

③ ダイアログ左上の「Copy」には、選択したファイル、ディレクトリ

名が表示されます。

コピーするファイル、ディレクトリを変更する場合は、テキスト・エ

ディット・ボタンを押しテキスト入力ダイアログに移り、コピーするファ

イル名を設定します。(☞OG p.115)

(Can use */? as Wildcard) : テキスト入力ダイアログで、コピー

するファイル、ディレクトリ名を設定するときに、「*」や「?」のワイルド・

カードが使用できます。

例えば、上の例で PRELOAD1.PCGをPRELOAD1.*と設定して

コピーを実行すると、PRELOAD1.PCG、PRELOAD1.SNG、

PRELOAD1.KSC、...というようにPRELOAD1.までのファイル名

が同じで拡張子のみが異なるすべてをまとめてコピーできます。

例)

PRELOAD1.* の場合： PRELOAD1.PCG, PRELOAD1.SNG,

PRELOAD1.KSC, ....

P R E L O A D ? . P C G の場合:  P R E L O A D 1 . P C G ,

PRELOAD2.PCG, PRELOAD3.PCG, ...

ワイルド・カードを使用した場合、ファイルのみが対象になります。

ディレクトリはコピーされません。

④ Open ボタン、Upボタンでコピー先のディレクトリを選びます。他の

USBデバイスを指定する場合は、“Media Select”(0-1c)で選び

ます。

⑤ ファイル、ディレクトリ名を変更してコピーするときは、下段のテキス

ト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、コピーする

ファイル、ディレクトリ名を設定します。ワイルド・カードを使用して複

数ファイルを同時にコピーする場合は、ファイル名は変更できませ

ん。

⑥ コピーするときはOKボタンを、コピーしないときはCancel ボタン

を押します。

コピーを中断したいときは、Ａｂｏｒｔボタンを押してください。

“Media Select”で選択したドライブが、リムーバブル・ディスク

(CD-R/RW、MOディスク、リムーバブル・ハードディスク等の入れ

替え可能なメディア)の場合、同一ドライブ上での別メディア間では

コピーできません。

0–3C: Delete
選択したファイル、ディレクトリを削除します。

DOSファイル、ディレクトリを選んでいるときのみ有効です。

① 削除するファイル、ディレクトリを選びます。

②“Delete ”を選び、ダイアログを表示します。

③ ダイアログ上の「Delete」には選択したファイル、ディレクトリ名が表

示されます。

削除するファイル、ディレクトリを変更する場合、テキスト・エディット・

ボタンを押してテキスト入力ダイアログに移り、削除するファイル、

ディレクトリ名を設定します。

(Can use */? as Wildcard) : テキスト入力ダイアログに移り、削

除するファイル名を設定するときに、「*」や「?」のワイルド・カードが

使用できます。ファイル名が同じで拡張子が違う複数のファイルや、

ファイル名の一部が同じファイルなどをまとめて削除するときに使用

できます。(☞0-3B“Copy“)

ワイルド・カードを使用した場合、ファイルのみが対象になります。

ディレクトリは削除されません。

④ 削除するときはOKボタンを、削除しないときはCancel ボタンを押

します。
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0–3D: Create Directory
カレント・ディレクトリに、新規ディレクトリを作成します。

①“Create Directory ”を選び、ダイアログを表示します。

② テキスト・エディット・ボタンでテキスト入力ダイアログに移り、ディレ

クトリ名を設定します。

③ ディレクトリを作成するときはOKボタンを、ディレクトリを作成しな

いときはCancel ボタンを押します。

0–3E: Set Date/Time
本機内蔵カレンダーの日付と時刻を設定します。

①“Set Date/Time ”を選び、ダイアログを表示します。

② 各パラメーターを設定します。

“Year” 1980～2079

“Month” 1～12

“Day” 1～31

“Hour” 0～23

“Minute” 0～59

“Second” 0～59 (CD-R/RWメディア以外では、ファイルに記

録される秒数は偶数値のみになります。)

③ 設定するときはOKボタンを、設定しないときはCancel ボタンを押

します。

0–3F: Format
選択したメディアをフォーマットします。設定したボリューム・ラベル(メ

ディアごとの名前)がメディアに付きます。ここで付けたボリューム・ラベ

ルは、“Media Select”(0-1c) に表示されます。ボリューム・ラベル

は11文字以内です。

フォーマットするとメディアにセーブされていたデータはすべて消

去されます。また、コンピューター等で1台のドライブを複数のド

ライブとして扱えるようにしていた場合、その情報も消去されま

す。確認の上、フォーマットを実行してください。

フォーマット実行後、[COMPARE]キーを押しても元には戻りません。

使用するUSBデバイスによっては、Full Formatをサポートして

いない製品もあります。詳しくは、使用するデバイスの取扱説明書

をご覧ください。

① フォーマットするメディアがセットされていることを確認します。

②“Media Select”(0-1c)で、フォーマットするメディアを選びます。

③“Format ”を選び、ダイアログを表示します。

④“Volume Label”で、ボリューム・ラベルを設定します。テキスト・

エディット・ボタンを押してテキスト入力ダイアログに移り、設定しま

す。

フォーマット前に設定されていたボリューム・ラベルが表示されま

す。ボリューム・ラベルが設定されていないメディアまたはDOS以

外のメディアを挿入した場合、「NEW VOLUME」が設定されます。

⑤ 初期化するフォーマットを設定します。

Quick Format: 通常、Quick Formatで初期化します。

すでに物理フォーマットされているメディア、または本機でUDF

フォーマットされているメディアをフォーマットするときに選びます。

メディアのシステム領域の初期化だけで済むので、時間がかかりま

せん。

Full Format: 物理フォーマットされていないメディア、またはUDF

フォーマットされていないメディアをフォーマットをするときに選びま

す。

通常、512バイト/ブロックの物理フォーマットされたメディアに対

してはFull Format をかける必要はありません。Quick Format

を実行してください。

Full Formatは通常、UDFフォーマットされていないCD-RWメ

ディアなどをフォーマットするときに選びます。また「Media not

formatted 」のエラー・メッセージが表示される場合はFul l

Formatを実行してください。

なおFull Formatを実行した場合、メディアの容量によっては相当

数の時間がかかります。

使用するUSBデバイスによっては、Full Formatをサポートして

いない製品もあります。詳しくは、使用するデバイスの取扱説明書

をご覧ください。

⑥ ファイル・システムを設定します。

FAT16 は最大4Gbyteまでフォーマットできます。4Gbyte以上

のメディアを使用するときはFAT32 でフォーマットしてください。

(FAT32の場合、理論値2TERA=2,000Gbyteまで可能)

⑦ フォーマットするときはOK ボタンを、フォーマットしないときは

Cancel ボタンを押します。

CD-R/RWをパケットライト対応データ書き込み用ディスクとして

使用する場合はフォーマットが必要です(☞p.192、330)。オー

ディオCD用ディスクとする場合はフォーマットは必要ありません。

0–3G: Convert to ISO9660 Format
UDFフォーマットのCD-RメディアをISO9660フォーマットに変換し

ます。

本機でCD-Rにセーブしたファイルを他の機器でロードする場合は、この

コマンドを実行してISO9660フォーマットに変換してください。

コンバートするときに、一時的にメディアのメモリーを使用します

(20Mbyteの空き容量が必要です)。これらのメディアが接続され

ていない場合は、このコマンドは選択できません。

①“Convert to ISO9660 Format ”を選び、ダイアログを表示し

ます。

② コンバートを実行するときはOK ボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

ISO9660フォーマットに変換しても、機器によっては一部のファ

イルしか読むことができない場合があります。
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0–3H: Rate Convert
選択したWAVEファイルのサンプリング・レート(周波数)を48kHzから

44.1kHzへ、または44.1kHzから48kHzに変換します。

48kHzまたは44.1kHzのWAVEファイルを選んだ場合にのみ有効

です。

WAVEファイルをMake Audio CDページでオーディオCDに書き込

む場合、48kHzのファイルは自動的に44.1kHzに変換されます。CD

に書き込む前に44.1kHzに変換した音を確認したいときに使用すると

便利です。

① サンプリング・レート(周波数)を変換するファイル、ディレクトリを選び

ます。

②“Rate Convert ”を選び、ダイアログを表示します。

「Rate Convert 」には選択したファイル名が表示されます。

③ Open ボタン、Upボタンでセーブ先のディレクトリを選びます。

他のUSBデバイス等を指定する場合は、“Media Select”で選び

ます。

④ ファイル名を変更してセーブするときは、下段のテキスト・エディット・

ボタンを押してテキスト入力ダイアログに移り、セーブするファイル

名を設定します。

⑤ レート・コンバートを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

“Rate Convert ”における処理時間は、本機のCFカード・スロッ

トに挿入したマイクロドライブに保存されている１分のステレオ

WAVEファイルで約80秒かかります。

0–3I: Check Medium
選択したMS-DOSフォーマットされたメディアのエラーを検査し修復

します。メディアへの書き込み時の「Error in writing to medium 」

およびメディアへのサンプリング時の「Buffer overrun error

occurred」が頻発したときに行ってください。

フラッシュ・メモリーを使用したメディア（マイクロドライブを除くコ

ンパクトフラッシュやスマートメディア等）に対してはこのコマンド

を実行しても効果はありません。

① チェックするメディアがセットされていることを確認します。

②“Media Select”で、チェックするメディアを選びます。

③“Check Medium ”を選び、ダイアログを表示します。

④ チェックするときはOKボタンを、チェックしないときはCancel ボタ

ンを押します。

⑤ チェックが終了すると、修復された容量が表示されます。

チェックを途中で中断する場合は、Abort ボタンを押してくださ

い。チェックにかかる時間は、5Gbyte(FAT32) のメディアで、約

80分かかりますが、メディアの容量およびエラー発生状況等で変

わります。

0–3J: USB Storage Mode
本機のUSB B端子と直接コンピューターとを接続することで、本機の

CFカード・スロットに挿したメディアのデータをコンピューター上で操

作することができます。

外部USBデバイスを操作することはできません。

Windowsの場合 (Windows 98/Me/2000 SP3以降 /XP)

Windows98/Me でご使用になるためには、デバイス・ドライバ

(KORG USB-SCSI Storage Driver) のインストールが必要となり

ます。デバイス・ドライバは付属CD-ROMに収録されています。

コンピューターの画面はご使用になる環境によってことなります。

本書の記載はWindowsXPの画面です。

コンピューターの電源はあらかじめオンにし、OSを起動しておい

てください。

① “USB Storage Mode ”を選び、ダイアログを表示します。

Storageモードに入るときはOKボタンを、入らないときはCancel

ボタンを押します。

② USBケーブルでコンピューターと接続します。

コンピューターと接続したUSBケーブルのコネクタを本機のUSB

B端子に接続します。

コネクタの向きに注意し奥まで確実に差し込みます。

③ コンピューター上にCFカード・スロットに挿したドライブ名が追加さ

れます。

“USB Storage Mode”を実行する前は、本機のメディアの内容

は表示することができません。

手順⑤を終えるまでは、USBケーブルの接続を外したり、スロット

内のメディアを抜いたり、コンピューターの電源をオン／オフしな

いでください。データが壊れる恐れがあります。

④ コンピューター上でデータを操作します。

手順③で追加されたドライブを開くと、本機のメディアの内容が表示

されます。

必要なデータをコンピューター上にコピーします。また、コンピュー
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ター上にコピーしておいたデータをメディアに書き込むことも可能

です。

⑤ コンピューターから本機を外します。

コンピューターのタスクバー右側に表示されている  アイコン

を左クリックします。　　　　

表示されたメニューから「USB大容量記憶装置デバイス（ドライブ

名）の停止」を左クリックします。

「“USB大容量記憶デバイス”は安全に取り外すことが出来ます」と

いうメッセージが表示されたことを確認します。EXITボタンを押し

てダイアログを閉じます。USBストレージモードから出たら、USB

ケーブルを本機から抜きます。

WindowsMeの場合は、「USB大容量記憶装置デバイス」は

「USBディスク」と表示されます。

Windows 98/2000の場合は、タスクバーにアイコンが表示さ

れません。エクスプローラまたはマイコンピュータ上の「リムーバ

ブルディスク」アイコンを右クリックし、取り出しを選択します。

USBストレージ・モードから出たら、USBケーブルを本機から抜

きます。Windows 2000の場合、[デバイス取り外しの警告]画面

が表示されますが、[OK]ボタンをクリックしてください。

Macintoshの場合(Mac OS9.0.4以降、 OSX 10.0以降)
① USBケーブルでコンピューターと接続します。

本機のUSB B端子にUSBコネクタを接続します。コネクタの向き

に注意し奥まで確実に差し込みます。

Mac OS9では、接続時に「必要なドライバが使用できません」等

のメッセージが表示されますが、ドライバをインストールしないで、

そのままダイアログを閉じてください。

②“USB Storage Mode”を選び、ダイアログを表示します。

Storageモードに入るときはOKボタンを、入らないときはCancel

ボタンを押します。

③ コンピューター上にCFカード・スロットに挿したドライブ名が追加さ

れます。

この画面を表示しているときに、USBケーブルの接続を外したり、

スロット内のメディアを抜いたり、コンピューターの電源をオン／

オフしないでください。データが壊れる恐れがあります。

④ コンピューター上でデータを操作します。

②で追加されたドライブを開くと、本機のメディアの内容が表示され

ます。

必要なデータをコンピューター上にコピーします。また、コンピュー

ター上にコピーしておいたデータをメディアに書き込むことも可能

です。

⑤ 追加されたドライブを「ごみ箱」に捨てます。

本機を外すときは、デスクトップ上のドライブを「ごみ箱」に捨てる

か、「特別」メニューの「取り出し」を選択します。EXITボタンを押し

てダイアログを閉じます。USBストレージモードから出たら、USB

ケーブルを本機から抜きます。

0–4: Make Audio CD
USB A端子に接続したCD-R/RWドライブで、オーディオCDを作成

します。本体のシーケンサー演奏等をリサンプリングして作成した

WAVEファイルなどをオーディオCDにします。Insertボタン、Cutボ

タン等を使い、オーディオ・トラック・リストに順番に並べ、ページ・メ

ニュー・コマンド“Write to CD”で書き込みをします。

オーディオCDは、サンプリング周波数が44.1kHzまたは48kHz の

WAVEファイルを元に作成します。

サンプリング周波数48kHzのWAVEファイルは、オーディオCD

書き込み時(“Write to CD”)に自動的に44.1kHzに変換され

ます。

WA V E ファイル名のエディット・セルを反転している場合、

SAMPLING [START/STOP] キーを押すことで、そのファイル

を再生することができます。音を確認したいときに便利です。

また、CD-RWメディアのトラック情報を消去することもできます。

ファイナライズ (Finalize)とは

オーディオCDを通常のCDプレイヤー等で再生したり、本機(Media

0-5:Play Audio CD ページ, Sampling P5:Audio CDページ)で

再生するには、CD-R/RWディスクにオーディオ・トラックを書き込んだ

後、ファイナライズを実行する必要があります。

本機は、ページ・メニュー・コマンド“Write to CD”のダイアログで、

オーディオ・トラックを書き込むだけで、ファイナライズを実行しないこと

も可能ですので、後からオーディオ・トラックをCD-R/RWディスクに追

加することができます。

ファイナライズを実行するとオーディオ・トラックの追加はできなくなり

ますので、必要なオーディオ・トラックはすべて書き込んでから、ファイナ

ライズを実行するようにしてください。

0–40–4a

0–4b

0–4c
0–4d

0–4a: Track, Total, Free

Track (Track Select) [01...99, --]
オーディオ・トラック・リストの一番上に表示させるトラック・ナンバーを

指定します。

ファイナライズしていないメディアが入っている場合、そのメディアの最

後のトラック・ナンバーの次のナンバーから表示されます。例えば、すで

に“Track(Track Select) ”05までのデータが書き込まれている場

合、06以降(99まで)が表示されます。

“WAVE File”====End====が一番上の場合、--が表示されます。

トラックは、Insertボタンで最大99まで登録できます。

Total [00:00...]
トラック・リスト内のWAVEファイルをすべて足した時間が表示されます。

“Free”より“Total”の時間が長い場合、CD-R/RWメディアに書

き込みできません。
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Free [00:00..., --:--]
“Media Select”で選択したCD-R/RWドライブに入っているメディ

アの残り時間を表示します。

CD-R/RWドライブが接続されてない場合や、メディアが入っていな

かったり、すでにファイナライズを実行したメディアが入っている場合は

--:-- が表示されます。

0–4b: オーディオ・トラック・リスト

Track (01...99)
オーディオ・トラック・リストに並べられたWAVEファイルのトラック・ナ

ンバーを表示します。(☞0-4a “Track(Track Select) ”)

WAVE File
WAVEファイル名を表示します。

WAVEファイルを追加するときは、追加したいオーディオ・トラックの次の

トラックのWAVEファイルにカーソルを置きInsertボタンを押します。

オーディオ・トラックを削除するときは、削除したいオーディオ・トラック

にカーソルを置き、Cut ボタンを押します。

WAVEファイルを選択して(反転表示)、SAMPLING [START/

STOP]キーを押すと、WAVEファイルが再生されます。下段には

「(Sampling START plays selected file) 」が表示されます。

Size, Rate, Time
オーディオ・トラック・リストのWAVEファイルの情報を表示します。

Size: データ・サイズ (Byte)

Rate: サンプリング周波数 (Hz)

Time: 時間 (分 : 秒)

“Load .KCD”等で以前作成したオーディオ・トラック・リストを

ロードした場合に、WAVEファイルが指定したディレクトリにない

ときは表示されません。その場合Cut ボタンでそのオーディオ・ト

ラックを削除するか、メディアが正しく認識されているか確認して

ください。

0–4c: Insert, Cut, Clear

Insert
オーディオ・トラックをオーディオ・トラック・リストに追加します。

追加したいオーディオ・トラックの次の“WAVE File”のエディット・セル

を反転させ、Insert ボタンを押すとダイアログが表示されます。

“Media Select”で追加するファイルのあるメディアを選び、Openボ

タン、Upボタンでディレクトリに移動し、WAVEファイルを選びます。

(☞0-1c、0-1d)

Insert:  選択(反転表示)したWAVEファイルを追加します。

Insert All:  選択したディレクトリのサンプリング周波数が44.1kHz、

48kHzのWAVEファイルをすべて追加します。表示されている順番に

追加されます。

Insert 、Insert All を実行するとWAVEファイルが追加され、それ以

降のオーディオ・トラックは後ろにずれます。

44.1kHz、48kHzのWAVEファイルを選択するとSAMPLING

[START/STOP]キーを押すことによって再生が可能です。この

とき下段に「(Sampling START/STOP plays selected

file)」が表示されます。

Exit ボタンを押すと、ダイアログが閉じ、WAVEファイルの追加が終了

します。

Exit ボタンを押すまで、何度でもWAVEファイルの追加が可能です。

Cut
オーディオ・トラックを削除します。

削除したいオーディオ・トラックの“WAVE File”にカーソルを置き、

Cut ボタンを押すと、そのオーディオ・トラックが削除されます。それ以

降のオーディオ・トラックは前にずれます。

Clear
オーディオ・トラック・リストを空にします。

必要なオーディオ・トラック・リストは“Save Audio CD Track

List”(0-2I) でメディアにセーブしてください。

0–4d: Media Select

Media Select [CDD: Name]
オーディオCDを作成するメディアの入ったCD-R/RWドライブを選び

ます。(☞0-1c)

ここではCD-R/RWドライブ以外は選べません。

▼ 0–4: Page Menu Command

0–4A

0–4B

0–4C

0–4D

0–4A: Swap Track
オーディオ・トラックの順番を入れ替え(スワップ)ます。

①“Swap Track ”を選び、ダイアログを表示します。

②“Source1 ”と“Source2 ”で入れ替えるオーディオ・トラックをそ

れぞれ選びます。

③ スワップ・トラックを実行するときはOKボタンを、キャンセルすると

きはCancel ボタンを押します。
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0–4B: Write to CD
オーディオ・トラック・リストで設定したWAVEファイルをオーディオCD

のトラックとして書き込みます。同時にファイナライズを実行することが

できます。

① オーディオ・トラック・リストを作成し、“Media Select”でメディア

を選び、CD-R/RWドライブにメディアが入っていることを確認しま

す。

②“Write to CD ”を選び、ダイアログを表示します。

③“Speed ”で、書き込む速度を設定します。お使いになるCD-R/

RWドライブが対応している書き込み速度が表示されます。

転送速度が遅い環境で、書き込み速度を速くすると、書き込みエ

ラーを発生しますので注意してください。また、ご使用になるドラ

イブによっては速度的な問題で書き込みができない場合がありま

すが、それを事前にテストすることができます。テスト書き込みは

最初の書き込みのときに行い、ドライブの速度の限界を確認してお

くとよいでしょう。

JustLinkに対応したドライブ以外は、等倍書き込み(X1)のみ有効

です。等倍書き込みが選べないドライブでは書き込みができませ

ん。ドライブの性能によっては、等倍でも書き込みできない場合が

あります。

“Mode”で、書き込み方法を設定します。

Test:  正常に書き込みできるかをテストします。CD-R/RWメディ

アにデータは書き込まれませんが、それ以外は実際の書き込みと同

じ作業を行います。正常に書き込みができるかを確認したいときな

どに使用します。エラー発生時、「Error in writing to medium 」

を表示します。

Test and Write: テスト書き込みを行い正常に終了した場合に、

引き続き実際の書き込みを実行します。書き込み速度が速い場合な

どに、この方法を使用することをおすすめします。

Write:  書き込みのみを実行します。

④ CD-R/RWメディアへのオーディオ・トラック書き込み終了時に、ファ

イナライズを実行するかを設定します。

“Execute finalize too ”にチェックをするとファイナライズを実

行します。

チェックしないとファイナライズを実行しません。

ファイナライズのみを実行したい場合は、“Finalize Audio CD”

(0-4C)で行ってください。

⑤ CD-R/RWメディアへの書き込みまたはテスト書き込みを実行する

場合はOKボタンを、実行しない場合はCancel ボタンを押します。

サンプリング周波数48kHz のWAVEファイルは書き込み時に

44.1kHzに変換されます。

このとき、WAVEファイルと同じサイズ程度のメモリーをWAVE

ファイルのあるドライブで使用します。

WAVEファイルのあるドライブに充分空きがあることを確認して

実行してください。

4秒より短いトラックは無音を付け足し、自動的に4秒になります。

最後のトラック以外はトラックの最後に2秒の無音が入ります。

0–4C: Finalize Audio CD
オーディオ・トラックがすでに書き込まれているCD-R/RWメディアを

ファイナライズします。

①“Media Select”でデバイスを選び、メディアが入っていることを

確認します。

②“Finalize Audio CD ”を選び、ダイアログを表示します。

③ ファイナライズを実行するときはOKボタンを、実行しないときは

Cancel ボタンを押します。

0–4D: Erase CD-RW
CD-RWメディアのオーディオ・トラックを消去します。

①“Media Select”でデバイスを選び、メディアが入っていることを

確認します。

②“Erase CD-RW ”を選び、ダイアログを表示します。

③ オーディオ・トラックを消去するモードを選びます。

Quick Erase: 通常はこちらを選びます。

Full Erase:  データを完全に消去します。消去に長い時間がかかりま

す。

Quick Erase を実行すると、ファイルやデータは見かけ上なくな

りますが、データ自体は上書きされるまで残ってしまいます。第三

者に見せたくないデータ等はFull Erase を実行して、完全に消去

してください。

④ イレースを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel

ボタンを押します。
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0–5: Play Audio CD
USB A端子に接続したCD-R/RWドライブで、オーディオCDを再生

します。

CD-ROM/R/RWドライブのオーディオ・アウトプットと本機のAUDIO

INPUT 1、2を接続してください。

Make Audio CDページで書き込んだCDの音を確認するときに使用

すると便利です。

Audio Output端子、またはヘッドホン端子が付いていないドライ

ブでは、音声をモニターすることができません。

“Input(COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA) ”のAnalog 設

定に従いオーディオCDが再生されます。

ファイナライズしていないオーディオCDを再生することはできま

せん。

0–5

0–5a

0–5b

オーディオCDは、SEQUENCERの各キーでのコントロールします。

SEQUENCER [START/STOP]キー :再生/停止

[FF>>] キー :早送り

[<<REW]キー ;巻き戻し

[PAUSE]キー :一時停止

[LOCATE] キー :トラックの先頭に戻る

0–5a: Location, Media, Track, Index, Volume

Location (00:00.0...)
再生しているオーディオ・トラックの現在の位置を表示します。また、停

止時には再生を開始する位置を設定します。

“Track”や“Index”を選び直すと00:00.0になります。

Media
再生するオーディオCDのドライブを設定します。

CD-ROM/R/RWドライブのみ選択可能です。

Track [01...]
再生するオーディオCDのトラックを選択します。

Index [01...]
再生するオーディオCDのインデックスを設定します。インデックス情報

を持ったトラックを選んだ場合のみ有効です。

CD-R/RWドライブによってはインデックス情報が取得できないも

のがあります。

Volume [0...127]
CD-R/RWドライブからのオーディオ出力の音量を設定します。

CD-R/RWドライブによっては対応していない場合があり、ここで

設定しても音量が変わらない場合があります。

0–5b: Input

Input [Analog, S/P DIF]

Input1:

Input2:

Level [0...127]

Pan [L000...C064...R127]

BUS(IFX/Indiv.) Select
[L/R, IFX1…5, 1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube), Off]

Send1(MFX1), Send2(MFX2) [000...127]
アナログ/デジタル・オーディオ機器の入力元の設定、入力レベル、パン、

バス、マスター・エフェクトへのセンドを設定します。

Input の設定は、Combination、Program、Sequencer、Song

Play、Mediaの各モードで有効です。(☞Global P0:0-3a)

通常、以下のように設定します。

Input1 (Lチャンネル):

“Level”127, “Pan”L000, “BUS(IFX/Indv.) Select ”L/R,

“Send1”/“Send2”000

Input2 (Rチャンネル):

“Level”127, “Pan”R127, “BUS(IFX/Indv.) Select ”L/R,

“Send1”/“Send2”000
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0–6: Edit WAVE
メディア内のWAVEファイルをエディットします。容量の大きいWAVE

ファイルを、本機のサンプル・メモリー（RAM）で扱える容量にエディッ

トするときにも使用できます(約8388588サンプル: サンプル・レー

ト48kHzモノで2分54秒)。

Load、Save、Utility、Make Audio CDのいずれかのページで

エディットするWAVEファイルを選び、このEdit WAVEページを

表示してください。

230400000サンプル（サンプル・レート48kHzで80分）を超

えるWAVEファイルはエディットできません。

エディット可能なWAVEファイルのサンプル・レートは、KSFファイ

ルの対応周波数と同様です。（☞p.317）

0–6

0–6a

0–6b

0–6a: WAVEファイル波形ディスプレイ , Edit
Range Start, Edit Range End, Use Zero,
Grid, ZOOM

WAVEファイル波形ディスプレイ
選択したWAVEファイルの波形を表示します。横軸がアドレス（時間

軸）、縦軸がレベルです。

表示枠の上の太線は、データの波形全体のどの範囲を表示しているか

を示します。時間軸にズーム・インしていくと、ズーム・インしていないと

きの波形表示に対して、どの部分をズーム・イン表示しているかが分か

ります。ステレオのWAVEファイルを選んでいるとき、WAVEファイル

のLチャンネルのデータが上側に、Rチャンネルのデータが下側に表示

されます。

“Edit Range Start”と“Edit Range End”を選択しているとき、

“Edit Range Start”から“Edit Range End”の範囲を反転して表

示します。また、“WAVE Parameter ”（0-6b）で“Loop On/Off”

をチェックして“LoopS”と“End”を選択しているときは、“LoopS”と

“End”を縦線で表示します。

Edit Range Start [000000000...230399998]

Edit Range End [000000001...230399999]
エディットする範囲（スタート・アドレスとエンド・アドレス）を設定します

（単位はサンプル・アドレスです）。

“Edit Range Start”と“Edit Range End”の初期値は、“Loop On/

Off”（0-6b）がOnのときは“LoopS”と“End”の値になります。

“Loop On/Off”がOffのときは、WAVE波形の先頭から最後までに

なります。

ここで設定した範囲は“WAVEファイル波形ディスプレイ”で反転表示

されます。設定した範囲の音を確認するときはS A M P L I N G

[START/STOP]キーを押してください。“Edit Range Start”、

“Edit Range End”で設定した範囲のデータを再生します。

SAMPLING [START/STOP] キーによるWAVEファイルの再

生は44.1kHz、48kHzのファイルのみ対応しています。

Use Zero [Off, On]
On( チェックする):  “Edit Range Start”、“Edit Range End”、

“LoopS”、“End”を設定時、波形レベルが±0（“WAVEファイル波形

ディスプレイ”のセンター線）をまたぐ（ゼロ・クロス）アドレスのみが選

択できます。[VALUE]スライダー、[VALUE]ダイヤル、[  ]、[  ]

キーを操作すると、前後のゼロ・クロスのアドレスをサーチして自動的

に（ゼロ・クロスの）アドレスを選択します。テン・キー[0]～[9]では入力

した値に近いゼロ・クロスのアドレスをサーチします。

Off( チェックしない): “Edit Range Start”、“Edit Range End”、

“LoopS”、“End”を1単位で設定します。通常の動作です。

Grid [Off, On]

BPM [040 BPM...480 BPM]

Resolution [ � ... 	 ]
“Grid ”をOn（チェックする）にすると、“WAVE波形ディスプレイ”に

テンポ（BPM）、レゾリューション（“Resolution”）による縦点線を表

示します。BPM値、ビートをベースにデータを切り出したり、波形位置

を編集するときなどに使用します。

グリッドは、WAVE波形の先頭（Loopオフ時）、または“Loop

Start”（Loopオン時）の設定アドレスが起点となります。

[TEMPO]ノブの設定とは関係ありません。

ZOOM
“WAVEファイル波形ディスプレイ”の波形を、横軸方向（アドレス）、波

形表示の縦軸方向（レベル）にそれぞれズーム・イン、ズーム・アウトしま

す。(☞Sampling P1: 1-1c: Zoom)

そのとき選ばれている“Edit Range Start”、“Edit Range End”、

“LoopS”または“End”のポイントを起点にズーム・イン/アウトしま

す。（ズーム・イン/アウトするときに別のパラメーターが選ばれている

ときは、最後に選ばれていたポイントを起点にズーム・イン/アウトしま

す。またズーム・イン/アウトした状態で“Edit Range Start”、“Edit

Range End”、“LoopS”または“End”を選び直すと、選ばれたポイン

トを表示するように表示範囲が変わります。）

0–6b: WAVE Parameter

WAVEファイルの“Loop On/Off”、“Loop S”、“End”を設定しま

す。エディットした場合は、ページ・メニュー・コマンド“Save WAVE

Parameter”を実行してください。

“Loop On/Off”、“Loop S”、“End”の動作は、WAVEファイル

をサンプル・メモリー（RAM）にロード（Mediaモード 0-1：Load,

26） Load .WAV ☞p.184）したときにSamplingモードでの

み有効になります。オーディオ・トラックや0-1: Loadページでの

WAVEファイルの再生では無効になります。Edit WAVEページ

では、WAVEファイル波形ディスプレイで、“Loop On/Off”、

“Loop S”、“End”の設定アドレスのみ確認できます。
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Loop On/Off [Off, On]
WAVEファイル波形をループさせるかを設定します。

On( チェックする)： 波形は、“サンプルの先頭”→“サンプルの最後”→

“LoopS”→“サンプルの最後”→“LoopS”→. . . というように

“LoopS”から“サンプルの最後”間を繰り返し再生します。

Off( チェックしない)： 波形は、“サンプルの先頭”→“サンプルの最後”

を1回（ワンショット）再生します。

“Loop On/Off”をOffからOnに変更した場合、“サンプルの先頭”、

“サンプルの最後”のアドレスがそれぞれ“LoopS”、“End”の初期値

として設定されます。

LoopS [000000000...]

End [000000000...]
WAVEファイル再生時のループ・スタート・アドレスとエンド・アドレスを

設定します。ループ・オン時に有効です。数字の単位はサンプル・アドレ

スです。ここで設定したアドレスは、“WAVEファイル波形ディスプレイ”

では縦線で表示されます。

“Loop On/Off”がOnのときは“LoopS”と“End”の値が“Edit

Range Start ”と“Edit Range End”の初期値になり、

SAMPLING [START/STOP] キーを押すと、“LoopS”と

“End”範囲のみを再生し確認できます。ループ動作を確認する場

合は、WAVEファイルをサンプル・メモリー（RAM）にロードして、

Samplingモードで確認します。WAVEファイルの容量がサンプ

ル・メモリー（RAM）容量をオーバーしてしまい、ロードできない

場合は、“LoopS”と“End”の範囲をページ・メニュー・コマンド

“Truncate”または“Cut”で切り出して、新規にWAVEファイル

を作成し、ロードします。

▼0–6: Page menu command

0–6A

0–6B

0–6C

0–6D

0–6E

0–6F

0–6G

0–6H

0–6I

0–6J

0–6K

0–6L

0–6M

0–6N

0–6O

0–6P

ページ・メニュー・コマンド“Truncate ”～“Time Stretch

(Sustaining)”で、WAVEファイルの波形データをエディットする

ときは、“Edit Range Start”、“Edit Range End”でエディッ

トする範囲を設定した後に、ページ・メニュー・コマンドを選択、実

行してください。

エディット実行後にエディット前の状態に戻すコンペア機能はあり

ません。エディット前のWAVEファイルを残しながら、エディットす

る場合は、ページ・メニュー・コマンドの各ダイアログ内の

“Overwrite ”をチェックしないでコマンドを実行してください。

チェックをすると、エディット後の内容をエディット前のサンプル(・

ナンバー)に上書きし、エディット前のサンプルは変更されます。

通常、“Name”でファイル名を設定し、“Overwrite ”をチェックし

ないで実行してください。

0–6A: Save WAVE Parameter
WAVE ファイルにWAVE パラメーター（“Loop  On/O f f ”、

“LoopS”、“End”0-6b）の設定値をセーブします。WAVEパラメー

ターをエディットした場合に実行してください。

WAVEファイルは、これらのパラメーターが有効な機器（アプリケー

ション等）へロードすると、これらの設定が有効になります。

① WAVEパラメーターをエディット後、“Save WAVE Parameter ”

を選び、ダイアログを表示します。

② 新規にWAVEファイルを作成する場合は“Overwrite.WAV ”の

チェックをはずします。チェックしないとき、WAVEファイルは元ファ

イルがあるディレクトリに新規に作成されます。

元のWAVEファイルに上書きする場合は、チェックします。

通常、“Overwrite.WAV ”はチェックしないで実行します。

③ 新規にWAVEファイルを作成する場合は、“Name”でファイル名を

設定します。

④ セーブするときはOKボタンを、セーブしないときはCancel ボタン

を押します。

0–6B: Truncate
“Edit Range Start”と“Edit Range End”（0-6a）の外側にある

不要なデータを削除します。

SamplingモードP1: Sample Editのページ・メニュー・コマンド

“Truncate”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機能です。

☞ 機能および操作については“Truncate”(Sampling P1:1-1A)

を、“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A:Save

WAVE Parameter 」手順②③を参照してください。

0–6C: Cut
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータを削除しま

す。その後ろにあるデータは前に移動します。

SamplingモードP1: Sample Editのページ・メニュー・コマンド

“Cut”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機能です。

☞ 機能および操作については“Cut”(Sampling P1:1-1B)を、

“Overwrite .WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

0–6D: Clear
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値をゼロ

に変更します。前後にあるデータはそのまま移動しません。

SamplingモードP1: Sample Editのページ・メニュー・コマンド

“Clear”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機能です。

☞ 機能および操作については“Clear ”(Sampling P1:1-1C)を、

“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

0–6E: Copy
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータ情報をバッ

ファーに取り込みます。取り込んだデータは、Media モードのEdit

WAVE ページ、またはSampling モードのSample Edit ページの

“Insert”、“Mix”、“Paste”で使用します。

SamplingモードP1: Sample Editのページ・メニュー・コマンド

“Copy”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機能です。

☞ 機能および操作については“Copy”(Sampling P1:1-1D)を参照

してください。
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0–6F: Insert
“Copy ”を実行してバッファーに取り込んだデータ情報を“Ed i t

Range Start”アドレスの先頭にインサートします。元のデータは、後

ろに移動します。

ダイアログで表示される“From”では、インサートするデータを選びま

す。RAMにすると、Sample Editページで範囲を指定してコピーした

データをインサートします。MEDIA にすると、MediaモードのEdit

WAVEページで範囲を指定してコピーしたデータをインサートします。

☞ 機能および操作については“Insert ”(Sampling P1:1-1E)を、

“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

0–6G: Mix
“Copy”を実行してバッファーに取り込んだデータ情報を、選択してい

るサンプル・データとミックスします。“Edit Range Start”アドレス

を先頭にミックスします。

ダイアログで表示される“From”では、ミックスするデータを選びます。

RAMにすると、Sample Editページで範囲を指定してコピーしたデー

タをミックスします。MEDIA にすると、MediaモードのEdit WAVE

ページで範囲を指定してコピーしたデータをミックスします。

☞ 機能および操作については“Mix”(Sampling P1:1-1F)を、

“Overwrite. WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

0–6H: Paste
“Copy ”を実行してバッファーに取り込んだデータ情報を“Ed i t

Range Start”アドレスの先頭に配置します。元にあったデータは削除

されます。

ダイアログで表示される“From”では、配置するデータを選びます。

RAMにすると、Sample Editページで範囲を指定してコピーしたデー

タを配置します。MEDIA にすると、MediaモードのEdit WAVEペー

ジで範囲を指定してコピーしたデータを配置します。

☞ 機能および操作については“Paste”(Sampling P1:1-1G)を、

“Overwrite. WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

0–6I: Insert Zero
“Edit Range Start”のアドレスを先頭に、値がゼロ・レベルのデータ

（無音）をインサートします。元にあったデータは、後ろに移動します。

SamplingモードP1: Sample Editページのページ・メニュー・コマ

ンド“Insert Zero”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機能

です。

☞ 機能および操作については“Insert Zero”(Sampling P1: 1-1H)

を、“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A: Save

WAVE Parameter 」手順②③を参照してください。

0–6J: Normalize/Level Adj.
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値（ボ

リューム）を一律に変更します。“Normalize”（ノーマライズ）は、範囲

内のサンプル・データのレベルをクリップしない（歪まない）範囲で最大

限に増幅します。サンプリングしたサンプル・データのレベルが低い場

合などに実行すると、ノーマライズによってサンプル・データのダイナ

ミック・レンジが大きくなります。“Level”では、必要に応じてレベルを

上下させます。

SamplingモードP1: Sample Editページのページ・メニュー・コマ

ンド“Normalize/Level Adj. ”と同様の機能をWAVEファイルに対し

て行う機能です。

☞ 機能および操作については“Normalize/Level Adj. ”(Sampling

P1:1-1I)を、“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A:

Save WAVE Parameter 」手順②③を参照してください。

0–6K: Volume Ramp
“Edit Range Start”～“Edit Range End”間のデータの値（ボ

リューム）を変更します。“Edit Range Start”から“Edit Range

End”に向かって徐々にボリュームを上げたり（Fade In）、下げたり

（Fade Out）します。

SamplingモードP1: Sample Editページのページ・メニュー・コマ

ンド“Volume Ramp”と同様の機能をWAVEファイルに対して行う機

能です。

☞ 機能および操作については“Volume Ramp”(Sampling P1:1-

1J)を、“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A: Save

WAVE Parameter 」手順②③を参照してください。

0–6L: Erase Punch Noise
エディット等によって、つなぎ目のノイズが目立つときに、このコマンドで

ノイズを除去します。ノイズの原因となる場所を自動的に検出し、フェー

ドをかけることによって、つなぎ目をスムーズにします。

“Edit Range Start” “Edit Range End”

実行前 

実行後 

① Media, Utility ページ等で、エディットするWAVEファイルを選び、

Edit WAVEページに入ります。

②“Edit Range Start”と“Edit Range End”で、コマンドを実行

する範囲を設定します。

ノイズのない箇所に対して実行するのを避けるために、ノイズの目立

つ位置があらかじめわかっている場合は、範囲を細かく設定してくだ

さい。

③“Erase Punch Noise ”を選び、ダイアログを表示します。

④“Sensitivity ”でノイズを検出する感度を設定します。

値を大きくするごとにレベルの小さなノイズまで検出できるように

なります。通常、最初は1にして実行し、それでもノイズが取れない

場合は、 値を大きくしていきます。

⑤“Overwrite.WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。

⑥“Erase Punch Noise”を実行するときはOKボタンを、実行しな

いときはCancel ボタンを押します。
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0–6M: Time Stretch (Sustaining)
タイム・ストレッチ（Time Stretch）は、ピッチを変えずにデータの長さ

を伸ばしたり縮めたりすることによって、テンポを変更する機能です。

声、弦、管などの旋律を持つサンプルのテンポを、他のデータやソングの

テンポに合わせます。ステレオ・サンプルに対しても実行が可能です。

SamplingモードのSampling P1: Sample Editのページ・メ

ニュー・コマンド“Time Stretch (Sustaining) ”と同様の機能を、

WAVEファイルに対して行う機能です。

① Media, Utilityページ等で、エディットするWAVEファイルを選び、

Edit WAVEページに入ります。

②“Edit Range Start”と“Edit Range End”で、タイム・ストレッ

チを実行するデータの範囲を指定します。

③“Time Stretch ”を選び、ダイアログを表示します。

④“Quality ”で、タイム・ストレッチで得られるデータの音質を設定し

ます。0～7までが選べ、データにもよりますが数字が大きいほど良

い結果が得られます。ただし数字が大きいほど、実行に時間がかかり

ますので注意してください。

何度でも試すことができますので、初めは4ぐらいに設定して実行

し、徐々に上げたり下げたりしていきます。

⑤ タイム・ストレッチで作成するデータの長さを設定します。

・長さを割合で設定したいとき

“Ratio ”を設定します。50.00%～200.00%まで設定できま

す。50.00%にしたときサンプルの長さは半分になり（テンポは

倍になります）、200.00%にしたときサンプルの長さは2倍にな

ります（テンポは半分になります）。

・任意のテンポのBPM値に合わせ込みたいとき

Beat ”を設定します。4分音符の拍数を設定してください。

“Beat”を変更すると自動的に“Source BPM ”の値も変わりま

す。（☞p.131）

“Source BPM”と“New BPM”は、40～480の範囲を超え

る設定および表示はできません。

“Ratio”は、50.00～200.00の範囲を超える設定および表示

はできません。

データによっては、処理上の誤差により指定した長さにならないこ

とがあります。

⑥ タイム・ストレッチを実行するときはOKボタンを押します。

タイム・ストレッチ・ダイアログが表示されます。

⑦ タイム・ストレッチで作成されたデータの結果を確認します。

Index [Source, Result]:

WAVE波形を表示させるインデックスを選びます。

Source にすると、タイム・ストレッチ実行前の波形を表示します。

Result にすると、タイム・ストレッチ実行後の波形を表示します。

WAVE波形ディスプレイ:  “Index”で選択しているWAVEファイル

の波形を表示します。

ステレオのWAVEファイルの場合は、Lチャンネルのデータを上側

に、Rチャンネルのデータを下側に表示します。

ZOOM: “WAVE波形ディスプレイ”の波形表示の縦、横方向のズー

ム・イン、ズーム・アウトを操作します。（☞Sampling P1:1-1C）

Start:

End:

現在選択しているインデックスのデータのスタート・アドレス、エン

ド・アドレスを設定します。

タイム・ストレッチを実行すると、自動的にアドレスが設定されます

が、エンド・アドレス等の設定誤差によって微妙にずれてプレイバック

される場合があります。この場合アドレスを設定し直してください。

設定した範囲の音を確認するときはSAMPLING [START/

STOP]キーを押してください。SAMPLING [START/STOP]

キーを押すと“Start”、“End”で設定した範囲を再生します。

⑧ Stretch ボタンを押すと、タイム・ストレッチ・ダイアログが表示さ

れ、タイム・ストレッチをやり直すことができます。④、⑤と同様の操

作でタイム・ストレッチを実行します。

⑨ 作成したデータをセーブします。Saveボタンを押すと、セーブ・ダイ

アログが表示されます。

⑩“Overwrite.WAV”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順④⑤を参照してください。

⑪ セーブを実行するときはOKボタンを、実行しないときはCancel ボ

タンを押します。

手順⑧～⑪を繰り返すことによって、いくつもWAVEファイルを作

成することができます。

⑫ Exit ボタンを押して、タイム・ストレッチを終了します。
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0–6N: Transfer WAVE To Track
選択しているWAVEファイルを、イントラック・サンプリングのように、ソ

ングのMIDIトラックへ展開します。

WAVEファイルをサンプル・メモリー（RAM）に取り込み、サンプル、マ

ルチサンプル、プログラムを自動作成します。自動作成したプログラム

をMIDIトラックへアサインし、MIDIトラック上にノート・データを自動作

成します。（下図参照）

① Media, Utilityページ等で、エディットするWAVEファイルを選び、

Edit WAVEページに入ります。

②“Edit Range Start”と“Edit Range End”で、コマンドを実行

する範囲を設定します。

③“Transfer WAVE To Track ”を選び、ダイアログを表示します。

④“Song ”で展開先のソング・ナンバー、“Track ”で展開先のトラッ

ク、“Program ”で自動作成するプログラム・ナンバーを指定しま

す。

⑤“Transfer WAVE To Track ”を実行するときはOKボタンを、実

行しないときはCancel ボタンを押します。

マルチサンプルとサンプルは、空いている場所に自動的に作成され

ます。プログラムは、“Program”で指定したプログラムに自動作成

され、“Song”、“Track”で指定したソングのトラックへアサインさ

れます。そして、トラックではノート・データを自動作成します。

LまたはRチャンネルで16Mbyteを超えるWAVEファイルは自

動的に分割され変換されます。

0–6O: Mono to Stereo
SamplingモードP0: Recording のページ・メニュー・コマンド

“Sample Mono To Stereo”と同様の機能をWAVEファイルに対

して行う機能です。

☞ 機能および操作については“Sample Mono To Stereo ”

(Sampling P0:0-1I)を、“Overwrite.WAV ”、“Name”について

は「0-6A: Save WAVE Parameter 」手順②③を参照してくだ

さい。)

0–6P: Rate Convert
Mediaモード0-3:Utilityページのページ・メニュー・コマンド“Rate

Convert ”と同じ機能です。ただし、セーブ先の指定はできません。

☞ 機能および操作については“Rate  Conver t ”(0-3H) を、

“Overwrite. WAV ”、“Name”については「0-6A: Save WAVE

Parameter」手順②③を参照してください。)

MIDI Track 1

MIDI Track 16

Transfer WAVE To Track 例: From: WAVE file (stereo), To Track: 1, Program: E000

ステレオWAVEファイル 
例:40MB [20MB(L) +20MB(R)]

Guitar 1 (Mono)

Guitar 2 (Mono)

16MB→RAM1
ステレオ・サンプル  

Multisampleの自動作成 

C2 C#2[E000]

Programの自動作成 対応するノート・データの自動作成 

WAVE file (stereo)

16MB→RAM2
Sampleの自動作成 

4MB→RAM3

4MB→RAM3

C2 C#2
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0–7: Media Info (Media Information)

“Media Select”(0-1c)で選択しているメディアの情報を表示しま

す。

0–7

0–7a

0–7a: Media Information

Volume Label:
設定されているボリューム・ラベルです。

Drive:
設定されているドライブです。

Device Type:
メディアの種類です。

Product ID:
Vendor ID、Product、Product Version等です。

Format Type:
フォーマットの種類です。フォーマットされていないときは、

「Unformatted」を表示します。

Total Size:
メディアの容量(Byte単位)です。

Free Size:
メディアの空容量(Byte単位)です。

Write Protect:
メディアのライト・プロテクトの状態です。プロテクトがかかっているとき

「On」、かかっていないとき「Off」を表示します。

Supports Removable:
選択されたデバイスのメディアがリムーバブル・メディア(コンパクトフ

ラッシュ、CD-R/RWディスク、MOディスク、リムーバブル・ハードディス

ク等の入れ替え可能なメディア)のとき「Yes」を表示します。固定メ

ディアの場合、「No」を表示します。

Media Select
メディアを選びます。(☞0-1c)

▼ 0–7: Page Menu Command

0–7A

0–7A: Scan USB device
USBデバイスをマウントします。

①“Scan USB device ”を選びます。

現在接続されているUSB機器の再検索を開始します。

再検索が終了すると、接続可能なUSB デバイスが、“Med i a

Select”で選択できます。

USBハブを使用することによって、最大7台のデバイスを認識す

ることができます。なお、8ポート以上のUSBハブは認識できま

せん。
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8. Effect Guide

(Sampling P0:0-2a)で行います。ここでの設定はSamplingモード

だけで有効となります。

また、マルチサンプルにアサインしたサンプルにインサート・エフェクト

をかけてリサンプリングすることができます。(Sampling P0:0-2b)

Insert Effect 1-5 Sample
Recording

Insert Effect 1-5 ResamplingSample

AUDIO INPUT (1, 2)

S/P DIF IN (L, R)

AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各端子からの外部入力は

S am p l i n g モード以外のモードでも有効です。P r o g r a m 、

Combination、Sequencer、Song Playの各モードでは、インサー

ト・エフェクト、マスター・エフェクト、マスターEQが使用できます。

“Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)”(Global P0:0-

3a)でAUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各端子からの外部入力

に関する設定を行います。

これらのモードでは、各端子からの外部入力音に、本機のエフェクト

をかけてサンプリングしたり、4イン(AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF

IN L、R) 6アウトのエフェクトとして使用できます。また、内部音を

外部マイク入力によってコントロールするボコーダー・エフェクト

(093: Vocoder)としても使用できます。

Insert Effect 1-5 Master EQOscillator Filter Amplifier

ReturnSend

OUTPUT
L/MONO, R

Master Effect 1,2

AUDIO INPUT (1, 2)

S/P DIF IN (L, R)

AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各入力端子からの外部入

力音にエフェクトを使用するとき、エフェクトの種類やパラメー

ターの設定によっては、発信音が発生する場合があります。入力レ

ベル、出力レベル、エフェクト・パラメーターを調整してください。

特にゲインの高いエフェクトを使用するときは注意してください。

2. ダイナミック・モジュレーション (Dmod)
ダイナミック・モジュレーション(Dmod) は、エフェクトの特定のパラ

メーター*1のかかり具合を本機のコントローラーやMIDIメッセージで

コントロールし、演奏中などにリアルタイムに変化させる機能です。

同様にエフェクト・パラメーターをコントロールする機能として、BPM/

MIDI Sync機能*2があります。モジュレーション系エフェクトのLFOス

ピードや、ディレイ系エフェクトのディレイ・タイム等をアルペジエーターや

シーケンサーのテンポに同期させることができます。

それぞれ詳細は「Dynamic Modulation Source (Dmod)」(☞p.276)

を参照してください。

*1 マークが付いているエフェクト・パラメーター(☞p.217～)を

指します。

*2 マークが付いているエフェクト・パラメーター(☞p.221～)が対

応しています。

3. エフェクトの入出力について
最良の音質を得るためにインサート・エフェクト、マスター・エフェクトの

入力レベルは、クリップのない最大レベルで入力し、その後インサート・

エフェクトの“Wet/Dry”や、マスター・エフェクトの“Output Level”

または“Return1, 2”でエフェクト出力レベルを調節してください。

Overview
本機のエフェクトは、5系統のインサート・エフェクト、2系統のマス

ター・エフェクト、1系統のマスターEQ(Stereo 3Band EQ)と、それ

らのルーティングをコントロールするミキサー部で構成しています。

インサート・エフェクトには102種類、マスター・エフェクトには89種類

のフル・デジタル・エフェクトから選択でき、その分類は次のようになり

ます。

エフェクト102 種の分類

000–015 EQやコンプレッサー等のフィルター、ダイナミクス系

016–031 コーラスやフェイザー等のピッチ、フェイズ・モジュレーション系

032–040 ロータリー・スピーカーやピッチ・シフター等のその他モジュレー

ション、ピッチ・シフター系

041–051 アーリー・リフレクション、ディレイ系

052–057 リバーブ系

058–089 2つのモノ・エフェクトが内部シリーズ接続されたモノ&モノ・

チェイン・エフェクト

090–102 ダブルサイズ・エフェクト

000 ～089のエフェクトは、IFX1、2、3、4、5、MFX1、2で選択

できます。090 ～102 はダブルサイズ・エフェクトでその他のエ

フェクトの2倍の領域を使用します。IFX2、IFX3、IFX4で選択で

きます。

1. 各モードでのエフェクトについて
Program モードでは、オシレーター(OSC)の出力音を、フィルター

(Filter) 、アンプ(Amp)で音作りするのと同様に、インサート・エフェクト

で音作りします。そしてマスター・エフェクトによってリバーブ等の空間

処理をします。OUTPUT (MAIN) L/MONO、R出力の直前にあるス

テレオ3バンドのマスターEQで最終的な音質を調節します。これらの

設定はプログラムごとに行えます。

Insert Effect 1-5 Master EQOscillator Filter Amplifier

ReturnSend

OUTPUT
L/MONO, R

Master Effect 1,2

Combination 、Sequencer 、Song Play モードでは、ティンバー/ト

ラックごとのプログラム音をインサート・エフェクトで音作りし、そしてマ

スター・エフェクトで全体の空間処理、マスターEQで全体の音質を調

節します。

これらの設定はCombinationモードでは1コンビネーションごとに、

Sequencerモードでは1ソングごとに、Song Playモードではモード

単位で行います。なお、Sequencerモードではソングのプレイバック中

にエフェクトを切り替えたり、エフェクト・パラメーターの値を変化させ

ることができます。

Master EQ

ReturnSend

OUTPUT
L/MONO, R

Timbre 1  /  Track 1

Timbre 2  /  Track 2

Timbre 8  /  Track 16

Insert Effect 1-5

Master Effect 1,2

Sampling モードでは、AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各端子

からの外部入力音にインサート・エフェクトをかけてサンプリングするこ

とができます。Samplingモードでの設定は Input(SAMPLING)
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本機には、エフェクトの入力レベルを認識する入力レベル・メー

ター等はありません。入力レベルが十分でないときは入力レベル

不足によるS/N比が低下したり、過入力のときはクリップ音が発生

することがあります。

レベルを調節するパラメーターは、下表のとおりです。

Programモード
 入力 OSC1/2 High, Low Level (P1)

Filter1/2 Trim (P3)

Amp1/2 Level (P4)

Send1/2 (P8, P9 *1)

Valve Forceパラメーター*2 (P9)

Effect Trimパラメーター *3 (P8, P9)

 出力 Effect Wet/Dryパラメーター(P8, P9)

Return1, 2 (P9)

Combinationモード
 入力 Volume (P0, P1)

Send1/2 (P8, P9 *1)

Valve Forceパラメーター*2 (P9)

Effect Trimパラメーター *3 (P8, P9)

 出力 Effect Wet/Dryパラメーター(P8, P9)

Return1, 2 (P9)

Sequencerモード
 入力 Volume (P0)

Send1/2 (P8, P9 *1)

Valve Forceパラメーター*2 (P9)

Effect Trimパラメーター*3 (P8, P9)

 出力 Effect Wet/Dryパラメーター(P8, P9)

Return1, 2 (P9)

Song Playモード
 入力 Volume (P0)

Send1/2 (P8, P9 *1)

Valve Forceパラメーター*2 (P9)

Effect Trimパラメーター *3 (P8, P9)

 出力 Effect Wet/Dryパラメーター(P8, P9)

Return1, 2 (P9)

Samplingモード
 入力 リアパネルAUDIO INPUT LEVEL

Level (P0)

Valve Forceパラメーター*2 (P9)

Effect Trimパラメーター *3 (P8)

Send 1/2 (P9 *1)

 出力 Effect Wet/Dryパラメーター(P8)

Globalモード *4

 入力 リアパネルAUDIO INPUT LEVEL

Level (P0)

Send1/2 (P0)

*1　Valve Force “Placement”がInsert(Use 3/4 BUS)時、有

効です。

*2　Valve Forceパラメーター: Insert Trim, Ultra Boost, Tube

Gain, Output Level。これらは、Valve Force “Placement”

がInsert時、有効です。

*3 エフェクトによっては、このパラメーターを持たないものがあります。

*4 Samplingモード以外でのAudio Input Levelを設定します。

インサート・エフェクト (IFX1, 2, 3, 4, 5)

1. イン/アウト (In/Out)
インサート・エフェクトIFX1、2、3、4、5の入出力は、ステレオ・イ

ン―ステレオ・アウトです。“Wet/Dry”のDry(エフェクトをかけない

ダイレクト音)は、ステレオ入力した音をそのままステレオ出力します。

Wet(エフェクトをかけた音)は、エフェクトの種類によって出力のしかた

が異なり、次のようなバリエーションがあります。

Stereo In - Stereo Out

Mono In - Mono Out

Mono In - Stereo Out

Effect
Effect

Effect+

Effect+

Wet

000:No Effect を選択すると、ステレオ入力した音をそのままステレ

オ出力します。

各エフェクトの入出力のバリエーションはブロック図左上に表記してい

ます。

各モードのP8:Insert FXページIFX1 ～IFX5 の各ON/OFF ボタン

を押すとON、OFF が切り替わります。OFF のときエフェクトをバイパス

します。000:No Effect と同様にステレオ入力した音をそのままステ

レオ出力します。

ON/OFFボタンの設定とは別に、IFX1～5はMIDIコントロール・

チェンジCC#92を受信することで同時にオフできます。値が0で

オフ、1～127で元の設定に戻ります。

また、“Effect Global SW”(Global P0:0-1b) でも同様にIFX1

～5をオフすることができます。グローバルMIDI チャンネル

“MIDI Channel”(Global P1:1-1a) でコントロールします。

ダブルサイズ・エフェクト
ダブルサイズ・エフェクト090 ～102 は、その他のエフェクトの2倍の

領域を使用するエフェクトです。

インサート・エフェクトIFX2 、IFX3 、IFX4 で選択できます。IFX2で選

択しているときはIFX3が、IFX3で選択しているときはIFX4が、IFX4

で選択しているときはIFX5が、それぞれ使用できません。

IFX2, IFX4 にダブルサイズ・エフェクトを選択

IFX3にダブルサイズ・エフェクトを選択
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2. ルーティング(Routing)
インサート・エフェクトは、どのモードでも最大5系統(IFX1、2、3、4、

5)まで使用できます。

2–1. Programモード
“BUS Select ”(Program P8:8-1c) で、オシレーターの出力をどの

バスへ送るかを設定します。

L/R: L/Rバスへ送ります。マスターEQを通過後、AUDIO OUTPUT

(MAIN) L/MONO、Rへ送られます。

IFX1 ～5: インサート・エフェクトIFX1、2、3、4、5バスへ送ります。

1, 2, 3(Tube), 4(Tube), 1/2, 3/4(Tube):  AUDIO OUTPUT

( INDIVIDUAL) 1 、2、3(Tube) 、4(Tube) バスへ送ります

(「Individual Output」☞p.214)。

Off: L/Rバス、IFX1～5バス、1～3/4(Tube)バスへ出力しません。

オシレーターの出力をマスター・エフェクトへシリーズ接続するときに

Offに設定します。“Send1(to MFX1)”、“Send2(to MFX2)”でセ

ンド・レベルを設定します。

“Send1(to MFX1) ”、“Send2(to MFX2) ”(Program P8:8-1d)

で、マスター・エフェクトのセンド・レベルを設定します。“BUS

Select ”(Progran P8:8-1c) の設定がL/R またはOff のときに有効

です。

“BUS Select ”をIFX1 ～5に設定しているときは、インサート・エ

フェクト通過後の“Send1”、“Send2”(Program P8:8-2a) で設定

します。(☞「3. ミキサー(Mixer) 」)

Send1はCC#93、 Send2はCC#91の受信でコントロールし

ます。このとき、実際のセンド・レベルは、オシレーター1、2ごとの

Send1、2の設定とMIDIからのSend1、2の値をかけたレベル

となります。

次図の例はオシレーター1、2の出力をIFX1へ送っています。

インサート・エフェクト(IFX)間を直列に接続する場合は、“Chain ”

(Program P8:8-2a) のチェック・ボックスをチェックします。IFX1と

IFX2の間のチェック・ボックスをチェックすると、IFX1の出力はIFX2

の入力に送られます。シリーズ接続にすると、一番最後のIFX通過後の

“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、“Send1”、“Send2”が有効とな

ります。(☞「3. ミキサー(Mixer) 」)

“Chain ”のチェック・ボックスをチェックすることで、IFX1→IFX2→

IFX3→IFX4→IFX5がシリーズ接続になります。IFX5通過後の

“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、“Send1”、“Send2”が有効にな

ります。

━ ドラムス・プログラムの場合 ━

プログラムの“Oscillator Mode ”(Program P1:1-1a) がDrums

のときに、“Use DKit Setting ”(Program P8:8-1b) のチェック・

ボックスが有効になります。チェックすると設定しているドラム・キットの

キーごとの“BUS Select”(Global P5:5-2b)が有効になります。ス

ネア系はIFX1に送りゲート・エフェクトをかけ、キック系はIFX2に送り

EQをかけ、その他はインサート・エフェクトはかけないでAUDIO

OUTPUT (MAIN) L/MONO、Rに送るというような設定が可能です。

チェックをはずすとすべてのドラム・インストゥルメントの出力は“BUS

Select”(Program P8:8-1c) のバスへ送ります。ドラム・キットでの

設定にかかわらず、すべてのドラム・インストゥルメントにインサート・エ

フェクトをかけることができます。

2–2. Combination, Sequencer, Song Playモード
ティンバー(Combination)/トラック(Sequencer、Song Play)の各

“BUS Select ”(各モードP8:Routingページ)で、ティンバー/トラッ

クの出力をどのバスへ送るかを設定します。複数のティンバー/トラッ

クを一つのインサート・エフェクトに送ることも可能です。

Programモード同様に、ティンバー/トラックごとにL/R、IFX1～5、1、

2、3(Tube)、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)、Offから選びます。

“Send1(MFX1) ”、“Send2(MFX2) ”は、“BUS Select ”がL/R

またはOff の場合に有効です。“BUS Select ”をIFX1 ～5に設定し

ているときは、インサート・エフェクト通過後の“Send1”、“Send2”で

設定します。(☞「3. ミキサー(Mixer) 」)

バルブ・フォースをインサートするときは、3/4(Tube)、または3

(Tube)、4(Tube)に設定し、Valve Force “Placement”を

Insertに設定します。

Send1はCC#93、 Send2はCC#91の受信でコントロールし

ます。このとき、実際のセンド・レベルは、ティンバー/トラックで選

んでいるプログラムのオシレーター1、2ごとのSend1、2の設定

とMIDIからのSend1、2の値をかけたレベルとなります。

次図はCombinationモードでの例です。“BUS Select ”の設定に

よって、ティンバー1の出力はIFX1 へ、ティンバー2の出力はIFX2 へ

送られます。その他のティンバーはL/R で、出力はマスターEQを通過

後、AUDIO OUTPUT (MAIN) L/MONO 、Rへ送られます。
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次図は、IFX1とIFX2の間の“Chain ”のチェック・ボックスにチェック

をつけることでIFX1の出力をIFX2へ送ります。

ティンバー1は、IFX1:001:St. Amp SimulationとIFX2:020:

Stereo Flangerをインサートします。ティンバー2は、IFX2:020:

Stereo Flangerをインサートします。前図(Routingページ)はこれら

の設定状態を表します(この設定ではIFX3、4、5を使用していません)。

━ ドラムス・プログラムの場合 ━

ティンバー(Combination)/トラック(Sequencer、Song Play)にドラ

ムス・プログラム(“Oscillator Mode ”Drums )を選んでいるときは、

“BUS Select ”でDKit が選択できます。DKit を設定すると“BUS

Select”(Global P5:5-2b)のキーごとの設定が有効になり、ドラム・

インストゥルメントごとに、バスの送り先へ出力します(例：スネア系は

IFX1、キック系はIFX2、その他はIFXはL/MONO、Rに送る)。DKit

以外に設定すると、ドラムキットでの設定にかかわらず、すべてのドラ

ム・インストゥルメントにインサート・エフェクトをかけることができま

す。

“BUS Select ”でDKit を設定時、ページ・メニュー・コマンド

“DrumKit IFX Patch”(Combination P8:8-1C)が選択できます。

これはキーごとの“BUS Select”設定を一時的にパッチし、インサー

ト・エフェクトへの接続先を一時的に変えるものです。

例えば、ドラムキットの各キーの設定を、スネア系はIFX1、キック系は

IFX2に送るようにしていて、他のティンバー/トラック・プログラムでも

IFX1、2を使用している場合に、ドラムキットの各キーのバスをIFX1を

IFX3に、IFX2をIFX4というように送り先を変えることができます(こ

の場合、スネア系はIFX3に、キック系はIFX4に送られます)。ドラム

キットで“BUS Select ”(Global P5:5-2b)をIFX1 ～5に設定した

キーのみパッチが行えます。設定の状態はRoutingマップでも確認で

きます。“DrumKit IFX Patch”を設定後、OKボタンを押して実行し

ます。元のドラムキットの設定に戻したい場合は、IFX1→IFX1、IFX2

→IFX2、IFX3→IFX3、IFX4→IFX4、IFX5→IFX5としてください。

次図は、ティンバー1にドラムス・プログラム、ティンバー2、3に通常の

プログラムを配置した例です。“BUS Select”は、ティンバー1が

DKit 、ティンバー2がIFX1 、ティンバー3がIFX2 にそれぞれ設定して

あります。ティンバー1はDKit に設定しているためドラムキットの

“BUS Select”(Global P5:5-2b)の設定が有効です。

例えばスネア系がIFX1、キック系がIFX2にしてある場合、ドラムス・プ

ログラムのエフェクトを、ティンバー2、3と異なるエフェクトを使用した

いときに“DrumKit IFX Patch”を使用します。ページ・メニューから

“DrumKit IFX Patch”を選び、ドラムキットのIFX1をIFX3に、IFX2

をIFX4に一時的に送ります。実行するとスネア系はIFX3に、キック系

はIFX4に送り、送り先のエフェクトをかけることができます。

DrumKit IFX Patchダイアログ

設定後

2–3. Samplingモード
AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF IN の各端子からの外部入力音にイ

ンサート・エフェクトをかけてサンプリングすることができます。また、マ

ルチサンプルにアサインしたサンプルにインサート・エフェクトをかけて

リサンプリングすることができます。

なお、USB A端子に接続したCD-R/RWドライブのオーディオCDか

らデータをリッピングするときにはインサート・エフェクトは使用できま

せん。リッピング後、インサート・エフェクトをかけてリサンプリングして

ください。

“Input”で入力がAUDIO INPUT 1、2、またはS/P DIF INなのか

を選び、“BUS Select”(Sampling P0:0-2a)で外部入力をどのバ

スに送るかを設定します。L/R 、IFX1 ～5、1、2、3(Tube)、4(Tube)、

1/2 、3/4(Tube) 、Off から選びます。インサート・エフェクトをかけて

サンプリングする場合は、IFX1 ～5を設定します。

次図は、AUDIO INPUT 1、2からの外部入力音をIFX1 へ送っていま

す。インサート・エフェクトは、P8:Insert Effectで設定し、外部入力音

にインサート・エフェクトをかけてサンプリングすることができます。
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次図は、マルチサンプルにアサインしたサンプルにIFX1 をかけたり、

IFX1 をかけてリサンプリングするときのバス設定例です。“BUS(IFX)

Select”(Sampling P8:8-1b)をIFX1 に設定します。

サンプリングを行うと“BUS(IFX) Select ”の設定は自動的にL/

Rが選ばれます。再度サンプリングする場合は、注意が必要です。

いずれのサンプリング方法についてはQS p.18、OG p.61を参照し

てください。

2–4. Audio Input, S/P DIF IN
Program、Combination、Sequencer、Song Play、Mediaの各

モードでは、AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各入力端子からの

外部入力音に、インサート・エフェクト、マスター・エフェクト、マスター

EQをかけることができます。

各モードの“Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA) ”で

設定でき、これらは共通の設定になります。Global P0: Basic Setup,

Input/Samplingページ、Combination、Program P0: Play,

Samplingページ、Sequencer P0: Play/REC, Samplingページ、

Media , Play Audio CDページで設定できます。

それぞれの“BUS(IFX/Indiv. Select) ”で外部入力をどのバスに送る

かを設定します。L/R 、IFX1 ～5、1、2、3(Tube)、4(Tube)、1/2 、3/

4(Tube) 、Off から選びます。インサート・エフェクトをかけるときは、

IFX1 ～5を設定します。

“Send1( to MFX1)”、“Send2(to MFX2)”は、“BUS Select”

(Global P0:0-3a)がL/R またはOff のときに有効です。IFX1 ～5に

設定しているときは、インサート・エフェクト通過後の“Send1”、

“Send2”で設定します。(☞「3. ミキサー(Mixer) 」)

ここでの設定は、S am p l i n g モードでは無効になります。

Samplingモードの設定は、「2-3. Samplingモード」を参照して

ください。

インサート・エフェクトは、1プログラム、1コンビネーション、1ソング、

Song Playモードの各モードのP8: Insert Effectで設定します。

Mediaモードでは、エフェクトは直前に入っていたモードの設定に

なります。

AUDIO INPUTまたはS/P DIF INからの入力音をCombination、

Programモードではサンプリングが、Sequencerモードではサンプリ

ングが、MediaモードではオーディオCDが再生できます。

また、これらのモードで、外部入力音に4イン6アウトのエフェクターと

して使用したり、内部音と組み合わせて使用することができます。例え

ば、ProgramまたはCombinationモードで、このAudio Input1、2

からの外部入力音と、オシレーターの内部音を同時にインサート・エフェ

クト093: Vocoder へ送り、内部音を外部マイク入力によってコント

ロールするボコーダー・エフェクト等のセッティングが可能です。

(「093: Vocoder」☞p.263)

3. ミキサー(Mixer)
Program、Combination、Sequencer、Song Playモードは、P8:

Insert FXページの“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、“Send1”、

“Send2”で、インサート・エフェクト通過後のパン、バス・セレクト、マス

ター・エフェクトMFX1、MFX2へのセンド・レベルを設定します。

“Chain”のチェック・ボックスにチェックをつけてインサート・エフェクト

をシリーズ接続しているときは、シリーズ接続している一番最後のイン

サート・エフェクト通過後の“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、

“Send1”、“Send2”の設定が有効となります。

Samplingモードは、P8:Insert FXページの“Pan(CC#8) ”で、イン

サート・エフェクト通過後の“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”を設定し

ます。マスター・エフェクトは使用できません。

3–1. Pan (CC#8)
インサート・エフェクト通過後のパンを設定します。

インサート・エフェクトがStereo In ーStereo Out の場合は(☞「イン/

アウト(In/Out) 」)、C064に設定することで、オシレーター(Program

P4:4-1b、4-4)、ティンバー(Combination P0:0-2a、P1:1-1b)、ト

ラック(Sequencer P0:0-3a/4a、Song Play P0:0-3a/4a)や、

オーディオ・インプット(Sampling P0:0-2a、Global P0:0-3a)の

“Pan”の設定が有効になります。

インサート・エフェクトがMono In ーStereo Out 、Mono In ーMono

Out の場合は(☞「イン/アウト(In/Out)」)、オシレーター、ティンバー、

トラック、オーディオ・インプットの“Pan”(上記参照)の設定は無効にな

り、常にセンターに定位します。インサート・エフェクト通過後の“Pan

(CC#8) ”(P8: Insert FXページ)で定位を設定します。L000 で左振

り切り、R127で右振り切りになります。

OSC1: Amp1 Pan=L000
OSC2: Amp2 Pan=R127

Left Center Right

Post IFX Pan(CC#8)

C064

Left Center Right

L032

L000

R096

R127

Insert Effect = Stereo In - Stereo Out

Left Center Right

Left Center Right

OSC1 OSC2
OSC1: Amp1 Pan=L032
OSC2: Amp2 Pan=R096

Post IFX Pan(CC#8)

C064

L032

L000

R096

R127
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OSC1: Amp1 Pan=L000
OSC2: Amp2 Pan=R127

Left Center Right

Post IFX Pan(CC#8)

C064

Left Center Right

L032

L000

R096

R127

Insert Effect = Mono In - Stereo Out

OSC1 OSC2

Mono In - Mono Out

CC#8の受信でコントロールします。

3–2. BUS Sel. (BUS Select)
インサート・エフェクト通過後のバスを設定します。

通常L/Rに設定します。OUTPUT (MAIN) L/MONO 、R出力の手前

のマスターEQへ送ります。

OUTPUT (INDIVIDUAL) 1 、2、3、4へ出力するときは、1、2、3

(Tube) 、4(Tube) 、1/2 、3/4(Tube) を設定します(☞「Individual

Output」)。Off は、L/Rバス、1、2、3、4バスへ出力しません。マス

ター・エフェクト通過後、AUDIO OUTPUT(MAIN) へ出力します。

“Send1(MFX1)”、“Send2(MFX2)”で設定したセンド・レベルでマ

スター・エフェクトへシリーズ接続するときに選びます。

3–3. Send1, Send2
インサート・エフェクト通過後、マスター・エフェクトMFX1、MFX2への

センド・レベルを設定します。“BUS Select ”がL/R またはOff のとき

に有効です。

インサート・エフェクトを使用していない場合は、P r o g r a m 、

Combination、Sequencer、Song Playの各モードのP8:Routing

ページ“Send1”、“Send2”でマスター・エフェクトMFX1、MFX2へ

のセンド・レベルを設定します(オーディオ・インプットのセンド・レベル

は、Global P0:Input/Samplingページで設定します)。

“Send1”はCC#93、 “Send2”はCC#91の受信でコントロー

ルします。

4. インサート・エフェクトのMIDIに
よるコントロール

すべてのエフェクトは、ダイナミック・モジュレーション(Dmod)機能によっ

て、各種エフェクト・パラメーターを本機のコントローラーや外部MIDI機

器から、演奏中やシーケンサーでリアルタイムにコントロールできます。

またインサート・エフェクト通過後の“Pan(CC#8)”、“Send1”、

“Send2”も同様にコントロールできます。

4–1. Program, Samplingモード
グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a) で

コントロールします。

4–2. Combinationモード
IFX1、IFX2、IFX3、IFX4、IFX5のそれぞれのコントロール・チャンネ

ルを、IFX1～5ページ“Ctrl Ch ”で設定します。Ch01 ～16、Gch、

All Routed から選択します。

Ch01 ～16: インサート・エフェクトごとに別々のチャンネルでコント

ロールする場合に設定します。各インサート・エフェクトにルーティング

しているティンバーのMIDIチャンネルCh01～16の右に「*」がつき

ます。ルーティングしているティンバーのMIDIチャンネルの設定が異な

る場合、どのチャンネルでコントロールするかをここで設定します。

Gch: グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)

でコントロールします。通常Gchを設定します。

All Routed: そのインサート・エフェクトにルーティングしているティン

バーのチャンネル・ナンバー(Ch01～16で「*」がついているチャン

ネル)、すべてでコントロールできます。

4–3. Sequencer, Song Playモード
IFX1、IFX2、IFX3、IFX4、IFX5のそれぞれのコントロール・チャンネ

ルを、各IFX1～5ページ“Ctrl Ch ”で設定します。Ch01 ～16、All

Routed から選択できます。

Ch01 ～16: インサート・エフェクトごとに異なるチャンネルでコント

ロールする場合に選択します。各インサート・エフェクトにルーティング

しているトラックのMIDIチャンネルCh01～16の右に「*」がつきま

す。MIDIチャンネルが違う複数トラックを一つのインサート・エフェクト

に送っている場合で、どれか一つのトラックでコントロールするときなど

に設定します。

All Routed: そのインサート・エフェクトにルーティングしているトラッ

クのチャンネル・ナンバー(Ch01～16で「*」がついているチャンネ

ル)、すべてでコントロールできます。

通常、All Routed を選択し、また一つのチャンネルでコントロールする

場合はCh01 ～16から選択するとよいでしょう。

Sequencerモードでは、エクスクルーシブ・メッセージのレコーディン

グ/プレイバック、エクスクルーシブ・イベントを含んだトラックをエ

ディットできるため、ソングのプレイバック中にエフェクトを切り替えた

り、エフェクト・パラメーターの値を変化させることができます。
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マスター・エフェクト (MFX1, 2)

1. イン/アウト (In/Out)
マスター・エフェクトMFX1、MFX2 の入出力は、モノ・イン―ステレ

オ・アウトです。マスター・エフェクトへの入力レベルは、Send1、2で

設定します(☞「ルーティング(Routing)」、「ミキサー(Mixer) 」)。この

マスター・エフェクトへの入力がステレオ音のとき、自動的にモノにまと

められます。

マスター・エフェクトは、MFX1、2ページ“Wet/Dry ”のエフェクトを

かけないダイレクト音(Dry)は出力しません。エフェクトをかけた音

(Wet )のみを出力します。“Wet/Dry ”からの出力は“Return1”、

“Return2”で設定した出力レベルでL/R バスへ送ります。この出力は

“BUS Select”(各モードのP8:Routingページ)L/R 、または“BUS

Select”(各モードのInsert FXページ)L/R の出力とミックスし、マス

ターEQへ出力します。

000:No Effect を選択すると、出力をミュートします。また、マスター・

エフェクトの出力のしかたは001 ～089のエフェクトの種類によって

異なり、次のようなバリエーションがあります。

Stereo In - Stereo Out

Mono In - Mono Out

Mono In - Stereo Out

Effect
Effect

Effect+

Effect+

Wet

+

各エフェクトの入出力のバリエーションはブロック図左上に表記してい

ます(Wetが該当します)。

各モードのP9:Master FXページMFX1、2の各ON/OFF ボタンを

押すと、ON、OFFが切り替わり、OFF のとき出力は000: No Effect

と同様にミュートになります。

このON/OFFボタンの設定とは別に、MFX1、2はMIDIコント

ロール・チェンジCC#94を受信することでMFX1を、CC#95の

受信でMFX2をオフできます。値が0でオフ、1～127で元の設

定に戻ります。また、“Effect Global SW”(Global P0:0-1b)

でも同様にMFX1、MFX2をオフすることができます。グローバ

ルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a) でコン

トロールします。

ダブルサイズ・エフェクト
マスター・エフェクトMFX1、MFX2ではダブルサイズ・エフェクトは使

用できません。

2. ルーティング(Routing)
マスター・エフェクトは、Samplingモード以外のどのモードでも2系統

(MFX1、2)が使用できます。各モードにおいてインサート・エフェクトを

使用していないときは、オシレーター( P r o g r a m ) 、ティンバー

(Combination)、トラック(Sequencer、Song Play)、オーディオ・イン

プット(Global)ごとに設定する“Send1(MFX1)”、“Send2(MFX2)”

によって、2つのマスター・エフェクトへのセンド・レベルを設定します。例

えば、ティンバー/トラックごとにマスター・エフェクトへのセンド量が調節

でき、ピアノ音にはリバーブを深く、ストリングスには浅く、ベース音には

リバーブをまったくかけないなどの調整ができます。インサート・エフェ

クトを使用しているときはインサート・エフェクト通過後の“Send1”、

“Send2”で設定します。

2–1. Programモード
P8:Routingページ“Send1(to MFX1)”、“Send2(to MFX2)”ま

たはP8:Insert FXページIFX1～5通過後の“Send1”、“Send2”

でマスター・エフェクトへのセンド・レベルを設定します。

“BUS Select ”がL/R 、Off のとき、Routingページ“Send1(to

MFX1) ”、“Send2(to MFX2) ”が有効です。オシレーター1、2にそ

れぞれ設定できます。

“BUS Select ”がIFX1 ～5のとき、Insert FXページIFX1～5通

過後の“Send1 ”、“Send2 ”が有効です。インサート・エフェクトを

チェイン(シリーズ接続)している場合は、一番最後のIFX 通過後の

“Send1”、“Send2”が有効になります。

“BUS Select”が1、2、3(Tube) 、4(Tube)、1/2、3/4(Tube)のと

き、オシレーターは直接AUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL) 1、2、3、

4へ出力します(☞「Individual Output」)。Send1、2の設定は無効

で、マスター・エフェクトはかかりません。(☞p.214)
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Send1はCC#93、Send2はCC#91の受信でコントロールし

ます。グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:

1-1a) でコントロールします。このとき、実際のセンド・レベルは、

プログラムでのオシレーター1、2ごとのSend1、2の設定と

MIDIからのSend1、2をかけたレベルとなります。

プログラムの“Oscillator Mode ”(Program P1:1-1a) がDrums

のときに、“Use DKit Setting ”(Program P8:8-1b) が有効にな

ります。

チェックすると選択しているドラムキットでのキーごとのSend1、2レベ

ルが有効になります。ドラムキットの“BUS Select”(Global P5: 5-2b)

をL/RまたはOffに設定したキーのドラム・インストゥルメントは“Send1

(to MFX1)”、“Send2(to MFX2)”(Global P5:5-2b)が有効です。

IFX1～5に設定したときは、IFX1～5通過後の“Send1”、“Send2”

(Program P8:8-2a)が有効です。

チェックをはずすとすべてのドラム・インストゥルメントは、“Oscillator

Mode”がSingle、Doubleのときと同様で、“Send1(MFX1)”、

“Send2(MFX2)”(Program P8:8-1d)またはP8:Insert FXページ

IFX1～5通過後の“Send1”、“Send2”(Program P8:8-2a)が有効

です。

2–2. Combination, Sequencer, Song Playモード
ティンバー(Combination)/トラック(Sequencer、Song Play)の各

“Send1(MFX1)”、“Send2(MFX2)”(P8:Routingページ)で、ティ

ンバー/トラックごとのSend1、2レベルを設定します。Programモー

ドと同様に、“Send1(MFX1) ”、“Send2(MFX2) ”は“BUS

Select ”がL/R またはOff のときに有効です。このとき実際のセンド・

レベルは、Program P8:Routing ページでオシレーター1、2

(“Oscillator Mode ”Double 時) それぞれで設定したセンド・レベル

にここでのSend1、2を掛けたレベルとなります。

━ センド・レベル ━

例えば、プログラムの“OSC1 Send1”を127、“Send2”を064、

“OSC2 Send1”を064 、“Send2”を127 、コンビネーションの

“Send1”を064、“Send2”を127に設定したとき、コンビネーショ

ンでの実際のセンド・レベルは

OSC1 Send1=127(100%)*064(50%)=064(50%)

OSC1 Send2=064(50%)*127(100%)=064(50%)

OSC2 Send1=064(50%)*064(50%)=032(25%)

OSC2 Send2=127(100%)*127(100%)=127(100%)

になります。

“BUS Select ”をIFX1 ～5に設定しているときは、インサート・エ

フェクト通過後の“Send1”、“Send2”で設定します。1 、2 、3

(Tube) 、4(Tube) 、1/2 、3/4(Tube) に設定しているときは、

Send1、2は無効で、マスター・エフェクトはかかりません。

Send1はCC#93、Send2はCC#91の受信でコントロールしま

す。ティンバー/トラックごとの“Send1(MFX1)”、“Send2

(MFX2)”が有効なときは、そのティンバー/トラックの設定MIDI

チャンネル、IFX1～5通過後の“Send1”、“Send2”が有効な場

合は、IFX1～5で設定したMIDIチャンネルでコントロールします。

次図はCombinationモードでの例ですが、図(上)の“BUS Select”の

設定により、ティンバー1はIFX1へ、ティンバー2はIFX2へ、ティンバー

3はIFX3へ、ティンバー4はIFX4へ、ティンバー5、6はIFX5へ、ティン

バー7、8はL/Rへ送っています。この場合ティンバー1のマスター・エ

フェクトへのセンド・レベルは、図(下)のIFX1:001:St. Amp Simulation

通過後の“Send1”、“Send2”で設定します(ここではそれぞれ032、

127に設定しています。) 同様にティンバー2、3、4はそれぞれIFX2、3、

4通過後の“Send1”、“Send2”で、ティンバー5、6はIFX5通過後の

“Send1”、“Send2”でまとめて設定します。ティンバー7、8は図(上)の

“Send1(MFX1)”、“Send2(MFX2)”での設定が有効となります(この

ときセンド・レベルはプログラムでのオシレーター1、2ごとのSend1、2

の設定とここでのSend1、2を掛けたレベルとなります)。

ティンバー(Combination)/トラック(Sequencer、Song Play)に、そ

れぞれドラムス・プログラムを選んでいるときは、“BUS Select ”で

DKit が選択できます。設定すると“BUS Select”(Global P5:5-2b)

のキーごとの設定が有効になり、各ドラム・インストゥルメントごとのバ

スへ出力します。このときセンド・レベルはドラムキットのキーごとの

Send1、2の設定とここでのSend1、2を掛けたレベルとなります(ド

ラムキットの“BUS Select ”でIFX1 ～5へ設定しているキーのドラ

ム・インストゥルメントは、IFX1～5通過後の“Send1”、“Send2”で

設定します)。L/R 、Off を選択しているときは、その他(“Oscillator

Mode”Single 、Double )の場合と同様にProgram P8:Routing

ページで“OSC1 Send1(to MFX1) ”、“Send2(toMFX2) ”

(Program P8:8-1d) で設定したセンド・レベルに、ここでのSend1、

2を掛けたレベルになります。IFX1 ～5に設定しているときは、設定し

ているインサート・エフェクト通過後の“Send1”、“Send2”で直接設

定します。1、2、3(Tube) 、4(Tube) 、1/2 、3/4(Tube) に設定してい

るときは、Send1、2は無効になります。

2–3. Sampling Mode
Samplingモードではマスター・エフェクト、マスターEQは使用できま

せん。

2–4. Audio Input, S/P DIF IN
Program、Combination、Sequencer、Song Play、Mediaの各

モードでは、AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各入力端子からの

外部入力音に、インサート・エフェクト、マスター・エフェクト、マスター

EQをかけることができます。

各モードの“Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA) ”で

設定でき、これらは共通の設定になります。Global P0: Basic Setup,

Input/Samplingページ、Combination、Program P0: Play,

Samplingページ、Sequencer P0: Play/REC, Samplingページ、

Media, Play Audio CDページで設定できます。

それぞれの“BUS(IFX/Indiv. Select) ”で外部入力をどのバスに送る

かを設定します。L/R 、IFX1 ～5、1、2、3(Tube) 、4(Tube) 、1/2 、

3/4(Tube) 、Off から選びます。マスター・エフェクトへは、“BUS
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Select”(Global P0:0-3a)がL/R またはOff のときは、“Send1( to

MFX1)”、“Send2(to MFX2)”で設定します。IFX1 ～5に設定して

いるときは、インサート・エフェクト通過後の“Send1”、“Send2”で設

定します。(☞「3. ミキサー(Mixer) 」)

ここでの設定は、Samplingモードでは無効になります。

マスター・エフェクト、マスターEQは、プログラム、コンビネーション、ソ

ング、Song Playモードごとの、P9:Master Effectで設定します。

Mediaモードでは、エフェクトは直前に入っていたモードの設定に

なります。

3. ミキサー (Mixer)
センド・レベルを設定することによって、マスター・エフェクトへの入力レベ

ルが決定します。各モードのP9:Master FXページでは、出力レベル、マ

スター・エフェクト間のチェイン(シリーズ接続)、マスターEQゲインを設定

します。

3–1. Return1(リターン 1), Return2(リターン 2)
それぞれMFX1、MFX2からの出力レベルを設定します。MFX1、2で

選択、設定したエフェクトの“Wet/Dry ”の左側の値(25:75 のとき

25%、Wetのとき100%、Dryのとき0%)が、マスター・エフェクトの

出力レベルで、ここでの“Return1”、“Return2”での設定値と掛けた

レベルがL/Rバスに送られ、P8:Routingページ“BUS Select ”L/

R、またはInsert FXページ“BUS Select ”L/R の出力音とミックス

されます。

例えば、MFX1のエフェクトの“Wet/Dry ”が50:50 (50%)、

“Return1 ”が64(50%)の場合、エフェクト・レベルは25%となりま

す。“Wet/Dry ”が Wet、“Return1 ”が127で100%となり、エ

フェクト最大レベルとなります。

3–2. Chainチェック・ボックス
チェックすると、MFX1、MFX2間がルーティングします。

次図の例ではMFX1:016:Stereo Chorus の出力がMFX2:052:

Reverb Hall の入力に加算されます。

3–3. Chain Direction
“Chain ”チェック・ボックスをチェックするとMFX1、2間をルーティン

グしますが、ここではその方向を設定します。LCD画面上でも接続の方

向が確認できます。

3–4. Chain Signal
M F X 1 、2 間のルーティングの信号を設定します。“Ch a i n

Direction ”がMFX1→ MFX2にチェインしているとき、LR Mixに

するとMFX1のステレオ出力L、RをミックスしてMFX2に入力しま

す。043: L/C/R Delay などL、Rにふったディレイをシリーズ接続す

る場合などに選択するとよいでしょう。L Only またはR Onlyにすると、

MFX1のステレオ出力の一方のチャンネルのみをMFX2に入力しま

す。016:Stereo Chorus などモジュレーション系エフェクトをリバー

ブなどにシリーズ接続する場合などに選択するとよいでしょう。

3–5. Chain Level
MFX1、2をチェインしているときの一方のMFXからもう一方のMFX

への信号レベルを設定します。

3–6. Master EQ Gain [dB]
AUDIO OUTPUT (MAIN) L/Mono 、Rの出力直前にあるステレオ

3バンドEQのLow、Mid、Highのゲインを設定します。Low、Highは

シェルビング・タイプ、Midはバンド・タイプです。このスライダーでの設

定は、Master EQページのLow、Mid、Highの各“Gain[dB]”とリン

クしています。各バンドの中心周波数、帯域幅(Midのみ)、ダイナミック・

モジュレーションの設定はMaster EQページで行います。

4. マスター・エフェクトのMIDIによ
るコントロール

マスター・エフェクトも、インサート・エフェクトと同様にすべてのエフェ

クトをダイナミック・モジュレーション(Dmod)機能によって、各種エフェ

クト・パラメーターを本機のコントローラーや外部MIDI機器から、演奏

中やシーケンサーでリアルタイムにコントロールできます。

Program モードでは、グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”

(Global P1:1-1a) でコントロールします。

Combination 、Sequencer 、Song Play モードでは、MFX1、MFX2

のそれぞれのコントロール・チャンネルを、各MFX1～2ページ“Ctrl

Ch”で設定します。Ch01 ～16、Gchから選択します。

Ch01 ～16: マスター・エフェクトごとに別々のチャンネルでコント

ロールする場合に設定します。

Gch: グローバルMIDIチャンネル“MIDI Channel”(Global P1:1-1a)

でコントロールする場合に設定します。通常Gchを選択します。

なお、Sequencerモードでは、エクスクルーシブ・メッセージのレコー

ディング/プレイバック、エクスクルーシブ・イベントを含んだトラックを

エディットできるため、ソングのプレイバック中にエフェクトを切り替えた

り、エフェクト・パラメーターの値を変化させることができます。

マスター EQ
マスターEQ(ステレオ3バンドEQ)は、AUDIO OUTPUT (MAIN) L/

MONO、Rの出力直前にあります。Low、Highはシェルビング・タイプ、

Midはピーキング・タイプです。Low Gain、High Gainはダイナミック・

モジュレーションでコントロールできます。

マスターEQ(ステレオ3バンドEQ)は、L/Rバスからの入力に対して有

効です。AUDIO OUTPUT (MAIN) L/MONO 、Rに出力します。各

パラメーターについてはp.269を参照してください。
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Main Output
本機のメイン出力L/MONO、Rは、AUDIO OUTPUT (MAIN) L/

MONO、R端子と、S/P DIF OUT(MAIN)端子、ヘッドホン端子から出

力します。

Individual Output
本機には4個の独立に出力するAUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL)が

あります。オシレーター(Program)、ティンバー(Combination)、トラッ

ク(Sequencer)の出力や、インサート・エフェクト通過後の出力を、自在

にこの4個のAUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL)へ、ルーティングでき

ます。

Program、Combination、Sequencer、Song Playの各モードの

P8:Routingページ“BUS Select”で、オシレーター(Program) 、ティ

ンバー(Combination)、トラック(Sequencer、Song Play)をAUDIO

OUTPUT (INDIVIDUAL) へルーティングできます。

インサート・エフェクトを使用している場合は、インサート・エフェクト通

過後の出力をP8:Insert FXページの“BUS Select ”で設定します。

1 , 2 , 3(Tube) , 4(Tube):  それぞれモノでAUDIO OUTPUT

(INDIVIDUAL) へルーティングします。

1/2 , 3/4(Tube): それぞれステレオでAUDIO OUTPUT

(INDIVIDUAL) へルーティングします。1/2 の場合、AUDIO

OUTPUT (INDIVIDUAL)1 、2をステレオで使用してください。3/4

の場合も同様です。

Valve Force
バルブ・フォース（Valve Force）は、真空管12AU7(ECC82) を使用

したアナログ回路です。真空管 x1でステレオ・イン－ステレオ・アウト

の入出力に対応します。

真空管特有の豊かな倍音とスムーズなひずみ感によって、ナチュラルな

深みや、ファットなドライブ感が得られます。

1. 配置 (Placement)
バルブ・フォースの配置先は“Placement ”(Valve Forceページ)で

設定します。

“Placement ” Final 時、Main Output L/R出力用DAC (Digital

Analog Converter) の後の、アナログ信号変換後に配置します。バル

ブ・フォース通過後、AUDIO OUTPUT L/MONO、Rおよびヘッドホ

ンに出力されます。VOLUMEはバルブ・フォース通過後のレベルを調

整します。

プログラム、コンビネーション、ソング、サンプル再生の最終段でバルブ・

フォースを通し、真空管特有の豊かな倍音とスムーズなひずみ感を加え

たり、サウンドを整えます。

(Digital to Analog 
Converter)

(Digital to Analog 
Converter)

MASTER EQ
VolumeValve Force

On/Off
L/R BUS

Placement: Final

1/2 BUS

S/P DIF OUT

Resampling

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

DAC

DAC

3/4 (Tube) BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4DAC

VALVE FORCE

Recording Level

Digital Analog

“Placement ” Insert (Use 3/4 BUS) 時、Indivi. Output 3/4

出力用DAC (Digital Analog Converter) の後の、アナログ信号変

換後に配置されます。3/4バスがバルブ・フォースへの入力となり、同

時にIndividual 3/4にも出力されます。

バルブ・フォースを通過後、ADC (Analog Digital Converter) でデ

ジタル信号に変換され、“Pan(CC#8) ”、“BUS Select”、“Send1”、

“Send2”の設定に従い、インサート・エフェクト、マスター・エフェクト、

L/R、Individual 1/2、3/4バスに送られます。

プログラム、コンビネーションのティンバー、ソングのトラック、サンプル

再生に、インサート・エフェクトやマスター・エフェクト（サンプル再生は

除く）とバルブ・フォースを組み合わせて、真空管特有の豊かな倍音とス

ムーズなひずみ感を加えます。

Program, Combination, Sequencer, Song Playモード

(Digital to Analog 
Converter)

(Analog to
Digital Converter)

Valve Force
On/Off

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

Resampling
Recording Level

INSERT FX
MASTER FX

Volume
3/4 (Tube) BUS

Placement: Insert (Use 3/4 BUS)

L/R BUS

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4

DAC

ADC

DAC

1/2 BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

DAC

VALVE FORCE

Digital Analog

L/R BUS
1/2 BUS
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Samplingモード

Valve Force
On/Off

AUDIO OUTPUT 
L/MONO, R

Headphones

Audio Input Sampling/
Resampling

Recording
 Level

INSERT FX

Volume
3/4 (Tube) BUS

Placement: Insert (Use 3/4 BUS)

L/R BUS

AUDIO OUTPUT 
INDIV. 3/4

DAC

ADC

DAC

1/2 BUS AUDIO OUTPUT 
INDIV. 1/2

DAC

VALVE FORCE

Digital Analog

L/R BUS
1/2 BUS

2. イン/アウト (In/Out)
S/P DIFでのL/R出力、各モードでのL/R出力のリサンプリング

等では使用できません。

2–1. Programモード
“Placement ” Final 時:

L/R出力の最終段でバルブ・フォースに入力/出力します。

“Placement ” Insert(Use 3/4 BUS) 時:

オシレーター1、2の出力をバルブ・フォースに入力するときは、“BUS

Select (All OSCs to) ”(P8:Routingページ)を3/4(Tube) 、また

は3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースに入力するときは、イン

サート・エフェクト通過後の“BUS Sel. ”(Insert FXページ)を3/4

(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

バルブ・フォースの出力は、“BUS Sel. ”、“Send1 ”、“Send2 ”

(Valve Forceページ)で設定します。

“BUS Sel. ”で、L/R バス、インサート・エフェクトIFX1 ～5バス、1、

2バスへ送ります。“Send1 ”、“Send2 ”で、マスター・エフェクトへの

センド・レベルを設定します。

設定例はp.35を参照してください。

2–2. Combination, Sequencer, Song Playモード
“Placement ” Final 時:

L/R出力の最終段でバルブ・フォースに入力/出力します。

“Placement ” Insert(Use 3/4 BUS) 時:

各ティンバー(Combination)/トラック(Sequencer、Song Play)の

出力をバルブ・フォースに入力するときは、“BUS Select ”(各モード

P8:Routingページ)を3/4(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設

定します。複数のティンバー/トラックをバルブ・フォースに送ることも

可能です。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースに入力するときは、イン

サート・エフェクト通過後の“BUS Sel. ”(Insert FXページ)を3/4

(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

バルブ・フォースの出力は、“BUS Sel. ”、“Send1 ”、“Send2 ”

(Valve Forceページ)で設定します。

“BUS Sel. ”で、L/R バス、インサート・エフェクトIFX1 ～5バス、1、

2バスへ送ります。“Send1 ”、“Send2 ”で、マスター・エフェクトへの

センド・レベルを設定します。

設定例はp.54、99、154を参照してください。

2–3. Samplingモード
“Placement ” Final 時:

L/R出力の最終段で、バルブ・フォースに入力/出力します。マルチサン

プル音をバルブ・フォースに通して出力するときに使用します。

“BUS(IFX) Select ”(Routingページ)をL/R 、またはIFX1 ～IFX5

に設定します。IFX1～IFX5に設定した場合は、インサート・エフェクト

通過後の“BUS Sel. ”(Insert FXページ)をL/R に設定します。

“Placement ” Insert(Use 3/4 BUS) 時:

AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各端子からの外部入力音をバ

ルブ・フォースに入力するときは、“BUS(IFX/Indiv.) Select ”

(Input/Setupページ)を3/4(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に

設定します。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースに入力するときは、イン

サート・エフェクト通過後の“BUS Sel. ”(Insert FXページ)を3/4

(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

マルチサンプルをバルブ・フォースに通してリサンプリングするときは、

“BUS(IFX) Select ”(Routingページ)を3/4(Tube) 、または3

(Tube) 、4(Tube) に設定します。

バルブ・フォースの出力は、“BUS Sel. ”(Valve Forceページ)で設

定します。L/R バス、インサート・エフェクトIFX1 ～5バス、1、2バスへ

送ります。

サンプリングするソースのバスに、“Source BUS”を合わせます。

設定例はp.142を参照してください。

2–4. Audio Input, S/P DIF IN
Program、Combination、Sequencer、Song Play、Mediaの各

モードで、AUDIO INPUT 1、2、S/P DIF INの各入力端子からの外

部入力音に、バルブ・フォースを通して出力することができます。

各モードの“Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA) ”で

設定でき、これらは共通の設定になります。Global P0: Basic Setup,

Input/Samplingページ、Combination、Program P0: Play,

Samplingページ、Sequencer P0: Play/REC, Samplingページ、

Media, Play Audio CDページで設定できます。

“Placement ” Final 時:

L/Rバスに送られる外部入力音を、L/R出力の最終段でバルブ・フォー

スに入力/出力します。

“BUS(IFX/Indiv.) Select ”をL/R 、またはIFX1 ～IFX5 に設定し

ます。IFX1～IFX5に設定した場合は、インサート・エフェクト通過後の

“BUS Sel. ”(Insert FXページ)をL/R に設定します。

“Placement ” Insert(Use 3/4 BUS) 時:

外部入力音をバルブ・フォースに入力するときは、“BUS(IFX/Indiv.)

Select ”を3/4(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

インサート・エフェクト通過後、バルブ・フォースに入力するときは、イン

サート・エフェクト通過後の“BUS Sel. ”(Insert FXページ)を3/4

(Tube) 、または3(Tube) 、4(Tube) に設定します。

バルブ・フォースの出力は、“BUS Sel. ”、“Send1 ”、“Send2 ”

(Valve Forceページ)で設定します。

“BUS Sel. ”で、L/R バス、インサート・エフェクトIFX1 ～5バス、1、

2バスへ送ります。“Send1 ”、“Send2 ”で、マスター・エフェクトへの

センド・レベルを設定します。

ここでの設定は、S am p l i n g モードでは無効になります。

Samplingモードの設定は、「2-3. Samplingモード」を参照して

ください。

インサート・エフェクトは、1プログラム、1コンビネーション、1ソング、

Song Playモードの各モードのP8: Insert Effectで設定します。

Mediaモードでは、エフェクトは直前に入っていたモードの設定に

なります。
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Effect/Mixer Block Diagram

Programモード

Pan

   Oscillator 1

Send1

Select from:
L/R 
IFX1
IFX2
IFX3 
IFX4 
IFX5
1
2
3
4
1/2
3/4
Off

IFX2 BUS IFX2

IFX1 BUS IFX1

Chain

✓

MFX2

MFX1mono

mono

Return1 / 2

Master EQ AUDIO OUTPUT
(MAIN) L/Mono, R

IFX4 BUS IFX4

IFX3 BUS IFX3

IFX5 BUS IFX5 BUS Select
= L/R

   Oscillator 2

IFX / Indiv.Out
BUS Select

stereo

Insert Effects
Post IFX
Pan(CC#8) BUS Select

Select from:
L/R
1
2
3
4
1/2
3/4
Off

Send2

stereo

Master Effects

AUDIO OUTPUT
(INDIVIDUAL)1/2/3/4

L/R BUS

stereo

mono x 4mono x 4

BUS Select
= IFX1

stereo

stereo

stereo

stereo

stereo

Chain

 Effect / Mixer Block Diagram in Program Mode

P8: Insert Effect

Post IFX
Send1 / 2

P9: Master Effect

✓

✓

 Analog Input 1

 Analog Input 2

BUS Select
= L/R
BUS Select
= IFX1

Program P0: Sampling
(Global P0: Input/Sampling)

 "Input"

Program P0: Sampling
(Global P0: Input/Sampling)
"Input" (Send1, Send2)

 S/P DIF IN L

 S/P DIF IN R

BUS Select
= L/R
BUS Select
= L/R

BUS Select
= L/R

Combination, Sequencer, Song Play, Mediaモード

Pan

Timbre / Track 1 BUS Select
= L/R

Send1

Select from:
(DKIT)
L/R 
IFX1
IFX2
IFX3 
IFX4 
IFX5
1
2
3
4
1/2
3/4
Off

IFX2 BUS IFX2 BUS Select
= L/R

IFX1 BUS IFX1

Chain

✓

MFX2

MFX1mono

mono

Return1 / 2

Master EQ AUDIO OUTPUT
(MAIN) L/Mono, R

IFX4 BUS IFX4 BUS Select
= 1/2

IFX3 BUS IFX3

IFX5 BUS IFX5 BUS Select
= Off

Timbre / Track 2

Timbre / Track 3

BUS Select
= OffTimbre / Track 4

BUS Select
= 1/2Timbre / Track 8

BUS Select
= 3/4Track 16

BUS Select
= L/R

IFX / Indiv.Out
BUS Select

stereo

Insert Effects
Post IFX
Pan(CC#8) BUS Select

Select from:
L/R
1
2
3
4
1/2
3/4
Off

Send2

stereo

Master Effects

AUDIO OUTPUT
(INDIVIDUAL)1/2/3/4

L/R BUS

stereo

mono x 4mono x 4

BUS Select
= IFX3

BUS Select
= IFX1

stereo

stereo

stereo

stereo

stereo

Chain

 Effect / Mixer Block Diagram in Combination / Sequencer / Song Play Mode / Media Mode

P8: Insert Effect

Post IFX
Send1 / 2

P9: Master Effect

 Analog Input 1

 Analog Input 2

BUS Select
= L/R
BUS Select
= IFX1

Combination/Sequencer P0: Sampling,
Media Play Audio CD (Global P0: Input/Sampling)

"Input"

Combination/Sequencer P0: Sampling,
Media Play Audio CD (Global P0: Input/Sampling)
"Input (Send1, Send2)"

 S/P DIF IN L

 S/P DIF IN R

BUS Select
= L/R
BUS Select
= L/R

Samplingモード

Pan

Select from:
L/R 
IFX1
IFX2
IFX3 
IFX4 
IFX5
1
2
3
4
1/2
3/4
Off

IFX2 BUS IFX2

IFX1 BUS IFX1

Chain

✓

Sample Recording
(Resampling)
Level Meter

IFX4 BUS IFX4

IFX3 BUS IFX3

IFX5 BUS IFX5

IFX / Indiv.Out
BUS Select

stereo

Insert Effects

AUDIO OUTPUT
(INDIVIDUAL)1/2/3/4

L/R BUS

stereo

mono x 4

stereo

stereo

stereo

stereo

 Effect / Mixer Block Diagram in Sampling Mode

P8: Insert Effect

✓

 Analog Input 1

 Analog Input 2

BUS Select
= L/R
BUS Select
= IFX4

Sampling P0: Input/Setup
 "Input"

 S/P DIF IN L BUS Select
= L/R
BUS Select
= L/R

Post IFX
Pan(CC#8)

   Stereo Sample L

   Stereo Sample R

BUS Select
= IFX1

 Mono Sample BUS Select
= IFX1

P0: Input/Setup:
"Source BUS = L/R"

 S/P DIF IN R



Ef
fe

ct

217

Filter/Dynamic

フィルター、ダイナミクス・コントロール系エフェクト

000: No Effect
エフェクトを使用しないときに選択します。インサート・エフェクトで

は入力をそのまま出力し、マスター・エフェクトでは出力をミュートし

ます。

001: St. Amp Simulation
(Stereo Amp Simulation)

ギター・アンプの音響特性をシミュレートしたエフェクトです。実際に

ギター・アンプを鳴らしているようなリアルなサウンドが得られます。

ギターだけでなくオルガン、ドラムスなどにも効果的です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Amp Simulation Filter

Amp Simulation Filter

a Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

b Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

002: Stereo Compressor
入力信号を圧縮して、音のつぶをそろえてパンチを与えるエフェクト

です。ギターやピアノ、ドラムスなどで使用すると効果的です。 ステ

レオ・タイプで、左右のチャンネルをリンクしたり、切り離して独立さ

せて使用することができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

EQ Trim

EQ Trim

LEQ HEQ

LEQ HEQ
Compressor

Compressor

Envelope Select

Output Level

Output Level

Envelope - Control

Envelope - Control

a Envelope Select L/R Mix, L/R Individually
左右のチャンネルのリンク/独立の切り替え ☞

b Sensitivity 1...100
感度 ☞

c Attack 1...100
アタックの強さ ☞

d EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

e Pre LEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
高域イコライザーのゲイン

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞,  

f Src Off...Tempo
コンプレッサーの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
コンプレッサーの出力レベルのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Envelope Select

左右のチャンネルをリンクしてミックスした信号で同時にコントロールす

るか、または左右のチャンネルを独立して動作させるかを切り替えます。

b: Sensitivity, f: Output Level

“Sensitivity”は、コンプレッサーの感度を設定します。この値が大きい

ほど、小さなレベルの音が持ち上がります。“Sensitivity”を上げると全

体的に音量が大きくなるので、“Output Level”で最終的な音量を調節

します。

Sensitivity=100

Sensitivity=40Dry

Wet

Time

Level
Compressor - Sensitivity

L
o

u
d

er
 

c: Attack

コンプレッサー独特のアタック感の強さをコントロールします。

Dry

Wet

Time

Level

Attack=80

Attack=20

Compressor - Attack

003: Stereo Limiter
入力信号の音量を一定にするエフェクトです。コンプレッサーと似て

いますが、リミッターは設定したレベル以上の音のみを圧縮して、不

必要なピークを抑えます。またトリガー信号（リミッターの効き方を

コントロールする）にピーキング・タイプのイコライザーをかけられる

ので、反応する帯域を自由に設定できます。ステレオ・タイプで、左右

のチャンネルをリンクしたり、切り離して独立させて使用することが

できます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Limiter

Limiter

Envelope Select

Gain Adjust

Gain Adjust

Side PEQ
Envelope - Control

Envelope - Control

Trigger Monitor
+
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a Envelope Select L/R Mix, L Only, R Only, L/R Individually
左右のリンク/左のみでのコントロール/右のみでのコントロール/独立
の選択 ☞

b Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞

c Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞

d Attack 1...100
アタック・タイム ☞
Release 1...100
リリース・タイム ☞
Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
出力ゲイン ☞,  

e Src Off...Tempo
出力ゲインのモジュレーション・ソース

Amt －63...＋63
出力ゲインのモジュレーション量

f Side PEQ Insert Off, On
トリガー信号のイコライザーのオン/オフ ☞
Trigger Monitor Off, On
エフェクト出力/トリガー信号モニターの切り替え ☞

Side PEQ Cutoff [Hz] 20...12.00kHz
トリガー信号のイコライザーの中心周波数 ☞

g Q 0.5...10.0
トリガー信号のイコライザーの帯域幅

Gain [dB] －18.0...＋18.0dB
トリガー信号のイコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Envelope Select

L/R Mixにすると、左右のチャンネルをリンクして、左右ミックスした信

号で同時にコントロールします。L Only （R Only）にすると、左右のチャ

ンネルをリンクして、左チャンネル（右チャンネル）の信号のみで同時にコ

ントロールします。

L/R Individuallyにすると、左右独立して動作します。

b: Ratio, c: Threshold [dB], e: Gain Adjust [dB]

“Rat io”は、信号の圧縮率を設定します。トリガー信号の大きさが、

“Threshold”で設定したレベルを超えたときのみ圧縮がかかります。

リミッターの場合、圧縮をかけると全体的にレベルが下がるので、“Gain

Adjust”で調節してください。

Input Level

Output Level

Threshold

Ratio=1.0 : 1

Ratio=2.0 : 1

Ratio=4.0 : 1

Ration=Inf : 1

Louder 

L
o

u
d

er
 

Time

Level

Threshold

Ratio=Inf : 1

Ratio=2.0 : 1
Ratio=4.0 : 1

Dry Ratio=1.0 : 1

Limiter - Threshold / Ratio

d: Attack, d: Release

圧縮のアタック・タイムとリリース・タイムを設定します。値を大きくするほ

どゆっくりと圧縮がかかるようになります。

Threshold

Ratio=Inf : 1
Attack=1
Release=1

Ratio=Inf : 1
Attack=100
Release=100

Dry

Wet

Wet

Release

Attack

Limiter - Attack / Release

f: Side PEQ Insert, g: Side PEQ Cutoff [Hz], g: Q, g: Gain [dB]

トリガー信号にかかるイコライザーの設定をします。

リミッターは、このイコライザーを通した後のトリガー信号で圧縮する/し

ないを判断します。イコライザーの設定により、リミッターの反応する周波

数帯域を自由に設定することができます。

f: Trigger Monitor

これをOnにすると、エフェクト音は出力されず、トリガー信号が出力され

ます。イコライザーをかけたトリガー信号を確認したい場合に使います。

通常はOffにしておきます。

004: Multiband Limiter
入力信号を低域/中域/高域に分けてリミッターをかけるエフェクト

です。各帯域ごとにダイナミクスをコントロールできるので、イコラ

イザーとは異なる効果で低域/中域/高域の音圧を調節できます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Gain Adjust
Mid Offset

Low Offset

High Offset

Limiter

Envelope - Control

Envelope - Control

Envelope - Control

Limiter

Limiter

Low

Mid

High

Band-Pass Filters

+

a Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

b Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

c Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

d Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

e Low Offset [dB] －40...0dB
低域のトリガー信号のゲイン ☞

f Mid Offset [dB] －40...0dB
中域のトリガー信号のゲイン ☞

g High Offset [dB] －40...0dB
高域のトリガー信号のゲイン ☞
Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
出力ゲイン ☞Fx:003,  

h Src Off...Tempo
出力ゲインのモジュレーション・ソース

Amt －63...＋63
出力ゲインのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース
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Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

e: Low Offset [dB], f: Mid Offset [dB], g: High Offset [dB]

トリガー信号のゲインを設定します。

例えば、高域のみ圧縮をかけたくない場合、“High Offset”によって高

域のトリガー信号のレベルを下げて“Threshold”レベル以下になるよう

に調節します。すると高域のリミッターは反応しなくなり、圧縮がかからな

くなります。

005: Stereo Gate
設定したレベルより小さな入力信号をミュートするエフェクトです。

ゲートのオン/オフを反転させたり、ノート・オン/オフで直接ゲート

をオン/オフすることも可能です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

+

Gate

Gate

Envelope Select

Envelope - Control

Envelope - Control

Delay

Delay

Gate+Sus

a Envelope Select D-mod, L/R Mix, L Only, R Only
モジュレーション・ソースによるコントロール/左右の信号のミックス/
左/右の選択 ☞,  

Src Off...Gate2+Dmpr
Envelope Select=D-mod時のゲートをコントロールするモジュレーショ
ン・ソース

b Polarity ＋, －
ゲート・オン/オフの非反転/反転の切り替え ☞

c Threshold 0...100
ゲートのかかるレベル ☞

d Attack 1...100
アタック・タイム ☞
Release 1...100
リリース・タイム ☞

e Delay Time [msec] 0...100msec
ゲート入力のディレイ・タイム ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Envelope Select, a: Src

“Envelope Select”はゲートのオン/オフを入力信号の大きさで決め

るか、モジュレーション・ソースで直接切り替えるかを選択します。“Src”

はこのときのモジュレーション・ソースの選択で、OffからGate2+Dmpr

まで選べます。

“Envelope Select”をL/R Mixにすると、左右のチャンネルへの入力

信号をミックスしたものでゲートのオン/オフを決めます。L Onlyまた

はR Onlyにすると、左/右どちらか一方の入力信号のみでコントロール

します。

b: Polarity

ゲート・オン/オフの動作が反転します。－にすると設定したレベルより入

力信号が大きいときにゲートが閉まります。モジュレーション・ソースによ

る開閉も逆になります。

c: Threshold, d: Attack, d: Release

“Threshold”は、“Envelope Select”がL/R Mix、L OnlyまたはR

Onlyのときにゲートのかかるレベルを設定します。

“Attack”、“Release”は、ゲートのアタック・タイム、リリース・タイム

を設定します。

Input Level

Output Level

Threshold

Louder 

L
o

u
d

er
 

Threshold

Attack=1
Release=1

Attack=100
Release=100

Dry

Wet

Wet

Attack Release

Gate - Attack / Release

Gate - Threshold

e: Delay Time

ゲートへの入力のディレイ・タイムを設定します。アタック・タイムを短めに

するときはディレイ・タイムを長くして、ゲートが開いてから音が入力され

るように調節します。

006: OD/Hi.Gain Wah
(Overdrive/Hi.Gain Wah)

オーバードライブとハイゲインの2つのモードを持つディストーショ

ンです。ワウ、3バンドのイコライザーとアンプ・シミュレーターをコ

ントロールし、多彩なディストーション・サウンドを作り出せます。ギ

ターやオルガンなどのサウンドに最適です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+ Amp Simulation
3 Band PEQ

Output Level

Direct Mix

Pre Low-cut

D-mod

Wah

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

Wah Off, On
ワウのオン/オフ ☞,  

a Src Off...Tempo
ワウのオン/オフを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
ワウのオン/オフを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチン
グ・モード選択 ☞

b Wah Sweep Range －10...＋10
ワウのレンジ ☞,  

Wah Sweep Src Off...Tempo
ワウをコントロールするモジュレーション・ソース ☞

c Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲインディストーションの切り替え

d Drive 1...100
歪み具合い ☞
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Pre Low-cut 0...10
ディストーションの入力での低域カット量 ☞
Output Level 0...50
出力レベル ☞, 

e Src Off...Tempo
出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
出力レベルのモジュレーション量

f Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

g Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞
Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

h Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞
Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

i Direct Mix 0...50
ディストーションへのダイレクト音のミックス量

Speaker Simulation Off, On
スピーカー・シミュレーションのオン/オフ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Wah

ワウのオン/オフを切り替えます。

a: Sw

モジュレーション・ソースによるワウのオン/オフの切り替え方を選択します。

“Sw”をMomentにすると、普段はオフで、ペダルを踏み込んだりジョイ

スティックを倒したときだけオンになります。

モジュレーション・ソースの値が64未満のときオフ、64以上のとき

オンになります。

一方、“Sw”をToggleにすると、ペダルを踏んだりジョイスティックを倒

すたびにオン/オフが切り替わります。

モジュレーション・ソースの値が64を超えるたびにオン/オフします。

b: Wah Sweep Range, b: Wah Sweep Src

ワウの中心周波数のスイープする範囲を設定します。－の値では、スイー

プする方向が逆になります。ワウの中心周波数は“Wah Sweep Src”

で選んだモジュレーション・ソースによってコントロールできます。

d: Drive, e: Output Level

歪み具合いは、入力信号自体の大きさと“Drive”の設定で決まります。

“Drive”を上げると全体に音量が上がるので、“Output Level”で音量を

調節します。また、“Output Level”は、3-Band EQへの入力レベルにな

ります。3-Band EQでクリップが発生する場合は“Output Level”を調

節してください。

d: Pre Low-cut

ディストーションに入力される前に低域をカットすると、シャープな歪みを

得られます。

g: Q, h: Q

各イコライザーの帯域幅を設定します。この値が大きいほどイコライザー

がかかる範囲は狭く、鋭くなります。

007: St. Parametric 4EQ
(Stereo Parametric 4-Band EQ)

ステレオ・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーです。バン

ド1、4はタイプをピーキングまたはシェルビングかを選択できます。

バンド2はダイナミック・モジュレーションによるゲインのコントロー

ルができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Band1 Band2 Band3 Band4
PEQ PEQ PEQ PEQ

LEQ

LEQ

HEQ

HEQ

PEQ PEQ PEQ PEQ

Trim

Trim

D-mod

a Trim 0...100
入力 レベル

b Band1 Type Peaking, Shelving-Low
バンド1のタイプ ☞

c Band4 Type Peaking, Shelving-High
バンド4のタイプ ☞

d Band2 Dynamic Gain Src Off...Tempo
バンド2のゲインのモジュレーション・ソース ☞
Amt [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲインのモジュレーション量 ☞
Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド１のゲイン

Band2 Cutoff [Hz] 50...10.00kHz
バンド2の中心周波数

f Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド2のゲイン ☞,  

Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

g Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド3のゲイン

Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

h Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド4のゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: Band1 Type, c: Band4 Type

バンド1、４のフィルター・タイプを選択します。
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3dB

3dB

Band1 Cutoff Band4 Cutoff

0dB

+Gain

–Gain Band1 Type=Peaking
Band1 Type=Shelving Low

Band4 Type=Peaking
Band4 Type=Shelving High

Parametric 4EQ - Band1, Band4 Type

d: Band2 Dynamic Gain Src, d: Amt [dB], f: Gain [dB]

バンド２については、モジュレーション・ソースでゲインを変化させること

ができます。

Band2 Cutoff

Band2 Cutoff

0dB

+6dB

+15dB

Band2 Gain[dB]= +6.0
Band2 Dynamic Gain Amt[dB]= +9.0

D-mod

0dB

+6dB

–9dB

Band2 Gain[dB]= +6.0
Band2 Dynamic Gain Amt[dB]= –15.0

D-mod

Parametric 4EQ - Band2 Dynamic Gain Control

008: St. Graphic 7EQ
(Stereo Graphic 7 Band EQ)

ステレオ・タイプの7バンド・グラフィック・イコライザーです。バンド

ごとのゲイン設定をバーグラフで表示することによって、周波数特性

を視覚的にとらえることができます。音色に合わせて、各バンドの中

心周波数の設定を12通りのタイプに切り替えられます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Band1 Band2 Band3 Band4Trim

Trim

Band5 Band6 Band7 

Band1 Band2 Band3 Band4 Band5 Band6  Band7 

a Type1:Wide 1, 2:Wide 2, 3:Wide 3, 4:Half Wide 1, 5:Half Wide 2,
6:Half Wide 3, 7:Low, 8:Wide Low, 9:Mid, 10:Wide Mid, 11:High,
12:Wide High
各バンドの中心周波数の組み合わせを選択 ☞

b Trim 0...100
入力 レベル

c Band1 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド1のゲイン

d Band2 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド2のゲイン

e Band3 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド3のゲイン

f Band4 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド4のゲイン

g Band5 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド5のゲイン

h Band6 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド6のゲイン

i Band7 [dB] －18.0...＋18.0dB
バンド7のゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Type

各バンドの中心周波数の組み合わせを選択します。それぞれの中心周波

数は、画面右端に表示されます。

3つのGraphic 7Band EQを直列にし、それぞれを7:Low、9:Mid、

11:Highにすると、80Hzから18kHzまでの21Bandのグラフィック・

イコライザーが構成できます。

009: St. Wah/Auto Wah
(Stereo Wah/Auto Wah)

ビンテージ・ワウ・ペダルやオート・ワウのシミュレーションや、さらに

幅広いレンジ設定まで可能なステレオ・タイプのワウ・エフェクトで

す。

Stereo In - Stereo Out

D-mod

Envelope Sens

Envelope Shape
Response

Wet / Dry

Wah
Sweep Mode

D-mod
Auto

Left

Right
Wet / Dry

LFO

LFO
Wah

+

a Frequency Bottom 0...100
ワウの中心周波数の下限 ☞
Frequency Top 0...100
ワウの中心周波数の上限 ☞
Sweep Mode Auto, D-mod, LFO
オート・ワウ/モジュレーション・ソース/LFOによるコントロールの切り
替え ☞,  

b Src Off...Tempo
Sweep Mode=D-mod時にワウを動かすモジュレーション・ソース

Response 0...100
Sweep Mode=Auto, D-mod時の反応の速さ

c Envelope Sens (Envelope Sensitivity) 0...100
オート・ワウの感度 ☞
Envelope Shape －100...＋100
オート・ワウのスイープカーブ ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞,  

d Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞,  
e BPM MIDI, 40...240

MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞
Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞
Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞

f Resonance 0...100
レゾナンス量（共振の強さ）

Low Pass Filter Off, On
ワウのローパス・フィルターのオン/オフ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量
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a: Frequency Bottom, a: Frequency Top

ワウ・フィルターのスイープ幅と方向は、“F requenc y  Top ”と

“Frequency Bottom”の値によって決まります。

Frequency

Bottom=25

Top=75

H
ig

h
er

MaxZero
Higher D-mod

Frequency

Bottom=60

Top=30

H
ig

h
er

MaxZero
Higher D-mod

Sweep Mode=D-mod

Frequency

Bottom=25

Top=75

H
ig

h
er

Frequency

Bottom=75

Top=25

H
ig

h
er

Sweep Mode=Auto

Envelope EnvelopeTime

Wah

Woo Woo

Woo

Envelope

Wah Wah

Time

Woo

Woo

Wah

Wah

b: Sweep Mode

ワウのコントロール・モードを切り替えます。“Sweep Mode”をAuto

にすると、入力信号の大きさの変化（エンベロープ）によってスイープす

るオート・ワウになります。ファンク系のギター・カッティングやクラビなど

の音でたびたび使われます。

“Sweep Mode”をD-modにすると、ワウ・ペダルのようにモジュレー

ション・ソースで直接フィルターを動かすことができます。

“Sweep Mode”をLFOにすると、LFOによって周期的にスイープしま

す。

c: Envelope Sens (Envelope Sensitivity)

オート・ワウの感度を設定します。入力信号が小さくて十分にスイープし

ないときは、この値を大きくします。また入力信号が大きすぎてフィル

ターの動きが一旦止まってしまうようなときには、この値を小さくします。

c: Envelope Shape

オート・ワウのスイープ・カーブを設定します。

Time

Level

Envelope

value = 0...–100

value = 0...+100

Envelope Shape

d: LFO Frequency [Hz], e: BPM/MIDI Sync

LFO のスピードは、“BPM/MID I  Sync”をOffにすると“LFO

Frequency”の設定に、“BPM/MIDI Sync”をOnにすると”BPM”、

“Base Note”、“Times”の設定に従います。

e: BPM, e: Base Note, e: Times

“BPM”の数値で指定したテンポ（“BPM”をMIDIにすると、MIDI

Clockによるテンポ）に対して“Base Note”で選んだ音符（ � ～ � ）
を“Times”の数だけ並べた長さをLFOの一周期として設定します。

010: St. Random Filter (Stereo Random Filter)

ステレオ・タイプのバンドパス・フィルターに階段状の波形やランダム

LFOで変調をかけるエフェクトです。フィルター発振による特殊効果

音が作り出せます。

Filter

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Filter

LFO Phase

LFO: Step-Tri/Random

a LFO Waveform Step-Tri, Random
LFO波形 ☞

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞,  

c Src Off...Tempo
LFOスピード、ステップ・スピード共通のモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

d LFO Step Freq (Frequency) [Hz] 0.05...50.00Hz
LFOステップ・スピード（階段状に変化するスピード） ☞,  

Amt －50.00...＋50.00Hz
LFOステップ・スピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

e BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009,　☞

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

f Step Base Note 	 ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOステップ・スピードを指定する音符の種類 ☞,  
Times x1...x32
LFOステップ・スピードを指定する音符の数 ☞

g Manual 0...100
フィルターの中心周波数

Depth 0...100
フィルター変調の深さ

h Src Off...Tempo
フィルター変調のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
フィルター変調のモジュレーション量

i Resonance 0...100
レゾナンス量（共振の強さ）

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: LFO Waveform, c: LFO Frequency [Hz],

d: LFO Step Freq (Frequency) [Hz]

“LFO Waveform”をStep-Triにすると、LFOは階段状の三角波にな

ります。“LFO Frequency”はもとの三角波のスピードを設定します。こ

のとき、“LFO Step Freq”を変えることで階段の幅をコントロールで

きます。

また、“LFO Waveform”をRandomにすると、“LFO Step Freq”が

ランダムLFOの周期になります。
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Random Filter LFO

LFO Step Freq

LFO Frequency

LFO Step Freq

Step-Tri Random

b: LFO Phase [degree]

LFOの位相をずらすと、左右でモジュレーションのかかり方がずれるので

広がりが出て、左右にエフェクト音がうねるような効果があります。

LFO Phase

0 +90 +180 [degree]

0 [degree]–90–180

e: BPM, f: Step Base Note, f: Times

“BPM”の数値で指定したテンポ（“BPM”をMIDIにすると、MIDI

Clockによるテンポ）に対して“Step Base Note” で選んだ音符（	
～ �）を“Times”の数だけ並べた長さをLFOの階段の幅/ランダム

LFOの周期として設定します。

j: Wet/Dry

－Wet～－1:99にすると、位相が反転したエフェクト音を出力します。

011: St. Exciter/Enhncr
(Stereo Exciter/Enhancer)

音にメリハリをもたせ輪郭を強調するエキサイターと、広がりと存在

感を付加するエンハンサーを組み合わせたエフェクトです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

EQ Trim

LEQ HEQ

EQ Trim

Delay

Delay

Depth

D-mod

Exciter

Exciter
Enhancer

Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞,  

a Src Off...Tempo
エキサイター効果の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エキサイター効果の深さのモジュレーション量

Emphatic Point 0...70
エキサイターが強調する周波数 ☞,  

b Src Off...Tempo
強調する周波数のモジュレーション・ソース

Amt －70...＋70
強調する周波数のモジュレーション量

c Enhancer Dly L (Enhancer Delay L) [msec] 0.0...50.0msec
エンハンサーの左チャンネルのディレイ・タイム ☞

d Enhancer Dly R (Enhancer Delay R) [msec] 0.0...50.0msec
エンハンサーの右チャンネルのディレイ・タイム ☞

Enhancer Depth 0...100
エンハンサー効果の深さ

e Src Off...Tempo
エンハンサー効果の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エンハンサー効果の深さのモジュレーション量

f EQ Trim 0...100
２バンド・イコライザーへの入力レベル

g Pre LEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Exciter Blend

エキサイター効果の深さを設定します。＋の値と－の値では強調される周

波数のパターンが異なります。

b: Emphatic Point

強調する周波数を設定します。値を大きくするほど、低い周波数まで強調

します。

c: Enhancer Dly L [msec], d: Enhancer Dly R [msec]

エンハンサーの左右のチャンネルのディレイ・タイムをそれぞれ設定しま

す。左右のディレイ・タイムを微妙にずらすことによって、ステレオ感や奥

行き感をコントロールできます。

012: St. Sub Oscillator
(Stereo Sub Oscillator)

入力信号に重低音を付加するエフェクトです。ドラムスの胴鳴りを表

現したり、低音の迫力を増す効果があります。イコライザーと異なり、

元音に全く含まれないような重低音の表現も可能です。また、オシ

レーターの周波数をノート・ナンバーに合わせられるので、オクター

バーとしても使用できます。

Wet / Dry

Note No.

OSC Mode

Fixed

Note (Key Follow)

Sine Oscillator
Fixed Frequency

Pitch

Note Interval, Fine

Stereo In - Stereo Out

Left

Right
Wet / Dry

Envelope Sens

Envelope Shape

Envelope Shape

D-mod

Pre LPF

Envelope Sens Pre LPF

a OSC Mode Note (Key Follow), Fixed
オシレーター周波数のノート・ナンバー追従/固定の切り替え ☞

b Note Interval －48...0
OSC Mode=Note (Key Follow)時のノート・ナンバーとのピッチ差

☞
Note Fine －100...＋100
オシレーター周波数の微調整 ☞
Fixed Frequency [Hz] 10.0...80.0Hz
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数

c Src Off...Tempo
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数のモジュレーション・ソース

Amt －80...＋80Hz
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数のモジュレーション量
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d Envelope Pre LPF 1...100
重低音を付加する周波数上限 ☞

e Envelope Sens (Envelope Sensitivity) 0...100
重低音を付加する感度

Envelope Shape －100...＋100
オシレーターの音量エンベロープ・カーブ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: OSC Mode, b: Note Interval, b: Note Fine

“OSC Mode”では、オシレーターの動作モードを選択します。“OSC

Mode”をNote (Key Follow)にすると、ノート・ナンバーによってオシ

レーターの周波数が決まるので、オクターバーとして使用できます。

“Note Interval”では、もとのノート・ナンバーからのピッチ差を半音単

位で設定します。“Note Fine”では、セント単位での微調整が可能です。

d: Envelope Pre LPF

重低音を付加する周波数の上限を設定します。高い音には重低音を付加

しなくていいときに、この値を調節します。

013: Talking Modulator
入力信号に人の声のようなくせを持たせるエフェクトです。ダイナ

ミック・モジュレーションで音色を変化させて、ギターやシンセサイ

ザーがしゃべっているようなサウンドが得られます。

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

+

D-mod
Voice Top: A

Voice Center: I
Voice Bottom: U

A - I - U - E - OTalking Modulator

LFO

D-mod
LFO

Sweep Mode

a Sweep Mode D-mod, LFO
モジュレーション・ソースによるコントロール/LFOによるコントロール
の切り替え

b Manual Voice Control Bottom, 1...49, Center, 51...99, Top
声のパターンのコントロール

Src Off...Tempo
声のパターンをコントロールするモジュレーション・ソース

c Voice Top A, I, U, E, O
コントロール上端での声の母音 ☞

d Voice Center A, I, U, E, O
コントロール中央での声の母音 ☞

e Voice Bottom A, I, U, E, O
コントロール下端での声の母音 ☞

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

f Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

g BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

h Formant Shift －100...＋100
効果のかかる周波数の高さ ☞
Resonance 0...100
声のパターンのレゾナンスの強さ ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

c: Voice Top, d: Voice Center, e: Voice Bottom

声の母音をコントローラの上端、中央、下端に割り当てます。

例： “Voice Top”をA、“Voice Center”をI、“Voice Bottom”をU

に設定した場合。

“Sweep Mode”がD-modで、モジュレーション・ソースにRibbonを選

んでいるとき、リボン・コントローラの右端から左端へ指を動かすと

「アー」、「イー」、「ウー」と声が変化します。

“Sweep Mode”をLFOにすると、LFOによって「アー」、「イー」、

「ウー」、「イー」、「アー」...と周期的に変化します。

+ Max
ZeroD-mod

– Max

Voice Bottom Voice Center Voice Top

U

I

AA

O

E

JS X
Ribbon

JS +Y
JS –Y
etc… 

Zero
+ Max

Talking Modulator Control

h: Formant Shift

効果のかかる周波数の高さを調節します。高い音にかけたい場合は、この

値を大きな値に、低い音の場合は小さな値に設定します。

h: Resonance

声のパターンのレゾナンスの強さを設定します。この値を大きくするほ

ど、くせのある音になります。

014: Stereo Decimator
サンプリング周波数やデータのビット長を低下させて、チープなサン

プラーのようなざらざらしたサウンドを作り出すエフェクトです。サン

プラー独特のノイズも再現します。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Pre LPF

Pre LPF

High Damp Output Level

High Damp Output Level

Sampling Frequency

Decimator

Decimator

D-mod

LFO

Resolution

Resolution

a Pre LPF Off, On
サンプリング低下による高調波ノイズ有無の選択 ☞
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High Damp [%] 0...100%
高域をカットする割合

Sampling Freq (Sampling Frequency) [Hz] 1.00k...48.00kHz
サンプリング周波数

b Src Off...Tempo
サンプリング周波数のモジュレーション・ソース

Amt －48.00k...＋48.00kHz
サンプリング周波数のモジュレーション量

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

Depth 0...100
サンプリング周波数のLFO変調の深さ

d Src Off...Tempo
サンプリング周波数のLFO変調のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
サンプリング周波数のLFO変調のモジュレーション量

e Resolution 4...24
データのビット長 ☞
Output Level 0...100
出力レベル ☞,  

f Src Off...Tempo
出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
出力レベルのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Pre LPF

サンプリング周波数の低いサンプラーでは、再生できないほどの高い音を

入力すると原音と関係のないピッチのノイズが発生します。“Pre LPF”

をOnにすると、このノイズの発生を抑えます。

“Sampling Freq”を3kHz程度に設定しておいて“Pre LPF”をOff

にすると、リングモジュレータのようなサウンドになります。

e: Resolution, f: Output Level

“Resolution”の値を小さくすると粗く、歪んだような音に変化します。

設定によって音量が変わることがあるので“Output Level”で調節して

ください。

015: St. Analog Record
(Stereo Analog Record)

アナログ・レコードのキズ、ホコリをシミユレートしたノイズを付加し、

レコード盤の反りなどによる変調感を表現するエフェクトです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Analog Record
Simulation

Pre EQ

Pre EQ

EQ Trim

EQ Trim

a Speed [RPM] 33 1/3, 45, 78
レコードの回転数

b Flutter 0...100
変調の深さ ☞

c Noise Density 0...100
ノイズの密度

Noise Tone 0...100
ノイズの音質

Noise Level 0...100
ノイズの音量

d Src Off...Tempo
ノイズの音量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
ノイズの音量のモジュレーション量

Click Level 0...100
クリック・ノイズの音量 ☞,  

e Src Off...Tempo
クリック・ノイズの音量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
クリック・ノイズの音量のモジュレーション量

f EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

Pre EQ Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
イコライザーの中心周波数

g Q 0.5...10.0
イコライザーの帯域幅

Gain [dB] －18.0..＋18.0dB
イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: Flutter

レコード盤の反りなどによる変調の深さを設定します。

e: Click Level

レコード盤の１回転につき１回発生するクリック・ノイズの音量を設定しま

す。レコードの演奏が終わったあとの状態や盤面のキズなどを表現しま

す。
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Pitch/Phase Mod.

ピッチ/フェイズ・モジュレーション系エフェクト

016: Stereo Chorus
入力信号のディレイ・タイムをゆらすことによって、音に厚みや暖かさ

を与えるエフェクトです。2バンドのイコライザーによって、エフェク

ト音を好みの音質にすることができます。左右のLFOをずらして広

がりをコントロールすることができます。

Chorus

Chorus

Left

Right

LFO Phase

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

EQ Trim

EQ Trim

LEQ HEQ

LEQ HEQ

LFO: Tri / Sine

a LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

e L Pre Delay [msec] 0.0...50.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム ☞

f R Pre Delay [msec] 0.0...50.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム ☞
Depth 0...100
LFO変調の深さ

g Src Off...Tempo
LFO変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO変調の深さのモジュレーション量

h EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

i Pre LEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

e: L Pre Delay [msec], f: R Pre Delay [msec]

左右のディレイ・タイムを別々に設定できるので、ステレオ感をコントロー

ルすることができます。

017: St. Harmonic Chorus
(Stereo Harmonic Chorus)

高音域のみを取り出して、コーラスをかけるエフェクトです。ベース

などの音色でも音やせすることなくコーラス効果を得ることができ

ます。またコーラス・ブロックはフィードバック付きなので、フラン

ジャーとしても使用できます。

Left

Right

Feedback

LFO Phase

LFO: Tri / Sine

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

Low Level

Low Level

High Level

High Level

High/Low Split Point
High Damp

Chorus/Flanger

Chorus/Flanger

a LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞ Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞ Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞ Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞ Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞ Fx:009

e Pre Delay [msec] 0.0...50.0msec
原音からのディレイ・タイム

Depth 0...100
LFO変調の深さ

f Src Off...Tempo
LFO変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO変調の深さのモジュレーション量

g High/Low Split Point 1...100
低域/高域を分割する周波数 ☞

h Feedback －100...＋100
コーラス・ブロックのフィードバック量 ☞
High Damp [%] 0...100%
コーラス・ブロックの高域の減衰量

i Low Level 0...100
低域の出力レベル

High Level 0...100
高域（コーラス）の出力レベル

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース
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Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

g: High/Low Split Point

高域/低域を分割する周波数を設定します。高域の音のみコーラス・ブ

ロックに送られます。

h: Feedback

コーラス・ブロックのフィードバック量を設定します。フィードバックを上げ

るとフランジャーとして使えます。

018: Multitap Cho/Delay
(Multitap Chorus/Delay)

LFO位相の異なる4個のコーラスを持つエフェクトです。それぞれ

のディレイ・タイム、深さ、出力レベル、定位を別々に設定できるので、

複雑なステレオ感を作り出すことが可能です。いくつかのコーラス・

ブロックを固定して、コーラスとディレイを組み合わせたエフェクトと

しても使えます。

Left

Right

Feedback Wet / Dry

Wet / Dry

 Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

+ Level

Level

Level

Level

Pan

Pan

Pan

Pan

LFO: Triangle

Tap1 Delay

Tap2 Delay

Tap3 Delay

Tap4 Delay

0 [degree]
180 [degree]

90 [degree]
270 [degree]

a LFO Frequency [Hz] 0.02...13.00Hz
LFOスピード

Tap1(000)  [msec] 0...570msec
タップ1（LFO位相=0度）のディレイ・タイム

b Depth 0...30
タップ1のコーラスの深さ

Level 0...30
タップ1の出力レベル

Pan L6...L1, C, R1...R6
タップ1のステレオ定位

Tap2(180)  [msec] 0...570msec
タップ2（LFO位相=180度）のディレイ・タイム

c Depth 0...30
タップ2のコーラスの深さ

Level 0...30
タップ2の出力レベル

Pan L6...L1, C, R1...R6
タップ2のステレオ定位

Tap3(090)  [msec] 0...570msec
タップ3（LFO位相=90度）のディレイ・タイム

d
Depth 0...30
タップ3のコーラスの深さ

Level 0...30
タップ3の出力レベル

Pan L6...L1, C, R1...R6
タップ3のステレオ定位

Tap4(270)  [msec] 0...570msec
タップ4（LFO位相=270度）のディレイ・タイム

e Depth 0...30
タップ4のコーラスの深さ

Level 0...30
タップ4の出力レベル

Pan L6...L1, C, R1...R6
タップ4のステレオ定位

Tap1 Feedback －100...＋100
タップ１のフィードバック量

f Src Off...Tempo
タップ１のフィードバック量とエフェクト・バランスのモジュレーション・
ソース

Amt －100...＋100
タップ１のフィードバック量とエフェクト・バランスのモジュレーション量

g Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

019: Ensemble
細かなゆらぎを持ったLFOによるコーラス・ブロックを3個持ったエ

フェクトです。それぞれ、左、右、中央に出力されるので、立体的な深

みと広がりのあるアンサンブル効果が得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

LFO

Shimmer

+ Ensemble

Speed 1...100
LFOスピード

a Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFOスピードのモジュレーション量

Depth 0...100
LFO変調の深さ

b Src Off...Tempo
LFO変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO変調の深さのモジュレーション量

c Shimmer 0...100
LFO波形のゆらぎの量 ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

d Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

c: Shimmer

LFO波形のゆらぎの量を設定します。この値を上げるほど、ゆらぎは大き

くなりコーラス効果は複雑で豊かなものになります。

Time

Level
Ensemble LFO

Shimmer
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020: Stereo Flanger
激しいうねりと音程の移動感を与えるエフェクトです。倍音を多く含

んだ音にかけると効果的です。ステレオ・タイプで、左右のLFOをず

らして広がりをコントロールすることができます。

Flanger

Flanger

Left

Right

Feedback

LFO Shape

LFO Phase

LFO: Tri / Sine

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

a Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
原音からのディレイ・タイム

b LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞

c LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

d Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

e BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

f Depth 0...100
LFO変調の深さ

g Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞
High Damp [%] 0...100%
フィードバックの高域の減衰量 ☞

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

☞Fx:010,  

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: LFO Shape

LFO波形を変形することにより、フランジングのピークのスイープ感をコ

ントロールします。

LFO Shape

LFO Shape = 0...+100 LFO Shape = 0...–100

LFO Waveform=Sine

g: Feedback, h: Wet/Dry

“Feedback”が＋の値と－の値では、ピークの出かたが変わります。

“F e e d b a c k ”が＋の値のときには“We t / D r y ”も＋の値に、

“Feedback”が－の値のときには“Wet/Dry”も－の値にすると、ダイレ

クト音とミックスされたときに倍音が強調されます。

g: High Damp [%]

フィードバックの高域の減衰量を設定します。この値を上げると、高域の

倍音を抑えることができます。

021: St. Random Flanger
(Stereo Random Flanger)

階段状の波形やランダムLFOで変調をかけるステレオ・タイプのフ

ランジャーです。特徴のあるフランジングが得られます。

LFO: Step-Tri/Random

Left

Right

Feedback

LFO Phase

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

Flanger

Flanger

a Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
原音からのディレイ・タイム

b LFO Waveform Step-Tri, Random
LFO波形 ☞Fx:010

c LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:010,  

d Src Off...Tempo
LFOスピード、ステップ・スピード共通のモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

e LFO Step Freq (Frequency) [Hz] 0.05...50.00Hz
LFOステップ・スピード（階段状に変化するスピード）

☞Fx:010,  

Amt －50.00...＋50.00Hz
LFOステップ・スピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

f BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009, 010

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

g Step Base Note 	 ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOステップ・スピードを指定する音符の種類 ☞Fx:010,  

Times x1...x32
LFOステップ・スピードを指定する音符の数 ☞Fx:010

h Depth 0...100
LFO変調の深さ

i Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:020

High Damp [%] 0...100%
フィードバックの高域の減衰量 ☞Fx:020
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Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010, 020  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

022: St. Env. Flanger
(Stereo Envelope Flanger)

エンベロープ・ジェネレーターによって変調をかけるフランジャーで

す。演奏するときに、毎回同じパターンのフランジングを得ることが

できます。またモジュレーション・ソースで、直接フランジャーをコン

トロールすることも可能です。

EG Attack/Decay
EG

D-mod

Sweep Mode
D-mod

Flanger

Flanger

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

a L Dly Bottom [msec] (L Delay Bottom) 0.0...50.0msec
左チャンネルのディレイ・タイムの下限 ☞Fx:009

L Dly Top [msec] (L Delay Top) 0.0...50.0msec
左チャンネルのディレイ・タイムの上限 ☞Fx:009

b R Dly Bottom [msec] (R Delay Bottom) 0.0...50.0msec
右チャンネルのディレイ・タイムの下限 ☞Fx:009

R Dly Top [msec] (R Delay Top) 0.0...50.0msec
右チャンネルのディレイ・タイムの上限 ☞Fx:009

Sweep Mode EG, D-mod
エンベロープによるコントロール/モジュレーション・ソースによるコン
トロールの切り替え ☞,  

c Src Off...Tempo
Sweep Mode=EG時はEGをスタートさせるモジュレーション・ソース
Sweep Mode=D-mod時はフランジャーをスイープさせるモジュレー
ション・ソース ☞

d EG Attack 1...100
EGのアタック・スピード ☞
EG Decay 1...100
EGのディケイ・スピード ☞

e Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:020

f High Damp [%] 0...100%
フィードバックの高域の減衰量 ☞Fx:020

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010, 020,  

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

c: Sweep Mode, c: Src

フランジャーのコントロール・モードを切り替えます。“Sweep Mode”

をEGにすると、フランジャーはエンベロープ・ジェネレーターによってス

イープします。このエンベロープ・ジェネレーターはエンベロープ・フラン

ジャーが独自に持っているものでPitch EG、Filter EG、Amp EGとは

関係ありません。

“Src”でエンベロープ・ジェネレーターをスタートさせるソースを選択

します。Gateなどにすると、ノート・オンのタイミングでエンベロープ・

ジェネレーターがスタートします。“Sweep Mode”をD-modにすると、

モジュレーション・ソースで直接フランジャーを動かすことができます。モ

ジュレーション・ソースは“Src”で選択します。

“Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が64未満のときオ

フ、64以上のときオンとなります。この値が64未満から64以上

に変わるときをトリガーとして、エンベロープ・ジェネレーターはス

タートします。

d: EG Attack, d: EG Decay

このエンベロープ・ジェネレーターでは、立ち上がりと減衰の速さをコン

トロールできます。

023: Stereo Phaser
音の位相を動かすことによってうねりを作り出すエフェクトです。エ

レクトリック・ピアノなどにかけると効果的です。ステレオ・タイプで、

左右のLFOをずらして広がりをコントロールすることができます。

Left

Right

Resonance

LFO Shape

LFO Phase

LFO: Tri / Sine

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

Phaser

Phaser

a LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

e Manual 0...100
効果のかかる周波数

Depth 0...100
LFO変調の深さ

f Src Off...Tempo
LFO変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO変調の深さのモジュレーション量

g Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞
High Damp [%] 0...100%
レゾナンスの高域の減衰量 ☞
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Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010,  

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

g: Resonance, h: Wet/Dry

“Resonance”が＋の値と－の値では、ピークの出かたが変わります。

“Reson a n c e ”が＋の値のときには“We t /D r y ”も＋の値に、

“Resonance”が－の値のときには“Wet/Dry”も－の値にすると、ダイ

レクト音とミックスされたときに倍音が強調されます。

g: High Damp [%]

レゾナンスの高域の減衰量を設定します。この値を上げると、高域の倍音

を抑えることができます。

024: St. Random Phaser
(Stereo Random Phaser)

階段状の波形やランダムLFOで変調をかけるステレオ・タイプの

フェイザーです。特徴のあるフェイジングが得られます。

LFO: Step-Tri/Random

Left

Right

Resonance

LFO Phase

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

Phaser

Phaser

a LFO Waveform Step-Tri, Step-Sin, Random
LFO波形 ☞Fx:010

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:010,  

c Src Off...Tempo
LFOスピード、ステップ・スピード共通のモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

d LFO Step Freq (Frequency) [Hz] 0.05...50.00Hz
LFOステップ・スピード ☞Fx:010,  

Amt －50.00...＋50.00Hz
LFOステップ・スピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

e BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009, 010

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

f Step Base Note 	 ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOステップ・スピードを指定する音符の種類 ☞Fx:010,  

Times x1...x32
LFOステップ・スピードを指定する音符の数 ☞Fx:010

g Manual 0...100
効果のかかる周波数

h Depth 0...100
LFO変調の深さ

i Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

High Damp [%] 0...100%
レゾナンスの高域の減衰量 ☞Fx:023

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010, 023,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

025: St. Env. Phaser
(Stereo Envelope Phaser)

エンベロープ・ジェネレータによって変調をかけるステレオ・フェイ

ザーです。演奏するときに毎回同じパターンのフェイジングを得るこ

とができます。また、モジュレーション・ソースで直接フェイザーをコ

ントロールすることも可能です。

EG Attack/Decay
EG

D-mod

Sweep Mode
D-mod

Phaser

Phaser

Left

Right

Resonance

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

a L Manu Bottom (L Manual Bottom) 0...100
左チャンネルの効果のかかる周波数の下限 ☞Fx:009

L Manu Top (L Manual Top) 0...100
左チャンネルの効果のかかる周波数の上限 ☞Fx:009

b R Manu Bottom (R Manual Bottom) 0...100
右チャンネルの効果のかかる周波数の下限 ☞Fx:009

R Manu Top (R Manual Top) 0...100
右チャンネルの効果のかかる周波数の上限 ☞Fx:009

Sweep Mode EG, D-mod
エンベロープによるコントロール/モジュレーション・ソースによるコン
トロールの切り替え ☞Fx:022,  

c Src Off...Tempo
Sweep Mode=EG時はEGをスタートさせるモジュレーション・ソース
Sweep Mode=D-mod時はフェイザーをスイープさせるモジュレー
ション・ソース

d EG Attack 1...100
EGのアタック・スピード ☞Fx:022

EG Decay 1...100
EGのディケイ・スピード ☞Fx:022

e Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

f High Damp [%] 0...100%
レゾナンスの高域の減衰量 ☞Fx:023

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010, 023,  

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量
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026: St. Biphase Mod.
(Stereo Biphase Modulation)

2つの異なるLFOを加算した波形によるステレオ・コーラスです。こ

の2つのLFOはFrequencyとDepthを別々に設定でき、組み合わ

せによって非常に複雑な波形になるので、アナログ的な不安定な雰

囲気のモジュレーションが可能です。

Chorus/Flanger

Left

Right

Feedback

180 [degree]

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

LFO1: Tri / Sine

LFO2: Tri / Sine

Chorus/Flanger

High Damp

a LFO1 Waveform Triangle, Sine
LFO1波形

LFO2 Waveform Triangle, Sine
LFO2波形

b LFO Phase Sw 0 degree, 180 degree
左右のLFOの位相差の切り替え

LFO1 Frequency [Hz] 0.02...30.00Hz
LFO1スピード

c Src Off...Tempo
LFO1、2スピードのモジュレーション・ソース

Amt －30.00...＋30.00
LFO1スピードのモジュレーション量

d
LFO2 Frequency [Hz] 0.02...30.00Hz
LFO2スピード

Amt －30.00...＋30.00
LFO2スピードのモジュレーション量

Depth1 0...100
LFO1変調の深さ

e Src Off...Tempo
LFO1、2変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO1変調の深さのモジュレーション量

f
Depth2 0...100
LFO2変調の深さ

Amt －100...＋100
LFO2変調の深さのモジュレーション量

g L Pre Delay [msec] 0.0...50.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム ☞Fx:016

h R Pre Delay [msec] 0.0...50.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム ☞Fx:016

i
Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:017

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

LFO1

LFO2

Bi-Phase Modulation LFO

Depth1

Depth2

+

027: Stereo Vibrato
入力信号のピッチをゆらすエフェクトです。オートフェードを使って、ゆ

らすスピードをだんだん速くしたり、遅くしたりすることができます。

Vibrato

Vibrato

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO: Tri / Sine LFO Shape

Fade-In Delay LFO FrequencyAutoFade

a AUTOFADE Src Off...Tempo
オートフェードをスタートさせるモジュレーション・ソース☞,  

Fade-In Rate 1...100
フェード・インのスピード ☞

b Fade-In Delay [msec] 00...2000msec
フェード・インのディレイ・タイム ☞

c LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

d LFO Frequency Mod D-mod, AUTOFADE
LFOスピードのモジュレーションのD-mod/オートフェードの切り替え

☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

e Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

f BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

Depth 0...100
LFO変調の深さ

g Src Off...Tempo
LFO変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
LFO変調の深さのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

d: LFO Frequency Mod, a: AUTOFADE Src, a: Fade-In Rate

b: Fade-In Delay [msec]

“LFO Frequency Mod”をAUTOFADEにすると、“AUTOFADE

Src”で選んだモジュレーション・ソースをトリガーとしてモジュレーション

の量を自動的にフェード・インさせることができます。“BPM/MIDI

Sync”をOnにすると、使用できません。

“Fade-In Rate”は、フェード・インのスピードの設定です。“Fade-In

Delay”では、オートフェードのモジュレーション・ソースがオンになってか
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ら、実際にスタートするまでの時間を設定します。

ノート・オンで、LFOスピードを1.0Hzから4.0Hzまでフェード・インさせ

る場合の設定例。

“AUTOFADE Src”Gate1, “LFO Frequency [Hz]”1.0

“LFO Frequency Mod”AUTOFADE, “Amt”3.0

“AUTOFADE Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が

64未満のときオフ、64以上のときオンとなります。この値が64

未満から64以上に変わるときをトリガーとして、オートフェードはス

タートします。

AUTOFADE AutoFade

Note On All Note Off

Fade-In Rate

AUTOFADE Src=Gate1
LFO Frequency[Hz]=1.0
LFO Freq. Mod=AUTOFADE
Amt=+3.0

LFO Frequency
=1.0+3.0=4.0Hz

LFO Frequency
=1.0Hz

Gate1 Signal

AUTOFADE
Fade-In Dealy

028: St. Auto Fade Mod.
(Stereo Auto Fade Modulation)

オートフェードを使ってLFOスピードとエフェクト・バランスをコント

ロールできるコーラス/フランジャー系のエフェクトです。ステレオ・

タイプで左右のLFOをずらして、広がりをコントロールすることがで

きます。

AutoFade LFO Frequency

Wet / Dry

Delay

Delay

Left

Right

Feedback

LFO Shape

LFO Phase

LFO: Tri / Sine

Wet / Dry

Wet / Dry

High Damp

Stereo In - Stereo Out

AUTOFADE Src Off...Tempo
オートフェードをスタートさせるモジュレーション・ソース

☞Fx027,  

a Rate 1...100
フェード・インのスピード ☞Fx027

Fade-In Dly (Fade-In Delay) [msec] 00...2000msec
フェード・インのディレイ・タイム ☞Fx027

b LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

c LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:010

d LFO Frequency Mod D-mod, AUTOFADE
LFOスピードのモジュレーションのD-mod/オートフェードの切り替え

☞Fx:027

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

e Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

f L Delay Time [msec] 0.0...500.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム

R Delay Time [msec] 0.0...500.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム

g Depth 0...200
LFO変調の深さ

h Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:020

High Damp [%] 0...100%
フィードバックの高域の減衰量 ☞Fx:020

i Wet/Dry Mod D-mod, AUTOFADE
エフェクト・バランスのモジュレーションのD-mod/オートフェードの切
り替え ☞Fx:027

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010, 020,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

029: 2Voice Resonator
設定したピッチで入力信号を共振させるエフェクトです。２つの共振

音の音程、出力レベルやステレオ定位を別々に設定できます。共振

の強さはLFOでコントロールすることもできます。

Left

Right

Resonance

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

High Damp

High DampTrim

Trim

+

Level

Level Pan

Pan

Control Mode

D-mod

LFO

Manual

Invert: On/Off

Resonator

Resonator

Pitch, Fine [cent]

a Control Mode Manual, LFO, D-mod
共振の強さのコントロールの切り替え ☞,  

LFO/D-mod Invert Off, On
LFO/D-mod時のボイス1と2のコントロールの反転 ☞

b LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

D-mod Src Off...Tempo
共振の強さをコントロールするモジュレーション・ソース

c Mod. Depth －100...＋100
LFO/D-modによる共振の強さのコントロール量

Trim 0...100
レゾネーターへの入力レベル

d Voice1: Pitch C0...B8
ボイス1の共振する音程

Fine [cent] －50...＋50
ボイス1の共振する音程の微調整

e Voice1: Resonance －100...＋100
Control Mode=Manual 時のボイス1の共振の強さ ☞
High Damp [%] 0...100%
ボイス1の共振音の高域減衰量 ☞

f Voice1: Level 0...100
ボイス1の出力レベル

Pan L6...R6
ボイス1の定位

g Voice2: Pitch C0...B8
ボイス2の共振する音程

Fine [cent] －50...＋50
ボイス2の共振する音程の微調整
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h Voice2: Resonance －100...＋100
Control Mode=Manual 時のボイス2の共振の強さ ☞
High Damp [%] 0...100%
ボイス2の共振音の高域減衰量 ☞

i Voice2: Level 0...100
ボイス2の出力レベル

Pan L6...R6
ボイス2の定位

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Control Mode, e: Voice1: Resonance, h: Voice2: Reso-

nance

共振の強さのコントロールを切り替えます。

“Control Mode”がManualのときは、“Resonance”で共振の強さ

を設定します。“Resonance”が－の値のときは倍音の出方が変わり、オ

クターブ下の音程で共振します。

“Control Mode”をLFOにすると、LFOによって共振の強さが変わりま

す。LFOでは＋の値と－の値で交互に振れるので、設定した音程とオク

ターブ下の音程で交互に共振します。

“Control Mode”をD-modにすると、ダイナミック・モジュレーション・

ソースによって共振の強さをコントロールします。モジュレーション・ソー

スをJS XまたはRibbonにすると、LFOの場合と同様にオクターブ上下

の音程をコントロールできます。

a: LFO/D-mod Invert

“Control Mode”をLFOまたはD-modにすると、コントロールの位相

をボイス1と2とで反転させます。ボイス1で設定した音程（レゾナンス

が＋の値）に対し、ボイス2はオクターブ下（レゾナンスが－の値）で共振

します。

d: Voice1: Pitch, d: Fine [cent], g: Voice2: Pitch, g: Fine [cent]

共振する音程を音名で指定します。“Fine”でセント単位で微調整できま

す。

e: High Damp [%], h: High Damp [%]

共振音の高域減衰量を設定します。この値を小さくするほど、高次倍音ま

で伸びた金属的な音になります。

030: Doppler
「ドップラー効果」をシミュレートしたエフェクトです。救急車などが

通り過ぎるときのサイレンのように音の高さが変化しながら移動す

る様子が表現できます。また、ダイレクト音とミックスすると特殊な

コーラス効果が得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Pan Depth

D-mod

+

Trigger LFO Mode = 1-Shot

Doppler

LFO

a LFO Mode Loop, 1-Shot
LFOの動作モードの切り替え ☞,  

Src Off...Tempo
LFO Mode=1-Shot時にLFOをスタートさせるモジュレーション・ソー
ス ☞

b LFO Sync Off, On
LFO Mode=Loop時のLFOリセットのなし/ありの切り替え ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

Pitch Depth 0...100
通りすぎるときのピッチの変化量 ☞,  

e Src Off...Tempo
ピッチの変化量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
ピッチの変化量のモジュレーション量

Pan Depth －100...＋100
通りすぎるときの定位の変化量 ☞,  

f Src Off...Tempo
定位の変化量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
定位の変化量のモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: LFO Mode, a: Src, b: LFO Sync

“LFO Mode”は、LFOの動作モードを切り替えます。“LFO Mode”を

Loopにすると、何度も繰り返しドップラー効果がかかります。このとき

“LFO Sync”がOnならば“Src”で選んだモジュレーション・ソースがオ

ンされたときにLFOがリセットされます。

“LFO Mode”を1-Shotにすると、“Src”で選んだモジュレーション・

ソースがオンされたときに一度だけドップラー効果がかかります。このと

き、“Src”の設定をしないとドップラー効果はスタートせず、エフェクト音

が出力されないので注意してください。

“Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が64未満のときオ

フ、64以上のときオンとなります。この値が64未満から64以上

に変わるときをトリガーとして、ドップラー効果はスタートします。

e: Pitch Depth

近づいてくるときはピッチが上がって、遠ざかるときはピッチが下がって聞

こえますが、“Pitch Depth”ではこのときのピッチの変化量を設定しま

す。

f: Pan Depth

エフェクトの定位する幅を設定します。値を大きくするほど、遠くから来て

遠くへと去っていくように聞こえます。＋の値では左から右へ、－の値では

右から左へ移動します。
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Doppler - Pitch / Pan Depth

L
o

w
er

Original Pitch

Left Center Right

Pitch Depth

Pan Depth
<       <     <    <  < <<<<<< >>>>>> >  >    >     >       >

VolumeLouder Louder

Pan Depth
= (–) value

Pan Depth
= (+) value

031: Scratch
入力信号を録音し、モジュレーション・ソースを動かすことにより再生

するエフェクトです。ターンテーブルを使ったスクラッチのようなサ

ウンドが得られます。

Input

D-mod

Envelope Select

D-mod
Envelope Control

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+ Scratch
Direct

Mix

D-mod

Rec Control Scratch

a Scratch Source Off...Tempo
再生をコントロールするモジュレーション・ソース ☞,  

b Response 0...100
Scratch Sourceに対する反応の速さ ☞

c Envelope Select D-mod, Input
録音の開始と終了をモジュレーション・ソースまたは入力信号の音量で
コントロールするかを選択 ☞,  

Src Off...Tempo
Envelope Select=D-mod時の録音をコントロールするモジュレーショ
ン・ソース ☞

d Threshold 0...100
Envelope Select=Input時の録音を開始するレベル ☞

e Response 0...100
録音終了に対する反応の速さ ☞

f Direct Mix Always On, Always Off, Cross Fade
ダイレクト音のミックスの仕方 ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Scratch Source, b: Response

“Scratch Source”では再生をコントロールするモジュレーション・ソー

スを選択します。このモジュレーション・ソースの値が再生する場所

（Playback Position）に対応しています。“Response”はモジュレー

ション・ソースに対する反応の速さを設定します。

+ MaxZero

Scratch!

D-mod

– Max
JS X
Ribbon

JS+Y
JS–Y
etc… 

Zero + Max

Scratch Source

Recorded Sound

Scratch Source

Start Playback Position End

c: Envelope Select, c: Src, d: Threshold

“Envelope Select”をD-modにすると、“Src”で選んだモジュレー

ション・ソースによる値が64以上の間だけ録音します。

“Envelope Select”をInputにすると、入力信号が“Threshold”レベ

ル以上の間だけ録音します。

録音時間は最大1365msecで、それを超えたときは先頭の方から消去

していきます。

e: Response

録音終了に対する反応の速さを設定します。フレーズやリズム・パターン

などを録音するときは反応を遅く(値を小さく)、１音だけ録音するような場

合には速く(値を大きく)設定するとよいでしょう。

f: Direct Mix

Always Onでは常にダイレクト音を出力、Always Offでは出力しませ

ん。

Cross Fadeに設定しておくと普段はダイレクト音を出力、スクラッチし

ている間だけダイレクト音をミュートします。

このパラメーターを効果的に使うには“Wet/Dry”をWetにしておきま

す。
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Mod./P.Shift
その他モジュレーション、ピッチシフト系エフェクト

032: Stereo Tremolo
入力信号の音量をゆらすエフェクトです。ステレオ・タイプで、左右の

LFOをずらすと、左右にゆれるような効果が得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO Phase

LFO: Tri/Sin/Vintage/Up/Down LFO Shape

Tremolo

Tremolo

a LFO Waveform Triangle, Sine, Vintage, Up, Down
LFO波形 ☞
LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

Depth 0...100
LFO変調の深さ

e Src Off...Tempo
変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
変調の深さのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: LFO Waveform

LFOの波形を選択します。Vintageは、ギター・アンプのトレモロの特性

をシミュレートしています。Amp Simulationと組み合わせると、リアル

なビンテージ・トレモロ・アンプの音が得られます。

Tremolo - LFO Waveform

Triangle Sine Vintage Up Down

b: LFO Phase [degree]

左右のLFOの位相差を設定します。値を大きくすると、音が左右にゆれ

るオートパンのような効果が得られます。

033: St. Env. Tremolo
(Stereo Envelope Tremolo)

ステレオ・タイプのトレモロを、入力信号の大きさでコントロールする

エフェクトです。音量が小さくなるにつれて、どんどんゆれが大きく

なって消えて行くといった表現ができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO Phase

LFO Shape

Envelope Sens
+ Envelope

LFO: Tri/Sin/Vintage

Envelope Shape

Tremolo

Tremolo

a Envelope Sens (Envelope Sensitivity) 0...100
入力信号のエンベロープの感度

Envelope Shape －100...＋100
入力信号のエンベロープのカーブ

b LFO Waveform Triangle, Sine, Vintage
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

c LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:032

d LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞
Envelope Amount [Hz] －20.00...＋20.00Hz
入力信号の大きさによるLFOスピードの変化量 ☞

e Depth 0...100
LFO変調の深さ ☞
Envelope Amount －100...＋100
入力信号の大きさによる変調の深さの変化量 ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

d: LFO Frequency [Hz], d: Envelope Amount [Hz],

e: Depth, e: Envelope Amount

エンベロープ（入力信号の大きさ）によるモジュレーションの設定です。

LFOスピードは、“LFO Frequency”の値に“Envelope Amount”×

（入力信号の大きさ）を加えた値になります。LFO変調の深さも同様に、

“Depth”の値に“Envelope Amount”×（入力信号の大きさ）を加え

た値になります。

・ 入力が最大のとき1.0Hz、“Depth”が0で、入力が0のとき8.0Hz、

“Depth”が100になる場合の設定例。

“LFO Frequency [Hz]”8.0, “Envelope Amount [Hz]”－7.0

“Depth”100, “Envelope Amount”－100



236

Level

L
o

u
d

er

Time

Shimmer

LFO Frequency[Hz]=8.0
Envelope Amount[Hz]= –7.0Hz
Depth=100
Envelope Amount= –100

Dry Envelope

034: Stereo Auto Pan
音を左右にゆらすオートパンです。ステレオ・タイプなので左右の

LFOをずらすと、両チャンネルの音が互い違いに行き交ったり、追い

かけ合ったりする効果が得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO Phase

LFO Shape

Pan

Pan

LFO: Tri / Sin

Depth

a LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞

b LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

Depth 0...100
LFO変調の深さ

e Src Off...Tempo
変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
変調の深さのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: LFO Shape

LFOの波形を変形することでパンニングのカーブを変えることができま

す。

b: LFO Phase [degree]

左右のLFOの位相差を設定します。この値を0から動かして行くと、左右

のチャンネルの音が追いかけ合いながら動き回ります。＋180または－

180にすると、左右のチャンネルの音が互い違いに行き交うような効果

が得られます。ただし、このパラメーターが効果をあらわすには、左右の

チャンネルに異なった音の入力が必要です。

L-In

Left Center Right
Output Stereo Image

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

L-In

R-In

LFO Phase = 0 degrees LFO Phase = 90 degrees LFO Phase = 180 degrees

Stereo Auto Pan - LFO Phase

035: St. Phaser + Trml
(Stereo Phaser + Tremolo)

ステレオ・タイプのフェイザーとトレモロのLFOをリンクしたエフェク

トです。フェイザーでのうねりとトレモロでのゆれが同期して、心地よ

いモジュレーションが得られます。エレクトリック・ピアノなどに向い

ています。

Phaser

Phaser

Left

Right

Resonance

LFO Type

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Phaser Wet / Dry

Phaser Wet / Dry

LFO
LFO Phase

LFO Shape

Tremolo

Tremolo

a Type: Phs - Trml...Phs LR - Trml LR
トレモロとフェイザーのLFOタイプ ☞
LFO Phase [degree] －180...＋180
トレモロとフェイザーのLFOの位相差 ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

b Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

c BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

d Phaser Manual 0...100
フェイザーのかかる周波数

Resonance －100...＋100
フェイザーのレゾナンス量

Phaser Depth 0...100
フェイザーを変調する深さ

e Src Off...Tempo
フェイザーを変調する深さのモジュレーション・ソース
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Amt －100...＋100
フェイザーを変調する深さのモジュレーション量

f Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト音とダイレクト音のバランス  ☞

g Tremolo Shape －100...＋100
トレモロのLFOを変形させる割合 ☞Fx:020

Tremolo Depth 0...100
トレモロを変調する深さ

h Src Off...Tempo
トレモロを変調する深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
トレモロを変調する深さのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞,  

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Type, a: LFO Phase [degree]

“Type”では、フェイザーとトレモロのLFOタイプを選択します。エフェク

ト音の移動感、回転感がタイプにより異なります。“LFO Phase”では、

フェイザーのピークがくるタイミングをずらすことにより移動感や回転感

の微妙なニュアンスをコントロールできます。

f: Phaser WetDry, i: Wet/Dry

“Phaser Wet/Dry”はフェイザー出力とダイレクト音のバランスを設定

します。それに対して“Wet/Dry”は、フェイザー＋トレモロの最終的な出

力とダイレクト音のバランスを設定します。

036: St. Ring Modulator
(Stereo Ring Modulator)

入力信号にオシレーターをかけあわせて金属的な音色を作り出すエ

フェクトです。オシレーターをLFOで変調したり、ダイナミック・モ

ジュレーションで動かすと、非常に過激なモジュレーションが得られま

す。またオシレーターの周波数をノート・ナンバーに合わせられるの

で、正しい音階でリングモジュレーション効果が得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Pre LPF

Ring Modulator

Pre LPF

Ring Modulator

Note No.
OSC Mode

Fixed

Note (Key Follow)

Fixed Frequency
Pitch

Note Offset, Fine

Sine Oscillator

LFO

a Pre LPF 0...100
リングモジュレータに入力する音の高域の減衰量 ☞

b OSC Mode Fixed, Note (Key Follow)
オシレーター周波数指定/ノート・ナンバー追従の切り替え ☞

Fixed Frequency [Hz] 0...12.00kHz
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数 ☞,  

c
Src Off...Tempo
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数のモジュレーション・ソー
ス

Amt －12.00...＋12.00kHz
OSC Mode=Fixed時のオシレーター周波数のモジュレーション量

d Note Offset －48...＋48
OSC Mode=Note (Key Follow)時のノート・ナンバーとのピッチ差 ☞
Note Fine －100...＋100
オシレーター周波数の微調整 ☞
LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
オシレーター周波数を変調するLFOスピード ☞Fx:009,  

e Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

f BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � , � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

LFO Depth 0...100
オシレーター周波数のLFO変調の深さ

g Src Off...Tempo
変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
変調の深さのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Pre LPF

リングモジュレータに入力する音の高域の減衰量を設定します。入力信号

が倍音を多く含んでいるときは、エフェクト音が濁った音になりがちなの

で、ある程度、高域をカットします。

b: OSC Mode

オシレーターの周波数をノート・ナンバーに追従させるかどうかを切り替

えます。

c: Fixed Frequency [Hz]

“OSC Mode”がFixed時のオシレーターの周波数を設定します。

d: Note Offset, d: Note Fine

“OSC Modeが”Note(Key Follow)時のオシレーターの設定です。

“Note Offset”は、もとのノート・ナンバーからのピッチ差を半音単位で

設定し、“Note Fine”はセント単位で微調整します。オシレーターの周

波数をノート・ナンバーに追従させると、正しい音階でリングモジュレー

ション効果が得られます。
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037: Detune
入力信号とのピッチを微妙にずらすデチューン効果を得るエフェクト

です。コーラスよりも自然な音の厚みが得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Input Level

Input Level

+
High Damp

Delay

Feedback

Detune

Pitch Shift [cent] －100...＋100cent
入力信号とのピッチ差

a Src Off...Tempo
ピッチ差のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100cent
ピッチ差のモジュレーション量

b Delay Time [msec] 0...1000msec
ディレイ・タイム

c Feedback －100...＋100
フィードバック量

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

d Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

e Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

d: Input Level Dmod [%], d: Src

入力レベルのダイナミック・モジュレーションの設定をします。

Input Level

L
o

u
d

er

MaxZero

Higher D-mod

Input Level

MaxZero

Higher D-mod

x1.0

x0.5

Amt= +100

Amt= +50

L
o

u
d

er

x1.0

x0.5

Amt= –100

Amt= –50

Input Level D-mod

038: Pitch Shifter
入力信号のピッチを変えてしまうエフェクトです。反応の速いタイプ

と音質変化の少ないタイプそして、その中間の3つのタイプから選

べます。また、フィードバック付きのディレイを持っているので、音程

がどんどん上がっていく（または下がっていく）ような特殊効果も得

られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Input Level

Input Level

+
High Damp

Delay

Feedback

Pitch Shifter

Feedback Position

Pre Post

a Mode Slow, Medium, Fast
ピッチシフターのモードの切り替え ☞
Pitch Shift [1/2tone] －24...＋24
半音単位でのピッチシフト量 ☞,  

b Src Off...Tempo
ピッチシフト量のモジュレーション・ソース ☞
Amt －24...＋24
ピッチシフト量のモジュレーション量 ☞

c Fine [cent] －100...＋100cent
セント単位でのピッチシフト量 ☞,  

Amt －100...＋100cent
ピッチシフト量のモジュレーション量 ☞

d Delay Time [msec] 0...1000msec
ディレイ・タイム

e Feedback Position Pre, Post
フィードバックの接続の切り替え ☞

f Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞
High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

g Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Mode

ピッチシフターの動作モードを切り替えます。Slowでは音質変化が少な

く、Fastでは反応速度が速いピッチシフターになります。Mediumはその

中間です。ピッチシフト量が少なくていいときはFastに、大幅にピッチシ

フトしたいときはSlowに、というように使い分けるとよいでしょう。

b: Pitch Shift [1/2tone], b: Src, b: Amt,

c: Fine [cent], c: Amt

ピッチシフト量は、“Pitch Shift”の値＋“Fine”の値になります。モジュ

レーション量も、c: “Amt”の値＋d: “Amt”の値になります。

モジュレーション・ソースは“Pitch Shift”と“Fine”共通です。

e: Feedback Position, f: Feedback

“Feedback Position”をPreにすると、ピッチシフターの出力が再び

ピッチシフターに入力されるので、“Feedback”の値を上げておくと、

フィードバックが繰り返されるたびに音程がどんどん上がっていく（または

下がっていく）効果が得られます。

“Feedback Position”をPostにすると、フィードバックされる音はピッ

チシフターを通らないので、“Feedback”の値を上げるとピッチシフトの

かかった音がそのまま繰り返されます。

039: Pitch Shift Mod.
(Pitch Shift Modulation)

デチューンのピッチシフト量をLFOでゆらすエフェクトです。エフェ

クト音とダイレクト音を左右に振り分けてクリアーな広がりを得るこ

とができます。ステレオ・スピーカーで出力すると、エフェクト音とダ

イレクト音が空間でミックスされるので効果的です。
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Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

LFO: Tri / Sqr

Pitch Shifter

Pan

+

a Pitch Shift [cent] －100...＋100cent
入力信号とのピッチ差 ☞

b LFO Waveform Triangle, Square
LFO波形

LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード ☞Fx:009,  

c Src Off...Tempo
LFOスピードのモジュレーション・ソース

Amt －20.00...＋20.00Hz
LFOスピードのモジュレーション量

BPM/MIDI Sync Off, On
LFOスピードの周波数による設定/テンポと音符による設定の切り替え

☞Fx:009,  

d BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:009

Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
LFOスピードを指定する音符の種類 ☞Fx:009

Times x1...x16
LFOスピードを指定する音符の数 ☞Fx:009

Depth －100...＋100
ピッチシフト量のLFO変調の深さ ☞,  

e Src Off...Tempo
変調の深さのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
変調の深さのモジュレーション量

f Pan L, 1:99...99:1, R
エフェクト音とダイレクト音の振り分け ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞,  

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Pitch Shift [cent], e: Depth

ピッチシフト量と、LFOによるモジュレーション量を設定します。

Pitch

H
ig

h
er

Pitch Shift Mod - Pitch Shift / Depth

L
o

w
er

Original Pitch
Pitch Shift (+ value)

LFO Waveform=Triangle
Depth (+value)

LFO Waveform=Square
Depth (–value)

f: Pan, g: Wet/Dry

“Pan”では、エフェクト音とダイレクト音の左右の振り分けを設定します。

Lでエフェクト音が左、ダイレクト音が右に定位します。このエフェクトで

は、“Wet/Dry”がWetの状態で、エフェクトとダイレクト音が1:1の割合

で出力されます。

040: Rotary Speaker
ロータリー・スピーカーをシミュレートしたエフェクトです。低音側

ローターと高音側ホーンを別々にシミュレートし、リアルなサウンド

が得られます。また、マイクロフォンのセッティングもステレオでシ

ミュレートしています。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

D-mod

D-mod

D-mod

Mode Switch: Rotate/Stop

Speed Switch: Slow/Fast

Manual Speed Control

Speaker Simulation

Mic Distance
Mic Spread

Horn/Rotor
Balance

Horn

Rotary Speaker

Rotor

+

Mode Switch Rotate, Stop
スピーカーの回転/ストップの切り替え

a Src Off...Tempo
回転/ストップを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
回転/ストップを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチング
モード選択 ☞
Speed Switch Slow, Fast
スピーカーの回転速度スロー/ファーストの切り替え

b Src Off...Tempo
スロー/ファーストを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
スロー/ファーストを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチン
グモード選択 ☞

c Manual Speed Ctrl (Manual Speed Control) Off...Tempo
回転速度を直接変える場合のモジュレーション・ソース ☞,  

d Horn Acceleration 0...100
高音側ホーンの回転速度の切り替えの速さ ☞
Horn Ratio Stop, 0.50...2.00
高音側ホーンの回転速度の調節　1.00で標準　Stopでは停止

e Rotor Acceleration 0...100
低音側ローターの回転速度の切り替えの速さ ☞
Rotor Ratio Stop, 0.50...2.00
低音側ローターの回転速度の調節　1.00で標準　Stopでは停止

f Horn/Rotor Balance Rotor, 1...99, Horn
高音側ホーンと低音側ローターの音量バランス

g Mic Distance 0...100
マイクロフォンとロータリー・スピーカーの距離 ☞
Mic Spread 0...100
左右のマイクロフォンの角度 ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Sw

モジュレーション・ソースによる回転/ストップの切り替え方を選択します。

“Sw”をToggleにすると、ペダルを踏んだりジョイスティックを倒すたび

に回転/ストップが切り替わります。

モジュレーション・ソースの値が64を超えるたびに、回転/ストップ

が切り替わります。

一方、“Sw”をMomentにすると、スピーカーは回転していて、ペダルを

踏み込んだりジョイスティックを倒したときだけストップします。

モジュレーション・ソースの値が64未満のとき回転、64以上のと

きストップします。
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b: Sw

モジュレーション・ソースによるスロー/ファーストの切り替え方を選択しま

す。

“Sw”をToggleにすると、ペダルを踏んだりジョイスティックを倒すたび

にスロー/ファーストが切り替わります。

モジュレーション・ソースの値が64を超えるたびにスロー/ファー

ストが切り替わります。

一方、“Sw”をMomentにすると、普段はスローで、ペダルを踏み込んだ

りジョイスティックを倒したときだけファーストになります。

モジュレーション・ソースの値が64未満のときスロー、64以上の

ときファーストになります。

c: Manual Speed Ctrl

スピーカーの回転スピードをスロー/ファーストの切り替えではなく、ス

ピードを直接コントロールしたい場合には、“Manual Speed Ctrl”で

モジュレーション・ソースを選択します。必要のないときはOffに設定して

おきます。

d: Horn Acceleration, e: Rotor Acceleration

実際のロータリー・スピーカーではスロー/ファーストの切り替えをして

も急には変わらず、だんだんとスピードが変わっていきます。“Horn

Acceleration”は、この切り替えの速さを設定します。

g: Mic Distance, g: Mic Spread

ステレオでのマイク・セッティングのシミュレーションです。

Mic Spread
MicrophoneMicrophone

Mic Distance Mic Distance

Rotary Speaker (Top View)

Rotary Speaker - Mic Placement

ER/Delay

アーリー・リフレクション、ディレイ系エフェクト

041: Early Reflections
残響音をシミュレートするリバーブから初期反射音のみを取り出した

エフェクトで、音に臨場感や存在感を与える効果があります。反射音

の減衰のカーブを４種類の中から選択できます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

EQ Trim

+

EQ Trim

Pre Delay Early Reflections
LEQ HEQ

a Type Sharp, Loose, Modulated, Reverse
初期反射音の減衰のカーブ ☞

b ER Time [msec] 10...800msec
初期反射音の長さ

c Pre Delay [msec] 0...200msec
原音から最初の初期反射音までの時間

d EQ Trim 0...100
エフェクト音にかかるイコライザーへの入力レベル

e Pre LEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Type

初期反射音の減衰のカーブを選択します。

Sharp

Loose

Modulated

Early Reflections - Type

Reverse

Dry Pre Delay ER Time
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042: Auto Reverse
入力信号を録音して、自動的にリバース再生（テープの逆回転サウン

ドと同様な効果）するエフェクトです。

Input

D-mod

Envelope Select

D-mod
Envelope Control

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+ Auto Reverse
Direct

Mix
Rec/Reverse Play

Control

a Rec Mode Single, Multi
録音モード ☞

b Reverse Time [msec] 20...1320msec
リバース再生時間の上限 ☞

c Envelope Select D-mod, Input
録音の開始と終了をモジュレーション・ソースまたは入力信号の音量で
コントロールするかを選択 ☞,  

Src Off...Tempo
Envelope Select=D-mod時、録音をコントロールするモジュレーショ
ン・ソース ☞

d Threshold 0...100
Envelope Select=Input時、録音を開始するレベル ☞

e Response 0...100
録音終了に対する反応の速さ ☞FX:031

f Direct Mix Always On, Always Off, Cross Fade
ダイレクト音のミックスの仕方 ☞FX:031

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Rec Mode, b: Reverse Time

“Rec Mode”をSing leにすると、“Reverse T ime”は最大

1320msecまで設定できます。リバース再生中に録音が開始されたと

きは、リバース再生を中断します。

“Rec Mode”をMultiにすると、リバース再生中でも次の録音が可能で

す。ただし“Reverse Time”は最大660msecに制限されます。

フレーズやリズム・パターンなどを録音するときは“Rec Mode”を

Singleに、１音だけ録音するようなときは“Rec Mode”をMultiにする

とよいでしょう。

“Reverse Time”ではリバース再生時間の上限を設定します。ここで設

定した時間を超える部分はリバース再生しません。１音ごとに細かくリ

バース再生音を付加したいようなときには“Reverse Time”を短めに

設定します。

RecRec

Rec Mode/Reverse Time

Input

Rec Mode = Single

Rec Mode = Multi

Time

Reverse Time Reverse Time

Envelope Select = InputReverse Reverse

c: Envelope Select, c: Src, d: Threshold

録音の開始と終了をコントロールするソースを選択します。

“Envelope Select”をD-modにすると、“Src”で選んだモジュレー

ション・ソースによる値が64以上の間だけ録音します。

“Envelope Select”をInputにすると、入力信号が“Threshold”レベ

ル以上の間だけ録音します。

録音が終了するとそこから逆再生がスタートします。

043: L/C/R Delay
3つのタップがそれぞれ左、右、中央に出力されるマルチタップ・ディ

レイです。ディレイ音の左右の広がりを調節することができます。

C Delay

R Delay

Left

Right

Feedback

Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

 Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

L DelayInput Level D-mod

+
Level

Level

Level

a L Delay Time [msec] 0...1360msec
タップLのディレイ・タイム

Level 0...50
タップLの出力レベル

b
C Delay Time [msec] 0...1360msec
タップCのディレイ・タイム

Level 0...50
タップCの出力レベル

c R Delay Time [msec] 0...1360msec
タップRのディレイ・タイム

Level 0...50
タップRの出力レベル

Feedback (C Delay) －100...＋100
タップCのフィードバック量

d Src Off...Tempo
タップCのフィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
タップCのフィードバック量のモジュレーション量

e High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞
Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞

f Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞FX:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞FX:037

g Spread 0...50
エフェクト音の定位する幅 ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

e: High Damp [%], e: Low Damp [%]

高域/低域の減衰量をそれぞれ設定します。ディレイ音はフィードバックす

るごとに、音質がだんだん暗く/軽くなっていきます。

g: Spread

エフェクト音の定位する幅を設定します。50で最大に広がり、0では両

チャンネルのエフェクト音をセンターから出力します。
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044: Stereo/Cross Delay
ステレオ・タイプのディレイです。フィードバックの接続を変えて、ディレ

イ音が左右に飛び交うクロス・フィードバック・ディレイとしても使用でき

ます。

Delay

Delay

Stereo/Cross

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Input Level D-mod

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Spread

Stereo/Cross

a Stereo/Cross Stereo, Cross
ステレオ・ディレイ/クロス・フィードバック・ディレイの切り替え

b L Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム

c R Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム

L Feedback －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量

d Src Off...Tempo
フィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt L －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

e R Feedback －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量

Amt R －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

g Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

h Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

i Spread －50...＋50
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

045: St. Multitap Delay
(Stereo Multitap Delay)

左右にそれぞれ2タップのディレイを持った、ステレオ・マルチタップ・

ディレイです。フィードバックやタップ出力の接続を切り替えられるの

で、さまざまなパターンの複雑な空間表現が可能です。

Left

Right

Feedback

Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Input Level D-mod

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Delay

Delay

Feedback

Tap1 Level ModeMode
(1)

(2)

(1)
(2)

Tap1=(1)
Tap2=(2)

Mode: Normal Mode: Cross Feedback Mode: Cross Pan1 Mode: Cross Pan2

a Mode Normal, Cross Feedback, Cross Pan1, Cross Pan2
左右のディレイの接続の切り替え ☞

b Tap1 Time [msec] 0.0...680.0msec
タップ1のディレイ・タイム

c Tap2 Time [msec] 0.0...680.0msec
タップ2のディレイ・タイム

d Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞
Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

e Src Off...Tempo
タップ2のフィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
タップ2のフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

g Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

h Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

Spread －100...＋100
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043,  

i Src Off...Tempo
エフェクト音の定位する幅のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト音の定位する幅のモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Mode

左右のディレイの接続を上図のように替えることによって、ディレイの左右

のパンニングの仕方が変わります。ただし、このパラメーターの効果を表

わすためには、左右のチャンネルに異なった音の入力が必要です。

d: Tap1 Level

タップ1の出力レベルを設定します。タップ2との音量差をつけることに

よって、単調になりがちなディレイ、フィードバックにグルーブ感をもたせ

ます。
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046: St. Modulation Delay
(Stereo Modulation Delay)

ディレイ・タイムをLFOでスイープさせることができるステレオ・ディ

レイです。音程も変化して聞こえるので、うねりやゆらぎのあるディレ

イ音を得ることができます。また、モジュレーション・ソースでディレ

イ・タイムを動かすこともできます。

Left

Right

Feedback

LFO Phase

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO: Tri / Sine

Modulation Mode

D-mod

LFO

D-mod

Delay

Delay

L/R: +/+ +/–

LFO Shape

Response

LFO Sync

a Modulation Mode LFO, D-mod
LFOモジュレーション/モジュレーション・ソースによるコントロールの
切り替え

D-mod Modulation L/R:＋/＋, L/R:＋/－
モジュレーション・ソースによるコントロールの左右の反転 ☞,

b Src Off...Tempo
ディレイ・タイムをコントロールするモジュレーション・ソース

Response 0...30
モジュレーション・ソースに対する反応の速さ

c LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

d LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

e LFO Sync Off, On
LFOリセットのオン/オフ ☞,  

Src Off...Tempo
LFOをリセットさせるモジュレーション・ソース

f L LFO Phase [degree] －180...＋180
左チャンネルのLFOリセット時の位相 ☞
R LFO Phase [degree] －180...＋180
右チャンネルのLFOリセット時の位相 ☞

g L Depth 0...200
左チャンネルのLFO変調の深さ

R Depth 0...200
右チャンネルのLFO変調の深さ

h L Delay Time [msec] 0.0...500.0
左チャンネルのディレイ・タイム

R Delay Time [msec] 0.0...500.0
右チャンネルのディレイ・タイム

i L Feedback －100...＋100
左チャンネルのディレイのフィードバック量

R Feedback －100...＋100
右チャンネルのディレイのフィードバック量

Wet/Dry －Wet...－1:99, Dry, 1:99...Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞Fx:010,  

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: D-mod Modulation

モジュレーション・ソースによるコントロール時に、左右のモジュレーショ

ンの方向を反転させます。

e: LFO Sync, e: Src,

f: L LFO Phase [degree], f: R LFO Phase [degree]

モジュレーション・ソースを受けてLFOをリセットさせることができます。

“Src”でLFOをリセットさせるモジュレーション・ソースを設定します。

ゲートなどに割り当てて、毎回決まったところからスイープをスタートさせ

ることができます。

“L LFO Phase”、“R LFO Phase”で左右のLFOのリセット時の位

相を設定します。これによってスイープの音程変化を、左右別々に設定で

きます。

“Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が64未満のときオ

フ、64以上のときオンとなります。この値が64未満から64以上

に変わるときをトリガーとして、LFOは“L LFO Phase”、“R LFO

Phase”で設定した位相にリセットします。

047: St. Dynamic Delay
(Stereo Dynamic Delay)

入力信号の大きさによってレベルをコントロールするステレオ・ディ

レイです。強く弾いたときだけディレイをかけたり、音量が小さいとき

だけディレイをかけるダッキング・ディレイとして使うこともできます。

Delay

Left

Right

Feedback Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Threshold
+

Delay

FB Out

Control TargetAttack, ReleaseEnvelope

a Control Target None, Out, FB
レベル・コントロール無し/出力/フィードバックの切り替え ☞
Polarity ＋, －
レベル・コントロールの反転 ☞

b Threshold 0...100
効果のかかるレベル ☞
Offset 0...100
レベル・コントロールのオフセット ☞

c Attack 1...100
レベル・コントロールのアタックタイム ☞

d Release 1...100
レベル・コントロールのリリース・タイム ☞

e L Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム

f R Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム

g Feedback －100...＋100
フィードバック量

h High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

i Spread －100...＋100
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース



244

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Control Target

レベル・コントロール無しか、ディレイの出力（エフェクト・バランス）/

フィードバック量のどちらをコントロールするかを切り替えます。

a: Polarity, b: Threshold, b: Offset, c: Attack, d: Release

“Offset”ではレベル・コントロールがかからないときの“Control

Target”の値を、パラメーター設定値に対する割合で設定します。パラ

メーター設定値は、“Control Target”がOutのとき“Wet/Dry”の値、

“Control Target”がFBのとき“Feedback”の値です。

“Polarity”が＋の場合“Control Target”は、入力信号が“Threshold”

より小さいときはパラメーター設定値に“Offset”の値をかけた値、

“Threshold”より大きいときはパラメーター設定値になります。

“Polarity”が－の場合、入力信号が“Threshold”より小さいときはパラ

メーター設定値に、“Threshold”より大きいときはパラメーター設定値

に“Offset”の値をかけた値になります。

“Attack”、“Release”では、ディレイのレベル・コントロールのアタッ

ク・タイム、リリース・タイムを設定します。

Dynamic Delay

Threshold
Dry

Envelope

Wet

Control Target=Out
Polarity= (–)

Wet

Control Target=Out
Polarity= (+)

Delay Time

Time

(Ducking Delay)

Release

Attack

Level

048: St. Auto Panning Dly
(Stereo Auto Panning Delay)

ディレイ音の定位をLFOで左右にパンニングさせるステレオ・ディレ

イです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

LFO Phase

LFO Shape

Pan

Pan

LFO: Tri / Sin

Depth

Delay

Delay

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Feedback

a L Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム

L Feedback －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量

b R Delay Time [msec] 0.0...680.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム

R Feedback －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量

c High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

d LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

e LFO Phase [degree] －180...＋180
左右のLFOの位相差 ☞Fx:034

f Panning Freq (Frequency) [Hz] 0.02...20.00Hz
パンニング・スピード

Panning Depth 0...100
パンニング幅

g Src Off...Tempo
パンニング幅のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
パンニング幅のモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

049: L/C/R BPM Delay
ディレイ・タイムを曲のテンポに合わせて設定することのできるL/C/

Rディレイです。アルペジエーターやシーケンサーに同期させたり、

リアルタイムの演奏でも、テンポをあらかじめ入力しておけば、曲に

合わせたディレイが得られます。ディレイ・タイムは音符単位で設定す

ることができます。

C Delay

R Delay

Left

Right

Feedback

Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

L DelayInput Level D-mod

+
Level

Level

Level

Tempo

BPM
BPM Base Note x Times

Base Note x Times

Base Note x Times

a BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞,  
Time Over? > ----, OVER!!
ディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示 ☞
L Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップLのディレイ・タイムを指定する音符の種類 ☞,  

b Times x1...x16
タップLのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞
Level 0...50
タップLの出力レベル

C Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップCのディレイ・タイムを指定する音符の種類 ☞,  

c Times x1...x16
タップCのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞
Level 0...50
タップCの出力レベル

R Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップRのディレイ・タイムを指定する音符の種類 ☞,  

d Times x1...x16
タップRのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞
Level 0...50
タップRの出力レベル
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Feedback  (C Delay) －100...＋100
タップCのフィードバック量

e Src Off...Tempo
タップCのフィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
タップCのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

g Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

h Spread 0...50
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: BPM, b: L Delay Base Note, b: Times, c: C Delay Base

Note, c: Times, d: R Delay Base Note, d: Times

“BPM”の数値で指定したテンポ（“BPM”をMIDIにすると、MIDI

Clockによるテンポ）に対して“Base Note”で選んだ音符を“Times”

の数だけ並べた長さがディレイ・タイムとなります。

a: Time Over? >

ディレイ・タイムは最長1365msecまでです。これを超えるような設定

をすると「OVER!!」を表示します。この表示が出なくなるようにディレイ・

タイムを決めるパラメーターを設定し直してください。このパラメーター

は表示専用です。

050: St. BPM Delay (Stereo BPM Delay)

ディレイ・タイムを曲のテンポに合わせて設定することのできるステ

レオ・ディレイです。

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Input Level D-mod

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Tempo

BPM
BPM Base Note x Times

Base Note x Times

Adjust [%]

Adjust [%]

Delay

Delay

BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:049,  

a Time Over? L > ----, OVER!!
左チャンネルのディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示

☞
R > ----, OVER!!
右チャンネルのディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示

☞
L Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
左チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の種類

☞Fx:049,  

b Times x1...x16
左チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Adjust [%] －2.50...＋2.50%
左チャンネルのディレイ・タイムの微調整

R Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
右チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の種類

☞Fx:049,  

c Times x1...x16
右チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Adjust [%] －2.50...＋2.50%
右チャンネルのディレイ・タイムの微調整

L Feedback －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量

d Src Off...Tempo
フィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt L －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

e R Feedback －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量

Amt R －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

g Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

h Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Time Over? L >, a: R >

ディレイ・タイムは最長682msecまでです。これを超えるような設定をす

ると「OVER!!」を表示します。この表示が出なくなるように設定し直してく

ださい。このパラメーターは表示専用です。

051: Sequence Delay
テンポとリズム・パターンを選ぶことによって各タップの設定ができ

る、4タップのマルチ・タップ・ディレイです。

Delay

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

Input Level D-mod

+

Tempo

BPM
BPM

Rythm Pattern

Pan

a BPM MIDI, 44...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞,  

b Rhythm Pattern � – – – ... � � �3
リズム・パターン ☞,  
Tap1 Pan L, 1...99, R
タップ1の定位
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c Tap2 Pan L, 1...99, R
タップ2の定位

Tap3 Pan L, 1...99, R
タップ3の定位

Tap4 Pan L, 1...99, R
タップ4の定位

Feedback －100...＋100
フィードバック量

d Src Off...Tempo
フィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
フィードバック量のモジュレーション量

e High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

f Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: BPM, b: Rhythm Pattern

“BPM”の数値で指定したテンポ（“BPM”をMIDIにすると、MIDIク

ロックによるテンポ）で１拍分の長さがフィード・バックするディレイ・タイム

になり、各タップが等間隔となります。“Rhythm Pattern”を選択する

ことによって各タップの出力のオン/ オフを自動的に設定します。

“BPM”をMIDIとしたときも“BPM”の範囲は44以上です。

Reverb

リバーブ系エフェクト
ホールの残響などのアンビエンスをシミュレートしたエフェクトで

す。

052: Reverb Hall
中くらいの大きさのコンサート・ホールやアンサンブル・ホールの残

響音が得られるホール・タイプのリバーブです。

053: Reverb SmoothHall
大きめのホールやスタジアムの残響音が得られるホール・タイプのリ

バーブです。リリースのスムースな残響音が得られます。

054: Reverb Wet Plate
暖かみのある（密度の濃い）残響音が得られるプレート・リバーブで

す。

055: Reverb Dry Plate
乾いた感じ（軽め）の残響音が得られるプレート・リバーブです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

EQ Trim

+

EQ Trim

LEQ HEQ
Pre Delay Reverb

Pre Delay Thru

a Reverb Time [sec] 0.1...10.0sec
残響時間

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

b Pre Delay [msec] 0...200msec
ダイレクト音からのディレイ・タイム ☞
Pre Delay Thru [%] 0...100%
ディレイしない音をミックスする割合 ☞

c EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

e Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: Pre Delay [msec], b: Pre Delay Thru [%]

“Pre Delay”では、リバーブへの入力音のディレイ・タイムを設定します。

空間の広がりをコントロールします。

“Pre Delay Thru”では、このディレイを通さない音をミックスすること

で、アタック感を強調することができます。
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Reverb - Hall / Plate Type

Time

Level

L
o

u
d

er

Dry

Reverb

Pre Delay Thru

Pre Delay Reverb Time

056: Reverb Room
タイトな感じが得られる初期反射音を強調したルーム・タイプのリ

バーブです。初期反射音とリバーブ音のバランスを変えることで、部

屋の壁の質感をコントロールすることができます。

057: Reverb BrightRoom
明るい感じが得られる初期反射音を強調したルーム・タイプのリバー

ブです。（☞056: Reverb Room参照）

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

EQ Trim

+

EQ Trim

LEQ HEQ

Pre Delay Reverb Reverb Level

ER Level

ER Level

Pre Delay Thru

ERs

ERs

a Reverb Time [sec] 0.1...3.0sec
残響時間

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

b Pre Delay [msec] 0...200msec
ダイレクト音からのディレイ・タイム ☞Fx:052

Pre Delay Thru [%] 0...100%
ディレイしない音をミックスする割合 ☞Fx:052

c ER Level 0...100
初期反射音のレベル ☞

d Reverb Level 0...100
リバーブ・レベル ☞

e EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

f Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

c: ER Level, d: Reverb Level

初期反射音のレベルとリバーブ・レベルを設定します。

この割合を変えることで部屋の壁の質感をコントロールできます。

“ER Level”を大きくすると固い感じに、“Reverb Level”を大きくす

ると柔らかい感じになります。

Reverb - Room Type

Time

Level

L
o

u
d

er

ER
(Early Reflections)

Dry

Reverb

Pre Delay Thru

Pre Delay Reverb Time
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Mono – Mono Chain

モノ・エフェクトを2つシリーズ接続したエフェクト

058: P4EQ – Exciter
(Parametric 4-Band EQ – Exciter)

モノラル・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーとエキサイ

ターの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Trim
+ Exciter

Parametric 4Band EQ Exciter

a [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

b Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

c Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

d Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

f [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

g [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

059: P4EQ – Wah
(Parametric 4-Band EQ – Wah/Auto Wah)

モノラル・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーとワウの組

み合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Trim
+

Parametric 4Band EQ
Routing

Wah/Auto Wah

Wah

D-mod

Envelope
Sweep Mode

D-mod
Auto

LFO
LFO

a [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

b Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

c Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

d Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

f [W] Frequency Bottom 0...100
ワウの中心周波数の下限 ☞Fx:009

Frequency Top 0...100
ワウの中心周波数の上限 ☞Fx:009

g [W] Sweep Mode Auto, D-mod, LFO
オート・ワウ/モジュレーション・ソース/LFOによるコントロールの切り
替え ☞Fx:009,  

Src Off...Tempo
Sweep Mode=D-mod時にワウを動かすモジュレーション・ソース

[W] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

h Resonance 0...100
レゾナンス量（共振の強さ）

LPF Off, On
ワウのローパスフィルターのオン/オフ

i Routing PEQ → WAH, WAH → PEQ
パラメトリック・イコライザーとワウの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量



Ef
fe

ct

249

060: P4EQ – Cho/Flng
(Parametric 4-Band EQ – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーとコーラス/

フランジャーの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Trim

+

Parametric 4Band EQ Chorus/Flanger

Wet / Dry

Chorus/Flanger

Feedback

LFO: Tri / Sine

Cho/Flng Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

b Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

c Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

d Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

f [F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

g [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

h [F] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

i [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

i: Output Mode

Wet Invertにすると、コーラス/フランジャーのエフェクト音の右チャン

ネルの位相を反転して疑似ステレオ効果による広がり感を得られます。

ただし、このエフェクトの後ろにモノラル入力タイプのエフェクトを接続し

た場合、左右の音が打ち消しあってコーラス/フランジャーの効果が消え

てしまうことがあります。

061: P4EQ – Phaser
(Parametric 4-Band EQ – Phaser)

モノラル・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーとフェイ

ザーの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Trim
+

Parametric 4Band EQ Phaser

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine

Phaser Wet / Dry

Normal

Wet Invert

Output Mode
–
+

a [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

b Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

c Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

d Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

f [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

g [P] Manual 0...100
効果のかかる周波数

h [P] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

i [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

Output Mode Normal, Wet Invert
フェイザーの出力モード切り替え ☞Fx:060
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Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

062: P4EQ – Mt. Delay
(Parametric 4-Band EQ – Multitap Delay)

モノラル・タイプの4バンド・パラメトリック・イコライザーとマルチ

タップ・ディレイの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Trim
+

Parametric 4Band EQ Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)
Mt.Dly Wet / Dry

a [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

b Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

c Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

d Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

f [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

g [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

h [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 2:98...98:2, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

063: Comp – Wah
(Compressor – Wah/Auto Wah)

モノラル・タイプのコンプレッサーとワウの組み合わせです。エフェク

トの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Compressor
Routing

Wah/Auto Wah

Wah

D-mod

Envelope
Sweep Mode

D-mod
Auto

LFO

LFO

LEQ HEQEQ Trim

Comp
Output Level

Envelope - Control

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [C] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [C] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [W] Frequency Bottom 0...100
ワウの中心周波数の下限 ☞Fx:009

Frequency Top 0...100
ワウの中心周波数の上限 ☞Fx:009

f [W] Sweep Mode Auto, D-mod, LFO
オート・ワウ/モジュレーション・ソース/LFOによるコントロールの切り
替え ☞Fx:009,  

Src Off...Tempo
Sweep Mode=D-mod時にワウを動かすモジュレーション・ソース

g [W] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

h [W] Resonance 0...100
レゾナンス量（共振の強さ）

Low Pass Filter Off, On
ワウのローパスフィルターのオン/オフ

i Routing CMP → WAH, WAH → CMP
コンプレッサーとワウの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量
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064: Comp – Amp Sim
(Compressor – Amp Simulation)

モノラル・タイプのコンプレッサーとアンプ・シミュレーションの組み

合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Compressor
Routing

Amp Simulation

Amp Simulation Filter
LEQ HEQEQ Trim

Output Level

Envelope - Control

Comp

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [C] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [C] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [A] Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

f Routing CMP → AMP, AMP → CMP
コンプレッサーとアンプ・シミュレーションの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

065: Comp – OD/HiGain
(Compressor – Overdrive/Hi.Gain)

モノラル・タイプのコンプレッサーとオーバードライブ/ハイゲイン・

ディストーションの組み合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替

えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Overdrive / Hi-Gain

3 Band PEQ

Output Level

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

Compressor

Output Level

Envelope - Control

Comp

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [O] Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションの切り替え

Drive 1...100
歪み具合い ☞Fx:006

[O] Output Level 0...50
オーバードライブの出力レベル ☞Fx:006,　

d Src Off...Tempo
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション量

e [O] Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

[O] Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

f Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

[O] Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

g Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

h Routing CMP → OD, OD → CMP
コンプレッサーとオーバードライブの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

066: Comp – Param4EQ
(Compressor – Parametric 4-Band EQ)

モノラル・タイプのコンプレッサーと4バンド・パラメトリック・イコラ

イザーの組み合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることが

できます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Compressor

Trim

Parametric 4Band EQ

Output Level

Envelope - Control

Comp

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数
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d Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

f Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

g Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

h Routing CMP → PEQ, PEQ → CMP
コンプレッサーとパラメトリック・イコライザーの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

067: Comp – Cho/Flng
(Compressor – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプのコンプレッサーとコーラス/フランジャーの組み合

わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Compressor Chorus/Flanger

Chorus/Flanger

Feedback

LFO: Tri / Sine

Cho/Flng Wet / Dry

Normal

Wet Invert

Output Mode
–
+

LEQ HEQEQ Trim
Comp

Output Level

Envelope - Control

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [C] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [C] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

f [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

g [F] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

h [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞

i Routing CMP → FLNG, FLNG → CMP
コンプレッサーとコーラス/フランジャーの接続順序の切り替え ☞
Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

h: Output Mode, i: Routing

Wet Invertにすると、コーラス/フランジャーのエフェクト音の右チャン

ネルの位相を反転して疑似ステレオ効果による広がり感を得られます。

ただし、このエフェクトの後ろにモノラル入力タイプのエフェクトを接続し

た場合、左右の音が打ち消しあってコーラス/フランジャーの効果が消え

てしまうことがあります。

また“Routing”をFLNG → CMPにすると、“Output Mode”の設定

は無視されNormalの状態になります。

068: Comp – Phaser
(Compressor – Phaser)

モノラル・タイプのコンプレッサーとフェイザーの組み合わせです。

エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Compressor

LEQ HEQEQ Trim

Comp

Output Level

Envelope - Control

Phaser

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine

Phaser Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [C] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [C] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

f [P] Manual 0...100
効果のかかる周波数
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g [P] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

h [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

Output Mode Normal, Wet Invert
フェイザーの出力モード切り替え ☞Fx:067

i Routing CMP→PHS, PHS→CMP
コンプレッサーとフェイザーの接続順序の切り替え ☞Fx:067

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

069: Comp – Mt. Delay
(Compressor – Multitap Delay)

モノラル・タイプのコンプレッサーとマルチタップ・ディレイの組み合

わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Compressor

LEQ HEQEQ Trim

Output Level

Envelope - Control

Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)
Mt.Dly Wet / Dry

Comp

a [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

b [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

c [C] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [C] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

f [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

g [D] High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

h [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス

i Routing CMP→DLY, DLY→CMP
コンプレッサーとマルチタップ・ディレイの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

070: Limiter – P4EQ
(Limiter – Parametric 4-Band EQ)

モノラル・タイプのリミッターと4バンド・パラメトリック・イコライザー

の組み合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができま

す。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Limiter

Trim

Parametric 4Band EQ

Limiter

Gain Adjust

Envelope - Control

a [L] Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

b [L] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

c [L] Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
リミッターの出力ゲイン ☞Fx:003

d [E] Trim 0...100
パラメトリック・イコライザーへの入力レベル

[E] Band1 Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
バンド1の中心周波数

e Q 0.5...10.0
バンド1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド１のゲイン

[E] Band2 Cutoff [Hz] 50...5.00kHz
バンド2の中心周波数

f Q 0.5...10.0
バンド2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド2のゲイン

[E] Band3 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
バンド3の中心周波数

g Q 0.5...10.0
バンド3の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド3のゲイン

[E] Band4 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
バンド4の中心周波数

h Q 0.5...10.0
バンド4の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
バンド4のゲイン

i Routing LMT→PEQ, PEQ→LMT
リミッターとパラメトリック・イコライザーの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース
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Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

071: Limiter – Cho/Flng
(Limiter – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプのリミッターとコーラス/フランジャーの組み合わせ

です。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Chorus/Flanger

Feedback
Cho/Flng Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

Limiter

Limiter

Gain Adjust

Envelope - Control

LEQ HEQEQ Trim
Chorus/Flanger

LFO: Tri / Sine

a [L] Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

b [L] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

c [L] Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
リミッターの出力ゲイン ☞Fx:003

d [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

[F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

e Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

f [F] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

g [F] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

h [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞Fx:067

i Routing LMT→FLNG, FLNG→LMT
リミッターとコーラス/ フランジャーの接続順序の切り替え

☞Fx:067

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

072: Limiter – Phaser
モノラル・タイプのリミッターとフェイザーの組み合わせです。エフェ

クトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Limiter

Limiter
Gain Adjust

Envelope - Control

Phaser

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine

Phaser Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [L] Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

b [L] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

c [L] Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
リミッターの出力ゲイン ☞Fx:003

d [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

e [P] Manual 0...100
効果のかかる周波数

f [P] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

g [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

Output Mode Normal, Wet Invert
フェイザーの出力モード切り替え ☞Fx:067

h Routing LMT→PHS, PHS→LMT
リミッターとフェイザーの接続順序の切り替え ☞Fx:067

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

073: Limiter – Mt. Delay
(Limiter – Multitap Delay)

モノラル・タイプのリミッターとマルチタップ・ディレイの組み合わせ

です。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。
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Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)
Mt.Dly Wet / Dry

Limiter

Limiter
Gain Adjust

Envelope - Control

a [L] Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

b [L] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

c [L] Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
リミッターの出力ゲイン ☞Fx:003

d [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

e [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

f [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

g Routing LMT→DLY, DLY→LMT
リミッターとマルチタップ・ディレイの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

074: Exciter – Comp (Exciter – Compressor)

モノラル・タイプのエキサイターとコンプレッサーの組み合わせで

す。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Compressor

LEQ HEQEQ Trim

Comp
Output Level

Envelope - Control

Exciter

Exciter

a [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

b [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

c [X] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [X] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

f [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002

g Routing XCT→CMP, CMP→XCT
エキサイターとコンプレッサーの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

075: Exciter – Limiter
モノラル・タイプのエキサイターとリミッターの組み合わせです。エ

フェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing

LEQ HEQEQ Trim

Exciter

Exciter Limiter

Limiter

Gain Adjust

Envelope - Control

a [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

b [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

c [X] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [X] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [L] Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

f [L] Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

g [L] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

h [L] Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
リミッターの出力ゲイン ☞Fx:003

i Routing XCT→LMT, LMT→XCT
エキサイターとリミッターの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量
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076: Exciter – Cho/Flng
(Exciter – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプのエキサイターとコーラス/フランジャーの組み合

わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Chorus/Flanger

Chorus/Flanger

Feedback

LFO: Tri / Sine

Cho/Flng Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

LEQ HEQEQ Trim

Exciter

Exciter

a [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

b [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

c [X] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [X] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

f [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

g [F] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

h [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞Fx:060

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

077: Exciter – Phaser
モノラル・タイプのエキサイターとフェイザーの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+
LEQ HEQEQ Trim

Exciter

Exciter Phaser

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine

Phaser Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

b [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

c [X] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [X] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

f [P] Manual 0...100
効果のかかる周波数

g [P] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

h [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

Output Mode Normal, Wet Invert
フェイザーの出力モード切り替え ☞Fx:060

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

078: Exciter – Mt. Delay
(Exciter – Multitap Delay)

モノラル・タイプのエキサイターとマルチタップ・ディレイの組み合わ

せです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)
Mt.Dly Wet / Dry

LEQ HEQEQ Trim

Exciter

Exciter

a [X] Exciter Blend －100...＋100
エキサイター効果の深さ ☞Fx:011

b [X] Emphatic Point 0...70
強調する周波数 ☞Fx:011

c [X] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [X] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

f [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム



Ef
fe

ct

257

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

g [D] High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

h [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

079: OD/HG – Amp Sim
(Overdrive/Hi.Gain – Amp Simulation)

モノラル・タイプのオーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションと

アンプ・シミュレーションの組み合わせです。エフェクトの接続順序を

入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Amp Simulation

Amp Simulation Filter

Overdrive / Hi-Gain

3 Band PEQ

Output Level

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

a [O] Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションの切り替え

Drive 1...100
歪み具合い ☞Fx:006

[O] Output Level 0...50
オーバードライブの出力レベル ☞Fx:006,  

b Src Off...Tempo
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション量

c [O] Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

[O] Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

d Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

[O] Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

e Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

f [A] Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

g Routing OD→AMP, AMP→OD
オーバードライブとアンプ・シミュレーションの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

080: OD/HG – Cho/Flng
(Overdrive/Hi.Gain – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプのオーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションと

コーラス/フランジャーの組み合わせです。エフェクトの接続順序を

入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Chorus/Flanger

Chorus/Flanger

Feedback

LFO: Tri / Sine

Cho/Flng Wet / Dry

Normal

Wet Invert

Output Mode
–
+

Overdrive / Hi-Gain

3 Band PEQ

Output Level

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

a [O] Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションの切り替え

Drive 1...100
歪み具合い ☞Fx:006

[O] Output Level 0...50
オーバードライブの出力レベル ☞Fx:006,  

b Src Off...Tempo
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション量

c [O] Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

[O] Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

d Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

[O] Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

e Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

f [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

[F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

g Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

h [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞Fx:067

i Routing OD → FLNG, FLNG → OD
オーバードライブとコーラス/フランジャーの接続順序の切り替え

☞Fx:067
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Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

081: OD/HG – Phaser
(Overdrive/Hi.Gain – Phaser)

モノラル・タイプのオーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションと

フェイザーの組み合わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えるこ

とができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Overdrive / Hi-Gain

3 Band PEQ

Output Level

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

Phaser

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine

Phaser Wet / Dry

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [O] Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションの切り替え

Drive 1...100
歪み具合い ☞Fx:006

[O] Output Level 0...50
オーバードライブの出力レベル ☞Fx:006,  

b Src Off...Tempo
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション量

c [O] Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

[O] Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

d Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

[O] Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

e Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

f [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

[P] Manual 0...100
効果のかかる周波数

g Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023

h [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

Output Mode Normal, Wet Invert
フェイザーの出力モード切り替え ☞Fx:067

i Routing OD → PHS, PHS → OD
オーバードライブとフェイザーの接続順序の切り替え ☞Fx:067

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

082: OD/HG – Mt. Delay
(Overdrive/Hi.Gain – Multitap Delay)

モノラル・タイプのオーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションと

マルチタップ・ディレイの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)

Mt.Dly Wet / Dry

Overdrive / Hi-Gain

3 Band PEQ

Output Level

Mode: Overdrive / Hi-Gain
Drive

Driver

a [O] Drive Mode Overdrive, Hi-Gain
オーバードライブ/ハイゲイン・ディストーションの切り替え

Drive 1...100
歪み具合い ☞Fx:006

[O] Output Level 0...50
オーバードライブの出力レベル ☞Fx:006,  

b Src Off...Tempo
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
オーバードライブの出力レベルのモジュレーション量

c [O] Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

[O] Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

d Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

[O] Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

e Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

f [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

g [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

h [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 2:98...98:2, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス
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High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

083: Wah – Amp Sim
(Wah/Auto Wah – Amp Simulation)

モノラル・タイプのワウとアンプ・シミュレーションの組み合わせで

す。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Routing
Amp Simulation

Amp Simulation Filter

Wah/Auto Wah

Wah

D-mod

Envelope
Sweep Mode

D-mod
Auto

LFO

LFO

a [W] Frequency Bottom 0...100
ワウの中心周波数の下限 ☞Fx:009

Frequency Top 0...100
ワウの中心周波数の上限 ☞Fx:009

b [W] Sweep Mode Auto, D-mod, LFO
オート・ワウ/モジュレーション・ソース/LFOによるコントロールの切り
替え ☞Fx:009,  

Src Off...Tempo
Sweep Mode=D-mod時にワウを動かすモジュレーション・ソース

c [W] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

d [W] Resonance 0...100
レゾナンス量（共振の強さ）

Low Pass Filter Off, On
ワウのローパスフィルターのオン/オフ

e [A] Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

f Routing WAH → AMP, AMP → WAH
ワウとアンプ・シミュレーションの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

084: Decimator – Amp
(Decimator – Amp Simulation)

モノラル・タイプのデシメーターとアンプ・シミュレーションの組み合

わせです。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Decimator
Routing

Amp Simulation

Amp Simulation Filter
Pre LPF High Damp

Output Level

Decimator
Resolution

a [D] Pre LPF Off, On
サンプリング低下による高調波ノイズ有無の選択 ☞Fx:014

High Damp [%] 0...100%
高域をカットする割合

b [D] Sampling Freq (Frequency) [Hz] 1.00k...48.00kHz
サンプリング周波数

Resolution 4...24
データのビット長 ☞Fx:014

c [D] Output Level 0...100
デシメーターの出力レベル ☞Fx:014

d [A] Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

e Routing DECI→AMP, AMP→DECI
ワウとアンプ・シミュレーションの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

085: Decimator – Comp
(Decimator – Compressor)

モノラル・タイプのデシメーターとコンプレッサーの組み合わせで

す。エフェクトの接続順序を入れ替えることができます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Decimator
Routing

Pre LPF High Damp

Output Level

Decimator
Resolution

Compressor

Comp
Output Level

Envelope - Control

a [D] Pre LPF Off, On
サンプリング低下による高調波ノイズ有無の選択 ☞Fx:014

High Damp [%] 0...100%
高域をカットする割合

b [D] Sampling Freq (Frequency) [Hz] 1.00k...48.00kHz
サンプリング周波数

Resolution 4...24
データのビット長 ☞Fx:014

c [D] Output Level 0...100
デシメーターの出力レベル ☞Fx:014

d [C] Sensitivity 1...100
感度 ☞Fx:002

e [C] Attack 1...100
アタックの強さ ☞Fx:002

Output Level 0...100
コンプレッサーの出力レベル ☞Fx:002
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f Routing DECI→CMP, CMP→DECI
デシメーターとコンプレッサーの接続順序の切り替え

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

086: Amp Sim – Tremolo
(Amp Simulation – Tremolo)

モノラル・タイプのアンプ・シミュレーションとトレモロの組み合わせ

です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Amp Simulation Tremolo

Amp Simulation Filter Tremolo

LFO: Tri/Sin/Vintage/Up/Down LFO Shape

a [A] Amplifier Type SS, EL84, 6L6
ギター・アンプのタイプ

b [T] LFO Waveform Triangle, Sine, Vintage, Up, Down
LFO波形 ☞Fx:032

LFO Shape －100...＋100
LFO波形を変形させる割合 ☞Fx:020

c [T] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

d [T] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

e Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

087: Cho/Flng – Mt. Dly
(Chorus/Flanger – Multitap Delay)

モノラル・タイプのコーラス/フランジャーとマルチタップ・ディレイの

組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+
LEQ HEQEQ

Trim

Multitap Delay

Feedback

High Damp

Delay
(2)

(1)

Chorus/Flanger

Cho/Flng
Wet / Dry

Mt.Dly
Wet / Dry

Chorus/Flanger

Feedback

LFO: Tri / Sine

a [F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

b [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

c [F] Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:020

d [F] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

e [F] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

f [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

g [D] Tap1 Time [msec] 0...680msec
タップ1のディレイ・タイム

Tap1 Level 0...100
タップ1の出力レベル ☞Fx:045

h [D] Tap2 Time [msec] 0...680msec
タップ2のディレイ・タイム

Feedback (Tap2) －100...＋100
タップ2のフィードバック量

i [D] Mt.Delay Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
マルチタップ・ディレイのエフェクト・バランス

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

088: Phaser – Cho/Flng
(Phaser – Chorus/Flanger)

モノラル・タイプのフェイザーとコーラス/フランジャーの組み合わせ

です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+

Chorus/Flanger

Cho/Flng
Wet / Dry

LEQHEQEQ
Trim

Chorus/Flanger

Feedback

Phaser

Phaser
Wet / Dry

Phaser

Resonance

LFO: Tri / Sine LFO: Tri / Sine

Normal

Wet Invert
Output Mode

–
+

a [P] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

[P] Manual 0...100
効果のかかる周波数

b Depth 0...100
LFO変調の深さ

Resonance －100...＋100
レゾナンス量 ☞Fx:023
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c [P] Phaser Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
フェイザーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 023

d [F] LFO Frequency [Hz] 0.02...20.00Hz
LFOスピード

LFO Waveform Triangle, Sine
LFO波形

[F] Delay Time [msec] 0.0...50.0msec
ディレイ・タイム

e Depth 0...100
LFO変調の深さ

Feedback －100...+100
フィードバック量 ☞Fx:020

f [F] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

g [F] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

h [F] Cho/Flng Wet/Dry －Wet...－2:98, Dry, 2:98...Wet
コーラス/フランジャーのエフェクト・バランス ☞Fx:010, 020

Output Mode Normal, Wet Invert
コーラス/フランジャーの出力モード切り替え ☞Fx:060

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

089: Reverb – Gate
モノラル・タイプのリバーブとゲートの組み合わせです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Reverb
Balance

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+
LEQ HEQ

EQ Trim

ReverbPre Delay

Envelope - Control
D-mod

Input

Envelope Select

Gate

Input Reverb Mix

Reverb

Gate
Gate+Dmpr

a [R] Reverb Time [sec] 0.1...10.0sec
残響時間

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

b [R] Pre Delay [msec] 0...200msec
リバーブ音およびゲートのコントロール信号のディレイタイム

c [R] EQ Trim 0...100
イコライザーへの入力レベル

d [R] Pre LEQ Gain [dB] －15...＋15dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15...＋15dB
高域イコライザーのゲイン

e [R] Reverb Balance Dry, 1:99...99:1, Wet
リバーブのエフェクト・バランス

f [G] Envelope Select D-mod, Input
モジュレーション・ソースによるコントロール/入力信号によるコント
ロールの切り替え ☞
Src Off...Gate2+Dmpr
Envelope Select=D-mod時のゲートをコントロールするモジュレーショ
ン・ソース ☞

g [G] Input Reverb Mix Dry, 1:99...99:1, Wet
ゲートをコントロールする信号のダイレクト音とリバーブ音とのバラン
ス ☞
Threshold 0...100
ゲートのかかるレベル ☞

h [G] Polarity ＋, －
ゲート・オン/オフの非反転/反転の切り替え ☞Fx:005

i [G] Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:005

Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:005

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

f: Envelope Select, f: Src, g: Input Reverb Mix, g: Threshold

“Envelope Select”はゲートのオン/オフを入力信号の大きさで決め

るか、モジュレーション・ソースで直接切り替えるかを選択します。“Src”

はこのときのモジュレーション・ソースの選択で、OffからGate2+Dmpr

まで選べます。

“Envelope Select”をInputにすると、ダイレクト音とリバーブ音をミッ

クスした信号の大きさでゲートをコントロールします。信号の大きさが

“Threshold”を越えたときにゲートが開き、リバーブ音が出力します。

通常は、“Input Reverb Mix”をDry（ダイレクト音のみでゲートをコン

トロール）にします。ゲート・タイムを長くしたいときには“Input Reverb

Mix”の値を大きくし、“Threshold”も同時に調節するとよいでしょう。
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Double Size

ダブル・サイズのエフェクト
（インサート・エフェクトIFX2、3、4でのみ使用可能）

090: Piano Body/Damper
(Piano Body/Damper Simulation)

ピアノのボディが弦の音によって共振する様子や、ダンパー・ペダル

を踏み込んだときに、弾いていない他の弦までもが共鳴する様子を

シミュレートしたエフェクトです。アコースティック・ピアノの音色にか

けると非常にリアルなサウンドになります。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

D-mod

Piano
Body/Damper
Simulation

Damper

+

a Sound Board Depth 0...100
ピアノのボディの共振の深さ ☞

b Damper Depth 0...100
ダンパー・ペダルを踏んだときの弦の共鳴の強さ ☞,  

Src Off...Tempo
ダンパー効果をかけるモジュレーション・ソース ☞

c Tone 1...100
エフェクト音の音質 ☞

d Mid Shape 0...36
音質の中域 ☞

e Tune －50...＋50
チューニングの微調整 ☞

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Sound Board Depth

ピアノのボディの共振の深さを設定します。

b: Damper Depth, b: Src

ダンパー・ペダルを踏んだときの他の弦の共鳴の強さを設定します。

“Src”ではダンパー効果をかけるモジュレーション・ソースを選択しま

す。通常はDamper: #64（ダンパー・ペダル）を使用します。

“Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が64未満のとき

オフ、64以上のときオンとなります。

c: Tone, d: Mid Shape

エフェクト音の音質をコントロールします。

e: Tune

このエフェクトは他の弦との共鳴をシミュレートしているので、チューニン

グによって響き具合が変わります。“Master Tune”（Global P0: 0－

1a）などでチューニングを変えた場合、このパラメーターを調節し直して

ください。

091: St. Mltband Limiter
(Stereo Multiband Limiter)

ステレオ・タイプのマルチバンド・リミッターです。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo  In - Stereo Out

Gain Adjust

Limiter

Limiter

Limiter

Envelope - Control

Envelope - Control

Envelope - Control

Gain Adjust
Limiter

Limiter

Limiter

Low

Mid

High

Envelope - Control

Envelope - Control

Envelope - Control

Low

Mid

High

Offset

Band-Pass Filters

a Ratio 1.0:1...50.0:1, Inf:1
信号の圧縮比 ☞Fx:003

b Threshold [dB] －40...0dB
圧縮のかかるレベル ☞Fx:003

c Attack 1...100
アタック・タイム ☞Fx:003

d Release 1...100
リリース・タイム ☞Fx:003

e Low Offset [dB] －40...0dB
低域のトリガー信号のゲイン ☞Fx:004

f Mid Offset [dB] －40...0dB
中域のトリガー信号のゲイン ☞Fx:004

g High Offset [dB] －40...0dB
高域のトリガー信号のゲイン ☞Fx:004

Gain Adjust [dB] －Inf, －38...＋24dB
出力ゲイン ☞Fx:003,  

h Src Off...Tempo
出力ゲインのモジュレーション・ソース

Amt －63...＋63
出力ゲインのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

092: OD/HyperGain Wah
(Overdrive/Hyper Gain Wah)

オーバードライブと、強烈な歪みを作り出すハイパーゲインの2つの

モードを持つディストーションです。ノーマル・サイズよりもさらにハ

イゲインの設定が可能です。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

+ Amp Simulation
4 Band PEQ

Output Level

Direct Mix

Pre Low-cut

D-mod

Wah

Mode: Overdrive / Hyper-Gain
Drive

Driver

a Wah Off, On
ワウのオン/オフ ☞Fx:006,  
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Src Off...Tempo
ワウのオン/オフを切り替えるモジュレーション・ソース ☞Fx:006

Sw Toggle, Moment
ワウのオン/オフを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチン
グ・モード選択 ☞Fx:006

b Wah Sweep Range －10...＋10
ワウのレンジ ☞Fx:006,  

Wah Sweep Src Off...Tempo
ワウをコントロールするモジュレーション・ソース

c Drive Mode Overdrive, Hyper-Gain
オーバードライブ/ハイパーゲイン・ディストーションの切り替え

d Drive 1...120
歪み具合い ☞Fx:006

Pre Low-cut 0...10
ディストーションの入力での低域カット量 ☞Fx:006

Output Level 0...50
出力レベル ☞Fx:006,  

e Src Off...Tempo
出力レベルのモジュレーション・ソース

Amt －50...＋50
出力レベルのモジュレーション量

f Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
低域イコライザー(シェルビングタイプ)の中心周波数

Gain [dB] －18...＋18dB
低域イコライザーのゲイン

Mid1 Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
中高域イコライザー1(ピーキングタイプ)の中心周波数

g Q 0.5...10.0
中高域イコライザー1の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー1のゲイン

Mid2 Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
中高域イコライザー2(ピーキングタイプ)の中心周波数

h Q 0.5...10.0
中高域イコライザー2の帯域幅 ☞Fx:006

Gain [dB] －18...＋18dB
中高域イコライザー2のゲイン

i Direct Mix 0...50
ディストーションへのダイレクト音のミックス量

Speaker Simulation Off, On
スピーカー・シミュレーションのオン/オフ

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

093: Vocoder
左チャンネルの入力信号（キャリア）に、右チャンネルの信号（モジュ

レーター）のくせをつけて出力するエフェクトです。モジュレーター

側にマイクなどから声を入力して、楽器が喋っているような効果を得

るのが最もポピュラーな使い方です。また、リズムや効果音系を使っ

ても独特の効果が得られます。キャリアにはストリングスやディストー

ション・ギターなどの倍音を多く含んだ音色が適しています。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Stereo In - Mono Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Band Pass Filter

Envelope

+

Modulator

Carrier

Lch (Carrier)
Trim

Rch (Modulator)
Trim

Modulator High Mix

Vocoder /
Carrier

Noise
Generator

Noise Level

+

a L (Carrier) Trim 0...100
左チャンネル（キャリア）への入力レベル

b R (Modulator) Trim 0...100
右チャンネル（モジュレーター）への入力レベル

c Formant Shift －2...+2
ボコーダー効果の周波数の高さ ☞

d Response 0...100
モジュレーター入力に対する変化の速さ

Noise Level 0...100
キャリア側へのノイズのミックス・レベル ☞,  

e Src Off...Tempo
ノイズのミックス・レベルのモジュレーション・ソース

Amt －100...+100
ノイズのミックス・レベルのモジュレーション量

f Modulator High Mix 0...100
モジュレーターの高域成分の出力レベル ☞

g Low Gain [dB] －12...+12
ボコーダーの低域の出力レベル

High Gain [dB] －12...+12
ボコーダーの高域の出力レベル

Vocoder/Carrier Carrier, 1:99...99:1, Vocoder
ボコーダー出力とキャリアのバランス ☞,  

h Src Off...Tempo
ボコーダー出力とキャリアのバランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
ボコーダー出力とキャリアのバランスのモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス ☞,  

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

c: Formant Shift

キャリア側のフィルターの周波数をずらすことにより、ボコーダー効果の

かかる周波数の高さを調節します。音色が大きく変化します。

e: Noise Level

キャリア側にホワイト・ノイズをミックスします。

f: Modulator High Mix

右チャンネル（モジュレーター）の音の高域のみを出力するレベルを設定

します。モジュレーターが声の場合には言葉をはっきりとさせる効果があ

ります。

h: Vocoder/Carrier, i: Wet/Dry

“Vocoder/Carrier”はボコーダー音と左チャンネル（キャリア）の音の

バランスを設定します。一方、“Wet/Dry”は、エフェクト音とダイレクト音

のバランスの設定です。ボコーダーの効果の深さを変えたいときには、

“Wet/Dry”をWetにして、“Vocoder/Carrier”でバランスをとってく

ださい。

マイクからの音声をモジュレーターとして使うときの設定の仕方

（ProgramモードでIFX2にVocoderを選択している場合の例）
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①キャリアとなる音が左チャンネルのみに入力されるようにAmp1

Level/Panで“Pan”（Program P4: 4－1b）をL001にします。

“Oscillator Mode”（Program P1: 1－1a）がDoubleのときは

Amp2 Level/Panでも同様に“Pan”をL001にします。

② Inputの設定は、“Audio Input”（Global P0: 0－3a）で行います。

AUDIO INPUT1端子またはINPUT2端子にマイクを接続し、

［LEVEL］スイッチをMIC側にします。

マイクに向かって喋りながら、歪まない範囲でレベルができるだけ高く

なるように［LEVEL］ノブを調節します。

マイクを接続した方の“Audio Input”の“Pan”をR127、“BUS

(IFX/Indiv.) Select”を IFX2にします。

以上でマイクからの音声がモジュレーター側に入力されるようになり

ました。演奏しながらマイクから声を入力すると、楽器が喋っているよ

うなサウンドが得られます。

094: Multitap Cho/Delay
(Multitap Chorus/Delay)

LFO位相の異なる6つのコーラスを持つエフェクトです。それぞれ

のディレイ・タイムや深さを別々に設定できるので複雑なステレオ感

を作り出すことが可能です。ディレイの出力レベルをモジュレーショ

ン・ソースでコントロールできます。

Left

Right

Feedback Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

+

LFO: Triangle

0 [degree]
180 [degree]

60 [degree]
240 [degree]
120 [degree]
300 [degree]

Tap1 Delay

Tap2 Delay

Tap3 Delay

Tap5 Delay

Tap6 Delay

Tap4 Delay

D-mod On/Off Control

Panning Preset

a LFO Frequency [Hz] 0.02...13.00Hz
LFOスピード

Tap1(000) [msec] 0...570msec
タップ1（LFO位相=0度）のディレイ・タイム

b Depth 0...30
タップ1のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ1の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

Tap2(180) [msec] 0...570msec
タップ2（LFO位相=180度）のディレイ・タイム

c Depth 0...30
タップ2のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ2の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

Tap3(060) [msec] 0...570msec
タップ3（LFO位相=60度）のディレイ・タイム

d Depth 0...30
タップ3のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ3の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

Tap4(240) [msec] 0...570msec
タップ4（LFO位相=240度）のディレイ・タイム

e Depth 0...30
タップ4のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ4の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

Tap5(120) [msec] 0...570msec
タップ5（LFO位相=120度）のディレイ・タイム

f Depth 0...30
タップ5のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ5の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

Tap6(300) [msec] 0...570msec
タップ6（LFO位相=300度）のディレイ・タイム

g Depth 0...30
タップ6のコーラスの深さ

Status Always On, Always Off, On→Off(dm), Off→On(dm)
タップ6の出力オン/オフ/モジュレーション・ソースによるコントロール
の切り替え ☞,  

h Panning Preset 1, 2, 3, 4
各タップのステレオ定位パターン ☞
Tap1 Feedback －100...＋100
タップ１のフィードバック量

i Src Off...Tempo
タップ出力レベル、フィードバック量とエフェクト・バランスのモジュ
レーション・ソース ☞
Amt －100...＋100
タップ１のフィードバック量のモジュレーション量 ☞

j Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量 ☞

b: Status, c: Status, d: Status, e: Status, f: Status, g: Status

各タップの出力を設定します。

Always Onにすると、常に出力オン（モジュレーションなし）。

Always Offにすると、常に出力オフ（モジュレーションなし）。

On→Off(dm)にすると、モジュレーション・ソースによって出力レベルが

オン→オフに変化します。

Off→On(dm)にすると、モジュレーション・ソースによって出力レベルが

オフ→オンに変化します。

これらの組み合わせによって、演奏中にモジュレーション・ソースで4相

コーラスから2タップディレイへと徐々にクロスフェードするような設定も

可能になります。

h: Panning Preset

各タップ出力ステレオ定位の組み合わせを選択します。

i: Src, i: Amt, i: Amt

タップの出力レベル、フィードバック量、エフェクト・バランスは、すべてこ

こで選択したモジュレーション・ソースによって同時にコントロールされま

す。

095: St. Pitch Shifter (Stereo Pitch Shifter)

ステレオ・タイプのピッチシフターです。左右のピッチシフト量を上下

対称にすることも可能です。

Left

Right

Feedback Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

High Damp

High Damp

Input Level

Input Level

Feedback Position

Pre

Pre

Post

Post

DelayPitch Shifter

DelayPitch Shifter
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a Mode Slow, Medium, Fast
ピッチシフターのモードの切り替え ☞Fx:038

b L/R Pitch Normal, Up/Down
左右ピッチシフト量の反転 ☞
Pitch Shift [1/2tone] －24...＋24
半音単位でのピッチシフト量 ☞Fx:038,  

c Src Off...Tempo
ピッチシフト量のモジュレーション・ソース ☞Fx:038

Amt －24...＋24
ピッチシフト量のモジュレーション量 ☞Fx:038

d Fine [cent] －100...＋100cent
セント単位でのピッチシフト量 ☞Fx:038,  

Amt －100...＋100cent
ピッチシフト量のモジュレーション量 ☞Fx:038

e Lch Delay [msec] 0...1000msec
左チャンネルのディレイ・タイム

Rch Delay [msec] 0...1000msec
右チャンネルのディレイ・タイム

f Feedback Position Pre, Post
フィードバックの接続の切り替え ☞Fx:038

g Feedback －100...＋100
フィードバック量 ☞Fx:038

High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量

h Input Level Dmod [%] －100...+100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

i Spread －100...＋100
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

b: L/R Pitch

Up/Downにすると、右チャンネルのピッチシフト量が逆になります。ピッ

チシフト量を＋の値にしたときは、左チャンネルはピッチが上がって、右

チャンネルは下がることになります。

096: Rotary Speaker OD
(Rotary Speaker Overdrive)

ステレオ・タイプのロータリー・スピーカーです。アンプでの歪みを再

現したオーバードライブと、ロータリー・スピーカーの特性をシミュ

レートしたスピーカー・シミュレーターを内蔵しているので、非常にリ

アルなロータリー・スピーカー・サウンドが得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

Mic Distance
Mic Spread

Horn/Rotor
Balance

D-mod

D-mod

D-mod

D-mod

Mode Switch: Rotate/Stop

Speed Switch: Slow/Fast

Manual Speed Control

On/Off

Speaker Simulation

Overdrive

Horn

Rotary Speaker

Rotor

+

Overdrive Off, On
オーバードライブ・オン/オフ

a Src Off...Tempo
オーバードライブ・オン/オフを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
オーバードライブ・オン/オフを切り替えるモジュレーション・ソースの
スイッチングモード選択 ☞

b Overdrive Gain 0...100
歪み具合

Overdrive Level 0...100
オーバードライブの出力レベル

c
Overdrive Tone 0...15
オーバードライブの音質

Speaker Simulator Off, On
スピーカー・シミュレーション・オン/オフ

Mode Switch Rotate, Stop
スピーカーの回転/ストップの切り替え

d Src Off...Tempo
回転/ストップを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
回転/ストップを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチング
モード選択 ☞Fx:040

Speed Switch Slow, Fast
スピーカーの回転速度スロー/ファーストの切り替え

e Src Off...Tempo
スロー/ファーストを切り替えるモジュレーション・ソース

Sw Toggle, Moment
スロー/ファーストを切り替えるモジュレーション・ソースのスイッチン
グモード選択 ☞Fx:040

f Horn/Rotor Balance Rotor, 1...99, Horn
高音側ホーンと低音側ローターの音量バランス

ManualSpeedCtrl Off...Tempo
回転速度を直接変える場合のモジュレーション・ソース

☞Fx:040,  

g Horn Acceleration 0...100
高音側ホーンの回転速度の切り替えの速さ ☞Fx:040

Horn Ratio Stop, 0.50...2.00
高音側ホーンの回転速度の調節　1.00で標準　Stopでは停止

h Rotor Acceleration 0...100
低音側ローターの回転速度の切り替えの速さ ☞Fx:040

Rotor Ratio Stop, 0.50...2.00
低音側ローターの回転速度の調節　1.00で標準　Stopでは停止

i
Mic Distance 0...100
マイクロフォンとロータリー・スピーカーの距離 ☞Fx:040

Mic Spread 0...100
左右のマイクロフォンの角度 ☞Fx:040

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Sw

モジュレーション・ソースによるオーバードライブのオン/オフの切り替え

方を選択します。

“Sw”をToggleにすると、ペダルを踏んだりジョイスティックを倒すたび

にオン/オフが切り替わります。

モジュレーション・ソースの値が64を超えるたびにオーバードライ

ブがオン/オフします。

一方、“Sw”をMomentにすると、ペダルを踏み込んだりジョイスティッ

クを倒したときだけオーバードライブがかかります。

モジュレーション・ソースの値が64以上のときだけ、オーバードラ

イブがかかります。
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d Src Off...Tempo
タップCのフィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
タップCのフィードバック量のモジュレーション量

e High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

f Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

g Spread 0...50
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

h Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

099: St/Cross Long Dly
(Stereo/Cross Long Delay)

ステレオ・タイプのディレイです。フィードバックの接続を変えて、ディ

レイ音が左右に飛び交うクロス・フィードバック・ディレイとしても使用

できます。ディレイ・タイムが最長1360msecまで設定できます。

Delay

Delay

Stereo/Cross

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Input Level D-mod

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

SpreadStereo/Cross

a Stereo/Cross Stereo, Cross
ステレオ・ディレイ/クロス・フィードバック・ディレイの切り替え

b L Delay Time [msec] 0.0...1360.0msec
左チャンネルのディレイ・タイム

c R Delay Time [msec] 0.0...1360.0msec
右チャンネルのディレイ・タイム

L Feedback －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量

d Src Off...Tempo
フィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt L －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

e R Feedback －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量

Amt R －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞Fx:043

g Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞Fx:043

h Input Level Dmod [%] －100...＋100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

i Spread －50...＋50
エフェクト音の定位する幅 ☞Fx:043

097: Early Reflections
ノーマル・サイズのもの（Fx:041）と比べて初期反射音の細かさと

最大時間を2倍にしたアーリー・リフレクションです。非常にスムー

スで密度の濃いサウンドが得られます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out 

EQ Trim

+

EQ Trim

Pre Delay Early Reflections
LEQ HEQ

a Type Sharp, Loose, Modulated, Reverse
初期反射音の減衰のカーブ ☞Fx:041

b ER Time [msec] 10...1600msec
初期反射音の長さ

c Pre Delay [msec] 0...200msec
原音から最初の初期反射音までの時間

d EQ Trim 0...100
エフェクト音にかかるイコライザーへの入力レベル

e Pre LEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
低域イコライザーのゲイン

Pre HEQ Gain [dB] －15.0...＋15.0dB
高域イコライザーのゲイン

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

f Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

098: L/C/R Long Delay
3つのタップがそれぞれ左、右、中央に出力されるマルチタップ・ディ

レイです。ディレイ・タイムが最長2730msecまで設定できます。

C Delay

R Delay

Left

Right

Feedback

Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

 Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

L DelayInput Level D-mod

+
Level

Level

Level

a L Delay Time [msec] 0...2730msec
タップLのディレイ・タイム

Level 0...50
タップLの出力レベル

b C Delay Time [msec] 0...2730msec
タップCのディレイ・タイム

Level 0...50
タップCの出力レベル

c R Delay Time [msec] 0...2730msec
タップRのディレイ・タイム

Level 0...50
タップRの出力レベル

Feedback (C Delay) －100...＋100
タップCのフィードバック量
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Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

j Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

100: LCR BPM Long Dly
(L/C/R BPM Long Delay)

ディレイ・タイムを曲のテンポに合わせて設定することのできるL/C/

Rディレイです。ディレイ・タイムが最長2730msecまで設定できま

す。

C Delay

R Delay

Left

Right

Feedback

Spread

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In -Stereo Out

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

L DelayInput Level D-mod

+
Level

Level

Level

Tempo

BPM
BPM Base Note x Times

Base Note x Times

Base Note x Times

a BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:049,  

Time Over? > ----, OVER!!
ディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示 ☞

L Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップLのディレイ・タイムを指定する音符の種類☞Fx:049,  

b Times x1...x16
タップLのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Level 0...50
タップLの出力レベル

C Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップCのディレイ・タイムを指定する音符の種類☞Fx:049,  

c Times x1...x16
タップCのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Level 0...50
タップCの出力レベル

R Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
タップRのディレイ・タイムを指定する音符の種類☞Fx:049,  

d Times x1...x16
タップRのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Level 0...50
タップRの出力レベル

Feedback (C Delay) －100...＋100
タップCのフィードバック量

e Src Off...Tempo
タップCのフィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
タップCのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞FX:043

Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞FX:043

g Input Level Dmod [%] －100...+100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037,  

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

h Spread 0...50
エフェクト音の定位する幅 ☞FX:043

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Time Over? >

ディレイ・タイムは最長2730msecまでです。これを超えるような設定

をすると「OVER!!」を表示します。この表示が出なくなるように、ディレ

イ・タイムを決めるパラメーターを設定し直してください。このパラメー

ターは表示専用です。

101: St. BPM Long Delay
(Stereo BPM Long Delay)

ディレイ・タイムを曲のテンポに合わせて設定することのできるステ

レオ・ディレイです。ディレイ・タイムが最長1365msecまで設定で

きます。

Delay

Delay

Left

Right

Feedback

Wet / Dry

Wet / Dry

Stereo In - Stereo Out

Input Level D-mod

Input Level D-mod

High Damp Low Damp

High Damp Low Damp

Tempo

BPM
BPM Base Note x Times Adjust [%]

Base Note x Times Adjust [%]

BPM MIDI, 40...240
MIDI Clockの選択/テンポの指定 ☞Fx:049,  

a Time Over? L > ----, OVER!!
左チャンネルのディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示

☞
R > ----, OVER!!
右チャンネルのディレイ・タイムが上限を超えたときのエラー表示

☞
L Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
左チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の種類

☞Fx:049,  

b Times x1...x16
左チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Adjust [%] －2.50...+2.50%
左チャンネルのディレイ・タイムの微調整

R Delay Base Note � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  � � ,  � ,  �
右チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の種類

☞Fx:049,  

c Times x1...x16
右チャンネルのディレイ・タイムを指定する音符の数 ☞Fx:049

Adjust [%] －2.50...+2.50%
右チャンネルのディレイ・タイムの微調整

L Feedback －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量

d Src Off...Tempo
フィードバック量のモジュレーション・ソース

Amt L －100...＋100
左チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

e R Feedback －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量
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Amt R －100...＋100
右チャンネルのフィードバック量のモジュレーション量

f High Damp [%] 0...100%
高域の減衰量 ☞FX:043

g Low Damp [%] 0...100%
低域の減衰量 ☞FX:043

h Input Level Dmod [%] －100...+100
入力レベルのモジュレーション量 ☞Fx:037, 

Src Off...Tempo
入力レベルのモジュレーション・ソース ☞Fx:037

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

i Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Time Over? L >, a: R >

ディレイ・タイムは最長1365msecまでです。これを超えるような設定を

すると「OVER!!」を表示します。この表示が出なくなるように、ディレイ・

タイムを決めるパラメーターを設定し直してください。このパラメーター

は表示専用です。

102: Hold Delay
入力信号を録音して、繰り返し再生するエフェクトです。録音開始や

リセットはモジュレーション・ソースを使ってコントロールできるの

で、リアルタイム・パフォーマンスに手軽に利用できます。

Left

Right

Wet / Dry

Wet / Dry

Wet: Mono In - Stereo Out  /  Dry: Stereo In - Stereo Out

Pan
Delay

D-mod

D-mod

Loop Time: Auto/ ...2700ms

+

REC Control

RST Control

a Loop Time [msec] Auto, 1...2700msec
ループ時間の自動設定モード/ループ時間 ☞

b REC Control Src Off...Tempo
録音用コントロール・ソース ☞,  

c RST Control Src Off...Tempo
リセット用コントロール・ソース ☞,　

d Manual REC Control REC Off, REC On
録音スイッチ ☞

e Manual RST Control Off, RESET
リセット・スイッチ ☞

Pan L100...L1, C, R1...R100
エフェクトのステレオ定位

f Src Off...Tempo
エフェクトのステレオ定位のモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクトのステレオ定位のモジュレーション量

Wet/Dry Dry, 1:99...99:1, Wet
エフェクト音とダイレクト音のバランス

g Src Off...Tempo
エフェクト・バランスのモジュレーション・ソース

Amt －100...＋100
エフェクト・バランスのモジュレーション量

a: Loop Time [msec]

Autoにすると、ループ時間の自動設定モードになります。それ以外では

ループ時間の設定をします。

自動設定モードのときは、リセットされた後で最初に録音した時間（モジュ

レーション・ソースまたは“Manual REC Control”をオンにしている時

間）がループ時間となります。ただし、最長2700msecを超えた場合、

ループ時間は自動的に2700msecにセットされます。

b: REC Control Src, d: Manual REC Control

“REC Control Src”では、録音をコントロールするモジュレーション・

ソースを選択します。

このモジュレーション・ソースをオンに、または“Manual REC Control”

をREC Onにすると、入力信号を録音することができます。すでに録音

した状態では、その上からさらにオーバー・ダブされていきます。

“REC Control Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が

64未満のときオフ、64以上のときオンとなります。

c: RST Control Src, e: Manual RST Control

“RST Control Src”では、リセットをコントロールするモジュレーション・

ソースを選択します。

このモジュレーション・ソースをオンに、または“Manual RST Control”

をRESETにすると、すでに録音したものを消去することができます。

ループ時間が自動設定モードのときはループ時間もリセットされます。

“RST Control Src”で指定したモジュレーション・ソースの値が

64未満のときオフ、64以上のときオンとなります。

ホールドの手順（Loop Time Autoの場合）

① “Loop Time [msec]”Auto

“REC Control Src”JS ＋Y: CC#01

“RST Control Src”JS －Y: CC#02

“Manual REC Control”REC Off

“Manual RST Control”RESET

に設定してください。リセットがオンになっているので、すでに録音さ

れている場合は消去されるので、十分に注意してください。

② “Manual RST Control”Off

に設定します。リセットは解除され、録音待機状態になります。

③ ジョイスティックを＋Y側に倒して、そのままホールドさせたいフレー

ズを演奏してください。ジョイスティックを戻すと録音を終了し、今演

奏したフレーズがホールドされます。ループ・タイムはジョイスティッ

クを倒してから戻すまでの時間に設定されるので、タイミング良く動

かしてください。カウントをとりながらそれにあわせてジョイスティッ

クを操作するとよいでしょう。

ループ・タイムの自動設定は、リセット後の最初の録音時のみ行われ

ます。また2700msecを超えると、ループ・タイムは自動的に

2700msecに設定されます。

（“Loop Time”1～2700msecにしたときは、このジョイスティッ

クを倒してから戻すまでの時間に関係なく、設定されたループ・タイ

ムになります。ただし、録音の方法は同じです。ジョイスティックを倒

している間の演奏がホールドされます。）

④ 録音に失敗した場合は、ジョイスティックを－Y側に倒してリセットを

かけます。これで今録音したものは消去されます。もう一度③の手順

を繰り返してください。

⑤ 録音したフレーズは延々と繰り返され、それをバッキングとして演奏

することができます。

⑥ 再度ジョイスティックを＋Y側に倒すと、ホールド中のフレーズの上に

オーバー・ダブすることもできます。
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Master EQ

Master EQ
Program、Combination、Sequencer、Song Playの各モードの

P9: Master EQで設定します。

Samplingモードでは、使用できません。

インサート・エフェクトやマスター・エフェクトでは、使用できま

せん。

Left

Right

Low Mid High

D-mod

D-mod

LEQ

Low Gain Mod.

Low Gain Mod - Src

High Gain Mod - Src

High Gain Mod.

PEQ HEQ

LEQ PEQ HEQ

L/Mono

R

a Low Cutoff [Hz] 20...1.00kHz
Low EQ(シェルビング・タイプ)のカットオフ周波数

Gain[dB] －18.0...＋18.0 (0.5step) dB
Low EQのゲイン

b Mid Cutoff [Hz] 300...10.00kHz
Mid EQ(ピーキング・タイプ)のカットオフ周波数

Q 0.5...10.0 (0.1step)
Mid EQの帯域幅　値が大きいほど帯域は狭くなる

Gain [dB] －18.0...＋18.0 (0.5step) dB
Mid EQのゲイン

c High Cutoff [Hz] 500...20.00kHz
High EQ(シェルビングタイプ)のカットオフ周波数

Gain [dB] －18.0...＋18.0 (0.5step) dB
High EQのゲイン

d Low Gain Mod-Src Off...Tempo
Low Gainのモジュレーション・ソース

e High Gain Mod-Src Off...Tempo
High Gainのモジュレーション・ソース

a: Gain[dB], b: Gain[dB], c: Gain[dB]

それぞれMaster FXの“Master EQ Gain[dB]”（9－1d）とリンク

しています。

d: Low Gain Mod-Src

KnobM1: #17などにすると、[Realtime Control]ノブでEQのゲイン

を－18dBから＋18dBのレンジで演奏中にコントロールできます。

このときRealtime Control Knob B-Assign（Program P1: 1－

4b, Combination P4: 4－4b, Sequencer P4: 4－7b, Song Play

P2: 2－1b）で“Knob 1-B”をKnob Mod1(CC#17)にしてくださ

い。この場合、ノブが12時方向でここでの“Low Gain”設定値となりま

す。

e: High Gain Mod-Src

KnobM2: #19などにすると、[Realtime Control]ノブでEQのゲイン

を－18dBから+18dBのレンジで演奏中にコントロールできます。

このときRealtime Control Knob B-Assign（Program P1: 1－

4b, Combination P4: 4－4b, Sequencer P4: 4－7b, Song Play

P2: 2－1b）で“Knob 2-B”をKnob Mod2(CC#19)にしてくださ

い。この場合、ノブが12時方向でここでの“High Gain”設定値となりま

す。
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9. 付　録

Alternate Modulation Source (AMS)

Alternate Modulationについて
Alternate Modulation(オルタネート・モジュレーション)は、下図のよ

うに29種55のオルタネート・モジュレーションが設定できます。

(Pitch EGは、OSC1、2で共用)

これらは、個別にAMS(オルタネート・モジュレーション・ソース)を選ん

で、モジュレーションをかけることができます。

Alternate Modulation Sourceについて
AMSには42種類あり、これらのソースでAlternate Modulationが

コントロールできます。

複数のAlternate Modulationで同じAMSを選択すると、1つのソー

スで複数箇所のモジュレーションが行えます。

また、ジョイスティック(X)でピッチをコントロールするといった使用頻度

の高い組み合わせは、Alternate Modulationで設定するまでもなく、

専用のパラメーターですでに確保されています。

OSC1 Filter1 A Filter1 B Amp 1

Pitch EG

Level Mod 1
Level Mod 2
Time Mod

Intensity Mod

Filter1 EG

Intensity Mod to A Intensity Mod to B

Level Mod
Time Mod 1
Time Mod 2

Amp1 EG

Level Mod
Time Mod 1
Time Mod 2

Cutoff Mod 1
Cutoff Mod 2

Cutoff Mod 1
Cutoff Mod 2

Pan Mod 

LFO1 LFO2

Intensity Mod
Intensity Mod Intensity Mod to A

Intensity Mod to A
Intensity Mod to B
Intensity Mod to B Intensity Mod

Intensity Mod

Pitch Mod Resonance Mod

Frequency  Mod 2
Frequency  Mod 1

Frequency  Mod 2
Frequency  Mod 1

Amp Mod

OSC 1

OSC 2

Alternate Modulation

オプションEXB-MOSS装着時に使用できるバンクFのプログラムで

は、異なる種類のAlternate Modulationをコントロールします。

(☞EM)
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AMS (Alternate Modulation Source) List

Off オルタネート・モジュレーションを使用しない

(PEG) Pitch EG ピッチEG

(FEG) Filter EG 同一オシレーター内のフィルターEG

(AEG) Amp EG 同一オシレーター内のアンプEG

(LFO) LFO1 同一オシレーター内のLFO1

(LFO) LFO2 同一オシレーター内のLFO2

(KT) Flt KTrk +/+ (Filter Keyboard Track +/+) 同一オシレーター内のフィルター・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Flt KTrk +/- (Filter Keyboard Track +/-) 同一オシレーター内のフィルター・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Flt KTrk 0/+ (Filter Keyboard Track 0/+) 同一オシレーター内のフィルター・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Flt KTrk +/0 (Filter Keyboard Track +/0) 同一オシレーター内のフィルター・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Amp KTrk +/+ (Amp Keyboard Track +/+) 同一オシレーター内のアンプ・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Amp KTrk +/- (Amp Keyboard Track +/-) 同一オシレーター内のアンプ・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Amp KTrk 0/+ (Amp Keyboard Track 0/+) 同一オシレーター内のアンプ・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Amp KTrk +/0 (Amp Keyboard Track +/0) 同一オシレーター内のアンプ・キーボード・トラック (☞p.273)

(KT) Note Number ノート・ナンバー

(EXT) Velocity ベロシティ

(EXT) Poly After (Poly After Touch) ポリ・アフタータッチ (本機からの送信はシーケンス・データのみ)

(EXT) After Touch アフタータッチ (チャンネル・アフタータッチ)

(EXT) JS X (Joy Stick X) ジョイスティックX(横)方向

(EXT) JS+Y:CC#01 (Joy Stick +Y: CC#01) ジョイスティック＋Y(奥)方向 (CC#01)

(EXT) JS-Y:CC#02 (Joy Stick -Y: CC#02) ジョイスティック－Y(手前)方向 (CC#02)

(EXT) JS+Y & AT/2 (Joy Stick +Y & After Touch/2) ジョイスティック＋Y(奥)方向およびアフタータッチ (☞p.273)

(EXT) JS-Y & AT/2 (Joy Stick -Y & After Touch/2) ジョイスティック－Y(手前)方向およびアフタータッチ (☞p.273)

(EXT) Pedal:CC#04 (Foot Pedal: CC#04) アサイナブル・フットペダル (CC#04) (☞p.273)

(EXT) Ribbon:CC#16 リボン・コントローラー (CC#16)

(EXT) Slider:CC#18 (Value Slider: CC#18) バリュー・スライダー (CC#18) (☞p.273)

(EXT) KnobMod1:#17 (Knob Mod1: CC#17) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ1(ノブ・モジュレーション 1 CC#17) (☞p.273)

(EXT) KnobMod2:#19 (Knob Mod2: CC#19) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 2(ノブ・モジュレーション 2 CC#19) (☞p.273)

(EXT) KnobMod3:#20 (Knob Mod3: CC#20) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 3(ノブ・モジュレーション 3 CC#20) (☞p.273)

(EXT) KnobMod4:#21 (Knob Mod4: CC#21) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 4(ノブ・モジュレーション 4 CC#21) (☞p.273)

(EXT) KnobMod1 [+] (Knob Mod1: CC#17 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 1 [+] (☞p.273)

(EXT) KnobMod2 [+] (Knob Mod2: CC#19 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 2 [+] (☞p.273)

(EXT) KnobMod3 [+] (Knob Mod3: CC#20 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 3 [+] (☞p.273)

(EXT) KnobMod4 [+] (Knob Mod4: CC#21 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 4 [+] (☞p.273)

(EXT) Damper:#64 (Damper: CC#64) ダンパー・ペダル (CC#64)

(EXT) Porta.SW:#65 (Portamento Switch: CC#65) ポルタメント・スイッチ (CC#65)

(EXT) Sostenuto:#66 (Sostenuto: CC#66) ソステヌート・ペダル (CC#66)

(EXT) Soft:CC#67 (Soft Pedal: CC#67) ソフト・ペダル (CC#67)

(EXT) SW 1:CC#80 (SW1 Mod.: CC#80) アサイナブル・パネル・スイッチ1 (SW1モジュレーション CC#80) (☞p.273)

(EXT) SW 2:CC#81 (SW2 Mod.: CC#81) アサイナブル・パネル・スイッチ2 (SW2モジュレーション CC#81) (☞p.273)

(EXT) Foot SW:#82 (Foot Switch: CC#82) アサイナブル・フット・スイッチ (CC#82) (☞p.273)

(EXT) MIDI:CC#83 MIDIコントロール・チェンジ (CC#83)

(EXT) Tempo テンポ (内部クロックまたは外部MIDIクロックのテンポ情報)

上表左端の(  )内の表記は、各AMSとして使用できるソースの種類を

表します。

例えば、OSC1 Pitchの“AMS(Pitch AMS)”(Program P2:2-1a)

のバリューは[Off, (FEG, AEG, EXT)]です(☞p.15)。

これはOffと、(FEG)、(AEG)、(EXT)の各ソースが選択できることを示

しています。

CC#: コントロール・チェンジ・ナンバーを示します。
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Flt KTrk +/+ (Filter Keyboard Track +/+)
Flt KTrk +/- (Filter Keyboard Track +/-)
Flt KTrk 0/+ (Filter Keyboard Track 0/+)
Flt KTrk +/0 (Filter Keyboard Track +/0)
Amp KTrk +/+ (Amp Keyboard Track +/+)
Amp KTrk +/- (Amp Keyboard Track +/-)
Amp KTrk 0/+ (Amp Keyboard Track 0/+)
Amp KTrk +/0 (Amp Keyboard Track +/0)
＋/＋: “Ramp Low”、“Ramp High”の設定してある符号に従って効

果の方向が決まります。

＋/－: “Ramp Low”の設定している符号、“Ramp High”の設定して

いる符号の逆(＋50なら－50、－50なら＋50)に従って効果の方向が

決まります。

0/＋: “Ramp Low”のAMS効果はありません。“Ramp High”の設

定している符号に従って効果の方向が決まります。

＋/0: “Ramp Low”の設定している符号に従って効果の方向が決まり

ます。“Ramp High”のAMS効果はありません。

Note Number

Amp

Key Low Key High

AMS = Amp KT ＋/＋ 
AMS Intensity = ＋の値 

Ramp Low 
= +50

Ramp High 
= +50

 

モジュレーションの深さと方向 

zero

+ max

- max

Amp Keyboard Track 
設定例 

AMS = Amp KT ＋/－ 
AMS Intensity = ＋の値 

 

モジュレーションの深さと方向 

zero

+ max

- max

AMS = Amp KT 0/＋ 
AMS Intensity = ＋の値 

 

モジュレーションの深さと方向 

zero

+ max

- max

AMS = Amp KT ＋/0 
AMS Intensity = ＋の値 

 

モジュレーションの深さと方向 

zero

+ max

- max

 
 

JS +Y & AT/2 (Joy Stick +Y & After Touch/2)
ジョイスティック＋Y(奥)方向およびアフタータッチにより効果がかかりま

す。このときアフタータッチでは、設定したインテンシティの半分の効果と

なります。

JS-Y & AT/2 (Joy Stick-Y & After Touch/2)
ジョイスティック－Y(手前)方向およびアフタータッチにより効果がかかり

ます。このときアフタータッチでは、設定したインテンシティの半分の効果

となります。

Pedal:CC#04 (Foot Pedal: CC#04)
AMSとしてアサイナブル・フット・ペダルを使用するときは、“Foot

Pedal Assign”(Global P2:Controller 2-1a)でFoot Pedal

(CC#04)に設定しておきます(☞「Foot Pedal Assign」)。

ASSIGNABLE PEDAL端子に接続したフット・コントローラーなどでコ

ントロールできます。

Slider:CC#18 (Value Slider: CC#18)
ProgramモードP0:“Program Select”、CombinationモードP0:

“Combination Select”が選ばれているときに、[VALUE]スライダー

はCC#18相当のコントローラーとして機能します。

KnobMod1:#17 (Knob Mod1: CC#17)
KnobMod2:#19 (Knob Mod2: CC#19)
KnobMod3:#20 (Knob Mod3: CC#20)
KnobMod4:#21 (Knob Mod4: CC#21)
AMSとしてREALTIME CONTROLSノブ[1]～[4]を使用するときは、

1プログラム、1コンビネーション、1ソング、Song Playモードごとに、

Controllerページの“Realtime Control Knobs B-Assign”でそれ

ぞれ“Knob1-B”をKnobMod1(CC#17)、“Knob2-B”を

KnobMod2(CC#19)、“Knob3-B”をKnobMod3(CC#20)、

“Knob4-B”をKnobMod4(CC#21)に設定します(☞「Knob1...4-B

Assign」)。

REALTIME CONTROLSをBモードにしてノブ[1]～[4]を操作すると

モジュレーションがかかります。

AMSインテンシティが＋の値のとき、ノブを12時方向にすると、AMSと

しての効果が0になります。右に回すとプラス方向、左に回すとマイナス

方向の効果となります(－の値のときは逆方向の効果になります)。

KnobMod1 [+] (Knob Mod1: CC#17 [+])
KnobMod2 [+] (Knob Mod2: CC#19 [+])
KnobMod3 [+] (Knob Mod3: CC#20 [+])
KnobMod4 [+] (Knob Mod4: CC#21 [+])
KnobMod1:#17～KnobMod4:#21とは、ノブの位置と効果の方向が

異なります。AMSインテンシティが＋の値のとき、ノブを左に回しきると、

AMSとしての効果が0となります。右に回すことでプラス方向のみの効

果となります(－の値のときは逆方向の効果となります)。

SW 1:CC#80 (SW1 Mod.: CC#80)
SW 2:CC#81 (SW2 Mod.: CC#81)
AMSとして[SW1]、[SW2]キーを使用するときは、1プログラム、1コン

ビネーション、1ソング、Song Playモードごとに、Controllerページに

ある“Pannel Switch Assign”でそれぞれ“SW1”をSW1 Mod1

(CC#80)、“SW2”をSW2 Mod2(CC#81)に設定します(☞「SW1/

2 Assign」)。

[SW1]、[SW2]キーを操作することでコントロールできます。

Foot SW:#82 (Foot Switch: CC#82)
AMSとしてアサイナブル・フット・スイッチを使用するときは、“Foot

Switch Assign”(Global P2:2-1a)でFoot SW (CC#82)に設定

しておきます(☞「Foot Switch Assign」)。

ASSIGNABLE SWITCH端子に接続したフット・スイッチなどでコント

ロールできます。
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Alternate Modulationの設定
AMS(オルタネート・モジュレーション・ソース)を操作すると、モジュ

レーションを受ける側は下表のように変化します。

オルタネート・モジュレーション機能を使用して、EG、LFO、キーボード・

トラッキング、コントローラーなどの効果を組み合わせた複雑なモジュ

レーション効果が得られます。

・ ピッチ/フィルター/アンプをモジュレーションするLFOの周波数や

インテンシティをピッチ/フィルター/アンプEGでコントロールした

り、LFO1の周波数をLFO2でコントロールするなど、複雑に変化す

るLFOやEGが作れます。

・ ベロシティやジョイスティックはもちろん、スイッチ、ノブ、ペダル等で

も、音色やEG、LFOなどがコントロールできます。

・ パンニングをコントローラー、EG、LFOなどでリアルタイムに動か

すことができます。

・ フィルターEGで、フィルターと同時にピッチや音量もコントロール

することができます。

・ EGのレベルやタイムをコントローラー等でコントロールできます。

リアルタイムにEGのシェイプを変化させることができます。

・ フィルターやアンプのキーボード・トラックや、ノート・ナンバーなど、

鍵盤の弾く音程によってEGやLFOをコントロールできます。

・ アルペジエーターやシーケンサーのテンポで、ピッチや音色、EG、

LFOをコントロールできます。

右表脚注
*1“AMS”にNote Numberを選んだ場合、C4が基準になります。

*2 EXT(+) : Velocity, Poly After, After Touch, JS+Y:CC#01,
JS(－Y):CC#02, JS+Y & AT/2, JS－Y & AT/2,
Pedal:CC#04, Slider:CC#18, KnobMod1[+],
KnobMod2[+], KnobMod3[+], KnobMod4[+],
Damper#64, Porta.SW:#65, Sostenuto:#66,
Soft:CC#67, SW1:CC#80, SW2:CC#81, MIDI:CC#83

*3 EXT(+-): KnobMod1:#17, KnobMod2:#19, KnobMod3:
#20, KnobMod4:#21

*4“AMS”にTempoを選んだ場合、 � =120が基準になります。例
えば“Pitch”の“AMS”をTempo、“Intensity”を12.00にする
と、テンポを倍( � = 120 → 240) にするとピッチが1オクター
ブ上がり、1/2( � = 120 → 60)にするとピッチが1オクターブ
下がるといった設定が可能です。

*5 専用パラメーターもあります。

*6“Filter Frequency”の値に加算させたように動作します。
“Frequency”の値が10増えると、カットオフ周波数は2倍(1オ
クターブ上)になります。

*7“Pan”の設定値に加算したように動作します。

*8 LFOの“Frequency”は、“AMS”のTempoと“Intensity”の設定
でコントロールできますが、Frequency MIDI/Tempo Sync.
(Program P5:5-1c)機能を使用すると、LFOの周波数をテンポ
と音符に同期させることができます。

各パラメーターにおけるオルタネー
ト・モジュレーションの効果と応用例

Pitch (Program P2: 2–1a)
ピッチをフィルター/アンプEG、コントローラー、テンポなどでコントロー

ルできます。

・“AMS”にFi lter EGやAmp EGを選び、“Intensity”を

＋12.00に設定すると、EGに同期してピッチが最大±1オクターブ

変化します。

・“AMS”にTempoを選び、“Intensity”を＋12.00に設定すると、

テンポ(基準 � =120)が2倍のとき、ピッチが1オクターブ上がりま

す。1/2のとき、ピッチが1オクターブ下がります。

Pitch EG Intensity (Program P2: 2–1b)
Pitch EGのインテンシティを、キーボード・トラックの設定、コントロー

ラー、テンポなどでコントロールできます。

・“AMS”にJS +Y:CC#01を選び、“Intensity”を＋12.00にする

と、ジョイスティックを＋Y方向に操作するとPitch EGの効果がだん

だん大きくなり、最大±1オクターブまで変化します。

“Intensity”を－の値にすると、Pitch EGの効果が逆相になります。

Pitch LFO1/2 Intensity (Program P2: 2–1d)
LFO1/2のピッチ・モジュレーション・インテンシティを、EG、キーボー

ド・トラックの設定や、コントローラー、テンポなどでコントロールできま

す。

・“AMS”にEGを選んだとき、EGのレベルの変化に同期させて、

LFOモジュレーションによるピッチ変化幅がコントロールできます。

“Intensity”を＋の値に設定すると、EGのレベルが高くなるときは

ビブラート効果がだんだん深くなり、低くなるときはビブラート効果

がだんだん浅くなります。“Intensity”を－の値に設定するとLFO

の位相が逆になります。

・“AMS”にSW1、2などのコントローラーを設定し、必要なときの

み[SW1]、[SW2]キー等をオンにして、ピッチ・ビブラート効果をか

けることができます。

Filter (Cutoff) Frequency (Program P3: 3–2c)
Filter A、Bのカットオフ周波数を、ピッチ/アンプEG、コントローラー、

テンポなどでコントロールできます。Filter A、Bそれぞれに“AMS”、

“Intensity”が設定できます。

・“AMS”にJS XやRibbon:CC#16を選び、“Intensity”を＋の値

に設定すると、ジョイスティックやリボン・コントローラーを右に操作

するとカットオフが上がり、左に操作するとカットオフが下がります。

－の値に設定するとその逆になります。

・“AMS”に共通のコントローラーを選び、Filter A(Low Pass Filter)

の“Intensity”、Filter B(High Pass Filter)の“Intensity”にそ

AMS -> PEG/FEG AEG
AMS Value ->  –99...0...+99  0...+99

Parameter AMS Intensity

Pitch (+12.00) –1...0...+1[Octave] 0...+1[Octave]
Pitch EG Int. (+12.00)  –  –
Pitch LFO1/2 Int. (+12.00)  –1...0...+1[Octave] 0...+1[Octave]

Filter Frequency *6 (+99)  –99...0...+99 0...+99
Resonance (+99)  –99...0...+99 0...+99
Filter EG Int. (+99)  –  –
Filter LFO1/2 Int. (+99)  –99...0...+99 0...+99

Amp (+99) 設定値x(0...1...8)  –
Amp LFO1/2 Int. (+99)  –99...0...+99 0...+99
Pan *7 (+50)  –63...0...+63 0...+63

EG Level (+66)  –  –
EG Time (+49)  –  –
LFO Frequency (+99) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(1...64)
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れぞれ別々のインテンシティを設定すると、1つのコントローラーの操

作で2つのFilterのカットオフ周波数を同時にコントロールできます。

Resonance (Program P3: 3–1b)
“Filter Type”がLow Pass Resonanceのときに有効です。レゾ

ナンス・レベルをEG、LFO、キーボード・トラックの設定、コントロー

ラー、テンポなどでコントロールできます。

・“AMS”にFilter KTrk、Amp KTrkを選び、フィルターやアンプの

キーボード・トラックの設定を利用してレゾナンス・レベルがコント

ロールできます。例えばアンプのキーボード・トラック“Ramp

Low”、“Ramp High”が＋の値になっているとき、“AMS”にAmp

KTrk [+/+]を選び“Intensity”を＋の値にすると、鍵盤の両端に

いくほどアンプのキーボード・トラックにより音量が上がり、かつ、

“AMS”によってレゾナンス・レベルが上がります。

・“AMS”にコントローラーを設定して、必要なときのみコントロー

ラーを操作して、レゾナンスをかけることができます。

・“AMS”にLFO1、2を設定することによって、レゾナンス・レベルを

LFOでコントロールできます。

Filter EG Intensity (Program P3: 3–2b)
Filter EGのインテンシティをコントローラー、テンポなどでコントロー

ルできます。“Intensity to A”、“Intensity to B”で、FilterA、Bの

インテンシティがそれぞれ独立で設定できます。

・“AMS”にJS －Y:CC#02を選び、“Int to A”、“Int to B”を＋

の値にしてジョイスティックを－Y方向に操作すると、Filter EGの効

果がだんだん大きくなります。“Int to A”、“Int to B”を－の値に

すると、Filter EGの効果が逆相になります。

・“AMS”にRibbon:CC#16を選び、“Int to A”、“Int to B”を＋

の値にして、リボン・コントローラーを右方向に操作すると、Filter

EGの効果がだんだん大きくなります。リボン・コントローラーを左

方向に操作すると、Filter EGの効果が逆位相でだんだん大きくな

ります。

Filter LFO1/2 Intensity (Program P3: 3–3a, 3–3b)
LFO1/2のフィルター・モジュレーション・インテンシティを、EG、キー

ボード・トラックの設定や、コントローラー、テンポなどでコントロールで

きます。“Intensity to A”、“Intensity to B”で、FilterA、Bそれぞ

れ独立にインテンシティを設定できます。

・“AMS”にEGを選び、EGのレベルの変化に同期させてLFOモジュ

レーションによるオート・ワウ効果の深さをコントロールできます。

“Intensity to A”、“Intensity to B”を＋の値に設定したとき、

EGのレベルが高くなるとワウ効果がだんだん深くなり、低くなると

ワウ効果がだんだん浅くなります。“Intensity to A”、“Intensity

to B”を－の値に設定するとLFOの位相が逆になります。

・“AMS”にSW1、2などのコントローラーを設定して、必要なとき

のみに[SW1]、[SW2]キーをオンにすることによってオート・ワウ効

果をかけることができます。

Amp (Program P4: 4–2b)
音量をピッチ/フィルターEG、コントローラー、テンポなどでコントロー

ルできます。

・ ＋の値で変化するEGやコントローラー(Amp EG、EXT(＋)、EXT

(SW))を“AMS”に選び、“Intensity”を＋99に設定すると、現在

の音量から、最大で8倍の音量にまで変化します。

・ ±の値で変化するEG、LFOやコントローラー(Pitch EG、Filter

EG、LFO、KT、EXT(＋－))を“AMS”に選び、“Intensity”を＋99

に設定すると、現在の音量から、最大で8倍の音量まで(“AMS”の

＋側の変化で)、最小で音量0まで(“AMS”の－側の変化で) 変化し

ます。

・ アンプEGによる音量の時間的変化に加え、ピッチ/フィルターEGに

も同期して音量を変化させることができます。“A M S ”に

PitchEG、FilterEGを選び、“Intensity”を調節してください。

AmpEGの効果をなくして、ピッチ/フィルターEGで音量をコント

ロールする場合は、AmpEGの各Levelを＋99に設定してくださ

い。

Amp LFO1/2 Intensity (Program P4: 4–2c)
LFO1/2のアンプ・モジュレーション・インテンシティを、EG、キーボー

ド・トラックの設定や、コントローラー、テンポなどでコントロールできま

す。

・“AMS”にEGを選ぶと、EGレベルの変化に同期させてLFOモジュ

レーションによるトレモロ効果の深さがコントロールできます。

“Intensity”を＋の値に設定したとき、EGのレベルが高くなるとト

レモロ効果がだんだん深くなり、低くなるとトレモロ効果がだんだん

浅くなります。“Intensity”を－の値に設定するとLFOの位相が逆

になります。

・“AMS”にSW1、2などのコントローラーを設定して、必要なとき

のみ、[SW1]、[SW2]キー等をオンにして、トレモロ効果をかけるこ

とができます。

Pan (Program P4: 4–1b)
オシレーターのパンを、EG、LFO、キーボード・トラックの設定、コント

ローラー、テンポなどでコントロールできます。

・“AMS”にNote Numberを選び、“Intensity”を＋50に設定す

ると、C4でセンター、C6以上で右振り切り、C2以下で左振り切りま

す。このように鍵盤の位置によってパンがコントロールできます。

・“AMS”にEGを選ぶと、EGのレベルの変化に同期させてオシレー

ターのパンをコントロールできます。“Intensity”を＋の値に設定し

たとき、EGのレベルが高くなるとパンが右に移動、低くなると左に移

動します。“Intensity”を－の値に設定すると逆の効果になります。

LFO1/2 KT(Flt KTrk, Amp KTrk) KT(Note Number) *1 JS X/Ribbon:CC#16 EXT(+) *2 EXT(+–) *3 EXT(Tempo) *4
 –99...0...+99  –99...0...+99 ...36(C2)...60(C4)...84(C6)...  –Max...0...+Max 0...127  –Max...0...+Max ( �  ) = ...60...120...240...

専用パラメーター  –1...0...+1[Octave] 専用パラメーター  –1...0...+1[Octave] *5 0...+1[Octave]  –1...0...+1[Octave]  ...–1...0...+1...[Octave]
 –  –1...0...+1[Octave]  ...–1...0...+1...[Octave]  –1...0...+1[Octave] 0...+1[Octave]  –1...0...+1[Octave]  ...–1...0...+1...[Octave]
 –  –1...0...+1[Octave]  ...–1...0...+1...[Octave]  –1...0...+1[Octave] 0...+1[Octave]  –1...0...+1[Octave]  ...–1...0...+1...[Octave]

専用パラメーター  –  –  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  ...–99...0...+99...
 –99x2...0...+99x2  –99...0...+99 ...–99...0...+99...  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  ...–99...0...+99...

 –  –  –  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  ...–99...0...+99...
 –  –99...0...+99 ...–99...0...+99...  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  ...–99...0...+99...

専用パラメーター  –  – 設定値x(0...1...8) 設定値x(1...8) 設定値x(0...1...8) 設定値x(0...1...8...)
 –  –99...0...+99 ...–99...0...+99...  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  ...–99...0...+99...

 –127...0...+127  –63...0...+63  ...–63...0...+63...  –63...0...+63 0...+63  –63...0...+63  ...–63...0...+63...

 –  –99...0...+99  –99...0...+99  –99...0...+99 0...+99  –99...0...+99  –99...0...+99
 – 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(...1/64...1...64...) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(1...64) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(...1/64...1...64...)

 設定値x(1/128...1...128) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(...1/64...1...64...) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(1...64) 設定値x(1/64...1...64) 設定値x(...1/64...1...64...) *8
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EG Level - Pitch EG (Program P2: 2–3b)
Filter EG (Program P3: 3–4b)
Amp EG (Program P4: 4–3b)
EGのレベルを、キーボード・トラックの設定や、コントローラー、テンポ

などでコントロールできます。

“Intensity”の値を設定して、EGのセグメント(“St”スタート、“At”ア

タック、“Br”ブレーク)ごとに、＋/－/0でその効果の方向と有無を設定

します。

＋: Intensityの設定で動作、 －: Intensityの逆符号で動作、0: AMS

効果はありません。

“Intensity”の値を、＋66にすると、それぞれの設定レベルを最大で

±99の範囲でコントロールできます。

・ Amp EGのLevel Modulation “AMS”にVelocityを選び、

“Intensity”を＋66、“St”を0、“At”を＋、“Br”を－にします。

Amp EGのレベル設定をすべて＋00に設定します。ベロシティを

大きくするに従って、EGレベルの変化が大きくなります。ベロシティ

が最大のとき、スタート・レベルは＋00のまま、アタック・レベルは＋

99、ブレーク・レベルは－99で、EGレベルが変化します。

EG Time - Pitch EG (Program P2: 2–3c)
Filter EG (Program P3: 3–4c)
Amp EG (Program P4: 4–3c)
EGのタイムを、キーボード・トラックの設定、コントローラー、テンポな

どでコントロールできます。“Intensity”の値を設定して、EGのセグメ

ント(“At”アタック、“Dc”ディケイ、“Sl”スロープ、“Rl”リリース)ごと

に、＋/－/0でその効果の方向と有無を設定します。

＋: Intensityの設定で動作、 －: Intensityの逆符号で動作、0:

“AMS”の効果はありません。

EGタイムは、各ポイントに達したときのAlternate Modulationの値

で、その次のタイムが決まります。例えば、アタック・レベルに達したとき

のAlternate Modulationの値で、ディケイ・タイムが決まります。

“Intensity”の値を、8、17、25、33、41、49 にすると、それぞれの

設定タイムは最大で2、4、8、16、32、64倍(または1/2、1/4、1/8、

1/16、1/32、1/64倍)にすることができます。

・“AMS”にJS +Y:CC#01を選び、“Intensity”を＋8、“At”を

＋、“Dc”を－、“Sl”と“Rl”を0にします。ジョイスティックを＋Y方

向に操作すると、アタック・タイムは最大で2倍に長くなります。ディ

ケイ・タイムは最大で1/2に短くなります。スロープ/リリース・タイ

ムは変化がありません。

LFO Frequency (Program P5: 5–1b)
LFO1、2の周波数を、EG、キーボード・トラックの設定、コントローラー、テ

ンポなどでコントロールできます。またLFO2の周波数で、LFO1の周波

数にモジュレーションをかけることができます。

“Intensity”の値を、16、33、49、66、82、99にすると、それぞれの

設定周波数は最大で2、4、8、16、32、64倍(または1/2、1/4、1/

8、1/16、1/32、1/64倍)にすることができます。

・“AMS”にJS +Y:CC#01を選び、“Intensity”を＋16にして、

ジョイスティックを＋Y方向に操作すると、LFOの周波数を最大2倍

までコントロールできます。“Intensity”を－16にして、ジョイス

ティックを＋Y方向に操作すると、LFOの周波数を最大1/2倍まで

コントロールできます。

Dynamic Modulation Source (Dmod)

特定のエフェクト・パラメーターを、ジョイスティックやリボン・コントロー

ラーなどを使って演奏中にコントロールすることができます。このよう

なエフェクトのコントロールをダイナミック・モジュレーションといいま

す。例えば、アフタータッチでコーラスやフランジャーのLFOを速くす

る、リボン・コントローラーでワウを動かすなど、楽器の一部としてのエ

フェクトの表現力が最大限に発揮できます。

ほとんどのダイナミック・モジュレーションのパラメーターは、“Src”

(ソース)、“Amt”(アマウント)という組み合わせになっています。

“Src”でモジュレーション・ソースを選び、“Amt”でダイナミック・モ

ジュレーションの効果の大きさを設定します。モジュレーション・ソース

が最大のとき、パラメーターの値と“Amt”の値を足した値が実際のパ

ラメーターの値になります。

Program、Samplingモードでは、インサート・エフェクトとマス

ター・エフェクトのダイナミック・モジュレーションをグローバル

MIDIチャンネルでコントロールします。(Samplingモードはイン

サート・エフェクトのみが使用できます。)

Combination、Sequencer、Song Playモードでは、インサート・

エフェクトとマスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーション

を、それぞれIFX1～5、MFX1、2の“Ctrl Ch”で設定したMIDI

チャンネルでコントロールします。

例: “Wet/Dry”10:90、“Src”After Touch、“Amt”＋50

この場合、普段エフェクト・バランスは10:90で、アフタータッチをかけ

るとエフェクト音の割合がだんだん大きくなっていきます。アフタータッ

チが最大のときにエフェクト・バランスは60:40になります。

Wet / Dry

MaxZero Higher

D-mod

Dry

Wet

60:40

10:90

Dynamic Modulation (Example)

Wet / Dry=10:90
Amt= +50

Wet / Dry=60:40
Amt= –50

ダイナミック・モジュレーションの効果がかかった状態で“Amt”の

値を変更しても、ダイナミック・モジュレーションの効果は変わりま

せん。再びダイナミック・モジュレーション・ソースを動かしたとき

に、変更した値が有効となります。

その他のダイナミック・モジュレーションについては、それぞれのエフェ

クトの説明をご覧ください。

ダイナミック・モジュレーションのパラメーターは、各エフェクトのパラ

メーター表の右側に マークがついています。
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Dynamic Modulation Source List

ソース名 説 明

Off ダイナミック・モジュレーションを使用しない。

Gate1 ノート・オン/オフ (☞p.277)

Gate1+Dmpr (Gate1+Damper) ノート・オン+ダンパー・オン/オフ (☞p.277)

Gate2 ノート・オン/オフ (リトリガー) (☞p.277)

Gate2+Dmpr (Gate2+Damper) ノート・オン+ダンパー・オン/オフ (リトリガー) (☞p.277)

Note Number ノート・ナンバー

Velocity ベロシティ

After Touch アフタータッチ (チャンネル・アフタータッチ)

JS X (Joy Stick X) ジョイスティックX(横)方向

JS+Y: CC#01 (Joy Stick +Y: CC#01) ジョイスティック+Y(奥)方向 (CC#01)

JS-Y: CC#02 (Joy Stick -Y: CC#02) ジョイスティック－Y(手前)方向 (CC#02)

Pedal: CC#04 (Foot Pedal: CC#04) アサイナブル・フット・ペダル (CC#04) (☞p.277)

FXCrtl1: #12 (FX Control1: CC#12) MIDIエフェクト・コントロール 1(CC#12)

FXCrtl2: #13 (FX Control2: CC#13) MIDIエフェクト・コントロール 2(CC#13)

Ribbon: #16 (Ribbon: CC#16) リボン・コントローラー (CC#16)

Slider: #18 (Value Slider: CC#18) バリュー・スライダー (CC#18) (☞p.277)

KnobM1: #17 (Knob Mod1: CC#17) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 1 (ノブ・モジュレーション 1 CC#17) (☞p.277)

KnobM2: #19 (Knob Mod2: CC#19) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 2 (ノブ・モジュレーション 2 CC#19) (☞p.277)

KnobM3: #20 (Knob Mod3: CC#20) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 3 (ノブ・モジュレーション 3 CC#20) (☞p.277)

KnobM4: #21 (Knob Mod4: CC#21) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 4 (ノブ・モジュレーション 4 CC#21) (☞p.277)

KnobM1 [+] (Knob Mod1: CC#17 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 1 [+] (☞p.278)

KnobM2 [+] (Knob Mod2: CC#19 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 2 [+] (☞p.278)

KnobM3 [+] (Knob Mod3: CC#20 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 3 [+] (☞p.278)

KnobM4 [+] (Knob Mod4: CC#21 [+]) Bモードのときのリアルタイム・コントロール・ノブ 4 [+] (☞p.278)

Damper: #64 (Damper: CC#64) ダンパー・ペダル (CC#64)

Prta.SW: #65 (Portamento Switch: CC#65) ポルタメント・スイッチ (CC#65)

Sostenu: #66 (Sostenuto: CC#66) ソステヌート・ペダル (CC#66)

SW 1: CC#80 (SW1 Mod.: CC#80) アサイナブル・パネル・スイッチ1 (SW1モジュレーション CC#80)　 (☞p.278)

SW 2: CC#81 (SW2 Mod.: CC#81) アサイナブル・パネル・スイッチ2 (SW2モジュレーション CC#81)　 (☞p.278)

Foot SW: #82 (Foot Switch: CC#82) アサイナブル・フット・スイッチ (CC#82) (☞p.278)

MIDI: CC#83 MIDIコントロール・チェンジ (CC#83)

Tempo テンポ(内部クロックまたは外部MIDIクロックのテンポ情報) (☞p.278)

Gate1, Gate1+Dmpr (Gate1+Damper)
ノート・オンの間は効果が最大で、すべてのキーを離すと効果が止まりま

す。Gate1＋Dmprでは、キーを離してもダンパー(サスティン)・ペダル

を踏んでいれば効果は最大のままです。

Gate1,Gate1+Dmpr

Gate1

Note

Dmpr
1 2 31 2 3

Damper Pedal

Gate1+Dmpr

Time

On
Off

Gate2, Gate2+Dmpr (Gate2+Damper)
Gate1、Gate1＋Dmprとほぼ同じですが、Gate2、Gate2+Dmprで

は、022: St. Envelope FlangerなどのEGや、027: Stereo Vibrato

などのAUTOFADEのソースとして使う場合、すべてのノート・オンごと

にトリガーがかかります。(Gate1、Gate1＋Dmprでは、最初のノート・

オンのときのみトリガーがかかります。)

Gate2,Gate2+Dmpr

Gate2

Note

Dmpr
1 2 31 2 3

Damper Pedal

Gate2+Dmpr

Time

On
Off

Pedal: CC#04 (Foot Pedal: CC#04)
ダイナミック・モジュレーション・ソースとしてアサイナブル・フット・ペダル

を使用するときは、“Foot Pedal Assign”(Global P2: Controller

2-1a)でFoot Pedal (CC#04)に設定します。(☞「Foot Pedal

Assign」)

ASSIGNABLE PEDAL端子に接続したフット・コントローラーなどでエ

フェクトをコントロールできます。

Slider: #18 (Value Slider: CC#18)
ProgramモードP0:“Program Select”、CombinationモードP0:

“Combination Select”が選ばれているとき、[VALUE]スライダーは

CC#18相当のコントローラーとして機能します。

KnobM1: #17 (Knob Mod1: CC#17)
KnobM2: #19 (Knob Mod2: CC#19)
KnobM3: #20 (Knob Mod3: CC#20)
KnobM4: #21 (Knob Mod4: CC#21)
ダイナミック・モジュレーション・ソースとしてREALTIME CONTROLS

ノブ[1]～[4]を使用するときは、1プログラム、1コンビネーション、1ソン

グ、Song Playモード、Samplingモードごとに、Controllerページの

“Realtime Control Knobs B-Assign”でそれぞれ“Knob1-B”を

KnobMod1(CC#17)、“Knob2-B”をKnobMod2(CC#19)、

“Knob3-B”をKnobMod3(CC#20)、“Knob4-B”をKnobMod4

(CC#21)に設定します。(☞「Knob1...4-B Assign 」)

REALTIME CONTROLSをBモードにしてノブ[1]～[4]を操作するこ

とでエフェクトをコントロールできます。

ノブを12時方向にすると、ダイナミック・モジュレーション・ソースとして

の効果が0になります。“Amt”が＋の値のとき、右に回すとプラス方向、

左に回すとマイナス方向の効果となります。(－の値のときは逆方向の効

果となります。)
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KnobM1 [+] (Knob Mod1: CC#17 [+])
KnobM2 [+] (Knob Mod2: CC#19 [+])
KnobM3 [+] (Knob Mod3: CC#20 [+])
KnobM4 [+] (Knob Mod4: CC#21 [+])
ノブの位置と効果の方向が、KnobM1: #17(Knob Mod1: CC#17)

～ KnobM4: #21(Knob Mod4: CC#21)のときと異なります。

“Amt”が＋の値のとき、ノブを左に回し切ったとき、ダイナミック・モジュ

レーション・ソースとしての効果が0になります。右に回すことでプラス方

向のみの効果となります。(－の値のときは逆方向の効果となります。)

SW 1: CC#80 (SW1 Mod.: CC#80)
SW 2: CC#81 (SW2 Mod.: CC#81)
ダイナミック・モジュレーション・ソースとして[SW1]、[SW2]キーを使用

するときは、1プログラム、1コンビネーション、1ソング、Song Playモー

ド、Samplingモードごとに、Controllerページにある“Pannel Switch

Assign”でそれぞれ“SW1”を SW1 Mod1(CC#80)、“SW2”を

SW2 Mod2(CC#81)に設定しておきます。(☞「SW1/2 Assign」)

[SW1]、[SW2]キーを操作することでエフェクトをコントロールできます。

Foot SW: #82 (Foot Switch: CC#82)
ダイナミック・モジュレーション・ソースとしてアサイナブル・フット・スイッチ

を使用するときは、“Foot Switch Assign”(Global P2: Controller

2-1a)を Foot SW (CC#82)に設定しておきます。(☞「Foot Switch

Assign」)

ASSIGNABLE SWITCH端子に接続したフット・スイッチなどでエフェ

クトをコントロールできます。

Tempo
Tempo以外のモジュレーション・ソースは、内部的には0～127(－128

～+127)の値で処理されています。これに対しTempoでは内部クロッ

クまたは外部MIDIクロックのテンポ情報(BPM値)を使います。従って、

“� ”が127 (BPM)のときに他のモジュレーション・ソースの最大値(＋

127)と同等の効果になります。

BPM/MIDI SYNC機能について
BPM/MIDI SYNC機能は、009:St. Wah/Auto WahなどLFOを

持ったエフェクトの大部分や、049:L/C/R BPM Delayなど一部の

ディレイ系エフェクトで使用することができます。テンポに同期したモ

ジュレーションをかけたり、ディレイ・タイムを音符の長さで指定してお

けばアルペジエーターやシーケンサーのテンポを変えても追従するの

でライブ・パフォーマンスなどに便利です。

BPM/MIDI SYNC機能があるパラメーターには、各エフェクトのパラ

メーター表の右側に  マークがついています。

例1. LFO
“BPM/MIDI Sync”On

“Base Note”�
“Times”x1

この場合LFOの一周期が4分音符1個分の時間に設定されます。

BPM/MIDI Sync: LFO
LFO

“BPM”をMIDIに設定するとアルペジエーターやシーケンサーのテン

ポ(または外部MIDIクロック)に同期します。“BPM”が40～240の

場合はここで設定した値が使われます。

例2.ディレイタイム
“L Delay Base Note”�
“Times”x1

“R Delay Base Note”�
“Times”x3

この場合左チャンネルのディレイ・タイムは8分音符1個分の時間、右

チャンネルは16分音符3個分の時間に設定されます。

BPM/MIDI Sync: Delay Time

Lch

Rch

Dry Wet

Dry Wet

“BPM”をMIDIに設定するとアルペジエーターやシーケンサーのテン

ポ(または外部MIDIクロック)に同期します。“BPM”が40～240の

場合はここで設定した値が使われます。

テンポ、“Base Note”と“Times”の組み合わせによって最大のディ

レイ・タイムを超えるような設定をすると、「Time Over? > OVER!!」

のように表示されます。この表示が出なくなるように設定し直してくだ

さい。(最大のディレイ・タイムはエフェクト・タイプにより異なります。)
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SW1/2 Assign
[SW1]、[SW2]キーには以下の機能が設定できます。

各モードの“Panel Switch Assign”で設定します。

・ プログラム P1:Controllerページ(1-4a)

・ コンビネーション P4:Controllerページ(4-4a)

・ソング(Sequencer) P4:Controllerページ(4-7a)

・ Song Playモード P2:Controller Setupページ(2-1a)

・ Samplingモード P4:Controller Setupページ(4-1a)

Programモード、Combinationモード、Sequencerモードでは、そ

れぞれ1プログラム、1コンビネーション、1ソングごとに設定しま

す。Song Playモード、Samplingモードではモードで1つの設定

ができます。

SW1, SW2 Assign List
Off 機能なし

SW1 Mod.:CC#80 (SW1 Modulation:CC#80) Alternate ModulationやEffect Dynamic Modulationのソースとして使用するときに選びます。その

SW2 Mod.:CC#81 (SW2 Modulation:CC#81) ときは、コントロール先をあらかじめ設定しておきます。On/OffのたびにCC#80(またはCC#81)を送信しま
す。(Off: 0、On:127) (☞p.279)

Porta.SW:CC#65 (Portamento Switch:CC#65) SW1(またはSW2)を押してオン(LED点灯)にするとポルタメントがかかります。On/OffのたびCC#65を送信
します。(Off: 0、On:127) (☞p.279)

Octave Down SW1(またはSW2)を押すたびに、1オクターブ・ダウンと元のオクターブ設定が切り替わります。(LED点灯時は
1オクターブ・ダウン)

Octave Up SW1(またはSW2)を押すたびに、1オクターブ・アップと元のオクターブ設定が切り替わります。(LED点灯時は
1オクターブ・アップ)

JS X Lock ジョイスティックX方向の効果をLockします。 (☞p.279)

JS+Y Lock ジョイスティック+Y方向の効果をLockします。 (☞p.279)

JS-Y Lock ジョイスティック－Y方向の効果をLockします。 (☞p.279)

Ribbon Lock リボン・コントローラーの効果をLockします。 (☞p.279)

JS X & Ribbon Lock ジョイスティックX方向とリボン・コントローラーの効果を同時にLockします。 (☞p.279)

JS+Y & Ribbon Lock ジョイスティック+Y方向とリボン・コントローラーの効果を同時にLockします。 (☞p.279)

JS-Y & Ribbon Lock ジョイスティック－Y方向とリボン・コントローラーの効果を同時にLockします。 (☞p.279)

After Touch Lock アフタータッチの効果をLockします。 (☞p.279)

SW1 Mod.:CC#80 (SW1 Modulation:CC#80)
SW2 Mod.:CC#81 (SW2 Modulation:CC#81)
この機能はSW1とSW2で異なり、SW1はCC#80を、SW2は

CC#81をそれぞれ送信します。

Porta.SW:CC#65 (Portamento Switch:CC#65)
“Oscillator Mode”(Program P1:1-1a)がSingleのときは

“Enable”(Program P2:2-1c)の設定にかかわらずオン(LED点灯)で

ポルタメントがかかり、オフ(LED消灯)ではポルタメントがかかりません。

“Oscillator Mode”がDoubleのときは“Enable”(Program P2:2-

1c)の設定がOSC1、2で同じ場合(OSC1、2ともにEnable、または

Disable)、オン(LED点灯)でOSC1、2にポルタメントがかかり、オフ

(LED消灯)ではOSC1、2にポルタメントがかかりません。

“Enable”(Program P2:2-1c)の設定がOSC1、2で違う場合(OSC1

がEnable、OSC2がDisable、またはOSC1がDisable、OSC2が

Enable)はオン(LED点灯)でEnableにしたOSCにポルタメントがかか

り、オフ(LED消灯)ではOSC1、2にポルタメントがかかりません。

JS X Lock, JS+Y Lock, JS-Y Lock, Ribbon Lock,
JS X &Ribbon Lock, JS+Y & Ribbon Lock,
JS-Y & Ribbon Lock, After Touch Lock
選んだコントローラー(ジョイスティック、リボン・コントローラー、アフター

タッチ)のLock/Unlock(LED点灯時はLock)が切り替わります。

ジョイスティック、アフタータッチの操作中にLockをオンすると、そのコン

トローラーの位置での効果がロック(固定)します。リボン・コントローラー

をLockをオンすると、リボン・コントローラーから指を離す直前の効果が

かかり続けます。Lockがオフのときは、リボン・コントローラーから指を

離すと、センター位置の効果にリセットされます。

例えば、ここでJS(+Y)Lockを選び、ジョイスティックを向こう側に傾け

て、Lockをオンすると、ジョイスティック(+Y)の動作は、傾けた状態でロッ

ク(ホールド)されるので、ジョイスティックを元の位置に戻しても、モジュ

レーションはかかり続けます。さらに、ジョイスティック(-Y)を操作すると、

両方のモジュレーションを同時にかけることもできます。

ジョイスティック、アフタータッチをLockすると、該当するコント

ローラーのMIDIの送信も止まりますが、受信は行われます。

☞OG p.22
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Knob 1...4 B-Assign
REALTIME CONTROLS Bモード時のノブ[1]～[4]には以下の機能

が設定できます。

各モードの“Realtime Control Knobs B-Assign”で設定します。

・ プログラム P1:Controllerページ(1-4b)

・ コンビネーション P4:Controllerページ(4-4b)

・ソング(Sequencer) P4:Controllerページ(4-7b)

・ Song Playモード P2:Controller Setupページ(2-1b)

・ Samplingモード P4:Controller Setupページ(4-1b)

Programモード、Combinationモード、Sequencerモードでは、そ

れぞれ1プログラム、1コンビネーション、1ソングごとに設定しま

す。Song Playモード、Samplingモードではモードで1つの設定

ができます。

Realtime Control Knobs B–Assign List
Off 機能なし

Knob Mod. 1 (CC#17) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”ではKnobMod1:#17、“Dmod Src”ではKnobM1:#17を選択します。同時にCC#17を出力します。

Knob Mod. 2 (CC#19) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”ではKnobMod2:#19、“Dmod Src”ではKnobM2:#19を選択します。同時にCC#19を出力します。

Knob Mod. 3 (CC#20) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”ではKnobMod3:#20、“Dmod Src”ではKnobM3:#20を選択します。同時にCC#20を出力します。

Knob Mod. 4 (CC#21) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”ではKnobMod4:#21、“Dmod Src”ではKnobM4:#21を選択します。同時にCC#21を出力します。

Master Volume 音量をコントロールします。同時にユニバーサル・エクスクルーシブ・メッセージのマスター・ボリューム・メッセージ[F0H, 7FH, nn,
04, 01, vv, mm, F7H]を送信し、すべてのティンバーやトラックの音量を(個々で設定した音量のバランスを保ちながら)調節しま
す。

Portamento Time (CC#05) ポルタメント・タイムをコントロールします。同時にCC#5を出力します。

Volume (CC#07) ボリュームをコントロールします。同時にCC#7を出力します。

Post IFX Pan (CC#08) インサート・エフェクト通過後のパンをコントロールします。同時にCC#8を出力します。Valve Force: On、“Placement”Insert
時、Valve Forceからの出力後のパンをコントロールします。

Pan (CC#10) オシレーターのパンをコントロールします。同時にCC#10を出力します。

Expression (CC#11) エクスプレッションをコントロールします。同時にCC#11を出力します。

FX Control 1 (CC#12) Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは“Dmod Src”でFXCtrl1:#12を選択します。同
時にCC#12を出力します。

FX Control 2 (CC#13) Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは“Dmod Src”でFXCtrl2:#13を選択します。同
時にCC#13を出力します。

LPF Cutoff (CC#74) Filter(ロー・パス・フィルター)のカットオフ周波数をコントロールします。同時にCC#74を出力します。

Resonance/HPF (CC#71) Filterのレゾナンスまたはハイ・パス・フィルターのカットオフ周波数をコントロールします。プログラムの“Filter Type”がLow Pass
Resonanceのときはレゾナンス・レベルを、Low Pass & High Passのときはハイパス・フィルターのカットオフ周波数をコント
ロールします。同時にCC#71を出力します。

Filter EG Int. (CC#79) FilterのEGインテンシティをコントロールします。同時にCC#79を出力します。

F/A Attack (CC#73) Filter、AmplifierのEGのアタックをコントロールします。同時にCC#73を出力します。

F/A Decay (CC#75) Filter、AmplifierのEGディケイ・タイム、スロープ・タイムをコントロールします。同時にCC#75を出力します。

F/A Sustain (CC#70) Filter、AmplifierのEGサスティン・レベルをコントロールします。同時にCC#70を出力します。

F/A Release (CC#72) Filter、AmplifierのEGリリース・タイムをコントロールします。同時にCC#72を出力します。

Pitch LFO1 Spd (CC#76) LFO1のFrequencyをコントロールします。同時にCC#76を出力します。

Pitch LFO1 Dep (CC#77) ピッチのLFO1インテンシティをコントロールします。同時にCC#77を出力します。

Pitch LFO1 Dly (CC#78) LFO1のDelayをコントロールします。同時にCC#78を出力します。

SW 1 Mod. (CC#80) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”,“Dmod Src”でSW1:CC#80を選択します。同時にCC#80を出力します。

SW 2 Mod. (CC#81) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”,“Dmod Src”でSW2:CC#81を選択します。同時にCC#81を出力します。

Foot Switch (CC#82) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”,“Dmod Src”でFootSW:#82を選択します。同時にCC#82を出力します。

MIDI CC#83 (CC#83) 汎用コントローラーです。Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするとき
は、“AMS”,“Dmod Src”でMIDI:CC#83を選択します。同時にCC#83を出力します。

MFX Send 1 (CC#93) Master Effect1へのセンド・レベルをコントロールします。同時にCC#93を出力します。

MFX Send 2 (CC#91) Master Effect2へのセンド・レベルをコントロールします。同時にCC#91を出力します。

MIDI CC#00...CC#95 設定したMIDIコントロール・チェンジ(CC#)を出力します。本機がコントロールに対応する設定となっている場合、その効果がかかり
ます。
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REALTIME CONTROLS Aモード時の機能は固定です。

Knob1-A: LPF CUTOFF (Filter LPF Cutoff: CC#74)
Filterのローパス・フィルターのカットオフ周波数をコントロールします。

同時にCC#74を出力します。

Knob2-A: RESONANCE/HPF (Filter Resonance/HPF Cutoff: CC#71)
Filterのレゾナンス・レベルまたはハイパス・フィルターのカットオフ周波

数をコントロールします。プログラムの“Filter Type”がLow Pass

Resonanceのときレゾナンス・レベルを、Low Pass&High Passの

ときハイパス・フィルターのカットオフ周波数をコントロールします。同時

にCC#71を出力します。

Knob3-A: EG-Intensity (Filter EG Intensity: CC#79)
FilterのEGインテンシティをコントロールします。同時にCC#79を出

力します。

Knob4-A: EG-Release (Filter, Amplifier EG Release: CC#72)
Filter、Amplifier EGのリリース・タイムをコントロールします。同時に

CC#72を出力します。

Foot Switch Assign
ASSIGNABLE SWITCH端子に接続したアサイナブル・スイッチ(オプ

ションPS-1)の機能を設定します。

・ Global P2:Controller“Foot Switch Assign”(2-1a) で設定

します。

CC#を含む機能を選択した場合、そのMIDIコントロール・チェン

ジ・メッセージをオン/オフのたびに送信します。

(Off: 0、On:127)

Knob1...4、SW1、2を選択した場合、各モードでのKnob1...4

B-Assign、SW1/2 Assignの設定に従い、そのMIDIコント

ロール・チェンジ・メッセージをオン・オフのたびに送信します。

(Off: 0、On: 127)

Portamento SW (CC#65)
“Oscillator Mode”(Program P1:1-1a)がSingleのときは

“Enable”(Program P2:2-1c)の設定に関わらず、オンでポルタメン

トがかかり、オフではポルタメントがかかりません。

“Oscillator Mode”がDoubleのときは“Enable”の設定がOSC1、

2で同じの場合(OSC1、2ともにEnable、またはDisable)、オンで

OSC1、2にポルタメントがかかり、オフではOSC1、2にポルタメントが

かかりません。

“Enable”の設定がOSC1、2で違う場合(OSC1がEnable、OSC2が

Disable、またはOSC1がDisable、OSC2がEnable)は、オンでEn-

ableにしたOSCにポルタメントがかかり、オフではOSC1、2にポルタメ

ントがかかりません。

Foot Switch Assign List
Off 接続したスイッチは機能しません。

Foot SW (CC#82) Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは、“AMS”,“Dmod Src”にFoot
SW:#82を選択します。

Portamento SW (CC#65) ポルタメントのオン/オフをコントロールします。

Sostenuto (CC#66) ソステヌート効果(ペダル・スイッチをオンしたときに押している鍵盤(Note No.)のみホールドされる)をコントロールします。

Soft (CC#67) ソフト・ペダル効果のオン/オフをコントロールします。

Arpeggio SW アルペジエーターのオン/オフをコントロールします。NRPNの[Bn 63 00 Bn 62 02 Bn 06 00(オフ)または7F(オン)]をオン/オ
フのたびに送信します。

Program Up スイッチの操作でプログラムやコンビネーションが選択できます。Program P0: Playのときは、現在選ばれているプログラムの次のプロ
グラムが選択でき、Combination P0: Playのときは、現在選ばれているコンビネーションの次のコンビネーションが選択できます。また、
同時にバンク・セレクト・メッセージとプログラム・チェンジ・メッセージを送信します。

Program Down スイッチの操作でプログラムやコンビネーションが選択できます。Program P0: Playのときは、現在選ばれているプログラムより1つ前
のプログラムが選択でき、Combination P0: Playのときは、現在選ばれているコンビネーションより1つ前のコンビネーションが選択で
きます。また、同時にバンク・セレクト・メッセージとプログラム・チェンジ・メッセージを送信します。

Song Start/Stop スイッチの操作で、Sequencer、Song Playモードのソングのスタート、ストップができます。また、同時にMIDIスタート、ストップ・メッセー
ジを送信します。

Song Punch In/Out Sequencer P0: Preference“Recording Setup”(0－7a)がManual Punch Inのとき、スイッチの操作でシーケンサーのパンチ・
イン、パンチ・アウトができます。

Cue Repeat Control Sequencer P1: Cue Listの各Stepの“Repeat”(1－1d)をFSにしたとき、有効です。そのStepがリピート(繰り返し)しているとき、
ペダル・スイッチをオンすると次のStepへ進むトリガーとなります。Songの最後までいくと次のStep(Song)へ進みます。

JS+Y (CC#01) スイッチの操作でジョイスティックの+Y(奥)方向の効果をコントロールします。

JS-Y (CC#02) スイッチの操作でジョイスティックの－Y(手前)方向の効果をコントロールします。

Ribbon (CC#16) スイッチの操作でリボン・コントローラーの効果をコントロールします。

Slider (CC#18) スイッチの操作で[VALUE]スライダーの効果をコントロールします。

Knob 1...4 スイッチの操作でREALTIME CONTROLSノブ[1]～[4]の効果をコントロールします。(オンで右回しきり、オフで左回しきりと同様の効果)

SW1, 2 スイッチの操作で[SW1]、[SW2]キーの効果をコントロールします。

TAP TEMPO スイッチの操作で、アルペジエーター、ソングのテンポをリアルタイムにコントロールします。
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Foot Pedal Assign

ASSIGNABLE PEDAL端子に接続したアサイナブル・ペダル(オプ

ションXVP-10、EXP-2)でコントロールする機能を設定します。

・ Global P2: Controller“Foot Pedal Assign”(2-1a)で設定し

ます。

CC#を含む機能を選択した場合、そのMIDIコントロール・チェン

ジ・メッセージをオン/オフのたびに送信します。

(Off: 0、On:127)

Knob1...4を選択した場合、各モードでのKnob1...4 B-Assign

の設定に従い、そのMIDIコントロール・チェンジ・メッセージをオ

ン/オフのたびに送信します。(Off: 0、On: 127)

Foot Pedal Assign List
Off 接続したペダルは機能しません。

Master Volume 音量をコントロールします。同時にユニバーサル・エクスクルーシブ・メッセージのマスター・ボリューム・メッセージ[F0H, 7FH, nn, 04,
01, vv, mm, F7H]を送信し、すべてのティンバーやトラックの音量を(個々で設定した音量のバランスを保ちながら)調節します。

Foot Pedal (CC#04) Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは、“AMS”、“Dmod Src”
にPedal:CC#04を選択します。

Portamento Time (CC#05) ポルタメントのピッチ変化スピードをコントロールします。

Volume (CC#07) Program、Combinationのティンバー、Sequencer/Song Playのトラックのボリュームをコントロールします。

Post IFX Pan (CC#08) インサート・エフェクト通過後のパンをコントロールします。
Valve Force: On、“Placement”Insert時、Valve Forceからの出力後のパンをコントロールします。

Pan (CC#10) Program、Combinationのティンバー、Sequencer/Song Playのトラックのパンをコントロールします。

Expression (CC#11) Program、Combinationのティンバー、Sequencer/Song Playのトラックのボリュームをコントロールします。
エクスプレッションはボリュームの値との掛け算で音量が決まります。

FX Control 1 (CC#12) Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは、Dmod SrcにFXCtrl1:#12を選択します。

FX Control 2 (CC#13) Effect Dynamic Modulationをコントロールします。コントロールするときは、Dmod SrcにFXCtrl2:#13を選択します。

MFX Send 1 (CC#93) Program、Combinationのティンバー、Sequencer/Song Playのトラックのマスター・エフェクト1(MFX1)へのセンド・レベルを
コントロールします。同時にMIDIチャンネルが一致するマスター・エフェクト1(MFX1)へのセンド・レベルもコントロールされます。

MFX Send 2 (CC#91) Program、Combinationのティンバー、Sequencer/Song Playのトラックのマスター・エフェクト2(MFX2)へのセンド・レベルを
コントロールします。同時にMIDIチャンネルが一致するマスター・エフェクト2(MFX2)へのセンド・レベルもコントロールされます。

JS+Y (CC#01) ペダルの操作でジョイスティックの＋Y(奥)方向の効果をコントロールします。

JS-Y (CC#02) ペダルの操作でジョイスティックの－Y(手前)方向の効果をコントロールします。

Ribbon (CC#16) ペダルの操作でリボン・コントローラーの効果をコントロールします。

Slider (CC#18) ペダルの操作で[VALUE]スライダーの効果をコントロールします。

Knob 1...4 ペダルの操作でREALTIME CONTROLSノブ[1]～[4]の効果をコントロールします。
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本機コントローラー操作時の
MIDI送信

本機コントローラーを操作すると、対応または設定しているコントロー

ル・チェンジが送信されます。ジョイスティックをX(横)方向に動かした場

合のみベンド・チェンジが送信されます。

Assignable SwitchでKnob1...4、SW1、2を、また、Assignable

PedalでKnob1...4を選択した場合、各モードのKnob1...4 B-

Assign、SW1/2 Assignの設定に従い、そのMIDIコントロール・

チェンジ・メッセージが送信されます。

以下に各モードでの動作を記述します。(ここではコントロール・チェン

ジのみの説明ですが、ベンド・チェンジに関しても同様です。)

Programモード
本機コントローラーを操作すると、グローバルMIDIチャンネル(“MIDI

Channel”Global P1:1-1a )でコントロール・チェンジを送信します。

REALTIME CONTROLSのBモード[1]～[4]ノブ、アサイナブ

ル・ペダルでMaster Volumeに設定したときはユニーバーサ

ル・エクスクルーシブ・メッセージのマスター・ボリュームを送信し

ます。

Combinationモード
本機コントローラーを操作すると、グローバルMIDIチャンネル(“MIDI

Channel”Global P1:1-1a)でコントロール・チェンジを送信します。

同時にティンバーの“Status”(Combination P0:0-1c、P2:2-1b)

の設定がEXTまたはEX2のとき、ティンバーのMIDIチャンネル

(“MIDI Channel”Combination P2:2-1a)でも送信します。

“Status”がINTで、“MIDI Channel”の設定がGchまたはグローバ

ルMIDIチャンネルと一致するティンバーは、本機コントローラーを操作

すると、それぞれのティンバーに対して効果がかかります。

Master Volumeのときはユニーバーサル・エクスクルーシブ・

メッセージのマスター・ボリュームをグローバルMIDIチャンネル

でのみ送信します。

MIDI Filter (Combination P3)で、ティンバーごとにコントロー

ル・チェンジやコントローラーのイネーブル(有効)/ディセーブル

(無効)が設定できます。チェックをつけると上記の動作がイネーブ

ル(有効)になります。

エフェクトのダイナミック・モジュレーションはIFX1～5、MFX1、2、

MEQでそれぞれ設定する“Ctrl Ch”(Combination P8:8-3a、P9:

9-2a、9-4a)の設定がGchまたはグローバルMIDIチャンネルと一致

する場合、コントロールできます。(All Routedのときは、ルーティング

されているティンバーのMIDIチャンネルすべてでコントロールできま

す。)

Sequencerモード
本機コントローラーを操作すると、“Track Select”(Sequencer P0:

0-1a)で選択しているトラック1～16に対して効果がかかります。

“Track Select”で選択しているトラックの“Status”(Sequencer

P2:2-1a/2a)がEXT、EX2、BTHのとき、“MIDI Channel”

(Sequencer P2:2-1a/2a)のMIDIチャンネルで、コントロール・チェ

ンジを送信します。

“Status”がINT、BTHのとき、本機コントローラーを操作すると、そ

のトラックに対して効果がかかります。“MIDI Channel”の設定が同じ

トラックにも同様に効果がかかります。

Master Volumeのときはユニーバーサル・エクスクルーシブ・

メッセージのマスター・ボリュームを送信します。

MIDI Filter(Sequencer P3)で、トラックごとにコントロール・

チェンジやコントローラーのイネーブル(有効)/ディセーブル(無

効)が設定できます。チェックをつけると“Status”がINT、BTH

のときの動作がイネーブル(有効)になります。“Status”がEXT、

EX2、BTHのトラックでは、ここでの設定に関わらずコントール・

チェンジを送信します。

エフェクトのダイナミック・モジュレーションはIFX1～5、MFX1、2、

MEQでそれぞれ設定する“Ctrl Ch”(Sequencer P8:8-4a、P9:9-

2a、9-4a)の設定が“Track Select”で選択しているトラックのMIDI

チャンネルと一致する場合、コントロールできます。(All Routedのと

きは、ルーティングされているトラックのMIDIチャンネルすべてでコン

トロールできます。)

リアルタイム・レコーディング時に、本機コントローラーを操作すると、対

応または設定しているコントロール・チェンジがレコーディングされま

す。

Song Playモード
本機コントローラーを操作すると、“Play (Track Select)”(Song

Play P0:0-1g)で選択しているトラック1～16に対して効果がかか

ります。

“Play(Track Select)”で選択しているトラックの“Status”(Song

Play P1:1-1a/2a)がEXT、BTHのとき、トラックのMIDIチャンネル

(Song Playモードではトラック1～16はMIDIチャンネル1～16)

で、コントロール・チェンジを送信します。

“Status”がINT、BTHのとき、本機コントローラーを操作すると、そ

のトラックに対して効果がかかります。

Master Volumeのときはユニーバーサル・エクスクルーシブ・

メッセージのマスター・ボリュームを送信します。

エフェクトのダイナミック・モジュレーションはIFX1～5、MFX1、2、

MEQでそれぞれ設定する“Ctrl Ch”(Song Play P8:8-4a、P9:9-

2a、9-4a)の設定が“Track Select”で選択しているトラックのMIDI

チャンネルと一致する場合、コントロールできます。(All Routedのと

きは、ルーティングされているトラックのMIDIチャンネルすべてでコン

トロールできます。)

Samplingモード
本機コントローラーを操作すると、グローバルMIDIチャンネル(“MIDI

Channel”Global P1:1-1a)で、コントロール・チェンジを送信します。

Master Volumeのときはユニーバーサル・エクスクルーシブ・

メッセージのマスター・ボリュームを送信します。

Samplingモードでは“AMS”の設定はできません。
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本体コントローラー AMS DMOD
Joy Ribbon Value R.T.C. R.T.C. R.T.C. Valve Gate Velocity SW1,2 ARP Damper Switch Pedal 設定可能 設定可能

Stick Slider A B Valve On/Off Knob Knob On/Off
MIDI チャンネル・メッセージ

ノート・オフ
ノート・オン (ノート・ナンバー) ＊ ＊
ノート・オン (ベロシティ) ＊ ＊
ポリ・アフタータッチ ＊

CC#
0 バンク・セレクト(MSB) ＊
1 モジュレーション1 # (+Y) ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
2 モジュレーション2 # (-Y) ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
3  - ＊
4 フット・コントローラー ＊ ＊ ＊ ＊
5 ポルタメント・タイム ＊
6 データー・エントリー(MSB) ＊
7 ボリューム ＊ ＊
8 ポスト・インサートエフェクト・パンポット ＊ ＊
9  - ＊

10 パンポット ＊ ＊
11 エクスプレッション ＊ ＊
12 エフェクト・コントロール1 ＊ ＊ ＊
13 エフェクト・コントロール2 ＊ ＊ ＊

14...15 ＊
16 リボン・コントローラー # ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
17 ノブ・モジュレーション1 ＊ ＊ ＊
18 コントローラー(CC#18) # ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
19 ノブ・モジュレーション2 ＊ ＊ ＊
20 ノブ・モジュレーション3 ＊ ＊ ＊
21 ノブ・モジュレーション4 ＊ ＊ ＊

22...31  - ＊
32 バンク・セレクト(LSB) ＊

33...37  - ＊
38 データー・エントリー(LSB) ＊

39...63  - ＊
64 ダンパー ＊ # ＊ ＊
65 ポルタメント On/Off ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
66 ソステヌート On/Off ＊ ＊ ＊ ＊
67 ソフト ＊ ＊ ＊

68...69  - ＊
70 サスティーン・レベル ＊
71 フィルター・レゾナンス・レベル/ ＊ (Knob2) ＊

ハイパスフィルター・カットオフ・フリケンシー
72 リリース・タイム ＊ (Knob4) ＊
73 アタック・タイム ＊
74 ローパスフィルター・カットオフ・フリケンシー ＊ (Knob1) ＊
75 ディケイ・タイム ＊
76 LFO1・スピード ＊
77 LFO1・デプス(ピッチ) ＊
78 LFO1・ディレイ ＊
79 フィルター・EG・インテンシティー ＊ (Knob3) ＊
80 SW1 モジュレーション On/Off ＊ ＊ (SW1) ＊ ＊
81 SW2 モジュレーション On/Off ＊ ＊ (SW2) ＊ ＊
82 フット・スイッチ On/Off ＊ ＊ ＊ ＊
83 コントローラ(CC#83) ＊ ＊ ＊

84...90  - ＊
91 エフェクト・デプス1 (センド2レベル) ＊ ＊
92 エフェクト・デプス2 (インサート・エフェクト1,2,3,4,5のOn/OFF) ＊
93 エフェクト・デプス3 (センド1レベル) ＊ ＊
94 エフェクト・デプス4 (マスター・エフェクト1のOn/Off) ＊
95 エフェクト・デプス5 (マスター・エフェクト2のOn/Off) ＊
96 データ・インクリメント
97 データ・デクリメント
98 NRPN(LSB)

2: アルペジエーターのオン/オフ・スイッチ # ＊
10: アルペジエーター・ゲート・コントロール #
11: アルペジエーター・ベロシティ・コントロール #
16: Valve Force On/Off #
17: Valve Force Input Trim #
18: Valve Force Ultra Boost #
19: Valve Force Tube Gain #
20: Valve Force Output Level #

99 NRPN(MSB) 0 # # # # # ＊
100 RPN(LSB)

0: ベンド・レンジ
1: ファイン・チューン
2: コース・チューン

101 RPN(MSB) 0
102...127  -

プログラム・チェンジ
チャンネル・アフタータッチ ＊ ＊
ベンダー・チェンジ # (X) ＊ ＊

ユニバーサル・エクスクルーシブ
マスター・ボリューム ＊ ＊
マスター・バランス
マスター・ファイン.チューン
マスター・コース・チューン

本機コントローラーを操作したときに送信されるMIDIメッセージ、また

MIDIメッセージに対応するAMS(オルタネート・モジュレーション・ソー

ス)、DMS(ダイナミック・モジュレーション・ソース)の関係を以下に示し

ます。

#は固定のもの、*はアサイナブルなものです。
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コントロール・チェンジ
送受信時の本機の動作

コントロール・チェンジ受信時の本機動作、またコントロール・チェンジ

に対応する本機コントローラーの操作および設定の関係を以下に示し

ます。

CC# コントロール バリュー 機能
0 バンク・セレクト(MSB) 0...127 バンク・セレクト・メッセージのMSB *1
1 モジュレーション1 0...127 ジョイスティックの＋Y(奥)方向の操作に相当
2 モジュレーション2 0...127 ジョイスティックの－Y(手前)方向の操作に相当
4 フット・コントローラー 0...127 アサイナブル・フットペダルの機能をFoot Pedalにしたときに相当
5 ポルタメント・タイム 0...127 ポルタメント・タイム
6 データー・エントリー(MSB) 0...127 RPN、NRPNのデータのMSB *2
7 ボリューム 0...127 音量 *3
8 ポスト・インサート・エフェクト・パンポット 0...127 インサート・エフェクト通過後のパン。

Valve Force: On、“Placement”Insert時、Valve Forceからの出力後のパン。
10 パンポット 0...127 パン
11 エクスプレッション 0...127 音量 *3
12 エフェクト・コントロール1 0...127 エフェクト・ダイナミック・コントロール・ソースのFXCtrl1に相当
13 エフェクト・コントロール2 0...127 エフェクト・ダイナミック・コントロール・ソースのFXCtrl2に相当
16 リボン・コントローラー 0...127 リボン・コントローラーの操作に相当
17 ノブ・モジュレーション1 0...127 REALTIME CONTROLSノブのBモードの機能をKnob Mod.1にしたときに相当
18 コントローラー(CC#18) 0...127 Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationのコントロール用 *8
19 ノブ・モジュレーション2 0...127 REALTIME CONTROLSノブのBモードの機能をKnob Mod.2にしたときに相当
20 ノブ・モジュレーション3 0...127 REALTIME CONTROLSノブのBモードの機能をKnob Mod.3にしたときに相当
21 ノブ・モジュレーション4 0...127 REALTIME CONTROLSノブのBモードの機能をKnob Mod.4にしたときに相当
32 バンク・セレクト(LSB) 0...127 バンク・セレクト・メッセージのLSB *1
38 データー・エントリー(LSB) 0...127 RPN、NRPNのデータのLSB *2
64 ダンパー 0...127 ダンパー効果
65 ポルタメント　On/Off 0...63(Off),64...127(On) ポルタメント効果のオン/オフ
66 ソステヌート　On/Off 0...63(Off),64...127(On) ソステヌート効果のオン/オフ
67 ソフト 0...127 ソフト・ペダル効果
70 サスティーン・レベル 0...127 フィルターEG、アンプEGのサステイン・レベル *4
71 フィルター・レゾナンス・レベル 0...127 フィルターのレゾナンス・レベル *5

ハイパス・フィルター・カットオフ・フリケンシー 0...127 ハイパス・フィルターのカットオフ・フリケンシー *4
72 リリース・タイム 0...127 フィルターEG、アンプEGのリリース・タイム *4
73 アタック・タイム 0...127 フィルターEG、アンプEGのアタック・タイム *4
74 ローパスフィルター・カットオフ・フリケンシー 0...127 ローパス・フィルターのカットオフ・フリケンシー *4
75 ディケイ・タイム 0...127 フィルターEG、アンプEGのディケイ・タイム/スロープ・タイム *4
76 LFO1スピード 0...127 LFO1のスピード *4
77 LFO1デプス 0...127 ピッチLFO1インテンシティ *4
78 LFO1ディレイ 0...127 LFO1のディレイ *4
79 フィルターEGインテンシティ 0...127 フィルターEGインテンシティ *4
80 パネル・スイッチ1 On/Off 0...63(Off),64...127(On) SW1の機能をSW1 Mod.にしたときのオン/オフに相当
81 パネル・スイッチ2 On/Off 0...63(Off),64...127(On) SW2の機能をSW2 Mod.にしたときのオン/オフに相当
82 フット・スイッチ On/Off 0...63(Off),64...127(On) アサイナブル・フット・スイッチの機能をFoot SWにしてのオン/オフに相当
83 コントローラー(CC#83) 0...127 Alternate Modulation、Effect Dynamic Modulationのコントロール用
91 エフェクト1・デプス 0...127 センド2レベル
92 エフェクト2・デプス 0(Off), 1...127(On) インサート・エフェクト1、2、3、4、5のオン/オフ *6
93 エフェクト3・デプス 0...127 センド1レベル
94 エフェクト4・デプス 0(Off), 1...127(On) マスター・エフェクト1のオン/オフ *6
95 エフェクト5・デプス 0(Off), 1...127(On) マスター・エフェクト2のオン/オフ *6
96 データ・インクリメント 0
97 データ・デクリメント 0
98 NRPN(LSB) 2 アルペジエーターのオン/オフ・スイッチに相当 *7

10 アルペジエーター・ゲート・コントロール・ノブに相当 *7
11 アルペジエーター・ベロシティ・コントロール・ノブに相当 *7
16 Valve Forceのオン/オフ・スイッチに相当 *7
17 Valve ForceのINPUT TRIMノブに相当 *7
18 Valve ForceのULTRA BOOSTノブに相当 *7
19 Valve Force TUBE GAINノブに相当 *7
20 Valve ForceのOUTPUT LEVELノブに相当 *7

99 NRPN(MSB) 0 NRPNのMSB
100 RPN(LSB) 0 ピッチ・ベンド・レンジを選択 *2

1 ファイン・チューンを選択 *2
2 コース・チューンを選択 *2

 101 RPN(MSB) 0 RPNのMSB

REALTIME CONTROLSノブのBモードではコントロール・チェンジ・

ナンバー(CC#00～95)のいずれかをアサインすることができます。そ

の場合の送信値はすべて0～127となります。
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*1 本機シーケンサーでは、バンク・セレクトは通常プログラム・チェン

ジ・イベントで設定(“Event Edit”Sequencer P5:5-1B)します

が、外部機器のバンクを変えるときには対応しきれないことがありま

す。そのときは、CC＃00とCC＃32で設定してください。

外部機器のバンクとバンク・セレクトの関係については外部機器の

取扱説明書をご覧ください。

*2 ピッチ・ベンド・レンジ、ファイン・チューン、コース・チューンの設定法

は、通常のコントロール・チェンジと異なり、RPC(Registered

Parameter Control)を使用します。Program、Combination、

Sequencer、Song Playの各モードでは、RPCを使用してプログ

ラム、ティンバー(Combination)、トラック(Sequencer、Song

Play)ごとにベンド・レンジやチューニングをコントロールできます。

その方法は、RPN(Registered Parameter Number)でエディッ

トするパラメーターを選び、データ・エントリーでそのパラメーター

に値を入力します。パラメーターの選択はCC＃100(値は00～

02)とCC＃101(値は00)で行い、データの入力はCC＃06とCC

＃38で行います。

パラメーター別のデータ・エントリーの値と、それによる設定値の関

係は次の通りです。

CC＃06　CC＃38

00 
01 
 
12

00 
00 
 
0

…
 

…
 

0 
＋ 1 
 

＋12

…
 

CC＃06　CC＃38
40 
 
52 
 
64 
 
88

…
 

…
 

…
 

00 
 
00 
 
00 
 
00

…
 

…
 

…
 

－24 
 

－12 
 
0 
 

＋24

…
 

…
 

…
 

CC＃06　CC＃38

32 
 
48 
 
64 
 
96

…
 

…
 

…
 

00 
 
00 
 
00 
 
00

…
 

…
 

…
 

－50 
 

－25 
 
0 
 

＋50

…
 

…
 

…
 

RPN=0（ピッチベンド・レンジ） 

RPN=1（ファイン・チューン） 

RPN=2（コース・チューン） 

パラメーター値（半音単位） 

パラメーター値（半音単位） 

パラメーター値（セント単位） 

例えば、Sequencerモードでチャンネル1に設定されているトラッ

クのトランスポーズ(コース・チューン)を－12に設定したいときは、

まず[B0, 64,  02](64H=CC#100)、[B0,  65,  00]

(65H=CC#101)を本機に送信し、RPNのコース・チューンを選び

ます。次に、これを－12に設定するために、[B0,  06 ,  34]

(06H=CC#6, 34H=52(－12に相当))、[B0, 26, 00]

(26H=CC#38, 00H=0)を送信します。

*3 本機の音量は、ボリューム(CC＃07)とエクスプレッション(CC＃

11)をかけあわせたものです。また、Sequencer、Song Playモー

ドでソングの演奏を止めてロケーションをトラックの先頭に戻すと、

ボリュームはスタート時の設定値に、エクスプレッションは最大値

(127)になります。

*4 バリューが64のときに対象となるプログラムでの設定値となりま

す。0で最小、127で最大の効果となります。63～1、65～126

のときは設定値から最小、最大値への間の効果となります。次の

(*4、*5)に示す本機プログラム・パラメーターをコントロールしま

す。

*5 対象となるプログラムのフィルター・タイプがLow Pass Reso-

nanceのときはフィルター・レゾナンス・レベルをコントロールしま

す。Low Pass & High Passのときはハイパス・フィルター・カッ

トオフ・フリケンシーをコントロールします。

*4, *5

CC#70～79は、以下に示す本機プログラム・パラメーターに対応して

います。

Programモードでは、グローバルMIDIチャンネル(“MIDI Channel”

Global P1:1-1a)でのCC#70～79の受信や、REALTIME CON-

TROLSノブ[1]～[4]をAモードで操作したとき、Bモードの機能アサ

インをCC#70～79を設定して操作したときに、それぞれ対応するプ

ログラム・パラメーターが一時的にエディットされた状態となります。

“Write Program”(Program 0-1A)でその状態を保存することが

できます(一部パラメーターは除く)。“Write Program”を行うと対応

するプログラム・パラメーターの値が書き変わります。

Samplingモードでは、現在選ばれているマルチサンプルを鍵盤で演

奏、再生時に、Programモード同様のコントロール・チェンジ受信やノブ

の操作で、それぞれ対応するプログラム・パラメーターが一時的にエ

ディットされた状態となります。“Convert MS to Program”

(Sampling 0-1G)でその状態をプログラムに保存することができま

す(一部パラメーターは除く)。　

Combination、Sequencer、Song Playモードでは、MIDIチャ

ンネルが一致するティンバー/トラックのプログラムの対応するプ

ログラム・パラメーターが変化しますが、その状態のプログラムを

直接保存できません。

CC#70:サスティン・レベル

“Filter/Amp EG Sustain Level”(Program P3:Filter1/2 EG、

P4:Amp1/2 EGページ)に対応しています。

CC#71:フィルター・レゾナンス・レベル / ハイパスフィルター・カッ

トオフ・フリケンシー

“Filter A Resonance”(Program P3:Filter1/2ページ)に対応

しています。

“Filter B Frequency”(Program P3:Filter1/2ページ)に対応し

ています。

CC#72:リリース・タイム

“Filter/Amp EG Release Time”(Program P3:Filter1/2 EG

ページ、P4:Amp1/2 EGページ)に対応しています。

CC#73:アタック・タイム

“Filter/Amp EG Attack Time”(Program P3:Filter1/2 EG

ページ、P4: Amp1/2 EGページ)に対応しています。

“Amp EG Start Level”(Program P4:Amp1/2 EGページ)に

対応しています。

“Amp EG Attack Level”(Program P4:Amp1/2 EGページ)

に対応しています。

“Amp EG Level Modulation St”(Program P4:Amp1/2 EG

ページ)に対応しています。

“Amp EG Time Modulation At”(Program P4:Amp1/2 EG

ページ)に対応しています。

CC#74:ローパスフィルター・カットオフ・フリケンシー

“Filter A Frequency”(Program P3:Filter1/2ページ)に対応し

ています。

“Filter B Frequency”(Program P3:Filter1/2ページ)に対応し

ています。
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CC#75:ディケイ・タイム

“Filter/Amp EG Decay Time”(Program P3:Filter1/2 EGペー

ジ、P4:Amp1/2 EGページ)に対応しています。

“Filter/Amp EG Slope Time”(Program P3:Filter1/2 EGペー

ジ、P4:Amp1/2 EGページ)に対応しています。

CC#76:LFO1・スピード

“LFO1 Frequency”(Program P5:OSC1/2 LFO1ページ)に対

応しています。

CC#77:LFO1・デプス (ピッチ・LFO1インテンシティ)

“Pitch LFO1 Intensity”(Program P2:OSC1/2 P.Modペー

ジ)に対応しています。

CC#78:LFO1・ディレイ

“LFO1 Delay”(Program P5:OSC1/2 LFO1ページ)に対応し

ています。

CC#79:フィルターEG・インテンシティ

“Filter EG Intensity to A, B”(Program P3:Filter1/2 Mod.

ページ)に対応しています。

オプションEXB-MOSS装着時に使用できるバンクFのプログラム

では、異なるパラメーターをコントロールします。(☞EM)

*6 グローバルMIDIチャンネルでコントロールします。

*7 NRPN(ノン・レジスタード・パラメーター・ナンバー)と、データー・エ

ントリーを使用して以下のパラメーターをコントロールできます。

アルペジエーターのオン/オフ

[Bn 63 00 Bn 62 02 Bn 06 nn] (nn:00－3Fオフ、40－7Fオン)

アルペジエーター・ゲート・コントロール

[Bn 63 00 Bn 62 0A Bn 06 nn] (nn:00－7F)

アルペジエーター・ベロシティ・コントロール

[Bn 63 00 Bn 62 0B Bn 06 nn] (nn:00－7F)

Valve Forceのオン/オフ

[Bn 63 00 Bn 62 10 Bn 06 nn] (nn:00－3Fオフ、40－7Fオン)

Valve Force INPUT TRIM

[Bn 63 00 Bn 62 11 Bn 06 nn] (nn:00－7F)

Valve Force ULTRA BOOST

[Bn 63 00 Bn 62 12 Bn 06 nn] (nn:00－7F)

Valve Force TUBE GAIN

[Bn 63 00 Bn 62 13 Bn 06 nn] (nn:00－7F)

Valve Force OUTPUT LEVEL

[Bn 63 00 Bn 62 14 Bn 06 nn] (nn:00－7F)

*8 Program P0:“Program Select”、Combination P0:

“Combination Select”を選択しているときの、コントローラーと

しての[VALUE]スライダーの操作に相当します。
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MIDIパッチベイを使用して複数のMIDI機器を同時にコントロールで

きます。

MIDI IN

MIDI OUT MIDI IN

MIDI OUT

MIDI keyboard

MIDI tone generator

MIDI patch bay

MIDI IN

MIDI OUT TRITON Extreme

“Convert Position”の設定
本機は、“Key Transpose”、“Velocity Curve”、“After Touch

Curve”(Global P0:0-1a)で、それぞれ音程のトランスポーズ、ベロ

シティの効き具合、アフタータッチの効き具合を変更できます。

MIDI IN/OUTデータや内蔵シーケンサーに対して、これらがどのよう

に影響させるかを、“Convert Position”(Global P1:1-1a)で設定

します。

・ 本機から外部MID I 音源をコントロールする場合、“Conve r t

Position”をPreMIDIにしてください。送信するMIDIデータに各

設定が反映されます。また内部シーケンサーへのレコーディング・

データにも各設定が反映されます。

受信したデータには、“Key Transpose”0、“Velocity Curve”

4、“After Touch Curve”3で対応します。

・ 外部MIDI機器から本機の音源をコントロールする場合、PostMIDI

を選択してください。受信するMIDIデータに各設定が反映されま

す。また内部シーケンサーからの再生データにも各設定が反映され

ます。

送信するデータには“Key Transpose”0、“Velocity Curve”4、

“After Touch Curve”3で対応します。

□ 外部MIDIシーケンサーやコンピューター
等との接続

本機をMIDIシーケンサーやコンピューターのMIDIアプリケーションの

ための入力用キーボード兼MIDI音源として使用する場合は次のように

接続します。

MIDI シーケンサーとの接続

本機のMIDI OUT端子とMIDIシーケンサーをMIDI IN端子、本機の

MIDI IN端子とMIDIシーケンサーをMIDI OUT端子を接続します。

MIDI インターフェイスを使った接続

本機のMIDI OUT端子とMIDI IN端子を、MIDIインターフェイスを介

したコンピューターに接続します。

USB-MIDIインターフェイス機器によっては、本機のMIDIエクス

クルーシブ・メッセージを送受信できない場合があります。

computer

MIDI IN

TRITON 
Extreme

MIDI interface

MIDI INMIDI OUT

MIDI OUT

MIDIアプリケーション

■ MIDIについて
MIDIとはMusical Instrument Digital Interfaceの略で、電子楽

器やコンピューターの間で、演奏に関するさまざまな情報をやりとりす

るための世界共通の規格です。MIDI機器同士をMIDIケーブルなどで

接続することで、異なるメーカーの電子楽器やコンピューターとの間で

演奏情報のやりとりをすることができます。

■ MIDI機器/コンピューターとの接続

□ 本機から外部MIDI音源をコントロール
本機の鍵盤やコントローラーまたはシーケンサーなどで、外部MIDI音

源を鳴らしたりコントロールする場合、本機のMIDI OUT端子と外部

MIDI音源のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

MIDI OUT TRITON Extreme MIDI tone generatorMIDI IN

□ 外部M I D I機器から本機の音源をコント
ロール

他のMIDIキーボードやシーケンサーなどで、本機の音源を鳴らしたり

コントロールする場合、外部MIDI機器のMIDI OUT端子と本機の

MIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

MIDI IN MIDI OUT MIDI keyboardTRITON Extreme

□ 本機から複数の外部M I D I音源をコント
ロール

MIDI THRU端子を使用して複数のMIDI機器を同時にコントロールで

きます。(接続する機器は3台までにしてください。それ以上の台数を接

続する場合は下記のMIDIパッチベイを使用した接続をおすすめします。)

MIDI OUT MIDI IN

MIDI THRU

MIDI keyboard

MIDI tone generatorMIDI IN

TRITON Extreme
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USB B 端子を使った接続

本機のUSB B端子とコンピューターのUSBポートを接続し、ドライバ

を設定します。

本機が対応するコンピューターとOSについてはp.325を参照し

てください。

computer

TRITON 
 Extreme

MIDI 
IN

MIDI 
OUT

MIDI 
OUT

MIDI 
IN

USB B

USBケーブル

“Local Control On”の設定
前図のような接続の場合、外部MIDIシーケンサーやコンピューターの

エコー・バックをオン(MIDI INで受信したデータをそのままMIDI OUT

から送信する)にし、本機のローカル・コントロールをオフ(内部でキー

ボード部と音源部を切り離す)に設定します。

本機の鍵盤を弾くと、演奏データが外部MIDIシーケンサーやコン

ピューターに送信され、これらのエコー・バックで本機の音源が発音す

ることになります。つまり、本機のローカル・コントロールをオフにする

ことで、鍵盤を弾くことによる発音とエコー・バックによる発音とで、二

重に発音するのを防ぎます。

アルペジエーター機能がオンになっている場合、本機の鍵盤を弾いて

もアルペジエーターは動作せずに、鍵盤を弾いた演奏情報のみが送信

されます。エコー・バックによりMIDI INで受信したノートに対してのみ

アルペジエーターは動作します。つまり、ローカル・コントロールをオフ

にすることで、アルペジエーターが二重にかかってしまうことを防ぎ、正

常に発音します。

外部MIDIシーケンサーやコンピューターにアルペジエーターをトリ

ガーさせるノートのみをレコーディングし、レコーディング時のモニター

やプレイバック時に、エコー・バックによるノートでアルペジエーターを

動作させるときに設定します。

アルペジオのノート情報をそのまま外部シーケンサー/コンピュー

ターに取り込みたい場合は、オンにして演奏し、外部シーケン

サー/コンピューターのエコー・バックをオフにしてください。

ローカル・コントロールをオフに設定するには、“Local Control On”

(Global P1:1-1a)チェック・ボックスのチェックをはずします。

本機だけで使用する場合は、ローカル・コントロールをオンに設定し

ます。(オフ時は、単体でキーボードを弾いても音が出ません。)

■ 本機が送受信するMIDIメッセージ
[ ... ]は16進表記

□ MIDIチャンネル
送信側と受信側のMIDIチャンネルを合わせることによって、MIDIメッ

セージのやり取りを行います。MIDIチャンネルには1～16のチャンネ

ルがあります。チャンネルの扱い方は、各モードによって異なります。

Program, Samplingモード
・ グローバルMIDIチャンネル*で送受信します。

* グローバルMIDIチャンネルとは、“MIDI Channel”(Global P1:1-

1a)で設定する本機のMIDI送受信の基準となるチャンネルです。

Combinationモード
・ コンビネーションの選択、エフェクトのオン/オフ、エクスクルーシブ・

データは、グローバルMIDIチャンネルで送受信します。

・ ティンバーのMIDIデータの送受信は、ティンバーごとに設定する

MIDIチャンネル“MIDI Channel”(Combination P2:2-1b)を使

用します。

・ インサート/マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーションや、

インサート・エフェクト通過後のパン、センド1、2のコントロールは、

それぞれのエフェクトで設定するMIDIチャンネル“Ctr l  Ch”

(Combination P8:8-3a、P9:9-2a、9-4a)を使用します。

・ 本機の鍵盤やコントローラーを操作すると、グローバルMIDIチャン

ネルで送信すると同時に、“Status”(Combination P2:2-1b)が

EXT、EX2のティンバーのMIDIチャンネルで送信します。

・“Status”がINTのティンバーのMIDIチャンネルと一致するチャン

ネル・メッセージを受信します。(☞Combination P2:2-1b)

Sequencer, Song Playモード
・ エフェクトのオン/オフ、エクスクルーシブ・データは、グローバル

MIDIチャンネルで送受信します。

・ トラックのMIDIデータの送受信は、トラックごとに設定するMIDI

チャンネル“MIDI Channel”(Sequencer P2:2-1a/2a)で使用

します。

・ インサート/マスター・エフェクトのダイナミック・モジュレーションや

インサート・エフェクト通過後のパン、センド1、2のコントロールは、

それぞれのエフェクトで設定するMIDIチャンネル“Ctr l  Ch”

(Sequencer P8:8-3a、P9:9-2a、9-4a)を使用します。

・ 本機の鍵盤やコントローラーを操作すると、“Track Select”

(Sequencer P0:0-1a)で選ばれているMIDIチャンネルでMIDI

データを送信します。ただし、“Track Select”で選ばれているト

ラックの“Status”がBTH、EXT、EX2のときにのみ送信します。

(“Track Select”  ☞p.56)

・ シーケンサー・プレイ時は、“Status”がBTH、EXT、EX2のトラッ

クの演奏データが、設定されているMIDIチャンネルで送信されま

す。

・“Status”が INT、BTHのトラックは、MIDIチャンネルに一致する

チャンネル・メッセージを受信します。(“Status”、“MIDI Channel”

☞p.72、146)

□ ノート・オン/オフ

ノート・オン [9n, kk, vv]
ノート・オフ [8n, kk, vv]
(n: チャンネル, kk: ノート・ナンバー, vv: ベロシティ)

本機では、本機の鍵盤を弾くたびに、ノート・オン/オフを送信します。ア

ルペジエーター動作時は、アルペジエーターによるノート・オン/オフを
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送信します(ローカル・コントロール・オフ時は、アルペジエーターによる

ノート・オン/オフは送信しません。(「Local Control Onの設定」

☞p.289)

ただし、ノート・オフ時のベロシティを送受信する機種はほとんどなく、

本機でも送受信はしません。

□ プログラム・チェンジ/バンク・セレクト

プログラム/バンクを変える

プログラム・チェンジ [Cn, pp]
(n: チャンネル, pp: プログラム・ナンバーで128音色まで選択)

・ バンクA～F、H～Nのプログラム000～127は、プログラム・チェ

ンジ [Cn, 00]～[Cn, 7F]に対応します。

・ バンクG、g(1)～g(9)、g(d)のプログラム001～128は、プログラ

ム・チェンジ [Cn, 00]～[Cn, 7F]に対応します。

バンク・セレクト MSB (CC#0) [Bn, 00, mm]、
バンク・セレクト LSB (CC#32) [Bn, 20, bb]
(n: チャンネル, mm: バンク・ナンバーの上位, bb: バンク・ナンバー

の下位)

・“Bank Map”(Global P0:0-2a)によって、バンク・セレクトに対応

する本機バンクが異なります。工場出荷時は、GM(2)になっていま

す。(「Bank Map」☞p.158)

バンク・セレクトを受信しただけではプログラムやバンクは切り替わりま

せん。プログラムやバンクはプログラム・チェンジを受信した時点では

じめて変わります。

Programモード
・ Program P0:PlayではグローバルMIDIチャンネルでプログラム・

チェンジやバンク・セレクトを送受信します。P1:Edit-Basic～P9:

Edit-Master Effectでは受信しません。

Combination, Sequencer, Song Playモード
・ ティンバー/トラックごとのプログラムを切り替えるには、それぞれで

設定しているティンバー/トラックごとのMIDIチャンネルでプログラ

ム・チェンジやバンク・セレクトを受信します。

・ コンビネーションを選び直したとき、“Status”がEXT、EX2のティ

ンバーでは、プログラム・チェンジやバンク・セレクトが送信されます。

Sequencer、Song Playモードで、“Program Select”(P0:0-

1c/2c)を設定したときや、ソングを選び直したとき、またはソング

の先頭に戻ったときに“Status”がBTH、EXT、EX2のトラックで

は、プログラム・チェンジやバンク・セレクトが送信されます。

(“Program Select”  ☞p.57)

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enab le  P rog ram

Change”☞p.45、74)

コンビネーションを変える
コンビネーションを切り替えるには、プログラムの切り替えと同様に、プ

ログラム・チェンジやバンク・セレクトを使用します。

・ バンクA～E、H～Nのコンビネーション000～127は、プログラ

ム・チェンジ[Cn, 00]～[Cn, 7F]に対応します。

・ プログラムのバンク同様に“Bank Map”(Global P0:0-2a)によっ

て、バンク・セレクトに対応する本機バンクが異なります。(「Bank

Map」☞p.158)

・ Combination P0: PlayではグローバルMIDIチャンネルでプロ

グラム・チェンジやバンク・セレクトを送受信します。P1:Edit-Pro-

gram/Mixer～P9:Edit-Master Effectでは受信しません。

 プログラム・チェンジ全般のオン/オフは、MIDI Filter (Global

P1:1-1b)で設定します。

必要に応じて、プログラム・チェンジ全般のオン/オフに加え、受信デー

タによるコンビネーションの切り替えのオン/オフや、バンク・セレクトの

送受信のオン/オフの設定もできます。

・“Enable Combination Change”(Global P1:1-1b)のチェッ

クをはずすと、Combination P0:Playのときに受信したプログラ

ム・チェンジがグローバルMIDIチャンネルに一致しても、コンビネー

ションは切り替わりません。このとき受信したMIDIチャンネルに一

致するティンバーのプログラムが切り替わります。

・“Enable Bank Change”(Global P1:1-1b)のチェックをはず

すと、バンク・セレクトを送受信しません。

□ アフタータッチ

チャンネル・アフタータッチ [Dn, vv] (n: チャンネル, vv: 値)

本機の鍵盤を押してから、さらに押し込むと、アフタータッチ効果がかか

り、同時にチャンネル・アフタータッチを送信します。受信すると、アフ

タータッチ効果がかかります。

・ アフタータッチ全般のオン/オフは、“Enable After Touch”

(Global P1:1-1b)で設定します。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます(“Enable After Touch”

Combination P3:3-1a、Sequencer P3:3-3a/4a)

ポリフォニック・キー・プレッシャー [An, kk, vv]
(n: チャンネル, kk: ノート・ナンバー, vv: 値)

アフタータッチには、もう1種類ポリフォニック・キー・プレッシャーという、

鍵盤ごとに独立したアフタータッチがかけられるものがあります。この

メッセージは、オルタネート・モジュレーション・ソースとして使用できます

が、本機の鍵盤からは送信しません。使用するためには、外部からこの

メッセージを受信するか、シーケンサーにレコーディングしてください。

この取扱説明書に記述されているアフタータッチとは、チャンネル・アフ

タータッチのことをいいます。

□ ピッチ・ベンダー

ピッチ・ベンド・チェンジ [En, bb, mm]
(n: チャンネル, bb: 値の下位, mm: 値の上位, 両方合わせて16384

段階で値を表し、8192 [bb, mm＝00H, 40H] のときがセンター

値となる)

本機のジョイスティックをX方向(左右)に操作すると、ピッチ・ベンド効果

がかかり、同時にピッチ・ベンド・チェンジを送信します。受信すると、ピッ

チ・ベンド効果がかかります。

 ピッチ・ベンドのかかる範囲を、MIDIで設定することもできます。

(「ピッチベンドの可変範囲を変える」☞p.294)

□ コントロール・チェンジ
[Bn, cc, vv]
(n: チャンネル, cc: コントロール・チェンジ No., vv: 値)で送受信します。

(「本機コントローラー操作時のMIDI送信」☞p.283、「コントロール・

チェンジ送受信時の本機の動作」☞p.285)
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・ コントロール・チェンジ全般のオン/オフは、“Enable Control

Change”(Global P1:1-1b)で設定します。

・ Combination、Sequencerモードでは、P3:MIDI Filterで各種コ

ントロール・チェンジに対して、ティンバー/トラックごとに送受信の

オン/ オフ設定ができます。機能が設定できるコントローラー

([SW1]、[SW2]、REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ、Foot

Pedal/Switch)のMIDIフィルターは、設定してあるコントロール・

チェンジに対して有効です。“Other Control Change”では、そ

の他のチェック・ボックスの項目に該当しないコントロール・チェンジ

に対して有効です。

REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードでは、MIDI

CC#00～CC#95を選択できます。

プログラム/コンビネーション・バンクの選択

バンク・セレクト (CC#00, CC#32)
「プログラム・チェンジ/バンク・セレクト」(☞p.290)

ジョイスティック操作でモジュレーションをかける

モジュレーション1・デプス (CC#01) [Bn, 01, vv]
本機のジョイスティックを+Y(奥)方向に傾けると、モジュレーション1・

デプスを送信します。受信すると、本機のジョイスティック操作時と同様

な効果がかかります。通常、ビブラート効果(ピッチLFO)がかかります。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable JS+Y”Combina-

tion P3:3-1a、Sequencer P3:3-3a/4a)

モジュレーション2・デプス (CC#02) [Bn, 02, vv]
本機のジョイスティックを-Y(手前)方向に傾けると、モジュレーション2・

デプスを送信します。受信すると、本機のジョイスティック操作時と同様

な効果がかかります。通常、ワウ効果(フィルターLFO)がかかります。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable JS-Y”Combina-

tion P3:3-1a、Sequencer P3:3-3a/4a)

 このメッセージの使用法はメーカーによって異なります。(ブレス・

コントロール等)

ポルタメント効果をコントロールする

ポルタメント・タイム (CC#05) [Bn, 05, vv]
REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能に上記CC#

を設定して、本機で操作するとポルタメント・タイムを送信し、ポルタメ

ント・ピッチの変化する速さが変わります。受信すると、コントローラー

操作時と同様な効果がかかります。

ポルタメント・スイッチ (CC#65) [Bn, 41, vv]
[SW1]、[SW2]やASSIGNABLE SWITCHの機能に上記CC#を設

定して、本機で操作すると、オン時 vv=127[7F]、オフ時 vv=0[00]

を送信し、ポルタメント効果がオン/オフが切り替わります。受信すると、

コントローラー操作時と同様な効果がかかります。(vvが63[3F]以下

のときオフ、64[40]以上のときオンになります。「SW1, SW2 As-

sign List」☞p.279)

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Portamento

SW”Combination/Sequencer P3:3-1a)

・ Sequencerモードでは、“Portamento”(P2:2-3a/4a)を設定し

たときや、ソングを選び直したとき、またソングの先頭に戻ったとき

に、“Status”がBTH、EXT、EX2のトラックは、ポルタメント・タイ

ム/スイッチを送信します。(☞p.72)

音量のコントロール

ボリューム (CC#07) [Bn, 07, vv]
ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能に上記CC#を設定して、本機で操作するとボリュームを

送信し、音量が変わります。受信すると、コントローラー操作時と同様な

効果がかかります。

エクスプレッション (CC#11) [Bn, 0B, vv]
ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能に上記CC#を設定して、本機で操作するとエクスプレッ

ションを送信し、音量が変わります。受信すると、コントローラー操作時

と同様な効果がかかります。

本機の音量は、ボリューム・メッセージの値と、エクスプレッション・メッ

セージの値を掛け合わせて設定されます。

ボリューム・メッセージを調整しても音量が大きくならないときや、音が出

ないときは、外部からMIDIメッセージを送り、エクスプレッション・メッ

セージの値をリセット(vvを127)します。またSequencerモードでは、

ソングの“Location”を001:01.000にするとリセットされます。

・ Comb i na t i o n モードで、コンビネーションを選び直したとき、

“Status”がEXT、EX2のティンバーは、ボリュームを送信します。

・ Sequencer、Song Playモードで、“Volume”(Sequencer/

Song Play P0:0-3a/4a)を設定したときや、Sequencerモード

でソングを選び直したとき、また先頭に戻ったとき、“Status”が

BTH、EXT、EX2のトラックは、ボリュームを送信します。

ソングを選び直したとき、または先頭に戻ったときは、“Status”と

は関係なく、内部のボリュームの値はトラックの設定データ(スター

ト時の設定)に、エクスプレッションの値は最大値にリセットされま

す。

トラックごとに音量がコントロールできます。トラックの設定データ

(スタート時の設定)の音量にはボリューム・メッセージを使い、演奏

データ(曲が進むにつれて変化する)には、通常エクスプレッション・

メッセージを使います。

ユニバーサル・エクスクルーシブのマスター・ボリュームを用いると、

ティンバーやトラック相互の音量バランスを崩さないで全体の音量が調

整できます。(「システム・エクスクルーシブ・メッセージについて」

☞p.294)

パンポット(ステレオ定位)のコントロール

パンポット (CC#10) [Bn, 0A, vv]
(vv: 値, 00でL振り切り, 64でセンター, 127でR振り切り)

ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能に上記CC#を設定して本機で操作するとパンポットを

送信し、パンポットが変わります。受信すると、コントローラー操作時と

同様な効果がかかります。

・ Sequencer、Song Playモードでは“Pan”(Sequencer/Song

Play P0:0-3a/4a)を設定したときや、Sequencerモードでソン

グを選び直したとき、またソングの先頭に戻ったときなどに、

“Status”がBTH、EXT、EX2のトラックは、パンポット(RNDは除

く)を送信します。( ☞p.62、145)

ポスト・インサート・エフェクト・パンポット (CC#08) [Bn, 08, vv]
 (vv: 値, 00でL振り切り, 64でセンター, 127でR振り切り)

ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]B

モードの機能に上記CC#を設定して、本機で操作するとポスト・イン

サート・エフェクト・パンポットを送信し、インサート・エフェクト通過後の



292

パンポットが変わります。受信すると、コントローラー操作時と同様な効

果がかかります。またValve Force: On、“Placement”Insert時、

Valve Forceからの出力後のパンポットが変わります。

・ インサート・エフェクト通過後のパンポットは、Program、Sampling

モードはグローバルMIDIチャンネルで、またCombination、

Sequencer、Song Playモードはインサート・エフェクトごとに設

定するMIDIチャンネルで送受信します。Valve Forceからの出力後

のパンポットは、Program、SamplingモードはグローバルMIDI

チャンネルで、Combination、Sequencer、Song Playモードは

Valve Forceごとに設定するMIDIチャンネルで送受信します。

・ Sequencer、Song Playモードでは、“Pan(CC#8)”(Sequencer/

Song Play P8:8-3)を設定したときや、Sequencerモードでソン

グを選び直したとき、またソングの先頭に戻ったときに、“Status”が

BTH、EXT、EX2のトラックでは、ポスト・インサート・エフェクト・パン

ポットが送信されます。(☞p.97、152)

エフェクトのコントロール

エフェクト・コントロール1 (CC#12) [Bn, 0C, vv]
エフェクト・コントロール2 (CC#13) [Bn, 0D, vv]
ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能に上記CC#を設定して、本機で操作するとエフェクト・

コントロール1、2を送信し、設定されているダイナミック・モジュレー

ションをコントロールできます。受信すると、コントローラー操作時と同

様な効果がかかります。

ダイナミック・モジュレーション・ソースには、各種コントロール・チェンジ

を選択できますが、ダイナミック・モジュレーション専用のコントロール・

チェンジは、エフェクト・コントロール1(CC#12)、2(CC#13)だけです。

エフェクト1・デプス (センド2) (CC#91) [Bn, 5B, vv]
エフェクト3・デプス (センド1) (CC#93) [Bn, 5D, vv]
ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能に上記CC#を設定して、本機で操作するとエフェクト1・

デプス(センド2)、3・デプス(センド1)を送信し、マスター・エフェクト

MFX1、MFX2へのセンド・レベル1、2をそれぞれコントロールできま

す。受信すると、コントローラー操作時と同様な効果がかかります。

対応するMIDIチャンネルで、ティンバー/トラックの設定と、インサート・

エフェクト通過後の設定を同時にコントロールします。またValve

Force: On、“Placement”Insert時、Valve Forceからの出力後の設

定をコントロールします。

・ Combination、Sequencer、Song Playモードでは、プログラム

ごとに設定してあるオシレーターごとのセンド1 、2 の設定値

(Program P8:8-1d)との掛け算で、実際のティンバー/トラックの

センド・レベルが決まります(OSC1“Send1(to MFX1)”/OSC2

“Send2(to MFX2)”☞p.30、“Send1(MFX1)”/“Send2

(MFX2)”p.51、96、“Send1”/“Send2”p.52、97)。

・ Sequencer、Song Playモードで、“Send1(MFX1)”、“Send2

(MFX2)”(Sequencer/Song Play P8:8-3)を設定したときや、

Sequencerモードでソングを選び直したとき、またソングの先頭に

戻ったときなどに、“Status”がBTH、EXT、EX2のトラックは、セ

ンド1、2を送信します。(☞p.96、152)

エフェクト2・デプス(IFX1～5オン/オフ) (CC#92) [Bn, 5C, vv]
エフェクト4・デプス (MFX1オン/オフ) (CC#94) [Bn, 5E, vv]
エフェクト5・デプス(MFX2オン/オフ) (CC#95) [Bn, 5F, vv]
各モードでのエフェクトのオン/オフ設定とは別に、“Effect Global

SW”(Global P0:0-1b)で、インサート・エフェクトIFX1～5、マスター・

エフェクトMFX1、MFX2をそれぞれオフさせることができます。

“IFX1-5 Off”、“MFX1 Off”、“MFX2 Off”にチェックをつけると

vv=0[00]、チェックをはずすとvv=127[7F]を送信します。チェックを

つけると対応するエフェクトがまとめてオフになります。チェックをはず

すと各モードでのオン/オフ設定が有効になります。受信時も同様の設定

となります(vvが00でオフ、01以上で元の設定)。送受信はグローバル

MIDIチャンネルで行ないます。

(“IFX 1～5 On/Off”、“MFX 1, 2 On/Off”  ☞p.31、32)

これらのメッセージは、単にエフェクト・レベルの調整用としか規定

されていませんので、他機種と接続したとき、同じ動作をするとは

限りません。

各種コントローラーでのコントロール

フット・コントローラー (CC#04) [Bn, 04, vv]
ASSIGNABLE PEDALの機能に上記CC#を設定して本機で操作す

ると送信します。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Foot Pedal/

Switch”Combination P3:3-4a、Sequencer P3:3-7a/8a)

リボン・コントローラー (CC#16) [Bn, 10, vv]
本機のリボン・コントローラーを操作すると送信します。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Ribbon”Combi-

nation P3:3-2a、Sequencer P3:3-3a/4a)

コントローラー (CC#18) [Bn, 12, vv]
本機の[VALUE]スライダーを操作すると送信します。

“Program Select”(Program P0:0-1a)、“Combination

Select”(Combination P0:0-1a)を選択時(反転表示)に有効です。

ノブ・モジュレーション1, 2, 3, 4 (CC#17, 19, 20, 21)
[Bn, 11, vv], [Bn, 13, vv], [Bn, 14, vv], [Bn, 15, vv]
REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能に上記CC#

を設定して本機で操作すると送信します。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Realtime Con-

trols Knob-1, 2, 3, 4”Combination P3:3-3a、Sequencer

P3:3-5a/6a)

コントローラー (CC#83) [Bn, 53, vv]
REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能に上記CC#

を設定して本機で操作すると送信します。

SW1・モジュレーション (CC#80) [Bn, 50, vv]
SW2・モジュレーション (CC#81) [Bn, 51, vv]
それぞれ[SW1]、[SW2]の機能に上記CC#を設定して、本機で操作す

ると、オン時 vv=127[7F]、オフ時 vv=0[00]を送信します。

( REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能にも設定で

きます。)

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable SW1”,“Enable

SW2” Combination P3:3-4a、Sequencer P3:3-7a/8a)

フット・スイッチ (CC#82) [Bn, 52, vv]
ASSIGNABLE SWITCHの機能に上記CC#を設定して、本機で操作

すると、オン時 vv=127[7F]、オフ時 vv=0[00]を送信します。

(REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能にも設定で

きます。)
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・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Foot Pedal/

Switch”Combination P3:3-4a、Sequencer P3:3-7a/8a)

「フット・コントローラー(CC#04)」～「フット・スイッチ (CC#82)」は、

本機で操作すると設定されているオルタネート・モジュレーションやダ

イナミック・モジュレーションなどがコントロールされます。受信すると、

コントローラー操作時と同様な効果がかかります。また「SW1・モジュ

レーション (CC#80)」～「フット・スイッチ (CC#82)」では、vvが63

[3F]以下のときオフ、64[40]以上のときオンになります。

ダンパー・ペダル (CC#64) [Bn, 40, vv]
DAMPER端子に接続したダンパーペダル(オプションDS-1H)を操作

すると送信し、ダンパー効果のオン/オフが切り替わります。DS-1Hの

場合、ハーフ・ダンパー効果がかかります。

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Damper”Combi-

nation P3:3-1a、Sequencer P3:3-7a/8a)

ソステヌート (CC#66) [Bn, 42, vv]
ASSIGNABLE SWITCHの機能に上記CC#を設定して、本機で操作

すると、オン時 vv=127[7F]、オフ時 vv=0[00]を送信し、ソステヌー

ト効果のオン/オフが切り替わります。受信すると、コントローラー操作

時と同様な効果がかかります。(vvが63[3F]以下のときオフ、64[40]

以上のときオンになります)

ソフト・ペダル (CC#67) [Bn, 43, vv]
ASSIGNABLE SWITCHの機能に上記CC#を設定して本機で操作

すると送信し、ソフト・ペダル効果がかかります。受信すると、コントロー

ラー操作時と同様な効果がかかります。

プログラムの音色/エンベロープのコントロール
CC#70番台は、それぞれプログラムの特定のパラメーターをコント

ロールします。それぞれのコントロール・チェンジに対応するプログラ

ム・パラメーターおよび受信時の各モードでの動作は、「コントロール・

チェンジ送受信時の本機の動作」(☞p.285)を参照してください。

ローパス・フィルター・カットオフ (CC#74) [Bn, 4A, vv]
レゾナンス・レベル/ハイパス・フィルター・カットオフ (CC#71)

[Bn, 47, vv]
フィルター・EGインテンシティ (CC#79) [Bn, 4F, vv]
リリース・タイム (CC#72) [Bn, 48, vv]
それぞれ、本機のREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブをAモード

で操作すると送信します。(Bモードの機能としても設定できます。)

サスティーン・レベル (CC#70) [Bn, 46, vv]
アタック・タイム (CC#73) [Bn, 49, vv]
ディケイ・タイム (CC#75) [Bn, 4B, vv]
LFO1・スピード (CC#76) [Bn, 4C, vv]
LFO1・デプス(ピッチ) (CC#77) [Bn, 4D, vv]
LFO1・ディレイ (CC#78) [Bn, 4E, vv]
REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブBモードの機能に上記CC#

を設定して本機で操作すると送信します。

これらを操作すると、対応するプログラム・パラメーターがコントロール

されて音色やエンベロープが変化します。受信すると、コントローラー

操作時と同様な効果がかかります。(vvが64[40]のときプログラム・パ

ラメーターでの設定値となります。)

・ Combination、Sequencerモードでは、ティンバー/トラックごとに

送受信のオン/オフ設定ができます。(“Enable Realtime Con-

trols Knob-1, 2, 3, 4” Combination P3:3-3a、Sequencer

P3:3-5a/6a)

Programモードでは、それぞれ対応するプログラム・パラメーター

が一時的にエディットされた状態になります。ライト(本機での操作

以外にMIDIエクスクルーシブのプログラム・ライト・リクエスト)で

その状態を保存することができます(1部パラメーターは除く)。ラ

イトを行うと対応するプログラム・パラメーターの値が書き換わり

ます。

これらのメッセージ受信時の動作は機種によって異なります。他機

種と接続したとき、同じ動作をするとは限りません。

あるチャンネルのすべての音を消すとき

オール・ノート・オフ (CC#123) [Bn, 7B, 00](値は00)
受信すると、そのチャンネルで発音中のすべての音がオフ(鍵盤を離し

たのと同じ)します。ただし、音の余韻が残ります。

オール・サウンド・オフ (CC#120) [Bn, 78, 00](値は00)
受信すると、そのチャンネルで発音中のすべての音が消えます。オー

ル・ノート・オフでは音の余韻が残るのに対し、オール・サウンド・オフで

はただちに消えます。

ただし、これらのメッセージは緊急のとき等に使用するものであって、演

奏中などに使用するものではありません。

あるチャンネルのすべてのコントローラーをリセット
するとき

リセット・オール・コントローラーズ (CC#121) [Bn, 79, 00]
(値は00)
受信すると、そのチャンネルで動作中のすべてのコントローラーの値が

リセットされます。

□ RPNでのエディット
RPN(Registered Parameter No.)は、楽器メーカー等の枠を超え

て共通の設定をするためのメッセージです。(楽器メーカー/機種等で

自由に使用できるメッセージには、NRPN(Non RPN)とエクスクルー

シブがあります。)

RPNでの、エディットの手順は次の通りです。

① RPN MSB(CC#101)[Bn, 65, mm]とRPN LSB(CC#100)

[Bn, 64, rr] (n: チャンネル, mm, rr: パラメーターNo. の上位と

下位)でパラメーターを選びます。

② データ・エントリーMSB(CC#6)[Bn, 06, mm]とデータ・エントリ

－LSB(CC#38)[Bn, 26, vv](n: チャンネル, mm, vv: 値の上位

と下位, 両方で16384段階)で値を設定します。

③ データ・インクリメント(CC#96)[Bn, 60, 00]やデータ・デクリメ

ント(CC#97)[Bn, 61, 00](n: チャンネル、値は00に固定)では、

値を1つずつ増減することができます。

本機では、以下の項目(チューニングをする、トランスボーズをする、ピッ

チベンドの可変範囲を変える)の3種類のRPNを受信します。

チューニングをする

RPNファインチューン [Bn, 65, 00, 64, 01]
プログラム、ティンバー(Combinationモード)、トラック(Sequencer、

Song Playモード)ごとに、RPNでディチューンが調整できます。

手順は次の通りです。

① [Bn, 65, 00, 64, 01]: RPNパラメーター01を選びます。

② [Bn, 06, mm, 26, vv]: データ・エントリーで値を設定値が8192

[mm、vv＝40, 00] のときはセンター、0 [mm、vv＝00, 00] の
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ときは－100セント、16383 [mm、vv＝7F, 7F] のときは＋99

セントとなります。

 ユニバーサル・エクスクルーシブのファイン・チューンを用いると、

“Master Tune”(Global P0:0-1a)に対応する、全体のチュー

ンが調整できます。(☞「システム・エクスクルーシブ・メッセージに

ついて」)

トランスポーズをする

RPNコースチューン [Bn, 65, 00, 64, 02]
プログラム、ティンバー(Combinationモード)、トラック(Sequencer、

Song Playモード)ごとに、RPNでトランスポーズが調整できます。

手順は次の通りです。

① [Bn, 65, 00, 64, 02]: RPNパラメーター02を選びます。

② [Bn, 06, mm, 26, vv]: データ・エントリーで値を設定します。通

常は上位しか使用しません。

値が8192 [mm, vv＝40, 00] のときはセンター、6656 [mm, vv

＝34, 00] のとき－12半音、9728 [mm, vv＝4C, 00] のときは

＋12半音となります。

 ユニバーサル・エクスクルーシブのコースチューンを用いると、

“Key Transpose”(Global P0:0-1a)に対応する、全体のチュー

ンが調整できます。(☞「システム・エクスクルーシブ・メッセージに

ついて」)

ピッチベンドの可変範囲を変える

RPNピッチベンド・レンジ [Bn, 64, 00, 65, 00]
プログラム、ティンバー(Combinationモード)、トラック(Sequencer、

Song Playモード)ごとに、RPNでピッチベンド・レンジが調整できま

す。

手順は次の通りです。

① [Bn, 65, 00, 64, 00]: RPNパラメーター00を選びます。

② [Bn, 06, mm, 26, vv]: データ・エントリーで値を設定します。通

常は上位しか使用しません。

値が0 [mm, vv＝00, 00] のときは+00、1536 [mm、vv＝0C,

00] のときは＋12(1オクターブ)となります。ティンバー/トラックで

は、マイナスの値も設定できますが、RPNで設定できるのはプラスの値

のみです。

□ アルペジエーターのコントロール (NRPN)
アルペジエーターの操作はNRPN(Non Registered Parameter

No.)メッセージでコントロールできます。NRPNは楽器メーカー/機種

等で自由に使用できるメッセージです。

NRPNのコントロールの方法はRPNと同様ですが、パラメーターの選

択にNRPN MSB(CC#99)[Bn, 63, mm]とNRPN LSB(CC#98)

[Bn, 62, rr] (n: チャンネル, mm, rr: パラメーターNo. の上位と下

位)を使用します。

NRPN アルペジエーター・オン/オフ
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 02, Bn, 06, mm]
ARPEGGIATOR [ON/OFF]キーを押すと送信します。オン時

mm=127[7F]、オフ時 mm=0[00]を送信し、アルペジエーターのオ

ン/オフが切り替わります。(ASSIGNABLE SWITCHの機能にも設定

できます。)

受信時も同様にアルペジエーターがオン/オフします。(mmが64

[40]以上のときオン、63[3F]以下のときオフします。)

NRPN アルペジエーター・ゲート・コントロール
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 0A, Bn, 06, mm]
ARPEGGIATOR [GATE]ノブを操作すると送信し、アルペジエーター

のゲートが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

NRPN アルペジエーター・ベロシティ・コントロール
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 0B, Bn, 06, mm]
ARPEGGIATOR [VELOCITY]ノブを操作すると送信し、アルペジエー

ターのベロシティが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

□ Valve Forceのコントロール (NRPN)
VALVE FORCE [ON/OFF]キー、およびINPUT TRIM、ULTRA

BOOST、TUBE GAIN、OUTPUT LEVELの各パラメーター(ノブ)は、

MIDI NRPNコントロール・チェンジ・メッセージでコントロールできま

す。

NRPN Valve Forceオン/オフ
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 10, Bn, 06, mm]
VALVE FORCE [ON/OFF]キーを押すと送信されます。オン時

mm=127[7F]、オフ時 mm=0[00]を送信し、Valve Forceのオン/

オフが切り替わります。

受信時も同様にValve Forceのオン/オフが切り替わります。(mmが

64[40]以上のときオン、63[3F]以下のときオフします。)

NRPN Valve Force INPUT TRIM
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 11, Bn, 06, mm]
VALVE FORCE [INPUT TRIM]ノブを操作すると送信し、INPUT

TRIMが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

NRPN Valve Force ULTRA BOOST
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 12, Bn, 06, mm]
VALVE FORCE [ULTRA BOOST]ノブを操作すると送信し、UL-

TRA BOOSTが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

NRPN Valve Force TUBE GAIN
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 13, Bn, 06, mm]
VALVE FORCE [TUBE GAIN]ノブを操作すると送信し、TUBE

GAINが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

NRPN Valve Force OUTPUT LEVEL
[Bn, 63, 00, Bn, 62, 14, Bn, 06, mm]
VALVE FORCE [OUTPUT LEVEL]ノブを操作すると送信し、OUT-

PUT LEVELが変化します。受信時も同様に効果がかかります。

□ システム・エクスクルーシブ・メッセージに
ついて

使用法はメーカーによって自由なため、このメッセージは、おもに機種

独特のパラメーターを持つ音色データやエディット・データの送受信に

使用されます。本機のシステム・エクスクルーシブ・メッセージのフォー

マットは、[F0, 42, 3n, 50, ff, ・・・・・・・・, F7]です。

F0: エクスクルーシブ・ステータス
42: コルグID
3n: [n=0～F]グローバルMIDIチャンネル1～16
50: 機種ID
ff: ファンクションID(メッセージの種類)
～..
F7: エンド・オブ・エクスクルーシブ
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 MIDI Exclusive Format情報を含む 『MIDI Implemen-

tation』の配布については、コルグお客様相談窓口へお問い合わ

せください。

USB-MIDIインターフェイス機器によっては、本機のMIDIエクス

クルーシブ・メッセージを送受信できない場合があります。

ユニバーサル・システム・エクスクルーシブ
システム・エクスクルーシブのなかには、公的に使用法が統一されてい

るものもあり、これをユニバーサル・システム・エクスクルーシブといい

ます。

本機では、ユニバーサル・システム・エクスクルーシブのうち次の6つに

対応しています。

インクワイアリー・メッセージ・リクエスト
[F0, 7E, nn, 06, 01, F7]
インクワイアリー・メッセージ
[F0, 7E, nn, 06, 02, (9バイト ), F7]
インクワイアリー・メッセージ・リクエストを受信すると、「私はコルグの

TRITON Extremeで、システムのバージョンは・・・・・です」という内容

のインクワイアリー・メッセージを送信します。

GMシステム・オン [F0, 7E, nn, 09, 01, F7]
Song Playモードで受信すると、GM用に初期化されます。

マスター・ボリューム [F0, 7F, nn, 04, 01, vv, mm, F7]
(vv: 値の下位、mm: 値の上位、両方合わせて16384段階)

ASSIGNABLE PEDALやREALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブ

Bモードの機能にMaster Volumeを設定して、本機で操作すると送

信し、ティンバー/トラックの相互の音量のバランスを崩さないで、全体

の音量が調整できます。受信すると、コントローラー操作時と同様な効

果がかかります。

マスター・バランス [F0, 7F, nn, 04, 02, vv, mm, F7]
(vv: 値の下位、mm: 値の上位、両方合わせて16384段階、8192で

初期位置、値が小さくなるほど左寄りになる)

受信すると、ティンバー/トラックの相互の定位の関係を崩さないで全

体の定位が調整できます。

マスター・ファイン・チューニング
[F0, 7F, nn, 04, 03, vv, mm, F7]
(値が8192 [mm、vv＝40, 00]のときはセンター、4096 [mm、vv

＝20, 00] のときは－50セント、12288 [mm、vv＝60, 00] のと

きは＋50セントとなります。)

受信すると“Master Tune”(Global P0:0-1a)が設定されます。

マスター・コース・チューニング
[F0, 7F, nn, 04, 04, vv, mm, F7]
(通常は上位mmしか使用しません。値が8192 [mm、vv＝40, 00]

のときはセンター、6656 [mm、vv＝34, 00] のとき－12半音、

9728 [mm、vv＝4C, 00] のときは＋12半音となります。)

受信すると“Key Transpose”(Global P0:0-1a)が設定されます。

音色等の設定データを送る(データ・ダンプについて)
プログラム、コンビネーション、ドラムキット、ユーザー・アルペジオ・パ

ターン、グローバル・セッティング、シーケンサーの各データは、MIDIエ

クスクルーシブ・メッセージとして送信できます。MIDIエクスクルーシ

ブ・メッセージを外部機器に送信することを、データ・ダンプといいます。

データ・ダンプを行なうと、外部機器に音色や各種設定データを記憶さ

せたり、もう1台の本機の音色や設定を変えたりすることができます。

データ・ダンプには次の3種類があります。

・ ページ・メニュー・コマンド“Dump”(Global P1:1-1)の操作で

データをダンプすると、インターナル・メモリーの各種データが送信

されます。本機で受信すると、インターナル・メモリーに直接データ

が書き込まれるので、ライトする必要はありません。(「送信」、「受

信」 ☞p.163)

・“Enable Exclusive”(Global P1:1-1b)にチェックがついている

ときに、Combination P0:Playでコンビネーションを変えると、1

個のコンビネーション・データが送信され、Program Play P0:

Playでプログラムを変えると、1個のプログラム・データが送信され

ます。

これらのデータは、そのとき選ばれたコンビネーションやプログラム

のエディット・バッファー上のデータです。本機で受信すると、エ

ディット・バッファーにデータが書き込まれますので、インターナル・

メモリーに保存するときは、ライトの操作をしなければなりません。

ライトは、本機でのライト操作(「インターナル・メモリーへのライト」

☞OG p.114)、またはMIDIエクスクルーシブのプログラム・ライト・

リクエストやコンビネーション・ライト・リクエストで行なうことができ

ます。

・“Enable Exclusive”(Global P1:1-1b)にチェックがついている

ときに、ダンプ・リクエストを受信することによっても送信します。送

受信には、グローバルMIDIチャンネルが使用されます。

音色等のエディットを行なう
MIDIエクスクルーシブの各データ・ダンプを利用すると、全プログラム

や1プログラム単位でのプログラムの書き換えが行なえます。また、パ

ラメーター・チェンジを使用すると、次のようにパラメーターを個別にエ

ディットできます。

パラメーター・チェンジ
・ Programモードでは、プログラム・ネームを除く各パラメーターを

エディットできます。パフォーマンス・エディターも含まれます。

・ Combinationモードでは、コンビネーション・ネームを除くパラメー

ターをエディットできます。

・ Sequencerモードでのエディット可能なパラメーターについては

p.101を参照してください。

ドラムキット・パラメーター・チェンジ/ユーザー・アルペジオ・
パターン・パラメーター・チェンジ
・ Globalモードでは、ドラム・キット、アルペジオ・ユーザー・パターンの

エディットができます。

その他グローバル・パラメーターとSequencerモードの演奏データの

エディットは行なえないので、これらはデータ・ダンプで行ないます。

Samplingモードのデータのデータ・ダンプは対応していません。

これらの送受信は、グローバルMIDIチャンネルが使用されます。

まず、“Enable Exclusive”(Global P1:1-1b)にチェックをつけて、

エクスクルーシブ・データを送受信可能な状態にします。本機でモード

を変えるとモード・チェンジが送信され、プログラムやコンビネーション

を変えると、プログラム・チェンジと一緒に1プログラム・パラメーター

や1コンビネーション・パラメーターが送信されます。さらに、個々のパ

ラメーターをエディットすると、パラメーター・チェンジやドラムキット・パ

ラメーター・チェンジ、ユーザーアルペジオパターン・パラメーター・チェ

ンジ、ソング・パラメーター・チェンジが送信されます。

これらのメッセージを受信すると、送信側と同時に同じエディットが行な

われます。

MIDIエクスクルーシブ・データを受信してその処理が終了すると、デー
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タ・ロード・コンプリーテッドを送信します。コントロール・マスター側の

機器は、それを受信するまで(または充分な時間が経過するまで)次の

メッセージを送信してはいけません。

プログラムやコンビネーションを変えたときや、パラメーター・チェンジ

によるエディットは、エディット・バッファー上で行なわれるため、ライトし

ないとインターナル・メモリーに記憶されず、プログラムやコンビネー

ションを選び直すと消えてしまいます。ライトは、本機でのライト操作

(「インターナル・メモリーへのライト」 ☞OG p.114)、またはMIDIエ

クスクルーシブのプログラム・ライト・リクエストやコンビネーション・ラ

イト・リクエストで行なうことができます。

ソングはライトの必要はありませんが、電源をオフにするとバック・アッ

プされません。必要なデータは電源をオフにする前にメディアに保存

(セーブ)してください。(「メディアへのセーブ」☞OG p.117)

□ 音が消えないとき
何らかのトラブルで、発音した音が止まらないときは、通常、モードを切

り替えたりして音を止めます。また、MIDIで鳴っている音が止まらない

ときは、MIDIケーブルを抜くという方法もあります。

MIDIでは、アクティブ・センシング [FE] というメッセージが定期的に送

信され、それを受信した機器は、外部にMIDI送信機器があることを認

知します。そして、一定時間内に再びMIDIメッセージが受信されなけれ

ば、回路が切断されたと判断し、MIDIで発音していた音を消したり、コ

ントローラーの値をリセットします。

□ 外部機器と接続してマルチ・ティンバーで
演奏する

外部機器と接続して本機をマルチ・ティンバーで演奏させるには、次の

ような方法があります。

・ 外部機器からのMIDIメッセージで、コンビネーションを発音させま

す(8マルチ・ティンバー)。ただし、全体的な設定(プログラムやレベ

ルからエフェクトまで)の切り替えは、プログラム・チェンジによるコン

ビネーションの切り替えで行ないます。

・ 外部機器からのMIDIメッセージで、ソングを発音させます(16マル

チ・ティンバーの音源として使用)。全体的な設定(プログラムやレベ

ルからエフェクトまで)の切り替えは、ソング・セレクト・メッセージに

よるソングの切り替えで行います。(“MIDI Clock”Global P1:1-

1aがExternal MIDIまたはExternal USBのときはソング・セレ

クト・メッセージを受信します。)

・ 外部機器からのクロックを使用してソングの演奏データを演奏しま

す(“MIDI Clock”をExternal MIDIまたはExternal USBにし

て本機のシーケンサーを動作させます)(☞「アルペジエーターや

シーケンサーの同期演奏を行なう」)。全体的な設定(プログラムや

レベルからエフェクトまで)の切り替えは、ソング・セレクトによるソン

グの切り替えで行ないます。

□ アルペジエーターやシーケンサーの同期
演奏を行なう

本機をマスター(コントロールする側)にするか、スレーブ(コントロールさ

れる側)にするかは、“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)で設定します。

本機をマスター、外部MIDI機器をスレーブとするとき

本機のMIDI OUT端子と外部MIDI機器のMIDI IN端子を接続します

(☞p.288)。または本機のUSB B端子と外部MIDI機器のUSB端子

を接続します。

・“MIDI Clock”を Internalにすると、本機がマスターになります。

MIDIタイミング・クロックが送信されます。

アルペジエーター： テンポは本機でコントロールします。同時にア

ルペジエーター演奏がMIDIで送信されます(Combination、

Sequencer、Song Playモードでは、ティンバー/トラックの

“Status”がBTH、EXT、EX2のティンバー/トラックから送信され

ます)。MIDI OUTに接続した外部音源を発音させたり、外部シーケ

ンサーのテンポをコントロールすることができます。

シーケンサー： 演奏データは、本機で演奏しコントロールできます。

同時にシーケンサー演奏は、“Status”がBTH、EXT、EX2のト

ラックからMIDIで送信されます。MIDI OUTに接続した外部音源を

発音させたり、外部シーケンサーのテンポをコントロールすることが

できます。

外部MIDI機器をマスター、本機をスレーブとするとき

本機のMIDI IN端子と外部MIDI機器のMIDI OUT端子を接続します

(☞p.288)。または外部MIDI機器のUSB端子と本機のUSB B端子

を接続します。

・“MIDI Clock”をExternal MIDIまたはExternal USBにする

とスレーブになります。

アルペジエーター： テンポはMIDIタイミング・クロックに従います。

外部シーケンサーを演奏させ、そのMIDIタイミング・クロックにアル

ペジエーター演奏を同期させることができます。(☞OG p.102)

また、“MIDI Clock”がExternal MIDIまたはExternal USBで

外部からコントロールされる状態でも、アルペジエーター演奏が

MIDIで送信されます。(Combination、Sequencerモードでは、

ティンバー/トラックの“Status”がBTH、EXT、EX2のティン

バー/トラックから送信されます。)

シーケンサー: 本機で演奏データのコントロールができなくなり、

MIDI INに接続した外部機器でコントロールします。外部シーケン

サーを演奏させ、そのMIDIタイミング・クロックでTRITON Ex-

tremeのシーケンサーを同時に演奏させるときは、あらかじめ、双方

の拍子やスタートの小節位置を合わせておくことが必要です。

また、“MIDI Clock”がExternal MIDIまたはExternal USBで

外部からコントロールされる状態でも“Status”がBTH、EXT、

EX2のトラックからは、演奏データが送信されます。

□ 外部機器からの演奏データをレコーディン
グする

外部のシーケンサーを演奏させ、そのMIDIメッセージをレコーディング

する方法には2種類があります。

・“MIDI Clock”(Global P1:1-1a)を Internalにして、レコーディ

ングを開始してから外部シーケンサーをスタートさせると、非同期で

そのMIDIメッセージがレコーディングできます。

MIDIで送られてくる演奏データを単にレコーディングするだけなの

で、演奏は忠実に再現できますが、小節の管理等はなく、エディットに

は不向きです。

・“MIDI Clock”をExternal MIDIまたはExternal USBにする

と、レコーディングの開始やテンポ等はすべて外部シーケンサーに

依存してレコーディングされます。

同期してレコーディングされるため、小節の管理等が行なえます(た

だし、レコーディング前に拍子の設定が必要です)。しかし、演奏途中

のテンポの変化はレコーディングされないため、後でテンポ・チェン
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ジの挿入が必要です。通常のマルチトラック・レコーディング等では、

この方法を用います。(「マルチ(マルチ・トラック・レコーディング)」

☞OG p.45)

□ 本機のコントローラー、アルペジエーター、内
蔵シーケンサーのMIDI出力を外部シーケン
サー/コンピューターにレコーディングする

本機のコントローラー、アルペジエーター、内蔵シーケンサー/RPPR

機能のMIDI出力を外部シーケンサーやコンピューターにレコーディン

グし、レコーディング時に本機をモニターやプレイバック用のMIDI音源

として使用する場合は、本機のローカル・コントロール(“Local Con-

trol On”Global P1:1-1a)、外部シーケンサー/コンピューターのエ

コー・バック(MIDI INで受信したデータをそのままMIDI OUTから送

信する機能)を設定して、本機のコントローラー、アルペジエーター、内

蔵シーケンサーが音源に対して二重にかかってしまうことを防ぎます。

REALTIME CONTROLS [1]～[4]ノブなどを使って、外部
MIDIシーケンサー/コンピューターにMIDIコントロー
ル・チェンジをレコーディングする
本機をローカル・コントロール・オフにします。外部MIDIシーケンサー/

コンピューターをエコー・バック・オンにします。この設定によって、コン

トロール・チェンジが音源に二重にかかってしまうことはなく、正常にレ

コーディングおよび発音します。

エクスクルーシブ・メッセージやトラック・パラメー
ターをレコーディングする
MIDI Filter (Global P1: MIDI) “Exclusive”をチェックした状態で

は、シーケンサーにレコーディングされているエクスクルーシブ・メッ

セージや、トラック・パラメーター等をエディットした際のパラメーター・

チェンジを、外部MIDIシーケンサー/コンピューターにレコーディング

することができます。

アルペジエーターまたはRPPRを外部MIDIシーケン
サー/コンピューターにレコーディングする
アルペジエーター機能がオンになっているときは、鍵盤を弾いたり、本

機コントローラを操作すると、アルペジエーターが動作しコントロール

されます。また同様にMIDI INで受信したMIDIメッセージに対しても

アルペジエーターが動作しコントロールされます。MIDI OUTからの

アルペジエーターによるノートの送信は、ローカル・コントロールの設

定(“Local Control On” Global P1:1-1a)によって下記のように

コントロールされます。

Sequencerモードで、RPPR機能がオンになっているときは、鍵盤を

弾くとRPPR が動作します。また同様に“T r a c k  S e l e c t ”

(Sequencer P0:0-1a)で選択したトラックのMIDIチャンネルで受信

したノートに対して RPPR機能が動作します。 MIDI OUTからRPPR

機能によるノートの送信はローカル・コントロールの設定(“Local

Control On”)によって下記のようにコントロールされます。

ローカル・コントロール・オン: MIDI OUTからアルペジエーターや

RPPRによるノートを送信します。通常はこの設定とします。

ローカル・コントロール・オフ: MIDI OUTからアルペジエーターや

RPPRによるノートを送信しません。アルペジエーターやRPPRによ

る発音のみとなります。

設定例1
外部MIDIシーケンサー/コンピューターに、アルペジエーターや

RPPRによるノート情報をレコーディングする

本機のアルペジエーターやRPPR機能をオンにします。本機をローカ

ル・コントロール・オンにします。

外部シーケンサー/コンピューターをエコー・バック・オフにします。エ

コー・バックをオフにすることで、アルペジエーターやRPPRがレコー

ディング時のモニター音に、二重にかかってしまうことを防ぎ、正常にレ

コーディングおよび発音します。

プレイバック時は、本機のアルペジエーターやRPPR機能をオフします。

設定例2
外部MID I シーケンサー/コンピューターにアルペジエーターや

RPPRをトリガーさせるノートのみをレコーディングし、レコーディング

時のモニターやプレイバック時に本機のアルペジエーターやRPPRを

動作させる

本機のアルペジエーターやRPPR機能をオンにします。本機をローカ

ル・コントロール・オフにします。アルペジエーターやRPPRによるノー

ト情報が出力されません。外部MIDIシーケンサー/コンピューターの

エコー・バック・オンにします。これでアルペジエーターが二重にかかっ

てしまうことはなく、正常にレコーディングおよび発音します。

□ GM/GS/XGについて
本機はGMに準拠しています。またGM2に準拠した音色配列(バンク・

セレクト含む)に対応しており音色プログラム256プログラム、9ドラ

ム・プログラムが、ROMバンクG、g(1)～g(9)、g(d)にメモリーされて

います。(g(1)～g(9)はGM2バリエーション・プログラム、g(d)はドラ

ムプログラム用バンクです。)

GMは、それに対応していれば、メーカーや機種にかかわらず音色等に

互換性も持てるという規格ですが、その運用上、注意点があります。

・ GMシステム・オンは、Sequencer、Song Playモードで対応しま

す。(“GM Initialize” Sequencer P0:0-1K、Song Play P0:

0-1A)

ローランドGS、ヤマハXGは、GMに対して各社が独自に拡張した規格

です。

本機では、GS/XGの音色配列をGM2音色配列へ自動変換し、また

メッセージの一部に対応します。これによりSong Playモードで、GS/

XGの演奏データを再生することができます。

GS/XGのすべての音色配列やメッセージには対応していないの

で、データの内容によっては、正しく再生されない場合があります。

GM/GS/XG規格に準拠した演奏データを再生したり、ソングにロード

するときは、“Bank Map”(Global P0:0-2a)をGM(2)に設定して

ください。

Sequencerモードでは、XG/GSデータのエクスクルーシブ・メッ

セージを任意のトラックにリアルタイム・レコーディングすることが

できますが、レコーディングしたＸＧ/ＧＳ (ＧＭ)のエクスクルーシ

ブ・メッセージは、プレイバック時に本機では正しく再現されませ

ん。
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GS/XGのバンク/プログラム配列のGM2バンク/プ
ログラム配列への変換
・ GS/XGで使用されているバンク・セレクト/プログラム・チェンジを

受信すると、本機のG、g(1)～g(9)、g(d)のバンク/プログラム配列

へ自動的に変換します。

・ Mediaモードで、SMFをソングにロードする際も同様に変換されま

す。

GS/XGで共用されているバンクに対しては、GS Reset/XG

System ONを受信して、それぞれ最適なバンク/プログラム配

列へ自動的に変換します。

GS/XGのパート・モード・エクスクルーシブ・メッセー
ジの対応
・ Song Playモードで、GS/XGのパート・モード・エクスクルーシブ・

メッセージでDrum、MDrm1～4を受信すると、指定されたトラッ

クにバンクg(d)(GM2ドラム・バンク)が選択されます。このパート・

モードの状態が解除されるまで、指定されたトラックではバンク・セ

レクト・メッセージを受けなくなります。

・ Mediaモードで、SMFをソングにロードする際は、パート・モードで

Drum、MDrm1～4に設定されているトラックに含まれるバンク・

セレクト・メッセージは、無視されロードされません。

GS/XGの演奏データで使用されるNRPN・メッセー
ジ対応

以下のNRPNメッセージを受信して、音色変化に対応します。

Vibrato Rate [Bn, 63, 01, Bn, 62, 08, Bn, 06, mm]

Vibrato Depth [Bn, 63, 01, Bn, 62, 09, Bn, 06, mm]

Vibrato Delay [Bn, 63, 01, Bn, 62, 0A, Bn, 06, mm]

Filter Cutoff [Bn, 63, 01, Bn, 62, 20, Bn, 06, mm]

Resonance [Bn, 63, 01, Bn, 62, 21, Bn, 06, mm]

EG Attack Time [Bn, 63, 01, Bn, 62, 63, Bn, 06, mm]

EG Decay Time [Bn, 63, 01, Bn, 62, 64, Bn, 06, mm]

EG Release Time [Bn, 63, 01, Bn, 62, 66, Bn, 06, mm]

Drum Filter Cutoff [Bn, 63, 14, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Filter Resonance [Bn, 63, 15, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum EG Attack Time [Bn, 63, 16, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum EG Decay Time [Bn, 63, 17, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Coarse Tune [Bn, 63, 18, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Fine Tune [Bn, 63, 19, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Volume [Bn, 63, 1A, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Panpot [Bn, 63, 1C, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]*

Drum Rev Send(Send2) [Bn, 63, 1D, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

Drum Cho Send(Send1) [Bn, 63, 1E, Bn, 62, kk, Bn, 06, mm]

kk: Drum Inst No.([0C ... 6C] C0 ... C8に対応)
* [00, 01 ... 7f] Random, L000 ... R127に対応)

□ スタンダードMIDIファイルについて
スタンダードMIDIファイル(SMF)は、同一、または異なるコンピュー

ター上の異なったプログラム間や、異なるメーカーや機種間で、時間情

報を含むMIDIデータを交換するためのものです。1曲(1ソング)が1

ファイルになります。本機は、すべてのMIDIデータが1トラックにまと

められているフォーマット0(タイプ0)と、トラックごとにデータがわかれ

ているフォーマット1(タイプ1)に対応しています。

SMFをSong Playモードで再生するときや、Mediaモードでソングに

ロードするときに、“Bank Map”(Global P0:0-2a)の設定によって、

選択されるプログラム・バンクが異なります。GM/GS/XG規格に準拠

したSMFを再生/ロードするときは、“Bank Map”をGM(2)に設定

してください。

Song Playモード
・ 本機では、Song PlayモードでメディアからのSMFのダイレクト・プ

レイ(ロードせずに直接データを読み込みながらの再生)が可能で

す。

・ SMFデータにGMシステム・オン・メッセージがあるとき、GM用に

初期化されます。(“GM Initialize”Song Play P0:0-1A)

Sequencerモード
MediaモードでソングをスタンダードMIDIファイルに変換して保存す

るときに、フォーマット0または1を選ぶことができます。

・ 本機のソング・データをフォーマット1でSMFにセーブしたデータ

を、他機種でロードすると、セーブ前と比べてトラックがずれている

ことがあります。これは、演奏データが何もレコードされていないト

ラックをはぶいて詰めただけで、演奏そのものには影響はありませ

ん。

・ 他機種のフォーマット1でセーブしたデータを、本機でソングとして

ロードすると、セーブ前と比べてトラックがずれていることがありま

すが、演奏データが何もレコードされていないトラックをはぶいて詰

めているだけですので、演奏そのものには影響はありません。

TRITON Extreme同士でシーケンス・データのやり取りを行なう場合

は、通常の本機のフォーマットでセーブ(“Save SEQ”)することをお薦

めします。

通常の本機のフォーマットでセーブすることによって、スタンダード

MIDIファイルとしてセーブ(“Save to Std MIDI File”)するより、本

機独自のさまざまな設定やパターンをセーブすることができます。

レコーディングされたデータは、エクスクルーシブ・イベントとしてソン

グ・データに含まれるので、従来と同様にディスクへのセーブやロードが

可能です。またエクスクルーシブ・メッセージは、SMF（スタンダード

MIDIファイル）のロードやセーブ（“Load Standard MIDI File”,

“Save Song as Standard MIDI File”）にも対応します。これによ

りレコーディングしたエクスクルーシブ・イベントをSMFとして保存し

たり、SMFに含まれるエクスクルーシブ・メッセージをソング・データと

してコンバートすることが可能になります。

プレイバック時、これらのデータを外部MIDI機器に送信したり、これら

のデータでソングのトラック・パラメーター、エフェク ト・パラメーター

等をコントロールすることが可能です。
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TRITON Extreme MIDI IMPLEMENTATION                           23,June,2003�
�
Consult your local Korg dealer for more information on MIDI System Exclusive implementation.�
            �

1.TRANSMITTED DATA
�
1-1 CHANNEL MESSAGES [H] :Hex, [D] :Decimal�
�
  |Status| Second       Third          |         Description ( Transmitted by ....)             |ENA |�
  |[Hex] |[H] [D]    [H]      [D]      |                                                        |    |�
�
  |  8n    kk (kk)    40      (64)     | Note Off            ( Key Off )                      *1| A  |�
  |  9n    kk (kk)    vv      (vv)     | Note On (vv)=1-127  ( Key On )                       *1| A  |�
  |  An    kk (kk)    vv      (vv)     | Poly Key Pressure   ( Sequence data )                  | T,Q|�
  |  Bn    00 (00)    mm      (mm)     | Bank Select(MSB)    ( BANK keys, Prog/Combi change ) *2| PB |�
  |  Bn    01 (01)    vv      (vv)     | Modulation1         ( Joy Stick +Y )                   | C  |�
  |  Bn    02 (02)    vv      (vv)     | Modulation2         ( Joy Stick -Y )                   | C  |�
  |  Bn    04 (04)    vv      (vv)     | Foot Pedal          ( A.Pdl = Foot Pedal )             | C  |�
  |  Bn    05 (05)    vv      (vv)     | Portamento Time     ( A.Pdl/Knob-B = Porta.Time,S Chg )| C  | �
  |  Bn    06 (06)    vv      (vv)     | Data Entry (MSB)    ( ARP ON/OFF, GATE, VELOCITY )   *3| C  |�
  |  Bn    07 (07)    vv      (vv)     | Volume              ( A.Pdl/Knob-B = Volume, S/C Chg ) | C  |�
  |  Bn    08 (08)    vv      (vv)     | Post IFX Panpot     ( A.Pdl/Knob-B = IFX Pan,S Chg )   | C  |�
  |  Bn    0A (10)    vv      (vv)     | Panpot              ( A.Pdl/Knob-B = Pan,S Chg )       | C  |�
  |  Bn    0B (11)    vv      (vv)     | Expression          ( A.Pdl/Knob-B = Expression )      | C  |�
  |  Bn    0C (12)    vv      (vv)     | Effect Control 1    ( A.Pdl/Knob-B = FX Control1 )     | C  |�
  |  Bn    0D (13)    vv      (vv)     | Effect Control 2    ( A.Pdl/Knob-B = FX Control2 )     | C  |�
  |  Bn    10 (16)    vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl1 ( Ribbon Controller )              | C  |�
  |  Bn    11 (17)    vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl2 ( Knob-B = Knob Mod1 )             | C  |�
  |  Bn    12 (18)    vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl3 ( Value Slider )                   | C  |�
  |  Bn    13 (19)    vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl4 ( Knob-B = Knob Mod2 )             | C  |�
  |  Bn    14 (20)    vv      (vv)     |                     ( Knob-B = Knob Mod3 )             | C  |�
  |  Bn    15 (21)    vv      (vv)     |                     ( Knob-B = Knob Mod4 )             | C  |�
  |  Bn    20 (32)    bb      (bb)     | Bank Select(LSB)    ( BANK keys, Prog/Combi change ) *2| PB |�
  |  Bn    40 (64)    vv      (vv)     | Hold1               ( Damper )                         | C  |�
  |  Bn    41 (65)  00/7F   (00/127)   | Portamento Off/On   ( SW1/SW2/A.SW = Porta.SW, S Chg ) | C  |�
  |  Bn    42 (66)  00/7F   (00/127)   | Sostenuto Off/On    ( A.SW = Sostenuto )               | C  |�
  |  Bn    43 (67)    vv      (vv)     | Soft Pedal          ( A.SW = Soft )                    | C  |�
  |  Bn    46 (70)    vv      (vv)     | Sound Controller 1  ( Knob-B = F/A Sustain )           | C  |�
  |  Bn    47 (71)    vv      (vv)     | Sound Controller 2  ( Knob-2A, Knob-B = Resonance/HPF )| C  |�
  |  Bn    48 (72)    vv      (vv)     | Sound Controller 3  ( Knob-4A, Knob-B = F/A Release )  | C  |�
  |  Bn    49 (73)    vv      (vv)     | Sound Controller 4  ( Knob-B = F/A Attack )            | C  |�
  |  Bn    4A (74)    vv      (vv)     | Sound Controller 5  ( Knob-1A, Knob-B = LPF Cutoff )   | C  |�
  |  Bn    4B (75)    vv      (vv)     | Sound Controller 6  ( Knob-B = F/A Decay )             | C  |�
  |  Bn    4C (76)    vv      (vv)     | Sound Controller 7  ( Knob-B = Pitch LFO1 Spd )        | C  |�
  |  Bn    4D (77)    vv      (vv)     | Sound Controller 8  ( Knob-B = Pitch LFO1 Dep )        | C  |�
  |  Bn    4E (78)    vv      (vv)     | Sound Controller 9  ( Knob-B = Pitch LFO1 Dly )        | C  |�
  |  Bn    4F (79)    vv      (vv)     | Sound Controller 10 ( Knob-3A, Knob-B = Filter EG Int )| C  |�
  |  Bn    50 (80)  00/7F   (00/127)   | Multi Purpose Ctrl5 ( SW1/Knob-B = SW1 Mod. )          | C  |�
  |  Bn    51 (81)  00/7F   (00/127)   | Multi Purpose Ctrl6 ( SW2/Knob-B = SW2 Mod. )          | C  |�
  |  Bn    52 (82)  00/7F   (00/127)   | Multi Purpose Ctrl7 ( A.SW/Knob-B = Foot SW )          | C  |�
  |  Bn    53 (83)    vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl8 ( Knob-B = MIDI CC#83 )            | C  |�
  |  Bn    5B (91)    vv      (vv)     | Effect 1 Depth      ( A.Pdl/Knob-B = MFX Send2, S Chg )| C  |�
  |  Bg    5C (92)  00/7F   (00/127)   | Effect 2 Depth      ( All Insert FX Off/On )           | C  |�
  |  Bn    5D (93)    vv      (vv)     | Effect 3 Depth      ( A.Pdl/Knob-B = MFX Send1, S Chg )| C  |�
  |  Bg    5E (94)  00/7F   (00/127)   | Effect 4 Depth      ( Master FX1 Off/On )              | C  |�
  |  Bg    5F (95)  00/7F   (00/127)   | Effect 5 Depth      ( Master FX2 Off/On )              | C  |�
  |  Bn    cc (cc)    vv      (vv)     | Control (cc)=0-95   ( Knob-B = MIDI CC#00-95 )         | C  |�
  |  Bn    62 (98)    ss      (ss)     | NRPN Param No.(LSB) ( ARP, VALVE FORCE Controls )    *3| C  |�
  |  Bn    63 (99)    tt      (tt)     | NRPN Param No.(MSB) ( ARP, VALVE FORCE Controls )    *3| C  |�
  |  Bn    cc (cc)    vv      (vv)     | Control (cc)=0-101  ( Sequencer data )                 | Q  |�
  |  Cn    pp (pp)    --       --      | Program Change      ( Prog/Combi change )            *2| P  |�
  |  Dn    vv (vv)    --       --      | Channel Pressure    ( After Touch )                    | T  |�
  |  En    bb (bb)    bb      (bb)     | Bender Change       ( Joy Stick X )                    | C  |�
�
A.Pdl      : Assignable Pedal�
A.SW       : Assignable Switch�
S Chg      : Transmitted when change a Song No.(Seq. mode). (Status = EXT,EX2,BTH)�
C/S Chg    : Transmitted when change a Combination or Song No.(Seq. mode). (Status = EXT,EX2 or BTH)�
�
n   : MIDI Channel No. (0 - 15) ･･････  Usually Global Channel.�
      When in Combination/Sequencer/Spng Play mode, each timbre's/track's channel.(Status = EXT,EX2 or BTH)�
g   : Always Global Channel No. (0 - 15)�
�
ENA = A : Always Enabled.�
      C : Enabled when Enable Control Change in Global mode is checked.�
      P : Enabled when Enable Program Change in Global mode is checked.�
      PB: Enabled when Enable Program and Bank Change in Global mode is checked.�
      T : Enabled when Enable After Touch in Global mode is checked.�
      Q : Enabled when Sequencer is playing(transmit), recording(receive)�
�

*1  : kk = 24 - 108 : TRITON Extreme 61Keys (61keys + Transpose)�
         = 16 - 115 : TRITON Extreme 76Keys (76keys + Transpose)�
         = 09 - 120 : TRITON Extreme 88Keys (88keys + Transpose)�
         = 00 - 127 : Sequencer and Arpeggiator�
�
*2  : Program                  Combination           MIDI Out[Hex] (Bank Map is KORG)   (Bank Map is GM(2))            �
      Bank    A    000 - 127 : Bank    A 000 - 127 : mm,bb,pp      = 00,00,   00 - 7F   = 3F,00,   00 - 7F �
              B    000 - 127 :         B 000 - 127 :                 00,01,   00 - 7F     3F,01,   00 - 7F�
              C    000 - 127 :         C 000 - 127 :                 00,02,   00 - 7F     3F,02,   00 - 7F�
              D    000 - 127 :         D 000 - 127 :                 00,03,   00 - 7F     3F,03,   00 - 7F�
              E    000 - 127 :         E 000 - 127 :                 00,04,   00 - 7F     3F,04,   00 - 7F�
              F    000 - 127                       :                 00,05,   00 - 7F     3F,05,   00 - 7F�
              G    001 - 128                       :                 79,00,   00 - 7F     79,00,   00 - 7F�
          g(1)-(9) 001 - 128                       :                 79,01-09,00 - 7F     79,01-09,00 - 7F�
              g(d) 001 - 128                       :                 78,00,   00 - 7F     78,00,   00 - 7F�
�
              H    000 - 127 : Bank    H 000 - 127 :                 00,08,   00 - 7F     3F,08,   00 - 7F �
              I    000 - 127 :         I 000 - 127 :                 00,09,   00 - 7F     3F,09,   00 - 7F�
              J    000 - 127 :         J 000 - 127 :                 00,0A,   00 - 7F     3F,0A,   00 - 7F�
              K    000 - 127 :         K 000 - 127 :                 00,0B,   00 - 7F     3F,0B,   00 - 7F�
              L    000 - 127 :         L 000 - 127 :                 00,0C,   00 - 7F     3F,0C,   00 - 7F�
              M    000 - 127 :         M 000 - 127 :                 00,0D,   00 - 7F     3F,0D,   00 - 7F�
              N    000 - 127 :         N 000 - 127 :                 00,0E,   00 - 7F     3F,0E,   00 - 7F�
�
             �
*3 : ARPEGGIATOR ON/OFF            :[ Bn,63,00,Bn,62,02,Bn,06,mm] mm = 00(Off),7F(On)�
     ARPEGGIATOR GATE Knob         :[ Bn,63,00,Bn,62,0A,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     ARPEGGIATOR VELOCITY Knob     :[ Bn,63,00,Bn,62,0B,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     VALVE FORCE ON/OFF            :[ Bn,63,00,Bn,62,10,Bn,06,mm] mm = 00(Off),7F(On)�
     VALVE FORCE INPUT TRIM Knob   :[ Bn,63,00,Bn,62,11,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     VALVE FORCE ULTRA BOOST Knob  :[ Bn,63,00,Bn,62,12,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     VALVE FORCE TUBE GAIN Knob    :[ Bn,63,00,Bn,62,13,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     VALVE FORCE OUTPUT LEVEL Knob :[ Bn,63,00,Bn,62,14,Bn,06,mm] mm = 00-7F�
     �
     When in Program/Combination/Sampling mode, Global channel.�
     When in Sequencer/Song Play mode, current selected track's channel.     �
         �
�
1-2 SYSTEM COMMON MESSAGES                                              [H] :Hex, [D] :Decimal�
�
   Status  Second       Third                      Description ( Transmitted when )              �
   [Hex]  [H] [D]    [H]      [D]                                                                �
�
     F2    ss (ss)    tt      (tt)       Song Position Pointer�
                                           ss : Least significant [LSB]                       *4 �
                                           tt : Most  significant [MSB]                       *4 �
     F3    ss (ss)                       Song Select           (Song or Cue List is selected)    �
                                           ss : Song(0-127)/Cue List(0-19) No.                   �
�
     Transmits Song Position Pointer message when in Sequencer and Song Play mode. (Internal Clock)�
     Transmits Song Select message when in Sequencer mode. (Internal Clock)�
*4 : For example, if time signature is 4/4 or 8/8, tt,ss = 00,10 means one measure.   �
�
�
1-3 SYSTEM REALTIME MESSAGES�
�
   Status[Hex]         Description ( Transmitted when ... )                    �
�
     F8          Timing Clock   ( Always in Prog/Combi/Seq/Song Play mode ) *�
     FA          Start          ( START in Seq/Song Play mode )             *                �
     FB          Continue       ( Continue START in Seq/Song Play mode )    *       �
     FC          Stop           ( STOP in Seq/Song Play mode )              *                 �
     FE          Active Sensing ( Always )                                  �
�
   * Transmits these messages when MIDI Clock in Global mode is Internal.�
    �
�
1-4 SYSTEM EXCLUSIVE�
1-4-1 UNIVERSAL SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE ( NON REALTIME )�
        DEVICE INQUlRY REPLY ( Transmits when received a INQUIRY MESSAGE REQUEST )�
        [ F0,7E,0g,06,02,42,50,00,mm,00,nn,00,vv,00,F7 ]  3rd byte  g : Global Channel�
                                                          6th byte 42 : KORG ID�
                                                          7th byte 50 : TRITON series ID�
                                                          9th byte mm : TRITON Extreme 61Keys member code mm = 3D�
                                                                        TRITON Extreme 76Keys member code mm = 46�
                                                                        TRITON Extreme 88Keys member code mm = 4F�
                                                         11th byte nn : System No.      ( 01 -  )�
                                                         13th byte vv : System Version  ( 01 -  )�
�
�
�
1-4-2 UNIVERSAL SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGES ( REALTIME )�
        Master Volume�
        [ F0,7F,0g,04,01,vv,mm,F7 ]                      3rd byte   g : Global Channel�
                                                         6th byte  vv : Value(LSB)�
                                                         7th byte  mm : Value(MSB)�
                                                                   mm,vv = 00,00 - 7F,7F : Min - Max�
�
�
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2.RECOGNIZED RECEIVE DATA
�
2-1 CHANNEL MESSAGES                                                          [H] :Hex, [D] :Decimal�
�
   Status  Second |     Third          |         Description ( Use ..... )                       ENA |�
   [Hex]  [H] [D] |  [H]      [D]      |                                                             |�
�
     8n    kk (kk)|   xx      (xx)     | Note Off                                                 A  |�
     9n    kk (kk)|   00      (00)     | Note Off                                                 A  |�
     9n    kk (kk)|   vv      (vv)     | Note On (vv)=1-127                                       A  |�
     An    kk (kk)|   vv      (vv)     | Poly Key Pressure   ( as AMS )                           T,Q|�
     Bn    00 (00)|   mm      (mm)     | Bank Select(MSB)    ( for Prog/Combi change )        *1  P  |�
     Bn    01 (01)|   vv      (vv)     | Modulation1         ( as Joy Stick +Y )                  C  |�
     Bn    02 (02)|   vv      (vv)     | Modulation2         ( as Joy Stick -Y )                  C  |�
     Bn    04 (04)|   vv      (vv)     | Foot Pedal          ( as AMS & FX Dmod Src = Pedal )     C  |�
     Bn    05 (05)|   vv      (vv)     | Portamento Time                                          C  |�
     Bn    06 (06)|   vv      (vv)     | Data Entry (MSB)    ( for RPC edit )                     C  |�
     Bn    07 (07)|   vv      (vv)     | Volume                                                   C  |�
     Bn    08 (08)|   vv      (vv)     | Balance Control     ( for Post IFX Panpot control )  *2  C  |�
     Bn    0A (10)|   vv      (vv)     | Panpot                                                   C  |�
     Bn    0B (11)|   vv      (vv)     | Expression                                               C  |�
     Bn    0C (12)|   vv      (vv)     | Effect Control 1    ( as FX Dmod Src = FxCtrl1 )         C  |�
     Bn    0D (13)|   vv      (vv)     | Effect Control 2    ( as FX Dmod Src = FxCtrl2 )         C  |�
     Bn    10 (16)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl1 ( as Ribbon Controller )             C  |�
     Bn    11 (17)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl2 ( as AMS & FX Dmod Src = KnobMod1 )  C  |�
     Bn    12 (18)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl3 ( as Value Slider )                  C  |�
     Bn    13 (19)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl4 ( as AMS & FX Dmod Src = KnobMod2 )  C  |�
     Bn    14 (20)|   vv      (vv)     |                     ( as AMS & FX Dmod Src = KnobMod3 )  C  |�
     Bn    15 (21)|   vv      (vv)     |                     ( as AMS & FX Dmod Src = KnobMod4 )  C  |�
     Bn    20 (32)|   bb      (bb)     | Bank Select(LSB)    ( for Prog / Combi change )      *1  P  |�
     Bn    26 (38)|   vv      (vv)     | Data Entry (LSB)    ( for RPC edit )                     C  |�
     Bn    40 (64)|   vv      (vv)     | Hold1               ( as Damper)                         C  |�
     Bn    41 (65)| ≤3F/≥40  (≤63/≥64)   Portamento Off/On                                        C   �
     Bn    42 (66)| ≤3F/≥40  (≤63/≥64)   Sostenuto Off/On                                         C   �
     Bn    43 (67)|   vv      (vv)     | Soft Pedal                                               C  |�
     Bn    46 (70)|   vv      (vv)     | Sound Controller 1  ( for Sustain Level control )        C  |�
     Bn    47 (71)|   vv      (vv)     | Sound Controller 2  ( for Resonance/HPF Cutoff ctrl )    C  |�
     Bn    48 (72)|   vv      (vv)     | Sound Controller 3  ( for Release Time control )         C  |�
     Bn    49 (73)|   vv      (vv)     | Sound Controller 4  ( for Attack Time control )          C  |�
     Bn    4A (74)|   vv      (vv)     | Sound Controller 5  ( for LPF Cutoff control )           C  |�
     Bn    4B (75)|   vv      (vv)     | Sound Controller 6  ( for Decay Time control )           C  |�
     Bn    4C (76)|   vv      (vv)     | Sound Controller 7  ( for LFO1 Speed control )           C  |�
     Bn    4D (77)|   vv      (vv)     | Sound Controller 8  ( for LFO1 Pitch Depth control )     C  |�
     Bn    4E (78)|   vv      (vv)     | Sound Controller 9  ( for LFO1 Delay control )           C  |�
     Bn    4F (79)|   vv      (vv)     | Sound Controller 10 ( for Filter EG Intencity ctrl )     C  |�
     Bn    50 (80)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl5 ( as AMS & FX Dmod Src = SW 1 )      C  |�
     Bn    51 (81)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl6 ( as AMS & FX Dmod Src = SW 2 )      C  |�
     Bn    52 (82)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl7 ( as AMS & FX Dmod Src = Foot SW )   C  |�
     Bn    53 (83)|   vv      (vv)     | Multi Purpose Ctrl8 ( as AMS & FX Dmod Src = CC#83 )     C  |�
     Bn    5B (91)|   vv      (vv)     | Effect 1 Depth      ( for Send 2 Level control )         C  |�
     Bg    5C (92)| 00/≠00  (00/≠000)    Effect 2 Depth      ( for All Insert FX Off/On )         C   �
     Bn    5D (93)|   vv      (vv)     | Effect 3 Depth      ( for Send 1 Level control )         C  |�
     Bg    5E (94)| 00/≠00  (00/≠000)    Effect 4 Depth      ( for Master FX1 Off/On )            C   �
     Bg    5F (95)| 00/≠00  (00/≠000)    Effect 5 Depth      ( for Master FX2 Off/On )            C   �
     Bn    60 (96)|   00      (00)     | Data Increment      ( for RPC edit )                     C  |�
     Bn    61 (97)|   00      (00)     | Data Decrement      ( for RPC edit )                     C  |�
     Bn    62 (98)|   ss      (ss)     | NRPN Param No.(LSB) ( for NRPN select )              *3  C  |�
     Bn    63 (99)|   tt      (tt)     | NRPN Param No.(MSB) ( for NRPN select )              *3  C  |�
     Bn    64(100)|   0r      (0r)     | RPN Param No. (LSB) ( for RPN  select )              *4  C  |�
     Bn    65(101)|   00      (00)     | RPN Param No. (MSB) ( for RPN  select )              *4  C  |�
     Bn    cc (cc)|   vv      (vv)     | Control data        ( for Seq. recording (cc)=0-101 )    C,Q|�
     Bn    78(120)|   00      (00)     | All Sound Off                                            C  |�
     Bn    79(121)|   00      (00)     | Reset All Controllers                                    C  |�
     Bn    7A(122)| 00/7F   (00/127)   | Local Control Off/On                                     A  |�
     Bn    7B(123)|   00      (00)     | All Notes Off                                            A  |�
     Bn    7C(124)|   00      (00)     | Omni Mode Off       ( as All Notes Off )                 A  |�
     Bn    7D(125)|   00      (00)     | Omni Mode On        ( as All Notes Off )                 A  |�
     Bn    7E(126)|  ≤10     (≤16)       Mono Mode On        ( as All Notes Off )                 A   �
     Bn    7F(127)|   00      (00)     | Poly mode On        ( as All Notes Off )                 A  |�
     Cn    pp (pp)|   --       --      | Program Change      ( for Prog/Combi change )        *1  P  |�
     Dn    vv (vv)|   --       --      | Channel Pressure    ( as After Touch )                   T  |�
     En    bb (bb)|   bb      (bb)     | Bender Change                                            C  |�
�
�
AMS        : Alternate Modulation Source�
FX Dmod Src: Effect Dynamic Modulation Source�
�
n   : MIDI Channel No. (0 - 15)  ••••••  Usually Global Channel.�
      When in Combination/Sequencer/Song Play mode, each timbre's/track's channel.(Status is INT or BTH)
g   : Always Global Channel No. (0 - 15)�
x   : Random�
ENA : Same as Transmitted data�
�

*1  : When Bank Map in Global mode is KORG;�
      MIDI In [Hex]                 Program                   Combination�
      mm,bb,pp = 00,00,   00 - 7F : Bank     A    000 - 127 : Bank     A 000 - 127�
                 00,01,   00 - 7F :          B    000 - 127 :          B 000 - 127�
                 00,02,   00 - 7F :          C    000 - 127 :          C 000 - 127�
                 00,03,   00 - 7F :          D    000 - 127 :          D 000 - 127�
                 00,04,   00 - 7F :          E    000 - 127 :          E 000 - 127�
                 00,05,   00 - 7F :          F    000 - 127�
�
                 00,08,   00 - 7F :          H    000 - 127 :          H 000 - 127�
                 00,09,   00 - 7F :          I    000 - 127 :          I 000 - 127�
                 00,0A,   00 - 7F :          J    000 - 127 :          J 000 - 127�
                 00,0B,   00 - 7F :          K    000 - 127 :          K 000 - 127�
                 00,0C,   00 - 7F :          L    000 - 127 :          L 000 - 127�
                 00,0D,   00 - 7F :          M    000 - 127 :          M 000 - 127�
                 00,0E,   00 - 7F :          N    000 - 127 :          N 000 - 127�
�
                 79,00,   00 - 7F :          G    001 - 128�
                 79,01-09,00 - 7F :     g(1)-g(9) 001 - 128�
                 78,00,   00 - 7F :          g(d) 001 - 128�
  �
                 38,00,   00 - 7F :          G    001 - 128�
                 3E,00,   00 - 7F :          g(d) 001 - 128�
�
      When Bank Map in Global mode is GM(2);�
      MIDI In [Hex]                 Program                   Combination�
      mm,bb,pp = 3F,00,   00 - 7F : Bank     A    000 - 127 : Bank     A 000 - 127�
                 3F,01,   00 - 7F :          B    000 - 127 :          B 000 - 127�
                 3F,02,   00 - 7F :          C    000 - 127 :          C 000 - 127�
                 3F,03,   00 - 7F :          D    000 - 127 :          D 000 - 127�
                 3F,04,   00 - 7F :          E    000 - 127 :          E 000 - 127�
                 3F,05,   00 - 7F :          F    000 - 127�
�
                 3F,08,   00 - 7F :          H    000 - 127 :          H 000 - 127�
                 3F,09,   00 - 7F :          I    000 - 127 :          I 000 - 127�
                 3F,0A,   00 - 7F :          J    000 - 127 :          J 000 - 127�
                 3F,0B,   00 - 7F :          K    000 - 127 :          K 000 - 127�
                 3F,0C,   00 - 7F :          L    000 - 127 :          L 000 - 127�
                 3F,0D,   00 - 7F :          M    000 - 127 :          M 000 - 127�
                 3F,0E,   00 - 7F :          N    000 - 127 :          N 000 - 127�
�
                 79,00,   00 - 7F :          G    001 - 128�
                 79,01-09,00 - 7F :     g(1)-g(9) 001 - 128�
                 78,00,   00 - 7F :          g(d) 001 - 128�
 �
                 00,00,   00 - 7F :          G    001 - 128�
                 38,00,   00 - 7F :          G    001 - 128�
                 3E,00,   00 - 7F :          g(d) 001 - 128�
                 3F,7F,   00 - 7F :          Mute (KORG MUTE)        �
            (XG) 00,01 -          :          Assign correspond program in G, g(1) - g(9)�
            (GS) 01,00 -          :          Assign correspond program in G, g(1) - g(9)�
�
*2 : When in Program/Sampling mode, Global channel.�
     When in Combination/Sequencer/Song Play mode, each IFX's channel.�
     �
*3 : tt,ss = 00,02 : Arpeggiator Off/On�
           = 00,0A : Arpeggiator Gate control�
           = 00,0B : Arpeggiator Velocity control�
  �
     When in Program/Combination mode, Global channel message is valid.�
     When in Sequencer/Song Play mode, current selected track's channel message is valid.
     Data Entry LSB value has no effect.       �
    �
     tt,ss = 00,10 : Valve Force Off/On�
     tt,ss = 00,11 : Valve Force Input Trim Control�
     tt,ss = 00,12 : Valve Force Ultra Boost Control�
     tt,ss = 00,13 : Valve Force Tube Gain Control�
     tt,ss = 00,14 : Valve Force Output Level Control�
�
     When in Program/Sampling mode, Global channel message is valid.�
     When in Combination/Sequencer/Song Play mode, Valve Force's "Ctrl Ch" is valid.�
     Data Entry LSB value has no effect.       �
�
     tt,ss = 01,08 : Vibrato Rate�
     tt,ss = 01,09 : Vibrato Depth�
     tt,ss = 01,0A : Vibrato Delay�
     tt,ss = 01,20 : Filter Cutoff�
     tt,ss = 01,21 : Filter Resonance�
     tt,ss = 01,63 : EG Attack Time�
     tt,ss = 01,64 : EG Decay Time�
     tt,ss = 01,66 : EG Release Time�
�
�
�
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     tt,ss = 14,kk : Drum Filter Cutoff    *�
     tt,ss = 15,kk : Drum Filter Resonance *�
     tt,ss = 16,kk : Drum EG Attack Time   *�
     tt,ss = 17,kk : Drum EG Decay Time    *�
     tt,ss = 18,kk : Drum Coarse Tune      *�
     tt,ss = 19,kk : Drum Fine Tune        *�
     tt,ss = 1A,kk : Drum Volume           *�
     tt,ss = 1C,kk : Drum Panpot           *�
     tt,ss = 1D,kk : Drum Rev Send(Send2)  *�
     tt,ss = 1E,kk : Drum Cho Send(Send1)  *�
�
   * Only valid when Part Mode is Drum, MDrm1 - Mdrm4.�
     kk: Drum Inst No. (0C - 6C = C0 - C8)    �
     Data Entry LSB value has no effect.       �
�
�
*4 : r = 0 : Pitch Bend Sensitivity ( Bend Range )�
       = 1 : Fine Tune              ( Detune ) �
       = 2 : Coarse Tune            ( Transpose )       �
�
     For drum program, both of Fine Tune and Coase Tune affect to Detune.�
     Data Entry LSB value has no effect for Pitch Bend Sensitivity and Coarse Tune.               �
        �
�
�
2-2 SYSTEM COMMON MESSAGES                                              [H] :Hex, [D] :Decimal�
�
  |Status| Second |     Third          |           Description ( Use for ..... )                |�
  |[Hex] |[H] [D] |  [H]      [D]      |                                                        |�
�
  |  F2  | ss (ss)|   tt      (tt)     | Song Position Pointer ( Location )                   *6|�
  |      |        |                    |   ss : Least significant [LSB]                         |�
  |      |        |                    |   tt : Most  significant [MSB]                         |�
  |  F3  | ss (ss)|                    | Song Select           (Song or Cue List select)      *5|�
  |      |        |                    |   ss : Song(0-127)/Cue List(0-19) No.                  |�
�
     Receive when in Sequencer mode.�
     When in the Cue List page (Sequencer mode P1), respond to Location and No. of Cue List. �
�

2-3 SYSTEM REALTIME MESSAGES�
�
  |Status[Hex] |       Description ( Use for..... )                             |�
�
  |  F8        | Timing Clock   ( Tempo, AMS & FX Dmod Src )                  *5|�
  |  FA        | Start          ( Seq Start & Arpeggiator Control )           *6|�
  |  FB        | Continue       ( Seq Continue start & Arpeggiator Control )  *6|�
  |  FC        | Stop           ( Seq Stop & Arpeggiator Control )            *6|�
  |  FE        | Active Sensing ( MIDI Connect check )                          |�
�
   *5 Receive when MIDI Clock in Global mode is External MIDI or External USB.�
   *6 Receive when MIDI Clock in Global mode is External MIDI or External USB�
      and Receive Ext. Realtime Commands in Global mode is checked.�
�

2-4 SYSTEM EXCLUSIVE�
2-4-1 UNIVERSAL SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE ( NON REALTIME )�
        DEVICE INQUlRY ( When received this message, transmits INQUlRY MESSAGE REPLY )�
        [ F0,7E,nn,06,01,F7 ]                      3rd byte  nn : Channel = 0 - F : Global Channel�
                                                                          = 7F    : Any Channel�
        GM System On ( Receive when in Song Play mode )�
        [ F0,7E,nn,09,01,F7 ]                      3rd byte  nn : Channel = 0 - F : Global Channel�
                                                                          = 7F    : Any Channel�
                                                                          �
�
2-4-2 UNIVERSAL SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGES ( REALTIME )�
        Master Volume�
        [ F0,7F,0g,04,01,vv,mm,F7 ]                3rd byte   g : Global Channel�
                                                   6th byte  vv : Value(LSB)�
                                                   7th byte  mm : Value(MSB)�
                                                             mm,vv = 00,00 - 7F,7F : Min - Max�
        Master Balance�
        [ F0,7F,0g,04,02,vv,mm,F7 ]                3rd byte   g : Global Channel�
                                                   6th byte  vv : Value(LSB)�
                                                   7th byte  mm : Value(MSB)�
                                                             mm,vv = 00,00:Left, 40,00:Center, 7F,7F:Right
        Master Fine Tune ( Control Master Tune(cent) in Global )�
        [ F0,7F,0g,04,03,vv,mm,F7 ]                3rd byte   g : Global Channel�
                                                   6th byte  vv : Value(LSB)�
                                                   7th byte  mm : Value(MSB)�
                                                             mm,vv = 20,00:-50, 40,00:+00, 60,00:+50�
        Master Coarse Tune ( Control Transpose (chromatic step) in Global )�
        [ F0,7F,0g,04,04,vv,mm,F7 ]                3rd byte   g : Global Channel�
                                                   6th byte  vv : Value(LSB)�
                                                   7th byte  mm : Value(MSB)�
                                                             mm,vv = 34,00:-12, 40,00:+00, 4C,00:+12
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各種メッセージ

A
Are you sure ?
内　容：実行するかどうかの確認です。実行するときはOKボタン、実

行しないときはCancelボタンを押してください。

B
Battery voltage for calendar IC is low
内　容：カレンダー機能用バッテリーの電圧が不足しています。

対　策：「カレンダー機能用バッテリーの交換方法」(☞p.319、324)

の手順に従い電池を交換してください。

Buffer overrun error occurred
内　容：メディアへのサンプリング時に書き込み処理がサンプリング

処理に対して間に合いませんでした。

対　策：Mediaモード0-3: Utilityのページ・メニュー・コマンド

“Check Medium”を実行してください。サンプリングをし

てください。改善されない場合は、メディア内のいくつかの

ファイルを別メディアにコピー後、そのファイルを消去して

から、再実行してください。

使用するメディアによっては、サンプリングができない場合があ

ります。推奨するメディアをご使用ください。

「Buffer overrun error occurred」のエラー・メッセージが出

た場合、エラーになるまでのデータはサンプリングされますが、

エラーが出た時点でのデータは正しく再生されない場合があり

ます。

Buffer underrun error occurred
内　容: メディア上のWAVEファイルをプレイバック中に、読み込

み処理が再生処理に間に合いませんでした。

対　策: 再生したいファイルを別フォルダ等にコピーしてから再実

行してください。

対　策: USBデバイス上のWAVEファイルはプレイバックできま

せん。本機のCFカード・スロットに取り付けたメディアにコ

ピーしてから再実行してください。メディアは推奨するもの

をご使用ください。本機CFカード・スロットに取りつけたメ

ディア上のWAVEファイルでこのメッセージが表示される

場合は、再生したいファイルを別フォルダ等にコピーしてか

ら再実行してください。

C
Can't calibrate
内　容：正しく調整できませんでした。

対　策：再度やり直してください。

Can't copy/swap double size effect
内　容：インサート・エフェクトのコピー、スワップ実行時に、IFX1、

5にダブル・サイズのエフェクトを配置しようとしました。

対　策：IFX1、5にはダブル・サイズのエフェクトが入らないような

設定にして実行してください。

Can't open pattern Continue ?
内　容：レコーディングやエディットを終えるときに、トラック上に

プットされているパターンをオープンするための空きメモ

リーが確保できません(自動的にオープンが必要な場合で

す)。 OKボタンを押すとパターンのデータは消去されレコー

ディングやエディットの内容が保存されます。Cancelボタ

ンを押すとレコーディングやエディットの内容が無効にな

ります。

Completed
内　容：各コマンドを実行した際、それが無事終了しました。

D
Destination and source are identical
内　容：コピーやバウンス時に、ソースとディスティネーションに同

一のキュー・リスト、ソング、トラック、パターンを選択して

います。

対　策：ソースとディスティネーションを異なるキューリスト、ソン

グ、トラック、パターンにしてください。

Destination from-measure within the limits of source
内　容：オール・トラック、または同一トラックへのムーブ・メジャー

時で、ソースの範囲内にディスティネーションの小節を指定

しています。

対　策：ソースの範囲外にディスティネーションの小節を指定して

ください。

Destination is empty
内　容：エディット時、ディスティネーションに指定したトラックや

パターンに演奏データがありません。

対　策：演奏データの入っているトラックやパターンを指定してく

ださい。

Destination measure is empty
内　容：ディスティネーションに指定した小節にデータが存在して

いません。

対　策：ディスティネーションにデータの入っている小節を指定し

てください。

Destination multisample already exists
内　容：ディスティネーション(セーブ先)のマルチサンプルがすでに

存在しています。

対　策：ディスティネーション(セーブ先)のマルチサンプルをデリー

トするか、セーブ先のマルチサンプル・ナンバーを変えてく

ださい。

Destination multisample and source multisample are
identical
内　容：ソースとディスティネーションに同一のマルチサンプルを

選択しています。

対　策：ソースとディスティネーションに異なるマルチサンプルを

選択してください。

Destination sample already exists
内　容：ディスティネーション(セーブ先)のサンプルがすでに存在し

ています。

対　策：ディスティネーション(セーブ先)のサンプルをデリートする

か、セーブ先のサンプル・ナンバーを変えてください。
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Destination sample data used in source sample
Can't overwrite

内　容：ディスティネーション(セーブ先)のサンプルのサンプル・

データがソースのサンプルでも使われているためOver-

writeすることができません。

対　策：Overwriteを使用せず、ディスティネーション(セーブ先)に

別のサンプルを指定してください。

Destination sample is empty
内　容：エディットするサンプルが空です。

Destination song is empty
内　容：コピー先またはバウンス先に指定したソングが存在しませ

ん。

対　策：コピーまたはバウンスをする前に、新しいソングを選択した

ときに表示されるダイアログで、クリエイト・ニュー・ソング

を実行してください。

Directory is not empty Cleanup directory
Are you sure?

内　容：ディレクトリのデリート時、ディレクトリ内にファイルまた

はディレクトリが存在しています。

対　策：OKボタンでディレクトリ内のファイルまたはディレクトリ

をすべて消去します。

Disc full
内　容：MediaモードMake Audio CDのページ・メニュー・コマン

ド“Write to CD”実行時にCD-R/RWの残り容量が少なく

書き込みができません。

対　策：他のメディアに書き込むか、必要のないトラックをカットし

てください。

E
Error in formatting medium
内　容：メディアを物理フォーマット(フル・フォーマット)、論理

フォーマット(クイック・フォーマット)している最中にエ

ラーが発生しました。

対　策：他のメディアを使用してください。

内　容：Me d i a モードU t i l i t y のページ・メニュー・コマンド

“Convert to ISO9660 Format”実行時の、UDF領域の

再書きこみ中にエラーが発生しました。

対　策：他のメディアを使用してください。

Error in reading from medium
内　容：メディアからデータを読み出している最中にエラーが発生

しました。

対　策：再度読み込みを実行してください。同じエラーが発生した場

合、ディスク内のデータが壊れている可能性があります。

Error in writing to medium
内　容：メディアへデータを書き込んでいる最中にエラーが発生し

ました。（ベリファイ・エラー等）

対　策：メディアが物理的に壊れている可能性がありますので、他の

メディアを使用してください。そして、エラーの発生した

メディアはなるべく使用しないようにしてください。

MS-DOSフォーマットのメディアの場合、Mediaモード

Utilityのページ・メニュー・コマンド“Check Medium”を

実行してください。

Exceeded 8 Programs
内　容：Advanced Conversion Load中に8プログラムを超えまし

た。AKAI Programの構成によっては、複数のプログラムと1

つのコンビネーションにコンバートしてロードされます。こ

の場合、コンバート後の本機でのプログラムの最大数は、コン

ビネーションで使用可能な8個に制限されます。

対策： AKAI Programを1つずつロード後、本機でエディットして

ください。

対策： Advanced Conversion Loadを使用せずに、マルチサンプ

ルあるいはサンプルとしてロード後、本機でエディットして

ください。

F
File already exists
内　容：クリエイト・ディレクトリまたはファイルのリネームの実行

時、同じ名前のディレクトリまたはファイルが、メディア内

に存在しています。

内　容：MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Copy”

で、ワイルド・カードなしのコピーを実行しようとしたとき、

コピー先にコピー元と同じ名前のファイルが存在していま

した。

内　容：MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Save

Sampl ing Data”で、All、Al l  Mult isamples、All

Samples、One Multisampleを実行したとき、本体で作成

しようとしたディレクトリと同じ名前のディレクトリが、メ

ディア内に存在していました。

内　容：メディアへのサンプリング時、セーブ先に同じ名前のファイ

ルが存在していました。

対　策：存在しているディレクトリまたはファイルをデリートする

か、指定する名前を変えてください。

File contains unsupported data
内　容：AIFF、WAVE、KSFファイル等で、本機ではサポートしてい

ないフォーマットのファイルをロードしようとしました。

対　策：AIFF、WAVEの場合、可能であればパソコン等で本機でサ

ポートしているフォーマットに変換し、ロードしてくださ

い。

File is read-only protected
内　容：ファイルへの書き込みおよびデリートを実行しようとした

とき、そのファイルの属性が読み込み専用でした。

対　策：コンピューターを使用して、読み込み専用の属性を解除して

ください。

内　容：すでにメディア上にある読みだし専用のファイルと同じ名

前でファイルをセーブしようとしました。

対　策：別の名前をつけてセーブしてください。

File unavailable
内　容：ファイル・フォーマットが正しくないファイルをロード、

オープンしようとしました。

File/path not found
内　容：Mediaモードでサンプル・ファイルのロード時、指定した

ファイルが存在しない、および別階層のディレクトリまたは

別メディアを選択するダイアログで選択された場所に目的

のファイル名が存在しませんでした。
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内　容：Me d i a モードU t i l i t y のページ・メニュー・コマンド

“Delete”実行時に、指定されたファイルが存在しませんで

した。

内　容：MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Copy”

実行時に、コピー・ファイル名にワイルド・カードを指定して

コピーを実行しようとしたとき、指定されたファイルが見つ

かりませんでした。または、コピー元のパスの長さが76を超

えてしまっています。

内　容：各モードのディレクトリ・ウィンドウで、Openボタンでディ

レクトリを開こうとしたとき、選択されたディレクトリ名を

含むバスの長さが76を超えてしまっています。

対　策：ファイルまたはディレクトリを確認してください。

内　容：Mediaモードで.KCDファイルのLoad時、Audio Track

Listに書かれたWAVEファイルが見つかりませんでした。

対　策：MediaモードMake Audio CDページでSizeの表示されて

いないファイルが見つからなかったファイルです。ファイル

やディレクトリを確認するか、Audio Track Listから削除

してください。

Front sample data used in rear sample Can't overwrite
内　容: SamplingモードSample Editのページ・メニュー・コマン

ド“Link”実行時に、フロント・サンプルのサンプル・データが

リア・サンプルでも使われているため“Overwrite”すること

ができません。

対　策:“Overwrite”を使用せず、セーブ先に別のサンプルを指定し

てください。

I
Illegal file description
内　容：ファイルのセーブ用ネームおよびディレクトリ作成時の指

定ファイル名に、無効なファイル名が使用されました。

対　策：指定ファイル名を変えてください。MS-DOS で使用不可の

ファイル名は、指定ファイル名として使えません。

Illegal SMF data
内　容：スタンダードMIDIファイルでないファイルをロードしよう

としました。

Illegal SMF division
内　容：タイムコード・ベースになっているスタンダードMIDIファ

イルをロードしようとしました。

Illegal SMF format
内　容：フォーマット0または1以外のスタンダードMIDIファイル

をロードしようとしました。

Inconvertible file exists
内　容：メディア内に、ISO9660フォーマットとして利用できない

ファイルが存在しています。

対　策：本機以外でフォーマット、記録されたメディアは、本機では

ISO9660フォーマットへの変換ができない場合がありま

す。変換には、フォーマットまたは記録に利用したパケット

ライトソフトを使用してください。

Index number over limit
内　容：Combination、Program、SequencerモードでRAMへの

サンプリング時にインデックスが多すぎるため、同時にマル

チサンプルへのコンバートができませんでした。

対　策：別のプログラム、マルチサンプルにコンバートするか、

Samplingモードでインデックスを削除してからサンプリ

ングしてください。

M
Master Track can't be recorded alone
内　容：シングル・トラックのリアルタイム・レコーディング時に、カ

レント・トラックをマスター・トラックにしてレコーディン

グを開始しようとしました。

対　策：レコーディングするトラックを1～16にしてレコーディン

グを開始してください。

Measure size over limit
内　容：スタンダードMIDIファイルのロード時、1小節のイベント数

が最大容量（約65535イベント）を超えています。

内　容：エディットを実行すると、1小節のイベント数が最大容量（約

65535イベント）を超えてしまいます。

対　策：必要ないデータをイベント・エディット等で消去してくださ

い。

Measure number over limit
内　容：エディットを実行するとトラックの長さが999小節を超え

てしまいます。

対　策：必要ない小節を消去してください。

Media not formatted
内　容：メディアを論理フォーマット(クイック・フォーマット)しよ

うとしたとき、物理フォーマットがされていませんでした。

対　策：Me d i a モードU t i l i t y のページ・メニュー・コマンド

“Format”で物理フォーマット(フル・フォーマット)を実行

してください。

Medium changed
内　容：MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Copy”

実行時に、メディアが交換または排出されてしまいました。

同一ドライブ上で別メディア間でのコピーは実行できませ

ん。

Medium write protected
内　容：データの書き込み先のメディアにライト・プロテクトがか

かっています。

対　策：メディアのライト・プロテクトを解除して、再度コマンドを

実行してください。

Memory full
内　容：Sequencerモードのソング、トラック、パターン等のエ

ディット時に、全ソングのデータの合計がシーケンス・デー

タ・メモリーの容量を使い切ってしまい、エディットするこ

とができない。

対　策：他のソング・データなどを削除し、空きメモリーを増やして

ください。
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内　容：Sequencerモードのリアルタイム・レコーディングの途中

で、レコーディン・データを格納する空きメモリーがなくな

り、レコーディングを強制終了しました。

対　策：他のソング・データなどを削除し、空きメモリーを増やして

ください。

Memory overflow
内　容：MediaモードSaveのページ・メニュー・コマンド“Save

Exclusive”でエクスクルーシブ・データを受信中、インター

ナル・メモリーの残り容量を超えてしまいました。

対　策：複数のエクスクルーシブ・データを受信する場合は、いくつ

かに分けて本体に送信してください。

内　容：Mediaモードでサンプル波形データ用のメモリーの残り容

量を超えてロードしようとしました。

対　策：Samplingモードで、Delete Sampleを実行し、サンプル波

形データ用のメモリに空容量を確保してから、ロードし直し

てください。

Memory protected
内　容：本体内のプログラム、コンビネーション、ソング、ドラムキッ

ト、ユーザー・アルペジオ・パターンにプロテクトがかかって

います。

対　策：Globalモードでライト・プロテクトを解除して、再度ライト

やロードを実行してください。

MIDI data receiving error
内　容：MIDIエクスクルーシブ・データを受信時、データ・サイズが合

わなかった等の不正フォーマットのデータを受信しました。

Multisample L and R are identical
内　容：ディスティネーション(セーブ先)のLとRのマルチサンプ

ル・ナンバーが同じため、エディットを実行できません。

対　策：ディスティネーション(セーブ先)のLとRに異なるマルチサ

ンプル・ナンバーを選択してください。

N
No data
内　容：スタンダードMIDIファイルのロード時、ファイルのイベン

トがありません。

内　容：MediaモードSaveのページ・メニュー・コマンド“Export

Smpl as AIFF/WAVE”で、Samples in One Multisample

を実行したとき、サンプルがありませんでした。

対　策：サンプル・データを作成してください。

No medium
内　容：Mediaモードでコマンド実行時、実行先のメディアが挿入さ

れていません。

対　策：メディアを挿入して、マウントしてください。

No recording track specified
内　容：マルチ・トラックのリアルタイム・レコーディング時に、REC

になっているトラックがない状態でレコーディングを開始

しようとしました。

対　策：レコーディングするトラックをRECに設定してください。

No space available on medium
内　容：ファイルのセーブやコピーまたはディレクトリを作成しよ

うとしたとき、メディア内に空き容量がありませんでした。

対　策：すでに存在しているファイルをデリートするか、充分な空き

容量があるメディアに交換してください。

No space available on medium
Do you want to make a divided file?

内　容：.PCGおよび.KSFファイルのセーブ時、メディアの空き容量

が不足したため、ファイルを分割してセーブするかを指定し

ます。

対　策：OKボタンで分割セーブを実行、Cancelボタンで中止しま

す。

Not enough memory
内　容：Sequencerモードのリアルタイム・レコーディング開始時

に、最低限必要な空きメモリー（レコーディング開始ロケー

ションまでのBARイベント分のメモリーなど）を確保でき

ていません。

対　策：他のソング・データなどを削除し、空きメモリーを増やして

ください。

内　容：MediaモードLoadで“Load Exclusive”を行なう際、

1048576 Byte以上を必要とする.EXLファイルをロード

しようとしました。本機でロードできません。

Not enough memory to load
内　容：Mediaモードで.SNGファイルまたはスタンダードMIDI

ファイルをロードしようとしたとき、シーケンス・メモリー

に空き容量がありませんでした。

対　策：他のソング・データなどを削除し、空きメモリーを増やして

ください。

Not enough memory to open pattern
内　容：パターンをオープンするとシーケンス・メモリーが足りず、

エディットすることができません。

対　策：必要ないソング、トラック、パターン等のデータを消去する

か、パターンをオープンしないでください。

Not enough multisample memory
内　容：マルチサンプルのメモリーが足りません。(MSの数が最大値

1000をオーバーします。)

対　策：マルチサンプルを削除し、空きメモリーを増やしてくださ

い。

Not enough relative parameter memory
内　容：リラティブ・パラメーターのメモリーが足りません。

(Sample in MSの数が最大値4000をオーバーします。)

対　策：マルチサンプルやマルチサンプルのインデックスを削除し

て空きメモリーを増やしてください。

Not enough sample memory
内　容：サンプルのメモリー(Sampleパラメーターまたはサンプル

波形データ)が足りません。

対　策：サンプルを削除し、空きメモリーを増やしてください。
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Not enough sample/multisample locations available
内　容：マルチサンプル、サンプルの追加可能な残り数を超えてロー

ドしようとしました。

対　策：Samplingモードでページ・メニュー・コマンド“Delete

Multisample”、“Delete Sample”を実行し、追加可能な数

に収まるように、ロードし直してください。

Not enough song locations available
内　容: .SNGファイルを"Append"指定でロード時、ソングの追加

可能な残り数を超えてロードしようとしました。

対　策: Sequencerモードでページ・メニュー・コマンド“Delete

Song”を実行し、使用可能なマルチを増やしてからロードし

直してください。

Not enough song memory
内　容: SamplingモードLoop Editのページ・メニュー・コマンド

“Time Slice”の“Save”実行時に全ソングのデータの合計

がシーケンス・データ・メモリーの容量を使い切ってしまい、

セーブすることができません。

内　容: SequencerモードでのRAMへのサンプリングで、同時に

トラック・データの作成ができません。

対　策: 他のソング・データなどを削除し、空メモリーを増やしてく

ださい。

O
Obey Copyright Rules
内　容: S/P DIF Inputを設定しようとしたとき、Mediaモード

Make Audio CDのページ・メニュー・コマンド“Write to

CD”や、SamplingモードAudio CDページのページ・メ

ニュー・コマンド“Destination”を、“Destination”ダイア

ログで実行したとき表示されます。「著作権について」 QS

p.iiiをよくお読みになってデータをご使用ください。

Oscillator Mode conflicts (check PROG P1)
内　容：Samplingモードのページ・メニュー・コマンド“Convert

MS To Program”で、Use Destination Program

Parametersをチェックして実行したときに、コンバート先

のプログラムの“Oscillator Mode”の設定が合っていませ

ん。

対　策：Programモードでコンバート先のプログラムの“Oscillator

Mode”を設定します。モノラル・マルチサンプルをコンバー

トするときは、Singleに設定します。ステレオ・マルチサンプ

ルをコンバートするときは、Doubleに設定してください。

P
Pattern conflicts with events
内　容：バウンス時に、一方のトラックがパターンを含んでおり、も

う一方のトラックの同じ小節にイベントまたはパターンが

含まれているためバウンスできません。

対　策：パターンをオープンしてください。

Pattern exists across destination to-end-of-measure or
source from-measure
内　容：メジャー（小節）を移動させるとき、ディスティネーションの

エンド・メジャーまたはソースのスタート・メジャーにパ

ターンがプットされていて、パターンをオープンしていない

ため、エディットできません。

対　策：パターンをオープンしてください。

Pattern exists in destination or source track
Open pattern ?

内容： エディット時、ディスティネーションまたはソースとして指

定したトラックにパターンがプットされています。パターン

をオープンして実行する場合（パターンのイベントをコピー

して実行します）はOKボタンを、パターンをオープンしない

で実行する場合はCancelボタンを押してください。

Pattern used in song Continue ?
内容： エディット時、指定したパターンがトラックにプットされて

います。実行を続ける場合はOKボタンを、実行しない場合は

Cancelボタンを押してください。

R
Rear sample is empty
内容: SamplingモードSample Editページのページ・メニュー・

コマンド“Link”実行時に、リア・サンプルで設定したサンプ

ルが空です。

対策: リア・サンプルにデータのあるサンプルを設定して実行して

ください。

Root directory is full
内　容：メディアのルート階層にファイルおよびディレクトリを作

成しようとしたとき、そのメディアの ルート・ディレクトリ・

エントリー数を超えてしまいました。

対　策：存在しているファイルまたはディレクトリをデリートする

か、ディレクトリをOpenして1階層入ってから実行してく

ださい。

S
Sample data used in other sample(s) Continue ?
内　容：エディットするサンプルと同じサンプル・データを使ってい

るサンプルがあります。エディットを続行するときは、OKボ

タンを押します。

Sample L and R are identical
内　容：ディスティネーション(セーブ先)のLとRのサンプル・ナン

バーが同じため、エディットを実行できません。

対　策：ディスティネーション(セーブ先)のLとRに異なるサンプ

ル・ナンバーを選択してください。

Sample length is shorter than minimum
内　容：サンプル・データの長さが8sample以下になるようなエ

ディットを実行しようとしました。

対　策：サンプル・データの長さが8sample以上になるようにエ

ディット範囲等を指定してください。
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Sample used in other multisample(s) Continue ?
内　容：エディットするサンプルが他のマルチサンプルでも使用さ

れています。エディットを続行するときは、OKボタンを押し

ます。

Selected banks are the same
内　容: ドラムキット・バンクC/D/User、ユーザー・アルペジオ・パ

ターン・バンクC/Dを含むTRITONの.PCGファイルを

ロードするときに表示されるダイアログで、指定したロード

先バンクが同じバンクを指しています。

対　策: エラー・メッセージのOKボタンを押すと、バンク指定ダイア

ログに戻りますので、ロード先バンクを設定し直してくださ

い。

Selected file/path is not correct
内　容：分割セーブされた.PCGファイルをロード時、同じ名前の

.PCGファイルで分割されていない、または内容の異なる

ファイルをロードしようとしました。

対　策：正しい.PCGファイルをロードしてください。

内　容：複数のメディアに分割セーブされたKSFファイルのロード

時、ロードしようとしたファイルの順番が違っていました。

対　策：正しい順番のKSFファイルをロードしてください。セーブ時

に分割されたKSFファイルの順番はMediaモードのペー

ジ・メニュー・コマンド“Translation”をチェックすると

ファイルの番号が確認できます（1番目のKSFファイルはサ

ンプル名と番号が表示されます）。

Slice point over limit Can't divide
内容: SamplingモードLoop Editのページ・メニュー・コマンド

“Time Slice”、“Time Stretch”のSliceでサンプルを分

割した数が最大数(1000個)を超えてしまうため“Divide”

を実行できません。

対策: 分割する必要のない“Index”を“Link”によって繋げてから

“Divide”を実行してください。

Source file is not 44100Hz or 48000Hz Can't convert
内　容：MediaモードUtilityページ・メニュー・コマンド“Rate

Convert”、またはEdit WAVEページ・メニュー・コマンド

“Rate Convert”実行時に、44.1kHz、48kHz以外の

WAVEファイルを選択しています。

対　策：44.1kHz、48kHz以外のWAVEファイルを変換すること

はできません。

Source is empty
内　容：ソースに指定したトラックやパターンにデータが存在して

いません。

対　策：演奏データの入っているトラックやパターンを指定してく

ださい。

Source sample is empty
内　容：Insert、Mix、Paste実行時に、ソースのサンプルが空です。

対　策：Copyを実行してから、Insert、Mix、Pasteを実行してくだ

さい。

S/P DIF Clock Error !
内　容：Globalモードで“System Clock”をS/P DIFに設定した

ときに、クロックが正しく認識できません。

対　策：外部機器からDigital Outputが正しく出力されているか確

認してください。本機に入力できるサンプリング周波数は

48kHzです。

また、Opticalケーブルに問題がないかチェックしてくださ

い。

T
There is no readable data
内　容：ファイル・サイズが0または、ロードやオープン操作でアク

セスするデータがファイル内に存在していません。または、

データの内容が壊れているなどでロードやアクセスできま

せん。

This file is already loaded
内　容: 分割された.PCGファイルをロード時、すでにロードした

ファイルをロードしようとしました。

対　策: ロードしていない.PCGファイルをロードしてください。

Track is full
内　容: MediaモードMake Audio CDページでトラックをイン

サートしたときに99トラックを越えてしまって、インサー

トできません。

対　策: 必要のないトラックをカットしてからインサートを実行し

てください。

U
Unable to create directory
内　容：階層の上限（フルパスで76文字以内）を超えて、ディレクト

リを作成しようとしました。

Unable to save file
内　容：Mediaモード Utilityのページ・メニュー・コマンド“Copy”

実行時に、コピー先のパスが76を超えてしまいました。

内　容：各モードでファイルのセーブ時に、セーブ先のパスが76を

超えてしまいました。

内　容：MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Copy”

実行時、ファイルの管理情報が管理領域の大きさを超えてし

まいました。

USB Hub Power Exceeded!
USB Hub power exceeded Please disconnect USB device
内　容：各USBデバイスにおける消費電力が、繋がれたハブに対し

て許容量を超えています。この状態ではUSBデバイスが正

常に認識されません。

対　策：セルフパワー対応のUSBハブやデバイス機器は、セルフパ

ワー・モードで利用してください。また、複数のUSBハブを

使用している場合は、別のUSBハブへ繋ぎ変えることで解

決する場合があります。

再接続後、“Scan USB Device”を実行してください。
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W
WAVE file size over limit
内　容：MediaモードのEdit WAVEでのエディットにおいて、使用

できるWAVEファイルの最大長230400000サンプル

（サンプル・レート48kHzで80分）を超えています。

対　策：Edit WAVEでは230400000サンプル（サンプル・レート

48kHzで80分）を超えるWAVEファイルはエディットで

きません。

Y
You can't undo last operation Are you sure ?
内　容：イベント・エディットに入ると、(実際にイベントのエディッ

トを実行せず終了した場合でも) １つ前のエディットのコン

ペアが実行できなくなります。イベント・エディットに入る

場合はOKボタンを、入らない場合はCancelボタンを押し

てください。

You can't undo this operation Are you sure ?
内　容：Sequencerモードでレコーディングやイベント・エディッ

トを終えるとき、アンドゥ(コンペア機能)するための空きメ

モリーが確保できません。直前にレコーディングやエディッ

トしたデータを残すときはOKボタンを、以前のデータに戻

す（直前にレコーディングやエディットしたデータを消す)と

きはCancelボタンを押してください。

内　容：Sequencerモードでのエディット時、アンドゥ(コンペア機

能)するための空きメモリーが確保できません。エディットを

実行する場合はOKボタンを押します（エディット前の状態

には戻せません）。エディットを実行しない場合はCancelボ

タンを押してください。

対　策：アンドゥ(コンペア機能)が実行できる空きメモリを確保する

ために、必要ないソング、トラック、パターン等のデータを消

去してください。実行する前にメディアにデータを保存して

おくことをおすすめします。
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データの互換性
TRITON Extreme は、各種データ・フォーマットにおいて、TRITON

STUDIO、TRITON/TRITON pro/TRITON proX 、及びTRITON-

Rackとのデータ互換性が確保されています。メディアを介してロード/

セーブ、MIDIエクスクルーシブ・データ・ダンプやパラメーター・チェン

ジでのデータ互換が可能です。

また、KARMA Music Workstation（システム・バージョン1.0およ

び2.0）フォーマットとTRITON Leフォーマットの.PCG/.SNGファイ

ルを変換しながらロードすることが可能になります。

ただし以下の場合、注意が必要です。

ここではTRITON/TRITON pro/TRITON proX を総称して

TRITONと表記します。

[1] TRITON Extremeでは有効だが、TRITON STU-
DIO, TRITON-Rack, TRITONでは無効となるパラ
メーター

1-1. Programモードでのマルチサンプルの設定

・ TRITON Extreme→TRITON STUDIO, TRITON-Rack, TRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメー

ター・チェンジ):

これらの機種では、対応するマルチサンプル(EXBバンクに相当す

るバンクのもの)がないため、正しく発音/動作しません。

1-2. GlobalモードP5:Drum Kitでのドラムサンプルの設定

・ TRITON Extreme→TRITON STUDIO, TRITON-Rack,

TRITON(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラ

メーター・チェンジ):

これらの機種では、対応するドラムサンプル(EXBバンクに相当する

バンクのもの)がないため、正しく発音/動作しません。

1-3. Program, Combination, SequencerモードでのVALVE

FORCEのパラメーター

・ TRITON Extreme→TRITON STUDIO, TRITON-Rack, TRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定は、これらの機種では内部データとして保存され

ますが、そのデータは無視されます。その状態を.PCGファイル・

セーブしてTRITON Extremeでロードしたり、MIDIデータ・ダンプ

してTRITON Extremeで受信すると、パラメーター設定は初期化

されます。

・ TRITON Extreme→TRITON STUDIO, TRITON-Rack,

TRITON (MIDIパラメーター・チェンジ):

これらの機種では、VALVE FORCEのMIDIパラメーター・チェン

ジを受信しません。

1-4. Program, Combination, SequencerモードでのREALTIME

CONTROLS [SELECT] Cモードの設定

・ TRITON Extreme→TRITON STUDIO, TRITON (.PCGファイ

ル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

Realtime Controls Cのパラメーター設定はTRITON STUDIO

及びTRITONでは内部データとして保存されますが、そのデータは

無視され、AまたはBで動作します。その状態をTRITON STUDIO

及びTRITONで.PCGファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行

なうと、ロード/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON Extreme ←→ TRITON-Rack (.PCGファイル・ロード/

MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

Cモードとして、動作します。

[2] TRITON Extreme及びTRITON STUDIOでは有
効だが、TRITONでは無効となるパラメーター

2-1. Program, Combination, Sequencerモードでの

アルペジオ・パターンの設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON (.PCGファイ

ル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

TRITONでは対応する"U232(E-C)-U506(User)" のユーザー・

アルペジオ・パターン・ナンバーがないため正しく発音/動作しませ

ん。

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack (.PCGファ

イル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

TRITON-Rackでは対応する"U328(User)-U506(User)" の

ユーザー・アルペジオ・パターン・ナンバーがないため正しく発音/

動作しません。

2-2. TRITON Extreme, TRITON STUDIOのGlobalモード・パラ

メーター

Input (COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, MEDIA)
: S/P DIFの設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack及び
TRITON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):
TRITON-Rack及びTRITONでは、このデータ以外がロードされま

す。

System Clock

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON

(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定は、TRITONでは内部データとして保存されます

が、そのデータは無視されます。その状態をTRITONで.PCGファ

イル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うとロード/MIDIデータ・ダ

ンプ受信時の設定で出力されます。

System Clock “S/P DIF”の設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack (.PCG

ファイル・ロード):

パラメーター設定は、TRITON-Rackではロードされません。

Receive Ext. Realtime Command

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack及び

TRITON (.PCGファイル・ロード):

パラメーター設定は、TRITON-Rack及びTRITONでは内部データ

として保存されますが、そのデータは無視されます。その状態を

TRITON-Rack 及びTRITONで.PCGファイル・セーブを行うと

ロードの設定でセーブされます。

WAVE File Play Level

Auto Optimize RAM

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack及び

TRITON(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定は、TRITON-Rack及びTRITONでは内部データ

として保存されますが、そのデータは無視されます。その状態を

TRITON-Rack 及びTRITONで.PCGファイル・セーブやMIDI

データ・ダンプを行うとロード/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で

出力されます。

・ TRITON-Rack及びTRITON→TRITON Extreme, TRITON

STUDIO(MIDIデータ・ダンプ):

それぞれ“Normal”,“Off”に設定されます。
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Drumsample “0413-0416”の設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON-Rack及びTRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

TRITON-Rack及びTRITONでは、対応するマルチサンプルがな

いため正しく発音/動作しません。

2-3. Combination, Sequencerモード、“Program Select”のバン

クH, I, J, K, L, M, N (EXB-A, B, C, D, E, F, G: TRITON STUDIO)

の設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON

(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

　 TRITONでは対応するプログラム・バンクがないため正しく発音/

動作しません。

2-4. ProgramモードOSC1 Drum Kit “064(H) <E-D: TRITON STU-

DIO>–143(User)”の設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON(.PCGファイ

ル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

TRITONでは対応するドラムキット・ナンバーがないため正しく発

音/動作しません。

2-5. RAMサンプル・パラメーター“+12dB”の設定

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO→TRITON, TRITON-Rack

(.KSFファイルのロード):

TRITONおよびTRITON-Rackでは、対応するサンプル・パラメー

ターがないため、“＋12dB”オンの設定が無効となります。

(2003年 11月現在)

[3] T R I T O N  S T U D I Oでは有効だが、T R I T O N
Extremeでは無効となるパラメーター

3-1. TRITON STUDIOのGlobalモード・パラメーター

Input(COMBI, PROG, SEQ, S.PLAY, DISK): “mLAN”の設定

・ TRITON STUDIO→TRITON Extreme

(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーターの設定はTRITON Extremeでは内部データとして保

存されますが、そのデータは無視されます。その状態をTRITON

Extremeで.PCGファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うと

ロード/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

System Clock: “mLAN”, “Word Clock”の設定

・ TRITON STUDIO→TRITON Extreme (.PCGファイル・ロード):

パラメーター設定は、TRITON Extremeではロードされません。

S/P DIF Sample Rate

・ TRITON STUDIO→TRITON Extreme (.PCGファイル・ロード):

パラメーター設定は、TRITON Extremeではロードされません。

[4] TRITON-Rackでは有効だが、TRITON Extreme,
TRITON STUDIO及びTRITONでは無効となる
パラメーター

4-1. ProgramモードAudition Riff, Transposeの設定

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及び

TRITON(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラ

メーター・チェンジ):

パラメーター設定はTRITON Extreme、TRITON STUDIO及び

TRITONでは内部データとして保存されますが、そのデータは無視

されます。その状態をTRITON Extreme、TRITON STUDIO及

びTRITONで.PCGファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うと

ロード/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

それぞれ“Off”、“+00”に設定されます。

4-2. Program, Combination, Multiモード、REALTIME CON-

TROLS [SELECT] Cモードの設定

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメー

ター・チェンジ):

パラメーターのCの設定はTRITON Extreme 、TRITON STU-

DIO及びTRITONでは内部データとして保存されますが、そのデー

タは無視され、AまたはBで動作します。その状態をTRITON

Extreme、TRITON STUDIO及びTRITONで.PCGファイル・

セーブやMIDIデータ・ダンプを行うとロード/MIDIデータ・ダンプ受

信時の設定で出力されます。

4-3. Combination, Multiモード、“Program Select”の

バンクEXB-A, B, C, D, E, F, G, Hの設定

・ TRITON-Rack→TRITON(.PCG/.SNGファイル・ロード/MIDI

データ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジ):

　TRITONでは対応するプログラム・バンクがないため正しく発音/動

作しません。

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO(.PCG/

.SNGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェ

ンジ):

TRITON Extreme、TRITON STUDIOではプログラム・バンクH

が対応しないため正しく発音/動作しません。
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[Note for 1-1. 1-2. 2-1. 2-3. 2-4. 4-3]

TRITON Extreme、TRITON STUDIO、TRITON、TRITON-RackのProgram、Combination、Drum Kit、Arpeggio Pattern のバンク/ナ

ンバーの構成を以下に示します。それぞれの機種で対応するバンク/ナンバーが無い各種データを取り込むと、正しく発音/動作しません。TRITON

Extreme、TRITON STUDIO、TRITON、TRITON-Rack間のファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ/MIDIパラメーター・チェンジには注意が必要

です。

TRITON Extreme TRITON STUDIO TRITON-Rack TRITON

Combination Combination Combination Combination

A INT-A INT-A A

B INT-B INT-B B

C INT-C INT-C C

D INT-D INT-D D

E INT-E INT-E -

H EXT-A EXT-A -

I EXT-B EXT-B -

J EXT-C EXT-C -

K EXT-D EXT-D -

L EXT-E EXT-E -

M EXT-F EXT-F -

N EXT-G EXT-G -

- - EXT-H -

Drum Kit Drum Kit Drum Kit Drum Kit

000-015(A/B) 000-015(I-A/B) 000-015(I-A/B) 00-15(A/B)

016-031(H) 016-031(E-A) 016-031(E-A) 16-31(C)

032-047(I) 032-047(E-B) 032-047(E-B) 32-47(D)

048-063(J) 048-063(E-C) 048-063(E-C) 48-63(User)

064-079(K) 064-079(E-D) 064-079(E-D) -

080-095(L) 080-095(E-E) 080-095(E-E) -

096-111(M) 096-111(E-F) 096-111(E-F) -

112-127(N) 112-127(E-G) 112-127(E-G) -

128-143(User) 128-143(User) 128-143(E-H) -

144-152(GM) 144-152(GM) 144-152(GM) 64-72(GM)

Arpeggio Pattern Arpeggio Pattern Arpeggio Pattern Arpeggio Pattern

P000-004(Preset) P000-004(Preset) P000-004(Preset) P000-004(Preset)

U000-199(A/B) U000-199(I-A/B) U000-199(I-A/B) U000-199(A/B)

U200-215(H) U200-215(E-A) U200-215(E-A) U200-215(C)

U216-231(I) U216-231(E-B) U216-231(E-B) U216-231(D)

U232-247(J) U232-247(E-C) U232-247(E-C) -

U248-263(K) U248-263(E-D) U248-263(E-D) -

U264-279(L) U264-279(E-E) U264-279(E-E) -

U280-295(M) U280-295(E-F) U280-295(E-F) -

U296-311(N) U296-311(E-G) U296-311(E-G) -

U312-506(User) U312-506(User) U312-327(E-H) -

TRITON Extreme TRITON STUDIO TRITON-Rack TRITON

multisample multisample multisample multisample

ROM: 000-424 ROM: 000-424 ROM: 000-424 ROM: 000-424

RAM: 000-999 RAM: 000-999 RAM: 000-999 RAM: 000-999

Piano: 000-003 Piano: 000-003 - -

New1: 000-007 - - -

New2: 000-048 - - -

Best: 000-046 - - -

OrchS: 000-112 - - -

OrchB: 000-079 - - -

Vint: 000-157 - - -

Synth: 000-077 - - -

- EXB*: 000- (x7) EXB*: 000- (x8) EXB*: 000- (x2)

drumsample drumsample drumsample drumsample

ROM: 000-416 ROM: 000-416 ROM: 000-412 ROM: 000-412

RAM: 000-3999 RAM: 000-3999 RAM: 000-3999 RAM: 000-3999

Best: 0000-0389 - - -

OrchS: 0000-0036 - - -

OrchB: 0000-0034 - - -

Vint: 0000-0055 - - -

Synth: 0000-0239 - - -

- EXB*: 000- (x7) EXB*: 000- (x8) EXB*: 000- (x2)

Program Program Program Program

A INT-A INT-A A

B INT-B INT-B B

C INT-C INT-C C

D INT-D INT-D D

E INT-E INT-E E

F INT-F INT-F F

G, g(1)...g(d) G, g(1)...g(d) G, g(1)...g(d) G, g(1)...g(d)

H EXT-A EXT-A -

I EXT-B EXT-B -

J EXT-C EXT-C -

K EXT-D EXT-D -

L EXT-E EXT-E -

M EXT-F EXT-F -

N EXT-G EXT-G -

- - EXT-H -
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[5] TRITON Extreme, TRITON STUDIO及び
TRITONでは有効だが、TRITON-Rackでは無効
となるパラメーター

5-1. TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITONのGlobal

モード・パラメーター

Beep

Foot Switch Assign

Foot Pedal Assign

Damper Polarity

Foot Switch Polarity

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定はTRITON-Rackでは内部データとして保存さ

れますが、そのデータは無視されます。その状態をTRITON-Rack

で.PCGファイル・セーブやMIDI データ・ダンプを行うとロード/

MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

それぞれの初期値に設定されます。

Convert Position

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack(.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーターのPreMIDI またはPostMIDI の設定はTRITON-

Rackでは内部データとして保存されますが、そのデータは無視さ

れ、PostMIDIで動作します。その状態をTRITON-Rackで.PCG

ファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うとロード/MIDI デー

タ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRI-

TON (.PCGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

　“PostMIDI”に設定されます。

5-2. TRITONのCombination, Sequencerモード、MIDI Filter

“Enable Foot Pedal/Switch”パラメーター

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack (.PCG/.SNGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定はTRITON-Rackでは内部データとして保存さ

れますが、そのデータは無視されます。その状態をTRITON-Rack

で.PCG/.SNGファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うとロー

ド/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRI-

TON (.PCG/.SNGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

“On”に設定されます。

5-3. TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITONのSe-

quencerモード・パラメーター/データ

TRITON Extreme、TRITON STUDIO及びTRITONのSe-

quencerモードのMIDIデータは、.PCGファイル・ロード/MIDIデー

タ・ダンプにより、TRITON-RackのMultiモード・データとしてデー

タ互換が可能です。ただし以下の場合、注意が必要です。

Meter

Tempo Mode

Track1-16 PLAY/MUTE

Track Play Loop

Track Play Loop Start Measure

Track Play Loop End Measure

Play Intro

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack(.SNGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

パラメーター設定はTRITON-Rackでは内部データとして保存さ

れますが、そのデータは無視されます。その状態をTRITON-Rack

で.SNGファイル・セーブやMIDI データ・ダンプを行うとロード/

MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON-Rack→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRI-

TON (.SNGファイル・ロード/MIDIデータ・ダンプ):

それぞれの初期値に設定されます。

Cue Listデータ(キュー・リストの設定データ)

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack (.SNGファイル・ロード):

ロードされません。

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack (MIDIデータ・ダンプ):

TRITON-RackではMultiモードの内部データとして保存されます

が、そのデータは無視されます。その状態をTRITON-Rack で

MIDIデータ・ダンプを行うとMIDIデータ・ダンプ受信時設定で出力

されます。

Trackデータ(ソングのMIDIトラックのイベント)

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack(.SNGファイル・ロード):

Load track events?( ☞「Load selected 15, 16」)にチェッ

クするとロードされます。TRITON-RackではMultiモードの内部

データとして保存されますが、Multiモードでは使用できません。そ

の状態をTRITON-Rackで.SNGファイル・セーブを行うと出力さ

れます。

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON→TRITON-

Rack(MIDIデータ・ダンプ):

TRITON-RackではMultiモードの内部データとして保存されます

が、Multiモードでは使用できません。その状態をTRITON-Rack

でMIDIデータ・ダンプを行うと出力されます。

[6] TRITONでは有効だが、TRITON Extreme,
TRITON STUDIO, TRITON-Rackでは無効とな
るパラメーター

6-1. TRITONのGlobalモード・パラメーター

PC I/F Baud Rate

・ TRITON→TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON-

Rack(.PCGファイル・ロード):

パラメーター設定はTRITON Extreme、TRITON STUDIO及び

TRITON-Rackでは内部データとして保存されますが、そのデータ

は無視されます。その状態をTRITON STUDIO及びTRITON-

Rackで.PCGファイル・セーブやMIDIデータ・ダンプを行うとロー

ド/MIDIデータ・ダンプ受信時の設定で出力されます。

・ TRITON Extreme, TRITON STUDIO及びTRITON-Rack

→TRITON

(.PCGファイル・ロード):

それぞれの初期値に設定されます。
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[7] TRITON Extreme, TRITON STUDIO, TRITON,
TRITON-Rack間のMIDIデータ・ダンプ受信

TRITON Extreme 、TRITON STUDIO、TRITON、TRITON-

Rack間のMIDIデータ・ダンプ受信の制限を以下に示します。

TRITON Extreme, TRITON STUDIO, TRITON-Rack, TRITON間でのＭＩＤＩデータ・ダンプ受信の制限表

                   受信側
データ・ダンプの種類 送信側 TRITON Extreme TRITON STUDIO TRITON TRITON-Rack

Dump Program TRITON ○ ○ ○ ×

[All Banks] TRITON STUDIO ○ ○ × ×

TRITON Extreme ○ ○ × ×

Dump Program TRITON ○ ○ ○ ○

[1Bank] TRITON STUDIO ○ ○ △ (EXT-A～EXT-Gは×) ○

TRITON-Rack △ (EXT-Hは×) △ (EXT-Hは×) △ (EXT-A～EXT-Hは×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (H～Nは×) ○

Dump Program TRITON ○ ○ ○ ○

[1Program] TRITON STUDIO ○ ○ △ (EXT-A～EXT-Gは×) ○

TRITON-Rack △ (EXT-Hは×) △ (EXT-Hは×) △ (EXT-A～EXT-Hは×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (H～Nは×) ○

Dump Combination TRITON ○ ○ ○ ×

[All Banks] TRITON STUDIO ○ ○ × ×

TRITON Extreme ○ ○ △ (H～Nは×) ×

Dump Combination TRITON ○ ○ ○ ×

[1Bank] TRITON STUDIO ○ ○ △ (EXT-A～EXT-Gは×) ○

TRITON-Rack △ (EXT-Hは×) △ (EXT-Hは×) △ (EXT-A～EXT-Hは×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (H～Nは×) ○

Dump Combination TRITON ○ ○ ○ ○

[1Combination] TRITON STUDIO ○ ○ △ (EXT-A～EXT-Gは×) ○

TRITON-Rack △ (EXT-Hは×) △ (EXT-Hは×) △ (EXT-A～EXT-Hは×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (H～Nは×) ○

Dump Drum Kit TRITON ○ ○ ○ ○

[All Kits] TRITON STUDIO ○ ○ × ○

TRITON-Rack ○ ○ × ○

TRITON Extreme ○ ○ × ○

Dump Drum Kit TRITON ○ ○ ○ ○

[1Kit] TRITON STUDIO ○ ○ △ (Kit064～143は×) ○

TRITON-Rack ○ ○ △ (Kit064～143は×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (Kit064～143は×) ○

Dump Arpeggio Pattern TRITON ○ ○ ○ ○

[All Patterns] TRITON STUDIO ○ ○ × ×

TRITON-Rack ○ ○ × ×

TRITON Extreme ○ ○ × ×

Dump Arpeggio Pattern TRITON ○ ○ ○ ○

[1Pattern] TRITON STUDIO ○ ○ △ (Pat232～506は×) △ (Pat328～506は×)

TRITON-Rack ○ ○ △ (Pat232～327は×) ○

TRITON Extreme ○ ○ △ (Pat232～506は×) △ (Pat232～506は×)

Dump Global Setting TRITON ○ ○ ○ ○

TRITON STUDIO ○ ○ × ×

TRITON-Rack ○ ○ ○ ○

TRITON Extreme ○ ○ × ×

Dump Sequencer TRITON ○ ○ ○ ○

TRITON STUDIO ○ ○ ○ ○

(TRITON-Rack=Dump Multi) TRITON-Rack ○ ○ ○ ○

TRITON Extreme ○ ○ ○ ○

Dump All TRITON ○ ○ ○ ×

TRITON STUDIO ○ ○ × ×

TRITON Extreme ○ ○ × ×
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[8] その他の機種とのデータ互換
本機は、KARMA Music Workstation（システム・バージョン1.0お

よび2.0）フォーマットとTRITON Leフォーマットの.PCG/.SNGファ

イルを変換しながらロードすることが可能です。ただし、以下の制限お

よび注意事項があります。

コンビネーション、プログラムのカテゴリーが不適切になる場合が

あります。

KARMA Music Workstation の.MID、.EXLファイルとTRI-

TON Leの.KSC、.KMP、.KSF、.MID、.EXL、.AIF、.WAVファイ

ルは、完全なデータの互換性が確保されています。外部メディアを

介してのロード/セーブが可能です。

また、KARMA Music Workstationシステム・バージョン2.0で

セーブされた.KGEファイルは、未定義DOSファイルとして認識し

ます。

8-1. KARMA Music Workstationでは有効、TRITON Extremeで

は無効となるパラメーター

KARMA機能

本機では、KARMA機能を搭載していないため、KARMA Music

Workstationの.PCGファイルおよび.SNGファイルをロードした

場合、プログラム、コンビネーション、各ソングに含まれるKARMA機

能のパラメーターはロードされません。また、ロード後の各アルペジ

エーター関連のパラメーターは初期値に設定されます。

Globalモードのパラメーター

・ KARMA Music Workstationシステム・バージョン2.0での“S/

S Out P/C”の設定は、内部データとして保存されますが、そのデー

タは無視されます。

・ KARMA Music Workstation システム・バージョン2.0での

“MIDI Clock ”Autoの設定は、External MIDI に設定されます。

・“Foot Switch Assign”のKARMA Latch On/Off、KARMA

RTC Knob 1 ... KARMA Chord Trigger 4（KARMAシステ

ム・バージョン2.0のみ）の設定は、Offに設定されます。

・“Foot Pedal Assign”のKARMA RTC Knob 1 ... KARMA

RTC Knob 8（KARMAシステム・バージョン2.0のみ）の設定は、

Offに設定されます。

・“Auto KARMA Program ”の設定は、“Auto Arpeggiator

Program”のパラメーターとして使用されます。

・“Auto KARMA Combi ”の設定は、“Auto Arpeggiator

Combination”のパラメーターとして使用されます

・ Audio Inputの各パラメーターは、ロード前の設定が保持されます。

Sequencerモードのパラメーター

・ KARMA システム・バージョン2.0の“Tone Adjust”の設定は正

常にロードされます。また、KARMAシステム・バージョン1.0のファ

イルを読み込んだ場合は、初期値に設定されます。

8-2. TRITON Leでは有効、TRITON Extremeでは無効となるパラ

メーター

インサート・エフェクト (IFX)

Combination、Program、Sequencer各モードのインサート・エ

フェクト（IFX）のパラメーターは、IFX1のパラメーターとしてロー

ドされます。

IFX2 ... IFX5のパラメーターは初期値に設定されます。

ドラムキット

00-15（INT）のドラムキットは00-15（A/B）に、16-23（User）

のドラムキットは16-23（H）にそれぞれロードされます。

アルペジオ・パターン

U000-199（INT）のアルペジオ・パターンはU000-199（A/B）

に、U200-215（User）のアルペジオ・パターンはU200-215

（H）にそれぞれロードされます。

ProgramモードAudition Riff, Transposeの設定

本機はAudition Riff機能がないため、パラメーターは内部データ

として保存されますが、そのデータは無視されます。

Sequencerモードのパラメーター

“Tone Adjust”の各パラメーターは初期値に設定されます。
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Mediaモード資料

対応チャンクについて

ロード時

AIFFファイル
本機がロード時に参照するチャンクは、コモン・チャンク(Common

Chunk), サウンド・データ・チャンク(Sound Data Chunk), マーカー・

チャンク(Marker Chunk), インストゥルメント・チャンク(Instrument

Chunk)の4個で、これ以外のチャンクは無視します。

以下に、それぞれのチャンク内パラメーターの制限事項に関して示しま

す。

Common Chunk
チャンネル数は1(モノ)あるいは2(ステレオ)のみに対応します。

サンプル・サイズは1～16ビットに対応します。8ビット以下の場合、下

位側8ビットを常に0とした16ビット・データとしてロードします。

Sound Data Chunk
オフセット, ブロックサイズは無視します(Block-Aligning Sound

Dataには対応しない)。

Marker Chunk
マーカー数は8個までに対応します。9番目以降のマーカーは無視し

ます。

Instrument Chunk
ループ・プレイ・モードがForwardBackwordLoopingの場合、

ForwardLoopingとして扱います。

baseNote, detune, lowNote, highNote, lowVelocity,

highVelocity, gain, releaseLoopは無視します。

WAVEファイル
本機は、ロード時にフォーマット・チャンク(Format Chunk)、サンプル・

チャンク(Sample Chunk)、およびウェーブ・データ(Wave Data)を

参照します。以下に制限事項に関して述べます。

Format Chunk
フォーマット・カテゴリは標準PCMフォーマットのみに対応します。

チャンネル数は1(モノ)あるいは2(ステレオ)に対応します。

サンプル・サイズは1～16ビットに対応します。8ビット以下の場合、下

位側8ビットを常に0とした16ビット・データとしてロードします。

Sample Chunk
ループ情報のみを参照します。ループ情報が複数存在する場合は、ルー

プ再生回数(PlayCount)が最大であるループを採用します。タイプ

(Type)がAlternatingやBackwordの場合もForward Loopとして

扱います。

Wave Data
ウェーブ・リスト・チャンクには対応していません。

エクスポート時

AIFFファイル
本機は、エクスポート時にコモン・チャンク(Common Chunk), サウン

ド・データ・チャンク(Sound Data Chunk), マーカー・チャンク

(MarkerChunk), およびインストゥルメント・チャンク(Instrument

Chunk)を使用します。

以下に、それぞれのチャンク内パラメーターの制限事項に関して示しま

す。

Common Chunk
チャンネル数は1(モノ)に固定です。

サンプル・サイズは16ビットに固定です。

Marker Chunk
2つのマーカーを、それぞれループ・スタート・アドレス, エンド・アドレ

スとして使用します。

Instrument Chunk
ループ・プレイ・モードはForwardLoopingに固定です。

マルチサンプルが持っているZone情報はエクスポートされません。

WAVEファイル
本機は、エクスポート時及びサンプリング時にフォーマット・チャンク

(Format Chunk), サンプル・チャンク(Sample Chunk),およびウェー

ブ・データ(WaveData)を使用します。以下に制限事項に関して述べま

す。

Format Chunk
フォーマット・カテゴリは標準PCMフォーマットに固定です。

チャンネル数は、サンプリング時、1(モノ)または2(ステレオ)で、エクス

ポート時、1(モノ)に固定です。

サンプル・サイズは16ビットに固定です。

Sample Chunk
タイプ(Type)はForward Loopに固定です。

マルチサンプルが持っているZone情報はエクスポートされません。
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コルグ・フォーマットのファイルについて

コルグ・フォーマットのファイル構成
マルチサンプル用の.KMPファイル, サンプル用の.KSFファイル, お

よび、これらをまとめて扱うための.KSCファイルから成ります。.KMP/

.KSFファイルはAIFFフォーマットにならい、チャンクにより構成しま

す。

コルグ・フォーマットのファイル構成 

PCMGROUP.KSC

PIANO.KMP

RHODES.KMP

SNARE_00.KSF

PIANO.KMP
Ac. Piano

4

PI0000.KSF

PI0001.KSF

PI0002.KSF

PI0003.KSF

マルチサンプル・ 
パラメーター 

リラティブ・パラメーター 
（×サンプル数） 

PI0000.KSF

サンプル・ 
データ 

PI0002.KSF

PI0003.KSF

PI0003.KSF

SNARE_00.KSF

サンプル・ 
パラメーター 

サンプル・ 
パラメーター 

サンプル・ 
データ 

サンプル・ 
パラメーター 

サンプル・ 
データ 

サンプル 
 パラメーター 

以下、コメントがない場合はすべてBig Endianとします。

● 本機でセーブしたコルグ・フォーマットのファイルをTrinityで

ロードする場合、

○ ゾーンごとのパラメーターのうち、以下のパラメーターを無視

します(カッコ内はパラメーターが含まれているチャンク)。

フィルター・カットオフ (RLP1チャンク)

トランスポーズ (RLP2チャンク)

レゾナンス (RLP2チャンク)

アタック (RLP2チャンク)

ディケイ (RLP2チャンク)

○ サンプルごとのパラメーターのうち、リバース再生、ループ・オ

フの設定(SMD1チャンク, 属性パラメーターに含まれている)

が無視され、それぞれフォワード再生、ループオンとして扱われ

ます。また、サンプリング周波数はTrinityで対応している12

種類の周波数のみが正しくロードされ、対応していない周波数

の場合、切り下げにより最も近い周波数が選択されます。

○ 分割サンプルファイルはロードできません。

● Trinityでセーブしたコルグフォーマットのファイルを本機でロー

ドする場合、

○ 圧縮サンプルファイルはロードできません。

○ Trinity内蔵サンプルを使用したマルチサンプルには同一番号

のRAMサンプルがアサインされます。

KMP(Korg Multisample Parameter)ファイル
以下のチャンクで構成されます。

● マルチサンプル・パラメーター・チャンク

チャンクID('MSP1') [ 4バイト]

チャンク・サイズ(18固定) [ 4バイト]

マルチサンプル名 [16バイト]

マルチサンプルを構成するサンプル数 [ 1バイト]

属性 [ 1バイト]

・属性

マルチサンプル・パラメーター属性 

MSB LSB

1: Not Use 2nd Start   0: Use It
NC(0)

● リラティブ・パラメーター・チャンク1

チャンクID('RLP1') [ 4バイト]

チャンク・サイズ(18×マルチサンプルを構成するサンプル数)

[ 4バイト]

オリジナル・キー [ 1バイト]

　MSB　1: Non Transpose　0: Transpose

　bit6～0　オリジナル・キー

トップ・キー(0～127) [ 1バイト]

チューン(－99～＋99セント) [ 1バイト]

レベル(－99～＋99) [ 1バイト]

パン(0～127　現在未使用) [ 1バイト]

フィルター・カットオフ(－99～＋99) [ 1バイト]

KSFファイル名(ピリオド及び拡張子も含む)

[12バイト]×マルチサンプルを構成するサンプル数

.KSFファイル名が“SKIPPEDSAMPL”の場合、ロード時にスキップ

されたサンプルとして扱います。

.KSFファイル名が“INTERNALnnnn”の場合、内蔵サンプルを使用し

ます。

● リラティブ・パラメーター・チャンク２

チャンクID('RLP2') [4バイト]

チャンク・サイズ(4) [4バイト]

トランスポーズ(－64～＋63) [1バイト]

レゾナンス(－99～＋99) [1バイト]

アタック(－99～＋99) [1バイト]

ディケイ(－99～＋99) [1バイト]

● マルチサンプル・ナンバー・チャンク

チャンクID('MNO1') [4バイト]

チャンク・サイズ(4) [4バイト]

マルチサンプル・ナンバー(0～) [4バイト]

KSF (Korg Sample File)ファイル
本ファイルの構成には4種類あります。1つはサンプル・パラメーター・

チャンク, サンプル・データ・チャンク, サンプル・ナンバー・チャンクで

構成されたもの(SMP1＋SMD1＋SNO1)、もう1つはサンプル・パ

ラメーター・チャンク, サンプル・データ・チャンク, サンプル・ファイル

名チャンク, サンプル・ナンバー・チャンク(SMP1＋SMD1＋SMF1

＋SNO1)で構成されたものです。後者は、サンプル・データ・チャンク

のサンプル・データが空の場合の構成で、サンプル・ファイル名チャンク

で指定された.KSFファイルのサンプル・データを使用します(サンプル

データの共有)。

また、メディアへのセーブで、1つのメディアに収まりきらない場合、ファ

イルを自動的に分割してセーブを進めることが可能です。

この方法により作成された.KSFファイルは、1つめのファイルがサンプ

ル・パラメーター・チャンク, サンプル・ナンバー・チャンク, 分割サンプ

ル・パラメーター・チャンク, 分割サンプル・データ・チャンク(SMP1+

SNO1+SPD1+SDD1)で構成され、2つめ以降のファイルが分割サ

ンプル・データ・チャンク(SDD1)で構成されます。
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● サンプル・パラメーター・チャンク

チャンクID('SMP1') [ 4バイト]

チャンク・サイズ(32) [ 4バイト]

サンプル名 [16バイト]

デフォルト・バンク(0～3) [ 1バイト]

スタート・アドレス [ 3バイト]

2ndスタート・アドレス [ 4バイト]

ループ・スタート・アドレス [ 4バイト]

ループ・エンド・アドレス [ 4バイト]

● サンプル・データ・チャンク

チャンクID('SMD1') [ 4バイト]

チャンク・サイズ(12＋サンプル・データバイト数) [ 4バイト]

サンプリング周波数 [ 4バイト]

本機が対応している周波数は、48000/47619/44100/

32000/31746/31250/29400/24000/23810/

22254/22050/21333/21164/20833/19600/

16000/15873/15625/14836/14700/14222/

14109/13889/13067/12000/11905/11127/

11025/10667/10582/10417/9891/9800/9481/

9406/9259/8711/8000/7937/7813/7418/7350/

7111/7055/6945/6534/6000/5953/5564/5513/

5333/5291/5208/4945/4900/4741/4703/4630/

4356/4000/3968/3906/3709/3675/3556/3527/

3472/3267/3000/2976/2782/2756/2667/2646/

2604/2473/2450/2370/2352/2315/2178/2000/

1984/1855/1838(Hz)です。

属性 [ 1バイト]

ループ・チューン(－99～＋99セント) [ 1バイト]

チャンネル数(1) [ 1バイト]

サンプル・サイズ(8/16) [ 1バイト]

サンプル数 [ 4バイト]

サンプル・データ 可変長

・属性

サンプル・パラメーター属性 

MSB LSB

1: Not Use 2nd Start   0: Use It 
1: Reverse　0: Forward
1: Loop Off　0: Loop On

圧縮 ID
1: ＋12dB再生　0: 0dB再生 *

1: 圧縮データ　0: 非圧縮データ 

 * 本bit は非圧縮データ時には再生ゲインを 
 決めるスイッチとして扱われます。 
 圧縮データ時には圧縮IDとして扱われます。 

● サンプル・ナンバー・チャンク

チャンクID('SNO1') [4バイト]

チャンク・サイズ(4) [4バイト]

サンプル・ナンバー(0～) [4バイト]

● サンプル・ファイル名チャンク

チャンクID('SMF1') [ 4バイト]

チャンク・サイズ(12) [ 4バイト]

KSFファイル名 [12バイト]

.KSFファイル名が“SKIPPEDSAMPL”の場合、ロード時にスキッ

プされたサンプルとして扱います。

.KSFファイル名が“INTERNALnnnn”の場合、内蔵サンプルを使

用します。

● 分割サンプル・パラメーター・チャンク

チャンクID('SPD1') [4バイト]

チャンク・サイズ(12) [4バイト]

以下、サンプル・サイズまではSMD1チャンク内のものと同等

サンプリング周波数 [4バイト]

属性 [1バイト]

ループ・チューン [1バイト]

チャンネル数 [1バイト]

サンプル・サイズ [1バイト]

サンプル数 [4バイト]

分割されている全ファイルの総サンプル数

● 分割サンプル・データ・チャンク

チャンクID('SDD1') [4バイト]

KSC(Korg SCript)ファイル
本ファイルは、かたまりとして扱いたい.KMP/.KSFファイル名を羅列

したテキスト・ファイルです。

#で始まる行は、コメント行とみなし無視します。

ファイルの1行目は必ず「#KORG Script Version 1.0」で始め、以

下、コメント行以外はファイル名のみの記述とします。拡張子KMP/

KSFのファイルのみが処理の対象となります。

ファイル名の規則について
“Save All”, “Save All Multisamples”での.KMPファイル名

KMPファイル名の規則 

マルチサンプル・ナンバー 
本体メモリー上の最初のマルチサンプルを 
000とする。 

マルチサンプル名の最初の5文字 

本体から“Save All”, “Save All Multisamples”, “Save One

Multisample”を行なう際、マルチサンプルで使用する(.KMPファイ

ル)個々の.KSFファイルには以下の規則により自動的にファイル名を付

けます。

KSFファイル名の規則（マルチサンプルで使用するサンプル） 

サンプル・ナンバー 
マルチサンプル内の最初のサンプルを000とする。 

マルチサンプル・ナンバー 
本体メモリー上の最初のマルチサンプルを000とする。 

同様に、本体から“Save All”, “Save All Samples”を行なう際、個々

の.KSFファイルには以下の規則により自動的にファイル名を付けま

す。

KSFファイル名の規則（サンプル） 

サンプル・ナンバー 
本体メモリー上の最初のサンプルを0000とする。 

サンプル名の 
最初の4文字 
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AKAI Programファイルについて
AKAIフォーマットにはキー・グループという概念があり、1つのキー・

ゾーンに対し、最大4個までサンプルをアサインすることができ、その

4個をベロシティによりスイッチ、クロスフェードする機能があります。ま

た、キー・ゾーンをクロスフェードすることも可能です。

本機でAKAI Programファイルを“Advanced Conversion Load”

にチェックしないでロードすると、1つのキー・ゾーンに1つのサンプル

が対応しているため、最大4個のマルチサンプルを使い、各キー・グ

ループのベロシティの順にキー・マップを組んで行きます。また、キー・

ゾーンでクロスフェードにはなりません。

例:AKAIフォーマットのProgramファイル“TESTPROGRAM”は4

個のキー・グループで構成され、各キー・グループは最大3個のベロ

シティ・ゾーンで構成されています。またキー・グループ1と2は

ロー・レンジが一致したレイヤーになっています。これを本機へロー

ドすると、ベロシティ・ゾーンごとにまとめられた3個のマルチサンプ

ルができ、各マルチサンプル名の最後に1、2、3が付加されます。こ

のときのトップ・キーは右隣にアサインされたサンプルのボトム・

キーによって決定され、ボトム・キーが一致している場合(図のキー・

グループ1と2)には、キー・グループ・ナンバーの大きい方が採用さ

れます。

TESTPROGRAM
Program file

TESTPROGRAM 1

Multisample

TESTPROGRAM 2

TESTPROGRAM 3

Key Group 1     Zone 1
Key Group 1     Zone 2

Key Group 2     Zone 1
Key Group 2     Zone 2

Key Group 3     Zone 1
Key Group 3     Zone 2
Key Group 3     Zone 3

Key Group 4     Zone 1
Key Group 4     Zone 2

Key Group 3     Zone 3

Key Group 2     Zone 1 Key Group 3     Zone 1 Key Group 4     Zone 1

Key Group 2     Zone 2 Key Group 3     Zone 2 Key Group 4     Zone 2

“Advanced Conversion Load”をチェックしてロードすると、

Programファイルのキーグループ、キーグループ・ゾーン、オシレー

ター、ピッチ、フィルター、アンプ/パン、LFO、EG等のパラメーターを

TRITON Extremeのプログラムへまたはプログラムとコンビネーショ

ンへコンバートしてロードします。

マルチサンプル、サンプルも同時にコンバート・ロードされます。

ロード方法は、p.184を参照してください。
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オプション・ボード/メモリー/
カレンダー機能用バッテリー

取り付け作業の前に、必ずこの内容を
よくお読みください

安全上のご注意

 警告
●オプション類を取り付ける前に、取り付ける機器の電源
プラグと、周辺機器との接続コードを必ず抜く。
感電や機器の破損の原因になります。

●オプション類の取り付け、修理、部品の交換などで、取
扱説明書に記載されている以外のことは絶対にしな
い。

●オプション類の基板上の電子部品やコネクタには無理
な力を加えたり、分解したりしない。
感電、火災、故障の原因になります。

 注意
●オプション類に触れる前に、取り付ける機器の金属部
に触れ、静電気を取り除く。
故障の原因になります。

●オプション類や取り付ける機器の金具等に注意して作
業する。
けがをする恐れがあります。

●電池は指定したものと交換する。
正しい電池を使用しないと破裂する恐れがあります。

●基板の金属が露出している部分や、取り付けに必要の
ない部分には絶対に触れない。
けが、感電、故障の原因になります。

●オプション類を扱うときは、基板裏側のリード(電子部
品の足部)に触れない。
けがをする恐れがあります。

●オプション類や取り付ける機器を液体でぬらしたり、異
物をのせたりしない。
故障の原因になります。

●取り付ける機器の中にネジなどを落とさない。
故障の原因になります。

誤った使用や改造による故障、破損の保証はいたしません。

また、データの消失、破損による損害についても、当社は一

切の責任を負いかねますのでご了承ください。

オプション・ボード/メモリー取り付け
時の注意
・静電気を発生させないように、取り付け作業をする前に本体の

塗装面以外の金属部分に触れたり、アースがとれている機器の

アース線に触れるなどして、体の静電気を逃がしておいてくださ

い。製品内部やオプション・ボード/メモリーの部品に影響をおよ

ぼすことがあります。

・各取り付け手順に従い、部品や、部品の向きを間違えないように

正しく取り付けてください。

・オプション・ボード/メモリーの取り扱いには十分に注意してくだ

さい。ボードを落としたり、強く押さえるなどの衝撃を与えると

製品の故障や破壊の原因になることがあります。

・基板の金属が露出している部分や、取り付けに必要のない部分

には触れないようにしてください。

・はずしたネジ(とワッシャー)は、なくさないようにしてください。

・オプション・ボード/メモリーおよび本体に取り付けられているネ

ジ以外は使用しないでください。形や長さの違うネジを使用す

ると、製品の故障や破損の原因になることがあります。

・取り付けたネジは、確実に締めて固定してください。

・オプション・ボード/メモリーは確実にコネクターやスロットに取

り付けてください。取り付け後も、必ず正しく取り付けられてい

ることを確認してください。取り付けが不十分だと、接触不良や

電源がショートをおこすなどの故障原因になることがあります。

・取り付けまたは取り外し時に、部品やオプション・ボード/メモ

リーなどを本体内部へ落とさないようにしてください。

落としたネジや部品が取れない場合は最寄りのコルグ営業所、

またはサービス・センターまでお問い合わせください。

カレンダー機能用バッテリー取り付け
時の注意
・静電気を発生させないように、取り付け作業をする前に本体の

塗装面以外の金属部分に触れたり、アースがとれている機器の

アース線に触れるなどして、体の静電気を逃がしておいてくださ

い。製品内部に影響をおよぼすことがあります。

・取り付け手順に従い、電池の向きを間違えないように正しく取り

付けてください。

・基板の金属が露出している部分や、取り付けに必要のない部分

には触れないようにしてください。

・はずしたネジ(とワッシャー)はすべて使用しますので、なくさない

ようにしてください。

・本体に取り付けられているネジ以外は使用しないでください。

形や長さの違うネジを使用すると、製品の故障や破損の原因に

なることがあります。

・取り付けたネジは、確実に締めて固定してください。

・電池を取り付けるときは、必要以上の力を加えないでください。

強く押すなどの過剰な力を加えると、製品の故障や破壊の原因

になることがあります。

・電池は確実にバッテリー・ホルダーに取り付けてください。取り

付け後も、必ず正しく取り付けられていることを確認してくださ

い。

・取り付けまたは取り外し時に、電池を本体内部へ落とさないよう

にしてください。

落とした電池が取れない場合は最寄りのコルグ営業所、または

サービス・センターまでお問い合わせください。
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オプション・ボード/メモリー/カレン
ダー機能用バッテリーについて
本機は、オプション・ボードやメモリーを取り付けることにより、機能を拡

張することができます。次の2種類の拡張が行えます。

● EXB-MOSS (DSPシンセサイザー・ボード )
スタンダード, リング・モジュレーション, VPM, レゾナンス, オルガン・

モデル, エレクトリック・ピアノ・モデルなどの13種のオシレーター・ア

ルゴリズムを持つMOSS音源を本機に装着します。プログラム, コン

ビネーション, シーケンサー, ソング・プレイの各モードでMOSS音源

が使用できます。MOSS音源の最大同時発音数は6です。

■ DRAM SIMM (サンプル・データ用メモリー・ボード )
サンプル・データ用メモリーとして使用します。DRAM SIMMは、72pin

の16Mbyteまたは32Mbyteを合計3枚まで、最大96Mbyteまで増

設できます。（☞「DRAM SIMM購入時の注意」参照）

DRAM SIMMは、メーカー・オプションではありません。コン

ピューター用の市販のものをお使いください。

最大96Mbyteで使用するには、標準で装着している16Mbyte

のDRAM SIMMを取り外して、32MbyteのDRAM SIMMを

3枚使用する必要があります。

装着するDRAM SIMMの容量とスロット位置によって、メモリ・バ

ンクやサンプリング時間が異なります。（☞p.106）

DRAM SIMM購入時の注意

市販のDRAM SIMMの中には本機で使用できないものがありま

す。ご購入前に必ず以下の内容をご確認の上、お買い求めくださ

い。

本機で使用できるDRAM SIMMの種類
・ 72pin 16Mbyteまたは32Mbyte

・ アクセス・タイム60ns以下

・ アドレス入力 11bit (A0～A10)

・ 電源電圧 5V

上記の条件を満たすDRAM SIMMを使用できます。

使用できるDRAM SIMMの種類で不明な点がありましたら、コルグお

客様相談窓口にお問い合わせください。

■ カレンダー機能用バッテリー
データのセーブ時に記録する日付と時刻を保持するためのバッテリーで

す。型番CR2032のバッテリーを使用します。

本機で使用できるCR2032バッテリー
・ SONY社製、またはPanasonic社製CR2032バッテリー

取り付け後の確認

本機は、電源をオンしたときに現在装着されているオプション・

ボード/メモリー名をLCD画面に表示します。

各オプション・ボード/メモリーを取り付けた後、必ず電源をオンに

して、取り付けたオプション・ボード/メモリー名がLCD画面に表示

されることを確認してください。

表示されない場合は、取り付けの不備が考えられます。もう一度正

しく取り付けられているかを確認し直してください。

また、カレンダー機能用バッテリーが正しく取り付けられていない

ときやバッテリーの電圧が不足しているときは、電源をオンにした

起動後、LCD画面に「Battery voltage for calender IC is

low」が表示されます。もう一度、電圧が不足していないバッテリー

を使用していることと、そのバッテリーが正しく取り付けられてい

ることを確認し直してください。

取り付け等でご不明な点がありましたら、コルグお客様相談窓口に

お問い合わせください。

OPTIONS
EXB-MOSS: EXB-MOSSが装着されています。

SIMM
Slot1...3 (＊＊MB): SIMM用スロット1～3にSIMMが装着されてい

ます。カッコ内にそのSIMMの容量を表示します。工場出荷時には

SIMM用スロット1に16MBのSIMMがすでに装着されています。

カレンダー機能用バッテリーが正しく取り付けられていない
ときやバッテリーの電圧が不足しているとき
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DRAM SIMMの取り付け方法
必ず前述の「安全上のご注意」、「オプション・ボード/メモリー取り付け

時の注意」をお読みになってから取り付けをはじめてください。

取り付けるメモリーは最大3枚までです。1枚のDRAM SIMMを

取り付ける場合、どのスロットに取り付けても正常に動作します。

取り付けやすさの点から、奥側のスロットから使用するとよいで

しょう。

32MbyteのDRAM SIMMを3枚使用するときは、標準で装着

している16MbyteのDRAM SIMMを後述の「DRAM SIMM

の取り外し方法」に従って取り外してください。

カバーの取り外し、オプション・ボード/メモリーの取り付け、カバー

の取り付けのすべての作業が終わるまでは、必ずAC電源コードを

抜いたままにしてください。

① フロント・パネル左上のサンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバー

を開けます。

・ 61key、76keyモデル

1) [LOCK/UNLOCK]スイッチをUNLOCK側にします。

LOCK UNLOCK

サンプル・メモリー(RAM) 
スロット用カバー 

2) 図の部分を軽く押してサンプル・メモリー(RAM)・スロット用カ

バーを浮かせ、カバーを開けます。

LOCK

UNLOCK

サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバーを開けたとき、後ろへ

押しすぎないように注意してください。押しすぎると、カバーがは

ずれて破損する恐れがありますので注意してください。

・ 88keyモデル

1) お手持ちのコイン等で、サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カ

バーが浮き上がるまで、ネジを反時計方向へ回します。(はずすとき

は反時計方向、固定するときは時計方向へ回します。)

サンプル・メモリー(RAM) 
スロット用カバー 

2) EXB-PCM/サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバーを図の

角度くらいまで持ち上げて、カバーを引き抜きます。

サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバーを開けたとき、後ろへ

倒しすぎないようにしてください。カバーがはずれて中に落ちる恐

れがあります。

② DRAM SIMMを用意します。

③ DRAM SIMMを取り付けるスロットの位置を確認してください。

一番奥のスロットには、標準で16MbyteのDRAM SIMMが装着

されています。2枚まで追加する場合は、空いているスロットに取り

付けます。3枚のDRAM SIMMを追加する場合は標準で装着して

いるDRAM SIMMを後述の「DRAM SIMMの取り外し方法」に

従って取り外してから、3つのスロットをお使いください。

切り欠きがある方が1PIN側です。スロットの1PINのマーク(▼)

に、DRAM SIMMの1PIN側を合わせて取り付けます。

固定爪 

固定穴 

切り欠き 

DRAM SIMM裏面 

サンプル・ 
メモリー(RAM) 
用スロット 

固定穴 
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④ DRAM SIMMをスロットの奥まで斜めにしっかり差し込んでから、

スロット側の固定爪がDRAM SIMMの固定穴にカチッと入るまで

垂直に立てます。このとき、スロットの固定爪を左右に押し広げると

スムーズに入ります。

正面側 

固定爪 

DRAM SIMM

1. 斜めにしっかり差し込む 

2. 垂直に立てる 

⑤ サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバーを開けたときと逆の手

順で閉め、カバーを固定します。

⑥ すべての作業が終わったら電源をオンにしてDRAM SIMMが正し

く取り付けられていることを確認してください。（☞「取り付け後の

確認」 p.320）

DRAM SIMMの取り外し方法

● スロットの固定爪を左右に押し広げて（固定爪の押さえを外してか

ら）斜めに倒して引き抜いてください。

奥側のDRAM SIMMを取り外す場合は、前側のDRAM SIMMを

取り外してから、外してください。

固定爪を左右に押し広げると、DRAM SIMMが勢いよく飛び出し

て、すき間に入り込む場合があるので注意してください。

正面側 

固定爪 

DRAM SIMM

EXB-MOSSの取り付け方法
必ず前述の「安全上のご注意」, 「オプション・ボード/メモリー取り付け

時の注意」をお読みになってから取り付けをはじめてください。

作業時に、本体やオプション・ボードなどの金具で手を切らないよ

うに注意してください。

オプション・ボードの取り付けのすべての作業が終わるまでは、必

ずAC電源コードを抜いたままにしてください。

① お手持ちの＋（プラス）ドライバーと、雑誌など（ジョイスティックやツ

マミなどを破損を防ぐためのもの：下図参照）を用意してください。

② 本体の電源をオフにして、AC電源コードやその他の機器などの接

続コードを抜きます。

③ サンプル・メモリー(RAM)・スロット用カバーが閉まり、固定されてい

ることを確認してください。

④ 下図のようにバルブ・カバー、ジョイスティックやノブなどの破損を防

ぐために4隅に雑誌などを置き、その上に本体を裏返しにして乗せ

ます。

LOCK UNLOCK

下から見た図 

バルブ・カバー、ジョイスティックやノブに 
触れないように4隅に当てる 

EXB-MOSS用カバー 

本体を裏返すときに、バランスをくずして落とさないように、注意

してください。

⑤ EXB-MOSS用カバーを開けます。

・ 61key、76keyモデル

EXB-MOSS用カバーの2本のネジをドライバーで外し、EXB-

MOSS用カバーを持ち上げ、本体スリットから引き抜きます。

持ち上げたときに、あまり強く後ろへ押さないようにして、抜いて

ください。
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・ 88keyモデル

EXB-MOSS用カバーの4本のネジをドライバーで外し、EXB-

MOSS用カバーを持ち上げます。

⑥ 位置を確認してください。

ふたを取り外したところ 

EXB-MOSS EXB-MOSS用 
コネクター 

カレンダー機能用 
バッテリー・ホルダー 

リア面側 

⑦ EXB-MOSSを袋から取り出します。

⑧ ボードの4隅に、4本のネジがワッシャーとともに付いていることを

確認してください。

ネジ 

ワッシャー 

⑨ EXB-MOSSを本体内部の金具にネジ4本で取り付けます。

ネジ 

ワッシャー 

ボード取り付け用シャーシ 

EXB-MOSS

コネクター 

ネジ止めする前は金具からEXB-MOSSが少し浮いた状態になり

ます。このとき、EXB-MOSSを必要以上の力で押さえ付けると、

ネジやワッシャーが外れる場合があるので注意してください。

⑩ ケーブルを図のようにコネクターに取り付けます。ケーブルは奥ま

でしっかり押し込んでください。

ケーブルを接続する基板のコネクター部以外は触れないようにし

てください。

奥まで押し込む コネクター 

リア面側 

⑪ EXB-MOSS用カバーを取り外したときと逆の手順で取り付けま

す。

⑫ すべての作業が終わったら電源をオンにしてEXB-MOSSが正しく

取り付けられていることを確認してください。(☞「取り付け後の確

認」p.320)

⑬ 確認後、Global P0 “Load Preset/Demo Data”からEXB-

MOSS用データをロードしてください。（☞OG p.128）
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カレンダー機能用バッテリーの交換方法
必ず前述の「安全上のご注意」、「カレンダー機能用バッテリー取り付け

時の注意」をお読みになってから取り付けてください。

作業時に、本体やオプション・ボードなどの金具で手を切らないよ

うに注意してください。

カレンダー機能用バッテリーの取り付けのすべての作業が終わる

までは、必ずAC電源コードを抜いたままにしてください。

①「EXB-MOSSの取り付け方法」手順①～⑤を参照して、EXB-

MOSS用カバーを取り外します。

② カレンダー機能用バッテリーを取り付ける位置を確認してください。

（☞「EXB-MOSSの取り付け方法」手順⑥）

EXB-MOSS

ふたを取り外したところ 

カレンダー機能用 
バッテリー 

リア面側 

③ 古くなったカレンダー機能用バッテリーを取り外します。

バッテリーの下図の位置を押して、バッテリー・ホルダーのツメ部分

からはずし、そのまま上に持ち上げて、取り外します。

落としてバッテリーがすき間に入り込まないように注意してくださ

い。

バッテリーのこの部分 
を押します。 

④ 新しいバッテリーを取り付けます。

カレンダー機能用バッテリーは＋（プラス）面を上にして、斜めに傾け

てバッテテー・ホルダーのなかに入れて、押し込みます。

⑤「EXB-MOSSの取り付け方法」手順①～⑤を参照して、EXB-

MOSS用カバーを開けたときと逆の手順で閉めます。

⑥ すべての作業が終わったら電源をオンにして「Battery voltage

for calender IC is low」が表示されなくなったことを確認してく

ださい。

この確認作業は、手順⑤の直後に必ず行ってください。。

⑦ 確認後、ページ・メニュー・コマンド“Set Data/Time”(Disk,

Utility)でカレンダーを設定し直してください。
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外部USB機器を使用するには
本機のUSB A端子は、USB記憶デバイス（CD-R/RW、リムーバブル・

ディスク、ハードディスク等）を接続することができ、これらのメディアに

本機のデータをセーブしたり、メディアからデータをロードすることがで

きます。

USB B端子はコンピューターのハードディスクへ本機のCFカード・ス

ロットに挿したメディアのデータをコンピューター上で操作することが

できます。また、コンピューターのデータをメディアにコピーすることが

できます。

その他、MIDIデータの送受信をします。

外部USB記憶デバイスの接続
(本機USB A←→ハードディスク、CD-R/RWドライブ等)

・ 接続可能な外部デバイス最大容量（理論値）:

一台当たり 2TERA (2,000 Gbyte)

・ 接続可能な台数: 7台

複数のUSBデバイスを接続する場合は、セルフパワー対応の

USBハブをセルフパワー・モードで使用してください。ハブに関す

る接続、設定についてはハブの取扱説明書を参照してください。

本機のUSB A/B端子はホット・プラグ（電源を入れた状態でUSB

ケーブルを抜き差して使えること）に対応しています。ホット・プラ

グで接続する場合、使用するUSBデバイスもホット・プラグに対応

している必要があります。

① 本機のUSB A端子と外部USBデバイスをUSBケーブルで接続し

ます。

両方の電源をONにして、USBケーブルの平たい形状のコネクター

を本機のUSB A端子へ、正方形に近い形状のコネクターを外部

USB記憶デバイスのUSB端子へ差し込みます。

ホット・プラグに未対応のデバイスを使用するときは、デバイスの電源

を切った状態で接続をしてください。その後、電源をオンにします。

CD-R/RW、
ハードディスク、 
リムーバブル・ 
ディスク など 

Aタイプ Aタイプ Bタイプ 

Bタイプ 

TRITON Extreme

USBケーブル
USBハブ 

本機のUSB A端子はバス電源方式(USB)に対応しています。

USBケーブルで接続したUSBデバイスに、USBケーブルを通じ

て、本機から電源を供給することができます。USBデバイスによっ

ては動作しない場合があります。その場合は、専用のアダプターを

ご使用ください。

USBデバイスを接続するとき、各デバイスの消費電流が繋がれたハ

ブに対して許容量を超えると、本機からUSBデバイスが正常に認識

されなくなります。（ステータス・バー上にエラー・メッセージ“USB

Hub Power Exceeded! ”が点滅します。）

デバイスの消費電流量については、各デバイスの取扱説明書を参

照してください。

② MediaモードUtilityのページ・メニュー・コマンド“Scan USB

Device”を実行します。

USBハブを使用することによって、最大7台のデバイスを認識す

ることができます。また、8ポート以上のUSBハブは認識できませ

ん。

③ MediaモードのMedia Selectで接続を確認します。

ハードディスク等の外部USB記憶デバイスのフォーマットや、各

データのロード、セーブの方法については、Media 0-3Fを参照し

てください。

コンピューターとの接続
(本機USB B←→コンピューター)

必要最小環境

Windows:

対応OS:

USB Storage使用時

Microsoft Windows 98/Me/2000 SP3以降/XP

* Windows98/Meでは、デバイス・ドライバ（KORG USB-

SCSI Strage Driver ）のインストールが必要です。

USB MIDI使用時

Microsoft Windows XP Home Edition / Professional

対応コンピューター:

上記OSの動作環境を満たすUSBポート搭載のコンピューター

Macintosh:

対応OS:

USB Storage使用時

Mac OS 9.0.4以降、OSX 10.0以降

USB MIDI使用時

Mac OSX 10.2 以降

対応コンピューター:

上記OSの動作環境を満たすUSBポート搭載のApple Macintosh

上記の環境を満たしていても、お客様がご使用になるコンピュータに

よっては動作しないこともあります。あらかじめご了承ください。

コンピューターから本機のCFカード・スロット
のメディアのデータを操作する
→“USB Storage Mode”(☞Media 0-3L)を参照してください。

USB StorageTRITON Extreme

Aタイプ Bタイプ 

USBケーブル

コンピューターと本機でMIDIデータを送受信
する
接続方法とUSB-MIDIドライバの設定方法については次項をご覧くだ

さい。

“USB Storage Mode”時は、コンピューターからのMIDIデー

タの受信は無効になります。
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USB-MIDIドライバのインストールと
設定
Windows XPをお使いの場合
OSにWindows XPを使用したコンピューターには、付属のKORG

USB-MIDI Driver for Windows XP を使うことができます。

TRITON Extremeを初めてコンピューターのUSBポートに接続する

と、自動的にWindows標準のUSB-MIDIドライバがインストールされ

ます。KORG USB-MIDI Driver for Windows XP を使用するとき

は、以下の手順でドライバをインストールしなおしてください。

KORG USB-MIDIドライバはWindows XP専用です。Win-

dows95/98/Me/2000では使用できません。

KORG USB-MIDI Driverのインストール

本製品のソフトウェアの使用許諾契約が別途に付属されていま

す。ソフトウェアをインストールする前に、必ずこの使用許諾契約

をお読みください。ソフトウェアをインストールすると、この契約に

同意したことになります。

制限付きアカウントでログオンしている場合は、Windows XPへ

のドライバをインストールおよびアンインストールできません。コ

ンピューターの管理者グループに属するユーザーでログオンする

か、管理者に相談してください。

デジタル署名によるドライバのインストールの抑制を行なわない

ようにしておいてください。（☞p.328「デジタル署名の認証によ

るドライバのインストールの抑制を回避するには」）

ドライバのインストールはUSBのポートごとに必要です。KORG

USB-MIDI Driver for Windows XP をインストールしたとき

とは異なる別のUSBポートにTRITON Extreme を接続して使

用する場合は、同様の手順で新たにKORG USB-MIDI Driver を

インストールしなおしてください。

① 本機のUSB B端子とコンピューターのUSBポートをUSBケーブ

ルで接続します。

コネクタの向きに注意し奥まで確実に差し込みます。

コンピューターの電源はあらかじめオンにし、OSを起動しておい

てください。
computer

TRITON 
 Extreme

USB B

USBケーブル

Windowsが本機の接続を認識します。

そして、標準のドライバが自動的にインストールされます。

② タスクバーの[スタート]ボタン、[コントロール パネル]の順にクリッ

クし、コントロールパネルを表示させます。

コントロール パネルの中の[サウンドとオーディオデバイス]を起動

し、[ハードウェア]タブをクリックします。

デバイスのリストから[USBオーディオ・デバイス]を選択し、リスト下

の「デバイスのプロパティ」の項目の“場所”に本機が表示されてい

ることを確認し、[プロパティ...]ボタンをクリックします。

③「USBオーディオ・デバイスのプロパティ」ダイアログが表示される

ので、[ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新...]ボタンをクリッ

クします。

④「ハードウェアの更新ウィザード」が表示されます。

「インストール方法を選んでください。」では“一覧または特定の場

所からインストールする”をクリックし、[次へ >]をクリックします。
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⑤“検索とインストールのオプションの選択”では、必ず「検索しない

で、インストールするドライバを選択する」をクリックし、[次へ >]を

クリックします。

⑥“このハードウェアのためにインストールするデバイス ドライバを選

んでください。”と表示されるので、[ディスク使用]ボタンをクリック

します。

⑦ フォルダ名を求めてくるので、本機に付属のCD-ROMをCD-ROM

ドライブに挿入し、KORG USB-MIDIドライバの入っているフォル

ダ“D:¥Driver ”を入力し[OK]ボタンをクリックします。

ただし、これはCD-ROMドライブがDドライブの場合であり、お使

いのコンピューターの環境に合わせて、CD-ROMドライブがEドラ

イブの場合には上記フォルダ名の“D:”を“E:”のように変更して入

力してください。

⑧ モデルに“KORG TRITON Extreme”が表示されていることを確

認し[次へ >]をクリックするとドライバのインストールが始まります。

⑨ 途中デジタル署名認証の警告ダイアログが表示される場合がありま

すが、[続行]をクリックして先に進めます。

⑩ インストール完了のダイアログが表示されるので[完了]をクリックし

ます。Windowsの再起動を求められた場合には、[はい]を選んで再

起動させてください。
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KORG USB-MIDI Driverのアンインストール
① タスクバーの[スタート]ボタンをクリックして、[コントロール パネル]

をクリックして表示させます。

コントロール パネルの中の[サウンドとオーディオデバイス]を起動

し、[ハードウェア]タブをクリックします。

デバイスのリストからTRITON Extremeを選択し、[プロパティ...]

ボタンをクリックします。

②「KORG TRITON Extremeのプロパティ」ダイアログが表示され

るので、[ドライバ]タブをクリックし、[削除]ボタンをクリックします。

③ 確認のダイアログが表示されるので、[OK]ボタンをクリックします。

デジタル署名の認証によるドライバのインストールの
抑制を回避するには
お使いのコンピューターが、デジタル署名の無いドライバをインストー

ルできないように設定されている場合は、KORG USB-MIDI Driver

をインストールすることができません。以下の方法でドライバをインス

トールできるように設定を変更してください。

① タスクバーの[スタート]ボタン、[コントロール パネル]の順にクリッ

クしてコントロール パネル表示させます。

コントロール パネルの中の[システム]を起動し、[ハードウェア]タブ

をクリックします。そして、[ドライバの署名]ボタンをクリックします。

②“どのように処理しますか？”で[ブロック]が選択されていると、ドラ

イバをインストールすることができません。[無視]または[警告]を選

び、[OK]をクリックします。

必要があれば、ドライバをインストール後、この設定を元に戻してく

ださい。
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Mac OS Xをお使いの場合
お使いのコンピューターがMac OS Xの場合は、Mac OS X標準の

MIDIドライバを使用します。

Mac OS X 10.2以降で有効です。

以下のようにTRITON Extremeをコンピューターに認識させます。

① 本機とコンピューターをUSBケーブルで接続します。

② 本機の電源を入れます。

③ アプリケーション・フォルダ→ユーティリティ・フォルダの中の“Audio

MIDI設定”をダブルクリックして開きます。

④“MIDI装置”タブをクリックして、TRITON Extremeが表示されて

いることを確認します。

Mac OS X標準のMIDIドライバのポートについて
ドライバ側（コンピューター側）のポート1は、TRITON Extremeの

KEYBOARD、SOUNDに対応しています。

TRITON ExtremeのSOUND
TRITON ExtremeのKEYBOARD

アプリケーション側の入力ポートの設定

TRITON Extremeでの呼称名 アプリケーションでの表示名

入力 KEYBOARD （MIDI入力設定に表示される）Port1

出力 SOUND （MIDI出力設定に表示される）Port1

TRITON Extremeとドライバのポート
について

KEYBOARDデバイス
TRITON ExtremeのMIDIメッセージ（鍵盤やコントローラー、シーケ

ンサーのデータ）をコンピューターのアプリケーションで受信するとき

に使用します。

SOUNDデバイス
コンピューターのアプリケーションのMIDIメッセージをTRITON Ex-

tremeの内部音源で発音させるときに使用します。
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本機のパケットライト・
サポート

本機は、USBデバイスのCD-R/RWにパケットライト方式での書き込み

が行えます。

利用する前にフォーマットを行うだけで、コンパクトフラッシュやハード

ディスクと同じ感覚で利用できます。

■ パケットライトについて
パケットライトとは、データをパケットと呼ばれる細かい単位で分割し、

効率良い書き込みを可能にした方法で、データの追加/更新に適してい

ます。

本機はパケットライトのフォーマットとして、DVDでも利用されている

UDF(Universal Disk Format) を採用していますので、UDFをサ

ポートしているパケットライト・ソフトウェアでフォーマットされたCD-R/

RWメディアも読むことが可能です。

本機はUDFのバージョン1.5に対応しています。

■ 利用可能メディア
データの保存は、本機でフォーマットされたメディアを使用してく

ださい。

・ 最大16倍速書き込み対応の650MBおよび700MBのCD-Rメ

ディア

・ 最大4倍速/10倍速書き込み対応の650MBおよび700MBの

CD-RWメディア

■フォーマットの方法
フォーマットは、空またはすでにフォーマット済みのメディアをドライブに

挿入後、ページ・メニュー・コマンド“Format”(Media, Utility 0-3F)

で行います。

フォーマット時の注意点

[1] CD-Rの場合
・ CD-Rは、コンパクトフラッシュのように、一度書き込まれた内容を消

去することはできません。したがって、すでにフォーマット済みのメ

ディアに対して再フォーマットを行っても、空き容量は増えません。

(新しいセッションを追加するため、約20MBの容量を消費します。)

・ Quick Formatのみ選択できます。

Quick Formatでのフォーマット時間は数十秒です。

[2] CD-RWの場合
・ 再フォーマットをすることで、すでに書き込まれた内容を消去するこ

とができます。したがって、再フォーマット終了後は、空き領域が増え

ます。

・ Quick Format: メディアがすでにUDF形式でフォーマットされて

いる場合に選択します。

Full Format: メディアが空あるいはUDF形式でフォーマットされ

ていない場合に選択します。

また、メディアへの書き込みエラーが頻繁に発生する場合も、この

フォーマットを実行してください。

フォーマット時間は、Quick Formatで数分程度、Full Formatで数

十分～数時間（デバイスに依存）です。

・ フォーマット後の利用可能領域は、650MB/700MBのメディアが

それぞれ約530MB/570MB程度になります。

■ パケットライトを利用する場合の注意点

[1] CD-Rの場合
ファイルを削除したとき、実際はファイルを削除されたように見せる

処理を行うだけなので、メディアの空き容量は増えません。また、ファ

イルを更新すると、そのたびに新しいファイルを追加し、上書きした

ように見せる処理を行います。

[2] CD-RWの場合
ファイルを削除すると、空き容量が増えます。また、ファイルを更新す

ると、ファイルの内容を更新前にあった場所に上書きします。

[3] データの書き込みについて
CD-R/RWへパケットライトでデータをセーブする場合、ディスクへ

の書き込み速度がハードディスク等に比べて遅いため、時間がかか

ります。また、CD-R/RWドライブや、使用するメディアの書き込み対

応速度によっても時間が変わります。

■ 本機以外の外部機器で読み込む場合

[1] CD-Rの場合
・ パケットライト・ソフトウェアがインストールされているコンピュー

ターで読むことが可能です。

・ ISO9660フォーマットに変換することで、ISO9660フォーマットに

対応している外部MIDI機器や、パケットライト・ソフトウェアがインス

トールされていないコンピューターでもデータを読むことが可能にな

ります。変換方法については、ページ・メニュー・コマンド“Convert

to ISO9660 Format”(Media, Utility 0-3G)を参照してくだ

さい。

[2] CD-RWの場合
・ UDFリーダーまたはパケットライト・ソフトウェアがインストールされ

ているコンピューターで読むことが可能です。

・ ISO9660フォーマットへの変換はできませんので、ISO9660

フォーマットに対応している外部MIDI機器でも読めません。

ISO9660フォーマット変換では、ISO9660のセッション情報を

追加するので、約20MBの容量を消費します。

ISO9660フォーマット(*1)に対応している外部MIDI機器 (弊社製)
・ TRITON Extreme/TRITON STUDIO/TRITON/TRITON pro/

TRITON proX/TRITON-Rack(* 2)

・ D16以降のコルグDigital Recording Studioシリーズ

※2003年11月現在

*1: ISO9660レベル1に対応。

*2: 第一セッションのみ読み込み可能。

CD-R/RWドライブ等のアクセス・スピードが遅いメディアから、サ

イズが1.9Mbyte以上のファイルをCD-Rへコピーする場合、ファ

イルが連続した状態でコピーされないことがあります。また、

“Rate Convert ”(Global 0-3G)、Save to Std MIDI File ”

(Media 0-2F)等を実行して、CD-Rへセーブする場合、ハードディ

スク等のアクセス・スピードが速いメディアからでも、ファイルが連

続した状態で書き込まれない場合があります。この状態を

ISO9660フォーマットに変換すると、ISO9660レベル3で対応
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している分割ファイルを含むフォーマットとなります。

TRITONや一部コンピューターなど分割ファイルの読み込みに対

応していない機種では、データを読み込むことができません。コン

ピューターの場合は、ISO9660レベル3対応のリーダー・ソフト

ウェア、またはパケットライト・ソフトウェアをインストールすること

で、このCD-Rのデータを読み込むことができます。
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索　引

記号
000: No Effect    206, 217

10's Hold

Combination    37

Program    2

12dB    6, 7, 41, 63, 64, 117, 126, 158

�     ☞テンポ

A
ADC OVERLOAD !!    6, 41, 63, 116

AIFFファイル(.AIF)    183, 190, 315

AKAI S1000/S3000フォーマット    184

All Routed    52, 97, 152, 210

Alternate Modulation    16, 20, 22, 27, 271

Amp    ☞アンプ

AMS(Alternate Modulation Source)    271

Arpeggiator Assign    49, 93, 149

AUDIO OUTPUT (INDIVIDUAL)    214

Auto

Auto +12dB On    7, 64, 117

Auto Arpeggiator    156

Auto Loop On    117

Auto Optimize RAM    160

Auto Punch In    67

Auto Song Setup    3, 39

B
Bend Range

Combination    44

Sequencer    73

BPM

BPM/MIDI Sync機能    278

Detune BPM Adjust

Combination    44

Sequencer    73

Detune (BPM Adj. in Page Menu)

Combination    44

Sequencer    73

Grid    118, 124, 126

MIDI/Tempo Sync., LFO    27

Pitch BPM Adjust    136

Time Slice    127

Time Stretch    131

BUS Select

Combination    207, 212, 215

BUS Sel.    54

BUS Sel. (BUS Select)    52

BUS Select(IFX/Indiv. Out BUS

Select)    51

BUS(IFX/Indiv.) Select    41

Drum Kit

BUS Select(IFX/Indiv. Out Assign)

169

Input/Sampling(Audio Input)

BUS(IFX/Indiv.) Select    160

Play Audio CD

BUS(IFX/Indiv.) Select    197

Program    207, 211, 215

BUS(IFX/Indiv.) Select    4

BUS Sel.    35

BUS Sel. (BUS Select)    31

BUS Select(All OSCs to)    29

Sampling    208, 215

BUS(IFX/Indiv.) Select    115

BUS(IFX) Select    140

BUS(Output) Select    117

BUS Sel.    142

Sequencer    207, 212, 215

BUS(IFX/Indiv.) Select    63

BUS(Output) Select    68

BUS Sel.    99

BUS Sel. (BUS Select)    97

BUS Select(IFX/Indiv. Out BUS

Select)    95

Song Play    207, 212, 215

BUS Sel.    154

BUS(Output) Select (BUS Select)

145

IFX/Indiv.Out BUS Select (BUS

Select)   151

C
Chain

IFX    31, 52, 97, 140, 207

MFX    33, 53, 213

Chain Direction    32, 53, 213

Chain Level    32, 53, 213

Chain Signal    32, 53, 213

Chain to next file    145

Convert Position    161, 288

Ctrl Ch    52, 53, 97, 98, 152, 153,

210, 213, 276, 283

D
DKit    22, 29, 51, 95, 151, 207, 208,

212

DRAM SIMM    320, 321

Drums    9, 11, 22, 29, 44, 51, 73,

207, 208, 212

Drumsample    167, 168

Drum Kit    12, 51, 159, 163, 166, 179

Dump    163

Dmod(Dynamic Modulation Source)

31, 33, 52, 53, 97, 98, 141, 152, 153,

205, 210, 213, 276

E
Effect Global Switch    156

Event Edit    79, 89

EXB-MOSS    320, 322

Exclusive    295

Exclusive Data    181, 189

MIDI Filter    162

Sequencer    101, 102

Exclusive Group    169

.EXLファイル    175, 181, 189

F
FF/REW Speed    61

Fixed Note Mode    171

Flam    172

Force OSC Mode    43, 72

G
Gate, Arpeggiator    28, 50, 94, 150,

172

GM    1, 12, 158

GM Initialize    61, 144

GM/GS/XG    297

GMシステム・オン    295

Grid    118, 124, 126, 198

H
Hide unknown files    177

Hold    10

Hold Balance    40

I
Index, Multisample    13, 64, 104,

105, 116, 118, 125, 128, 135,

139, 197, 201

Initialize Steps    172

Input

(COMBI,PROG,SEQ,S.PLAY,MEDIA)

4, 41, 63, 159, 197

(SAMPLING)    114

ISO9660    192

J
.JKBファイル    149, 175

K
.KCDファイル    175, 185, 190

KEY

Drum Kit    167

Resampling    116

RPPR    91
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Key Sync.

Arpeggiator    4, 28, 41, 50, 94,

150, 170

LFO    26

Key Transpose    155

Key Zone    47, 76

Keyboard & Index    105

Keyboard Display    111

.KMP, .KSC, .KSFファイル    175, 182,

183, 316

Translation    177

L
Length

Arpeggio Pattern    170

Cue List    69

LFO    26

Amp    23, 275

AMS    272

Filter    20, 275

Frequency    26, 276

Pan    22

Pitch    15, 274

Resonance    18

Swap    27

Waveform    26

テンポ    27

Low Pass & High Pass    17

Low Pass Resonance    17

M
Mac OS X    194, 329

Machintosh    194, 325

Media Select    7, 112, 139, 148, 176

.MIDファイル    175, 181, 189

MIDI    74, 161, 288

MIDIチャンネル    289

Combination    43, 52, 53

Global MIDI Channel    161

Program    1

Sampling    289

Sequencer    72, 74, 97, 98

Song Play    144, 152, 153

MIDI Filter    45, 74, 162

MIDIクロック    162

MOSS    320, 322

Multi REC    67

N
Normalize    122

O
Offset

Offset, LFO    26

Offset, Sequencer    84

S.Offset(Start Offset)

Drum Kit    167

Program    11

Original Key    105, 136

Original Key Position    116

Oscillator(OSC)    9, 11, 12

OSC Balance    2

Oscillator Mode    9

Over Dub    67

Overwrite

Over Write, Sequencer   67

Overwrite, Sampling   119

P
Paste, Sample    121

.PCGファイル    175, 177, 188

Performance Editor    2

Poly/Mono    9

Power On Mode    158

Priority    10

R
Rate Convert    123, 193

Realtime Control Knobs B-Assign    14,

48, 77, 137, 147, 280

MIDI Filter

Combination    46

Sequencer    75

Recording Level    6, 41, 63, 107, 116

Recording Mode    67

Resolution(Reso)

Arpeggiator    4, 28, 41, 50, 94,

150, 170

Sequencer    57, 84, 88

Reverse (Rev)

Drum Kit    167

Program    11

Sampling    123, 126

RPPR（Rea l t ime  Pa t te rn  P la y /

Recording）    91

RPPR On/Off    57

S
Scan Zone    29, 50, 94, 150

Select Bank & Smpl No.    6, 64

Single Trigger    9, 169

SMF(スタンダードMIDIファイル)    143, 298

セーブ    189

ロード    181

.SNGファイル    175, 180, 187

Sort    4, 28, 41, 50, 94, 150, 170

Status    38, 43, 72, 146

Step

Cue List    69

Current Step, Cue List    69

Step No., Arpeggio Pattern    172

SW1, SW2    14, 48, 77, 137, 147

AMS    273

MIDI Filter    163

Combination    46

Sequencer    76

アサイン    279

Combination    48

Program    14

Sampling    137

Sequencer    77

Song Play    147

Swing (Arpeggio)    28, 50, 94, 150

Swing (Sequencer)    84

Sync.

BPM/MIDI Sync.    205, 278

Key Sync.

Arpeggiator    170

Arppeggio, Combiantion    41, 50

Arppeggio, Program    4, 28

Arppeggio, Sequencer    94

Arppeggio, Song Play    150

Key Sync., LFO    26

MIDI/Tempo Sync., LFO    27

Sync Both EGs    22, 25

Sync, RPPR    92

T
Timbre    38

Timbre Assign, Arpeggiator    41

Time Slice    127

Tone, Arpeggiator    172

TopKey(Top Key), Sampling    105, 136

Trigger    5, 41, 63, 115

Pre Trigger REC    116

Truncate    119, 127, 199

U
USB    162, 193, 203, 289, 325

USB-MIDIドライバ    326

Use DKit Setting    22, 29, 207, 212

Use Zero    118, 126, 198

User All Notes Scale    165

User Arpeggio    170

User Octave Scale    165

V
[VALUE]スライダー

AMS    273

Valve Force    34, 54, 99, 141, 153, 214

Vocoder    263
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W
WAVEファイル(.WAV)    7, 112, 139,

175, 183, 190, 195, 198, 315

WAVEファイル波形ディスプレイ    198

WAVE File Play Level    158

Windows    193, 325, 326

Z
Zone Map

Arpeggiator    29, 50, 94, 151

Combination    47

Sequencer    76

Zone Range    116

ZOOM    118, 127, 198

ア
アイコン    175

アタック・タイム

Amp EG    24

Drum Kit    168

Filter EG    21

Filter EG + Amp EG    2

Pitch EG    16

Realtime Control Knobs B-Assign    280

Sample    13

アフタータッチ

After Touch Curve    156

AMS    272

Convert Position    161

MIDI Filter    162

Combination    45

Sequencer    74

アルペジエーター    4, 40, 49, 93, 149

アルペジオ

Arpeggio Tone Mode    171

Fixed Note Mode    171

Pattern    4, 28, 41, 50, 94, 150, 170

プリセット・アルペジオ・パターン    28, 170

ユーザー・アルペジオ・パターン    28, 170

セーブ    187

ライト    171

ロード    180

アンプ    22

AMS    272

Drum Kit

Attack (Amp-Attack)    168

Decay (Amp-Decay)    168

Program    22

Amp EG    24, 276

Amp Level    2, 22

Keyboard Track, Amp Mod.    23

LFO, Amp Mod.    23

Realtime Control Knobs    280

イ
移動

Move Measure    83

Shift/Erase Note    84

イベントの移動    79

イベント・エディット    79, 89

インサート・エフェクト(IFX)    29, 51, 95,

140, 151

Effect Global Sw, IFX1-5 Off    156

IFX Balance    3

インデックス

Audio CD    139, 197

Sampling    13, 104, 118, 125,

128, 132, 135

Sequencer    79

オ
オクターブ

Octave Motion, Arpeggiator    171

Octave, Arpeggiator    4, 28, 41, 50,

150, 170

Octave, Drum Kit    12

Octave, OSC    12

Octave, Performance Editor    2

オシレーター    9, 11

Force OSC Mode    43, 72

OSC Balance    2

OSC Select

Combination    43

Sequencer    72

Oscillator Mode    9

オーディオCD    138

オーディオCDトラック・リスト    190

オーバー・ダブ    67

オーバー・ライト

Over Write, Sequencer    67

Overwrite, Sampling    119

オプティマイズ    6, 112, 160

オリジナル・キー    105, 116, 136

オルタネート・モジュレーション    16, 20,

22, 27, 271

オルタネート・モジュレーション・ソース

271

音符の入力    79

カ
カウント・ダウン

Metronome Precount    5

Metronome Precount, Sampling    115

Sound, Sequencer    68

カット

Cut, Cue List    70

Cut, Event Edit    79

Cut, Multisample    136

Cut, Sample    120

Cut, Step, Cue List    70

Cut, インデックス    136

Cut, オーディオ・トラック    195

カットオフ周波数    17

Alternate Modulation    274

Cutoff, Drumsample    168

Cutoff, Sample Parameters    13

Realtime Control Knobs B-Assign

280

カテゴリー

Combination    37, 38, 40

Drumsample    167
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	2-2: OSC　各ティンバーのモノ/ポリ, ポルタメントなど発音に関する設定 
	2-3: Pitch　各ティンバーのトランスポーズ, ベンド・ レンジなどピッチに関する設定 
	2-4: Other　各ティンバーのディレイ, スケール設定 

	Combination P3: Edit-MIDI Filter 
	3-1: MIDI 1　プログラム・チェンジ, アフタータッチ等 
	3-2: MIDI 2　ジョイスティック, リボンコントローラー
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	3-6: MIDI 3  9-16  
	3-7: MIDI 4 1-8　SW1/2, フット・コントローラー等 
	3-8: MIDI 4 9-16 

	Sequencer P4: Zone/Ctrl 
	4-1: Key Z 1-8　各トラックが発音するキー範囲設定
	4-2: Key Z 9-16  
	4-3: Vel Z 1-8　各トラックが発音するベロシティ範囲設定 77
	4-4: Vel Z 9-16  
	4-5: MOSS 1-8　オプションEXB-MOSSを装着時に表示,EXB-MOSS関連のパラメーターを設定 
	4-6: MOSS 9-16 
	4-7: Controller　 [SW1], [SW2] キー、REALTIME CONTROLS [1] 〜[4]ノブBモードの機能
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	0-2: Input/Setup　オーディオ入力設定と、レコーディング時のセットアップ 
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	087: Cho/Flng - Mt. Dly (Chorus/Flanger - Multitap Delay) 
	088: Phaser - Cho/Flng (Phaser - Chorus/Flanger) 
	089: Reverb - Gate 

	Double Size　ダブル・サイズのエフェクト
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